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1.1.1.1.    設計設計設計設計のののの概要概要概要概要    

この章では，JP1/AJS2 導入時の設計の概要について説明します。 

システムのライフサイクルの設計段階で，JP1/AJS2 のシステムを導入するために検討しておく項目や確

認する必要のあることがあります。設計段階で検討および確認しておくことで，JP1/AJS2 のシステムを効

率良く導入・運用することができます。 

1.11.11.11.1    設計設計設計設計のののの流流流流れれれれ    

JP1/AJS2 導入時の設計は，JP1/AJS2 で自動化する業務の設計と，JP1/AJS2 を運用するシステムの設

計に大別されます。設計段階の基本的な作業の流れを，次の図に示します。 

図 1-1 JP1/AJS2 の設計作業の流れ 
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1.21.21.21.2    設計項目設計項目設計項目設計項目    

JP1/AJS2 導入時の設計項目の一覧と，このマニュアルでの説明個所の対応を次の表に示します。第 1

編では，JP1/AJS2 導入時の設計項目について説明しています。詳細については，設計段階の状況に

応じて，次章以降のそれぞれの記載個所を参照してください。 

表表表表 1111----1111    設計項目設計項目設計項目設計項目とととと記載個所記載個所記載個所記載個所 

設計段階で検討する項目 記載個所 

自動化して運用する業務の処理（フロ

ー）やスケジュールなどの検討 

「2.1 業務の自動化について

検討する」 

業務を集中監視する場合の監視対象

の検討 

「2.2 集中監視する業務対象

を検討する」 

JP1/AJS2 で自動化する業務に

関する設計項目 

業務のアクセス権（ユーザー管理）の

検討 

「2.3 業務のアクセス権につい

て検討する」 

システム構成やネットワークの検討 「3. システム構成の設計」 

見積もり 

マシン性能  

システムリソース  

データベースの領域やログファイルの

サイズ  

カーネルパラメーター  

「4. 見積もり」 

構築時に必要な JP1/AJS2 の環境設

定項目（パラメーター）の検討 

「5. インストールとセットアップ

に関する検討」 

障害対応（バックアップ（継続性）や冗

長化）の検討 

「6. 障害対策に関する検討」 

JP1/AJS2 を運用するためのシ

ステムに関する設計項目 

長時間運用（データベースの自動再

編成）の検討 

「7. メンテナンスの検討」 

注意事項やノウハウ（こんなこともできます）など，運用前に知っておい

た方がよいこと 

「8. 運用する前に知っておい

た方がよいこと」 

移行やバージョン互換に関する内容 「9. 以前のバージョンからの

移行」  
1.31.31.31.3    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 でやりたいこととでやりたいこととでやりたいこととでやりたいことと使用使用使用使用するするするする機能機能機能機能    

JP1/AJS2の設計および運用を効率良く実施するには，JP1/AJS2が提供する機能を理解しておく必要が

あります。それぞれの機能の概要については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

解説 1. 概要」を参照してください。 

ここでは，JP1/AJS2 を使用したシステムを運用するには，JP1/AJS2 が提供する機能の中で，どのような

機能を使用すればよいかについて紹介します。また，一つの機能だけでなく，複数の機能を使用して実

現できることも紹介します。 



 9 

業務の設計前にやりたいことを実現する機能を知っておくと，業務の設計段階（自動化する処理の検討

段階）で，どのような処理形態や順番などにすればよいのかのヒントになり，効率良く業務の設計ができ

ます。また，運用中にどのような機能を用いて操作すればよいかのヒントにもなり，運用中の作業を効率

良く実施できます。 

JP1/AJS2 でやりたいことと使用する機能の対応を，次の表に示します。 

表表表表 1111----2222    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 でやりたいこととでやりたいこととでやりたいこととでやりたいことと使用使用使用使用するするするする機能機能機能機能のののの対応表対応表対応表対応表 

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 でやりたいことでやりたいことでやりたいことでやりたいこと    やりたいことをやりたいことをやりたいことをやりたいことを実現実現実現実現するするするする JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 のののの機能機能機能機能    

ジョブネットまたはネストジョブネットが実行開始した

時刻から何分経過しても実行が終了しないという遅

延を検知したい。 

ジョブネット実行所要時間による終了遅延監視

機能 

週の初めにジョブネットを実行したい。 開始日を，曜日指定の第 1月曜日とします。 

処理サイクルは 1週ごとに実行するにします。 

休業日の場合の振替方法を，次の運用日に振り

替えます。 

ジョブスケジューラー機能  

処理サイクル  

休業日の振替  

週の第 2 運用日にジョブネットを実行したい。 開始日を，曜日指定の第 1月曜日とします。 

処理サイクルは 1週ごとに実行するにします。 

休業日の場合の振替方法は，次の運用日に振り

替えます。 

起算スケジュールで起点日の 1日後にします。 

ジョブスケジューラー機能  

起算スケジュール  

休日の前日にジョブネットを実行したい。 休業日の場合の振替方法を，前の運用日に振り

替えます。 

ジョブスケジューラー機能  

休業日  

休業日の振替  

一定時間ごとにジョブネットを実行したい。 起動条件を設定して実行間隔ジョブを定義しま

す。 

起動条件  

実行間隔制御ジョブ  

一定時間ごとにジョブネットを実行したい。このとき，

前回分がまだ実行中の場合は，新たなジョブネット

を起動しないようにしたい。 

スケジュールを間隔ごとに複数設定します（例え

ば，1 時間ごと，8 時，9 時，10時…）。 

スケジューリング方式をスケジュールスキップにし

ます。 

ジョブスケジューラー機能  

スケジュールルール  

スケジュールスキップ  

運用中にジョブネットの定義内容を変更したい。 ジョブネットをサスペンドして定義編集します。 

サスペンド  

JP1 イベントの内容を後続のジョブに引き継がせた

い。 

JP1 イベント受信監視ジョブにマクロ変数を設定

します。 

後続ジョブのパラメーターなどの定義にマクロ変

数を指定します。 

イベントジョブ  

マクロ変数  
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スケジュールの異なる複数のルートジョブネットをグ

ループとしてまとめて一つのジョブネットのようにして

業務を実行したい。 

プランニンググループ 

任意のホストからの JP1 イベントを受信したい。 JP1 イベント受信監視ジョブ 

ファイルの作成，削除，および更新を検知したい。 ファイル監視ジョブ 

ジョブネットの実行時，任意のファイルが存在した

ら，ジョブネットを実行させるようにしたい。 

 

ファイル監視ジョブ  

判定ジョブ  

先行するイベントジョブの情報を使用して，後続の

処理（ジョブ，ジョブネット）を実行したい。 

イベントジョブの受信情報の引き継ぎ 

特定のフォルダに転送されてくる，ファイル名が不

特定なファイルを使用して処理（ジョブ，ジョブネッ

ト）を実行したい。 

 

起動条件  

ファイル監視ジョブ  

イベントジョブの受信情報の引き継ぎ  

特定の差出人からのメールや，特定の件名のメー

ルを契機として処理（ジョブ，ジョブネット）を実行し

たい。 

 

メールシステム連携  

メール受信監視ジョブ  

メッセージキューシステム（TP1/Message Queue，

MQSeries，および MSMQ）からのメッセージを受信

したい。 

 

メッセージキューシステム連携  

メッセージキュー受信監視ジョブ  

MSMQ受信監視ジョブ  

ユーザーのログファイルや syslog に出力される特定

のデータを監視したい。 

ログファイル監視ジョブ，または JP1/Base のログ

ファイルトラップ機能と JP1 イベント受信監視ジョ

ブの組み合わせ 

Windows イベントログに出力されるメッセージを監視

したい。 

Windows イベントログ監視ジョブ，または

JP1/Base のイベントログトラップ機能と JP1 イベン

ト受信監視ジョブの組み合わせ 

ジョブとジョブの間隔を一定時間空けて実行した

い。または，一定間隔でジョブネットを実行したい。 

実行間隔制御ジョブ 

任意のホストに JP1 イベントを送信したい。 JP1 イベント送信ジョブ 

ジョブやジョブネットが終了した場合，またはシステ

ムに異常が発生したときに，メールで通知して欲し

い。 

 

メールシステム連携  

メール送信ジョブ  

ジョブやジョブネットが終了した場合，またはシステ

ムに異常が発生したときに，メッセージキューシステ

ム（TP1/Message Queue，MQSeries，および

MSMQ）にメッセージを送信して欲しい。 

 

メッセージキューシステム連携  

メッセージキュー送信ジョブ  

MSMQ送信ジョブ  

先行のジョブやジョブネットが終了したら，自動的に

電源をオフにしたい。 

 

JP1/Power Monitor 連携  

ローカル電源制御ジョブ  

エージェントホストでジョブやジョブネットを実行する

前に，そのエージェントホストの電源を自動的にオン

にしたい。 

 

JP1/Power Monitor 連携  

リモート電源制御ジョブ  

JP1/Cm2 や hp OpenViewを使用して，JP1/AJS2 の

運用状態やジョブの実行状態を監視したい。 

 

JP1/Cm2 または hp OpenView 連携  

JP1/Cm2 状態通知ジョブ  

イベントジョブ監視時，一定時間以内にイベントが発

生しなかったら監視を打ち切って後続の処理（ジョ

ブ，ジョブネット）を実行したい。 

打ち切り時間指定 

一定時間の範囲内に発生した事象（イベント）だけ

を検知して，同じ処理（ジョブ，ジョブネット）を複数

回実行したい。 

 

起動条件  

起動条件の有効範囲  
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ルートジョブネットの実行順序を制御したい。  

ジョブネットコネクタ   
1.41.41.41.4    設計設計設計設計ののののポイントポイントポイントポイント    

JP1/AJS2 を運用する上で見積もりや設定が必要なケースとそのポイントについて説明します。 

表表表表 1111----3333    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを運用運用運用運用するするするする上上上上でででで見積見積見積見積もりやもりやもりやもりや設定設定設定設定がががが必要必要必要必要ななななケースケースケースケース 

項目項目項目項目    ポイントポイントポイントポイント    対処対処対処対処    

一日の総ジョブ量 処理できるかどうかを見積もる

必要があります。また，再編成

するまでの期間を見積もる必

要があります。 

上限は日に 10,000件までが目

安となります。 

よく見積もられたシステムでも

日に 50,000～100,000 件程度

が限度となります。 

処理件数を減らしてください。1日に

10,000 件以下を推奨します。 

ピーク時の 1 時間当

たりのジョブ量 

遅延するかどうかを見積もりま

す。5,000件が限度となります。 

処理件数を減らしてください。1 時間

当たり 500～1,000件以下を推奨しま

す。 

オフピークの時間帯 ジョブ情報削除の基準時刻を

決定します。 

標準設定は 0:00です。ジョブの実行

件数が少ない時刻を設定します。な

お，「ジョブ情報の保存日数」に 0 日

を設定した場合，削除時刻を気にす

る必要はありません。 

転送ファイルの有無 CPU使用率に関わります。転

送ファイルのサイズはなるべく

小さくなるように設計してくださ

い。 

通常では転送ファイルを小さくするよ

うにしてください。 

標準エラー出力ファ

イル，標準出力ファ

イルのジョブごとの追

加書き 

追加書きを行うと日々の運用

でサイズが大きくなるため，ファ

イルの転送時に CPU負荷など

が発生します。 

追加書きを行う場合には定期的にフ

ァイルをクリアするなどの運用を推奨

します。 

キュー内のジョブ数

の見積もり 

キューにキューイング可能なジ

ョブ量は，ピーク時のジョブ量

に合わせて見積もってくださ

い。なお，キュー内のジョブ量

を大きくしても，初期使用量は

増加しません。 

ピーク時のジョブ量に見合う，「キュ

ー内のジョブ数の最大値」をジョブ実

行環境構成定義ファイル

（jpqsetup.conf）に設定してください。

または，jpqquealtコマンドで設定して

ください。 

ジョブ 

ジョブ実行多重度 Windows の場合，長時間掛か

るジョブが多数流れる場合に

注意してください。 

Windows でデスクトップヒープ領域が

不足するおそれがあるためジョブの

実行多重度は上げられません。ジョ

ブの実行時間が長くてジョブ実行多

重度の上限に達している場合にはサ

ーバを分けるなどの対処が必要で

す。 

ジョブネッ 一日のジョブネット量 4,000～5,000個程度の登録を 5,000個を超える場合にはスケジュ
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目安としてください。 ーラーサービスを分割してください。 

ジョブネットの定義量 DBのサイズ，レスポンス，リソ

ースに影響があります。特に起

動条件の世代の保存数は n世

代×n日となるため注意が必

要です。 

保存世代数は運用に耐える限り，少

なくしてください。特に，起動条件の

保存世代数は少なくすることを推奨

します。 

ajsentry，ajsleave，

ajsrerun，ajsplan，

ajsintrpt などの性能

負荷の大きいコマン

ドの使用 

全体の負荷に影響します。可

能であれば少なくしてくださ

い。 

 

ISAM アクセス競合による性能劣化を

防止するための設定を行うと効果が

あります。  

ISAM データベースの再編成を行い

DBサイズを小さくすると効果がありま

す。  

ト 

総称名や-R オプショ

ンの指定による，大

量ユニットの操作 

性能負荷が高まります。 多重度・回数をできるだけ減らして実

行してください。 

起動条件の使用有

無 

トランザクション処理的に使用

されるため，ジョブの実行量に

大きく影響します。 

イベントの発生量・ピーク時のトラフィ

ックを正確に見積もってください。 

ファイル監視の監視

数 

監視対象のファイル

数 

CPU性能，ファイル監視の検

知までのレスポンスに大きく影

響します。 

「4.1.5 ファイル監視ジョブ使用時に

設定する監視間隔」に記載されてい

る算出式を基にファイルの監視間隔

を求め，監視間隔の延長で対応して

ください。 

監視対象のファイル

の更新タイミング 

ファイルをオープン・クローズし

ながらデータ追加するタイプの

ファイル更新については対応

していません。 

最終更新時にデータを更新したファ

イルとは別のファイルを作成し，その

ファイルを更新するなどの運用をし

てください。 

起動条件の打ち切り

時間 

打ち切り時間を無制限にしな

いと，二運用日をわたって運用

すると起動条件付ジョブネット

が打ち切られたり，繰り越し未

実行になって実行されなかっ

たりする場合があります。常時

監視したい場合には，打ち切り

時刻を無制限に設定してくだ

さい。 

ジョブネットの打ち切り時間を無制限

にしてください。 

起動条件の繰越未

実行 

多重起動に「不可能」を設定し

た起動条件付きジョブネットを

実行登録している場合，ジョブ

ネットが「繰越未実行」になる

場合があります。 

環境設定パラメーター

CONDEXECDEFERの値に「no」を

指定してください。 

イベントジ

ョブ 

JP1 イベントの監視タ

イミング 

JP1 イベントはイベントジョブが

監視状態になっていないと監

視できません。 

JP1 イベントでジョブネット間の連携

を行う場合には，JP1 イベント監視ジ

ョブをあらかじめ実行中（監視中）に

してください。 

エージェン

ト 

定義されているエー

ジェント数 

エージェント数多いと CPU負

荷が掛かります。 

ジョブ実行制御の監視スレッド数を

減らしてください。 

データベ

ース 

再編成までの期間 ジョブ実行性能・操作系のコマ

ンドのレスポンスが低下しま

す。 

ジョブ実行数の累計が 50 万件程度

を目安に再編成することを推奨しま

す。キューイングジョブの再利用オプ

ションを使用すると，運用にもよりま

すが 500 万件程度の再編成間隔で
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済みます。 

無効領域の再利用

の使用有無 

再編成までの期間の見積もり

に影響します。 

「ジョブ実行制御の可変長テーブル

レコードサイズ切り上げオプション」を

指定してください。 

自動再編成機能の

設定有無 

デフォルトでは自動再編成を

行っていません。定期的にコン

デンスする運用であれば問題

ありません。 

－ 

キューイングジョブの

無効領域再利用オ

プション 

デフォルトでは設定されていま

せん。Queue データベースの

再編成期間を大幅に向上させ

ます（50 万～500 万程度）。 

－ 

ジョブ情報の保存日

数 

Queue データベースのサイズ

に影響します。保存日数を 0に

することを推奨します。0にする

と削除時間の影響を受けない

でジョブ実行の定時性が上が

ります。また，Queue データベ

ースの再編成に掛かる時間も

短縮されます。 

－ 

ジョブ情報削除の基

準時刻 

ジョブ情報の削除時刻は，ジョ

ブが実行されない時刻を設定

することをお勧めします。 

－ 

ディスクの

見積もり 

DBの無効領域 DBサイズの約2倍（最大のファ

イルの約 3倍）の空領域が必

要です。足りない場合は再編

成時にエラーとなります。 

－ 

自動更新 デフォルトでは自動更新間隔

は 60秒です。60秒おきにマネ

ージャーへDBアクセスが発生

します。 

必要に応じて自動更新間隔に大き

な値を設定するか，または自動更新

をしないように設定してください。 

JP1/AJS2 

- View 

接続台数 接続台数が多くなると，その分

だけ，DB 負荷が高くなります。 

必要に応じて自動更新間隔に大き

な値を設定するか，または自動更新

をしないように設定してください。  
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2.2.2.2.    業務業務業務業務のののの設計設計設計設計    

この章では，JP1/AJS2 で自動化する業務の設計について説明します。 

業務の設計とは，JP1/AJS2 で業務を自動化するために，必要な項目について検討しておくことです。 

2.12.12.12.1    業務業務業務業務のののの自動化自動化自動化自動化についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

ここでは，業務の自動化の検討について説明します。JP1/AJS2 で業務を自動的に実行させるには，次

の二つのことを決めておく必要があります。 

• 業務に必要な実行ファイルやその順番の決定  

• 業務をいつ実行するかなどのスケジュール，および実行条件の決定  

そのため，設計段階で自動化に必要な実行ファイルやスケジュールなどを検討する必要があります。業

務の自動化のために必要な検討の流れを次の図に示します。 
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図図図図 2222----1111    業務業務業務業務のののの自動化自動化自動化自動化のののの流流流流れれれれ 

 

上記の図に示す流れに沿って，「2.1.4 業務の自動化検討時のヒント」を参照しながら検討してくださ

い。 

2.1.12.1.12.1.12.1.1    自動化自動化自動化自動化するするするする業務業務業務業務のののの適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲をををを検討検討検討検討するするするする    

初めに，自動化したい業務で，どの部分が自動化できる処理なのかを検討します。JP1/AJS2 はバッチフ

ァイルやシェルスクリプトなどの実行ファイルで処理の自動化を実現します。そのため，実行ファイルの形

式に合わない処理は自動化の範囲外です。JP1/AJS2 で定義できる実行ファイルの種類については，

「2.1.2(1) 自動化を実現する実行ファイルの検討」を参照してください。 

次に示す要件を参考にして，どの処理が自動化できるかを検討してください。また，自動化できない場

合，業務を自動化できるように適応させてください。 
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• 自動化したい業務の中で，定例的に実行できる処理はどの部分か。  

• 実行ファイルの形式に合っていて，対話処理を必要としないか。  

2.1.22.1.22.1.22.1.2    自動化自動化自動化自動化するするするする処理処理処理処理（（（（実行実行実行実行ファイルファイルファイルファイルやややや順番順番順番順番））））についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

自動化したい業務で，どの部分が自動化できる処理なのか，という検討が終了したら，自動化する処理

の実現方式について検討します。検討項目と作業の流れを次の図に示します。 

図図図図 2222----2222    自動化自動化自動化自動化するするするする処理処理処理処理のののの検討検討検討検討 

 

    

(1)(1)(1)(1)    自動化自動化自動化自動化をををを実現実現実現実現するするするする実行実行実行実行ファイルファイルファイルファイルのののの検討検討検討検討 

JP1/AJS2 で業務を自動化するには，実行ファイルを使用します。JP1/AJS2 で定義できる実行ファイルを

次の表に示します。 

表表表表 2222----1111    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 でででで定義定義定義定義できるできるできるできる実行実行実行実行ファイルファイルファイルファイル 

実行場所実行場所実行場所実行場所    定義定義定義定義できるできるできるできる実行実行実行実行ファイルファイルファイルファイル    

・.exe ファイル 

・.com ファイル 

・.cmd ファイル 

・バッチファイル（.bat） 

・JP1/Script で作成したスクリプトファイル（.spt） 

Windowsホストで処理を実行さ

せる場合 

・アプリケーションに関連づけられているファイルタイプ（拡張子）を

持つデータファイル 

・シェルスクリプト UNIX ホストで処理を実行させ

る場合 ・実行ファイル 
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(a)(a)(a)(a)    実行実行実行実行ファイルファイルファイルファイル検討時検討時検討時検討時ののののヒントヒントヒントヒント 

画面画面画面画面ややややメッセージメッセージメッセージメッセージでででで応答応答応答応答がががが発生発生発生発生しないしないしないしない処理処理処理処理にするにするにするにする  

JP1/AJS2 で実行する実行ファイルは，バックグラウンドで実行されます。そのため，実行ファイルの

作成時には，画面やメッセージが表示されて入力待ちにならない処理にすることを検討してくださ

い。  

ただし，画面やメッセージが表示されても，自動的に処理が実行されるように定義されている場合

は，処理として実行できます。例えば，［はい］ボタンが表示される画面で，自動的に［はい］を選択

してそのあとの処理が実行される処理については，JP1/AJS2 で実行できます。  

実行実行実行実行ファイルファイルファイルファイルののののリターンコードリターンコードリターンコードリターンコードをををを出力出力出力出力するするするする処理処理処理処理にするにするにするにする  

処理結果が正常終了なのか，または異常終了なのかは，実行ファイルのリターンコードによって

JP1/AJS2 が判定します。そのため，処理結果に応じたリターンコードが出力されるようにしてくださ

い。  

バッチファイルの場合は，jp1exit コマンドや jp1exec コマンドを使用して，処理結果に応じたリター

ンコードが出力されるようにしてください。jp1exit コマンドや jp1exec コマンドの詳細については，マ

ニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス 1. コマンド」を参照して

ください。  

シェルスクリプトの場合は，次に示す例を参考にして，処理結果に応じたリターンコードが出力され

るようにしてください。  

（例）  

  ： 

 RC=$? 

 exit△$RC 

出力されるリターンコードは，どの範囲を警告終了または異常終了として扱うか，というしきい値を

決めておいてください。  

なお，コマンドが異常終了した場合は，原因を分析できるように，要因となったリターンコードがそ

のまま出力されるようにしてください。  

一一一一つのつのつのつの実行実行実行実行ファイルファイルファイルファイルにはにはにはには一一一一つのつのつのつの命令命令命令命令をををを定義定義定義定義するするするする  

一つの実行ファイルには，一つの命令を定義することをお勧めします。処理を分けていると，どの

処理までが正常に終了しているのか，またはどの処理がうまくいかなかったなどがわかります。例え

ば，ファイルをコピーするコマンドを使用して三つのファイルをコピーする場合，三つに分けていれ

ば，どのファイルのコピーが成功または失敗したかがわかります。  

また，途中で異常終了した処理を再実行するとき，異常終了した処理から，または異常終了した処

理だけを再実行することができます（正常終了した処理を再実行する必要がなくなります）。処理を

分けていないと，複数の処理の先頭から再実行することになります。  

ループループループループのののの時間時間時間時間がががが短短短短いいいい処理処理処理処理にするにするにするにする  

一つの処理の実行時間があまり長くなると，JP1/AJS2 がトラブルで止まっているのか，それとも実

行中なのか，わからなくなるおそれがあります。目安として，一つの処理の実行時間は 2 時間程度

までにしてください。  

処理処理処理処理をををを実行実行実行実行したいしたいしたいしたいホストホストホストホストにににに実行実行実行実行ファイルファイルファイルファイルをををを保存保存保存保存するするするする  

処理として定義する実行ファイル（コマンドやバッチファイルなど）は，後述するシステム構成などの
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検討を踏まえて，処理を実行したい実行先ホストに保存してください。  

命名規則命名規則命名規則命名規則などをなどをなどをなどを決定決定決定決定するするするする  

実行ファイル名や，実行ファイルを格納するフォルダおよびディレクトリのルールを決めておくことを

お勧めします。また，JP1/AJS2 で使用する業務や処理などの命名ルールも合わせて決めておくと，

業務全体を管理しやすくなります。例えば，業務名，処理名，処理サイクル，実行場所などを意味

する識別子を決めておくのが有効です。  

JP1/AJS2 で使用する業務や処理の名称には，半角英数字，全角文字，および次の記号を使用で

きます。  

! # $ % + @ －（ハイフン） .（ピリオド） _（アンダーバー） 

ただし，記号は，UNIXのシェルなどのコマンドインタープリターで特別な意味を持つ場合があり，

業務や処理の名称に記号を使うと誤動作することがあるので，できるだけ使わないようにしてくださ

い。  

なお，業務や処理の名称の先頭に，.（ピリオド）および@は使用しないでください。また，機種依存

文字は使用しないでください。  

(b)(b)(b)(b)    バッチファイルバッチファイルバッチファイルバッチファイルまたはまたはまたはまたはシェルスクリプトシェルスクリプトシェルスクリプトシェルスクリプト作成時作成時作成時作成時ののののヒントヒントヒントヒント 

• ファイル内で使用する入出力ファイル名やコマンド名は，ディレクトリまで含めて指定して

ください。  

• 異常終了時の原因を調査しやすくするために，echo コマンドなどを使用して，任意のメッ

セージを標準エラー出力に出力させてください。原因，対処方法，業務名，再実行のポイ

ントなどを表示させておくと便利です。出力されたメッセージは，［実行結果詳細］ダイアロ

グボックスという画面で参照することができます。［実行結果詳細］ダイアログボックスの詳

細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド 

13.3.26 ［実行結果詳細］ダイアログボックス」を参照してください。  

• 環境変数を使用する場合，原則として実行ファイルに環境変数を定義してください。  

• シェルスクリプトの場合，使用するシェルをファイルの先頭で宣言してください。  

(2)(2)(2)(2)    処理処理処理処理をををを実行実行実行実行するするするする順番順番順番順番やややや優先順位優先順位優先順位優先順位のののの検討検討検討検討 

実行ファイルの検討の終了後，自動化する処理の意味や優先順位を考慮して，処理を実行させる順番

や優先順位を検討してください。 

処理の前後関係の流れや階層を図にしておくと，実際に処理を定義する場合に便利です。 

なお，処理を実行する順番を検討したあと，検討した内容を，JP1/AJS2 - Definition Assistant でユニット

を一括して定義できます。JP1/AJS2 - Definition Assistant は，JP1/AJS2 のユニットを定義する作業を支

援する製品です。JP1/AJS2 - Definition Assistant の詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 - Definition Assistant」を参照してください。 
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また，実行ファイルを実行したときに起動するプロセスの優先順位を設定できます。優先順位の設定値

に対するWindows での優先順位と UNIXでの優先順位について，次の表に示します。 

表表表表 2222----2222    優先順位優先順位優先順位優先順位のののの設定値設定値設定値設定値とととと WindowsWindowsWindowsWindows，，，，UNIXUNIXUNIXUNIX でのでのでのでの値値値値のののの意味意味意味意味 

優先順位優先順位優先順位優先順位のののの設定値設定値設定値設定値    WindowsWindowsWindowsWindows でのでのでのでの実行優先順位実行優先順位実行優先順位実行優先順位    UNIXUNIXUNIXUNIX でのでのでのでの実行優先順位実行優先順位実行優先順位実行優先順位    

1 JP1/AJS2 サービスの nice値+20 

2 

対話処理と比較して低い 

  
JP1/AJS2 サービスの nice値+10 

3 対話処理と同等 JP1/AJS2 サービスの nice値 

4 JP1/AJS2 サービスの nice値-10 

5 

対話処理と比較して高い 

  
JP1/AJS2 サービスの nice値-20 

補足事項補足事項補足事項補足事項  

Windows の場合，優先順位は 3 段階になります。次の三つの優先順位クラスを設定してジョブのプ

ロセスを起動します。  

• 優先順位の設定値が［1］または［2］の場合は，システムがアイドル状態のときに実

行されます（Windows で規定される IDLE_PRIORITY_CLASS を設定します）。  

• 優先順位の設定値が［3］の場合は，一般的なプロセスとして実行されます

（Windows で規定される NORMAL_PRIORITY_CLASS を設定します）。  

• 優先順位の設定値が［4］または［5］の場合は，上記の優先順位クラスを割り当てら

れたプロセスのスレッドより先に実行されます（Windows で規定される

HIGH_PRIORITY_CLASS を設定します）。 

  

UNIXの場合，nice値のデフォルトとして，jajs_spmdを実行した際の JP1/AJS2 サービスの nice値

を基準とします。特に設定されていない場合の nice値は 20が仮定されます。  

優先順位の設定値が［1］で nice値が 20の場合，優先順位の値は次のようになります。  

 39 ≒ 20（初期値）＋ 20（増分値）  

nice値の範囲（0～39）を超える場合，最大値は 39，最小値は 0です。  

なお，実行先サービスを[JP1/AJS2 Queueless Agent]とした場合，nice値は固定の値を設定します。

nice値には実行優先順位の低い順から 39，30，20，10，または 0のどれかを設定します。nice値を

変更する場合は，これらの nice値に対応したジョブの実行優先順位を指定してください。  

ジョブネット，ジョブのどちらにも優先順位の指定がない場合は，優先順位に［1］が設定されます。優先

順位の設定値が低いほど，システム内でのジョブプロセスの優先順位は低くなります。JP1/AJS2 で運用

する処理は，比較的バッチ処理をメインとして実行する場合が多いことを想定し，優先順位のデフォルト

値を低く設定しています。処理を優先させ，できるだけ早く終了させたい実行ファイルがある場合など，

運用に応じて優先順位の変更が必要かどうかを検討してください。 

(3)(3)(3)(3)    処理処理処理処理がうまくいかなかったときのがうまくいかなかったときのがうまくいかなかったときのがうまくいかなかったときの対処対処対処対処のののの検討検討検討検討 
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実行ファイルや順番の検討が終了したら，処理がうまくいかなかった場合の対処もあらかじめ検討してく

ださい。検討するポイントは次の二つです。 

• 異常終了した処理の後処理を自動的に実行させる処理  

• 同じ処理を再実行する場合の方法  

JP1/AJS2 は，実行ファイルのリターンコードで処理が正常終了したか，または異常終了したかを判定し

ます。そのため，異常終了を意味するリターンコードが出力されたときだけ，後処理を自動的に実行させ

ることができます。 

例えば，システム管理者に異常終了したことを連絡するメールを送信する処理を実行したり，更新しよう

としたファイルが破損しないように保存する処理を実行したりできます。 

また，同じ処理を再実行する場合は，業務全体を再実行するのか，それとも業務の一部分を再実行する

のかなどを検討しておいてください。業務全体を再実行する場合のポイントを次の図に示します。 

図図図図 2222----3333    業務全体業務全体業務全体業務全体のののの再実行再実行再実行再実行ポイントポイントポイントポイント 

 

部分的に再実行する場合は，異常終了した処理をもう一度実行させるのかや，異常終了した処理の次

の処理から実行させるのかなどを検討しておいてください。 

なお，どちらの再実行方法にも，一時的に保留状態にしてから再実行ができます。保留状態にしておく

と，保留を解除するまで実行されないので，実行予定を一時的に変更したり，中止したりできます。 

(4)(4)(4)(4)    打打打打ちちちち切切切切りりりり時間時間時間時間のののの検検検検討討討討 

自動化する処理の検討時には，運用形態に応じて，その処理の実行を打ち切る時間も検討してください。

何らかの原因で処理の実行が終了しない場合を想定して，打ち切る時間を検討しておきます。 

処理の実行を打ち切ることで，原因を調査したり，システム管理者に異常を通知する処理や，異常終了

した場合にだけ実行する処理を実行させたりすることができます。 
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2.1.32.1.32.1.32.1.3    業務業務業務業務ののののスケジュールスケジュールスケジュールスケジュールややややカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーをををを決定決定決定決定するするするする    

自動化する処理の検討が終了したら，業務にどのようなスケジュールで，どのようなカレンダー情報を適

用して実行するかを決定します。 

採用する業務の実行パターンによって，業務のスケジュールやカレンダーの検討の流れが異なります。

JP1/AJS2 での業務の実行パターンを紹介します。JP1/AJS2 での業務の実行パターンには，次のパター

ンがあります。 

図図図図 2222----4444    業務業務業務業務のののの実行実行実行実行パターンパターンパターンパターン（（（（実行形態実行形態実行形態実行形態）））） 

 

業務の実行パターンを踏まえた，スケジュールやカレンダーの検討の流れを次の図に示します。 
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図図図図 2222----5555    スケジュールスケジュールスケジュールスケジュールややややカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーのののの検討検討検討検討のののの流流流流れれれれ 

 

    

(1)(1)(1)(1)    実行条件実行条件実行条件実行条件のののの検討検討検討検討 

業務の実行開始形態には，開始日時を指定して業務を実行する形態と，あらかじめ開始日時を指定で

きない業務を実行する形態があります。JP1/AJS2 では，実行する日時をあらかじめ指定できない不定期

な業務でも，次のような条件が成立するたびに，並行してまたは連続して自動実行できます。 

• あるファイルが更新されたとき  

• 特定の JP1 イベントを受信したとき  

• 指定した時間が経過したとき  

• ログファイルに特定の文字列が出力されたとき  

• メールを受信したとき  

実行条件を使用した業務の実行例を次の表に示します。 
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表表表表 2222----3333    実行条件実行条件実行条件実行条件をををを使用使用使用使用したしたしたした業務業務業務業務のののの実行例実行例実行例実行例 

実行条件実行条件実行条件実行条件のののの種類種類種類種類    実行例実行例実行例実行例    

「あるファイルが更新されたとき」という条

件が成立したら自動実行させる場合（ファ

イル監視ジョブの使用） 

監視する「あるファイル」として「c:\jp1\a****」を，監視する事

象として「更新されたとき（最終書き込み時刻変更）」を設定

すれば，「c:\jp1」フォルダにある，aで始まるファイルが更新

されたとき，業務を実行させることができます。 

「指定した時間が経過したとき」という条件

が成立したら自動実行させる場合（実行

間隔制御ジョブの使用） 

「指定した時間」に 30分を指定し，実行条件の有効回数を

10 回に設定すれば，同じ業務を 30分おきに 10 回実行さ

せることができます。 

このように，あらかじめ日時を指定できない不定期の業務を実行したい場合には，ある条件が成立したら

業務を実行させる，というような「実行を開始する条件」を検討しておいてください。 

なお，「実行を開始する条件」を検討する場合，次に示す代表的な内容もあわせて検討してください。 

• 条件が成立するたびに同じ業務を並行して実行させるかどうか（多重スケジュールと多重

起動）。  

• ある時間帯にどのくらいの条件が成立するのか（どのくらいの量のイベントジョブが実行さ

れるのか）。この検討はイベントジョブの性能見積もりで使用します。  

(2(2(2(2))))    実行開始日時実行開始日時実行開始日時実行開始日時，，，，実行実行実行実行サイクルサイクルサイクルサイクル，，，，遅延監視日時遅延監視日時遅延監視日時遅延監視日時のののの検討検討検討検討 

自動化する業務の運用形態に合わせて，スケジュールに関する項目について検討してください。代表

的な検討項目と内容を次の表に示します。 

表表表表 2222----4444    スケジュールスケジュールスケジュールスケジュールにににに関関関関するするするする検討項目検討項目検討項目検討項目とととと内容内容内容内容 

検討項目検討項目検討項目検討項目    内容内容内容内容    

実行開始日時 業務をいつ実行するのかを検討します。 

実行サイクル どのような周期で業務を実行するのかを検討します。 

・実行条件の監視の開始日時 

・実行条件の監視期間や回数 

実行条件を使用して業務を実行する場合は，条件が成立するのを

いつから監視し始めるのか，および条件の成立を監視する期間や回

数をどのくらいにするのか，などを検討します。 

遅延監視日時 業務が予定の日時に開始または終了するかどうかを監視する日時

（遅延監視日時）を検討します。 

業務の開始または終了が遅れたら，その後の業務の実行スケジュー

ルに大きな影響を与えてしまうような業務に設定します。 

開始遅延開始遅延開始遅延開始遅延のののの場合場合場合場合  

いつの時点で開始が遅れている状態であるかどうかを判断する日時

を設定します。開始予定時刻から，ある時間以内に開始されれば正

常とみなし，それ以上時間が過ぎても実行しなければ，何らかの異

常が発生しているとみなします。  

終了遅延終了遅延終了遅延終了遅延のののの場合場合場合場合  

いつの時点で終了が遅れている状態であるかどうかを判断する日時

を設定します。開始予定時刻から，ある時間以内に終了されれば正

常とみなし，それ以上時間が過ぎても終了しなければ，何らかの異

常が発生しているとみなします。  

開始遅延と終了遅延の両方を指定することができます。また，どちら
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か一方だけを指定することもできます。 

  

また，業務の実行が，あらかじめ意図している時間内に終了するか

どうかを監視する間隔（実行所要時間の終了遅延）を検討します。業

務の実行開始時刻から何分たったら遅延と判断するかを，1～2,879

分の間で検討してください。設定した時間を超えたら（実行時間が延

びたら），業務のアイコンの表示色が変化したり，イベントが発行され

たりして遅延したことを通知します。 

業務（ジョブネット）の実行自体（実行時間）が延びてしまうと，その後

の業務の実行スケジュールに大きな影響を与えてしまうような業務を

監視したい場合に設定します。 

(3)(3)(3)(3)    運用日運用日運用日運用日・・・・休業日休業日休業日休業日・・・・基準日基準日基準日基準日のののの検討検討検討検討 

実行開始日時や実行サイクルなどのスケジュールの検討が終了したら，自動化する業務の運用形態に

合わせて，カレンダーに関する項目について検討してください。代表的な検討項目と内容を次の表に示

します。 

表表表表 2222----5555    カレンダーカレンダーカレンダーカレンダーにににに関関関関するするするする検討項目検討項目検討項目検討項目とととと内容内容内容内容 

検討項目検討項目検討項目検討項目    内容内容内容内容    

運用日と休業日 業務を実行する日と実行しない日を検討します。 

基準日 1 か月の起点（月の境）となる日を検討します。暦日（一般のカレンダーの日付），

または何番目の曜日かで指定します。 

（例） 

給与計算を締め切る日が毎月 20日の場合，基準日を 21日に設定することで，21

日から翌月の 20 日までを 1 か月分として，計算処理を実行することができます。 

基準時刻 1日の起点（日付の境）となる時間を検討します。 

（例） 

月曜日から金曜日まで毎日その日の「25：00（翌日の午前 1 時）」に売上集計処

理を実行している場合で，土曜日を休業日としているときを想定します。 

基準時刻が「0：00」の場合，金曜日の分の集計は土曜日の「1：00」に実行される

ことになりますが，土曜日は休業日のため実行されません。基準時刻を「5：00」に

設定することで「4：59」までが金曜日として扱われます。そのため，金曜日分の集

計として土曜日の「1：00」に売上集計処理を実行することができます。 

休業日の振替方法 実行日と休業日を踏まえた上で，実行サイクルに従った実行予定日が，実行しな

い日（休業日）だった場合，別の日に振り替えて実行するかどうか（振替方法）を

検討します。 

（例） 

月末に在庫をチェックして，棚卸作業を実施する必要がある業務で，月末が休業

日になる場合，休業日の前日に実行されるように設定します。  
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2.1.42.1.42.1.42.1.4    業務業務業務業務のののの自動化検討時自動化検討時自動化検討時自動化検討時ののののヒントヒントヒントヒント    

業務の自動化を検討するときのヒントについて，次に示します。 

(1)(1)(1)(1)    起動起動起動起動するするするする回数回数回数回数をををを定義定義定義定義したしたしたした業務業務業務業務のののの設定例設定例設定例設定例 

実行条件を使用して，1日に起動する回数を定義した業務の設定例を次の表に示します。 

表表表表 2222----6666    起動起動起動起動するするするする回数回数回数回数をををを定義定義定義定義したしたしたした業務業務業務業務のののの設定例設定例設定例設定例 

起動起動起動起動するするするする回数回数回数回数    設定場所設定場所設定場所設定場所    設定例設定例設定例設定例    

1日 1回起動する。 ［スケジュールルール］ダイアロ

グボックスの［基本］タブの［起動

条件の有効範囲］ 

［回数］で［回数指定］を選択し，「1」回を

指定します。 

1日複数回起動する。 ［スケジュールルール］ダイアロ

グボックスの［基本］タブの［起動

条件の有効範囲］ 

［回数］で［無制限］を選択します。また，

［時間］で［絶対時刻］を選択し，基準時

刻の 10分前の時間を指定します。 

(2)(2)(2)(2)    推奨推奨推奨推奨しないしないしないしない処理処理処理処理フローフローフローフローのののの例例例例とととと定義定義定義定義のののの変更例変更例変更例変更例 

異異異異なるなるなるなる業務業務業務業務のののの中中中中にあるにあるにあるにある処理処理処理処理をををを関連関連関連関連づけるづけるづけるづける処理処理処理処理フローフローフローフローとととと変更例変更例変更例変更例  

異なる業務（ジョブネット）内にある処理（ジョブ）に実行順序を関連づけることはできません。業務

を分割したり，一つの業務としてまとめたりして処理フローを定義してください。  

定義できない処理フローと変更例を次の図に示します。  
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図図図図 2222----6666    定義定義定義定義できないできないできないできない処理処理処理処理フローフローフローフローとととと変更例変更例変更例変更例 

 

二二二二つのつのつのつのパスパスパスパスをををを持持持持つつつつ処理処理処理処理フローフローフローフローとととと変更例変更例変更例変更例  

上位のジョブネットが実行されない場合，またはネストしたジョブネットの実行日が上位のジョブネッ

トと一致しない場合は，ネストしたジョブネットは実行されません。そのため，次の図のように二つの

パスを持つように実行順序を関連づける必要はありません。一つのパスで実行順序を関連づけて

ください。  

二つのパスを持つ処理フローの例と変更例を次の図に示します。  
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図図図図 2222----7777    二二二二つのつのつのつのパスパスパスパスをををを持持持持つつつつ処理処理処理処理フローフローフローフローのののの例例例例とととと変更例変更例変更例変更例 

 

複数複数複数複数のののの後続処理後続処理後続処理後続処理をををを持持持持つつつつ処理処理処理処理フローフローフローフローとととと変更例変更例変更例変更例  

次の図のように複数の後続処理を持つフローはお勧めしません。階層化させることをお勧めします。

複数の処理を一つの業務としてまとめることで，階層は一つ増えますが，見栄えもよく，管理もしや

すくなります。  

例えば，複数の後続ジョブが「販売店 1」，「販売店 2」のような処理の集まりであった場合，業務の

まとまりごとにフローを管理できます。また，処理などを追加する場合でも，業務単位や機能単位で

追加できます。  

なお，階層をあまり深くすると，運用するときに操作しにくくなります。そのため，最上位から最下位

までの階層は，3～5 階層にすることをお勧めします。  

複数の後続処理を持つ処理フローと変更例を次の図に示します。  
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図図図図 2222----8888    複数複数複数複数のののの後続処理後続処理後続処理後続処理をををを持持持持つつつつ処理処理処理処理フローフローフローフローとととと変更例変更例変更例変更例 

 

(3)(3)(3)(3)    判定判定判定判定ジョブジョブジョブジョブのののの使用例使用例使用例使用例 

JP1/AJS2 では，前に実行された処理の終了結果によって，次に実行する処理を振り分けることができる，

判定ジョブという機能があります。この判定ジョブには，次に示す二つの判定パターンがあります。 

• リターンコードによる判定  

• ファイルの有無による判定  

ここでは，初めに，リターンコードを利用した判定ジョブの使用例について説明します。次に，ファイルの

有無による判定ジョブの使用例について説明します。 

また，判定ジョブに関連づけられている「従属ジョブ」が異常終了してしまった場合の再実行方法につい

て説明します。 

(a)(a)(a)(a)    リターンコードリターンコードリターンコードリターンコードによるによるによるによる判定判定判定判定 

リターンコードによる判定ジョブの使用例を次の図に示します。 
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図図図図 2222----9999    リターンコードリターンコードリターンコードリターンコードによるによるによるによる判定判定判定判定ジョブジョブジョブジョブのののの使用例使用例使用例使用例 

 

上記の図のように処理フローを作成することで，次に示す処理が実行されます。 

• 0 件データであれば（リターンコードが 0），「dataput」をスキップして「datadel」を実行しま

す。  

• 0 件データでなければ（リターンコードが 9999），「dataput」を実行してから「datadel」を実

行します。  

だたし，リターンコードによる判定ジョブでは，次のような問題が発生してしまいます。 

「lenchk」という実行ファイル内で実行される，ほかの処理（命令）の異常を検知したい場合，「常に正常」

を設定しているため，「lenchk」という実行ファイル内で実行される，ほかの処理（命令）の実行で異常が

発生したときでも，従属ジョブではない「datadel」が実行されます。 

この問題を回避するために，ファイルの有無による判定を実施します。 

(b)(b)(b)(b)    ファイルファイルファイルファイルのののの有無有無有無有無によるによるによるによる判定判定判定判定 

ファイルの有無による判定ジョブの使用例を次の図に示します。 
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図図図図 2222----10101010    ファイルファイルファイルファイルのののの有無有無有無有無によるによるによるによる判定判定判定判定ジョブジョブジョブジョブのののの使用例使用例使用例使用例 

 

上記の図のように処理フローを作成することで，「lenchk」という実行ファイル内で実行される，ほかの処

理（命令）での異常も検知して，従属ジョブ「dataput」を実行することができます。 

なお，ファイルの有無による判定は，業務管理ホスト（JP1/AJS2 - Manager）がインストールされているホ

ストのファイルを判定します。また，環境設定（Windows のネットワークドライブや，UNIXの NFS マウント

上のファイル）によっては，他ホストのファイルの有無をチェックすることもできます。 

(c)(c)(c)(c)    従属従属従属従属ジョブジョブジョブジョブのののの再実行方法再実行方法再実行方法再実行方法 

従属ジョブの再実行方法は，通常のジョブの再実行方法とは異なります。再実行方法の注意事項は，マ

ニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 解説 10.2.11 再実行する」を参照してください。 

(4)(4)(4)(4)    負荷負荷負荷負荷をををを分散分散分散分散したしたしたした処理処理処理処理 

JP1/AJS2 では，複数の業務実行ホスト（JP1/AJS2 - Agent）をグルーピングできます。グルーピングする

ことで，処理実行時の負荷を分散させることができます。負荷を分散するパターンは，次のとおりです。 

• 処理を実行先ホストに，均等に分散して実行する。  

• 実行先ホストの処理数の上限に差を付けて実行する。  

• 特定の実行先ホストの処理数が上限に達した場合に，ほかの実行先ホストに分散して実

行する。  

複数の業務実行ホスト（エージェント）をグルーピングすることで，特定の実行先ホストに障害が発生した

場合に，障害発生中のホストを回避してジョブをほかの実行先ホストに配信して実行できます。 

分散処理を実現するための前提条件を次に示します。 
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QUEUEQUEUEQUEUEQUEUE ジョブジョブジョブジョブをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合  

• ネットワーク上の JP1/AJS2 のホストにキューおよびエージェントを作成する。  

• 作成したキューおよびエージェントを関連づける。 

PCPCPCPC ジョブジョブジョブジョブ，，，，UNIXUNIXUNIXUNIX ジョブジョブジョブジョブをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合  

• ネットワーク上の JP1/AJS2 のホストにエージェントを作成する。  

• 業務実行ホスト（エージェント）のデフォルトキューに作成したエージェントを関連

づける。 

負荷分散を実現するパターンごとに，どのような負荷分散処理が行われるかを，QUEUEジョブを使用す

る場合を例に説明します。PCジョブおよび UNIXジョブを使用する場合も同様に負荷分散を実現できま

す。 

(a)(a)(a)(a)    均等均等均等均等にににに負荷負荷負荷負荷をををを分散分散分散分散するするするする場合場合場合場合 

均等に負荷を分散する場合の例を次の図に示します。 

図図図図 2222----11111111    均等均等均等均等にににに負荷負荷負荷負荷をををを分散分散分散分散するするするする場合場合場合場合のののの処理例処理例処理例処理例 
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ジョブの実行順序は次のようにして決定されます。 

1. job1 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「0 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「0 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 3」  

すべてのホストで負荷の割合が同じです。そのため，queue1 に定義したエージェントの順序によっ

て，job1 は業務実行ホスト A で実行されます。 

2. job2 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「0 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 3」  

負荷が軽いホストは業務実行ホスト B と業務実行ホスト Cで，負荷の割合が同じです。そのため，

queue1 に定義したエージェントの順序によって，job2 は業務実行ホスト Bで実行されます。 

3. job3 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 3」  

負荷がいちばん軽いホストは業務実行ホスト Cです。そのため，job3 は業務実行ホスト Cで実行さ

れます。 

4. job4 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「1 / 3」  

すべてのホストで負荷の割合が同じです。そのため，queue1 に定義したエージェントの順序によっ

て，job4 は業務実行ホスト A で実行されます。 

5. job5 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「2 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「1 / 3」  
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o 業務実行ホスト C：「1 / 3」  

業務実行ホスト B と業務実行ホスト C とでは，負荷の割合が同じです。そのため，queue1 に定義し

たエージェントの順序によって，job5 は業務実行ホスト Bで実行されます。 

6. job6 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「2 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「2 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「1 / 3」  

負荷がいちばん軽いホストは業務実行ホスト Cです。そのため，job6 は業務実行ホスト Cで実行さ

れます。 

(b)(b)(b)(b)    実行先実行先実行先実行先ホストホストホストホストのののの処理数処理数処理数処理数のののの上限上限上限上限にににに差差差差をををを付付付付けるけるけるける場合場合場合場合 

実行先ホストの処理数の上限に差を付ける場合の例を次の図に示します。 

図図図図 2222----12121212    実行先実行先実行先実行先ホストホストホストホストのののの処理数処理数処理数処理数のののの上限上限上限上限にににに差差差差をををを付付付付けるけるけるける場合場合場合場合のののの処理例処理例処理例処理例 

 

ジョブの実行順序は次のようにして決定されます。 
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1. job1 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「0 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「0 / 2」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 1」  

すべてのホストで負荷の割合が同じです。そのため，queue1 に定義したエージェントの順序によっ

て，job1 は業務実行ホスト A で実行されます。 

2. job2 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「0 / 2」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 1」  

負荷が軽いホストは業務実行ホスト B と業務実行ホスト Cで，負荷の割合が同じです。そのため，

queue1 に定義したエージェントの順序によって，job2 は業務実行ホスト Bで実行されます。 

3. job3 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「1 / 2」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 1」  

負荷がいちばん軽いホストは業務実行ホスト Cです。そのため，job3 は業務実行ホスト Cで実行さ

れます。 

4. job4 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「1 / 2」  

o 業務実行ホスト C：「1 / 1」  

負荷がいちばん軽いホストは業務実行ホスト A です。そのため，job4 は業務実行ホスト A で実行さ

れます。 

5. job5 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「2 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「1 / 2」  

o 業務実行ホスト C：「1 / 1」  
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負荷がいちばん軽いホストは業務実行ホスト Bです。そのため，job5 は業務実行ホスト Bで実行さ

れます。 

6. job6 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「2 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「2 / 2」  

o 業務実行ホスト C：「1 / 1」  

負荷がいちばん軽いホストは業務実行ホスト A です。そのため，job6 は業務実行ホスト A で実行さ

れます。 

(c)(c)(c)(c)    処理数処理数処理数処理数がががが上限上限上限上限にににに達達達達したしたしたした場合場合場合場合にほかのにほかのにほかのにほかの実行先実行先実行先実行先ホストホストホストホストにににに分散分散分散分散してしてしてして実行実行実行実行するするするする場合場合場合場合 

特定の実行先ホストの処理数が上限に達した場合に，ほかの実行先ホストに分散して実行する例を次の

図に示します。 

図図図図 2222----13131313    処理数処理数処理数処理数がががが上限上限上限上限にににに達達達達したしたしたした場合場合場合場合にほかのにほかのにほかのにほかの実行先実行先実行先実行先ホストホストホストホストにににに分散分散分散分散してしてしてして実行実行実行実行するするするする場合場合場合場合のののの処理例処理例処理例処理例 

 

ジョブの実行順序は次のようにして決定されます。 
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1. job1 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「0 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「0 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 3」  

すべてのホストで負荷の割合が同じです。そのため，queue1 に定義したエージェントの順序によっ

て，job1 は業務実行ホスト A で実行されます。 

2. job2 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「0 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 3」  

負荷が軽いのは，業務実行ホスト B と業務実行ホスト Cですが，queue1 に定義したエージェントの

優先順位に従って，job2 は業務実行ホスト A で実行されます。 

3. job3 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「2 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「0 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 3」  

負荷が軽いのは，業務実行ホスト B と業務実行ホスト Cですが，queue1 に定義したエージェントの

優先順位に従って，job3 は業務実行ホスト A で実行されます。 

4. job4 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「3 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「0 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 3」  

業務実行ホスト A では，ジョブ実行多重度が上限に達しています。そのため，queue1 に定義したエ

ージェントの順序によって，job4 は業務実行ホスト Bで実行されます。 

5. job5 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「3 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「0 / 3」  
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負荷がいちばん軽いホストは，業務実行ホスト Cです。そのため，job5 は業務実行ホスト Cで実行

されます。 

6. job6 が実行されるエージェントが決定される。 

「ジョブ実行数 / ジョブ実行多重度」は次のとおりです。 

o 業務実行ホスト A：「3 / 3」  

o 業務実行ホスト B：「1 / 3」  

o 業務実行ホスト C：「1 / 3」  

負荷が軽いのは，業務実行ホスト B と業務実行ホスト Cですが，queue1 に定義したエージェントの

優先順位に従って，job6 は業務実行ホスト Bで実行されます。 

(5)(5)(5)(5)    業務業務業務業務のののの階層化階層化階層化階層化のののの考考考考ええええ方方方方 

業務を階層化（ジョブネット化）するときのヒントを紹介します。階層化する目的またはメリットは次のとおり

です。 

• 業務（ジョブネット）全体が監視しやすくなります。  

• 業務や処理の追加，変更，および削除するとき，場所の特定がしやすくなります。  

• 業務単位にアクセス権（JP1資源グループ）を割り当てることで，ほかの業務グループの担

当者からのアクセスを制限できます。  

• 適度に階層化することで，業務（ジョブネットおよびジョブ）の起動性能が劣化しにくくなり

ます。なお，階層を多くし過ぎると，監視などの操作をする上で，運用しにくくなるおそれ

があるので，注意してください。  

• 業務の変更がしやすくなります。  

推奨する業務の階層化の方法を次に示します。 

1. 最上位の業務（ジョブネット）を構築する。 

次の図のように，特定の単位ごとに最上位となる業務を構築します。 

図図図図 2222----14141414    最上位最上位最上位最上位のののの業務業務業務業務のののの構築例構築例構築例構築例 

 



 38 

相互に順序性がない場合は，そのまま最上位の業務として管理します。 

2. 特定の単位ごとに構築した業務に順序性がある場合は，一つの業務として階層化する。 

図図図図 2222----15151515    最上位最上位最上位最上位のののの業務業務業務業務のののの階層化例階層化例階層化例階層化例 

 

3. 処理サイクルごとの業務（ジョブネット）を構築する。 

業務単位で最上位となる業務を構築した場合で，サイクルごとに実行する必要がある処

理の場合，処理サイクルごとに業務をグルーピングします。 
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図図図図 2222----16161616    処理処理処理処理サイクルサイクルサイクルサイクルごとのごとのごとのごとの業務業務業務業務のののの構築例構築例構築例構築例 

 

処理サイクルごとの業務には，次の表に示すようなルールを決めておきます。また，「コメント」にル

ールを記述しておくことをお勧めします。 

表表表表 2222----7777    処理処理処理処理サイクルサイクルサイクルサイクルごとにごとにごとにごとに業務業務業務業務をををを分分分分けたけたけたけた場合場合場合場合ののののルールルールルールルール 

処理処理処理処理サイクルサイクルサイクルサイクルごとのごとのごとのごとの業務業務業務業務    ルールルールルールルール    

GROUP1 日次，週次，月次，半期，年次の業務が相互に関連を持ったグルー

プ 

GROUP2 単独で実行される「日次業務」のグループ 

GROUP3 単独で実行される「週次業務」のグループ 

GROUP4 単独で実行される「月次業務」のグループ 

GROUP5 単独で実行される「半期業務」のグループ 

GROUP6 単独で実行される「年次業務」のグループ 

GROUP7 単独で実行される「不定期業務」のグループ 

4. 最下位の業務を構築する。 

処理サイクルごとに分けて業務の下位に，さらに，次に示す名称を付けた業務を作成しま

す。ユニット（業務や処理）をコマンドで操作する場合や，JP1/IM の自動アクション機能で

正規表現を使用する場合を考慮に入れて，半角英数字で名称を付けることをお勧めしま

す。 

「xxxxxxDN」 
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「xxxxxxWN」 

「xxxxxxMN」 

「xxxxxxHN」 

「xxxxxxYN」 

「xxxxxxRN」 

（凡例）  

D：1日 1回のサイクルで実行される業務を意味します。  

W：週に 1回のサイクルで実行される業務を意味します。  

M：月に 1回のサイクルで実行される業務を意味します。  

H：半期に 1回のサイクルで実行される業務を意味します。  

Y：年に 1回のサイクルで実行される業務を意味します。  

R：不定期に実行される業務を意味します。  

N：業務（ジョブネット）を意味します。  

5. 処理（ジョブ）を構築する。 

最後に，次に示す名称を付けた処理（ジョブ）を作成します。 

「xxxxxxDJ」 

「xxxxxxWJ」 

「xxxxxxMJ」 

「xxxxxxHJ」 

「xxxxxxYJ」 

（凡例）  

D：1日 1回のサイクルで実行される処理を意味します。  

W：週に 1回のサイクルで実行される処理を意味します。  

M：月に 1回のサイクルで実行される処理を意味します。  

H：半期に 1回のサイクルで実行される処理を意味します。  

Y：年に 1回のサイクルで実行される処理を意味します。  

J：処理（ジョブ）を意味します。  

(6)(6)(6)(6)    カレンダーカレンダーカレンダーカレンダーのののの適用例適用例適用例適用例 

カレンダーの適用例を紹介します。 

初めに，次の条件を前提とした場合のカレンダーの設定例を説明します。 

• 複数の業務グループがあるが，お互いにカレンダー情報の依存関係を持たない。  

• 業務グループごとにそれぞれのシステム管理者で管理する。  

• 複数の業務グループを 1台の業務管理ホストで管理する。  

上記のような前提条件の場合，次の図のような業務グループの階層を作成し，カレンダーを定義します。 
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図図図図 2222----17171717    カレンダーカレンダーカレンダーカレンダーのののの適用例適用例適用例適用例 1111 

 

このような例で監視画面を使用すると，業務グループの下にある業務の実行予定や結果しか確認できま

せん。例えば，一度に実行予定や結果を確認できるのは，「東京」グループの下にある業務だけです。

そのため，複数のシステム管理者が，それぞれの業務グループを管理する場合，担当のシステム管理

者に関係する業務の予定や結果を管理しやすくなります。 

次に，次の条件を前提とした場合のカレンダーの設定例を説明します。 

• 複数の業務グループがあるが，お互いにカレンダー情報の依存関係を持つ。  

• すべての業務を一人のシステム管理者で管理する。  

上記のような前提条件の場合，次の図のような業務グループの階層を作成し，カレンダーを定義します。 
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図図図図 2222----18181818    カレンダーカレンダーカレンダーカレンダーのののの適用例適用例適用例適用例 2222 

 

上記の図のように設定すると，各業務は次のように実行されます。 

東京東京東京東京のののの業務業務業務業務  

毎日業務を実行するカレンダーを参照しているので，業務が毎日実行されます。  

広島広島広島広島のののの業務業務業務業務  

日曜日だけが休業日のカレンダーを参照しているので，業務が月曜日から土曜日まで実行されま

す。  

名古屋名古屋名古屋名古屋のののの業務業務業務業務  

土曜日と日曜日が休業日のカレンダーを参照しているので，業務が月曜日から金曜日まで実行さ

れます。  
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このような例で，「AJSROOT1」というグループを監視画面で確認すると，業務グループの下にある，すべ

ての業務の予定や結果を一度に確認できます。そのため，一人のシステム管理者がすべての業務を管

理しやすくなります。 

(7)(7)(7)(7)    業務業務業務業務のののの実行登録実行登録実行登録実行登録 

業務の実行登録方法と，どのような場合に使用したらよいかを次の表に示します。 

表表表表 2222----8888    業務業務業務業務のののの実行登録方法実行登録方法実行登録方法実行登録方法 

実行登録種別実行登録種別実行登録種別実行登録種別    機能機能機能機能    ベターユースベターユースベターユースベターユース    

即時実行登録 業務（ジョブネット）

を即時に実行しま

す。 

スケジュール定義

情報が設定されて

いる場合でも，登

録したらすぐに実

行します。 

次のような場合に使用することをお勧めします。 

スケジュールを定義している業務（ジョブネット）に対し

て，処理フローの整合性テストを実施する場合  

ファイル転送アプリケーション（JP1/FTP など）が正常終

了したときに起動されるコマンドの実行を契機として，

業務（ジョブネット）を実行する場合  

アプリケーション中から業務（ジョブネット）を実行する場

合  

JP1/IM の自動アクションを契機として，業務（ジョブネッ

ト）を実行する場合  

計画実行登録 業務（ジョブネット）

に設定されている

スケジュール定義

情報に従って業務

（ジョブネット）を実

行します。 

業務（ジョブネット）

の実行終了時に次

回実行予定を計算

します。 

次のような場合に使用することをお勧めします。 

数日先の業務（ジョブネット）のスケジュール変更がない

運用を実施する場合  

カレンダー上の日付を運用日にしたり，休業日にしたり

することで，すぐに業務（ジョブネット）の実行予定に反

映したい場合  

ファイルの更新など，ユーザーの行動を契機として，1

日に決まった回数だけ業務（ジョブネット）を実行したい

場合（起動条件の設定が前提）  

確定実行登録 業務（ジョブネット）

に設定されている

スケジュール定義

情報に従って業務

（ジョブネット）を実

行します。 

実行登録時に指定

した期間分の実行

予定を計算しま

す。 

次のような場合に使用することをお勧めします。 

数日先の業務（ジョブネット）のスケジュール変更が必

要ある運用を実施する場合  

特定の期間だけ業務（ジョブネット）を実行したい場合  
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2.22.22.22.2    集中監視集中監視集中監視集中監視するするするする業務対象業務対象業務対象業務対象をををを検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 Console を使用して，業務管理ホストで管理されている業務を集中的に監視するには，事前に

監視対象や監視方法などを検討してください。検討項目と内容を次の表に示します。 

表表表表 2222----9999    業務業務業務業務をををを集中的集中的集中的集中的にににに監視監視監視監視するするするする場合場合場合場合のののの検討項目検討項目検討項目検討項目とととと内容内容内容内容 

検討項目検討項目検討項目検討項目    内容内容内容内容    

監視対象 どのような業務（対象）を監視するのかを検討します。 

監視対象の階層化（グ

ループ分け） 

監視対象をどのような階層で監視するのかを検討します。 

監視方法 

監視間隔 

業務（対象）をどのように監視するのかを検討します。 

当日時刻優先，全世代時刻優先，当日時刻予定優先，全世代時刻

予定優先の中からどの方法で監視するか。  

監視対象の状態をどのくらいの間隔で更新するか。  

監視対象の業務に保留属性が設定してある場合，その状態（「保留予

定」）を示す表示色で表示するか。  

監視対象監視対象監視対象監視対象のののの検討検討検討検討  

どのような業務（対象）を監視するのかは，AJS2 ユニット監視オブジェクトというアイコンで定義しま

す。AJS2 ユニット監視オブジェクトでは監視先となる業務管理ホスト名や監視先の業務名などを指

定します。AJS2 ユニット監視オブジェクトの定義については，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 操作ガイド 11.4.2 AJS2 ユニット監視オブジェクトを定義する」を参照してく

ださい。  

監視先となる業務管理ホストは，JP1/AJS2 Console（JP1/AJS2 Console Manager）と同じユーザー

認証圏にあることをお勧めします。ユーザー認証圏とは，JP1 ユーザーの認証に同じ認証サーバを

使用しているホストの集まりのことです。詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参

照してください。同じユーザー認証圏の場合は，AJS2 ユニット監視オブジェクトから JP1/AJS2 - 

Viewのウィンドウを開く際のログイン操作は不要です。異なるユーザー認証圏の場合は，ログイン

操作が必要です。  

監視対象監視対象監視対象監視対象のののの階層化階層化階層化階層化（（（（グループグループグループグループ化化化化））））のののの検討検討検討検討  

対象をどのような階層で監視するかは，ネスト業務スコープというアイコンで定義します。実行順序

や業務の種類（意味）に関連がある複数の業務を，グルーピングして一つの業務とみなして監視し

ます。ネスト業務スコープの定義については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 

2 操作ガイド 11.4.1 業務スコープを定義する」を参照してください。  

監視方法監視方法監視方法監視方法とととと監視間隔監視間隔監視間隔監視間隔のののの検討検討検討検討  

業務（対象）をどのように監視するのかは，［監視プロパティ］ダイアログボックスで定義します。［監

視プロパティ］ダイアログボックスの定義では，次に示す内容を定義します。  

• 当日時刻優先，全世代時刻優先，当日時刻予定優先，全世代時刻予定優先の

中からどの方法で監視するか。（監視方法）。  

• 監視対象の状態をどのくらいで更新するか（監視間隔）。  
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• 監視対象の業務に保留属性が設定してある場合，その状態（「保留予定」）を示す

表示色で表示するか（監視方法）。 

監視プロパティの定義については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガ

イド 11.4.4 監視プロパティを定義する」を参照してください。  

2.32.32.32.3    業務業務業務業務ののののアクセスアクセスアクセスアクセス権権権権についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

ユーザーに設定する，業務へのアクセス権の検討について説明します。JP1/AJS2 を使用するユーザー

に，処理の実行だけを許可する権限や，処理結果の参照だけを許可する権限を与えることで，誤った操

作が行われることを防ぐことができます。 

業務のアクセス権を検討する流れを次の図に示します。 

なお，業務のアクセス権の設定・管理には，JP1/Base のユーザー管理機能（ユーザー認証，ユーザーマ

ッピング）を利用します。ユーザー管理機能の詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参

照してください。 

図 2-19 業務のアクセス権を検討する流れ 

 

2.3.12.3.12.3.12.3.1    アクセスアクセスアクセスアクセス権権権権をををを設定設定設定設定するするするする範囲範囲範囲範囲についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 では，JP1 ユーザーという独自のユーザー名を使用して，処理の実行を許可する権限や，処

理内容の変更を許可する権限などのアクセス権限を管理しています。 

その JP1 ユーザーの登録と管理は，JP1/Base で提供されているユーザー認証機能を使用しています。

そのユーザー認証機能で，JP1ユーザーのアクセス権限を管理している JP1/Base のホストを認証サーバ

と呼びます。ネットワーク上にある各 JP1/Base のホストで，どのホストにインストールされた JP1/Base を認

証サーバにするか指定すると，その認証サーバがアクセス権を管理するホストの範囲（ユーザー認証圏）

を決めることができます。そのため，JP1/AJS2 を導入する場合，認証サーバがアクセス権を管理するホス

トの範囲（ユーザー認証圏）について検討しておく必要があります。 

次の表に示す内容を考慮に入れて，ユーザー認証圏をどのようにするか検討してください。 
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表表表表 2222----10101010    認証圏認証圏認証圏認証圏のののの数数数数ととととメリットメリットメリットメリットややややデメリットデメリットデメリットデメリット 

認証圏認証圏認証圏認証圏のののの数数数数    メリットメリットメリットメリットややややデメリットデメリットデメリットデメリット    

ユーザー認証圏をシステム

内に一つだけ構築した場合 

システム管理者は，JP1ユーザーを統一管理でき，登録や変更作業にあ

まり手間が掛かりません。 

ユーザー認証圏をシステム

内に複数構築した場合 

システム管理者は，構築した認証圏の数だけ JP1 ユーザーを管理する

必要が生じます。JP1 ユーザーの登録や変更などの管理の手間が発生

してしまいます。また，異なる認証サーバごとにログイン認証が発生しま

す。ただし，個々の認証サーバが独立しているため，システムとしての耐

性は強くなります。 

なお，一つのユーザー認証範囲内には，認証サーバを 2台設定できます。通常使用する認証サーバを

「プライマリー認証サーバ」，予備として稼働し，トラブル発生時に使用する認証サーバを「セカンダリー

認証サーバ」と呼びます。一つのユーザー認証範囲内に，認証サーバを 1台だけ設定している場合は，

認証サーバが起動していなかったり，通信障害が発生したりするなど，何らかの理由で認証サーバに接

続できなかった場合に，ジョブやリモートコマンドなどが実行できなくなり，業務が停止するおそれがあり

ます。 

2台の認証サーバを設定しておくと，通常使用する認証サーバ（プライマリー認証サーバ）にトラブルが

発生しても，予備の認証サーバ（セカンダリー認証サーバ）によってジョブやリモートコマンドを実行でき

ます。認証圏がシステム内に一つの場合でも，2台の認証サーバを設定することで，システムとしての耐

性は強くなります。必要に応じて，2台の認証サーバを利用することを検討してください。 

なお，プライマリー認証サーバとセカンダリー認証サーバを設定する場合は，プライマリー認証サーバに

設定されている JP1 ユーザーや JP1資源グループなどの情報をセカンダリー認証サーバにコピーして，

設定内容を同じにしておいてください。設定内容が同じでない場合，切り替えが発生したときに認証エラ

ーが発生します。 

プライマリー認証サーバとセカンダリー認証サーバの設定の詳細については，マニュアル「JP1/Base 運

用ガイド」を参照してください。 

プライマリー認証サーバとセカンダリー認証サーバを設定した場合の，認証サーバの指定方法について

は，次に示す個所を参照してください。 

• JP1/AJS2 - Managerがインストールされている Windowsホストの場合 

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 3.1.1 

JP1/Base のセットアップ」 

• JP1/AJS2 - Agent がインストールされているWindowsホストの場合 

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 3.2.1 

JP1/Base のセットアップ」 

• JP1/AJS2 - Managerがインストールされている UNIX ホストの場合 

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 13.1.1 

JP1/Base のセットアップ」 
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• JP1/AJS2 - Agent がインストールされている UNIX ホストの場合 

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 13.2.1 

JP1/Base のセットアップ」 

2.3.22.3.22.3.22.3.2    登録登録登録登録するするするするユーザーユーザーユーザーユーザーをををを検討検討検討検討するするするする    

ユーザーのアクセス権を管理する範囲や，アクセス権を管理するホストの検討が終了したら，JP1/AJS2

で使用する JP1 ユーザーの登録について検討します。 

JP1 ユーザーの登録例を次の表に示します。 

表表表表 2222----11111111    JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザーのののの登録例登録例登録例登録例 

JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザー名名名名    使用目的使用目的使用目的使用目的    

jp1admin システム全体を管理するために使用します。 

JP1/AJS2（JP1/AJS2 Console），JP1/IM，および JP1/Base のすべての管理者権限

が，デフォルトで設定されています。設定されている権限を次に示します。 

jp1admin：＊=JP1_AJS_Admin，JP1_JPQ_Admin，JP1_Console_Admin 

JP1_AJS_Admin：JP1/AJS2 の管理者権限 

JP1_JPQ_Admin：JP1/AJS2 のジョブ実行環境やキューなどの管理者権限 

JP1_Console_Admin：JP1/IM の管理者権限 

通常「jp1admin」では，業務を定義したり，実行したりしないでください。「jp1mngr」と

いうJP1ユーザーを作成して業務を定義したり，実行したりすることをお勧めします。 

なお，なるべく，この jp1admin は削除したり，パスワード以外の設定を変更したりし

ないでください。 

jp1mngr 業務を管理したり（業務管理者用ユーザー），処理を実行したり（ジョブ実行用ユー

ザー）するために使用します。 

このユーザーには，すべての業務を更新・実行・監視することができる権限を設定

します。また，OS やプログラムなどの仕様上，Administrators 権限，またはスーパー

ユーザー権限を持たないと実行できない処理を実行することができる権限を設定し

ます。権限の設定例を次に示します。 

jp1mngr：＊=JP1_AJS_Manager，JP1_JPQ_Operator 

JP1_AJS_Manager：業務の編集・実行権限 

JP1_JPQ_Operator：ジョブ実行環境やキューなどの操作権限，ジョブの操作権限 

jp1user 処理を実行（ジョブ実行用ユーザー）するために使用します。 

運用管理を効率的に実施するため，業務管理ホスト上でのジョブ実行ユーザーは

統一しておいてください。権限の設定例を次に示します。 

jp1user：＊=JP1_AJS_Manager，JP1_JPQ_Operator 

JP1_AJS_Manager：業務の編集・実行権限 

JP1_JPQ_Operator：ジョブ実行環境やキューなどの操作権限，ジョブの操作権限 

jp1ope 業務を監視したり，手動で再実行したりするために使用します。オペレーター向け

の業務監視，および手動操作用のユーザーです。権限の設定例を次に示します。 

jp1ope：＊=JP1_AJS_Operator 

JP1_AJS_Operator：業務の実行権限，業務の参照権限 

jp1guest 業務の監視だけをするために使用します。オペレーター向けの業務監視ユーザー

です。権限の設定例を次に示します。 

jp1guest：＊=JP1_AJS_Guest 

JP1_AJS_Guest：業務の参照権限 

root JP1/AJS2 のジョブ実行環境やキューなどを監視するために使用します。 
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なお，jpqxxxx コマンドをコマンドプロンプトから実行する場合，コマンドを実行する

OS ユーザーを，JP1 ユーザーとして登録しておく必要があります。この例で説明し

ている，「root」という JP1 ユーザーは，OS（UNIX）ユーザー「root」のことです

（Windows の場合は，OS ユーザー「Administrator」を，JP1 ユーザー

「Administrator」として登録する必要があります）。 

権限の設定例を次に示します。 

root：＊=JP1_JPQ_Admin 

JP1_JPQ_Admin：ジョブ実行環境やキューなどの管理権限 

なお，JP1 ユーザーに設定できる権限の詳細については，「2.3.3(2) 設定する JP1 権限レベルの検討」

を参照してください。 

JP1 ユーザーの登録は省略できますが，ジョブを実行する場合は，JP1 ユーザーを登録してください。 

JP1 ユーザーの登録を省略して，「2.3.3 設定するアクセス権限を検討する」で説明するアクセス権限の

設定を行う場合，OS ユーザーと同一名称の JP1 ユーザーが登録されていると仮定します。 

2.3.32.3.32.3.32.3.3    設定設定設定設定するするするするアクセスアクセスアクセスアクセス権限権限権限権限をををを検討検討検討検討するするするする    

登録する JP1 ユーザーの検討が終了したら，その JP1 ユーザーに，「どのようなグループ（JP1資源グル

ープ）に対して，どのようなアクセス権限（JP1 権限レベル）を許可するのか」ということを検討してくださ

い。 

    

(1)(1)(1)(1)    定義定義定義定義するするするする JP1JP1JP1JP1 資源資源資源資源グループグループグループグループのののの検討検討検討検討 

ジョブネットワーク要素（ユニット）は，幾つかのグループに分けて保存し，管理します。このグループを

JP1資源グループと呼びます。JP1資源グループには，任意の名称を定義できます。例えば資材部，人

事部などの部署ごとに，「purchasingdep」や「personneldep」というような，部署を意味する用語を定義でき

ます。 

なお，JP1資源グループは，必ずどれかの JP1 ユーザーに JP1資源グループを定義するように検討して

ください。JP1資源グループを定義しなかった場合は，アクセス制御の対象になりません。そのため，どの

JP1 ユーザーからもユニットを参照できたり，変更できたりするので，JP1 ユーザーに JP1資源グループを

定義しないことは，JP1/AJS2 を運用していく上でお勧めしません。 

また，一つの JP1 ユーザーには，複数の JP1資源グループを定義することもできます。例えば，一人の

JP1 ユーザーについて，総務部の JP1資源グループでは業務を実行・編集できるユーザーとして，また，

営業部の JP1資源グループでは業務の参照だけできるユーザーとして定義しておくことができます。 

(2)(2)(2)(2)    設定設定設定設定するするするする JP1JP1JP1JP1 権限権限権限権限レベルレベルレベルレベルのののの検討検討検討検討 
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JP1/AJS2 で定義した業務に対して，どのような操作ができるかを表したものを JP1 権限レベルと呼びま

す。 

JP1 権限レベルは，JP1資源グループに対して設定するものです。JP1資源グループの指定があっては

じめて JP1 権限レベルの設定が有効になります。例えば，ジョブネット定義・実行時のアクセス権限の場

合，ある JP1資源グループに対しては JP1_AJS_Admin のアクセス権限を持ち，別の JP1資源グループに

対しては JP1_AJS_Managerのアクセス権限を持つ，というように JP1資源グループごとに異なるアクセス権

限を持たせることができます。このため，JP1資源グループの指定がない場合，または異なる JP1資源グ

ループの指定をした場合は，JP1 権限レベルが有効にならないことに注意してください。 

JP1 権限レベルには次の 2種類があります。 

• ジョブネット定義・実行時のアクセス権限  

• ジョブの実行・操作時のアクセス権限  

それぞれの権限レベル名と操作できる内容を以降に示します。これらの内容を参照して，設定する JP1

権限レベルを検討してください。 

(a)(a)(a)(a)    ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット定義定義定義定義・・・・実行時実行時実行時実行時ののののアクセスアクセスアクセスアクセス権限権限権限権限 

ジョブネット定義・実行時のアクセス権限には，次の 5種類があります。 

• JP1_AJS_Admin 

管理者権限です。ユニットの所有者や資源グループの操作権限，ジョブネットの定義・実

行・編集権限などを持っています。 

• JP1_AJS_Manager 

ジョブネットの定義・実行・編集権限などを持っています。 

• JP1_AJS_Editor 

ジョブネットの定義・編集権限などを持っています。 

• JP1_AJS_Operator 

ジョブネットの実行・参照権限などを持っています。 

• JP1_AJS_Guest 

ジョブネットの参照権限などを持っています。 

ジョブネット定義・実行時の JP1 権限レベル名と詳細な操作内容を次の表に示します。 
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表表表表 2222----12121212    ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット定義定義定義定義・・・・実行時実行時実行時実行時のののの JP1JP1JP1JP1 権限権限権限権限レベルレベルレベルレベル名名名名とととと操作操作操作操作できるできるできるできる内容内容内容内容 

操作内容操作内容操作内容操作内容    JP1_AJS_JP1_AJS_JP1_AJS_JP1_AJS_    

AdminAdminAdminAdmin    

JP1_AJJP1_AJJP1_AJJP1_AJS_S_S_S_    

ManagerManagerManagerManager    

JP1_AJS_JP1_AJS_JP1_AJS_JP1_AJS_    

EditorEditorEditorEditor    

JP1_AJS_JP1_AJS_JP1_AJS_JP1_AJS_    

OperatorOperatorOperatorOperator    

JP1_AJS_JP1_AJS_JP1_AJS_JP1_AJS_    

GGGGuuuuestestestest    

他ユーザーが所有権を持つユニットに対して，

所有者，JP1資源グループ名，またはジョブの

実行ユーザー種別を変更する 

○

※1
 － － － － 

ジョブネットワーク要素を定義する ○ ○ ○ － － 

ジョブネットに定義したジョブネットワーク要素

の定義内容を変更する 

○ ○

※2
 ○

※2
 － － 

ジョブネットの定義内容を変更する ○ ○ ○ － － 

ジョブネットワーク要素を複写・移動したり，名

称を変更したりする

※3
 

○ ○ ○ － － 

ジョブネットワーク要素を削除する

※4
 ○ ○ ○ － － 

ジョブネットワーク要素名を標準出力ファイルに

出力する 

○ ○ ○ ○ ○ 

ジョブネットワーク要素の定義内容を標準出力

ファイルに出力する 

○ ○ ○ ○ ○ 

ジョブネットワーク要素を退避する ○ ○ ○ ○ ○ 

ジョブネットワーク要素を回復する ○ ○ ○ － － 

ジョブグループにカレンダー情報を定義する ○ ○ ○ － － 

特定期間について，ジョブネットの実行スケジ

ュールを定義する 

○ ○ － ○ － 

定義済みのジョブネットを実行登録する ○ ○ － ○ － 

ジョブネットの実行登録を解除する ○ ○ － ○ － 

ジョブネットやジョブの実行履歴，現在の状態，

次回実行予定などを標準出力ファイルに出力

する 

○ ○ ○ ○ ○ 

ジョブネットに定義されたスケジュールを一時

的に変更する 

○ ○ － ○ － 

ジョブの状態を一時的に変更する ○ ○ － ○ － 

ジョブの状態を変更する ○ ○ － ○ － 

ジョブネットの実行を中断する ○ ○ － ○ － 

ジョブネットを再実行する ○ ○ － ○ － 

ジョブやジョブネットの実行を強制終了させる ○ ○ － ○ － 

ジョブネットワーク要素をエクスポートする ○ ○ ○ ○ ○ 

ジョブネットワーク要素をインポートする ○ ○ ○ － － 

（凡例）  

○：操作できる。  

－：操作できない。  

注※1  

ユニットの所有者であれば，JP1_AJS_Admin 権限が与えられていなくてもこの操作を実行

できます。ただし，ユニットの所有者であっても，そのユニットに設定されている JP1資源グ

ループに対して参照権限が与えられていない場合，JP1/AJS2 - Viewから JP1資源グル

ープ名，所有者，およびジョブの実行ユーザー種別を変更することができません。

JP1/AJS2 - Viewから JP1資源グループ名，所有者，およびジョブの実行ユーザー種別を

変更したい場合は，「ajschange -g JP1JP1JP1JP1資源資源資源資源グループグループグループグループ名名名名 ユユユユニニニニットットットット名名名名」コマンドを実行して，
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JP1資源グループ名を参照する権限が与えられている JP1資源グループに変更してくだ

さい。  

また，ユニットに所有者が設定されていない場合，すべてのユーザーが，JP1資源グループ名，所

有者，またはジョブの実行ユーザー種別を変更することができます。なお，ユニットの実行ユーザ

ー種別が所有ユーザーに設定されている場合，次の（a），（b）のユーザー以外のユーザーが，ユ

ニット所有者を別の JP1 ユーザーに変更すると，ユニットの実行ユーザー種別が登録ユーザーに

なります。ユニットの実行ユーザー種別に登録ユーザーが設定されると，ジョブの実行ユーザー種

別は，ジョブネットを実行登録したユーザーとして扱われます。これは，（a），（b）のユーザー以外の

ユーザーによって，任意のユーザー権限でジョブが実行されることを防ぐことを目的としています。  

（a）：Administrators 権限またはスーパーユーザー権限が与えられているユーザー  

（b）：ユニットに設定されている JP1資源グループに対して JP1_AJS_Admin 権限が与えられている

JP1 ユーザー  

注※2  

ユニットの実行ユーザー種別が所有ユーザーになっている場合，JP1_AJS_Admin 権限以外の JP1

ユーザーは，自分が所有ユーザーになっているユニットでなければ変更の操作が実行できません。

これは，JP1_AJS_Admin 権限が与えられていない一般ユーザーが，任意のジョブを実行することを

防ぐことを目的としています。なお，ユニットの実行ユーザー種別が登録ユーザーになっている場

合は，自分に操作が許可されている JP1 権限レベルを持つようにするだけで，変更の操作が実行

できます。  

注※3  

複写・移動したり，名称を変更したりするユニットの親ユニットが操作対象ユニットです。例えば，

/AAA/BBB/CCC というユニットを移動する場合，ユニット/AAA/BBBに設定されている JP1資源

グループに対し，該当の権限が必要になります。なお，複写・移動したり，名称を変更したりするユ

ニットに対しては，次のような権限が必要です。  

複写の場合は，複写元ユニット（配下のユニットも含む）に設定されている JP1資源グループに対し，

JP1_AJS_Admin，JP1_AJS_Manager，JP1_AJS_Editor，JP1_AJS_Operator，または JP1_AJS_Guest の

権限が必要です。  

移動の場合は，移動するユニットに設定されている JP1資源グループに対し，JP1_AJS_Admin，

JP1_AJS_Manager，または JP1_AJS_Editorの権限が必要です。  

名称の変更の場合は，名称を変更するユニットに設定されている JP1資源グループに対し，

JP1_AJS_Admin，JP1_AJS_Manager，または JP1_AJS_Editorの権限が必要です。  

注※4  

削除するユニットの親ユニットも操作対象ユニットです。例えば，/AAA/BBB/CCC というユニットを

削除する場合，ユニット/AAA/BBB/CCC（配下のユニットも含む）に設定されている JP1資源グル

ープおよびユニット/AAA/BBBに設定されている JP1資源グループに対し，該当の権限が必要に

なります。  

ユニットを操作する JP1 ユーザーには，操作対象となるユニットに設定されている JP1資源グループに対

して該当の操作権限が必要です。また，上位ユニットに設定されている JP1資源グループに対しては，
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JP1_AJS_Admin，JP1_AJS_Manager，JP1_AJS_Editor，JP1_AJS_Operator，または JP1_AJS_Guest の権限が

必要です。 

なお，ユニット操作を行う JP1 ユーザーにマッピングされている OS ユーザーが Administrators 権限を持

つユーザー，またはスーパーユーザーである場合は，JP1 権限レベルに関係なく，すべての操作を実行

できます。また，Administrators 権限を持つユーザー，またはスーパーユーザーで，ジョブネットワーク要

素を操作するコマンドを実行した場合も，JP1_USERNAME環境変数を設定した JP ユーザーの権限に関

係なく，すべての操作を実行できます。 

ユニットに JP1資源グループが設定されていない場合は，そのユニットに対して，すべてのユーザーが

JP1/AJS2 のすべての操作を実行できます。 

注意  

• マネージャージョブグループ，マネージャージョブネットでは，参照先の JP1/AJS2 - Managerの

アクセス権限が適用されます。  

• JP1/AJS2 - Viewが接続している間，JP1/AJS2 - Manager上で，アクセス権限の情報をキャッシュ

に保持しています。このため，アクセス権限の変更が，接続中の JP1/AJS2 - Viewに反映されな

いことがあります。アクセス権限を変更する場合には，接続中の JP1/AJS2 - Viewをログアウトし，

アクセス権限を変更後，再度ログインしてください。 

(b)(b)(b)(b)    ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行・・・・操作時操作時操作時操作時ののののアクセスアクセスアクセスアクセス権限権限権限権限 

ジョブの実行・操作時のアクセス権限には，次の 3種類があります。 

• JP1_JPQ_Admin 

管理者権限です。ジョブ実行環境の設定権限，キューやジョブ実行先エージェントの操作権限，

ほかのユーザーがキューイングしたジョブの操作権限を持っています。 

• JP1_JPQ_Operator 

キューやジョブ実行先エージェントの操作権限，ほかのユーザーがキューイングしたジョブの操

作権限を持っています。 

• JP1_JPQ_User 

サブミットジョブの登録や，自分がキューイングしたジョブの操作権限を持っています。 

ジョブの実行・操作時のアクセス権限の設定では，資源グループ「JP1_Queue」に対して，これらの権限レ

ベルを持たせるように設定します。「JP1_Queue」は，大文字・小文字を間違えないように入力してくださ

い。 

ジョブの実行・操作時の JP1 権限レベル名と詳細な操作内容を次の表に示します。 
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表表表表 2222----13131313    ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行・・・・操作時操作時操作時操作時のののの JP1JP1JP1JP1 権限権限権限権限レベルレベルレベルレベル名名名名とととと詳細詳細詳細詳細なななな操作内容操作内容操作内容操作内容 

操作内容操作内容操作内容操作内容    JP1_JPQ_JP1_JPQ_JP1_JPQ_JP1_JPQ_    

AdminAdminAdminAdmin    

JP1_JPQ_JP1_JPQ_JP1_JPQ_JP1_JPQ_    

OperatorOperatorOperatorOperator    

JP1_JPQ_JP1_JPQ_JP1_JPQ_JP1_JPQ_    

UserUserUserUser    

サブミットジョブを登録する ○ ○ ○ 

ジョブの実行をキャンセル，または強制終了する ○ ○ △ 

ジョブの実行を保留，または保留解除する ○ ○ △ 

ジョブを移動する ○ ○ △ 

ジョブ情報を出力する ○ ○ △ 

終了ジョブ情報を出力する ○ ○ △ 

データベースから終了ジョブ情報を削除する ○ ○ － 

キューを開く ○ ○ － 

キューを閉じる ○ ○ － 

キューを追加する ○ － － 

キューを削除する ○ － － 

キュー情報を出力する ○ ○ ○ 

キューの定義を変更する ○ － － 

キューをエージェントに接続する ○ － － 

キューとエージェントの接続を解除する ○ － － 

ジョブ実行多重度を変更する ○ － － 

エージェントを追加する ○ － － 

エージェントを削除する ○ － － 

エージェントホスト情報を出力する ○ － － 

排他実行リソースを追加する ○ － － 

排他実行リソースを削除する ○ － － 

排他実行リソース情報を出力する ○ ○ ○ 

（凡例）  

○：操作できる。  

△：操作できるが，ほかのユーザーが実行したジョブは操作できない。  

－：操作できない。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

ジョブの実行・操作時は，処理要求先マネージャーのアクセス権限の定義が適用されます。  

(3)(3)(3)(3)    ユニットユニットユニットユニット所有者権限所有者権限所有者権限所有者権限 

ジョブやジョブネットを定義したとき，定義したユーザーはそのジョブやジョブネットに対して所有者権限

を持ちます。所有者権限を持つと，JP1 権限レベルに関係なく，JP1資源グループ名，所有者，およびジ

ョブの実行ユーザー種別を変更できるようになります。そのため，あらかじめ次に示す内容について注意

してください。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• ユニットに所有者が設定されていない場合，すべてのユーザーから，JP1資源グループ名，所有

者，またはジョブの実行ユーザー種別を変更することができます。  
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• ユニットの実行ユーザー種別が所有ユーザーに設定されている場合，次の（a），（b）のユーザー

以外のユーザーが，ユニット所有者を別の JP1 ユーザーに変更すると，ユニットの実行ユーザー

種別が登録ユーザーになります。ユニットの実行ユーザー種別に登録ユーザーが設定されると，

ジョブの実行ユーザー種別は，ジョブネットを実行登録したユーザーとして扱われます。これは，

（a），（b）のユーザー以外のユーザーによって，任意のユーザー権限でジョブが実行されることを

防ぐことを目的としています。 

（a）：Administrators 権限またはスーパーユーザー権限が与えられているユーザー 

（b）：ユニットに設定されている JP1資源グループに対して JP1_AJS_Admin 権限が与えられている

JP1 ユーザー 

• ジョブの実行ユーザー種別をジョブ所有者にしている場合，次に示すユーザー以外でジョブの

定義内容を変更すると，権限エラーとなります。 

・ジョブの所有者 

・Administrators権限またはスーパーユーザー権限が与えられているOSユーザーにマッピングさ

れている JP1 ユーザー 

・JP1_AJS_Admin 権限が与えられている一般ユーザー 

• ユニットの所有者であっても，そのユニットに設定されている JP1資源グループに対して参照権限

が与えられていない場合，JP1/AJS2 - Viewから JP1資源グループ名，所有者，およびジョブの

実行ユーザー種別を変更することができません。JP1/AJS2 - Viewから JP1資源グループ名，所

有者，およびジョブの実行ユーザー種別を変更したい場合は，「ajschange -g JP1JP1JP1JP1資源資源資源資源グループグループグループグループ

名名名名 ユユユユニニニニットットットット名名名名」コマンドを実行して，JP1資源グループ名を参照する権限が与えられている JP1資

源グループに変更してください。 
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2.3.42.3.42.3.42.3.4    対応対応対応対応づけるづけるづけるづけるユーザーユーザーユーザーユーザーをををを検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 の業務管理ホストでの JP1 ユーザーが，処理の実行先ホスト上でどの OS ユーザーになるよう

にするのか，という対応づけを検討します。 

JP1/AJS2 では処理を実行する場合，JP1 ユーザーに対応づけられている OS ユーザーの権限で実行フ

ァイルなどの OS資源にアクセスし，処理を実行します。そのため，処理の実行先ホスト上で JP1 ユーザ

ーが，どの OS ユーザーになるのか対応付ける必要があります。この対応づけのことをユーザーマッピン

グといい，JP1/Base のユーザーマッピング機能を使用します。 

JP1/AJS2 - Viewからログインするときにも，ユーザーマッピングは必要になります。JP1/AJS2 - Viewを

使用する場合には，あらかじめユーザーマッピングを設定しておいてください。 

なお，JP1/AJS2 のイベントジョブ（Windows の場合）は，実行時の JP1 ユーザーには依存しません。

JP1/AJS2 サービスのアカウント権限に依存します。 

ユーザーマッピングを使用した処理実行の概要を次の図に示します。 
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図図図図 2222----20202020    ユーザーユーザーユーザーユーザーママママッッッッピピピピングングングングをををを使用使用使用使用したしたしたした処理実行処理実行処理実行処理実行のののの概概概概要要要要 

 

上記の図では，業務実行ホストで次のようなマッピングがされています。 

• jp1mngr：「jobuser1」  

• jp1user1：「jobuser2」  

OS ユーザー「jobuser1」には，Administrators 権限またはスーパーユーザー権限を持つユーザーを設定

してください。リブート処理など，プログラムの仕様上これらの権限が必要な場合に使用してください。 

OS ユーザー「jobuser2」に，実行する処理の権限（OS ユーザーアカウントやファイルのアクセス権限な

ど）を設定して，処理が異常終了しないようにしてください。また，すべての業務実行ホストで OS ユーザ

ー名（ジョブ実行ユーザー）を統一しておくと，管理しやすくなります。 

また，ジョブやジョブネットを操作する際に使用される JP1ユーザー名とユーザーマッピングの設定は，使

用するコマンドによって決定方法が異なります。ジョブネットワーク要素（ジョブやジョブネット）を ajsxxxx

コマンドおよび JP1/AJS2 - Viewから操作する場合と，ジョブ実行環境上のジョブを jpqxxxx コマンドで操

作，実行する場合のそれぞれについて次に示します。次のルールを参照して，対応づけを検討してくだ

さい。 
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なお，イベントジョブを操作するコマンドは JP1 権限レベルに依存しないため，JP1 ユーザー名は使用し

ません。 

    

(1)(1)(1)(1)    ジョブネットワークジョブネットワークジョブネットワークジョブネットワーク要素要素要素要素をををを JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- View View View View およびおよびおよびおよびコマンドコマンドコマンドコマンドでででで操作操作操作操作するするするする場合場合場合場合のののの JP1JP1JP1JP1 ユーザユーザユーザユーザ

ーーーー名名名名 

ジョブネットワーク要素を JP1/AJS2 - Viewから操作する場合，権限の確認に使用される JP1 ユーザー名

は，JP1/AJS2 - Viewでログインした JP1 ユーザー名です。ジョブネットワーク要素を ajsxxxx コマンドから

操作する場合は，次の規則に従って JP1 ユーザー名が決定されます。 

環境変数 JP1_USERNAMEが設定されている場合 

環境変数 JP1_USERNAMEが設定されている場合は，その設定値を JP1 ユーザー名として扱いま

す。このとき，ユーザーマッピングの設定で，コマンド実行時の OS ユーザー名と環境変数

JP1_USERNAMEの設定値がマッピングされている必要があります。コマンド実行時の OS ユーザー

に Administrators 権限，またはスーパーユーザー権限がある場合は，ユーザーマッピングは必要

ありません。 

また，環境変数 JP1_HOSTNAMEが設定されているかどうかで，使用されるユーザーマッピングが

異なります。 

環境変数 JP1_HOSTNAMEが設定されている場合  

環境変数 JP1_HOSTNAMEに設定された論理ホストに定義されているユーザーマッピングが使用

されます。  

 

環境変数 JP1_HOSTNAMEが設定されていない場合  

物理ホストに定義されているユーザーマッピングが使用されます。  

環境変数 JP1_USERNAMEが設定されていない場合 

環境変数 JP1_USERNAMEが設定されていない場合は，OS ユーザー名を JP1 ユーザー名として扱

います。なお，ジョブ実行時に，ユーザーマッピングがチェックされるので，OS ユーザー名と同じ名

称の JP1 ユーザーの登録が必要です。 

操作するジョブやジョブネットの属性に JP1資源グループ名の指定がある場合，認証サーバにアクセス

権限を問い合わせます。このとき，環境変数 JP1_HOSTNAMEが設定されている場合は，設定値の論理

ホストに定義されている認証サーバが使用され，環境変数 JP1_HOSTNAMEが設定されていない場合は，

物理ホストに定義されている認証サーバが使用されます。ただし，コマンド実行時の OS ユーザーに

Administrators 権限またはスーパーユーザー権限がある場合は，認証サーバにアクセス権限を問い合

わせません。 
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次に，ジョブネットワーク要素を操作するコマンドをリモート実行する場合について説明します。リモート

実行が可能なコマンドについては，「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス 1. 

コマンド コマンドの記述形式」を参照してください。コマンド実行先ホストで必要な設定を次に示します。 

環境環境環境環境変数変数変数変数 JP1_USEJP1_USEJP1_USEJP1_USERRRRNAMENAMENAMENAME がががが設定設定設定設定さささされているれているれているれている場合場合場合場合    

リモート実行時に環境変数 JP1_USERNAMEが設定されている場合は，その設定値を JP1 ユーザー名と

して扱い，コマンド実行先ホスト上で実行します。コマンド実行先ホスト上のユーザーマッピングの設定で，

コマンド実行先ホスト上の任意のOS ユーザー名と環境変数 JP1_USERNAMEの設定値がマッピングされ

ている必要があります。 

また，コマンド実行先ホストに，論理ホスト名または物理ホスト名のどちらが指定されているかで，使用さ

れるユーザーマッピングが異なります。 

 

ココココママママンドンドンドンド実行先実行先実行先実行先ホストホストホストホストにににに論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名をををを指指指指定定定定したしたしたした場合場合場合場合  

指定した論理ホストに定義されているユーザーマッピングが使用されます。  

 

ココココママママンドンドンドンド実行先実行先実行先実行先ホストホストホストホストにににに物物物物理理理理ホストホストホストホスト名名名名をををを指指指指定定定定したしたしたした場合場合場合場合  

指定した物理ホストに定義されているユーザーマッピングが使用されます。  

環境変数 JP1_USERNAMEが設定されていない場合 

環境変数 JP1_USERNAMEが設定されていない場合，コマンド実行元ホストの OS ユーザー名を JP1 ユ

ーザー名として扱います。 

操作するジョブやジョブネットの属性に JP1資源グループ名の指定がある場合，認証サーバにアクセス

権限を問い合わせます。コマンド実行先ホストに論理ホスト名を指定した場合，論理ホストに定義されて

いる認証サーバが使用されます。コマンド実行先ホストに物理ホスト名を指定した場合，物理ホストに定

義されている認証サーバが使用されます。コマンドを使用する際に必要な JP1 権限レベルを設定してく

ださい。ただし，マッピングされているプライマリーユーザーに Administrators 権限またはスーパーユー

ザー権限がある場合は，認証サーバにアクセス権限を問い合わせません。 

(2)(2)(2)(2)    ジョブジョブジョブジョブ実行環境上実行環境上実行環境上実行環境上ののののジョブジョブジョブジョブををををコマンドコマンドコマンドコマンドでででで実行実行実行実行・・・・操作操作操作操作するするするする場合場合場合場合のののの JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザー名名名名 

jpqxxxx コマンドを使用してジョブ実行環境上のジョブを単体で操作したり，ジョブ実行環境を操作したり

する場合は，コマンドを実行している OS ユーザーと同名の JP1 ユーザー名で権限を確認します。 

そのため，コマンドを実行する OS ユーザーを JP1 ユーザーとして登録してください。そして，登録した

JP1 ユーザーと OS ユーザーをマッピングしてください。なお，環境変数 JP1_USERNAMEの設定に関係

なく，コマンドを実行するOS ユーザーを JP1 ユーザーとして登録し，ユーザーマッピングの設定をする必

要があります。 

また，ジョブを実行する際には，JP1/AJS2 - Viewからジョブを起動した場合も含めてジョブを実行する

OS ユーザーを JP1 ユーザーとして認証サーバに登録しておく必要があります。 

JP1 ユーザーの登録および JP1 権限レベルの設定方法については，Windowsホストの場合は，マニュア

ル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 3.1.1 JP1/Base のセットアップ」を，

UNIX ホストの場合は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 13.1.1 

JP1/Base のセットアップ」を参照してください。 
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また，それぞれのコマンドを使用する際に必要な JP1 権限レベルについては，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス 1. コマンド」に記載されているコマンド

一覧を参照してください。  
2.3.52.3.52.3.52.3.5    業務業務業務業務をををを集中監視集中監視集中監視集中監視するするするする場合場合場合場合ののののユーザーユーザーユーザーユーザー管理管理管理管理をををを検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 Console を使用して業務を集中監視する場合のユーザー管理の検討について説明します。

JP1/AJS2 Console を使用して業務を集中監視するためには，JP1/Base のユーザー管理機能（ユーザー

認証，ユーザーマッピング）を使った次の設定が必要になります。 

• ログインに必要な設定  

• 状態監視に必要な設定  

JP1/Base のユーザー管理機能の詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のユーザー管理

機能の設定の章を参照してください。 

ログインに必要な条件と状態監視に必要な条件を次に示します。これらの条件を満たすようなユーザー

や権限を検討してください。 
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(1) ログインに必要な条件 

JP1/AJS2 Console では，JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 Console Manager ホストへログインする

際に JP1/Base のユーザー認証機能を使用しています。 

JP1/AJS2 Console では，業務を監視するための［メインスコープ］ウィンドウを接続先の JP1/AJS2 

Console Manager ホスト上で JP1 ユーザーごとに保持し，それぞれの定義内容（監視対象）を管理します。

不正なユーザーからこれらへのアクセスを防止するため，ログイン処理を実行してユーザー認証を受け

ます。 

ログインする JP1 ユーザーは，ログイン先の JP1/AJS2 Console Manager ホストが参照する認証サーバで

認証されます。 

JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 Console Manager ホストへログインするために必要な条件を次に

示します。 

図図図図 2222----21212121    ログインログインログインログインにににに必要必要必要必要なななな条件条件条件条件 

 

1. JP1/AJS2 Console Manager ホストで，JP1/AJS2 - Manager（JP1/AJS2 Console Manager）

ホストが参照する認証サーバが設定されている。  

2. JP1/AJS2 - Manager（JP1/AJS2 Console Manager）ホストが参照する認証サーバで，ログ

インする JP1 ユーザーが登録されている。  

［メインスコープ］ウィンドウ上の定義内容は，JP1 ユーザーごとに個別に保持されるため，JP1 権限レベル

の設定は不要です。 

(2)(2)(2)(2)    業務業務業務業務のののの状態監視状態監視状態監視状態監視にににに必要必要必要必要なななな条件条件条件条件 
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JP1/AJS2 Console では，JP1/AJS2上の業務を監視するためにユーザーマッピング機能を使用していま

す。 

JP1/AJS2 Console ManagerにログインしたすべてのJP1ユーザーがJP1/AJS2 Console Agent（JP1/AJS2 

- Manager）ホスト上の業務を参照・操作できるのは問題があります。したがって，JP1/AJS2 Console 

Agentホスト上で業務を監視する JP1 ユーザーに対してOS ユーザーをマッピングし，JP1/AJS2 Console 

Managerにログインした JP1 ユーザーの業務へのアクセス権限を管理します。 

なお，このアクセス権限は，JP1/AJS2 Console Agentホストが参照する認証サーバで設定されている JP1

権限レベルに従います。また，実際の業務の監視は OS ユーザーが実行するため，JP1/AJS2 Console 

Agentホストに対しても OS ユーザーがマッピングされている必要があります。 

JP1/AJS2上の業務を監視するために必要な条件を次に示します。 

図図図図 2222----22222222    状状状状態監視態監視態監視態監視にににに必要必要必要必要なななな条件条件条件条件 

 

1. JP1/AJS2 Console Agentホストが参照する認証サーバで，JP1/AJS2 Console Manager 上

の JP1 ユーザーを使って業務を監視する JP1 ユーザーが登録されている。  
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2. JP1/AJS2 Console Agentホストで，業務を監視する JP1 ユーザーに OS ユーザーがユー

ザーマッピングされている（サーバホスト名に JP1/AJS2 Console Manager ホスト名が指定

されている）。  

3. JP1/AJS2 Console Agentホスト上で，業務を監視する JP1 ユーザーに上記 2 の設定でプ

ライマリーOS ユーザーに指定されている OS ユーザーがユーザーマッピングされている

（サーバホスト名に JP1/AJS2 Console Agent（自ホスト）ホスト名が指定されている）。  

4. 業務を監視する JP1 ユーザーが，監視対象の業務の参照権限（JP1_AJS_Guest 権限以

上）を持っている。  

補足事項補足事項補足事項補足事項 

• 上記 2 のユーザーマッピング設定で，サーバホスト名に「＊（アスタリスク）」を指定すれば，

上記 3 の設定は必要ありません。  

• JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 - Viewを起動して業務を操作する，または

JP1/AJS2 Console Viewから監視対象となる業務を直接操作するには，業務に対しての

操作権限（JP1_AJS_Operator権限以上）が必要です。  

• 上記 2 の設定でプライマリーOS ユーザーに指定されている OS ユーザーが

Administrators 権限（Windows の場合），スーパーユーザー権限（UNIXの場合）を持つ場

合は，JP1 権限レベルの設定に制限されません。  

• JP1/AJS2 Console Manager ホストと JP1/AJS2 Console Agentホストのユーザー認証圏が

異なる場合でも，業務は監視できます。ただし，同一ユーザー認証圏であれば，

JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 - Viewを起動する際に［ログイン］画面を表示しな

いでログインできます。詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 操作ガイド 11.5 業務の監視」を参照してください。  

• 上記 1 で JP1/AJS2 Console Agentホストが参照する認証サーバに業務監視を行う JP1 ユ

ーザーを登録しなくても，JP1/AJS2 Console で業務を監視できます。この場合は次に示

す制限がありますので注意してください。 

((((aaaa))))    上記 2 の設定でマッピング OS ユーザーが Administrators 権限（Windows の場合），

スーパーユーザー権限（UNIXの場合）を持つ場合  

o JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 - Viewを起動する場合には，必ず起動し

た JP1/AJS2 - Viewでログイン操作が必要になります。  

(b)(b)(b)(b) 上記 2 の設定でマッピング OS ユーザーが一般ユーザーの場合（(a)以外の場合）  

o JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 - Viewを起動する場合には，必ず起動し

た JP1/AJS2 - Viewでログイン操作が必要になります。  

o 監視対象となるジョブネットおよび上位ユニットに資源グループが指定されている

場合は，監視できません。  
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(3)(3)(3)(3)    ユーザーマッピングユーザーマッピングユーザーマッピングユーザーマッピングのののの定義例定義例定義例定義例 

ユーザーマッピングの定義例を次に示します。 

図図図図 2222----23232323    ユーザーユーザーユーザーユーザーママママッッッッピピピピングングングングのののの定義例定義例定義例定義例 

 

JP1/AJS2 Console Viewは，JP1 ユーザー（jp1user1）で JP1/AJS2 Console Manager ホスト（hostA）にロ

グインします。JP1/AJS2 Console Manager ホスト（hostA）は，ログインした JP1 ユーザー（jp1user1）を使っ

て業務の状態を監視するよう JP1/AJS2 Console Agentホスト（hostB）に指示を出します。JP1/AJS2 

Console Agentホスト（hostB）では，JP1/AJS2 Console Manager ホスト（hostA）からの JP1 ユーザー

（jp1user1）にマッピングされた OS ユーザー（osuser1）の権限，および JP1 ユーザー（jp1user1）の JP1 ア

クセス権限で業務の状態を監視します。 
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3.3.3.3.    システムシステムシステムシステム構成構成構成構成のののの設計設計設計設計    

JP1/AJS2 を運用する場合のシステム構成の設計について説明します。 

自動化する業務の設計が終了したら，自動化する業務の種類，業務を実行する場所などを踏まえて，

JP1/AJS2 シリーズのプログラムをどこに何台導入するかなどを検討します。 

3.13.13.13.1    動作環境動作環境動作環境動作環境をををを確認確認確認確認するするするする    

この節では，JP1/AJS2 を構成する各プログラムとコンポーネントの動作環境や前提条件について説明し

ます。 

3.1.13.1.13.1.13.1.1    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 シリーズシリーズシリーズシリーズののののプログラムプログラムプログラムプログラム    

JP1/AJS2 シリーズのプログラムについて次に説明します。 

• JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager 

ジョブネットの定義情報やスケジュール情報を管理し，処理の実行をエージェント

（JP1/AJS2 - Agent または JP1/AJS2-Manager）に依頼します。また，JP1/AJS2 - Manager

自身で処理を実行することもできます。1台の JP1/AJS2 - Managerに最大 1,024 のエー

ジェントを接続できます。なお，接続できるエージェント台数にはマネージャー自身が含ま

れます。ほかの JP1/AJS2 - Managerに処理を実行させたり，ほかの JP1/AJS2 - Manager

の処理と連携して業務を実行させたりするために，JP1/AJS2 - Manager 同士を接続して

使うこともできます。また，JP1/AJS2 Console を使用して，JP1/AJS2 で自動的に運用され

ている業務を監視することもできます。 

なお，JP1/AJS2 - Manager 同士を接続するとき，および JP1/AJS2 - Managerと JP1/AJS2 

- Agent を接続するときは，LANを使用することをお勧めします。 

• JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent 

JP1/AJS2 - Managerから実行依頼を受けた処理を実行します。JP1/AJS2 - Agent は，ジ

ョブの実行機能のエージェント，およびイベントジョブのエージェントだけで構成されてい

ます。 

• JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew 

JP1/AJS2 - Managerを GUIで操作したい場合に使います。1台のWindows版 JP1/AJS2 

- Manager または UNIX版 JP1/AJS2 - Managerには，最大 128台の JP1/AJS2 - View

を接続できます。なお，JP1/AJS2 - View と JP1/AJS2 - Managerを接続するときには，

LANを利用することをお勧めします。 
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3.13.13.13.1.2.2.2.2    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 のののの前提条件前提条件前提条件前提条件    

JP1/AJS2 シリーズのプログラムとコンポーネントの前提 OS および前提プログラムについて説明します。 

(1)(1)(1)(1)    前提前提前提前提 OSOSOSOS 

JP1/AJS2 シリーズプログラムが動作する OS 一覧を次の表に示します。 

表表表表 3333----1111    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2シシシシリーリーリーリーズズズズプログプログプログプログラムラムラムラムがががが動作動作動作動作するするするする OSOSOSOS 一一一一覧覧覧覧 

OSOSOSOS 名名名名    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew    

Windows Vista － － ○ 

Windows XP Professional － － ○ 

Windows Server 2003 ○ ○ ○ 

Windows Server 2003（IPF） ○ ○ － 

Windows 2000 － ○ － 

HP-UX（PA-RISC） ○ ○ － 

HP-UX（IPF） ○ ○ － 

Solaris ○ ○ － 

AIX ○ ○ － 

Linux ○ ○ － 

Linux（IPF） ○ ○ － 

（凡例）  

○：動作する。  

－：動作しない。  

(2)(2)(2)(2)    前提前提前提前提プログラムプログラムプログラムプログラム 

JP1/AJS2 シリーズのプログラムの前提プログラムを次の表に示します。 

表表表表 3333----2222    前前前前提提提提プログプログプログプログラムラムラムラム 

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2シシシシリーリーリーリーズズズズののののプログプログプログプログラムラムラムラム名名名名    前提前提前提前提プログプログプログプログラムラムラムラム    

JP1/AJS2 - Manager JP1/Base 

JP1/AJS2 - Agent JP1/Base 

JP1/AJS2 - View － 

（凡例）  

－：必要ない。  
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(3)(3)(3)(3)    そのそのそのその他他他他 

JP1/AJS2 を使用する場合のマシン構成の制限値・使用できる文字などに関する制限事項については，

「付録D 制限値一覧」を参照してください。 

3.23.23.23.2    システムシステムシステムシステム構成構成構成構成をををを検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 は，1台でジョブを定義・実行するシステムから，何台ものホストを使って大量のジョブを実行さ

せる大規模なシステムまで，いろいろなシステム構成で使用できます。 

この節では，JP1/AJS2 を使用する場合のシステムの構成について説明します。 

3.2.13.2.13.2.13.2.1    スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンでのでのでのでの構成例構成例構成例構成例    

1 台のホスト内で業務を集中して実行させたい場合は，業務の管理ホストおよび実行ホストとして

JP1/AJS2 - Managerを使用します。 

この場合，JP1/AJS2 - Managerを 1台用意し，必要に応じて監視ホストとして JP1/AJS2 - Viewを用意し

ます。複数の JP1/AJS2 - Viewを接続して使うこともできます。 

JP1/AJS2 - Manager と JP1/AJS2 - Viewでのスタンドアロンシステム構成例を次の図に示します。 

図 3-1 JP1/AJS2 - Manager と JP1/AJS2 - Viewでのスタンドアロンシステム構成例 

 

3.2.23.2.23.2.23.2.2    処理処理処理処理をををを複数複数複数複数のののの実行実行実行実行ホストホストホストホストでででで分散分散分散分散してしてしてして実行実行実行実行させるさせるさせるさせる場合場合場合場合のののの構成例構成例構成例構成例    

複数の実行ホストで分散して業務を実行させたい場合は，業務の管理ホストとして JP1/AJS2 - Manager

を使用し，実行ホストとして JP1/AJS2 - Agent を使用します。なお，JP1/AJS2 - Agent の代わりに実行ホ

ストとして JP1/AJS2 - Managerを使用することもできます。また，監視ホストとして JP1/AJS2 - Viewを使

用します。 
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(1)(1)(1)(1)    1111 台台台台のののの業務管理業務管理業務管理業務管理ホストホストホストホストをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合 

JP1/AJS2 - Manager用ホストを 1台用意し，JP1/AJS2 - Agent 用ホストを複数台用意します。また，必要

に応じて JP1/AJS2 - View用のホストを用意します。 

1台の JP1/AJS2 - Managerホストを使ったマネージャー・エージェント構成のシステム構成例を次の図に

示します。 

図図図図 3333----2222    1111台台台台のののの JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ホストホストホストホストをををを使使使使っっっったたたたママママネージネージネージネージャャャャーーーー・・・・エエエエージージージージェェェェントントントント構構構構成成成成ののののシシシシスススステムテムテムテム構構構構成成成成例例例例 

 

(2)(2)(2)(2)    複数複数複数複数のののの業務管理業務管理業務管理業務管理ホストホストホストホストをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合 

JP1/AJS2 - Manager用ホストと JP1/AJS2 - Agent 用ホストを複数台用意します。また，必要に応じて

JP1/AJS2 - View用ホストを用意します。 

複数の JP1/AJS2 - Managerを使ったマネージャー・エージェント構成のシステム構成例を次の図に示し

ます。 
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図図図図 3333----3333    複数複数複数複数のののの JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager をををを使使使使っっっったたたたママママネージネージネージネージャャャャーーーー・・・・エエエエージージージージェェェェントントントント構構構構成成成成ののののシシシシスススステムテムテムテム構構構構成成成成例例例例 

 

なお，JP1/AJS2 は自ホスト名から IP アドレスが解決できる環境で動作させてください。自ホスト名から IP

アドレスが解決できない環境では，JP1/AJS2 は起動できません。 

また，複数ホストでジョブを実行する場合は，マネージャー，エージェントおよび他システムの各ホスト上

で，IP アドレスが解決できるように設定してください。DNS 運用をしている場合は，FQDN形式のホスト名

の IP アドレスが解決できるように設定してください。 

(3)(3)(3)(3)    タイムゾーンタイムゾーンタイムゾーンタイムゾーン 

JP1/AJS2 - Viewを使って JP1/AJS2 - Managerにログインして業務の実行状況や実行結果を確認する

場合，表示される時刻は JP1/AJS2 - Viewのがインストールされているマシンの OS に設定されたタイム

ゾーンに従います。 

Windows の場合  

Windows上の JP1/AJS2 - Managerは，OS の構造上，プロセス単位にタイムゾーンを扱えません（1

台の JP1/AJS2 - Managerで複数のタイムゾーンを扱うことはできません）。したがって，タイムゾー

ン別に JP1/AJS2 - Managerおよび JP1/AJS2 - Viewを複数台用意してください。  
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UNIXの場合  

UNIXではプロセス単位にタイムゾーンを設定できるので，JP1/AJS2 - Managerに実行登録するジ

ョブネットに対して，実行登録するユーザーごとに TZ環境変数を選択できます（1台の JP1/AJS2 - 

Managerで複数のタイムゾーンを扱うことができます）。  

ただし，ユニットに対して操作を行う場合は，次の制限があります。  

• JP1/AJS2 - Viewから操作する場合は，一つのタイムゾーンしか扱えないため，タ

イムゾーン別にユニット定義を用意し，それぞれのタイムゾーンごとに JP1/AJS2 - 

Viewを起動する。  

• 実行登録を行う場合は，タイムゾーン別に TZ環境変数を設定した環境で，

ajsentry コマンドを使用する。  

• 日時変更などの時刻に関する指定は，相対指定だけとする。  

• 実行登録した内容をコマンドで確認する場合は，実行登録したときと同じ TZ環境

変数を設定した環境で，ajsshow コマンドを使用する。 

業務の実行先が海外であっても，日本時間に設定されている JP1/AJS2 - Viewを使って実行状況や実

行結果を表示させると，現地時間ではなく日本時間で時刻が表示されます。Windows の場合は，タイム

ゾーンが異なるエリアの業務の実行状況や実行結果を現地時間で確認するには，現地のタイムゾーン

に合わせた JP1/AJS2 - Viewマシンを別途用意する必要があります。例えば，ニューヨークでの実行状

況をニューヨーク時間で表示させるにはニューヨークのタイムゾーンに合わせて時刻を調整した

JP1/AJS2 - Viewマシンを用意してください。UNIXの場合は，プロセスごとにタイムゾーンを設定すれば，

タイムゾーンが異なるエリアの実行状況を 1台の JP1/AJS2 - Viewマシンで確認することができます。 

異なるタイムゾーンにある複数の管理業務ホストの実行状況を確認する場合のシステム構成例を次の図

に示します。 
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図図図図 3333----4444    異異異異なるなるなるなるタイタイタイタイムゾムゾムゾムゾーンーンーンーンにあるにあるにあるにある複数複数複数複数のののの管管管管理業務理業務理業務理業務ホストホストホストホストのののの実行実行実行実行状況状況状況状況をををを確確確確認認認認するするするする場合場合場合場合ののののシシシシスススステムテムテムテム構構構構成成成成例例例例 

 

マネージャー・エージェント間でタイムゾーンが異なる場合の注意事項を次の表に示します。 

なお，次に示す注意事項は，スケジュールされ実行されているジョブに対する注意事項です。ジョブネッ

トの実行スケジュールを定義するときの注意事項ではありません。 

ジョブネットの実行スケジュールは，マネージャーのタイムゾーンに従ってスケジュールされます。 



 71 

表表表表 3333----3333    ママママネージネージネージネージャャャャーーーー・・・・エエエエージージージージェェェェントントントント構構構構成成成成時時時時ののののタイタイタイタイムゾムゾムゾムゾーンーンーンーンにににに関関関関するするするする注注注注意事項意事項意事項意事項 

注注注注意事項意事項意事項意事項    PCPCPCPC ジョブジョブジョブジョブ    

UNIXUNIXUNIXUNIX ジョブジョブジョブジョブ    

QUEUEQUEUEQUEUEQUEUE ジョブジョブジョブジョブ    

カスタカスタカスタカスタムムムムジョブジョブジョブジョブ    

アアアアククククシシシシ

ョンジョンジョンジョンジ

ョブョブョブョブ    

イベイベイベイベ

ントジントジントジントジ

ョブョブョブョブ    

ジョブは，エージェントのタイムゾーン環境下で

実行されます。標準出力ファイルおよび標準エ

ラー出力ファイル（実行結果詳細）のメッセージ

中の時刻は，エージェントのタイムゾーンの時

刻です。 

○ ○ ○ 

ジョブに定義した打ち切り時間などによる時間

計算は，エージェントのタイムゾーンの時刻で

行われます。マネージャーのタイムゾーンの時

刻ではありません。 

－ ○ － 

イベントジョブの引き継ぎ情報内の時刻は，イ

ベントが発生したエージェントのタイムゾーンの

時刻です。マネージャーのタイムゾーンや，（引

き継ぎ情報を使用する）ジョブを実行するときの

タイムゾーンの時刻ではありません。 

○ ○ ○ 

（凡例）  

○：対象  

－：対象外  

(4)(4)(4)(4)    文字文字文字文字コードコードコードコード 

JP1/AJS2 で使用する文字コードは，JP1/Base で使用している文字コードに合わせてください。 

マネージャー・エージェント構成，国内版・海外版の JP1/AJS2製品を混在環境で使用する場合の組み

合わせについては，「5.6.1 システムで使用する言語種別を検討する」を参照してください。 

マネージャーとエージェントで文字コードが異なる場合，マネージャー・エージェント間の通信時に，次

に示す定義，入力ファイル，および実行結果の文字コードは通信先で使用している文字コードに変換さ

れます（マネージャーからエージェントに通信する場合は，エージェントで使用している文字コードに変

換されます。エージェントからマネージャーに通信する場合は，マネージャーで使用している文字コード

に変換されます）。 

なお，PCジョブ，UNIXジョブ，アクションジョブがキューレスエージェントで実行される場合で，エージェ

ントのバージョンが 07-00～07-00-/Bの場合は，一切変換されません。 

PCPCPCPC ジョブジョブジョブジョブ，，，，UNIXUNIXUNIXUNIX ジョブジョブジョブジョブ，，，，おおおおよよよよびびびび QUEUEQUEUEQUEUEQUEUE ジョブジョブジョブジョブのののの場合場合場合場合  

定義  

• 実行ファイル名  

• コマンド文  

• スクリプトファイル名  
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• パラメーター  

• 環境変数  

• 環境変数ファイル名  

• エージェントプロセス実行時のワークディレクトリ名  

• 標準入力ファイル名  

• 標準出力ファイル名  

• 標準エラー出力ファイル名  

• 転送ファイル名  

• ジョブ名（QUEUEジョブの場合）  

• ジョブに定義したマクロ変数の値 

入力ファイル  

• 転送ファイル 1～4 の内容 

実行結果  

• 標準出力ファイルの内容  

• 標準エラー出力ファイルの内容（実行結果詳細） 

アアアアククククシシシションジョブョンジョブョンジョブョンジョブ，，，，カスタカスタカスタカスタムムムムジョブジョブジョブジョブのののの場合場合場合場合  

定義  

• ジョブに定義した情報  

• ジョブに定義したマクロ変数の値 

実行結果  

• 標準エラー出力ファイルの内容（実行結果詳細） 

イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブのののの場合場合場合場合  

定義  

• ジョブに定義した情報 

実行結果  

• 標準エラー出力ファイルの内容（実行結果詳細）  

• 引き継ぎ情報（ジョブに定義したマクロ変数の値） 

(5)(5)(5)(5)    同一同一同一同一マシンマシンマシンマシンをををを複数複数複数複数のののの実行実行実行実行ホストホストホストホストとしてとしてとしてとして使用使用使用使用するするするする方法方法方法方法 
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JP1/AJS2 で管理するエージェントは，エージェントごとにジョブの実行多重度を設定できます。同一マシ

ン（一つの IP アドレス）に対して複数のエージェントホストをエイリアスとして定義し，特性の異なるジョブ

を別のエージェントホストに登録することで，一つのマシン上で業務を振り分けることができます。例えば，

実ホスト（hostA）に対して hostB，hostC というエイリアスを定義し，一つのマシン上で次の図のように業務

を振り分けることができます。なお，キューレスジョブは，エイリアスのエージェントホスト名を使用できませ

ん。 

図図図図 3333----5555    業務業務業務業務のののの振振振振りりりり分分分分けけけけ例例例例 

 

このような運用をするには，ジョブ実行制御の構成定義にエイリアスのエージェント名を追加します。なお，

その際は hosts ファイルでエイリアス名を指定して，エイリアス名で IP アドレスが解決できることを確認して

ください。エージェント名の追加方法については，以下の設定方法の「(b) ジョブ実行制御の構成定義」

を参照してください。 

また，JP1/Base のバージョン 06-71 でサポートされた jp1hosts情報で定義すると，hosts ファイルなどの

OS の設定を変更せずに JP1独自の hosts情報を持つことができます。次に設定方法を示します。 

注意  

JP1独自の hosts情報を持つには，JP1/Base のバージョン 06-71 以降が必要になります。  

(a)(a)(a)(a)    jp1hostsjp1hostsjp1hostsjp1hosts 情報情報情報情報のののの定義定義定義定義 

IP アドレスが 100.0.0.10，実ホスト名が hostA であるノードに対して hostB，hostC というエイリアスのホスト

名を定義する場合の例を説明します。 
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1. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサーサーサーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする。。。。  

2. jjjjp1p1p1p1hhhhostsostsostsosts 定義定義定義定義ファイルファイルファイルファイルをををを編編編編集集集集するするするする。。。。 

デフォルトで提供されている jp1hosts 定義ファイルを編集します。 

3.   

4. hostA 100.0.0.10 

5. hostB 100.0.0.10 

6. hostC 100.0.0.10 

  

なお，この設定はマネージャーホスト上で設定します。 

7. JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease をををを停止停止停止停止するするするする。。。。  

8. jbjbjbjbsssshhhhostsimportostsimportostsimportostsimport ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行してしてしてして共通共通共通共通定義定義定義定義情報情報情報情報にににに登録登録登録登録するするするする。。。。 

次のコマンドを実行して，jp1hosts情報を共通定義情報に登録します。 

9.   

jbshostsimport ｛-o|-r｝ jp1hosts 定義定義定義定義ファイルファイルファイルファイル名名名名 ［-h 論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名］ 

共通定義情報に登録した jp1hosts情報を確認する場合は，jbshostsexportコマンドを利用してくだ

さい。 

これらのコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のコマンドの章を参照して

ください。 

10. JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease をををを再起動再起動再起動再起動するするするする。。。。  

11. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを再起動再起動再起動再起動するするするする。。。。 

JP1/AJS2を再起動します。JP1/AJS2の再起動によって，設定した jp1hosts情報が有効に

なります。 

注意  

jp1hosts情報を設定した場合，jp1hosts情報に定義されたホスト名および IP アドレスに関しては，

hosts ファイルや DNS の定義を参照しません。したがって，jp1hosts情報に設定した IP アドレスに

対応する実ホスト名とエイリアス名の両方を jp1hosts情報に定義しておく必要があります。また，実

ホスト名はエイリアス名よりも先に定義してください。jp1hosts情報の定義方法の詳細については，

マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」の jp1hosts情報の定義に関する説明を参照してください。  

(b)(b)(b)(b)    ジョブジョブジョブジョブ実行制御実行制御実行制御実行制御のののの構成定義構成定義構成定義構成定義 

エイリアスエージェントを追加する場合の手順を次に示します。 

コマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス 

1. コマンド」を参照してください。 

1. エエエエージージージージェェェェントントントント定義定義定義定義をををを動的動的動的動的にににに追加追加追加追加するするするする。。。。 

jpqagtaddコマンドを使用して jp1hosts情報にエイリアスとして定義したものと同じ名前のエ
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ージェントホスト名を-ah オプションに指定し，追加します。また，-cp オプションに実行多

重度を設定します。実行多重度は排他実行をしたいジョブの運用方法に合わせて設定し

ます。 

例えば，hostA では通常業務を行い，エイリアス定義した hostBでは一つだけ実行したい

業務だけを行う場合，次のように実行多重度を設定します。 

2.   

3. jpqagtadd [-mh ママママネージネージネージネージャャャャーホストーホストーホストーホスト名名名名] -ah hostA -cp 0:00-0:00=5 

4. jpqagtadd [-mh ママママネージネージネージネージャャャャーホストーホストーホストーホスト名名名名] -ah hostB -cp 0:00-0:00=1 

  

hostA では常に 5 個までのジョブが実行されるのに対し，hostBに登録したジョブは常に一つだけ

実行されます。 

5. キキキキューューューューををををオオオオープンープンープンープンするするするする。。。。 

エージェント定義追加時はキューの受付口がクローズ状態になっているため，jpqqueopen

コマンドを使用してキューの受付口をオープンしてください。 

例えば，hostA のキューの受付口をオープンしたい場合は次のコマンドを実行します。 

6.   

7. jpqqueopen [-mh ママママネージネージネージネージャャャャーホストーホストーホストーホスト名名名名] -ah hostA -en 

  

(6)(6)(6)(6)    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ使用時使用時使用時使用時にににに同一同一同一同一マシンマシンマシンマシンをををを複数複数複数複数のののの実行実行実行実行ホストホストホストホストとしてとしてとしてとして使用使用使用使用するするするする方法方法方法方法 

イベントジョブを使用する場合に，あらかじめ同一マシン（一つの IP アドレス）に対して複数のエージェン

トホストをエイリアスとして定義することで，擬似的に複数のエージェントが存在する環境で運用テストを

行ったり，管理上やジョブの性質上から実行エージェントを分けたいときに一つのエージェントホストに対

してジョブを振り分けたりすることができます。 

例えば，IP アドレスが 100.0.0.10，ホスト名が HostM のマネージャーホストで，IP アドレスが 100.0.0.20，

実ホスト名が HostA であるエージェントホストに対して，HostB というエイリアスのホスト名を定義する場合

の例を次に示します。 
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図図図図 3333----6666    エエエエイリイリイリイリアアアアススススのののの設定例設定例設定例設定例 

 

このような場合，マネージャー側とエージェント側の hosts ファイルをそれぞれ次のように設定します。 

• マネージャー側の hosts ファイルの設定 

HostA と HostBの名前解決するために次のように設定する。 

•   

• 100.0.0.20 HostA HostB 

  

• エージェント側の hosts ファイルの設定 

HostM と名前解決するために次のように設定する 

•   

• 100.0.0.10 HostM 

  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

複数ホストでジョブを実行する場合は，マネージャー，エージェントおよび他のシステムの各ホスト

上で，IP アドレスによる解決ができるように設定してください。また，hostnameコマンドで返る値で求

まる IP アドレスと，エイリアス名で求まる IP アドレスは同一になるように設定してください。  

(7)(7)(7)(7)    注意事項注意事項注意事項注意事項 

マネージャー・エージェント構成時の注意事項を次に示します。 

• マネージャー・エージェント構成で標準ジョブ，アクションジョブ，カスタムジョブ，またはイ

ベントジョブを使用する場合，マネージャーホストの hosts ファイルにはエージェントホスト

の名称（エージェントホスト上で hostname コマンドによって求まる名称）を，エージェントホ

ストの hosts ファイルにはマネージャーホストの名称（マネージャーホスト上で hostname コ

マンドによって求まる名称）をそれぞれ登録するなど，互いのホスト名を名前解決できるよ

うに，各ホストで hosts ファイル，DNS ファイル，または jp1hosts ファイルを設定する必要が

あります。jp1hosts ファイルについての詳細は，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照

してください。 

マネージャー・エージェント構成で標準ジョブ，アクションジョブ，カスタムジョブ，またはイ
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ベントジョブがキューイング状態のままになるような場合は，マネージャーホスト上でエー

ジェントホスト名の名前解決ができるか，かつ，エージェントホスト上でマネージャーホスト

名の名前解決ができるか確認し，解決できない場合は，前述の hosts ファイルなどの設定

を行ってください。 

また，次のケースに該当しないか確認し，該当する場合は，システムの設定などを見直し

てください。 

o マネージャーホストで，エージェントホスト名についてエイリアス定義をしている場

合に，本来のエージェントホスト名とエイリアスホスト名で，同じホストの IP アドレス

が求まらない。  

o マネージャーホスト側ではエージェントホスト名を FQDN形式で定義しているが，

実際のエージェントホスト名（エージェントホスト上で hostname コマンドによって求

まる名称）はショート名になっていて，そのショート名をマネージャーホスト上で名

前解決できない。または，その逆の場合。 

このケースでは，ジョブが実行できてもマネージャーとエージェント間でジョブの状

態管理用の一連の通信が完結しないで，マネージャー側やエージェント側に大量

の再試行用データが滞留する場合があります。そして，それらのデータ再試行に

よって，次の現象が発生することがあります。 

・システムが高負荷状態になり，実行したジョブがキューイング状態のままとなった

り，イベントの検知が極端に遅れたり，イベントを検知しなくなったりする 

・エージェントの JP1/AJS2 サービスを再起動すると，過去に検知したイベントが再

検知される 

なお，後者の現象は，再起動時にイベントを検知した旨の再試行用データがある

場合に，マネージャーがイベントを検知したことを受信できていないか，受信しても

何らかの原因によって処理できない状況を判断し，再通知する機能が働くために

発生します。 

また，エイリアスを定義して同一マシンを複数のエージェントとして使用する方法もありま

す。詳細については，「(5) 同一マシンを複数の実行ホストとして使用する方法」を参照し

てください。 

• マネージャー・エージェント間はネットワークで接続されています。ジョブ実行時にネットワ

ークエラーなどが発生した場合の，ジョブの再試行処理を次の表に示します。 
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表表表表 3333----4444    ネットネットネットネットワワワワークークークークエラエラエラエラーーーー時時時時ののののジョブジョブジョブジョブ再再再再試試試試行処理行処理行処理行処理 

ジョブジョブジョブジョブ種別種別種別種別    再再再再試試試試行処理行処理行処理行処理    

PCジョブ，UNIXジョブ，

QUEUEジョブ，アクションジ

ョブ，カスタムジョブ 

ママママネージネージネージネージャャャャーーーーかかかかららららエエエエージージージージェェェェントントントントへへへへのののの再再再再試試試試行行行行  

監視間隔を 300 秒

※1
として，2回再試行する。  

エエエエージージージージェェェェントントントントかかかかららららママママネージネージネージネージャャャャーーーーへへへへのののの再再再再試試試試行行行行  

ジョブの結果ファイルの転送を，監視間隔を 300 秒として 288

回（24 時間）再試行する。

※2
  

PCジョブ（キューレスジョ

ブ），UNIXジョブ（キューレス

ジョブ），アクションジョブ（キ

ューレスジョブ） 

再試行されない。 

イベントジョブ ママママネージネージネージネージャャャャーーーーかかかかららららエエエエージージージージェェェェントントントントへへへへのののの再再再再試試試試行行行行 

エージェントホストに接続できない（タイムアウトする）場合，監

視間隔を 300秒，600秒，900秒，1800秒，3600 秒（以降 3600

秒）として，27回（24 時間）再試行する。  

上記以外のネットワークエラーの場合，監視間隔を 30 秒とし

て，2880 回（24 時間）再試行する。  

エエエエージージージージェェェェントントントントかかかかららららママママネージネージネージネージャャャャーーーーへへへへのののの再再再再試試試試行行行行（（（（イベントイベントイベントイベント成立成立成立成立時時時時のののの

再再再再試試試試行行行行）））） 

監視間隔を 10 秒として，8640 回（24 時間）再試行する。  

注※1  

ジョブ実行制御の環境設定パラメーター「エージェント監視インターバル」の  

デフォルト値です。  

注※2  

監視間隔と再試行回数は運用に合わせて変更できます。詳細については，Windowsホストの場合

は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.17 ジョブの結果

ファイルの再送間隔・再送回数の変更」を，UNIX ホストの場合は，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 16.15 ジョブの結果ファイルの再送間隔・再送回数の

変更」を参照してください。  

ネットワークエラーが発生した場合，ジョブの実行は監視時間分だけ遅延しますが，運用は続行で

きます。ただし，上記の監視間隔よりも長くネットワークエラーの状態が続くと，ジョブの実行結果に

は「起動失敗」と出力されます。 

エラーメッセージ「KAVU2227-E TCP/IP通信で接続エラーが発生しました」が出力された場合，

システム全体で使用できるソケットポートが枯渇しているおそれがあります。対処方法を次に示しま

す。 

WindowsWindowsWindowsWindows ホストホストホストホストのののの場合場合場合場合  

「netstat -a」コマンドを実行してシステムのソケットの状態を調べて，TIME_WAIT状態のソケットが

多数あるかどうかを確認します。TIME_WAIT状態のソケットが多数ある場合は，一時的に空いてい

るソケットポートが不足しているおそれがあります。通信エラーメッセージが出力される場合は，ソケ

ット接続できないため，ジョブの実行やジョブの状態確認に失敗しているおそれがあります。このよ

うな場合は，TIME_WAIT状態のソケットが少なくなってから，ジョブを再実行してください。  

なお，Windows が管理する TIME_WAIT ポートの回復時間を早めることで，通信エラーを抑止する

方法もあります。TIME_WAIT ポートの回復時間を早める手順を次に示します。  
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1111....    次次次次ののののココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行してしてしてして，，，，レジストリーレジストリーレジストリーレジストリーエエエエデデデディィィィターターターターをををを起動起動起動起動するするするする。。。。  

C:\> regedt32.exe  

2222....    次次次次にににに示示示示すすすす TTTTCP/IPCP/IPCP/IPCP/IP ののののキキキキーーーーをををを開開開開くくくく。。。。  

\\HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip\Parameters  

3333....    次次次次にににに示示示示すすすすレジストリーレジストリーレジストリーレジストリー値値値値をををを追加追加追加追加するするするする。。。。  

  名前：TcpTimedWaitDelay  

  データ型：REG_DWORD  

  データ：任意の値（10進数の値）  

4444....    WindowsWindowsWindowsWindows をををを再起動再起動再起動再起動するするするする。。。。  

TcpTimedWaitDelay パラメーターに指定する値は任意です。運用環境に適した値を設定してくだ

さい。なお，標準値は 240 秒，最小値は 30 秒です。  

UNIXUNIXUNIXUNIX ホストホストホストホストのののの場合場合場合場合  

TIME_WAIT状態のソケットが多数ある場合は，一時的に空いているソケットポートが不足している

おそれがあります。通信エラーメッセージが出力される場合は，ソケット接続できないため，ジョブ

の実行やジョブの状態確認に失敗しているおそれがあります。このような場合は，TIME_WAIT状

態のソケットが少なくなってから，ジョブを再実行してください。  

• JP1/AJS2 - Managerは，実行ホスト（エージェント）で実行しているジョブを 5 分間隔で監

視します。通信障害や実行ホストでの電源断などでジョブを確認できない状態が 10分以

上続くと，ジョブの状態を変更します。ジョブネットから実行されたジョブは，異常終了（終

了コードは，-1）にします。jpqjobsub コマンドから実行されたジョブは，-rsオプションの指

定に従って状態を変更します。 

イベントジョブの場合，ジョブの実行中にエージェントが停止した場合には，その時点で

異常終了します。ジョブを実行したときにエージェントが停止していた場合には，一定間

隔でジョブの開始要求を再試行します。再試行処理の詳細については表 3-4 を参照して

ください。また，「15.4.1(4) エージェントホストを再起動する場合のマネージャーホスト上

でのジョブの状態」も参考にしてください。 

• エージェントホストに複数の IP アドレスが割り当てられている場合，イベント・アクション制

御マネージャーは一つのホストについて最大四つまで管理します。したがって，IP アドレ

スは一つのホストに対して最大四つまでの環境で運用してください。ホスト名から取得でき

るアドレス数が四つを超える場合，取得したアドレスの中から四つだけを管理しますが，ど

のアドレスを管理するかについては一定の規則性はありません。  

• 実ホスト名がHostA であるエージェントホストに対して，HostBというエイリアスのホスト名を

定義する場合，同じ IP アドレスが返るように設定してください。  

• マネージャー・エージェント間の通信では，各マシンのホスト名を使用します。マネージャ

ーホストとエージェントホストで互いのホスト名について正しく名前解決できるように設定し

てください。なお，ここでいうホスト名とは，次の方法で確認できる名前です。 
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物理ホストの場合  

JP1/AJS2ホスト上で hostname コマンドで求まる名前  

論理ホストの場合  

Windows版  

JP1/AJS2ホスト上で，［コントロールパネル］ウィンドウで［サービス］を選択する，または

［管理ツール］－［サービス］を選択し，サービスウィンドウで表示される「JP1/AJS2_xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx」

の「xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx」部分に表示されるホスト名  

UNIX版  

ps コマンドを実行し，jajs_spmdプロセスの後ろに表示されるホスト名  
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3.2.33.2.33.2.33.2.3    業務業務業務業務をををを集中的集中的集中的集中的にににに監視監視監視監視するするするする場合場合場合場合のののの構成例構成例構成例構成例    

JP1/AJS2 Console では，異なる JP1/AJS2 ホスト（JP1/AJS2 - Manager）での業務や，異なる JP1/AJS2

の階層（スケジューラーサービス，ジョブグループ）で管理されている業務を一つの画面で集中的に監視

できます。 

これらの業務を JP1/AJS2 Console を使って監視する場合のシステム構成例とその運用例を紹介します。 

(1) 複数のホストで管理する業務を集中監視する場合 

業務を複数のホストに分散して管理・運用する場合のシステム構成，および JP1/AJS2 Console を使った

監視例を次に示します。 

図 3-7 システム構成（複数のホストで管理する業務を集中監視する場合） 
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図 3-8 JP1/AJS2 Console での監視例（複数のホストで管理する業務を集中監視する場合） 

 

異なるホストで実行される業務でも，一つの画面で集中監視できます。 

(2) 一台のホストで管理する業務を集中監視する場合 

一台のホストで，複数の JP1/AJS2 の階層（スケジューラーサービス，ジョブグループ）を作って業務を管

理・運用する場合のシステム構成，および JP1/AJS2 Console を使った監視例を次に示します。 
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図 3-9 システム構成（一台のホストで管理する業務を集中監視する場合） 
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図 3-10 JP1/AJS2 Console での監視例（一台のホストで管理する業務を集中監視する場合） 

 

異なる JP1/AJS2 の階層の業務でも，一つの画面で集中監視できます。 
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3.2.43.2.43.2.43.2.4    クラスタシステムクラスタシステムクラスタシステムクラスタシステムでのでのでのでの構成例構成例構成例構成例    

クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携して一つのシステムとして運用するシステムです。同

じ環境のサーバを二つ構築し，業務を実行しているサーバ（実行系）で障害が発生した場合に待機して

いた別のサーバ（待機系）に処理を引き継ぐことで業務を継続できます。 

なお，クラスタシステムとは，これまで JP1 のマニュアルで「系切り替えシステム」と呼ばれていたものと同

じです。 

クラスタ運用時のシステム構成例を次の図に示します。 

図図図図 3333----11111111    ククククララララスタスタスタスタ運用時運用時運用時運用時ののののシシシシスススステムテムテムテム構構構構成成成成例例例例 

 

なお，クラスタ運用時のセットアップについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

セットアップガイド 9. クラスタシステム運用時のセットアップ」（Windowsホストの場合），またはマニュア

ル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 18. クラスタシステム運用時のセットア

ップ」（UNIX ホストの場合）を参照してください。 
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(1)(1)(1)(1)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用のののの前提条件前提条件前提条件前提条件 

JP1/AJS2 をクラスタシステムで使用する場合，次に示す前提条件があります。 

1. クラスタソフトは，クラスタ運用の前提に示す 2.～4.を制御できるプログラムであること。  

2. 実行系から待機系へ引き継ぎ可能な共有ディスクが使用できること。 

詳細には次に示す条件を満たすこと。 

o JP1 を起動する前に，共有ディスクが割り当てられること。  

o JP1 を実行中に，共有ディスクの割り当てが解除されないこと。  

o JP1 を停止したあとに，共有ディスクの割り当てが解除されること。  

o 実行系ノード以外からは共有ディスクをアクセスできないよう排他制御されているこ

と。  

o システムダウンなどでファイルが消えないよう，ジャーナル機能を持つファイルシス

テムなどでファイルを保護すること。  

o フェールオーバーしてもファイルに書き込んだ内容が保証されて引き継がれるこ

と。  

o フェールオーバー時に共有ディスクを使用中のプロセスがあっても，強制的にフェ

ールオーバーできること。  

o 共有ディスクの障害を検知した場合の回復処置はクラスタソフトなどが制御し，回

復処置を JP1 が意識する必要がないこと。回復処置の延長での起動や停止が必

要な場合は，クラスタソフトから JP1 に起動や停止の実行要求をすること。  

3. 論理 IP アドレスとして次に示す条件を満たすこと。 

o 引き継ぎ可能な論理アドレスを使って通信できること。  

o 論理ホスト名から論理アドレスが一意に求まること。  

o JP1 を起動する前に，論理アドレスが割り当てられること。  

o JP1 を実行中に，論理アドレスが削除されないこと。  

o JP1 を実行中に，論理ホスト名と論理アドレスの対応が変更されないこと。  

o JP1 を停止したあとに，論理アドレスが削除されること。  

o ネットワーク障害を検知した場合の回復処置はクラスタソフトなどが制御し，JP1 が

回復処理を意識する必要がないこと。また，回復処置の延長で JP1 の起動や停止

が必要な場合は，クラスタソフトから JP1 に起動や停止の実行要求をすること。  

4. 多重起動する場合，論理ホストごとに一つずつの IP アドレスを割り当てること。  

5. 論理ホスト名が，hostsファイルやネームサーバに設定され，TCP/IP通信ができるようにな

っていること。DNS 運用の場合には，FQDN形式でないホスト名を使用できること。  

6. 前提である JP1/Base が，クラスタシステムを使用できる環境になっていること。  



 87 

(2)(2)(2)(2)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用のののの概要概要概要概要 

JP1/AJS2 のクラスタ運用の運用例を説明します。 

ここでは，クラスタシステムで運用する場合の方法を説明します。 

なお，クラスタシステムや，同時に利用するアプリケーションプログラム（JP1 のプログラムを含みます）は，

ここで説明する形態に対応していないことがあります。各プログラムのマニュアルで確認してください。 

クラスタシステムで運用する場合，JP1/AJS2 では，フェールオーバーする単位ごとに論理ホスト名を割り

当てて運用することになります。この論理ホスト名を使用して，フェールオーバーする単位ごとの多重起

動および管理対象システムにアクセスします。 

論理ホスト名には，「(1) クラスタ運用の前提条件」で示した前提条件に基づいて割り当てられたホスト名

を使用してください。DNS 運用の場合は，FQDN形式でないホスト名を使用してください。 

論理ホスト名を指定することで，サービス（デーモン）の起動およびコマンドの実行が論理ホストごとにで

きるようになります。論理ホスト名は次のどちらかの方法で指定します。 

• JP1_HOSTNAME環境変数  

• 各コマンドの論理ホスト指定オプション（通常は-h オプションです。詳細は各コマンドの説

明を参照してください） 

論理ホスト指定オプションが指定されていない場合，各コマンドは，JP1_HOSTNAME環

境変数に設定された論理ホスト名を使用して実行されます。なお，「JP1_HOSTNAME=""」

と設定した場合は無視されます。 

(3)(3)(3)(3)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用時運用時運用時運用時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

クラスタ運用時の注意事項を次に示します。 

• クラスタシステムで JP1/AJS2 を多重起動する場合，多重起動する論理ホストの数だけ，シ

ステムのリソースが必要となります。  

• メールシステム連携およびメッセージキューシステム連携を使用している場合，デフォルト

のホストまたは論理ホストのうち，どちらか一つの JP1/AJS2 だけで連携できます。また，論

理ホストが複数ある場合，どれか一つの論理ホストだけで連携できます。なお，連携機能

の環境設定は，デフォルトのホストに定義してください。また，メールシステム連携およびメ

ッセージキューシステム連携は多重起動できないため，待機系ではこれらの連携ができま

せん。  

• クラスタシステム運用時，実行系で実行中のジョブがある状態でデーモンを停止した場合，

実行中のジョブは強制終了されてから待機系に移行します。しかし，強制終了されたジョ

ブの状態は，待機系ではすぐには終了状態とは認識されません。数分後に終了状態に

なります。  
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• クラスタシステム運用時，論理ホスト上で起動される JP1/AJS2 サービスは，JP1/AJS2 のプ

ロセスが異常終了した場合には縮退運転しないで，すべてのプロセスを終了します。  

• JP1/AJS2 Monitorサービス，キューレスエージェントサービス，キューレスファイル転送サ

ービスはマシンに一つのサービスです。しかし，クラスタソフトによる共用ディスクおよび論

理 IP アドレスの移動に伴い，論理ホストごとに処理を切り分けることで，クラスタシステムに

対応しています。  

(4)(4)(4)(4)    クラスタシステムクラスタシステムクラスタシステムクラスタシステム運用時運用時運用時運用時のののの業務監視業務監視業務監視業務監視 

JP1/AJS2 Console も，クラスタシステムに対応しています。JP1/AJS2 Console Managerをクラスタ構成に

することで，JP1/AJS2 Console Manager ホストに障害が発生した場合でもフェールオーバーすることによ

って業務監視を続けることができます。また，論理ホスト上の JP1/AJS2 - Managerで管理している業務を

監視できます。 

なお，クラスタシステムで論理ホストを運用している場合も，シングルサーバの場合と同じように操作でき

ます。 

論理ホスト上の JP1/AJS2 Console Managerを使用する場合には，JP1/AJS2 Console Viewの［ログイン］

画面で，［接続ホスト名］に論理ホストのホスト名または IP アドレスを指定します。また，論理ホスト上の

JP1/AJS2 - Managerで管理している業務を監視する場合は，JP1/AJS2 Console Viewの［詳細定義

-AJS2 ユニット監視オブジェクト］ダイアログボックスで，［監視対象］の［ホスト名］に論理ホストのホスト名

または IP アドレスを指定します。 

JP1/AJS2 Console Manager，JP1/AJS2 Console Agent サービスはマシンに一つのサービスです。しかし，

クラスタソフトによる共用ディスクおよび論理 IPアドレスの移動に伴い，論理ホストごとに処理を切り分ける

ことで，クラスタシステムに対応しています。次の図に論理ホストでの JP1/AJS2 Console の各サービスの

動作を示します。 
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図図図図 3333----12121212    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Managere Managere Managere Manager のののの論論論論理理理理ホストホストホストホスト運用運用運用運用でのでのでのでの動作動作動作動作 

 

図図図図 3333----13131313    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Agente Agente Agente Agent のののの論論論論理理理理ホストホストホストホスト運用運用運用運用でのでのでのでの動作動作動作動作 

 

3.33.33.33.3    DNSDNSDNSDNS 環境環境環境環境でのでのでのでの運用運用運用運用をををを確認確認確認確認するするするする    

07-00以降の JP1/AJS2 は，DNS 環境下で運用することができます。JP1/AJS2 のマネージャーおよびエ

ージェント間で通信をする場合，正引きの定義をしてください。 

JP1/AJS2各製品での正引き・逆引きの解決について必要な設定を次に示します。 
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図 3-14 JP1/AJS2各製品での正引きの解決について必要な設定 

 

なお，イベントジョブを使用する場合で，実行エージェント名として FQDN（Fully Qualified Domain Name）

形式のホスト名を使用したい場合に，この節で説明する設定をする必要があります。イベントジョブを使

用していても同一ネットワーク内にホスト名が重複しない場合，または標準ジョブ，アクションジョブ，およ

びカスタムジョブだけを使用する場合については，特に設定する必要はありません。 

イベントジョブでは，マネージャーとエージェントが別々の DNS 環境にある場合，エージェントは自ホスト

の DNS 内でマネージャーから送られてきたマネージャーホスト名をユニークにし，通信ができるようにし

ています。また，別々の DNS 環境に同じエージェントホスト名がある場合も，エージェントからマネージャ

ーに送るエージェントホスト名（ホスト名）をユニークにし，マネージャーはどのエージェントからの通知な

のかを判別できます。 

なお，07-00 以前の環境から 07-00 以降に移行して，DNS を使用したホスト名解決を行なう環境に変更

する場合に,イベントジョブに対する設定の変更が必要になります。ただし，同一ネットワーク内にホスト名

が重複しない運用を行っていて，すでに問題なく運用ができている場合は，FQDN形式のホスト名による

運用に切り替える必要はありません。 

次に，イベントジョブを使用した場合，FQDN 形式のホスト名を使用した運用に切り替える要否，運用例

および注意事項について説明します。 

3.3.13.3.13.3.13.3.1    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブのののの FQDNFQDNFQDNFQDN 形式形式形式形式ののののホストホストホストホスト名名名名をををを使用使用使用使用したしたしたした運用運用運用運用にににに切切切切りりりり替替替替えるえるえるえる要否要否要否要否    

すでにイベントジョブを同一ネットワーク内にホスト名が重複しないホスト名を使用して DNS で運用してい

る場合，設定を変更する必要はありません。イベントジョブを FQDN形式のホスト名による運用へ切り替

えるかどうかは，次に示すフローチャートで判断してください。 
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図図図図 3333----15151515    FFFFQQQQDDDDNNNN 形形形形式式式式ののののホストホストホストホスト名名名名でのでのでのでの運用運用運用運用にににに切切切切りりりり替替替替ええええのののの要要要要否否否否のののの判判判判断断断断 

 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

FQDN形式のホスト名による運用をする場合は，JP1AJS2 - Manager 07-00以降が必要になりま

す。  

エージェントのバージョンは問いません。  

ただし，異なるドメインに同一ホスト名が複数存在し，それらのホストをエージェントとして使用する

場合は，エージェントのバージョンを 07-00以降にする必要があります。  

フローチャートでの判断の結果，イベントジョブを使用した DNS 運用時に FQDN形式のホスト名での運

用に切り替える場合，切り替えるための設定を実施する必要があります。設定手順については次の個所

を参照してください。 

Windowsホストの場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.14 イベントジョブを

使用した DNS 運用時に FQDN形式で運用するための設定」を参照してください。  

UNIX ホストの場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.11 イベントジョブを

使用した DNS 運用時に FQDN形式で運用するための設定」を参照してください。  

JP1/AJS2 06-71 以前の運用環境からバージョンアップする場合の設定の流れと手順については，「9.5 

イベントジョブを DNS 環境で運用する場合の設定方法（バージョンアップ時）」を参照してください。  
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3.3.23.3.23.3.23.3.2    DNSDNSDNSDNS 運用時運用時運用時運用時にににに FQDNFQDNFQDNFQDN 形式形式形式形式ののののホストホストホストホスト名名名名でででで運用運用運用運用するするするする例例例例    

ここでは，DNS 運用時に FQDN形式のホスト名で運用する例を示します。 

次のように，IP アドレスが 100.0.0.20，ホスト名が HostA と 200.0.0.20，ホスト名が HostA であるエージェ

ントホストに対して，IP アドレスが 100.0.0.10，ホスト名が HostM のマネージャーホストから

「HostA.hitachi_1.co.jp」，「HostA.hitachi_2.co.jp」という実行ホスト名を指定したジョブを実行する場合に，

FQDN形式のホスト名で運用する例を説明します。 

なお，この例では，マネージャーホストおよびエージェントホスト上で hostname コマンドが FQDN形式の

ホスト名を返す環境を想定しています。FQDN形式のホスト名での運用に切り替える設定については，

「3.3.1 イベントジョブの FQDN形式のホスト名を使用した運用に切り替える要否」を参照してください。 

図図図図 3333----16161616    FFFFQQQQDDDDNNNN 形形形形式式式式ののののホストホストホストホスト名名名名でででで運用運用運用運用するするするする例例例例 

 

このような場合，マネージャー側とエージェント側の hosts ファイルをそれぞれ次のように設定します。 

• マネージャー側の hosts ファイルの設定 

HostA との名前解決するために次のように設定する。 

•   

• 100.0.0.20 HostA.hitachi_1.co.jp 

  

• エージェント側（hitachi_1.co.jpの HostA）の hosts の設定 

HostM と名前解決するために次のように設定する 

•   
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• 100.0.0.10 HostM.hitachi_1.co.jp 

  

また，DNS サーバが互いのホスト名が解決できない環境の場合は，マネージャー側とエージェント側の

DNS サーバの hosts ファイルをそれぞれ次のように設定します。 

• hitachi_1.co.jp側 DNS サーバの hosts ファイルの設定 

•   

• 200.0.0.20 HostA.hitachi_2.co.jp 

  

• hitachi_2.co.jp側 DNS サーバの hosts ファイルの設定 

•   

• 100.0.0.10 HostM.hitachi_1.co.jp 

  

以上のように設定すると，マネージャーホスト名の「HostM.hitachi_1.co.jp」が各エージェントに送られま

す。エージェントは「HostM.hitachi_1.co.jp」に対して返信します。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• マネージャーは各エージェントの名前解決ができる環境で運用してください。また，

各エージェントはマネージャーの FQDN形式のホスト名が解決できる環境で運用

してください。  

• マシン情報の検索順序はDNSとhostsでは，DNSの方を優先にしてください。DNS

を優先にしないと，FQDN形式のホスト名を取得する際に，正常に取得できないこ

とがあります。  

• 同一ドメイン（hitachi_1.co.jp）内で運用する場合は，DNSEstablishが Yでも Nでも

かまいません。ただし，マネージャーのホスト名が解決できる環境で運用してくださ

い。  
3.3.33.3.33.3.33.3.3    DNSDNSDNSDNS 環境環境環境環境でででで運用運用運用運用するするするする場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

• JP1/AJS2 の運用時はエージェントホストのホスト名が解決できる環境で動作させてくださ

い。 

DNSEstablishに Y を指定している場合のエージェントホストのホスト名は，FQDN形式の

名前です。 

DNS 運用をしていない場合，および DNSEstablishに Nを指定している場合のエージェン

トホストのホスト名は，hostname コマンドで出力される名前です。 
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• エイリアスホスト設定時，自ホスト名から IP アドレスが解決できる環境で動作させてくださ

い。  

• すでにジョブが登録してあり，IP アドレスが解決できない場合は，ログにエラーメッセージ

を出し処理を続行します。  

• 自ホスト名から IP アドレスが解決できない環境では，JP1/AJS2 は起動できません。  

• 複数ホストでジョブを実行する場合は，マネージャー，エージェントおよび他システムの各

ホスト上で，IP アドレスが解決できるように設定してください。  

• DNS 運用をしている場合は，FQDN形式のホスト名の IP アドレスが解決できるように設定

してください。  

• 正引きの定義をしておいてください。逆引きの定義は不要です。  

• 実行ホスト名に「localhost」を指定した場合は正常に動作しません。  

• イベントジョブ使用時は実行ホスト（エージェント）を追加する必要があります。運用中に実

行ホスト（エージェント）を追加する場合は，jpqagtadd コマンドを使用してください。コマン

ドの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリフ

ァレンス 1. コマンド」を参照してください。  

3.43.43.43.4    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 がががが対応対応対応対応しているしているしているしているネットワークネットワークネットワークネットワーク構成構成構成構成とととと通信通信通信通信をををを確認確認確認確認するするするする    

JP1/AJS2 が対応しているネットワーク構成に応じた，JP1/AJS2 の通信設定について説明します。 

JP1/AJS2 では，次に示すネットワーク構成に対応しています。 

• 複数 LAN 接続  

• ファイアウォール透過  

なお，ここで説明している JP1/AJS2 の通信設定の考え方は，JP1/Base の通信設定に従っています。

JP1/AJS2 の前提プログラムである JP1/Base は，さまざまなネットワーク構成に応じて通信設定を変更で

きます。通信設定は，jp1hosts 定義ファイル，通信方式設定ファイルを使用して変更します。JP1/Base の

通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」の JP1/Base の通信方式の章，およびネットワ

ーク構成に応じた JP1/Base の通信設定の章を参照してください。JP1/AJS2 での通信設定については，

「3.4.4 複数 LANの構成例と通信設定」，または「3.4.5 ファイアウォールを設定した環境の構成例と通

信設定」を参照してください。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• この節で説明する機能は，JP1/Base の通信方式の設定変更機能に基づいて，

JP1/AJS2 でもこの機能に対応できるようにするものです。JP1/AJS2 の関連プログ

ラムに関して，動作を保証するものではないため，注意してください。なお，この節

で説明する構成での関連プログラムの動作に関しては，関連プログラムの開発元

に確認してください。  
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• イベント・アクション制御機能およびジョブ実行制御機能では，JP1/Base 06-71 で

サポートされた通信方式の設定変更が行われた場合，一つのホスト名から複数の

IP アドレスが解決できる OS では，通信方法が 06-51 以前と異なる動作となります

ので注意してください。 

06060606----51515151以前以前以前以前のののの場合場合場合場合 

解決された IP アドレスを，接続が成功するまで hosts ファイルの先頭から順次接続

を試みます。 

06060606----71717171以降以降以降以降のののの場合場合場合場合でででで通信通信通信通信方方方方式式式式をををを変更変更変更変更したしたしたした場合場合場合場合 

解決された IP アドレスのうち，jp1hosts ファイルの先頭の IP アドレスにだけ接続を

試みます。 

  

JP1/AJS2 が提供する各機能の通信設定への対応状況を次の表に示します。 

表表表表 3333----5555    各各各各機能機能機能機能のののの通信通信通信通信設定設定設定設定へへへへのののの対応対応対応対応状況状況状況状況 

通信通信通信通信設定設定設定設定    機能機能機能機能    

jjjjp1p1p1p1hhhhostsostsostsosts 定義定義定義定義ファイファイファイファイ

ルルルル    

通信通信通信通信方方方方式式式式設定設定設定設定ファイファイファイファイ

ルルルル    

JP1/AJS2 - View（ジョブ/ジョブネット操作） ○

※1
 ○

※1
 

ジョブ実行 ○ ○ 

ジョブ実行（キューレスジョブ） ○ × 

ジョブのサブミット ○ ○ 

判定ジョブ － － 

ORジョブ － － 

JP1 イベント受信監視ジョブ ○（－） ○（－） 

ファイル監視ジョブ ○（－） ○（－） 

メール受信監視ジョブ ○（×） ○（×） 

メッセージキュー受信監視ジョ

ブ 

○（－） ○（－） 

MSMQ受信監視ジョブ ○（×） ○（×） 

ログファイル監視ジョブ ○（－） ○（－） 

Windows イベントログ監視ジョ

ブ 

○（－） ○（－） 

イベントジョブ

※2
 

実行間隔制御ジョブ ○（－） ○（－） 

JP1 イベント送信ジョブ × ○

※4
 

メール送信ジョブ × × 

メッセージキュー送信ジョブ × × 

MSMQ送信ジョブ × × 

JP1/Cm2 状態通知ジョブ × × 

ローカル電源制御ジョブ － － 

アクションジョブ※3
 

リモート電源制御ジョブ × ○

※4
 

オペレーションジョブ ○ ○ 

リモートジョブネット ○ ○ 

スケジュール実行 － － 
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コマンドのリモート実行 ○ ○ 

イベント送受信コマンド（ajsevput，ajsevget） × × 

JP1/AJS2 Console ○

※5
 ○

※5
 

（凡例）  

○：サポートしている。  

×：サポートしていない。  

－：通信しない。  

注※1  

マネージャー側の設定に関しては対応しています。  

注※2  

括弧外の記号は，マネージャーとエージェント間の通信設定の対応状況を示しています。括弧内

の記号は，各イベントジョブを実行するときに連携するプログラムとの通信設定の対応状況を示し

ています。  

注※3  

各アクションジョブを実行するときに連携するプログラムとの通信設定の対応情況を示しています。

マネージャーとエージェント間の通信設定は，表の「ジョブ実行」機能，または「ジョブ実行（キュー

レスジョブ）」機能の対応状況に従います。  

注※4  

イベントサービスの通信設定に依存します。イベントサーバ設定（conf）ファイルを使用して変更し

てください。詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」にある，ネットワーク構成に応じた

JP1/Base の通信設定に関する記述を参照してください。  

注※5  

JP1/AJS2 Console Manager，JP1/AJS2 Console Agent は対応しています。JP1/AJS2 Console View

は JP1/Base の機能を使用しないため，該当しません。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

jp1hosts を設定したり，通信方式を変更したりするホストでは，JP1/Base の 06-71 以降を使用してく

ださい。  

  

次に，JP1/AJS2 が対応しているネットワーク構成ごとに運用方法を示します。 
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3.4.13.4.13.4.13.4.1    サーバサーバサーバサーバののののネットワークネットワークネットワークネットワーク構成構成構成構成    

JP1/AJS2 を運用するサーバのネットワーク構成について，次に示すことを確認してください。 

メディアセンス（Windows の場合）  

Windows のメディアセンス機能（LANケーブル抜けなどを検知して，IP アドレスを非活性にする機

能）は，無効にすることをお勧めします。メディアセンス機能が有効な場合，一時的なネットワーク

の問題によって IP アドレスがなくなるため，この影響によって JP1 の通信ができなくなることがありま

す。  

NIC 多重化  

OS によってNICを多重化して，NIC障害時に予備NICに切り替える機能を提供している場合があ

ります（例：Windows での NICチーミング，Solaris でのネットワークマルチパス，AIXでのイーサチャ

ネル）。JP1 を実行するサーバで，これらの NIC 多重化の機能を用いる場合は，NIC 多重化をして

いない場合の動作と完全に互換性があり，JP1 の動作に影響がないことが前提です。   
3.4.23.4.23.4.23.4.2    複複複複数数数数 LANLANLANLAN 接続接続接続接続    

ここでは，複数の LANに接続されたネットワーク環境で JP1/AJS2 を運用する場合について説明します。 

JP1/AJS2 では，複数の LAN ボードを持つサーバ（ホスト）に JP1/AJS2 - Manager，JP1/AJS2 - Agent，

または JP1/AJS2 - Viewをインストールし，そのサーバ（ホスト）から複数の LANに接続して JP1/AJS2 を

運用するシステム構成に対応しています。 

複数の LANに接続して JP1/AJS2 を運用する場合の通信設定については，「3.4.4 複数 LANの構成例

と通信設定」を参照してください。 

複数の LANに接続したシステム構成例を次の図に示します。 
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図 3-17 複数の LANに接続したシステム構成例 

 

3.4.33.4.33.4.33.4.3    ファイアウォールファイアウォールファイアウォールファイアウォール透過透過透過透過    

ここでは，ファイアウォールを含むネットワーク環境で JP1/AJS2 を運用する場合について説明します。 

JP1/AJS2 では，ファイアウォールを介して JP1/AJS2 - Manager，JP1/AJS2 - Agent，または JP1/AJS2 - 

Viewに接続するシステム構成に対応しています。 

ファイアウォールを設定した環境で JP1/AJS2 を運用する場合の通信設定については，「3.4.5 ファイア

ウォールを設定した環境の構成例と通信設定」を参照してください。 

ファイアウォールを設定したシステム構成例を次の図に示します。 
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図図図図 3333----18181818    ファイファイファイファイアウォアウォアウォアウォールールールールをををを設定設定設定設定したしたしたしたシシシシスススステムテムテムテム構構構構成成成成例例例例 

 

次に，ファイアウォールの機能で検討する必要がある内容について説明します。 

    

(1)(1)(1)(1)    ファイアウォールファイアウォールファイアウォールファイアウォールのののの基礎知識基礎知識基礎知識基礎知識 

ファイアウォールを含むネットワーク環境で JP1 を運用する場合，ファイアウォールの機能のうち，次の二

つについて対応を検討する必要があります。 

• アクセス制限（パケット・フィルタリング） 

必要な通信だけを許可し，許可していない不正な通信を防ぐ。 

• アドレス変換（NAT） 

IP アドレスを変換し，直接接続できない，異なるアドレスのネットワークと接続する。また，

IP アドレスを変換するマシンの存在を外部から隠す。 
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これらを検討し環境を設定するためには，ファイアウォールが通信を制御する方法を理解する必要があ

ります。 

まず，ここではパケット・フィルタリングや NATなどについての基礎的な知識について説明します。 

注意  

ここで説明する内容は，ファイアウォールの基礎を理解していただくための概要であり，実際にファ

イアウォールの検討や設定をするためには十分ではありません。実際にファイアウォールを設置す

る場合は，必ずファイアウォールのマニュアルやセキュリティの専門書を参照し，十分に理解した

上で，検討や環境設定をしてください。  

(a)(a)(a)(a)    パケットパケットパケットパケット・・・・フィルタリングフィルタリングフィルタリングフィルタリング 

パケット・フィルタリングは，ファイアウォール経由で使用できるアプリケーションを，特定のアプリケーショ

ンだけに制限するための機能です。ファイアウォールを通過する通信パケットを一つずつ確認し，あらか

じめ指定した通過条件に一致しないパケットを破棄することで，不正な通信がファイアウォールを通過す

ることを防ぎます。これによって，通過条件に指定されたアプリケーションだけがファイアウォール経由で

使用できます。 

JP1/AJS2 では，パケット・フィルタリングに対応しています。 

●パケット・フィルタリングを設定するには 

パケット・フィルタリングを設定するには，次の作業が必要です。 

1. アアアアプリケープリケープリケープリケーシシシションョンョンョンがががが使用使用使用使用するするするするポートポートポートポート番号番号番号番号などなどなどなど通信通信通信通信のののの方方方方式式式式をををを調調調調べべべべるるるる。。。。 

ファイアウォールの通過条件として設定するポート番号や IP アドレスおよび通過方向を確

認します。 

JP1/AJS2 の場合，この項での説明と，「付録C 設定するポート番号一覧」の説明を参照

して，通信方法を確認してください。 

2. ファイファイファイファイアウォアウォアウォアウォールールールールにににに通過通過通過通過条件条件条件条件をををを設定設定設定設定するするするする。。。。 

まず，すべての通過を禁止してから，特定のアプリケーションの通信だけがファイアウォー

ルを通過できるよう通過条件を設定します。 

JP1/AJS2 の場合，先の手順で確認した JP1 の通信がファイアウォールを通過できるように

設定してください。 

●JP1/AJS2 の場合の設定例 

ここでは，JP1/AJS2 - View と JP1/AJS2 - Managerの間にファイアウォールがある環境を例に，パケット・

フィルタリングの設定について説明します。 

例：JP1/AJS2 - Viewをファイアウォール経由で JP1/AJS2 - Managerに接続する。  
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• JP1/AJS2 - Managerは，クラスタではない通常のシステムとする。  

• JP1/AJS2 - Viewのマシンの IP アドレスは 100.100.100.10 とする。  

• JP1/AJS2 - Managerのマシンの IP アドレスは 200.200.200.20 とする。  

• ポート番号は，JP1 の標準のポート番号を使う。 

図図図図 3333----19191919    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののパケットパケットパケットパケット・・・・フフフフィィィィルタリングルタリングルタリングルタリングのののの設定例設定例設定例設定例 

 

1. JP1JP1JP1JP1 のののの通信通信通信通信のののの方法方法方法方法をををを調調調調べべべべるるるる。。。。 

まず，パケット・フィルタリング設定に必要な情報である，JP1 の通信の方法を調べます。

「(3) JP1/AJS2の通信」の説明を参照すると，JP1/AJS2 - Viewが使用するポート番号につ

いて次のような表で説明されています。 

表表表表 3333----6666    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager のののの間間間間のののの通信通信通信通信 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew    方方方方向向向向    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager    

（ANY） → 20244/tcp（jp1ajs2monitor） 

この表は，次のような通信の方法を意味しています。 

o JP1/AJS2 - Managerはポート番号 20244 を使用し，JP1/AJS2 - Viewからの接続

を受け付ける。つまり，JP1/AJS2 - Viewは，JP1/AJS2 - Manager側のポート番号

20244 に接続する。  

o ポート番号 20244 は，jp1ajs2monitor というサービス名で定義されている。環境設

定でポート番号を 20244 以外に変更することもできる。  

o JP1/AJS2 - View側のポート番号は，そのときに空いている任意のポート番号

（ANY）が OS によって自動的に割り当てられる。  
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o 接続する方向は，JP1/AJS2 - Viewから JP1/AJS2 - Managerの方向である。この

方向は，ネットワーク A からネットワークBの方向に接続するときだけファイアウォー

ル通過を許可するなど，通過方向を制限したいときに使う。  

o プロトコルは TCP である。  

o TCP は双方向の通信であるため，行き（JP1/AJS2 - View→JP1/AJS2 - Manager）

と帰り（JP1/AJS2 - View←JP1/AJS2 - Manager）の通信がある。行きと帰りの通信

パケットでは，送信元（Source）と送信先（Destination）が入れ替わる。  

  

「(2) JP1/Base の通信」の説明を参照すると，使用する IP アドレスは，ホスト名（hostname

の結果）に対応する IP アドレスであることがわかります。 

2. パケットパケットパケットパケット・・・・フフフフィィィィルタリングルタリングルタリングルタリングをををを設定設定設定設定するするするする。。。。 

確認した JP1/AJS2 - View と JP1/AJS2 - Managerの通信の方法を基に，この通信だけが

ファイアウォールを通過できるように設定します。 

パケット・フィルタリングの通過条件は次の表のようになります。 

表表表表 3333----7777    フフフフィィィィルタリングルタリングルタリングルタリング条件条件条件条件のののの例例例例（（（（JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager のののの場合場合場合場合）））） 

項項項項

番番番番    

SoSoSoSouuuurrrrcccceAddresseAddresseAddresseAddress    DDDDestinationAddressestinationAddressestinationAddressestinationAddress    ProtoProtoProtoProtoccccoooollll    SoSoSoSouuuurrrrccccePePePePortortortort    DDDDestinationPortestinationPortestinationPortestinationPort    ControControControControllll    

1 100.100.100.10 200.200.200.20 TCP （ANY） 20244 accept 

2 200.200.200.20 100.100.100.10 TCP 20244 （ANY） accept 

3 （ANY） （ANY） （ANY） （ANY） （ANY） reject 

この表は，パケットを確認する条件と条件に一致した場合の制御を示しています。 

Controlの列は，ファイアウォールがパケットの通過を許可（accept）するか，拒否（reject）するかの

指定です。 

この表のフィルタリング条件に合わせて，ファイアウォールのパケット・フィルタリングを設定してくだ

さい。 

  

なお，具体的な設定方法はファイアウォールによって異なります。使用しているファイアウォールのマニュ

アルを参照してください。 
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(b)(b)(b)(b)    NATNATNATNAT（（（（アドレスアドレスアドレスアドレス変換変換変換変換）））） 

NAT（Network Address Transration）は，プライベートな IP アドレスと，グローバルな IP アドレスとを相互

に変換する機能です。アドレス変換をすることで，プライベート側のアドレスが外部から隠され，内部のマ

シンのセキュリティを高めることができます。なお，NATは，ファイアウォールだけではなく，ルーターの機

能として提供されている場合もあります。 

JP1/Base および JP1/AJS2 は，スタティック・モードの NAT（アドレス変換）に対応しています。ここでは，

スタティック・モード（あらかじめ決められたルールに従ってアドレスを変換する方法）でのアドレス変換だ

けを説明します。 

また，JP1/Base および JP1/AJS2 は通信時のホスト名から，一意のホスト名・IP アドレスが決まらない環境

では使用できません。そのため，ダイナミック・モード（そのときに空いている番号を割り当てて，自動的に

ルールを設定および変更する方法）の NATやポート変換機能を含む NAPT（IP Masquerade, NAT+）に

は対応していません。 

●NAT を設定するには 

NAT を設定するには，次の作業が必要です。 

1. 使用使用使用使用するするするする IPIPIPIPアアアアドレスドレスドレスドレスをををを確確確確認認認認するするするする。。。。 

まず，アプリケーションが使用する IP アドレスを確認します。IP アドレスを一つしか使って

いないマシンの場合は単純ですが，複数のネットワークアダプターがある（つまり複数の

IP アドレスがある）場合や，クラスタシステムで論理 IP アドレスを使う場合などは，アプリケ

ーションによってどの IP アドレスを使用するかが異なります。 

JP1/AJS2 の場合，通常のシステムの場合と，クラスタシステムで論理ホストを設定している

場合とで，使用する IP アドレスが異なります。詳しくは，「(2) JP1/Base の通信」の IP アドレ

スの説明を参照してください。 

2. アアアアドレスドレスドレスドレスのののの変変変変換換換換ルールルールルールルールをををを検討検討検討検討しししし設定設定設定設定するするするする。。。。 

アプリケーションが使用する IP アドレスが確認できたら，変換後の IP アドレスを決めます。 

アドレスの変更ルールが決まったら，NATに設定します。 

●JP1/AJS2 の場合の設定例 

ここでは，JP1/AJS2 - View と JP1/AJS2 - Managerの間にファイアウォールがある環境を例に，JP1 の場

合の NATの設定について説明します。 

  

例：JP1/AJS2 - Viewからアドレス変換した JP1/AJS2 - Managerに接続する。  

• JP1/AJS2 - Managerは，クラスタではない通常のシステムとする。  

• JP1/AJS2 - Viewのマシンの IP アドレスは 100.100.100.10 とする。  
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• JP1/AJS2 - Managerのマシンの IP アドレスは 150.150.150.15 とする。 

この JP1/AJS2 - Managerの IP アドレスを 200.200.200.20に変換する。 

JP1/AJS2 - Viewからは変換後の 200.200.200.20に接続する。 

図図図図 3333----20202020    JP1/AJP1/AJP1/AJP1/AJS2JS2JS2JS2 のののの NANANANATTTTのののの設定例設定例設定例設定例 

 

1. 使用使用使用使用するするするする IPIPIPIPアアアアドレスドレスドレスドレスをををを確確確確認認認認するするするする。。。。 

まず，NATの設定に必要な情報である，JP1 が使用する IP アドレスを調べます。「(2) 

JP1/Base の通信」には，JP1/Base や JP1/AJS2 が使用する IP アドレスについての説明が

あります。 

今回の例では，通常のシステムのためホスト名（hostname の結果）に対応する IP アドレス

を使って通信します。 

2. アアアアドレスドレスドレスドレス変変変変換換換換ルールルールルールルールをををを検討検討検討検討しししし設定設定設定設定するするするする。。。。 

JP1/AJS2 - Managerのマシンの IP アドレスを NATによって 150.150.150.15 から

200.200.200.20 へアドレス変換するよう変換ルールを決めます。 

表表表表 3333----8888    アアアアドレスドレスドレスドレス変変変変換換換換ルールルールルールルール例例例例（（（（150150150150....150150150150....150150150150....15151515 をををを 200200200200....200200200200....200200200200....20202020 にににに変変変変換換換換するするするする場合場合場合場合）））） 

項項項項

番番番番    

SoSoSoSouuuurrrrcccceAddresseAddresseAddresseAddress    DDDDestinationAddressestinationAddressestinationAddressestinationAddress    SoSoSoSouuuurrrrcccceAddresseAddresseAddresseAddress

（（（（TTTTransratedransratedransratedransrated））））    

DDDDestinationAddressestinationAddressestinationAddressestinationAddress

（（（（TTTTransratedransratedransratedransrated））））    

1 （ANY） 200.200.200.20 （ANY） 150.150.150.15 

2 150.150.150.15 （ANY） 200.200.200.20 （ANY） 

この表は，元のパケットと，アドレス変換したパケット（Transrated）との対応を示しています。 

このアドレス変換ルールをファイアウォールの NAT設定に定義します。 

なお，具体的な設定方法はファイアウォールやルーターによって異なりますので，使用している製
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品のマニュアルを参照してください。 

JP1/AJS2 - Viewがアクセスするのは，実際の JP1/AJS2 - Managerのマシンのアドレス

（150.150.150.15）ではなく，アドレス変換したあとのアドレス（200.200.200.20）となります。 

このため，JP1/AJS2 - Viewからは，あたかもアドレス（200.200.200.20）のホスト JP1/AJS2 - Managerに

アクセスしているように見えます。 

(c)(c)(c)(c)    ファイアウォールファイアウォールファイアウォールファイアウォール環境環境環境環境でのでのでのでの運用運用運用運用するするするする JP1JP1JP1JP1 のののの通信設定通信設定通信設定通信設定 

ファイアウォールを経由するネットワーク環境で JP1 を運用する場合は，JP1 の通信方式を IP バインド方

式に設定することと，複数 LAN 接続の設定による影響を考慮してください。 

ファイアウォール環境で JP1 を運用するには，これまで説明したようにパケット・フィルタリングや NATに，

IP アドレスとポート番号による条件を設定する必要があります。このため，JP1 が使用する IP アドレスを明

確にする必要があり，JP1 の使用する IP アドレスが JP1 の設定によって決められる IP バインド方式が適し

ています。 

例えば，JP1 を実行するサーバが，複数の LANに接続されている構成やクラスタシステム構成では，使

用する IP アドレスがOS によって決められる場合があり，意図しない IP アドレスが使われることがあります。

この場合は，JP1 の通信方式を IP バインド方式に設定し，JP1 の環境設定で指定した IP アドレスを使っ

て通信することで対処できます。 

(2)(2)(2)(2)    JP1/BaseJP1/BaseJP1/BaseJP1/Base のののの通信通信通信通信 

JP1/Base の通信について，ポート番号，IP アドレス，アドレス変換（NAT）の対応を説明します。 

(a)(a)(a)(a)    ポートポートポートポート番号番号番号番号 

●JP1/Base のポート番号 

表表表表 3333----9999    JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease でででで使用使用使用使用するするするするポートポートポートポート番号番号番号番号 

サーサーサーサービビビビスススス名名名名    ポートポートポートポート番号番号番号番号    用用用用途途途途    対象対象対象対象製品製品製品製品    

jp1imevt 20098/tcp JP1 イベントを他のホストに転送するときに使用 B 

jp1imevtapi 20099/tcp JP1 イベントを登録・取得するすべての製品，および JP1 イ

ベント発行関数・JP1 イベント取得関数で使用 

B 

jp1imrt 20237/tcp 構成管理で使用

※1
 B 

jp1imcmda 20238/tcp コマンド実行で使用

※1
 B 

jp1imcmdc 20239/tcp コマンド実行で使用

※1
 B 

jp1bsuser 20240/tcp ユーザー認証サーバで使用 B 

JP1AutoJob ※2
 

jesrd 

※2
 

ユーザー任意

/tcp 

JP1/SES プロトコル利用製品とのイベントの送受信で使用 B 

（凡例）  
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B：JP1/Base  

注※1：JP1/IM との連携時だけ使用するポート番号です。  

注※2：JP1/SES 互換用です。Windows は JP1AutoJob，UNIXは jesrdです。これらのサービスは，

JP1/Base をインストールしても，services ファイルに設定されません。Version 5 以前の製品である

JP1/SES，JP1/AJS，および JP1/SES のプロトコルを利用した製品（JP1/OJEなど）とイベントの送受信をし

たい場合は，services ファイルにサービスを設定してください。  

●主なシステム構成と通信 

次に主なシステム構成で使用するポート番号と通信の方向を説明します。 

なお，説明とあわせて，次のマニュアルの記述を参照してください。 

参照参照参照参照個所個所個所個所  

マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のファイアウォールの通過方向の説明  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

ファイアウォールのホストで JP1 を使用する場合，自ホスト内の通信については，JP1 が使うすべて

のポートを通過できるよう設定してください。これは，JP1 のプロセス同士の通信にポートを使用する

ためです。  

なお，具体的なシステム構成例での通信は，「(3) JP1/AJS2 の通信」の説明を参照してください。 

表表表表 3333----10101010    JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベントのののの送受信送受信送受信送受信をするをするをするをする場合場合場合場合 

JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease    方方方方向向向向    JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease    

（ANY） → 20098/tcp（jp1imevt） 

20099/tcp（jp1imevtapi） 

20098/tcp（jp1imevt） 

20099/tcp（jp1imevtapi） 

← （ANY） 

表表表表 3333----11111111    JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease がががが認証認証認証認証サーサーサーサーババババのののの場合場合場合場合 

JP1/IMJP1/IMJP1/IMJP1/IM    

ままままたはたはたはたは JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2    

方方方方向向向向    JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease（（（（認証認証認証認証サーサーサーサーババババ））））    

（ANY） → 20240/tcp（jp1bsuser） 

(b)(b)(b)(b)    IPIPIPIP アドレスアドレスアドレスアドレス 

JP1/Base が使う IP アドレスについて説明します。 

IP アドレスでフィルタリングする場合や，アドレス変換（NAT）をする場合は，ここで説明する IP アドレスを

指定してください。 

●通常のシステムの場合 
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クラスタではない通常のシステムで，論理ホストのセットアップをしていない場合に使用する IP アドレスを

説明します。 

受信側受信側受信側受信側 IPIPIPIPアアアアドドドドレスレスレスレス（（（（受信側受信側受信側受信側がががが ANANANANYYYY ババババインドインドインドインドのののの場合場合場合場合））））  

JP1 のサービスが接続を受け付ける IP アドレスです。  

ホスト名（hostname コマンドの結果）に対応する IP アドレスを使います。  

送信側送信側送信側送信側 IPIPIPIPアアアアドレスドレスドレスドレス（（（（送信側送信側送信側送信側がががが ANANANANYYYY ババババインドインドインドインドのののの場合場合場合場合））））  

JP1 のサービスへ接続する側が使う IP アドレスです。  

JP1 では自 IP アドレスを指定せずにコネクション要求（connect 関数を実行）します。この場合，OS

の仕様に依存し，接続先に対応した IP アドレスが OS によって割り当てられます。一般に，接続先

IP アドレスへパケットを送るときに使われる NICに対応した IP アドレスが割り当てられますが，詳細

については OS の TCP/IP制御の仕様を確認してください。  

●クラスタシステムの場合 

クラスタシステムで論理ホスト環境のセットアップをしている場合，通常のシステムと異なり，以下の IP アド

レスを使用します。 

受信側受信側受信側受信側 IPIPIPIPアアアアドレスドレスドレスドレス（（（（受信側受信側受信側受信側がががが IPIPIPIPババババインドインドインドインドのののの場合場合場合場合））））  

JP1 のサービスが接続を受け付ける IP アドレスです。  

物理ホスト環境は，物理ホスト名（hostname の結果）に対応した IP アドレスを使います。論理ホスト

環境は，論理ホスト名に対応した論理 IP アドレスを使います。  

送信側送信側送信側送信側 IPIPIPIPアアアアドレスドレスドレスドレス（（（（送信側送信側送信側送信側がががが IPIPIPIPババババインドインドインドインドのののの場合場合場合場合））））  

JP1 のサービスへ接続する側が使う IP アドレスです。  

物理ホスト環境は，物理ホスト名（hostname の結果）に対応した IP アドレスを使います。論理ホスト

環境は，論理ホスト名に対応した論理 IP アドレスを使います。  

●通信設定をカスタマイズしている場合の注意 

上記の説明は，JP1 をセットアップしたままの標準的な通信設定の場合の動作です。通信方法をカスタ

マイズしている場合は，受信側・送信側の通信方式（ANYバインド，IP バインド）の組み合わせによって

動作が決まりますので注意してください。 

例えば，受信側：IP バインド，送信側：ANYバインドになるようにカスタマイズしている場合は，受信側は

IP バインドの説明の動作，送信側は ANYバインドの説明の動作になります。 

(c)(c)(c)(c)    アドレスアドレスアドレスアドレス変換変換変換変換（（（（NATNATNATNAT））））のののの対応対応対応対応 

JP1/Base は，スタティック・モードでのアドレス変換（NAT）に対応しています。 

(3)(3)(3)(3)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 のののの通信通信通信通信 
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JP1/AJS2 の通信について，ポート番号，IP アドレス，アドレス変換(NAT)の対応を説明します。 

(a)(a)(a)(a)    ポートポートポートポート番号番号番号番号 

●JP1/AJS2 のポート番号 

JP1/AJS2 では次のポート番号を使用します。このほかに，前提製品である JP1/Base のポート番号も使

用します。 

表表表表 3333----12121212    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 でででで使用使用使用使用するするするするポートポートポートポート番号番号番号番号 

サーサーサーサービビビビスススス名名名名    ポートポートポートポート番号番号番号番号    用用用用途途途途    対象対象対象対象製品製品製品製品    

jp1ajs2qman 20241/tcp マネージャーのジョブ実行で使用 M，A 

jp1ajs2qagt 20242/tcp エージェントのジョブ実行で使用 M，A 

jp1ajs2qnfy 20243/tcp マネージャーのジョブ監視で使用 M，A 

jp1ajs2monitor 20244/tcp マネージャーのリモートジョブネットで使用 

マネージャーのリモートコマンドで使用 

JP1/AJS2 - Viewで使用 

M，V 

jp1ajs2report 20245/tcp マネージャーのジョブ状態通知で使用

※1
 M 

jp1ajs2eamgr 20246/tcp マネージャーのイベントジョブ実行で使用 M，A 

jp1ajs2eaagt 20247/tcp エージェントのイベントジョブ実行で使用 M，A 

jp1ajs2cm 22275/tcp JP1/AJS2 Console 機能で使用 M，V 

jp1ajs2ca 22276/tcp JP1/AJS2 Console 機能で使用 M 

jp1ajs2qlagt 20300/tcp キューレスジョブ実行時に使用 M，A 

jp1ajs2qlftp 20301/tcp キューレスジョブのファイル転送時に使用 M，A 

jp1ajs2chkman 23138/tcp 定義内容の事前チェック用

※2
 M 

jp1ajs2chkagt 23139/tcp 定義内容の事前チェック用 M，A 

（凡例）  

M：JP1/AJS2 - Manager  

A：JP1/AJS2 - Agent  

V：JP1/AJS2 - View  

注※1  

スケジューラーサービスを多重起動する場合，20245/tcp（jp1ajs2report）のほかに追加設定したス

ケジューラーサービスが使用するポート番号を使用します。  

注※2  

UNIXの場合，定義内容の事前チェックでは jp1ajs2chkman のポート番号を使用しません。

Windows の場合，jp1ajs2chkman のポート番号は，同一サーバ内での通信に使用します。  

●主なシステム構成と通信 

次に主なシステム構成で使用するポート番号と通信の方向を説明します。 

なお，ここでの説明とあわせて，次のマニュアルの記述を参照してください。 

参照参照参照参照個所個所個所個所  
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• マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のファイアウォールの通過方向の説明  

• 「付録C.2 ファイアウォールの通過方向」 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

ファイアウォールのホストで JP1 を使用する場合，自ホスト内の通信については，JP1 が使うすべて

のポートを通過できるよう設定してください。これは，JP1 のプロセス同士の通信にポートを使用する

ためです。  

図図図図 3333----21212121    シシシシスススステムテムテムテム構構構構成成成成例例例例 

 

• HOST-M1 に，HOST-Vの JP1/AJS2 - Viewで接続する。  

• HOST-M1 と HOST-M2 は，相互にジョブを実行する。  

• HOST-M1 のエージェントとして，HOST-A を設定する。  

• HOST-M1 および HOST-A の認証サーバを，HOST-AUTHに設定する。 

表表表表 3333----13131313    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager のののの通信通信通信通信 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew    方方方方向向向向    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager    

（ANY） → 20244/tcp（jp1ajs2monitor） 

（システム構成例：HOST-V と HOST-M1 に対応） 
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表表表表 3333----14141414    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager のののの通信通信通信通信 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager    方方方方向向向向    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager    

（ANY） → 20241/tcp（jp1ajs2qman） 

20242/tcp（jp1ajs2qagt） 

20243/tcp（jp1ajs2qnfy） 

20244/tcp（jp1ajs2monitor） 

20245/tcp（jp1ajs2report） 

20246/tcp（jp1ajs2eamgr） 

20247/tcp（jp1ajs2eaagt） 

20300/tcp（jp1ajs2qlagt） 

20301/tcp（jp1ajs2qlftp） 

23139/tcp（jp1ajs2chkagt） 

20241/tcp（jp1ajs2qman） 

20242/tcp（jp1ajs2qagt） 

20243/tcp（jp1ajs2qnfy） 

20244/tcp（jp1ajs2monitor） 

20245/tcp（jp1ajs2report） 

20246/tcp（jp1ajs2eamgr） 

20247/tcp（jp1ajs2eaagt） 

20300/tcp（jp1ajs2qlagt） 

20301/tcp（jp1ajs2qlftp） 

23139/tcp（jp1ajs2chkagt） 

← （ANY） 

（システム構成例：HOST-M1 と HOST-M2 に対応） 

JP1/AJS2 - Manager と JP1/AJS2 - Managerの間の通信です。 

表表表表 3333----15151515    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent のののの通信通信通信通信 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager    方方方方向向向向    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent    

（ANY） → 20242/tcp（jp1ajs2qagt） 

20246/tcp（jp1ajs2eamgr） 

20247/tcp（jp1ajs2eaagt） 

20300/tcp（jp1ajs2qlagt） 

23139/tcp（jp1ajs2chkagt） 

20241/tcp（jp1ajs2qman） 

20243/tcp（jp1ajs2qnfy） 

20246/tcp（jp1ajs2eamgr） 

20247/tcp（jp1ajs2eaagt） 

20301/tcp（jp1ajs2qlftp） 

← （ANY） 

（システム構成例：HOST-M1 と HOST-A に対応） 

表表表表 3333----16161616    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager とととと JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease（（（（認証認証認証認証サーサーサーサーババババ））））のののの通信通信通信通信 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager    方方方方向向向向    JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease    

（ANY） → 20240/tcp（jp1bsuser） 

（システム構成例：HOST-M1 と HOST-AUTHに対応） 
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また，その他の構成として他プログラムを使う場合に行われる通信を次の表に示します。 

表表表表 3333----17171717    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager とととと他他他他プログプログプログプログラムラムラムラム 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager    方方方方向向向向    他他他他プログプログプログプログラムラムラムラム    

（ANY） → 20241/tcp（jp1ajs2qman） 

20241/tcp（jp1ajs2qman） 

20245/tcp（jp1ajs2report） 

← （ANY） 

他プログラムとは，JP1/NQSEXEC，JP1/OJE for VOS3，JP1/AJS2 の関数を利用したユーザープログラ

ムのことです。 

JP1/AJS2 Console 機能を使う場合に行われる通信を次の表に示します。 

表表表表 3333----18181818    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle e e e VVVViewiewiewiew とととと JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Managere Managere Managere Manager のののの通信通信通信通信 

JP1JP1JP1JP1/AJS2 Conso/AJS2 Conso/AJS2 Conso/AJS2 Consolllle e e e VVVViewiewiewiew    方方方方向向向向    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Managere Managere Managere Manager    

（ANY） → 22275/tcp（jp1ajs2cm） 

表表表表 3333----19191919    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Managere Managere Managere Manager とととと JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Agente Agente Agente Agent のののの通信通信通信通信 

JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Managere Managere Managere Manager    方方方方向向向向    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Agente Agente Agente Agent    

（ANY） → 22276/tcp（jp1ajs2ca） 

(b)(b)(b)(b)    IPIPIPIP アドレスアドレスアドレスアドレス 

JP1/AJS2 が使う IP アドレスは，JP1/Base が使う IP アドレスに準じます。 

詳しくは JP1/Base の説明を参照してください。 

なお，バージョン互換のため，イベントジョブの実行で使用する送信側 IP アドレスだけ JP1/Base が使う

送信側 IP アドレスに準ずるか，受信側 IP アドレスに準ずるかを選択できます。この設定については，

「8.5.7 イベントジョブ実行時に使用する通信の送信バインド方式を設定する」を参照してください。 

(c)(c)(c)(c)    アドレスアドレスアドレスアドレス変換変換変換変換（（（（NATNATNATNAT））））のののの対応対応対応対応 

JP1/AJS2 は，スタティック・モードでのアドレス変換（NAT）に対応しています。 
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3.4.43.4.43.4.43.4.4    複数複数複数複数 LANLANLANLAN のののの構成例構成例構成例構成例とととと通信設定通信設定通信設定通信設定    

複数の LANに接続されたホストでクラスタ運用しない場合，送受信の両方の通信方式に ANYバインド

方式が使用できるため，複数の LANに接続されたホストには，06-51 以前の JP1/Base，および

JP1/AJS2 を使用することができます。 

クラスタ運用する場合，複数の LANに接続されたホストには，06-71 以降の JP1/Base，および JP1/AJS2

を使用する必要があります。さらに，通信方式の受信には IP バインド方式を，送信には ANYバインド方

式を設定し，jp1hosts を利用して論理ホスト名に複数の IP アドレスを対応づける必要があります。 

また，複数の LANに接続されたホストに向かって接続するホストでは，接続先ホストのホスト名を IP アド

レスに変換しておく必要があります。例えば，図 3-22 のような構成の場合，ホスト LANB_Cからホスト

LANA_Bの IP アドレスを取得しようとした場合，LANB_Bという IP アドレスが取得されるようにしておく必要

があります。 

共通の hosts ファイルを配布したり，DNS を利用したりしているなどの場合で，ホスト LANB_Cからホスト

LANA_Bの IP アドレスを取得しようとしても，LANB_Bの IP アドレスが取得できない環境では，ホスト

LANB_Cに 06-71 以降の JP1/Base，および JP1/AJS2 を使用してください。さらに，jp1hosts を利用して，

ホスト LANA_Bに LANB_Bの IP アドレスを対応づけてください。 

図図図図 3333----22222222    複数複数複数複数 LLLLANANANAN にににに接接接接続続続続さささされたれたれたれたマシマシマシマシンンンンにににに向向向向かかかかっっっってててて接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合ののののシシシシスススステムテムテムテム構構構構成成成成例例例例 

 

次に，複数の LANに接続した環境（ネットワークを分離した環境）で，クラスタ運用しない場合とクラスタ

運用する場合の接続例と通信設定について説明します。 
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(1)(1)(1)(1)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用しないしないしないしない場合場合場合場合のののの接続例接続例接続例接続例とととと通信設定通信設定通信設定通信設定 

複数の LANに接続した環境（ネットワークを分離した環境）で，クラスタ運用しない場合の接続例と通信

設定について説明します。JP1/AJS2 - Manager，JP1/AJS2 - Agent，および JP1/AJS2 - Viewのそれぞ

れが，複数の LANに接続されている場合に分けて説明します。 

補足事項補足事項補足事項補足事項  

JP1/AJS2 Console 機能を使用する場合も，同様のネットワーク構成をサポートします。この場合，

JP1/AJS2 - Viewを JP1/AJS2 Console Viewに，JP1/AJS2 - Manager を JP1/AJS2 Console 

Managerに，JP1/AJS2 - Agent を JP1/AJS2 Console Agent に置き換えて解釈してください。  

(a)(a)(a)(a)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用しないでしないでしないでしないで JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager をををを複数複数複数複数のののの LANLANLANLAN にににに接続接続接続接続するするするする場合場合場合場合 

JP1/AJS2 - Managerが複数のLANに接続されている場合，LAN上にある JP1/AJS2 - Agent，JP1/AJS2 

- View，または JP1/AJS2 - Manager と接続して JP1/AJS2 を運用できます。 

●JP1/AJS2 - Manager を複数の LAN に接続し LAN 上の JP1/AJS2 - Agent と連携する場

合 

JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，LAN 上の JP1/AJS2 - Agent と連携する場合，LAN 上

の JP1/AJS2 - Agent でジョブが実行できます。JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，

JP1/AJS2 - Agent でジョブを実行する場合の接続例を次の図に示します。 

図図図図 3333----23232323    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager をををを複数複数複数複数のののの LLLLANANANAN にににに接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合のののの例例例例（（（（JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent とのとのとのとの接接接接続続続続）））） 
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JP1/AJS2 - Managerがインストールされているホスト hostXが，複数の LANに接続されています。それ

ぞれの LANには，JP1/AJS2 - Agent がインストールされています。 

このシステム構成では，ホスト hostXをマネージャーホストとして，管理 LANにあるエージェントホスト

host10，および業務 LANにあるエージェントホスト hostA，hostBに対して，ジョブが実行できます。 

各ホストでの通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のクラスタ運用していない場合の

通信設定例に記載されている設定を実施してください。 

●JP1/AJS2 - Manager を複数の LAN に接続し LAN 上の JP1/AJS2 - View と連携する場合 

JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，LAN 上の JP1/AJS2 - View と連携する場合，LAN 上

の JP1/AJS2 - Viewからジョブネットやジョブを操作することができます。JP1/AJS2 - Manager を複数の

LANに接続して，JP1/AJS2 - Viewからジョブネットやジョブを操作する場合の接続例を次の図に示しま

す。 

図図図図 3333----24242424    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager をををを複数複数複数複数のののの LLLLANANANAN にににに接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合のののの例例例例（（（（JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew とのとのとのとの接接接接続続続続）））） 

 

JP1/AJS2 - Managerがインストールされているホスト hostXが，複数の LANに接続されています。それ

ぞれの LANには，JP1/AJS2 - Viewがインストールされています。 

このシステム構成では，ホスト hostXのマネージャーホストに対し，管理 LANにあるホスト host10，および

業務 LANにあるホスト hostA，hostBの JP1/AJS2 - Viewから，ジョブネット，またはジョブを操作すること

ができます。 
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ホスト hostXでの通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のクラスタ運用していない場

合の通信設定例に記載されている設定を実施してください。 

なお，ホスト host10，hostA，hostBは，ホスト hostXのホスト名が解決できる OS の環境が必要です。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

JP1/AJS2 - Managerがインストールされているホスト hostXの受信を IP バインド方式にした場合は，

ホストhostXのホスト名に対して，管理LAN側の IPアドレスと，業務LAN側の IPアドレスの両方を，

jp1hosts に設定する必要があります。  

●JP1/AJS2 - Manager を複数の LAN に接続し LAN 上の JP1/AJS2 - Manager と連携する

場合 

JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，LAN 上の JP1/AJS2 - Manager と連携する場合，LAN

上の JP1/AJS2 - Managerでリモートジョブネットを実行したり，スケジューラーコマンドをリモート実行した

りできます。 

JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，JP1/AJS2 - Managerでリモートジョブネットを実行した

り，スケジューラーコマンドをリモート実行したりする場合の接続例を次の図に示します。 

図図図図 3333----25252525    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager をををを複数複数複数複数のののの LLLLANANANAN にににに接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合のののの例例例例（（（（JP1/AJP1/AJP1/AJP1/AJS2 JS2 JS2 JS2 ---- Manager Manager Manager Manager とのとのとのとの接接接接続続続続）））） 

 

JP1/AJS2 - Managerがインストールされているホスト hostXが，複数の LANに接続されています。それ

ぞれの LANには，JP1/AJS2 - Managerがインストールされています。 
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このシステム構成では，ホスト hostXのマネージャーホストから，管理 LANにあるマネージャーホスト

host10，および業務LANにあるマネージャーホスト hostA，hostBに接続して，リモートジョブネットを実行

したり，スケジューラーコマンドをリモート実行したりできます。 

ホスト host10，hostA，hostBでの通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のクラスタ運

用していない場合の通信設定例に記載されている設定を実施してください。 

なお，ホスト hostXには，ホスト host10，hostA，hostBのホスト名が解決できる OS の環境が必要です。 

(b)(b)(b)(b)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用しないでしないでしないでしないで JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent をををを複数複数複数複数のののの LANLANLANLAN にににに接続接続接続接続してしてしてしてジョブジョブジョブジョブをををを実行実行実行実行するするするする場場場場

合合合合 

JP1/AJS2 - Agent が複数の LANに接続されている場合，LAN 上の JP1/AJS2 - Managerからジョブを

実行できます。 

JP1/AJS2 - Agent を複数の LANに接続して，JP1/AJS2 - Managerからジョブを実行する場合の接続例

を次の図に示します。 

図図図図 3333----26262626    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent をををを複数複数複数複数のののの LLLLANANANAN にににに接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合のののの例例例例（（（（JJJJP1/AJS2 P1/AJS2 P1/AJS2 P1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager とのとのとのとの接接接接続続続続）））） 

 

JP1/AJS2 - Agent がインストールされているホスト hostXが，複数の LANに接続されています。それぞ

れの LANには，JP1/AJS2 - Managerがインストールされています。 

このシステム構成では，ホスト hostXをエージェントホストとして，管理 LANにあるマネージャーホスト

host10，および業務 LANにあるマネージャーホスト hostA，hostBから，ジョブを実行できます。 
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各ホストでの通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のクラスタ運用していない場合の

通信設定例に記載されている設定を実施してください。 

(c)(c)(c)(c)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用しないでしないでしないでしないで JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- View View View View をををを複数複数複数複数のののの LANLANLANLAN にににに接続接続接続接続してしてしてしてジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットおよびおよびおよびおよびジョジョジョジョ

ブブブブをををを操作操作操作操作するするするする場合場合場合場合 

JP1/AJS2 - Viewが複数の LANに接続されている場合，LAN 上の JP1/AJS2 - Managerからジョブネッ

トおよびジョブを操作することができます。 

JP1/AJS2 - Viewを複数の LANに接続して，JP1/AJS2 - Managerからジョブネットおよびジョブを操作す

る場合の運用例を次の図に示します。 

図図図図 3333----27272727    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew をををを複数複数複数複数のののの LLLLANANANAN にににに接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合のののの例例例例（（（（JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager とのとのとのとの接接接接続続続続）））） 

 

JP1/AJS2 - Viewがインストールされているホスト hostXが，複数の LANに接続されています。それぞれ

の LANには，JP1/AJS2 - Managerがインストールされています。 

このシステム構成では，ホスト hostXの JP1/AJS2 - Viewから，管理 LANにあるマネージャーホスト

host10，および業務 LANにあるマネージャーホスト hostA，hostBに接続して，ジョブネット，またはジョブ

を操作することができます。 

ホスト host10，hostA，hostBでの通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のクラスタ運

用していない場合の通信設定例に記載されている設定を実施してください。 

なお，ホスト hostXは，ホスト host10，hostA，hostBのホスト名が解決できる OS の環境が必要です。 
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(2)(2)(2)(2)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用するするするする場合場合場合場合のののの接続例接続例接続例接続例とととと通信設定通信設定通信設定通信設定 

複数の LANに接続した環境（ネットワークを分離した環境）で，クラスタ運用する場合の接続例と通信設

定について説明します。JP1/AJS2 - Manager，および JP1/AJS2 - Agent のそれぞれが，複数の LANに

接続されている場合に分けて説明します。 

補足事項補足事項補足事項補足事項  

JP1/AJS2 Console 機能を使用する場合も，同様のネットワーク構成をサポートします。この場合，

JP1/AJS2 - Viewを JP1/AJS2 Console Viewに，JP1/AJS2 - Manager を JP1/AJS2 Console 

Managerに，JP1/AJS2 - Agent を JP1/AJS2 Console Agent に置き換えて解釈してください。  

なお，JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 Console Manager への接続，JP1/AJS2 Console 

Managerから JP1/AJS2 Console Agentへの接続の際には，それぞれ接続先ホストの受信側のバイ

ンド方式の設定によって次のように動作します。  

受信受信受信受信をををを IPIPIPIPババババインドインドインドインド方方方方式式式式にしたにしたにしたにしたホストホストホストホストがあるがあるがあるがある場合場合場合場合  

物理ホスト，論理ホストにかかわらず，接続時に指定した IPアドレスと一致したホストに接続します。  

物物物物理理理理ホスホスホスホストトトトのののの受信受信受信受信をををを ANANANANYYYY ババババインドインドインドインド方方方方式式式式にしているにしているにしているにしている場合場合場合場合  

論理ホストすべてに対して IP アドレスで解決できないかぎり，物理ホストに接続します。  

(a)(a)(a)(a)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用でででで JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager をををを複数複数複数複数のののの LANLANLANLAN にににに接続接続接続接続するするするする場合場合場合場合 

クラスタ運用で，JP1/AJS2 - Managerを複数の LAN と接続する場合，LAN 上にある JP1/AJS2 - 

Manager，JP1/AJS2 - Agent，または JP1/AJS2 - View と接続して，JP1/AJS2 を運用できます。 

●クラスタ運用で JP1/AJS2 - Manager を複数の LAN に接続し LAN 上の JP1/AJS2 - Agent

と連携する場合 

クラスタ運用で，JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，LAN上の JP1/AJS2 - Agent と連携す

る場合，物理ホストおよび論理ホストのどちらのホストからでも LAN 上の JP1/AJS2 - Agent でジョブが実

行できます。クラスタ運用で，JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，JP1/AJS2 - Agent でジョ

ブを実行する場合の接続例を次の図に示します。 
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図図図図 3333----28282828    ククククララララスタスタスタスタ運用運用運用運用でででで JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager をををを複数複数複数複数のののの LLLLANANANAN にににに接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合のののの例例例例（（（（JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent

とのとのとのとの接接接接続続続続）））） 

 

JP1/AJS2 - Managerがインストールされているホスト hostXが，複数の LANに接続されていて，クラスタ

運用されています。また，それぞれの LANには，JP1/AJS2 - Agent がインストールされていて，物理ホス

ト hostX，論理ホスト hostLのどちらのホストからもエージェントホストとして定義されています。 

このシステム構成では，物理ホスト hostX，または論理ホスト hostLをマネージャーホストとして，管理LAN

にあるエージェントホスト host10，および業務 LANにあるエージェントホスト hostA，hostBに対して，ジョ

ブが実行できます。 

各ホストでの通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のクラスタ運用する場合の通信

設定例に記載されている設定を実施してください。 

●クラスタ運用で JP1/AJS2 - Manager を複数の LAN に接続し LAN 上の JP1/AJS2 - View

と連携する場合 

クラスタ運用で，JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，LAN 上の JP1/AJS2 - View と連携す

る場合，LAN上の JP1/AJS2 - Viewから，物理ホストおよび論理ホストのどちらのホストに対してでも，ジョ

ブネットやジョブを操作することができます。クラスタ運用で，JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続

して，JP1/AJS2 - Viewからジョブネットやジョブを操作する場合の接続例を次の図に示します。 
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図図図図 3333----29292929    ククククララララスタスタスタスタ運用運用運用運用でででで JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager をををを複数複数複数複数のののの LLLLANANANAN にににに接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合のののの例例例例（（（（JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew とととと

のののの接接接接続続続続）））） 

 

JP1/AJS2 - Managerがインストールされているホスト hostXが，複数の LANに接続されていて，クラスタ

運用されています。また，それぞれの LANには，JP1/AJS2 - Viewがインストールされています。 

このシステム構成では，物理ホスト hostX，および論理ホスト hostLのマネージャーホストに対して，管理

LANにあるホスト host10，および業務 LANにあるホスト hostA，hostBから，ジョブネット，またはジョブを

操作することができます。 

ホスト hostXの通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のクラスタ運用する場合の通信

設定例に記載されている設定を実施してください。 

なお，ホスト host10，hostA，hostBは，ホスト hostXまたは hostLのホスト名が解決できるOS の環境が必

要です。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

JP1/AJS2 - Managerのサービスが起動されていなくても，JP1/AJS2 - View と JP1/AJS2 - Managerを接

続することができます。そのため，サービスの起動有無にかかわらず（例えば，物理のサービスを使用し

ない運用でも），ホスト hostXの設定情報に従って，次のルールで接続します。  

受信受信受信受信をををを IPIPIPIPババババインドインドインドインド方方方方式式式式にしたにしたにしたにしたホストホストホストホストがあるがあるがあるがある場合場合場合場合  

物理ホスト，論理ホストにかかわらず，JP1/AJS2 - Viewからログインしたときの IP アドレスと一致したホス

トに接続します。  

物物物物理理理理ホストホストホストホストのののの受信受信受信受信をををを ANANANANYYYY ババババインドインドインドインド方方方方式式式式にしているにしているにしているにしている場合場合場合場合  

論理ホストすべてに対して IP アドレスで解決できないかぎり，物理ホストに接続します。  
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●クラスタ運用で JP1/AJS2 - Manager を複数の LAN に接続して LAN 上の JP1/AJS2 - 

Manager と連携する場合 

JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，LAN 上の JP1/AJS2 - Manager と連携する場合，LAN

上の JP1/AJS2 - Managerから物理ホスト，または論理ホストに対して，リモートジョブネットを実行したり，

スケジューラーコマンドをリモート実行したりできます。 

クラスタ運用で JP1/AJS2 - Managerを複数の LANに接続して，JP1/AJS2 - Managerでリモートジョブネ

ットを実行したり，スケジューラーコマンドをリモート実行したりする場合の接続例を次の図に示します。 

図図図図 3333----30303030    ククククララララスタスタスタスタ運用運用運用運用でででで JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager をををを複数複数複数複数ののののLLLLANANANAN にににに接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合のののの例例例例（（（（JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager

とのとのとのとの接接接接続続続続）））） 

 

JP1/AJS2 - Managerがインストールされているホスト hostXが，複数の LANに接続されていて，クラスタ

運用されています。また，それぞれの LANには，JP1/AJS2 - Managerがインストールされています。 

このシステム構成では，物理ホスト hostX，または論理ホスト hostLのマネージャーホストに対して，管理

LANにあるマネージャーホスト host10，および業務 LANにある hostA，hostBから，リモートジョブネット

を実行したり，スケジューラーコマンドをリモート実行したりできます。 

ホスト hostXでの通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のクラスタ運用する場合の通

信設定例に記載されている設定を実施してください。 

なお，ホスト host10，hostA，hostBは，ホスト hostXまたは hostLのホスト名が解決できるOS の環境が必

要です。 
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注注注注意事項意事項意事項意事項  

リモートジョブネットの実行，およびスケジューラーコマンドのリモート実行時の JP1/AJS2 - Manager 同士

の接続は，JP1/AJS2 - Viewからの接続ルールと同じです。  

(b)(b)(b)(b)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用でででで JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent をををを複数複数複数複数のののの LANLANLANLAN にににに接続接続接続接続してしてしてしてジョブジョブジョブジョブをををを実行実行実行実行するするするする場合場合場合場合 

クラスタ運用で，JP1/AJS2 - Agent を複数の LANに接続して，LAN上の JP1/AJS2 - Manager と連携す

る場合，JP1/AJS2 - Managerから，物理ホストおよび論理ホストのどちらのホストに対してもジョブが実行

できます。クラスタ運用で，JP1/AJS2 - Agent を複数の LANに接続して，JP1/AJS2 - Managerからジョ

ブを実行する場合の接続例を次の図に示します。 

図図図図 3333----31313131    ククククララララスタスタスタスタ運用運用運用運用でででで JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent をををを複数複数複数複数のののの LLLLANANANAN にににに接接接接続続続続するするするする場合場合場合場合のののの例例例例（（（（JP1/JP1/JP1/JP1/AJS2 AJS2 AJS2 AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager

とのとのとのとの接接接接続続続続）））） 

 

JP1/AJS2 - Agent がインストールされているホスト hostXが，複数の LANに接続されていて，クラスタ運

用されています。また，それぞれの LANには，JP1/AJS2 - Managerがインストールされていて，物理ホス

ト hostX，論理ホスト hostLのどちらのホストに対しても，エージェントホストとして定義しています。 

このシステム構成では，物理ホスト hostX，または論理ホスト hostLをエージェントホストとして，管理 LAN

にあるマネージャーホスト host10，および業務 LANにあるマネージャーホスト hostA，hostBから，ジョブ

が実行できます。 

各ホストでの通信設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」のクラスタ運用する場合の通信

設定例に記載されている設定を実施してください。 
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3.4.53.4.53.4.53.4.5    ファイアファイアファイアファイアウォールウォールウォールウォールをををを設定設定設定設定したしたしたした環境環境環境環境のののの構成例構成例構成例構成例とととと通信設定通信設定通信設定通信設定    

ファイアウォールを設定した環境で，クラスタ運用しない場合とクラスタ運用する場合の構成例と通信設

定について説明します。 

    

(1)(1)(1)(1)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用しないしないしないしない場合場合場合場合ののののファイアウォールファイアウォールファイアウォールファイアウォールのののの構成例構成例構成例構成例とととと通信設定通信設定通信設定通信設定 

ファイアウォールを設定した環境で，クラスタ運用していない場合の構成例と通信設定について説明しま

す。クラスタ運用していない場合のファイアウォールの構成例を次の図に示します。 

図図図図 3333----32323232    ククククララララスタスタスタスタ運用運用運用運用していないしていないしていないしていない場合場合場合場合ののののファイファイファイファイアウォアウォアウォアウォールールールール構構構構成成成成例例例例 

 

ホスト hostX とホスト hostA 間の通信に対して，ファイアウォールを透過する設定がされています。このシ

ステム構成では，ファイアウォールでの設定以外には，JP1/AJS2側で特別な設定をする必要はありませ

ん。 

(2)(2)(2)(2)    クラスタクラスタクラスタクラスタ運用運用運用運用するするするする場合場合場合場合ののののファイアウォールファイアウォールファイアウォールファイアウォールのののの構成例構成例構成例構成例とととと通信設定通信設定通信設定通信設定 

ファイアウォールを設定した環境で，クラスタ運用する場合の構成例と通信設定について説明します。ク

ラスタ運用する場合のファイアウォールの構成例を次の図に示します。 

図図図図 3333----33333333    ククククララララスタスタスタスタ運用運用運用運用するするするする場合場合場合場合ののののファイファイファイファイアウォアウォアウォアウォールールールール構構構構成成成成例例例例 
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ホスト hostX とホスト hostA の間と，ホスト hostL とホスト hostA の間の両方の通信に対して，ファイアウォ

ールを透過する設定がされている場合は，前述の「(1) クラスタ運用しない場合のファイアウォールの構

成例と通信設定」と同様に，JP1/AJS2側で特別な設定をする必要はありません。 

物理ホストのサービスを使用しないで論理ホストだけで運用して，ホスト hostL とホスト hostA の間の通信

に対してだけ，ファイアウォールを透過する設定がされている場合には，送信方法を IP バインド方式に

設定するために，ホスト hostLで次に示す通信設定の変更が必要になります。 

hhhhostostostostLLLL（（（（論論論論理理理理ホストホストホストホスト））））でのでのでのでの通信通信通信通信設定設定設定設定のののの変更変更変更変更手手手手順順順順  

1. logical_ipip.confをエディターなどで開く。  

2. ［論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名\JP1BASE］を探し，［hostL\JP1BASE］に修正する。  

3. jbssetcnf コマンドを次の例のように実行する。 

jbssetcnf logical_ipip.conf 

4. JP1/Base を再起動する。  

5. JP1/AJS2 を再起動する。  

6. 必要に応じて，JP1/Base と依存関係を持つプログラムを再起動する。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

ホスト hostL とホスト hostA の間の通信に対してだけ，ファイアウォールを透過する設定がされてい

る環境では，キューレスジョブ実行時にファイアウォールの透過はできません。キューレスジョブを

使用する場合は，物理ホストからの通信を透過できる環境にしてください。   
3.4.63.4.63.4.63.4.6    WANWANWANWAN 環境環境環境環境でででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの通信通信通信通信    

WAN環境で，JP1/AJS2 - Viewを JP1/AJS2 - Managerに接続して使用することは問題ありません。ただ
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し，WAN環境では通信量や通信時間で課金される場合もあるので，WAN環境での JP1/AJS2 の使用は

推奨していません。 

3.53.53.53.5    使用使用使用使用するするするするデータベースデータベースデータベースデータベースをををを検討検討検討検討するするするする    

この節では，JP1/AJS2 で使用するデータベースの検討について説明します。 

JP1/AJS2 - Managerは，ジョブ実行を制御するためのデータをデータベースで管理しています。 

JP1/AJS2 で利用できるデータベースは，次の 2種類です。 

((((1111))))    JP1/AJS2標準データベース  

ISAM（Indexed Sequential Access Method）方式で，データに索引を付けて管理するデータベース

です。JP1/Base に標準で添付されています。  

JP1/AJS2 インストール時にデフォルトで設定され，セットアップは必要ありません。  

((((2222))))    リレーショナルデータベース（RDB：Relational DataBase）  

信頼性など要求されるシステム，扱う情報量の多い大規模なシステムに適したデータベースです。

また，障害発生時などでも JP1/AJS2 の管理情報を確実に保持したい場合に使用します。  

JP1/AJS2 では，組み込みDBをリレーショナルデータベースとして使用できます。  

組み込みDBは，JP1/AJS2 - Managerに添付されているデータベースサーバです。組み込みDB

は，JP1/AJS2 と合わせてインストールできますが，データベースを使用するにはセットアップが必

要です。  

JP1/AJS2 でリレーショナルデータベースを利用する場合のインストールおよびセットアップの方法

については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 5. スケジ

ューラーデータベースに RDBを使用する場合のセットアップ」（Windows の場合），またはマニュア

ル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 15. スケジューラーデータベー

スに RDBを使用する場合のセットアップ」（UNIXの場合）を参照してください。  

  

JP1/AJS2 の各機能と，その機能で使用されるデータの格納先を次の表に示します。 
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表表表表 3333----20202020    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 のののの各各各各機能機能機能機能がががが使用使用使用使用するするするするデータベースデータベースデータベースデータベース 

機能機能機能機能    格納格納格納格納するするするするデータデータデータデータ    データデータデータデータのののの格納格納格納格納先先先先    

スケジュール制御 スケジュール定義 

実行スケジュール 

ジョブネット定義 

ジョブネット状態 

ISAM データベースまたは 

組み込みDB 

ジョブ実行制御 キュー／エージェント構成 

ジョブ実行状態 

ISAM データベース 

イベント・アクション制

御 

受信イベントやアクション実行の状態 通常のファイル 

（データベースは使用して

いません） 

キューレスエージェン

ト機能 

実行されたジョブ情報 通常のファイル 

（データベースは使用して

いません） 

JP1/AJS2 Console 機

能 

業務スコープや AJS2 ユニット監視オブジェ

クトの定義情報 

通常のファイル 

（データベースは使用して

いません） 

  

次に，JP1/AJS2 で使用するデータベースの概要について説明します。  
3.5.13.5.13.5.13.5.1    ISAMISAMISAMISAM をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合    

ISAM データベースは，JP1/AJS2 インストール時にデフォルトで設定されるので，セットアップは必要あり

ません。 

必要に応じて次のオプションを設定してください。 

• 同期書き込みを設定する。  

• データベースの自動再編成機能を有効にする。  

• キー再利用機能を有効にする。  

• ISAM ロックテーブルの分割機能を有効にする。  

    

(1)(1)(1)(1)    同期書同期書同期書同期書きききき込込込込みのみのみのみの設定設定設定設定 

ISAM データベースには書き込みモードの設定があり，同期書き込みか非同期書き込みが選べます。非

同期書き込みにすると性能は向上しますが，フェールオーバー時にデータファイルとキーファイルの整

合性が取れなくなる場合があります。クラスタシステムで運用する場合はフェールオーバー時のデータ保

護のために，ISAM の書き込み方法を同期書き込みに設定することをお勧めします。同期書き込みの設

定をした場合，テーブル間で矛盾が起きないよう，JP1/AJS2 が書き込み順序によって整合性を保ちます。
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ただし，同期書き込みの場合でも，OS によるディスク書き込み処理途中での電源断で，ファイルが壊れ

るおそれがありますので注意してください。 

ISAM を利用している場合，ファイルの整合性だけに問題がある場合は，再編成を実施することで修復で

きます。ただし，電源断などによるディスク・ファイル障害が発生した時は，同期・非同期の設定にかかわ

らず，タイミングによっては，修復できない状態になるおそれがあります。このような事態に備えて，スケジ

ューラーの定義情報やジョブ実行環境の定義情報のバックアップを随時実施する運用を検討してくださ

い。 

また，ジョブ実行環境データベースを ISAM の非同期書き込みにした場合，ジョブ起動のスループットが

向上します。JP1/AJS2 のスケジューラーからだけジョブを実行する場合は，スケジューラーデータベース

に ISAM を採用し，かつ同期書き込みを設定するか，または組み込みDBを採用するかによって信頼性

を確保すれば，より効果的な運用も可能です。ただし，不用意な電源断などで，ジョブ実行環境データ

ベースが壊れる確率が高くなりますので，障害発生時にはジョブ実行環境データベースを再作成する運

用も検討してください。 

(2)(2)(2)(2)    データベデータベデータベデータベースースースースのののの自動再編成自動再編成自動再編成自動再編成のののの設定設定設定設定 

ISAM データベースには自動再編成機能があり，JP1/AJS2 のサービス起動時にスケジューラーデータベ

ースとジョブ実行環境のデータベースを自動的に再編成するかしないかが選べます。再編成機能を有

効にしないと，無効領域が増大する（キー再利用機能が有効な場合は無効領域の発生を最小限にでき

ます），可変長テーブルのフラグメンテーションが発生する，などの要因で長時間運転を行うと徐々に処

理性能が劣化していきます。そのため，自動再編成の設定をしてください。ISAM データベースの自動再

編成の設定手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

4.7.2 ISAM ファイル自動再編成機能の設定」（Windows の場合），またはマニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 14.7.3 ISAM ファイル自動再編成機能の設定」（UNIXの場

合）を参照してください。 

また，クラスタシステムで運用する場合は，ISAM の自動再編成機能を有効にして，JP1/AJS2 の起動時

に自動的に回復するように設定することを推奨します。これは，フェールオーバー（業務処理を実行系の

サーバから待機系のサーバへ切り替えること）のタイミングによって，データ部と索引部が不整合になっ

た場合，回復するには ISAM データベースの再編成が必要なためです。 

ただし，ISAM データベースを自動再編成する際，一つ一つファイルを順次再編成していくため，ジョブ

ネットやジョブの数が多くなると，ISAM の再編成の実行時間が長く掛かり，JP1/AJS2 のサービス起動時

間も長く掛かることがあります。クラスタ運用している場合，フェールオーバーの繰り返しとなることがある

ため，クラスタソフトの起動タイムアウト時間を調整してください。ISAM の再編成に必要な時間は，実レコ

ード件数に比例します。クラスタソフトの起動タイムアウト時間が調整できない場合は，ISAMファイルが肥

大化しない設定（ジョブ情報保存日数の調整・保存世代数の削減など）を実施し，再編成所要時間が短

くなるようにしてください。 
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なお，サービス起動を常に高速にし，手動で再編成を実施する運用の場合は，自動再編成機能を無効

にしてください。 

(3)(3)(3)(3)    キーキーキーキー再利用機能再利用機能再利用機能再利用機能のののの有有有有効効効効化化化化 

ISAM データベースは，データファイルおよびキーファイルで構成されています。JP1/AJS2 06-71 以前の

バージョンでは，キーファイルはデータ削除後に無効になった領域を再利用しませんでした。このため，

長時間運用を続けると，ISAM ファイルが肥大化するため，アクセス性能が劣化し，短い周期で ISAM デ

ータベースを再編成する必要がありました。 

ISAMキー再利用の設定をすると，長時間連続して運用しても，削除済みの無効領域を再利用すること

でファイルサイズが肥大化しにくくなり，性能劣化が防止できます。なお，この設定を有効にする場合は，

ISAM データベースのフォーマットを変換する必要があります。 

JP1/AJS2 07-00以降を新規で使用する場合は，セットアップ時にデフォルトでキーファイルに対応した

ISAM データベースが作成されます。そのため，移行作業は必要ありません。 

JP1/AJS2 06-71 以前から JP1/AJS2 07-00以降の JP1/AJS2 にバージョンアップする場合は，既存のデ

ータベースの情報を引き継ぐため，この機能は有効になっていません。ISAMキー再利用機能を使用し

たい場合は，移行作業が必要です。ただし，UNIX版の JP1/AJS2 - Manager 06-71 以前で ISAMキー

再利用機能を使用していた場合は，そのまま ISAM データベースを使用できるため移行作業は必要あり

ません。 

ISAMキー再利用の設定方法については，「9.2.1 ISAMキー再利用の設定」を参照してください。 

(4)(4)(4)(4)    ISAMISAMISAMISAM ロックテーブルロックテーブルロックテーブルロックテーブル分分分分割割割割機機機機能能能能のののの有有有有効効効効化化化化（（（（UUUUNINININIXXXX限定限定限定限定）））） 

ISAMデータベースにアクセスするときのロック制御は，システム内で唯一のロックテーブル（セマフォおよ

び共用メモリーで実現）を利用していました。このため，スケジューラーとジョブ実行環境で多数のプロセ

スから ISAM データベースに同時にアクセスすると，処理の競合が原因で資源の確保ができないで性能

が劣化する現象が発生します。 

また，ジョブネットの実行登録を解除する処理など，スケジューラーデータベースに対してアクセスするコ

マンドが多数実行されると，データベースの更新処理が競合します。更新処理対象の情報や定義が大

きい場合に，更新，削除といった処理を実行すると，性能が劣化することがあります。 

ISAMファイルアクセス競合による性能劣化を防止するための設定をする（ISAMロックテーブル分割機能

を有効にする）と，ISAM ファイル単位にロックテーブルを持つようにできるため，アクセス競合による性能

劣化が改善できます。ISAM ロックテーブルの分割機能の設定方法については，「9.2.2 ISAM ロックテー

ブルの分割の設定」を参照してください。なお，UNIX版の JP1/AJS2 - Manager 06-71 以前でロックテー

ブル分割機能を使用している場合は，以前の設定のままで，引き続きこの機能が使用できます。 
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この設定をしないで，ジョブネットの登録解除処理などを同時に多重実行する場合

※
，次に示すどちらか

の運用を採用してください。 

• 実行登録または登録解除処理を多重実行しないようにする。  

• 業務量が少ない時間帯に実行登録または登録解除処理を多重実行する。  

注※  

ジョブネットの登録解除処理などを同時に多重実行する場合とは，次に示すどれかのコマンドを，

四つから五つ同時に実行することです。  

• ajsleave  

• ajsrerun  

• ajsplan  

• ajsintrpt  
3.5.23.5.23.5.23.5.2    ISAMISAMISAMISAM データベースデータベースデータベースデータベースのののの再作成再作成再作成再作成    

ISAM データベースが不正になった場合，ISAM データベースを再作成する必要があります。ISAM デー

タベースの状態の確認方法，および ISAM データベースの再作成方法については「17.5.7 ISAM ファイ

ルの再作成」を参照してください。  
3.5.33.5.33.5.33.5.3    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合    

組み込みDBは，JP1/AJS2 - Managerのスケジューラーデータベースとして使用できます。ジョブ実行環

境のデータベースとしては使用できません。 

ここでは，JP1/AJS2 - Managerのスケジューラーデータベースに，組み込みDBを使用する場合につい

て説明します。 

組み込みDBは，JP1/AJS2 - Managerを購入すると利用できます。組み込みDBセットアップツールを

使用すると，標準データベースの ISAM から組み込みDBに容易に移行することができます。 

組み込みDBのセットアップの方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

セットアップガイド 5. スケジューラーデータベースに RDBを使用する場合のセットアップ」（Windows の

場合），またはマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 15. スケジュー

ラーデータベースに RDBを使用する場合のセットアップ」（UNIXの場合）を参照してください。 
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(1)(1)(1)(1)    ISAMISAMISAMISAM データベースデータベースデータベースデータベースかかかからららら RDRDRDRDBBBBへへへへのののの移移移移行行行行のののの検討検討検討検討 

組み込みDBは，RDBMS の持つトランザクション管理を使用し，JP1 に障害が発生しても JP1/AJS2 - 

Managerのテーブル間の整合性を保ちます。障害発生時などでも JP1/AJS2 の管理情報を確実に保持

したい場合は，組み込みDBを使用することを推奨します。 

組み込みDBで管理しているデータは，スケジュール制御の管理情報です。スケジューラーデータベー

スに組み込みDBを使用すると，各スケジューラーサービスのデータベースディレクトリにある ISAM ファ

イルの代わりとなります。 

ジョブ実行制御の管理情報は ISAM で管理されるため，組み込みDBにすることはできません。 

(2)(2)(2)(2)    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB をををを使用使用使用使用するするするする前提条件前提条件前提条件前提条件 

組み込みDBは，JP1/AJS2 がサポートしているすべての OS で使用できます。 

(3)(3)(3)(3)    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB 使用時使用時使用時使用時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

組み込みDB使用時の注意事項を次に示します。 

• セグメントセグメントセグメントセグメント使用使用使用使用率率率率についてのについてのについてのについてのメッセージメッセージメッセージメッセージがががが出力出力出力出力さささされたれたれたれた場合場合場合場合 

ユーザー用 RD エリアのセグメント使用率が 80%以上になると，組み込みDBがメッセージを出力

します。メッセージが出力された場合は，ajsembdbaddareaコマンドでRDエリアを大きくするか，ま

たは ajsembdbrorg コマンドでデータベースを再編成してください。 

• エラエラエラエラーーーーへへへへのののの対処対処対処対処 

JP1/AJS2 では，データベースへのアクセスは，組み込みDBの SQLを発行して実行しています。

この SQLがエラーになった場合，Windows イベントログまたは syslog ファイルに，それぞれ SQL

のエラーメッセージを含んだ情報が出力されます。組み込みDBのエラー時の対処については，

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ 2.7 KFP で始まるメッセージ

（組み込みDB関連のメッセージ）」を参照してください。また，障害の調査資料の取得方法は，

「17. トラブルシューティング」を参照してください。 

• シシシシスススステムテムテムテムログログログログのののの運用運用運用運用 

組み込みDBのシステムログについては，「3.5.4 組み込みDBの信頼性向上」を参照して正しく

運用してください。 

• 再再再再編成編成編成編成（（（（コンデンスコンデンスコンデンスコンデンス））））のののの必要必要必要必要性性性性 

組み込みDBでは，レコードを削除してもインデクス領域が無効領域となるだけで，実際にはディ

スク上から削除されません。あとからレコードを追加しても，この無効領域は再利用されません。 

組み込みDBは，インデクスをページ単位にツリー構造で管理します。このため，各ページにイン

デクスが数件しかない状態で保持された場合，必要以上にインデクス領域を消費してしまうことが

あります。したがって，インデクス領域のサイズは余裕を持って設定することをお勧めします。 

JP1/AJS2 では，ジョブネットの削除や，ジョブネットの登録解除，保存世代数を超えた場合の実

績世代情報の削除が，レコードの削除に該当します。これらのレコードの削除は，日々の運用の
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中で発生するものです。そのため，ajsembdbreclaim コマンドを使用したり，データベースを定期

的に再編成したりする必要があります。システム共通定義ファイルに pd_rdarea_warning_point パラ

メーターを指定しておくと，RD エリアの使用率が設定値に達した時にWindows イベントログまた

は syslog ファイルに警告メッセージが出力されます。これを目安に再編成することをお勧めします。

ただし，無効領域がほとんどなく，物理的に RD エリアのサイズが不足している場合は，RD エリア

を追加したり再構築したりする必要があります。 

• デッドロックプデッドロックプデッドロックプデッドロックプラララライイイイオオオオリリリリティティティティのののの制御制御制御制御 

組み込みDBを使用した場合，処理が競合すると，デッドロックが発生することがあります。デッド

ロックが発生した場合，通常，どれかのプロセスがデッドロックを検知し，トランザクションが中断さ

れ，ロールバックされます。 

JP1/AJS2 06-71 以降では，サービスプロセスを優先して，デッドロックを発生させないようにでき

ます。これによって，運用への影響を最小限に抑えることができます。 

ただし，この機能は初期状態では有効ではありません。この機能を有効にするには，システム共

通定義ファイルの pd_deadlock_priority_use パラメーターに「Y」を指定してください。ただし，「Y」を

指定しても，コマンドや JP1/AJS2 Monitorサービスではデッドロックを検知し，プロセスが異常終

了します（エラーメッセージ KAVS0930-Eが出力されます）。 

• ホストホストホストホスト名名名名のののの設定設定設定設定 

組み込みDBが稼働できるホストのホスト名は，最大 32 バイトです。したがって，組み込みDBを

使用する場合のホスト名は，物理ホスト名および論理ホスト名共に 1～32 バイトで設定してくださ

い。 

3.5.43.5.43.5.43.5.4    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB のののの信頼性向上信頼性向上信頼性向上信頼性向上    

組み込みDBを JP1/AJS2 - Managerのスケジューラーデータベースとして使用している場合で，ディス

ク障害などでデータベースの情報がなくなってしまったとき，運用を再開するには，組み込みDB を再び

セットアップする必要があります。 

しかし，システムログを二重化したり，データのバックアップを取得したりしておくことで，重要な資産であ

るデータベースの情報を少ない影響で回復でき，バックアップを取得した時点の状態から，JP1/AJS2 を

使用したシステムの運用を再開させることができます。 

ここでは，組み込みDBの信頼性を向上させるために，次の運用方法を紹介します。 

運用方法運用方法運用方法運用方法 1111  

組み込みDBのシステムログを二重化し，システムログのアンロードログファイルおよびデータのバ

ックアップを定期的に取得する。  

運用方法運用方法運用方法運用方法 2222  

組み込みDBのシステムログを二重化し，データのバックアップを取得する。  
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以降に，それぞれの運用方法の概要と，メリットおよびデメリットを説明します。これらのメリットやデメリット，

および後述する回復方法の詳細を踏まえて，組み込みDBを使用した場合の運用方法を検討してくださ

い。 

組み込みDBのシステムログを二重化し，システムログのアンロードログファイルとデータのバックアップを

定期的に取得する場合の運用方法と回復方法の詳細については，「3.5.5 アンロードログファイルとバッ

クアップを使用した回復の運用方法」を参照してください。 

組み込みDBのシステムログを二重化し，データのバックアップを取得する場合の運用方法と回復方法

の詳細については，「3.5.6 システムログとバックアップを使用した回復の運用方法」を参照してくださ

い。 

なお，JP1/AJS2 07-00 をすでに導入していて，JP1/AJS2 07-00-/C以降にバージョンアップした場合，

組み込みDBのシステムログを二重化して運用ができません。二重化して運用するための移行方法につ

いては，「9.3 組み込み DBをログ運用に移行する」を参照してください。 
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(1)(1)(1)(1)    運用方法運用方法運用方法運用方法 1111 のののの概要概要概要概要 

運用方法 1 の概要を次の図に示します。 

図図図図 3333----34343434    組組組組みみみみ込込込込みみみみDBDBDBDBののののシシシシスススステムテムテムテムログログログログをををを二二二二重重重重化化化化しししし，，，，シシシシスススステムテムテムテムログログログログののののアアアアンローンローンローンロードログファイルドログファイルドログファイルドログファイルととととデータデータデータデータののののババババッッッッ

ククククアアアアップップップップをををを定定定定期期期期的的的的にににに取得取得取得取得するするするする運用方法運用方法運用方法運用方法のののの概概概概要要要要 
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(a)(a)(a)(a)    運用方法運用方法運用方法運用方法 1111 ののののメメメメリットリットリットリット 

• 二重化した片方のログに問題が発生しても，引き続き運用が継続できます。  

• 障害発生時，データのバックアップとアンロードログファイルを使って，障害発生直前の状

態まで回復することができます。  

• 二重化した両方のログに問題が発生しても，アンロードログファイルを取得している時点

の状態まで回復することができます。  

• データベースの回復の基になる，データのバックアップやアンロードログファイルを別のデ

ィスクに保管できるため，信頼性が高くなります。  

(b)(b)(b)(b)    運用方法運用方法運用方法運用方法 1111 ののののデデデデメメメメリットリットリットリット 

• データのバックアップを取得してから次のバックアップを取得するまで，アンロードログファ

イルを保存しておく必要があるため，ディスク容量を占有します（自動的にアンロードログ

ファイルが取得されるので，ディスクの空き領域が少なくなります）。そのため，アンロード

ログファイルを保存しておくためのディスク占有量を，できる限り適切に見積もっておく必

要があります。  

• 二重化しない場合と比べて，2倍のログ領域が必要になります。  

• バックアップからデータベースを回復するとき，取得したアンロードログファイルの中のど

のファイルで回復するのかを，特定する必要があります。  

• 運用時の作業が，運用方法 2 に比べて煩雑になります。  
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(2)(2)(2)(2)    運用方法運用方法運用方法運用方法 2222 のののの概要概要概要概要 

運用方法 2 の概要を次の図に示します。 

図図図図 3333----35353535    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBののののシシシシスススステムテムテムテムログログログログをををを二二二二重重重重化化化化しししし，，，，デデデデータータータータののののババババックックックックアアアアップップップップをををを取得取得取得取得するするするする場合場合場合場合のののの運用方法運用方法運用方法運用方法のののの

概概概概要要要要 

 

(a)(a)(a)(a)    運用方法運用方法運用方法運用方法 2222 ののののメメメメリットリットリットリット 

• 二重化した片方のログに問題が発生しても，引き続き運用が継続できます。  

• 障害発生時，データのバックアップとシステムログファイルを使って，障害発生直前の状

態まで回復することができます。  

• バックアップからデータベースを回復するとき，アンロードログファイルを特定する必要が

ありません。  

• 運用時の作業が，運用方法 1 に比べて容易になります。  

(b)(b)(b)(b)    運用方法運用方法運用方法運用方法 2222 ののののデデデデメメメメリットリットリットリット 

• 二重化しない場合と比べて，2倍のログ領域が必要になります。  

• 二重化した両方のシステムログファイルに問題が発生した場合，最小限の影響でデータ

を回復することができないため，アンロードログファイルを使用した運用方法 1 に比べて，

信頼性が低くなります。  

  

補足事項補足事項補足事項補足事項  

ディスク容量の制限で，組み込みDBのシステムログを二重化できない場合は，二重化しなくても
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かまいません。ただし，システムログファイルに問題が発生した場合，運用方法 1 ではアンロードロ

グファイルを取得した時点，運用方法 2 ではバックアップを取得している時点までしか回復できま

せん。  

(3)(3)(3)(3)    障害発生障害発生障害発生障害発生時時時時のののの回回回回復手復手復手復手順順順順 

想定される障害発生時のケースを次に示します。 

• ケースケースケースケース 1111：JP1/AJS2 と組み込みDB両方に障害が発生する。  

• ケースケースケースケース 2222：JP1/AJS2 だけに障害が発生し，組み込みDBは稼働している。  

• ケースケースケースケース 3333：JP1/AJS2 は稼働していて，組み込みDBだけに障害が発生している。  

ケース 1 とケース 2 では，JP1/AJS2 および組み込みDB ともに，同時期に取得したバックアップを使って

回復してください。なお，ケース 2 の場合でも，組み込みDBの回復を実施するのは，JP1/AJS2 とのデー

タの同期を取るためです。 

ケース 3 では，組み込みDBだけを回復してください。 

ケース 1 とケース 2 の場合の回復する手順の概要を次の図に示します。 
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図図図図 3333----36363636    回回回回復手復手復手復手順順順順のののの概概概概要要要要（（（（ケースケースケースケース 1111 ととととケースケースケースケース 2222 のののの場合場合場合場合）））） 

 

ケース 3 の場合の回復する手順の概要を次の図に示します。 
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図図図図 3333----37373737    回回回回復手復手復手復手順順順順のののの概概概概要要要要（（（（ケースケースケースケース 3333 のののの場合場合場合場合）））） 
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3.5.53.5.53.5.53.5.5    アンロードログフアンロードログフアンロードログフアンロードログファイルァイルァイルァイルととととバックアップバックアップバックアップバックアップをををを使用使用使用使用したしたしたした回復回復回復回復のののの運用方法運用方法運用方法運用方法    

定期的に取得したシステムログのアンロードログファイルと，データのバックアップを使用した回復の運用

方法について説明します。運用方法と障害発生時の回復方法の概要を次の図に示します。 

図図図図 3333----38383838    アアアアンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルととととババババックックックックアアアアップップップップをををを使用使用使用使用したしたしたした運用方法運用方法運用方法運用方法とととと回回回回復復復復方法方法方法方法のののの概概概概要要要要 

 

    

(1)(1)(1)(1)    アンロードログファイルアンロードログファイルアンロードログファイルアンロードログファイルのののの取得取得取得取得 

組み込みDBのアンロードログファイルを取得するには，自動ログアンロード機能を使用します。この機能

は，組み込みDBのシステムログが満杯になると，アンロード待ち状態のシステムログファイルをアンロー

ドして，指定されたディレクトリに自動的にアンロードログファイルを作成します。回復時は，ここで取得し

たアンロードログファイルをバックアップファイルとともに使用します。 

自動ログアンロード機能を有効にするには，ajsembdbbuild スクリプトに-bl オプションを指定してください。

ajsembdbbuild スクリプトの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セッ

トアップガイド 20. セットアップ時に使用するコマンド ajsembdbbuild」を参照してください。 

なお，自動ログアンロード機能を使用する場合は，次に示す注意事項を考慮に入れてください。 

注意  
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• ディスク容量が満杯になってしまうと自動ログアンロード機能が停止してしまう。  

• 自動ログアンロード機能が停止してしまった場合，バックアップの取得をし直す必

要がある。  

• スケジューラーデータベースに対する更新頻度が高い場合，作成されるアンロー

ドログファイルの数が増大し，ディスク容量を圧迫するおそれがある。 

  

自動ログアンロード機能の使用時に障害が発生した時の対処方法を，次の表に示します。 

表表表表 3333----21212121    自動自動自動自動ログログログログアアアアンロードンロードンロードンロード機能使用時機能使用時機能使用時機能使用時にににに障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした時時時時のののの対対対対策策策策方法方法方法方法 

障害障害障害障害内容内容内容内容    対対対対策策策策方法方法方法方法    

アンロードログファイル作成ディレク

トリがあるディスクに障害が発生し

た場合 

アンロードログファイルがなくなるおそれがあるため，組み込み

DBのバックアップを取得してください。障害が発生したディスク

を回復させて，次に示すコマンドを実行してください。 

ajsembdboplog -r 

このコマンドを実行すると，自動ログアンロード機能が開始され

ます。 

アンロードログファイル作成ディレク

トリがあるディスク容量が満杯にな

った場合 

自動ログアンロード機能は停止します。ディレクトリ内のアンロー

ドログファイルを別の媒体に移動してください。そのあと，次に示

すコマンドを実行してください。 

ajsembdboplog -r 

このコマンドを実行すると，自動ログアンロード機能が開始され

ます。 

自動ログアンロード機能が停止し

た場合（KFPS01150-E メッセージ

が出力された場合） 

障害原因を取り除いたあとに，次に示すコマンドを実行してくだ

さい。 

ajsembdboplog -r 

このコマンドを実行すると，自動ログアンロード機能が開始され

ます。 

なお，組み込みDBを再開始した場合は，ajsembdboplog コマン

ドを実行しなくても自動ログアンロード機能は自動的に再実行さ

れます。 

障害の原因としては，アンロードログファイル作成ディレクトリが

次に示す状態になったため，アンロードログファイル作成ディレ

クトリが使用できなくなったことが考えられます。 

ディスク満杯  

ディスク障害  

パーミッション不正  

ディレクトリが存在しない  

また，セットアップ時の規模によってアンロードログファイルのサイズが異なります。セットアップ時の規模

の違いによる，アンロードログファイルの一つのサイズを次の表に示します。アンロードログファイルが生

成されるタイミングは，組み込みDBのシステムログが満杯になったときです。保存するアンロードログファ

イルの容量を見積もる場合には，この表の値を参考にして，アンロードログファイルを格納するための必

要な容量を事前に見積もっておいてください。 

表表表表 3333----22222222    セットセットセットセットアアアアップップップップ規規規規模模模模のののの違違違違いによるいによるいによるいによる出力出力出力出力さささされるれるれるれるアアアアンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルののののサイサイサイサイズズズズ 
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セットセットセットセットアアアアップップップップ時時時時のののの規規規規模模模模    

（（（（aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbubbubbubbuiiiilllldddd スクリプトスクリプトスクリプトスクリプトののののオオオオププププシシシションョンョンョン））））    

出力出力出力出力さささされるれるれるれるアアアアンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイル一一一一つのつのつのつのサイサイサイサイズズズズ    

-l （大規模セットアップ） 約 570 メガバイト 

-m （中規模セットアップ） 約 200 メガバイト 

-s （小規模セットアップ） 約 120 メガバイト 

出力されるアンロードログファイルのサイズは組み込みDBの停止や再開始を実行することで，異なる場

合があります。また，出力される時期についても，組み込みDBの停止や再開始，スケジューラーデータ

ベースの更新頻度によって変わってきます。 

これらの点を考慮した，バックアップの取得期間，運用方法，障害発生時の回復方法を以降に説明しま

す。 

(2)(2)(2)(2)    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB ののののバックアップバックアップバックアップバックアップのののの取得取得取得取得間間間間隔隔隔隔 

バックアップを取得する間隔は 1日 1回程度で，深夜帯などスケジューラーデータベースへの更新頻度

が少ない時間帯にバックアップを取得することをお勧めします。 

バックアップの取得には，ajsembdbbackupスクリプトを使用します。ajsembdbbackupスクリプトをJP1/AJS2

のジョブとして定義し，スケジューリングすることで，少ない負担でバックアップを習得することができます。

ajsembdbbackup スクリプトについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリ

ファレンス 1. コマンド ajsembdbbackup」を参照してください。 

バックアップの取得時期の例を次に図に示します。 

図図図図 3333----39393939    ババババックックックックアアアアップップップップ取得取得取得取得時時時時期期期期のののの例例例例 

 

バックアップの取得に成功した場合，以前のアンロードログファイルは不要になります。アンロードログフ

ァイルでディスク容量がいっぱいになることを回避するために，バックアップ取得後，それまで取得してき

たアンロードログファイルを削除してください。 
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(3)(3)(3)(3)    運用方法運用方法運用方法運用方法（（（（アンロードログファイルアンロードログファイルアンロードログファイルアンロードログファイルととととバックアップバックアップバックアップバックアップをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合）））） 

障害発生時にアンロードログファイルとバックアップを使用して回復するための運用方法を次に示しま

す。 

(a)(a)(a)(a)    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB のののの環境環境環境環境をををを構構構構築築築築するするするする 

スケジューラーサービスのデータベースを組み込みDBにする必要があります。構築手順を次に示しま

す。 

1. 組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB ををををインストールインストールインストールインストールするするするする。。。。  

2. 次次次次にににに示示示示すすすすスクリプトスクリプトスクリプトスクリプトをををを実行実行実行実行してしてしてして，，，，組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBサーサーサーサーババババをををを構築構築構築構築しししし，，，，JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 用用用用のののの領域領域領域領域をををを作作作作

成成成成するするするする。。。。 

3.   

4. ajsembdbbuild -bl アアアアンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイル作作作作成成成成デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ -br 

  

ただし，-br オプションを指定してログを二重化すると，ログ領域が 2倍必要になります。 

ログを二重化するための領域を確保できない場合は，-br オプションではなく，-bsオプシ

ョンを指定してください。使用する領域は通常のセットアップと同じですが，ログが一つに

なるため，信頼性が低下します。 

また，ログを二重化する場合，ajsembdbbuild スクリプトの-dおよび-aオプションの指定方

法が異なります。オプションの詳細は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 セットアップガイド 20. セットアップ時に使用するコマンド ajsembdbbuild」を参

照してください。 

ログ領域，データ格納領域，アンロードログファイル格納領域は，ディスク障害が発生した

場合に備えて，それぞれ別のボリュームに格納することをお勧めします。 

セットアップに必要な容量を，次の表に示します。 

表表表表 3333----23232323    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBののののセットセットセットセットアアアアップップップップをするときにをするときにをするときにをするときに必要必要必要必要となるとなるとなるとなるデデデディィィィスクスクスクスク容容容容量量量量 

セットセットセットセットアアアアップップップップ時時時時のののの規規規規模模模模    

（（（（aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbubbubbubbuiiiilllldddd スクリプトスクリプトスクリプトスクリプトののののオオオオ

ププププシシシションョンョンョン））））    

データベースデータベースデータベースデータベース格納格納格納格納

領域領域領域領域    

ログログログログ領域領域領域領域    ワワワワークークークーク領域領域領域領域    

-l （大規模セットアップ） 約 1,600 メガバイト 約 3,402 メガバイト 約 40 メガバイト 

-m （中規模セットアップ） 約 800 メガバイト 約 1,200 メガバイト 約 40 メガバイト 

-s （小規模セットアップ） 約 300 メガバイト 約 702 メガバイト 約 40 メガバイト 

また，組み込みDBのシステムログを二重化する場合，約 20 メガバイトのメモリー所要量が増加し

ます。 

5. スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビススススののののデータベースデータベースデータベースデータベースをををを ISAMISAMISAMISAM かかかからららら組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBにににに移移移移行行行行するするするする。。。。 

次に示すスクリプトを実行してください。 

6.   
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7. ajsembdbsetup 

  

スケジューラーサービスのデータベースに，ISAM 以外のデータベースを使用している場

合は，一度 ISAM に変更してからスクリプトを実行してください。 

スケジューラーデータベースを変更する場合は,「15.14.2 スケジューラーデータベースで

使用する DBMS を変更する」を参照してください。 

また，一度組み込みDBでセットアップを行っている環境を再構築する場合は,マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 5.1.2 組み込みDB環境

の再セットアップ」を参照してください。 

ajsembdbsetup スクリプトのオプションの詳細は，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 20. セットアップ時に使用するコマンド 

ajsembdbsetup」を参照してください。 

(b)(b)(b)(b)    バックアップバックアップバックアップバックアップをををを取得取得取得取得するするするする 

障害に備えてバックアップを取得します。JP1/AJS2 に障害が発生するときに備えて，JP1/AJS2 のバック

アップを取得する場合は，組み込みDBのバックアップもあわせて取得してください。 

バックアップは定期的に取得してください。バックアップの取得時期については，「(2) 組み込みDBのバ

ックアップの取得間隔」を参照してください。 

JP1/AJS2 と同期を取ってバックアップを取得する場合と，スケジューラーサービス稼働中に定期的にバ

ックアップを取得する場合で，バックアップの取得方法が異なります。それぞれのバックアップの取得方

法を次に示します。 

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 とととと同期同期同期同期をををを取取取取っっっっててててババババックックックックアアアアップップップップをををを取得取得取得取得するするするする場合場合場合場合  

バックアップを取得する組み込みDBをスケジューラーデータベースとして使用しているスケジュー

ラーサービスを停止させてください。また，該当するスケジューラーサービスに対して JP1/AJS2 の

コマンド，JP1/AJS2 - View または JP1/AJS2 の連携製品からジョブネットワーク要素の参照および

更新を行っていないことを確認し，ajsembdbbackup スクリプトを実行して組み込みDBのバックアッ

プを取得します。  

  

ajsembdbbackup 

  

バックアップを取得するときにスケジューラーサービスが稼働中であったり，ジョブネットワーク要素

の参照および更新を行っていたりすると，ajsembdbbackup スクリプトがエラーになる場合がありま

す。  

  

この方法で取得したバックアップは，JP1/AJS2 のバックアップと一緒に保管することをお勧めしま
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す。  

スケスケスケスケジュージュージュージューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス稼働稼働稼働稼働中中中中にににに定定定定期期期期的的的的ににににババババックックックックアアアアップップップップをををを取得取得取得取得するするするする場合場合場合場合  

ajsembdbbackupスクリプトに-sオプションを指定して実行し，組み込みDBのバックアップを取得し

ます。  

  

ajsembdbbackup -s 

  

  

ajsembdbbackup スクリプトにはバックアップの取得方法に関係なく，上記で示すオプション以外にも必要

なオプションがあります。 

ajsembdbbackup スクリプトのオプションの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 コマンドリファレンス 1. コマンド ajsembdbbackup」を参照してください。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• この運用（回復時にアンロードログを使用する運用）では，バックアップを取得する場合は，

ajsembdbbuildスクリプトで組み込みDBの環境を構築するときに，-bs または-brオプションと共に

-bl オプションを指定しておく必要があります。  

• スケジューラーサービス稼働中に取得した（ajsembdbbackup スクリプトに-sオプションを指定して

取得した）バックアップの場合，回復を行うときにバックアップ時点以降のアンロードログが必要で

す。 

保存しておいたアンロードログファイルを誤って削除するなど，アンロードログを失った場合には，

該当するバックアップを使用した回復はできなくなるため注意してください。 

• スケジューラーサービス停止中に取得した（ajsembdbbackup スクリプトに-sオプションを指定しな

いで取得した）バックアップの場合は，バックアップ時点以降のアンロードログを使用しなくても回

復を行うことはできますが，バックアップ時点への回復だけとなり，バックアップ時点以降のデータ

ベース更新情報を回復することはできないため注意してください。 

バックアップファイルの保管の考え方について次の図に示します。 
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図図図図 3333----40404040    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBののののババババックックックックアアアアップファイルップファイルップファイルップファイルのののの保保保保管管管管のののの考考考考ええええ方方方方 

 

(c)(c)(c)(c)    業務業務業務業務をををを開始開始開始開始するするするする 

バックアップの取得に成功したら，通常どおり運用してください。運用開始後は，定期的にバックアップを

取得してください。 

バックアップを取得した時点で，前回のバックアップファイルと，前回バックアップ時から今回バックアップ

を取得するまでに出力されたアンロードログファイルは不要です。必要に応じて削除してください。 

注意  

アンロードログファイルは削除されないかぎり消えません。放置しておくと無限に増加し，

ディスク容量を圧迫する原因になります。アンロードログファイルを格納するための必要な

容量は，表 3-22 を参照して算出してください。  

(4)(4)(4)(4)    障害発生障害発生障害発生障害発生時時時時のののの組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB のののの回回回回復手復手復手復手順順順順 

障害の発生パターンと，そのパターンごとの回復手順を次に示します。 

(a)(a)(a)(a)    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB 運用運用運用運用ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリにににに障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合 

1. 障害障害障害障害をををを取取取取りりりり除除除除くくくく。。。。  
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2. 組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB をををを上上上上書書書書ききききインストールインストールインストールインストールするするするする。。。。 

UNIX ホストの場合は，手順 3 に進んでください。Windowsホストの場合は，手順 4 に進ん

でください。 

3. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbubbubbubbuiiiilllld d d d ----rsrsrsrs ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。  

4. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbstartstartstartstart ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

組み込みDBが起動されます。 

(b)(b)(b)(b)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーデータベースーラーデータベースーラーデータベースーラーデータベースにににに障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合 

1. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbopopopopllllogogogog ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行しししし，，，，障害障害障害障害発生時発生時発生時発生時ののののアアアアンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルをををを取得取得取得取得するするするする。。。。  

2. aaaajjjjsstopsstopsstopsstop ココココママママンドンドンドンドでででで組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB ををををスケジュースケジュースケジュースケジューララララーデータベースーデータベースーデータベースーデータベースにににに指指指指定定定定しているしているしているしているスケジュースケジュースケジュースケジュー

ララララーサーーサーーサーーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする。。。。  

3. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbubububunsetnsetnsetnset ココココママママンドンドンドンドでででで組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB 環境環境環境環境をををを削除削除削除削除するするするする。。。。  

4. 障害障害障害障害をををを取取取取りりりり除除除除くくくく。。。。  

5. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbubbubbubbuiiiilllldddd

※※※※
ココココママママンドンドンドンドでででで組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBのののの環境環境環境環境をををを再構築再構築再構築再構築するするするする。。。。  

6. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbrstrrstrrstrrstr ココココママママンドンドンドンドででででババババックックックックアアアアップップップップととととアアアアンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルンロードログファイルかかかかららららデータデータデータデータをををを回回回回復復復復するするするする。。。。  

7. aaaajjjjsstartsstartsstartsstart ココココママママンドンドンドンドでででで組組組組みみみみ込込込込みみみみDBDBDBDBををををスケジュースケジュースケジュースケジューララララーデータベースーデータベースーデータベースーデータベースにににに指指指指定定定定しているしているしているしているスケジュースケジュースケジュースケジュー

ララララーサーーサーーサーーサービビビビススススをををを起動起動起動起動するするするする。。。。  

8. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbbbbbaaaackuckuckuckupppp ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行しししし，，，，ババババックックックックアアアアップップップップをををを取得取得取得取得するするするする。。。。  

注※  

組み込みDBの環境を再構築する場合，スケジューラーサービスを一度 ISAM で再セットアップす

る必要があります。  

ajsembdboplog，ajsembdbrstr，ajsembdbbackup コマンドについてはマニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 コマンドリファレンス 1. コマンド」を，ajsembdbbuild，ajsembdbunsetコマンドにつ

いてはマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 20. セットアップ時に

使用するコマンド」を参照してください。 

(c)(c)(c)(c)    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB ののののシステムログシステムログシステムログシステムログにににに障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合（（（（二重二重二重二重化化化化しているうちのしているうちのしているうちのしているうちの片片片片方方方方にににに障害障害障害障害

がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合）））） 

組み込みDBのシステムログに障害が発生した場合，(b)と同様に組み込みDBの再構築を行うことをお

勧めします。 

1. 障害障害障害障害をををを取取取取りりりり除除除除くくくく。。。。  

2. pdpdpdpdllllogogogogclclclclssss

※1※1※1※1
でででで障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした側側側側ののののログログログログすすすすべべべべてのてのてのてのログファイルログファイルログファイルログファイルををををクロークロークロークローズズズズ状状状状態態態態にするにするにするにする。。。。

※2※2※2※2
 

3. （例） 

4. pdlogcls -d sys -g log1 -b

※3
 

pdlogcls -d spd -g log1 -b 

5. ログログログログ領域領域領域領域をををを再作再作再作再作成成成成するするするする。。。。

※4※4※4※4
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6. pdpdpdpdllllogopenogopenogopenogopen

※1※1※1※1
ででででログファイルログファイルログファイルログファイルををををオオオオープンープンープンープンするするするする。。。。 

7. 例 

8. pdlogopen -d sys -g log1 -b

※3
 

pdlogopen -d spd -g log1 -b 

これらの操作はスケジューラーサービス起動時に操作することができます。 

二重化しているログのうち，片方に障害が発生しても運用に問題はありません。しかし，残りのログに障

害が発生した場合，障害発生時までの状態に回復できなくなるため，障害発生時は速やかに回復する

ようにしてください。 

注※1  

組み込みDBのコマンドを実行するには，環境変数の設定が必要となります。  

注※2  

ログを二重化している場合，障害の発生した系についてログをクローズする必要があります。  

なお，コマンド実行時は，障害の発生した系のロググループのファイルだけを対象としたコマンドラインを

実行してください。記述してあるすべてのコマンドラインを実行すると，問題の発生していないファイルや，

現在使用しているログファイルを壊してしまうおそれがあります。実行するコマンドの詳細は，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス 1. コマンド」を参照ください。  

注※3  

-g に指定するロググループについては，ajsembdbstatus コマンドで確認してください。  

注※4  

ログ領域を再作成するには，組み込みDBのコマンドを使用する必要があります。コマンドラインを次に

説明します。指定するパスを環境に合わせて修正し，実行してください。  

実行するコマンドラインは，問題の発生している領域のものだけを実行してください。次に示すコマンドラ

インをすべて実行してしまうと，障害の発生していないログ領域も初期化してしまいます。  

ログ再作成時のコマンドライン中の文字列に入る値を次の表に示します。コマンドライン中の文字列

（AAA または BBBの個所）は読み替えてください。  

表表表表 3333----24242424    ログログログログ再作再作再作再作成成成成時時時時ののののココココママママンドンドンドンドララララインインインインにににに入入入入力力力力するするするする規規規規模模模模ごとのごとのごとのごとの可可可可変値変値変値変値 

文字列文字列文字列文字列    小小小小規規規規模模模模    中規中規中規中規模模模模    大大大大規規規規模模模模    

AAA 117 200 567 

BBB 28,400 49,660 143,600 

      

●●●●ココココママママンドンドンドンドララララインインインイン（（（（WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合））））  

  

ajsembdbbuild -dでシステムログ領域ディレクトリ名称 1 に指定した領域 

  

・・・・領域領域領域領域作作作作成成成成 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys011" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys012" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys013" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys014" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys015" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys016" 
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・・・・領域初期領域初期領域初期領域初期化化化化 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys011\utsts1a" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys012\utsts2a" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys013\utsts3a" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys011\sts1a" -l 4096 -c 800 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys012\sts2a" -l 4096 -c 800 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys013\sts3a" -l 4096 -c 800 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys011\log1" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys012\log2" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys013\log3" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys014\log4" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys015\log5" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys016\log6" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys014\spd1" -n 110 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys015\spd2" -n 110 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111\ajssys016\spd3" -n 110 

  

ajsembdbbuild -dでシステムログ領域ディレクトリ名称 2 に指定した領域 

  

・・・・領域領域領域領域作作作作成成成成 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys017" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys018" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys019" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys020" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys021" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys022" 

  

・・・・領域初期領域初期領域初期領域初期化化化化 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys017\utsts1b" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys018\utsts2b" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys019\utsts3b" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys017\sts1b" -l 4096 -c 800 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys018\sts2b" -l 4096 -c 800 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys019\sts3b" -l 4096 -c 800 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys017\log1" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys018\log2" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys019\log3" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys020\log4" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys021\log5" -n BBBBBBBBBBBB 
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pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys022\log6" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys020\spd1" -n 110 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムロロロロググググ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys021\spd2" -n 110 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222\ajssys022\spd3" -n 110 

  

●●●●ココココママママンドンドンドンドララララインインインイン（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合））））  

  

ajsembdbbuild -dでシステムログ領域ディレクトリ名称 1 に指定した領域 

  

・・・・領域領域領域領域作作作作成成成成 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys011" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys012" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys013" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys014" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys015" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys016" 

  

・・・・領域初期領域初期領域初期領域初期化化化化 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys011/utsts1a" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys012/utsts2a" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys013/utsts3a" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys011/sts1a" -l 4096 -c 800 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys012/sts2a" -l 4096 -c 800 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys013/sts3a" -l 4096 -c 800 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys011/log1" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys012/log2" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys013/log3" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys014/log4" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys015/log5" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys016/log6" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys014/spd1" -n 110 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys015/spd2" -n 110 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 1111/ajssys016/spd3" -n 110 

  

ajsembdbbuild -dでシステムログ領域ディレクトリ名称 2 に指定した領域 

  

・・・・領域領域領域領域作作作作成成成成 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys017" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys018" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys019" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys020" 
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pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトレクトレクトレクトリリリリ名名名名称称称称 2222/ajssys021" 

pdfmkfs -r -n AAAAAAAAAAAA -l 10 -e 1 -k SYS -i "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys022" 

  

・・・・領域初期領域初期領域初期領域初期化化化化 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys017/utsts1b" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys018/utsts2b" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -u unt1 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys019/utsts3b" -l 4096 -c 32 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys017/sts1b" -l 4096 -c 800 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys018/sts2b" -l 4096 -c 800 

pdstsinit -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys019/sts3b" -l 4096 -c 800 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys017/log1" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys018/log2" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys019/log3" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys020/log4" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys021/log5" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d sys -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys022/log6" -n BBBBBBBBBBBB 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys020/spd1" -n 110 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys021/spd2" -n 110 

pdloginit -d spd -s ajs2 -f "シシシシスススステムテムテムテムログログログログ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称 2222/ajssys022/spd3" -n 110 

((((dddd))))    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 とととと組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB にににに同時同時同時同時にににに障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合 

1. 障害障害障害障害をををを取取取取りりりり除除除除くくくく。。。。  

2. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ををををババババックックックックアアアアップップップップかかかかららららリカリカリカリカババババリーリーリーリーするするするする。。。。  

3. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbubbubbubbuiiiilllldddd ココココママママンドンドンドンドでででで組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB をををを再構築再構築再構築再構築するするするする。。。。  

4. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbbbbbaaaackuckuckuckupppp ココココママママンドンドンドンドでででで取得取得取得取得したしたしたしたババババックックックックアアアアップップップップをををを使使使使っっっってててて aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbrstrrstrrstrrstr ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行すすすす

るるるる。。。。 

ajsembdbrstr コマンドについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

コマンドリファレンス 1. コマンド ajsembdbrstr」を参照してください。 

5. 組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB ををををスケジュースケジュースケジュースケジューララララーデータベースーデータベースーデータベースーデータベースにににに指指指指定定定定しているしているしているしているスケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビススススをををを起起起起

動動動動するするするする。。。。  

以上の手順を実施することで，JP1/AJS2 と組み込みDBで同期を取ってバックアップを取得した時点の

状態まで回復することができます。JP1/AJS2 をリカバリーするときには，スケジューラーデータベースの

回復に関する処理を実施する必要はありません。 

(e)(e)(e)(e)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 にににに障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合 

1. 障害障害障害障害をををを取取取取りりりり除除除除くくくく。。。。  

2. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ををををババババックックックックアアアアップップップップかかかかららららリカリカリカリカババババリーリーリーリーするするするする。。。。  



 151

3. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbbbbbaaaackuckuckuckupppp ココココママママンドンドンドンドでででで取得取得取得取得したしたしたしたババババックックックックアアアアップップップップをををを使使使使っっっってててて aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbrstrrstrrstrrstr ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行すすすす

るるるる。。。。 

ajsembdbrstr コマンドについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

コマンドリファレンス 1. コマンド ajsembdbrstr」を参照してください。 

以上の手順を実施することで，JP1/AJS2 と組み込みDBで同期を取ってバックアップを取得した時点の

状態まで回復することができます。JP1/AJS2 をリカバリーするときには，スケジューラーデータベースの

回復に関する処理を実施する必要はありません。 

3.5.63.5.63.5.63.5.6    システムログシステムログシステムログシステムログととととバックアップバックアップバックアップバックアップをををを使用使用使用使用したしたしたした回復回復回復回復のののの運用方法運用方法運用方法運用方法    

アンロードログファイルとバックアップを定期的に取得する運用では，バックアップを取得する間隔によっ

て，アンロードログファイルの数が増大しディスク容量を圧迫してしまうことがあります。また，回復するとき

には，取得したアンロードログファイルの中のどのファイルで回復するのかを特定する手間が発生してし

まいます。 

ここでは，アンロードログファイルを取得しないで，システムログとバックアップを使用した回復の運用方

法について説明します。運用方法と障害発生時の回復方法の概要を次の図に示します。 
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図図図図 3333----41414141    シシシシスススステムテムテムテムログログログログととととババババックックックックアアアアップップップップをををを使用使用使用使用したしたしたした運用方法運用方法運用方法運用方法とととと回回回回復復復復方法方法方法方法のののの概概概概要要要要 

 

    

(1)(1)(1)(1)    運用方法運用方法運用方法運用方法（（（（システムログシステムログシステムログシステムログととととバックアップバックアップバックアップバックアップをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合）））） 

障害発生時にシステムログとバックアップを使用して回復するための運用方法を次に示します。 

(a)(a)(a)(a)    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB のののの環境環境環境環境をををを構構構構築築築築するするするする 

スケジューラーサービスのデータベースを組み込みDBにする必要があります。構築手順を次に示しま

す。 

1. 組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB ををををインストールインストールインストールインストールするするするする。。。。  

2. 次次次次にににに示示示示すすすすスクリプトスクリプトスクリプトスクリプトをををを実行実行実行実行してしてしてして，，，，組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBササササーーーーババババをををを構築構築構築構築しししし，，，，JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 用用用用のののの領域領域領域領域をををを作作作作

成成成成するするするする。。。。 

3.   

4. ajsembdbbuild -br 

  

ただし，-br オプションを指定してログを二重化すると，ログ領域が 2倍必要になります。 

ログを二重化するための領域を確保できない場合は，-br オプションではなく，-bsオプシ

ョンを指定してください。使用する領域は通常のセットアップと同じですが，ログが一つに

なるため，信頼性が低下します。 

また，ログを二重化する場合，ajsembdbbuild スクリプトの-dおよび-aオプションの指定方

法が異なります。オプションの詳細は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 
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System 2 セットアップガイド 20. セットアップ時に使用するコマンド ajsembdbbuild」を参

照してください。 

ログ領域，およびデータ格納領域は，ディスク障害が発生したときに備えて，それぞれ別

のボリュームに格納することをお勧めします。 

セットアップに必要な容量については，表 3-23 を参照してください。 

5. スケジュースケジュースケジュースケジューララララーデータベースーデータベースーデータベースーデータベースにににに ISAMISAMISAMISAM をををを使用使用使用使用しているしているしているしている場合場合場合場合，，，，aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbsetsetsetsetuuuupppp スクリプトスクリプトスクリプトスクリプトをををを実実実実

行行行行するするするする。。。。 

既存の ISAM データベースを組み込みDBに移行します。スケジューラーデータベースに

ISAM を使用していない場合は，ajsembdbsetup スクリプトを実行する必要はありません。 

ajsembdbbuildおよび ajsembdbsetup スクリプトのオプションの詳細は，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 20. セットアップ時に使用

するコマンド」を参照してください。 

(b)(b)(b)(b)    バックアップバックアップバックアップバックアップをををを取得取得取得取得するするするする 

障害に備えてバックアップを取得します。JP1/AJS2 に障害が発生するときに備えて，JP1/AJS2 のバック

アップを取得する場合は，組み込みDBのバックアップもあわせて取得してください。 

バックアップは定期的に取得してください。バックアップの取得時期については，「3.5.5(2) 組み込みDB

のバックアップの取得間隔」を参照してください。 

JP1/AJS2 と同期を取ってバックアップを取得する場合と，スケジューラーサービス稼働中に定期的にバ

ックアップを取得する場合で，バックアップの取得方法が異なります。それぞれのバックアップの取得方

法を次に示します。 

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 とととと同期同期同期同期をををを取取取取っっっっててててババババックックックックアアアアップップップップをををを取得取得取得取得するするするする場合場合場合場合  

バックアップを取得する組み込みDBをスケジューラーデータベースとして使用しているスケジュー

ラーサービスを停止させてください。また，該当するスケジューラーサービスに対して JP1/AJS2 の

コマンド，JP1/AJS2 - View または JP1/AJS2 の連携製品からジョブネットワーク要素の参照および

更新を行っていないことを確認し，ajsembdbbackup スクリプトに-zオプションを指定して実行して，

組み込みDBのバックアップを取得します。  

  

ajsembdbbackup -z 

  

バックアップを取得するときにスケジューラーサービスが稼働中であったり，ジョブネットワーク要素

の参照および更新を行っていたりすると，ajsembdbbackup スクリプトがエラーになる場合がありま

す。  

  

この方法で取得したバックアップは，JP1/AJS2 のバックアップと一緒に保管することをお勧めしま

す。  
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スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス稼働稼働稼働稼働中中中中にににに定定定定期期期期的的的的ににににババババックックックックアアアアップップップップをををを取得取得取得取得するするするする場合場合場合場合  

ajsembdbbackup スクリプトに-s および-zオプションを指定して実行し，組み込みDBのバックアッ

プを取得します。  

  

ajsembdbbackup -s -z 

  

  

ajsembdbbackup スクリプトにはバックアップの取得方法に関係なく，上記で示すオプション以外にも必要

なオプションがあります。 

ajsembdbbackup スクリプトのオプションの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 コマンドリファレンス 1. コマンド ajsembdbbackup」を参照してください。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• この運用（回復時にシステムログを使用する運用）では，バックアップを取得する場合，

ajsembdbbuild スクリプトで組み込みDBの環境を構築するときに，-bs または-br オプションを指

定しておく必要があります。  

• この運用（回復時にシステムログを使用する運用）を行う場合には，アンロードログファイルは作成

されません。データベースの回復を行う場合は，システムログとバックアップを使用して回復を行

います。  

• スケジューラーサービス稼働中に取得した（ajsembdbbackup スクリプトに-sオプションを指定して

取得した）バックアップの場合，回復を行うときにバックアップ時点以降のシステムログが必要で

す。 

システムログファイルに障害等が発生し，システムログが読み込めない場合には，該当するバック

アップを使用した回復はできなくなるため注意してください。 

• スケジューラーサービス停止中に取得した（ajsembdbbackup スクリプトに-sオプションを指定しな

いで取得した）バックアップの場合は，バックアップ時点以降のシステムログを使用しなくても回復

を行うことはできますが，バックアップ時点への回復だけとなり，バックアップ時点以降のデータベ

ース更新情報を回復することはできないため注意してください。 

(c)(c)(c)(c)    業務業務業務業務をををを開始開始開始開始するするするする 

バックアップの取得に成功したら，通常どおり運用してください。運用開始後は，定期的にバックアップを

取得してください。 

(2)(2)(2)(2)    障害発生障害発生障害発生障害発生時時時時のののの組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB のののの回回回回復手復手復手復手順順順順 

障害の発生パターンと，そのパターンごとの回復手順を次に示します。 

(a)(a)(a)(a)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーデータベースーラーデータベースーラーデータベースーラーデータベースにににに障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合 
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1. aaaajjjjsstopsstopsstopsstop ココココママママンドンドンドンドでででで組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB ををををスケジュースケジュースケジュースケジューララララーデータベースーデータベースーデータベースーデータベースにににに指指指指定定定定しているしているしているしているスケジュースケジュースケジュースケジュー

ララララーサーーサーーサーーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする。。。。  

2. 障害障害障害障害をををを取取取取りりりり除除除除くくくく。。。。  

3. データベースデータベースデータベースデータベース格納領域格納領域格納領域格納領域をををを再作再作再作再作成成成成するするするする。。。。

※1※1※1※1
  

4. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbstartstartstartstart ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。

※2※2※2※2
 

組み込みDBが起動されます。 

5. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbrstrrstrrstrrstr スクリプトスクリプトスクリプトスクリプトをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

ajsembdbrstrスクリプトについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

コマンドリファレンス 1. コマンド ajsembdbrstr」を参照してください。 

6. aaaajjjjsstartsstartsstartsstart ココココママママンドンドンドンドでででで組組組組みみみみ込込込込みみみみDBDBDBDBををををスケジュースケジュースケジュースケジューララララーデータベースーデータベースーデータベースーデータベースにににに指指指指定定定定しているしているしているしているスケジュースケジュースケジュースケジュー

ララララーサーーサーーサーーサービビビビススススをををを起動起動起動起動するするするする。。。。  

7. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbbbbbaaaackuckuckuckupppp スクリプトスクリプトスクリプトスクリプトにににに----ssssオオオオププププシシシションョンョンョンをををを指指指指定定定定してしてしてして実行実行実行実行しししし，，，，ババババックックックックアアアアップップップップをををを取得取得取得取得するするするする。。。。  

注※1  

データベース領域を再作成するには，組み込みDBのコマンドを使用する必要があります。コマン

ドラインを次に説明します。指定するパスを環境に合わせて修正し，実行してください。  

ログ再作成時のコマンドライン中の文字列に入る値を次の表に示します。コマンドライン中の文字

列（CCCの個所）は読み替えてください。  

表表表表 3333----25252525    ログログログログ再作再作再作再作成成成成時時時時ののののココココママママンドンドンドンドララララインインインインにににに入入入入力力力力するするするする規規規規模模模模ごとのごとのごとのごとの可可可可変値変値変値変値 

文字列文字列文字列文字列    小小小小規規規規模模模模    中規中規中規中規模模模模    大大大大規規規規模模模模    

CCC 250 750 1,550 

      

●●●●ココココママママンドンドンドンドララララインインインイン  

  

pdfmkfs -r -n 10 -l 20 -e 1 -k DB -i "デデデデータータータータ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称\ajssys02"  

pdfmkfs -r -n 40 -l 40 -e 255 -k WORK -i "データデータデータデータ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称\ajssys03" 

pdfmkfs -r -n CCCCCCCCCCCC -l 20 -e 1 -k DB -i "データデータデータデータ領域領域領域領域デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ名名名名称称称称\ajssys04"  

注※2  

ajsembdbstart コマンドを実行すると，「KFPS05201-Q Dictionary not initialized: enter pdinit 

command」というメッセージが出力されます。このメッセージが出力されたら，別ウィンドウから次に

示すコマンドを実行してください。  

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合  

pdinit -d 組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB運用運用運用運用デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ\conf\mkinit  

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合  

pdinit -d 組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB運用運用運用運用デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ/conf/mkinit  

(b)(b)(b)(b)    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB 運用運用運用運用ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリにににに障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合 

1. 障害障害障害障害をををを取取取取りりりり除除除除くくくく。。。。  
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2. 組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB をををを上上上上書書書書ききききインストールインストールインストールインストールするするするする。。。。 

UNIX ホストの場合は，手順 3 に進んでください。Windowsホストの場合は，手順 4 に進ん

でください。 

3. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbubbubbubbuiiiilllld d d d ----rsrsrsrs をををを実行実行実行実行するするするする。。。。  

4. aaaajjjjsemsemsemsembbbbddddbbbbstartstartstartstart ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

組み込みDBが起動されます。 

(c)(c)(c)(c)    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DDDDBBBB ののののシステムログシステムログシステムログシステムログにににに障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合（（（（二重二重二重二重化化化化しているうちのしているうちのしているうちのしているうちの片片片片方方方方にににに障害障害障害障害

がががが発生発生発生発生したしたしたした場合場合場合場合）））） 

組み込みDBのシステムログに障害が発生した場合，(b)と同様に組み込みDBの再構築を行うことをお

勧めします。 

1. 障害障害障害障害をををを取取取取りりりり除除除除くくくく。。。。  

2. pdpdpdpdllllogogogogclclclclssss

※1※1※1※1
でででで障害障害障害障害がががが発生発生発生発生したしたしたした側側側側ののののログログログログすすすすべべべべてのてのてのてのログファイルログファイルログファイルログファイルををををクロークロークロークローズズズズ状状状状態態態態にするにするにするにする。。。。

※2※2※2※2
 

3. 例 

4. pdlogcls -d sys -g log1 -b

※3
 

pdlogcls -d spd -g log1 -b 

5. ログログログログ領域領域領域領域をををを再作再作再作再作成成成成するするするする。。。。

※4※4※4※4
  

6. pdpdpdpdllllogopenogopenogopenogopen

※1※1※1※1
ででででログファイルログファイルログファイルログファイルををををオオオオープンープンープンープンするするするする。。。。 

7. 例 

8. pdlogopen -d sys -g log1 -b

※3
 

pdlogopen -d spd -g log1 -b 

これらの操作はスケジューラーサービス起動時に操作することができます。 

二重化しているログのうち，片方に障害が発生しても運用に問題はありません。しかし，残りのログに障

害が発生した場合，障害発生時までの状態に回復できなくなるため，障害発生時は速やかに回復する

ようにしてください。 

注※1  

組み込みDBのコマンドを実行するには，環境変数の設定が必要となります。  

注※2  

ログを二重化している場合，障害の発生した系についてログをクローズする必要があります。  

注※3  

-g に指定するロググループについては，ajsembdbstatus コマンドで確認してください。  

注※4  

ログ領域を再作成するには，組み込みDBのコマンドを使用する必要があります。再作成するため

のコマンドラインについては，「3.5.5(4)(c) 組み込みDBのシステムログに障害が発生した場合（二

重化しているうちの片方に障害が発生した場合）」の注※2 の説明を参照してください。  
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4.4.4.4.    見積見積見積見積もりもりもりもり    

この章では，JP1/AJS2 の見積もりについて説明します。 

JP1/AJS2 を使ったシステムを実際に構築する前までに，システムリソースやカーネルパラメーターなどに

ついて，おおよその値を計算しておく必要があります。 

また，運用の途中であらかじめ算出した値を変更したい場合でも，この章で説明する内容を使って再見

積もりすることもあります。 

4.14.14.14.1    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 のののの処理性能処理性能処理性能処理性能をををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

この節では，JP1/AJS2 の処理性能の見積もりについて説明します。JP1/AJS2 を使ったシステムで，自動

化する業務をできるだけ効率良く運用できるようにするために，ここで説明する内容について見積もって

おいてください。 

4.1.14.1.14.1.14.1.1    ジョブジョブジョブジョブののののスループットスループットスループットスループット    

JP1/AJS2 がジョブ実行のプロセスを起動すると，実際にジョブが終了するまでの間は，ジョブそのものの

処理時間になるため，JP1/AJS2 の処理性能とジョブ実行の処理時間は，分けて見積もる必要がありま

す。 

JP1/AJS2 に必要な処理能力は，単位時間当たりのジョブ実行数で見積もりできます。負荷の軽い状態

で実行し，「何もしないジョブ」を多く実行させる場合が，JP1/AJS2 のピーク性能と考えることができます。

実行するジョブの数が，ピーク性能を十分に下回っていることを確認してください。 

一般に，ジョブは特定の時間帯に集中して実行することが多いので，安定した性能見積もりのためには，

最もジョブが集中する時間帯で，ピーク性能を超えないように考慮する必要があります。 

簡易的に，最も集中する時間帯には平均の 10 倍の負荷が掛かると仮定し，ピーク性能の 10分の 1程

度の範囲で利用するように見積もって運用することをお勧めします。見積もり例を次の表に示します。次

の表に示すピーク性能で，1秒当たりのジョブ実行数が 3 以上のシステムの場合，キューレスジョブの使

用を検討してください。1秒当たりのジョブ実行数が 3 以上の推奨ジョブ実行数は，キューレスジョブを使

用する場合の見積もり例です。 

なお，ピーク性能は，使用しているハードウェアなどによって変わります。 
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表表表表 4444----1111    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののジョブジョブジョブジョブののののスループットスループットスループットスループットのののの見積見積見積見積もりもりもりもり例例例例 

ピピピピークークークーク性性性性能能能能    

（（（（1111秒当秒当秒当秒当たりのたりのたりのたりのジョブジョブジョブジョブ実行数実行数実行数実行数））））    

ピピピピークークークーク性性性性能能能能    

（（（（1111 時間時間時間時間当当当当たりのたりのたりのたりの    

ジョブジョブジョブジョブ実行数実行数実行数実行数））））    

運用時間運用時間運用時間運用時間をををを 12121212 時間時間時間時間としたとしたとしたとした場合場合場合場合のののの    

1111日当日当日当日当たりのたりのたりのたりの    

推奨推奨推奨推奨ジョブジョブジョブジョブ実行数実行数実行数実行数    

0.5 1,800 2,160 

1.0 3,600 4,320 

2.0 7,200 8,640 

3.0 10,800 12,960 

4.0 14,400 17,280 

5.0 18,000 21,600 

また，JP1/AJS2 - Manager ホストでの JP1/AJS2 の処理能力を最大限に生かすために，ジョブの実行先

を複数の JP1/AJS2 - Agent に分散させる構成を推奨します。さらに，JP1/AJS2 - Manager ホストに複数

の CPUが搭載されている場合，スケジューラーサービスの分割運用を推奨します。一つのスケジューラ

ーサービスによる運用では，資源の活用に限界があり，1 ジョブネット当たりのユニット数が大規模になる

傾向にあることから，ジョブネット実行登録後の実行・操作・監視処理で，処理能力を十分に発揮できな

くなります。スケジューラーサービスを分割することで，業務単位にジョブネットを分割でき，1 ジョブネット

当たりの規模も小さくなることから，一つのスケジューラーサービスでの運用に比べて一つ一つの処理を

軽くできます。このスケジューラーサービスの多重起動によって CPU資源を有効利用でき，それぞれの

スケジューラーサービスがほかのスケジューラーサービスの影響を受けることなく，独立した業務（ジョブ

ネットおよびジョブ）の並行実行ができるようになります。そのため，処理性能を重視するシステムでは，

目安として，実行登録するジョブネットの数が 4,000個以内になるように，スケジューラーサービスの分割

を検討してください。 

このように，JP1/AJS2 - Manager と複数の JP1/AJS2 - Agent でシステム構成してジョブの実行先を分散

させ，スケジューラーサービスの多重起動を構成することで，JP1/AJS2 の処理能力を十分に発揮でき，

上記のジョブ実行ピーク性能を数倍に向上できます。 

なお，CPUが一つしか搭載されていないマシンの場合でも，CPU処理能力の範囲で有効と考えられる

ケースがあるので，上記のシステム構成の検討をお勧めします。 

4.1.24.1.24.1.24.1.2    JP1/AJP1/AJP1/AJP1/AJS2 JS2 JS2 JS2 ---- View View View View ののののレスポンスレスポンスレスポンスレスポンス    

JP1/AJS2 - Viewを使う場合，JP1/AJS2 - Managerからの応答時間は，次の式で近似値を算出できま

す。 

レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス時間時間時間時間=  

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager でのでのでのでの処理時間処理時間処理時間処理時間  

+ データデータデータデータ転送転送転送転送時間時間時間時間  

+ 描描描描画時間画時間画時間画時間  
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(1)(1)(1)(1)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager でのでのでのでの処理時間処理時間処理時間処理時間 

JP1/AJS2 - Managerをインストールしたマシンの処理性能が低い場合は，JP1/AJS2 - Managerの処理

時間が長くなります。JP1/AJS2 - Managerでの処理を次に示します。 

• 接続（ユーザー認証）  

• ユニット定義データの更新および実行予定・実行結果データの取得  

• ユニットに対する操作  

(a)(a)(a)(a)    接続接続接続接続（（（（ユーザーユーザーユーザーユーザー認証認証認証認証）））） 

JP1/AJS2 - Viewから JP1/AJS2 - Managerに接続する場合は，ユーザー認証の処理のため，認証サー

バにアクセスします。このため，認証サーバのマシンが起動していない場合や，複数の認証サーバを使

用するような運用をしている場合は，その分処理時間が長くなります。 

(b)(b)(b)(b)    ユニットユニットユニットユニット定義定義定義定義データデータデータデータのののの更更更更新新新新およびおよびおよびおよび実行実行実行実行予予予予定定定定・・・・実行実行実行実行結果結果結果結果データデータデータデータのののの取得取得取得取得 

JP1/AJS2 - Manager側の処理は，JP1/AJS2 - Viewからの要求の種類によって異なりますが，ディスクに

格納されている定義や状態を検索・参照・更新することが中心になるため，ディスク性能に影響を受ける

傾向があります。 

特に，［マンスリースケジュール］ウィンドウや［デイリースケジュール］ウィンドウで，構成要素が多く，かつ

実行世代の多いジョブネットを表示する場合や，［JP1/AJS2 - View］ウィンドウでジョブグループの状態を

表示する場合などは処理に時間が掛かります。実行計画の算出処理には，CPU性能にも影響を受けま

す。 

より安定した性能を実現するためには，ほかの業務のディスクアクセス頻度や CPU使用状況など，サー

バマシン全体の負荷を見積もる必要があります。 

(c)(c)(c)(c)    ユニットユニットユニットユニットにににに対対対対するするするする操作操作操作操作 

構成要素の多いジョブネットに対して長期間にわたる確定実行登録を行っている場合や，保存世代数

の設定が非常に大きいジョブネットに対して登録解除を行う場合など，JP1/AJS2 - Managerの処理時間

が長くなります。このような状況では，JP1/AJS2 - Viewで通信処理がタイムアウトし，「KAVV402-E 接続

先からの応答待ちにタイムアウトしました。」のメッセージが表示されることがあります。確定登録期間を短

くしたり，保存世代数を小さく設定したり，などの対策で，JP1/AJS2 - Managerの処理時間が長くならな

いように，運用の見直しを検討してください。運用の見直しができない場合は，エラーメッセージ

KAVV402-Eの対処方法に従ってタイムアウト値を変更してください。このタイムアウト値のデフォルトは

30分です。使用している環境でレスポンス時間を測定し，適切な値を見積もってください。適切なタイム

アウト値は，JP1/AJS2 - Managerの処理内容，ネットワークの状態，マシン性能によって大きく異なります。

使用している環境でレスポンス時間を測定し，適切な値を見積もってください。十分に大きな値でレスポ
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ンス時間を測定したあと，測定値以上の値をタイムアウト値として設定してください（設定する値は余裕を

持った値としてください）。 

(2)(2)(2)(2)    データデータデータデータ転送転送転送転送時間時間時間時間 

データ転送時間は，JP1/AJS2 - View と JP1/AJS2 - Manager間のネットワーク性能の影響を受けます。 

また，表示するユニットや実行世代の数が増えるに従いデータ転送時間が長くなります。使用しているネ

ットワークが低速である場合は，次のような運用を検討してください。 

• 画面を自動更新しないか，または更新間隔を長くする。  

• 一つの画面で表示される要素（ジョブやジョブネットなど）の数を少なくする。  

(3)(3)(3)(3)    描画描画描画描画時間時間時間時間 

JP1/AJS2 - Viewの表示性能は，基本的には JP1/AJS2 - View ホストのマシン性能の影響を受けます。

JP1/AJS2 - View ホストの処理速度が遅い場合，描画時間が長くなりますので，一つの画面で表示され

るユニットや実行世代の数を小さくするなどの運用を検討してください。 

特に，［マンスリースケジュール］ウィンドウや［デイリースケジュール］ウィンドウで，スケジュール設定によ

って実行世代が数万になるようなジョブネットや，数百のジョブネットを持つジョブグループを表示させる

場合，表示に時間が掛かったり，メモリーの所要量が増加したりします。このため，［マンスリースケジュー

ル］ウィンドウや［デイリースケジュール］ウィンドウを使った運用をする場合は，実行世代の少ないジョブ

ネットや，ジョブネット数の少ないジョブグループを対象として運用するように検討してください。 

4.1.34.1.34.1.34.1.3    JP1/AJS2 Console ViewJP1/AJS2 Console ViewJP1/AJS2 Console ViewJP1/AJS2 Console View ののののレスポンスレスポンスレスポンスレスポンス    

JP1/AJS2 Console Viewのレスポンス時間は，次の式で近似値を算出できます。 

レスポンスレスポンスレスポンスレスポンス時間時間時間時間====  

JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Managere Managere Managere Manager でのでのでのでの処理時間処理時間処理時間処理時間  

+ データデータデータデータ転送転送転送転送時間時間時間時間  

+ 描描描描画時間画時間画時間画時間  
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(1)(1)(1)(1)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 CCCConsoonsoonsoonsolllle Managere Managere Managere Manager でのでのでのでの処理時間処理時間処理時間処理時間 

JP1/AJS2 Console Manager として使用するマシンの処理性能が低い場合は，JP1/AJS2 Console 

Managerの処理時間が長くなります。 

JP1/AJS2 Console Managerでの処理を次に示します。 

• 接続（ユーザー認証）  

• 定義データの取得および更新  

(a)(a)(a)(a)    接続接続接続接続（（（（ユーザーユーザーユーザーユーザー認証認証認証認証）））） 

JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 Console Managerに接続する場合は，ユーザー認証の処理のた

め，認証サーバにアクセスします。 

このため，認証サーバのマシンが起動していない場合や，複数の認証サーバを使用するような運用をし

ている場合は，その分処理時間が長くなり，JP1/AJS2 Console Viewでは通信処理がタイムアウトし，エラ

ーメッセージ「KAVC4506-E 接続先からの応答待ちにタイムアウトしました。」が表示されることがありま

す。 

この認証時のタイムアウト値のデフォルトは 300 秒です。このタイムアウト値はカスタマイズできます。ただ

し，適切なタイムアウト値は，ネットワークの状態，マシン性能などによって大きく異なります。使用してい

る環境でレスポンス時間を測定し，適切な値を見積もってください。 

タイムアウト値のカスタマイズについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作

ガイド 12.2.4 通信オプションを設定する」を参照してください。 

(b)(b)(b)(b)    定義定義定義定義データデータデータデータのののの取得取得取得取得およびおよびおよびおよび更更更更新新新新 

JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 Console Managerに定義データを取得する場合，および定義デ

ータを更新する場合，JP1/AJS2 Console Manager側の処理は，ディスクに格納されている定義を参照・

更新することが中心となるため，ディスク I/O性能に影響を受けます。 

JP1/AJS2 Console Viewで通信処理がタイムアウトした場合は，エラーメッセージ「KAVC4506-E 接続先

からの応答待ちにタイムアウトしました。」が表示されることがあります。 

この時のタイムアウト値のデフォルトは 300 秒です。このタイムアウト値はカスタマイズできます。ただし，

適切なタイムアウト値は，ネットワークの状態，マシン性能などによって大きく異なります。使用している環

境でレスポンス時間を測定し，適切な値を見積もってください。 

また，より安定した性能を実現するためには，ほかの業務のディスク I/O頻度など，サーバマシン全体の

負荷を見積もる必要があります。 



 162

タイムアウト値のカスタマイズについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作

ガイド 12.2.4 通信オプションを設定する」を参照してください。 

(2)(2)(2)(2)    データデータデータデータ転送転送転送転送時間時間時間時間 

データ転送時間は，JP1/AJS2 Console View と JP1/AJS2 Console Manager間のネットワーク性能に影響

を受けます。また，多数のオブジェクトを画面に表示している場合は，その分，画面を表示するまでの時

間が長くなります。 

(3)(3)(3)(3)    描画描画描画描画時間時間時間時間 

JP1/AJS2 Console Viewの表示性能は，基本的には JP1/AJS2 Console View ホストのマシン性能の影響

を受けます。JP1/AJS2 Console View ホストの処理速度が遅い場合，描画時間が長くなります。 

4.1.44.1.44.1.44.1.4    起動条件起動条件起動条件起動条件のののの処理性能処理性能処理性能処理性能    

JP1/AJS2 で，起動条件付きジョブネットを起動すると，エージェントマシンで，監視プロセスがイベント監

視に入ります。起動条件によるイベント監視では，監視期間内に発生したイベントをすべて検知します。 

ここでは，起動条件付きジョブネットの，イベント監視の処理性能の見積もりと，見積もりに基づいた起動

条件の設定について説明します。 

起動条件付きジョブネットの，イベント監視の処理性能は，一つのイベント監視ジョブが，1件のイベント

発生から次のイベントを処理できるようになるまでの時間で見積もれます。見積もり時間よりも短い時間内

にイベントが発生するような場合，起動条件がボトルネックとなり，ジョブネットの処理時間の低下を引き

起こすおそれがあります。イベント発生頻度が事前に予測できる場合，予測した時間よりも短い時間内に

イベントが発生しないような監視条件を設定することをお勧めします。 

また，複数のイベント監視に対して，ほぼ同時に複数のイベントが発生する場合にも，同じようにボトルネ

ックとなるおそれがあります。同時に発生するおそれのあるイベントを，起動条件で監視することは避けて

ください。 

なお，起動条件のイベント 1件当たりの処理時間は約 0.6秒ですが，使用しているハードウェアなどによ

って異なります。 

また，マネージャーホストでの単位時間当たりのイベント発生数で，マネージャーホストの起動条件につ

いての処理能力を見積もれます。マネージャーホストに通知されるイベントの発生数が，次に示す式で

算出される値を十分に下回るような運用をお勧めします。起動条件の処理性能を見積もるときの計算式

を次に示します。 

ジョブネット登録時  

イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブがががが実行実行実行実行可可可可能能能能となるとなるとなるとなる時間時間時間時間 = 起動条件中起動条件中起動条件中起動条件中ののののイベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ数数数数

※※※※
＊0.8（単位：秒）  
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注※  

同時に実行登録される起動条件付きジョブネット中のイベントジョブの総数です。  

イベント発生時  

処理処理処理処理可可可可能能能能なななな起動条件付起動条件付起動条件付起動条件付ききききジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット中中中中ののののイベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブのののの件数件数件数件数（単位：数） = 単単単単位時間位時間位時間位時間 

/ 0.6（単位：秒）  

（例：60 秒間で処理できる起動条件付きジョブネット中のイベントジョブの件数を算出する場合）  

60 / 0.6 = 100  

60 秒間に処理できる起動条件付きジョブネット中のイベントジョブの数は，100です。上記の式で

算出した値（「処理可能な起動条件付きジョブネット中のイベントジョブの件数」）が，ピーク時の性

能（イベントジョブだけを実行させる場合に処理できる数）です。  

なお，イベントの発生量は，ピーク時も含めて 1 マネージャーホスト当たり 1 時間で 1,000件以内の

発生量になるようにしてください。  

イベント順序保証オプションを指定する場合，一つの起動条件の監視間隔は理論的には，最短で

10秒間隔です（イベント処理件数の最大件数は，1 時間に 360件です）。しかし，実際にイベント順

序保証オプションを指定して運用する場合は，この値を最大の処理能力とみなさないようにするこ

とをお勧めします。使用しているシステムのイベント発生状況に依存しますが，単位時間当たりのイ

ベント処理件数は，1 時間に 180 件として見積もることをお勧めします。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

上記の計算式は，JP1/AJS2 - Managerのバージョンが 07-00以降であれば，エージェントのバー

ジョンに関係なく使用できます。また，エージェントのバージョンが 06-71 以前と 07-00以降で混在

している場合も，同様に計算式を使用できます。   
4444....1111....5555    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ使用時使用時使用時使用時にににに設定設定設定設定するするするする監視間隔監視間隔監視間隔監視間隔    

ファイル監視ジョブを使用するときに設定する，監視間隔時間の見積もりについて説明します。

JP1/AJS2 で，同時に多数のファイル監視ジョブを同じ監視間隔値で実行すると，設定した監視間隔の

時間内にすべてのジョブに対する処理が終了しない，という状態が発生します。このような状態で運用を

続けていると，ファイルの更新が設定した間隔時間ごとに正しく監視されていないため，監視対象ファイ

ルの更新からイベントの発生までに監視間隔値以上の時間が掛かるなどの現象が発生します。そのた

め，次に示す見積もり式を利用して，多数のファイル監視ジョブを実行する場合に設定する監視間隔時

間を算出してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    監視間監視間監視間監視間隔隔隔隔時間時間時間時間のののの見積見積見積見積ももももりりりり式式式式 
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次の見積もり式で値の大きい方を監視間隔の値として設定してください。 

• 見積もり式 1 = (A＊実行実行実行実行ジョブジョブジョブジョブ数数数数) + (Bのののの合計値合計値合計値合計値)  

• 見積もり式 2 = (C＊実行実行実行実行ジョブジョブジョブジョブ数数数数) + (Dのののの合計値合計値合計値合計値) + (E＊ピピピピークークークーク時時時時のののの発生発生発生発生イベントイベントイベントイベント数数数数

※
) + 

((F／ピピピピークークークーク時時時時のののの発生発生発生発生イベントイベントイベントイベント数数数数)のののの合計値合計値合計値合計値)  

注※  

ピーク時の発生イベント数とは，1 分当たりに成立するイベント数で最大のものを指します。  

  

 

表表表表 4444----2222    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ 1111 個個個個当当当当たりのたりのたりのたりの処理時間処理時間処理時間処理時間 

        監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名をををを完完完完全全全全

名名名名でででで指指指指定定定定しているしているしているしている場合場合場合場合    

監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名をををを    

「「「「****（（（（ワワワワイルドカードイルドカードイルドカードイルドカード））））」」」」でででで指指指指定定定定しているしているしているしている場合場合場合場合    

（登録時） A 約 0.1秒 B 0.1秒 + 監視ファイルが 10ファイル増えるごとに

0.2秒加算する。 

（監視中） C 約 0.02秒 D 0.02秒 + ワイルドカードに該当するファイル数が

10ファイル増えるごとに 0.2秒加算する。

※
 

（イベント

発生時） 

E 約 0.9秒 F 0.9秒 + 監視間隔以内に条件が成立する監視フ

ァイルが一つ増えるごとに 0.2秒加算する。 

注※  

ワイルドカードに該当するファイル数は，監視中で最大となるファイル数で見積もってください。  

注  

使用しているハードウェアによって値が異なる場合があります。  

(2)(2)(2)(2)    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブにににに設定設定設定設定するするするする監視間監視間監視間監視間隔隔隔隔時間時間時間時間のののの見積見積見積見積ももももりりりり例例例例 

次に示す前提条件の場合の見積もり例を次に示します。 

• 監視対象ファイル名を完全名で指定したファイル監視ジョブが 97 個ある。  

• 監視対象ファイル名を「*（ワイルドカード）」で指定したファイル監視ジョブが 3 個ある（X，Y，Z と

する）。  

• 監視対象ファイル名を完全名で指定しているファイル監視ジョブのピーク時のイベント数を 50 件

とする。  

• ジョブ Xの監視対象のディレクトリに該当するファイルが最大 35 個存在し，監視間隔以内に 20

個のイベントが成立する。  

• ジョブ Yの監視対象のディレクトリに該当するファイルが最大 5 個存在し，監視間隔以内に 2 個

のイベントが成立する。  

• ジョブ Zの監視対象のディレクトリに該当するファイルが最大 9 個存在し，監視間隔以内に 9 個の

イベントが成立する。  

見積見積見積見積もりもりもりもり式式式式 1111 のののの場合場合場合場合  
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(0.1＊97) +  

(0.1 + 0.2＊(35／10)) + (0.1 + 0.2＊(5／10)) + (0.1 + 0.2＊(9／10))＝9.7 + 0.8 + 0.2 + 0.28＝

10.98（秒）  

となり，小数点以下を切り上げて 11秒とします。  

見積見積見積見積もりもりもりもり式式式式 2222 のののの場合場合場合場合  

(0.02＊97) + (0.02 + 0.2＊(35／10)) + (0.02 + 0.2＊(5／10)) + (0.02 + 0.2＊(9／10)) + (0.9＊50) + 

(0.9 + (0.2＊20)) + (0.9 + (0.2＊2)) + (0.9 + (0.2＊9))＝1.94 + 0.72 + 0.12 + 0.2 + 45 + 4.9 + 1.3 + 

2.7＝56.88（秒）  

となり，小数点以下を切り上げて 57秒とします。  

上記の見積もり式の例では，見積もり式 2 の値の方が大きいので，57秒以上の値を監視間隔時間として

設定してください。 

4.24.24.24.2    システムシステムシステムシステム性能性能性能性能をををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

JP1/AJS2 を使用したシステムで，最適な性能を発揮できるようするには，システムを構成するネットワー

クや，メモリーやカーネルパラメーターなどのシステムリソースについて，できる限り最適な値を見積もるこ

とが重要です。この節では，JP1/AJS2 を使用する際に必要なシステム性能の見積もりについて説明しま

す。  
4.2.14.2.14.2.14.2.1    ネットワークネットワークネットワークネットワーク上上上上をををを流流流流れるれるれるれるデータデータデータデータ量量量量をををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

次のデータ量の見積もりについて説明します。 

• JP1/AJS2 - Manager と JP1/AJS2 - Agent 間  

• JP1/AJS2 - View と JP1/AJS2 - Manager間  

• JP1/AJS2 Console View と JP1/AJS2 Console Manager間  

    

(1)(1)(1)(1)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent 間間間間ののののデータデータデータデータ量量量量をををを見積見積見積見積ももももるるるる 

ジョブの実行と，実行結果の転送に関するデータについて見積もります。 

JP1/AJS2 - Manager と JP1/AJS2 - Agent 間のデータ量の見積もりを次の表に示します。なお，キューレ

スジョブを使用する場合も同様のデータ量を見積もってください 
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表表表表 4444----3333    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- M M M Manageranageranageranager とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent 間間間間ののののデータデータデータデータ量量量量のののの見積見積見積見積もりもりもりもり 

情報情報情報情報のののの種類種類種類種類    1111 ジョブジョブジョブジョブ当当当当たりのたりのたりのたりの転送転送転送転送データデータデータデータ量量量量のののの見積見積見積見積もりもりもりもり（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    

ジョブの実行要求転

送 

ジョブネットから実行する場合  

2300  

+ UNIXUNIXUNIXUNIX／／／／PCPCPCPC ジョブジョブジョブジョブ定義定義定義定義情報情報情報情報でででで定義定義定義定義したしたしたした内容内容内容内容

※1
  

+（8 ＊ 指指指指定定定定したしたしたした環境環境環境環境変数変数変数変数のののの数数数数）  

+ ユユユユニニニニットットットット完完完完全名全名全名全名長長長長 ＊ 2  

+ エエエエージージージージェェェェントホストントホストントホストントホスト名名名名サイサイサイサイズズズズ ＊ 2  

+ ママママネージネージネージネージャャャャーホストーホストーホストーホスト名名名名サイサイサイサイズズズズ ＊ 3  

+ 転送転送転送転送ファイルファイルファイルファイルののののサイサイサイサイズズズズ

※2
  

jpqjobsub コマンドから実行する場合  

2300  

+ jjjjppppqjqjqjqjoooobbbbssssubububub ココココママママンドンドンドンドのののの各各各各オオオオププププシシシションョンョンョンととととオオオオププププシシシションョンョンョンにににに指指指指定定定定したしたしたした値値値値のののの合計合計合計合計ササササ

イイイイズズズズ  

+（8 ＊ 指指指指定定定定したしたしたした環境環境環境環境変数変数変数変数のののの数数数数）  

+ エエエエージージージージェェェェントホストントホストントホストントホスト名名名名サイサイサイサイズズズズ ＊ 2  

+ ママママネージネージネージネージャャャャーホストーホストーホストーホスト名名名名サイサイサイサイズズズズ * 3  

+ 転送転送転送転送ファイルファイルファイルファイルののののサイサイサイサイズズズズ

※2
  

ジョブの結果転送 600 

+ ママママネージネージネージネージャャャャーホストーホストーホストーホスト名名名名サイサイサイサイズズズズ 

+ エエエエージージージージェェェェントホストントホストントホストントホスト名名名名サイサイサイサイズズズズ 

+ 結果結果結果結果ファイルファイルファイルファイル（（（（標準標準標準標準出力出力出力出力，，，，標準標準標準標準エラエラエラエラーーーー出力出力出力出力））））ののののサイサイサイサイズズズズ

※3
 

イベントジョブの 

実行要求転送 

最小：256 

最大：25,600 

イベントジョブの 

結果転送 

最小：512 

最大：7,168 

注※1  

UNIX／PCジョブ定義情報で定義した内容については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 コマンドリファレンス 1. コマンド ajsprint」，およびマニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 コマンドリファレンス 2.2.6 UNIX／PCジョブ定義情報の記述方法」を参照してく

ださい。  

また，該当ジョブにイベントジョブで受信した情報を引き継ぐ場合には，上記の値にマクロ変数のサイズ

を追加してください。各イベントジョブで引き継ぐ情報のサイズについては，マニュアル「JP1/Automatic 

Job Management System 2 解説 付録 A イベントジョブで引き継ぐ情報」を参照してください。  

注※2  

転送ファイルのサイズの見積もり式は次のとおりです。  

  ファイル数 

 Σ（ファイル名長＋ファイルサイズ＋（12 ＊ ファイル行数）＋100） 

  

注※3  

結果ファイルのサイズの見積もり式は次のとおりです。  

  ファイル数 

 Σ（結果ファイルサイズ＋（12 ＊ ファイル行数）＋116） 

  

また，上記以外に障害が発生しているエージェントホストを監視したり，実行登録したジョブをポーリング

監視したりする場合にも，JP1/AJS2 - ManagerとJP1/AJS2 - Agent間でデータのやり取りが発生します。
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これらの 1回のポーリング当たりのデータ量を次に示します。ただし，キューレスジョブの場合は，ポーリ

ング監視は行われません。 

表表表表 4444----4444    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent 間間間間ののののポーリングポーリングポーリングポーリング監視監視監視監視でのでのでのでのデータデータデータデータ量量量量のののの見積見積見積見積もりもりもりもり 

情報情報情報情報のののの種類種類種類種類    1111 回回回回ののののポーリングポーリングポーリングポーリング当当当当たりのたりのたりのたりの転送転送転送転送データデータデータデータ量量量量のののの    

見積見積見積見積もりもりもりもり（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    

障害中のエージェントホストの状態確認要求転送 300 

実行中ジョブの状態確認要求転送 350 + エエエエージージージージェェェェントホストントホストントホストントホスト名名名名サイサイサイサイズズズズ 

(2)(2)(2)(2)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- View View View View とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager 間間間間ののののデータデータデータデータ量量量量をををを見積見積見積見積ももももるるるる 

ジョブネットの定義などに関するデータ量を見積もります。操作のための通信などは，データサイズが比

較的小さいため，ここでは見積もりません。 

JP1/AJS2 - View と JP1/AJS2 - Manager間のデータ量の見積もりを次の表に示します。 

表表表表 4444----5555    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager 間間間間ののののデータデータデータデータ量量量量のののの見積見積見積見積もりもりもりもり 

表表表表示示示示ウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウ    転送転送転送転送データデータデータデータ量量量量のののの見積見積見積見積もりもりもりもり（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    

メイン ユユユユニニニニットットットット数数数数＊250 

ジョブネットエディタ ユユユユニニニニットットットット数数数数＊250 + 関連関連関連関連接接接接続続続続線線線線のののの数数数数＊

50 

ジョブネットモニタ ユユユユニニニニットットットット数数数数＊300 + 関連関連関連関連接接接接続続続続線線線線のののの数数数数＊

50 

デイリースケジュール，またはマンスリースケジュー

ル 

全全全全スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール数数数数

※
＊150 

注※  

ルートジョブネット下のすべてのユニットの，実行予定および実行結果の数です。  

データ量の見積もり例を次に示します。 

• 300個のユニットと 100本の関連接続線が定義されているジョブネットを，［ジョブネットモニタ］ウィ

ンドウで確認する場合 

300 ＊ 300 + 100 ＊ 50＝95,000 （単位：バイト） 

• 100個のジョブが定義されているジョブネットを 100個，毎日 1回計画実行する運用で，実行予

定・実行結果を［デイリースケジュール］ウィンドウで確認する場合 

100 ＊ 100 ＊ 150＝1,500,000 （単位：バイト） 

JP1/AJS2 - Viewは，指定された間隔で自動的に JP1/AJS2 - Managerから情報を取得します（デフォル

トは［ジョブネットモニタ］ウィンドウでは 30 秒，その他のウィンドウでは 300 秒です。30 秒から設定できま

す）。ネットワークを流れるデータ量を見積もる必要がある場合には，JP1/AJS2 - Viewの更新間隔と，そ

れぞれのウィンドウに必要なデータサイズから算出します。 

(3)(3)(3)(3)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 CCCConsoonsoonsoonsolllle Viewe Viewe Viewe View とととと JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 CCCConsoonsoonsoonsolllle Managere Managere Managere Manager 間間間間ののののデータデータデータデータ量量量量をををを見積見積見積見積ももももるるるる 
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JP1/AJS2 Console View と JP1/AJS2 Console Manager間のデータ量の見積もりについて説明します。 

表表表表 4444----6666    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle e e e VVVViewiewiewiew とととと JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Managere Managere Managere Manager 間間間間ののののデータデータデータデータ量量量量のののの見積見積見積見積もりもりもりもり 

見積見積見積見積もるもるもるもるデータデータデータデータ量量量量のののの種類種類種類種類    見積見積見積見積もりもりもりもり（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    

AJS2 ユニット監視オブジェクトを定義（新規

作成，更新）する，または定義情報を表示す

る際のデータ量 

250 + (監視先監視先監視先監視先ホストホストホストホスト名名名名にににに指指指指定定定定したしたしたしたホストホストホストホスト名名名名長長長長

※
 + 

AJS2AJS2AJS2AJS2 ユユユユニニニニットットットット監視監視監視監視オオオオブジブジブジブジェェェェクトクトクトクトにににに指指指指定定定定したしたしたしたユユユユニニニニッッッッ

トトトト完完完完全名全名全名全名長長長長

※
) 

複数のオブジェクトをコピーしてはり付けする

際のデータ量 

はりはりはりはり付付付付けするけするけするけするオオオオブジブジブジブジェェェェクトクトクトクト数数数数 ＊ 150 

複数のオブジェクトを削除する際のデータ量 削除削除削除削除するするするするオオオオブジブジブジブジェェェェクトクトクトクト数数数数 ＊ 100 

画面を表示する際のデータ量 定義定義定義定義さささされているれているれているれている監視監視監視監視オオオオブジブジブジブジェェェェクトクトクトクト数数数数 ＊ 200 + 

100 

注※  

指定文字列の中に「"」や「＃」がある場合は 2 バイトとして見積もってください。  

4.2.24.2.24.2.24.2.2    回線接続回線接続回線接続回線接続のののの通信量通信量通信量通信量をををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

次に示すプログラムやコンポーネントの接続には，WAN（INS - C，INS - P）環境など，通信時間や通信

量に応じて課金されるネットワークを使用することはできるだけ避けてください。 

• JP1/AJS2 - Manager と JP1/AJS2 - View間  

• JP1/AJS2 Console View と JP1/AJS2 Console Managerの間  

• JP1/AJS2 Console Manager と JP1/AJS2 Console Agent の間  

WAN環境で運用する場合には，KeepAlive（常時通信し，相手の動作を確認する通信方法）を抑止する

ように環境設定するなどして，通信費を削減するように設定してください。また，ルーターなどの通信機器

も，無通信監視での自動回線接続などを設定し，通信費を削減するように設定してください。 

また，JP1/AJS2 Console Viewからの監視時には，回線が接続されている環境で使用する必要がありま

す。無通信監視などで自動的に回線が切断される環境では，使用できません。 

通信量や通信時間に応じて課金される環境で，JP1/AJS2 Console Viewから監視する場合，次に示す

点に注意する必要があります。 

1. 回線が接続されたままになる。  

2. 監視対象の状態変化に応じて非同期に通信が発生する。  

通信費を削減するには，使用しない JP1/AJS2 Console Viewをログアウトし終了させる必要があります。

JP1/AJS2 Console Viewからログインしていない状態では通信が発生することはありません。 
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4.2.34.2.34.2.34.2.3    メモリーメモリーメモリーメモリー所要量所要量所要量所要量をををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

JP1/AJS2 のメモリー所要量については，Windows の場合は Readme.txt またはリリースノートを，UNIXの

場合はソフトウェア添付資料またはリリースノートを参照してください。 

4.2.44.2.44.2.44.2.4    ディスクディスクディスクディスク占有量占有量占有量占有量をををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

JP1/AJS2 のディスク占有量については，Windows の場合は Readme.txt またはリリースノートを，UNIXの

場合はソフトウェア添付資料またはリリースノートを参照してください。 

4.2.54.2.54.2.54.2.5    カーネルパラメーターカーネルパラメーターカーネルパラメーターカーネルパラメーターをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

UNIX環境で JP1/AJS2 を使用する場合，JP1/AJS2 の実行に必要なリソースを割り当てるために，OS の

カーネルパラメーターを調整します。調整が必要なカーネルパラメーターについては，ソフトウェア添付

資料またはリリースノートを参照してください。  
4.34.34.34.3    データベースデータベースデータベースデータベース領域領域領域領域をををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

JP1/AJS2 で使用するデータベースの領域の見積もりについて説明します。「3.5 使用するデータベース

を検討する」の内容を踏まえて決定した，使用するデータベースの種別に応じて，以降に示す内容を参

照してください。  
4.3.14.3.14.3.14.3.1    ISAMISAMISAMISAM ロックテーブルエントリーサイズロックテーブルエントリーサイズロックテーブルエントリーサイズロックテーブルエントリーサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

JP1/AJS2 - Viewを使用して，約 30以上のクライアントから同時接続したり，同時に多数の JP1/AJS2 の

コマンドを実行したりすると，ISAM データファイルアクセスで使用する ISAM ロックテーブルが不足し，エ

ラーが発生する場合があります。 

ISAMを使用する，動作済みのJP1プロセス（JP1/AJS2サービス，JP1/AJS2 Monitorサービス，JP1/AJS2 

Console Agent サービス，JP1/IM の各サービス，および JP1/Base の各サービス）をすべて停止させて，

JP1/Base の Jislckextコマンドを実行すると，ISAM ロックテーブルを拡張できます。インストール時の設定

では，システム全体で，1,024 です。同時に JP1/AJS2 - Viewから多数接続する場合や，ジョブネットワー

ク要素を操作するコマンドを同時に多数実行する運用を行う場合で，(aaaa

※1
 ＊ 80) + (bbbb

※2
 ＊ 32)の算出

値（概算）が 1,024 を超えるときは，ISAM ロックテーブルエントリー数を追加してください。 
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注※1  

a：すべての論理ホストでセットアップされているスケジューラー多重起動サービス数  

注※2  

b：JP1/AJS2 - View 接続数および同時に実行する「ジョブネットワーク要素を操作するコマンド」数  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

UNIXで，ISAM ロックテーブル分割機能を使用している場合は，設定ファイル

（/etc/opt/jp1base/conf/Jismdef.ini）中のロックテーブルエントリー数（標準はファイル単位に

1,024）を個別に設定してください。Jislckext コマンドでは拡張できません。  

なお，JP1/AJS2 以外で ISAM を使用している場合もありますので，ISAM ロックテーブルサイズは多めに

見積もってください。ISAM ロックテーブルは，約 64 + (0.12 ＊ ISAMISAMISAMISAM ロックロックロックロックテテテテーブルーブルーブルーブルエエエエントリーントリーントリーントリー数数数数)キロバ

イトの共有メモリーを使用します。 

ISAM ロックテーブル分割の設定をしている場合は，各 ISAM ファイルに割り当てたロックテーブルのロッ

クエントリー数（ISM_ENTNOM パラメーター）それぞれに上記の計算式を適用してください。なお，見積も

りが 1,024 を下回る場合でも 1,024 を指定してください。  
4.3.24.3.24.3.24.3.2    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB ののののデータベースデータベースデータベースデータベース領域領域領域領域をををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

JP1/AJS2 - Managerのスケジューラーデータベースとして組み込みDB を使用する場合の見積もりにつ

いて説明します。 

組み込みDBは，サーバ構築時に，大・中・小のどれかの規模を選択するだけで，容易にセットアップで

きます。 

組み込みDBサーバは，物理ホストおよび一つの論理ホスト単位に組み込みDBサーバを構築する必要

があります。同一物理および論理ホスト内に複数のスケジューラーサービスを構築するときは，ホスト単

位で一つの組み込みDBサーバ上に共存することができますので，サーバの見積もり時に考慮に入れて

ください。 

組み込みDBサーバのデータ領域を構築する際に指定できるデータベースモデルは次の表のとおりで

す。ファイルシステムによっては，より多くのディスク容量を必要とすることもあるため，空き容量に余裕の

あるディスクを使用してください。 
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表表表表 4444----7777    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBサーサーサーサーババババをををを構築構築構築構築するするするする際際際際にににに指指指指定定定定できるできるできるできるデータベースデータベースデータベースデータベースモモモモデルデルデルデル 

規規規規模模模模    用用用用途途途途    

大規模 総ユニット数：40,000～100,000 程度 

1日に実行されるジョブ数・ジョブネット総数：25,000～50,000 

ディスク容量の目安：5,002 メガバイト 

中規模 総ユニット数：10,000～40,000 程度 

1日に実行されるジョブ数・ジョブネット総数：10,000～25,000 

ディスク容量の目安：2,000 メガバイト 

小規模 総ユニット数：～10,000 程度 

1日に実行されるジョブ数・ジョブネット総数：～10,000 

ディスク容量の目安：1,002 メガバイト 

組み込み DB のセットアップを実行する場合で，ログを二重化するとき，さらにディスク容量が増加します。

増加するディスク容量を次の表に示します。 

表表表表 4444----8888    ログログログログをををを二二二二重重重重化化化化するするするする場合場合場合場合にににに増加増加増加増加するするするするデデデディィィィスクスクスクスク容容容容量量量量 

規規規規模模模模    増加増加増加増加するするするするデデデディィィィスクスクスクスク容容容容量量量量    

大規模 約 3,402 メガバイト 

中規模 約 1,200 メガバイト 

小規模 約 702 メガバイト 

組み込みDBサーバのデータ領域は，RAWファイルにも作成できます。RAWファイルを使用することで，

OS の入出力バッファーを経由しないでディスクにアクセスできるため，データベースの信頼性を向上さ

せることができます。クラスタ運用を行う場合には RAWファイルを使用することを推奨しますが，OS が

Windows の場合はクラスタソフトの仕様上，共有ディスク上の RAWファイルを扱うことができないため注

意してください。組み込みDBサーバのデータ領域を RAWファイルで構築する場合，次に示す二つ，ま

たは三つのパーティションが必要です。 

• データ領域パーティション（ajssys01）  

• システム領域パーティション 1（ajssys11）  

• システム領域パーティション 2（ajssys17）

※
  

それぞれのパーティションに必要なディスク容量は，次の表のとおりです。データベースモデルは，上記

の表と同じです。 

表表表表 4444----9999    そそそそれれれれぞぞぞぞれのれのれのれのパーパーパーパーティシティシティシティションョンョンョンにににに必要必要必要必要ななななデデデディィィィスクスクスクスク容容容容量量量量 

規規規規模模模模    用用用用途途途途    

大規模 ajssys01：約 1,600 メガバイト 

ajssys11：約 3,402 メガバイト 

ajssys17：約 3,402 メガバイト

※
 

中規模 ajssys01：約 800 メガバイト 

ajssys11：約 1,200 メガバイト 

ajssys17：約 1,200 メガバイト

※
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小規模 ajssys01：約 300 メガバイト 

ajssys11：約 702 メガバイト 

ajssys17：約 702 メガバイト

※
 

注※  

組み込みDBのシステム領域を二重化する場合に必要となります。  

 

規模は，組み込みDBサーバ構築時に使用する，ajsembdbbuildスクリプトのオプション（大規模：-l，中規

模：-m または小規模：-s）で指定します。  
4.44.44.44.4    ログログログログののののサイズサイズサイズサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

この節では，JP1/AJS2 が出力するログファイルのサイズの見積もり式について説明します。ログファイル

の情報は，障害発生時にどのような操作や処理が原因なのかを調査するときに使用します。調査に必要

な分だけの情報がログファイルに残っていないと，原因を特定するのに時間が掛かってしまいます。その

ため，実行する処理の運用形態に応じて，できる限り適切なログファイルのサイズを見積もっておいてく

ださい。  
4.4.14.4.14.4.14.4.1    スケジューラーログファイルスケジューラーログファイルスケジューラーログファイルスケジューラーログファイルののののサイズサイズサイズサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

スケジューラーログファイルのサイズの見積もりについて説明します。スケジューラーログには，ジョブネッ

トやジョブの実行ログや操作ログが出力され，主に業務の実行状況を監視するために使用します。スケ

ジューラーログファイルが必要とするサイズは，次に示す項目によって大きく異なります。 

• 業務の運用形態（ジョブネットの構造）  

• JP1/AJS2 - Viewの接続数  

• 操作内容  

• 構成定義の環境設定パラメーターでの指定 

o AJSLOG  

o NETLOG  

o JOBLOG  

o OPELOG  

そのため，必要に応じて，スケジューラーログファイルの適切なサイズを見積もり，デフォルトのディスク容

量を変更してください。スケジューラーログファイルのデフォルトのディスク容量と最大ディスク占有量に

ついては，「17.2.4 ログファイルおよびディレクトリ一覧」を参照してください。 

スケジューラーログファイルの見積もりの流れを，次の図に示します。 
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図図図図 4444----1111    スケジュースケジュースケジュースケジューララララーログファイルーログファイルーログファイルーログファイルのののの見積見積見積見積もりのもりのもりのもりの流流流流れれれれ 

 

    

(1)(1)(1)(1)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーログファイルーラーログファイルーラーログファイルーラーログファイルのののの見積見積見積見積ももももりりりり式式式式 

スケジューラーログファイルのサイズを見積もるのに必要な式の数は，環境設定パラメーターの設定値に

よって異なります。次に示す表の条件に従って必要な式を選択してください。 

表表表表 4444----10101010    スケジュースケジュースケジュースケジューララララーログファイルーログファイルーログファイルーログファイルののののサイサイサイサイズズズズのののの見積見積見積見積もりもりもりもり式式式式 

スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビススススのののの    

構構構構成成成成定義定義定義定義でのでのでのでの設定値設定値設定値設定値    

見積見積見積見積もりもりもりもり式式式式（（（（サイサイサイサイズズズズ：：：：キキキキロロロロババババイトイトイトイト））））    

環境設定パラメーターの

AJSLOGに allを指定している

場合 

A = 

(80 ＊ スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス起動開始起動開始起動開始起動開始・・・・終了終了終了終了のののの回数回数回数回数 

＊ スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス数数数数) 

/ 1,024 

環境設定パラメーターの

NETLOGに none 以外を指定し

ている場合 

B =  

{ (90 ＋ ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット名名名名称称称称のののの長長長長ささささ) 

＊ (ルートジョブネットルートジョブネットルートジョブネットルートジョブネットのののの下下下下ののののジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット・・・・起動条件起動条件起動条件起動条件のののの開始開始開始開始・・・・終了回終了回終了回終了回

数数数数 + ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットのののの保保保保留留留留回数回数回数回数 + 開始開始開始開始・・・・終了遅延回数終了遅延回数終了遅延回数終了遅延回数) 

＊ スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーサーサーサーーーービビビビスススス数数数数} 

/ 1,024 

環境設定パラメーターの

JOBLOGに none 以外を指定し

ている場合 

C = 

{ (120 + ジョブジョブジョブジョブ名名名名称称称称のののの最最最最大長大長大長大長 + ジョブジョブジョブジョブ実行先実行先実行先実行先ホストホストホストホスト名名名名のののの最最最最大長大長大長大長) 

＊ (ルートジョブネットルートジョブネットルートジョブネットルートジョブネットのののの下下下下ののののジョブジョブジョブジョブのののの開始開始開始開始・・・・終了回数終了回数終了回数終了回数 + ジョブジョブジョブジョブのののの

保保保保留留留留回数回数回数回数) 

＊ スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス数数数数 } 

/ 1,024 

環境設定パラメーターの

OPELOGおよび REFLOGに

none 以外を指定している場合 

D = 

{ (100 + ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザー名名名名称称称称のののの最最最最大長大長大長大長 + 論論論論理理理理ホホホホ

ストストストスト名名名名のののの最最最最大長大長大長大長 + ユユユユニニニニットットットットをををを操作操作操作操作するするするするココココママママンドンドンドンドでででで，，，，ログログログログにににに出力出力出力出力さささされれれれ

るるるるココココママママンドンドンドンドにににに指指指指定定定定するするするするオオオオププププシシシションョンョンョンのののの最最最最大長大長大長大長) 

＊ (ユユユユニニニニットットットットをををを操作操作操作操作しないしないしないしないココココママママンドンドンドンドでででで，，，，ログログログログをををを出力出力出力出力するよするよするよするよううううにににに指指指指定定定定しししし

たたたたココココママママンドンドンドンドのののの実行回数実行回数実行回数実行回数のののの合計合計合計合計 + ユユユユニニニニットットットットをををを操作操作操作操作するするするするココココママママンドンドンドンドでででで，，，，ロロロロ

ググググをををを出力出力出力出力するよするよするよするよううううにににに指指指指定定定定したしたしたしたココココママママンドンドンドンドのののの操作対象操作対象操作対象操作対象となるとなるとなるとなるユユユユニニニニットットットット数数数数のののの

合計合計合計合計) 
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＊ スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス数数数数 } 

/ 1,024 

環境設定パラメーターの

INFOLOGに none 以外を指定

している場合 

E =  

{ (100 + ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザー名名名名称称称称のののの最最最最大長大長大長大長 + 論論論論理理理理ホホホホ

ストストストスト名名名名のののの最最最最大長大長大長大長 + ココココママママンドンドンドンドにににに指指指指定定定定すすすするるるるオオオオププププシシシションョンョンョンのののの最最最最大長大長大長大長) 

＊ (ユユユユニニニニットットットットをををを操作操作操作操作しないしないしないしないココココママママンドンドンドンドでででで，，，，ログログログログをををを出力出力出力出力するよするよするよするよううううにににに指指指指定定定定しししし

たたたたココココママママンドンドンドンドのののの実行回数実行回数実行回数実行回数のののの合計合計合計合計 + ユユユユニニニニットットットットをををを操作操作操作操作するするするするココココママママンドンドンドンドでででで，，，，ロロロロ

ググググをををを出力出力出力出力するよするよするよするよううううにににに指指指指定定定定したしたしたしたココココママママンドンドンドンドのののの操作対象操作対象操作対象操作対象となるとなるとなるとなるユユユユニニニニットットットット数数数数のののの

合計合計合計合計 ＊ 2) 

＊ スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス数数数数 } 

/ 1,024 

上記の表の見積もり式に従って値を算出したら，算出した値を合計します。 

  

• AJSLOGOUTPUTEXTENDに no を指定している場合 

•   

一一一一日日日日分分分分ののののスケジュースケジュースケジュースケジューララララーログファイルーログファイルーログファイルーログファイルののののサイサイサイサイズズズズ（単位：キロバイト）=（A + B + C + D + E） 

• AJSLOGOUTPUTEXTENDに yes を指定している場合 

•   

一一一一日日日日分分分分ののののスケジュースケジュースケジュースケジューララララーログファイルーログファイルーログファイルーログファイルののののサイサイサイサイズズズズ（単位：キロバイト）=（A + B + C +（D ＊ 

1.5）+ E） 

また，必要に応じて保存したい日数を掛けます。なお，設定する場合は，算出された値より，少し大きめ

の値を設定してください。 

(2)(2)(2)(2)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーログファイルーラーログファイルーラーログファイルーラーログファイルのののの見積見積見積見積ももももりのりのりのりの例例例例 

5日分のスケジューラーログを一つのファイルに保存する場合の見積もり例を示します。 

表表表表 4444----11111111    スケジュースケジュースケジュースケジューララララーログファイルーログファイルーログファイルーログファイルのののの見積見積見積見積もりのもりのもりのもりの例例例例 

条件条件条件条件    見見見見積積積積もりもりもりもり式式式式のののの例例例例    

AJSLOGの設定値  

all  

スケジューラーサービス起動開始・終了の回数  

2回  

スケジューラーサービス数  

1  

A（キロバイト）= 

(80＊2＊1) / 1,024 = 約 0.16 

NETLOGの設定値  

all  

ジョブネット名称の長さ  

40バイト  

1日に実行するジョブネットの開始と終了回数  

1,000個＊2 = 2,000  

保留設定をするジョブネット数  

B（キロバイト）= 

{ (90 + 40)＊(2,000 + 10 + 20)＊ 

1} / 1,024 = 約 258 
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10個  

開始および終了遅延監視を設定するジョブネット数  

20個  

スケジューラーサービス数  

1  

JOBLOGの設定値  

all  

ジョブ名称の長さ  

50バイト  

ジョブ実行先ホスト名の長さ  

10バイト  

1日に実行するジョブ数の開始と終了回数  

3,000個＊2 = 6,000 回  

保留設定をするジョブ数  

30個  

スケジューラーサービス数  

1  

C（キロバイト）= 

{ (120 + 50 + 10)＊(6,000 + 30)

＊1} / 1,024 = 約 1,060 

OPELOG または REFLOGの設定値  

all  

コマンドを実行する JP1 ユーザー名称の最大長  

10バイト  

論理ホスト名の長さ  

11 バイト  

ユニットを操作するコマンド（ajschange や ajsplan など）で，ロ

グに出力されるコマンドに指定するオプションの長さ  

150バイト  

ユニットを操作しないコマンドで，ログに出力されるように指

定したコマンドの実行回数の合計  

200 回  

ユニットを操作するコマンドで，ログに出力するように指定し

たコマンドの操作対象となるユニット数の合計  

50個  

スケジューラーサービス数  

1  

D（キロバイト）= 

{ (100 + 10 + 11 + 150)＊(200 + 

50)＊1} / 1,024 = 約 67 

INFOLOGの設定値  

all  

コマンドを実行する JP1 ユーザー名称の最大長  

10バイト  

論理ホスト名の長さ  

11 バイト  

ユニットを操作するコマンド（ajschange や ajsplan など）で，ロ

グに出力されるコマンドに指定するオプションの長さ  

150バイト  

ユニットを操作しないコマンドで，ログに出力されるように指

定したコマンドの実行回数の合計  

200 回  

ユニットを操作するコマンドで，ログに出力するように指定し

たコマンドの操作対象となるユニット数の合計  

50個  

スケジューラーサービス数  

1  

E（キロバイト）= 

{ (100 + 10 + 11 + 150)＊(200 + 

50＊2)＊1} / 1,024= 約 80 

1日分のスケジューラーログファイル容量（単位：キロバイト）＝  

A + B + C + D + E＝ 約 1,465キロバイト  

5日分のスケジューラーログファイル容量のサイズ（単位：キロバイト）=  
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1,314＊5日 = 約 7,325キロバイト  

(3)(3)(3)(3)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーログファイルーラーログファイルーラーログファイルーラーログファイルののののサイサイサイサイズズズズのののの拡張拡張拡張拡張方法方法方法方法 

「(1) スケジューラーログファイルの見積もり式」で算出した値を設定する方法を次に示します。 

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合  

［マネージャー環境設定］ダイアログボックスの［スケジューラーログの設定］タブの［スケジューラー

ログファイルのサイズ］に設定します。  

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合  

スケジューラーサービス環境設定ファイル（Schedule.conf）の定義キー［{JP1_DEFAULT|

論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}\JP1AJSMANAGER］の下にある LOGSIZEに値を設定してから，jbssetcnf コ

マンドで設定を反映してください。   
4.4.24.4.24.4.24.4.2    トレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルののののサイズサイズサイズサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

トレースログファイルのサイズの見積もりについて説明します。トレースログファイルは，初期状態では次

のように設定されています。 

• 格納先 

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合 

インストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\log\tracelog 

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合 

/var/opt/jp1ajs2/log/tracelog 

• サイズ 

約 2,000個のジョブを実行したときのトレースログを保存できるサイズ（具体的には，20メガ

バイト（20,480 キロバイト）） 

必要となるトレースログファイルの容量は，ジョブネットの構造や JP1/AJS2 - Viewの接続数，操作内容に

よって大きく異なります。必要に応じてトレースログファイルの適切な容量を見積もり，拡張してください。 

トレースログファイルの見積もり式を次に示します。 

  

適適適適切切切切ななななトレーストレーストレーストレースログファイルログファイルログファイルログファイル容容容容量量量量（（（（単単単単位位位位：：：：キキキキロロロロババババイトイトイトイト））））= 

3,072 ＊＊＊＊（1111日日日日でででで実行実行実行実行さささされるれるれるれるジョブジョブジョブジョブ数数数数 / 500 ++++ 1111日日日日でででで実行実行実行実行さささされるれるれるれる AJS2AJS2AJS2AJS2 操作数操作数操作数操作数

※1
 / 1,000））））＊＊＊＊ スケジュースケジュースケジュースケジュー

ララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス数数数数    ＊＊＊＊ 1.5 ＊＊＊＊ トレースログトレースログトレースログトレースログ保存保存保存保存日日日日数数数数

※2
 

注※1  

コマンドおよび JP1/AJS2 - Viewからの，ジョブネットワーク要素に対する操作が対象になります。  

注※2  
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問題が発生してから資料採取できるまでの日数を指定します。  

（例）  

1日分のトレースログを保存する場合（スケジューラーサービスが一つの物理ホストだけを対象）  

• 1日に 3,000個のジョブが実行される。  

• 保留解除などのコマンドを 1日 500 回実行する。 

適適適適切切切切ななななトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイル容容容容量量量量 =  

3,072＊（3,000 / 500 + 500 / 1,000）＊1＊1.5＊1 

= 29,952キロバイト 

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 3.5.1 トレースログファ

イルの拡張」  

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 13.4.4 トレースログファ

イルの拡張」  

4.4.34.4.34.4.34.4.3    ジョブジョブジョブジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境ののののログログログログののののサイズサイズサイズサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

ジョブ実行環境が出力するログのサイズ（概算値）の見積もりについて説明します。ジョブ実行環境のロ

グのサイズは，1日に実行するジョブの数が，キューレスジョブとイベントジョブを除いて 10,000ジョブまで

なら，特に見積もる必要はありません。デフォルトのサイズのまま使用できます。1日に実行されるジョブ

の数が 10,000以上を超えるときは，必要に応じてログのサイズを見積もることをお勧めします。 

ジョブ実行環境のサイズは，ログファイルの面数とあわせて決定します。見積もった値は，構成定義ファ

イルを使用して定義します。ジョブ実行環境のログ設定構成定義ファイルとして，次の書式に従ったテキ

ストファイルを作成します。 

  

[定義定義定義定義キキキキーーーー] 

"定義定義定義定義パパパパララララメーターメーターメーターメーター"=定義内容定義内容定義内容定義内容 

"定義定義定義定義パパパパララララメーターメーターメーターメーター"=定義内容定義内容定義内容定義内容 

   ： 

  

ジョブ実行環境のログ設定構成定義を作成したあと，jbssetcnf コマンドを実行し，JP1/AJS2 を再起動し

ます。 

ここでは，はじめに，ジョブ実行環境のログ設定構成定義ファイルの定義パラメーターについて説明しま

す。次に，設定するログのサイズ（概算値）の目安について説明します。 
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デフォルトのディスク容量と最大ディスク占有量については，「17.2.4 ログファイルおよびディレクトリ一

覧」を参照してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    ジョブジョブジョブジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境ののののログログログログ設定構成定義設定構成定義設定構成定義設定構成定義パラパラパラパラメメメメーターーターーターーター一一一一覧覧覧覧 

定義パラメーターの一覧を次の表に示します。 

表表表表 4444----12121212    ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境ののののログログログログ設定構設定構設定構設定構成成成成定義定義定義定義パパパパララララメーターメーターメーターメーター一一一一覧覧覧覧 

ログファイル名 定義キー 定義パラメーター 定義内容 

ジョブ実行マネージャーログ 

jpqmanexec{1|2|3|4|5|6|7|8|9|10

|11|12|13|14|15}.log

※1
 

[{JP1_DEFAULT|論理ホス

ト

名}\JP1NBQMANAGER\L

og] 

"ExecLogFileSize"

=dword:サイズ 

"ExecLogFileCoun

t"=dword:面数 

サイズ 

ログファイルのサイズを

キロバイト単位で，16

進数で指定します。

200～8,000（10進数で

512～32,768）の間で

指定します。 

面数 

幾つのファイルによっ

てログをラップさせるの

か（ログの面数）を，16

進数で指定します。2

～10（10進数で 2～

16）の間で指定しま

す。 

ジョブ実行エージェントログ 

jpqagtexec{1|2|3|4|5|6|7|8}.log

※2
 

jpqagtexeccld{1|2|3|4|5|6|7|8}.l

og 

jpqagtexecdmn{1|2|3|4|5|6|7|8}.

log 

jpqagtexecmon{1|2|3|4|5|6|7|8}.

log

※3
 

[{JP1_DEFAULT|論理ホス

ト

名}\JP1NBQAGENT\Log] 

"ExecLogFileSize"

=dword:サイズ 

"ExecLogFileCoun

t"=dword:面数 

サイズ 

ログファイルのサイズを

キロバイト単位で，16

進数で指定します。

200～8,000（10進数で

512～32,768）の間で

指定します。 

面数 

幾つのファイルによっ

てログをラップさせるの

か（ログの面数）を，16

進数で指定します。2

～10（10進数で 2～

16）の間で指定しま

す。 

ジョブ実行内部ログ 

jpqagt_{00|01|02|03|04|05|06|0

7}.log 

jpqmon_{00|01|02|03|04|05|06|0

7}.log 

jpqnjpagt_{00|01|02|03|04|05|0

6|07}.log 

"TraceLogFileSize

"=dword:サイズ 

"TraceLogFileCou

nt"=dword:面数 

ジョブ実行内部ログ 

jpqnjpdata_{00|01}.log 

[{JP1_DEFAULT|論理ホス

ト

名}\JP1NBQAGENT\Log] 

"extTraceLogFileSi

ze"=dword:サイズ 

"extTraceLogFileC

サイズ 

ログファイルのサイズを

キロバイト単位で，16

進数で指定します。

200～1,000（10進数で

512～4,096）の間で指

定します。 

面数 

幾つのファイルによっ

てログをラップさせるの
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ount"=dword:面数 か（ログの面数）を，16

進数で指定します。2

～100（10進数で 2～

256）の間で指定しま

す。 

ジョブ実行内部ログ 

jpqclient_{00|01|02|03|04|05|06

|07|08|09}.log 

jpqclientnjp_{00|01|02|03|04|05

|06|07|08|09}.log 

"TraceLogFileSize

"=dword:サイズ 

"TraceLogFileCou

nt"=dword:面数 

ジョブ実行内部ログ 

jpqnjpdata_{00|01}.log 

[{JP1_DEFAULT|論理ホス

ト

名}\JP1NBQCLIENT\Log] 

"extTraceLogFileSi

ze"=dword:サイズ 

"extTraceLogFileC

ount"=dword:面数 

サイズ 

ログファイルのサイズを

キロバイト単位で，16

進数で指定します。

200～1,000（10進数で

512～4,096）の間で指

定します。 

面数 

幾つのファイルによっ

てログをラップさせるの

か（ログの面数）を，16

進数で指定します。2

～100（10進数で 2～

256）の間で指定しま

す。 

ジョブ実行内部ログ 

jpqman_{00|01|02|03}.log 

jpqmandb_{00|01|02|03}.log 

jpqmannjp_{00|01|02|03}.log 

"TraceLogFileSize

"=dword:サイズ 

"TraceLogFileCou

nt"=dword:面数 

ジョブ実行内部ログ 

jpqnjpdata_{00|01}.log 

[{JP1_DEFAULT|論理ホス

ト

名}\JP1NBQMANAGER\L

og] 

"extTraceLogFileSi

ze"=dword:サイズ 

"extTraceLogFileC

ount"=dword:面数 

サイズ 

ログファイルのサイズを

キロバイト単位で，16

進数で指定します。

200～1,000（10進数で

512～4,096）の間で指

定します。 

面数 

幾つのファイルによっ

てログをラップさせるの

か（ログの面数）を，16

進数で指定します。2

～100（10進数で 2～

256）の間で指定しま

す。 

ジョブ実行内部ログ 

jpqnotify_{00|01}.log 

jpqnotifynjp_{00|01}.log 

"TraceLogFileSize

"=dword:サイズ 

"TraceLogFileCou

nt"=dword:面数 

ジョブ実行内部ログ 

jpqnjpdata_{00|01}.log 

[{JP1_DEFAULT|論理ホス

ト

名}\JP1NBQNOTIFY\Log] 

"extTraceLogFileSi

ze"=dword:サイズ 

"extTraceLogFileC

ount"=dword:面数 

サイズ 

ログファイルのサイズを

キロバイト単位で，16

進数で指定します。

200～1,000（10進数で

512～4,096）の間で指

定します。 

面数 

幾つのファイルによっ

てログをラップさせるの

か（ログの面数）を，16

進数で指定します。2

～100（10進数で 2～

256）の間で指定しま

す。 

ジョブ実行クライアントログ 

jpqcliexec{1|2}.log

※4
 

[{JP1_DEFAULT|論理ホス

ト

名}\JP1NBQCLIENT\Log] 

"ExecLogFileSize"

=dword:サイズ 

"ExecLogFileCoun

t"=dword:面数 

サイズ 

ログファイルのサイズを

キロバイト単位で，16

進数で指定します。
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200～8,000（10進数で

512～32,768）の間で

指定します。 

面数 

幾つのファイルによっ

てログをラップさせるの

か（ログの面数）を，16

進数で指定します。2

～10（10進数で 2～

16）の間で指定しま

す。 

ジョブ実行状態通知ログ 

jpqnfyexec{1|2}.log

※5
 

[{JP1_DEFAULT|論理ホス

ト

名}\JP1NBQNOTIFY\Log] 

"ExecLogFileSize"

=dword:サイズ

"ExecLogFileCoun

t"=dword:面数 

サイズ 

ログファイルのサイズを

キロバイト単位で，16

進数で指定します。

200～8,000（10進数で

512～32,768）の間で

指定します。 

面数 

幾つのファイルによっ

てログをラップさせるの

か（ログの面数）を，16

進数で指定します。2

～10（10進数で 2～

16）の間で指定しま

す。 

注※1  

Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行マネージャーログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_man{1|2|3|4|5|6|7|8|9|10|11|12|13|14|15}.log 

注※2  

Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行エージェントログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_agt{1|2|3|4|5|6|7|8}.log 

注※3  

Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行エージェントログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_agtmon{1|2|3|4|5|6|7|8}.log 

注※4  

Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行クライアントログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_cli{1|2}.log 

注※5  

Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行状態通知ログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_nfy{1|2}.log 

ジョブ実行環境のログの出力先は，Windowsの場合は「JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\log」，UNIX

の場合は「/var/opt/jp1ajs2/log」です。ログの種類の詳細については，「17.2.4 ログファイルおよびディ

レクトリ一覧」を参照してください。 

 

 

(2)(2)(2)(2)    ジョブジョブジョブジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境ののののログサイログサイログサイログサイズズズズのののの目安目安目安目安 
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設定するログのサイズ（概算値）の目安を次の表に示します。なお，運用環境などによって変わることもあ

ります。 

表表表表 4444----13131313    ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境ののののログサイログサイログサイログサイズズズズのののの見積見積見積見積もりもりもりもり例例例例 

ログファイルログファイルログファイルログファイル名名名名    1111 ジョジョジョジョ

ブブブブ当当当当

たりのたりのたりのたりの

ログログログログババババ

イトイトイトイト数数数数    

10101010,,,,000000000000 ジョジョジョジョ

ブブブブ当当当当たりのたりのたりのたりの

ログログログログババババイトイトイトイト数数数数    

10101010,,,,000000000000 ジジジジ

ョブョブョブョブ実行実行実行実行

時時時時にににに必要必要必要必要

なななな面数面数面数面数    

のののの割割割割りりりり出出出出

しししし

※1※1※1※1
    

10101010,,,,000000000000 ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行

時時時時にににに必要必要必要必要ななななログログログログ容容容容

量量量量    

jpqmanexec{1|2|3|4|5|6|7|8|9|10|11|12|13|14|15}.log

※2，※3
 

400 3,997,696 4,800 キ

ロバイト 

/ 1,024キ

ロバイト 

1,024キロバイト 

＊ 5面 

jpqagtexec{1|2|3|4|5|6|7|8}.log

※4
 277 2,768,896 3,300 キ

ロバイト 

/ 512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

7面 

jpqagtexeccld{1|2|3|4|5|6|7|8}.log 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqagtexecdmn{1|2|3|4|5|6|7|8}.log 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqagtexecmon{1|2|3|4|5|6|7|8}.log

※5
 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqagt_{00|01|02|03|04|05|06|07}.log 152 1,523,712 1,850 キ

ロバイト 

/ 512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

4面 

jpqmon_{00|01|02|03|04|05|06|07}.log 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqnjpagt_{00|01|02|03|04|05|06|07}.log 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqnjpdata_{00|01}.log 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqclient_{00|01|02|03|04|05|06|07|08|09}.log 767 7,667,712 9,200 キ

ロバイト 

/ 1,024キ

ロバイト 

512キロバイト ＊ 

9面 

jpqclientnjp_{00|01|02|03|04|05|06|07|08|09}.log 2 16,384 20 キロバ 512キロバイト ＊ 
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イト / 

1,024キ

ロバイト 

1面 

jpqnjpdata_{00|01}.log 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqman_{00|01|02|03}.log

※2
 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqmandb_{00|01|02|03}.log

※2
 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqmannjp_{00|01|02|03}.log

※2
 105 1,048,576 1,250 キ

ロバイト 

/ 512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

3面 

jpqnjpdata_{00|01}.log 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqnotify_{00|01}.log

※2
 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqnotifynjp_{00|01}.log

※2
 52 524,288 630 キロ

バイト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

2面 

jpqnjpdata_{00|01}.log

※2
 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqcliexec{1|2}.log

※6
 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

jpqnfyexec{1|2}.log

※7
 2 16,384 20 キロバ

イト / 

512キロ

バイト 

512キロバイト ＊ 

1面 

注※1  

余裕を持った値で計算しています。  

注※2  

JP1/AJS2 - Agent では未使用のため拡張不要です。  

注※3  

Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行マネージャーログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_man{1|2|3|4|5|6|7|8|9|10|11|12|13|14|15}.log 

注※4  

Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行エージェントログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_agt{1|2|3|4|5|6|7|8}.log 

注※5  
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Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行エージェントログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_agtmon{1|2|3|4|5|6|7|8}.log 

注※6  

Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行クライアントログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_cli{1|2}.log 

注※7  

Windows のクラスタ運用時は，ジョブ実行状態通知ログのファイル名称は次のようになります。  

jpqExecLog_nfy{1|2}.log 

4.4.44.4.44.4.44.4.4    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブがががが出力出力出力出力するするするするログログログログののののサイズサイズサイズサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

イベントジョブを使用する場合，イベントジョブの実行数や監視条件の成立数などの運用形態によって，

出力されるログのサイズが異なります。そのため，最低でも 24 時間分のログが保持できることを目安とし，

1～3日分のログを保持できるように，イベントジョブの実行数などから，出力されるログのサイズ（概算値）

を，あらかじめ見積もっておく必要があります。 

イベントジョブのログのサイズは，ログファイルの面数とあわせて決定します。見積もった値は，構成定義

ファイルを使用して定義します。イベントジョブのログ設定構成定義ファイルとして，次の書式に従ったテ

キストファイルを作成します。 

  

[定義定義定義定義キキキキーーーー] 

"定義定義定義定義パパパパララララメーターメーターメーターメーター"=定義内容定義内容定義内容定義内容 

"定義定義定義定義パパパパララララメーターメーターメーターメーター"=定義内容定義内容定義内容定義内容 

   ： 

  

ここでは，はじめに，イベントジョブのログ設定構成定義ファイルの定義パラメーターについて説明します。

その後，プロセスごとに設定するログのサイズ（概算値）を求める算出式について説明します。 

デフォルトのディスク容量と最大ディスク占有量については，「17.2.4 ログファイルおよびディレクトリ一

覧」を参照してください。 

なお，イベントジョブのログサイズ設定の変更手順については，次の記述個所を参照してください。 

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.8 イベントジョブのロ

グサイズの設定の変更」  

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.6 イベントジョブのロ

グサイズの設定の変更」  
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(1)(1)(1)(1)    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブののののログログログログ設定構成定義設定構成定義設定構成定義設定構成定義パラパラパラパラメメメメーターーターーターーター一一一一覧覧覧覧 

定義パラメーターの一覧を次の表に示します。 

表表表表 4444----14141414    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブののののログログログログ設定構設定構設定構設定構成成成成定義定義定義定義パパパパララララメーターメーターメーターメーター一一一一覧覧覧覧 

キキキキーーーー    定義定義定義定義パパパパララララメーターメーターメーターメーター    定義内容定義内容定義内容定義内容    

"LogSize"= ログサイズ 

（イベントジョブマネージャ

ー共通） 

"LogNumFiles"= ログの面数 

（イベントジョブマネージャ

ー共通） 

"LogSize_jpomanager"= 

"LogSize_jpomgrsub"= 

ログサイズ 

（イベントジョブ各マネージ

ャープロセス単位） 

"LogNumFiles_jpomanager"= 

[{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト

名名名名}\JP1AOMMANAGER\LOG] 

"LogNumFiles_jpomgrsub"= 

ログの面数 

（イベントジョブ各マネージ

ャープロセス単位） 

"LogSize"= ログサイズ 

（イベントジョブエージェン

ト共通） 

"LogNumFiles"= ログの面数 

（イベントジョブエージェン

ト共通） 

"LogSize_jpoagent"= 

"LogSize_jpoagtsub"= 

"LogSize_jpocwtflMain"= 

"LogSize_jpoeventwatch"= 

"LogSize_jpoevsearch"= 

"LogSize_jpocwttmMain"= 

"LogSize_jpocwtmlmain"= 

"LogSize_jpocwtmqmain"= 

"LogSize_jpocwtmsmain"= 

"LogSize_jpomldsk"= 

"LogSize_jpomlsrv"= 

"LogSize_jpomlapisend"= 

"LogSize_jpomlapisend2"= 

"LogSize_jpomlapirec"= 

"LogSize_jpomlapirec2"= 

"LogSize_jpomailrecv"= 

"LogSize_jposupwth"= 

"LogSize_jpomqsup"= 

"LogSize_jpomqsgacs"= 

"LogSize_jp1mqsup"= 

"LogSize_jpocwtmqmaii"= 

"LogSize_jpomsgacs"= 

ログサイズ 

（イベントジョブ各エージェ

ントプロセス単位） 

"LogNumFiles_jpoagent"= 

[{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト

名名名名}\JP1AOMAGENT\LOG] 

"LogNumFiles_jpoagtsub"= 

ログの面数 

（イベントジョブ各エージェ
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"LogNumFiles_jpocwtflMain"= 

"LogNumFiles_jpoeventwatch"= 

"LogNumFiles_jpoevsearch"= 

"LogNumFiles_jpocwttmMain"= 

"LogNumFiles_jpocwtmlmain"= 

"LogNumFiles_jpocwtmqmain"= 

"LogNumFiles_jpocwtmsmain"= 

"LogNumFiles_jpomldsk"= 

"LogNumFiles_jpomlsrv"= 

"LogNumFiles_jpomlapisend"= 

"LogNumFiles_jpomlapisend2"= 

"LogNumFiles_jpomlapirec"= 

"LogNumFiles_jpomlapirec2"= 

"LogNumFiles_jpomailrecv"= 

"LogNumFiles_jposupwth"= 

"LogNumFiles_jpomqsup"= 

"LogNumFiles_jpomqsgacs"= 

"LogNumFiles_jp1mqsup"= 

"LogNumFiles_jpocwtmqmaii"= 

"LogNumFiles_jpomsgacs"= 

ントプロセス単位） 

それぞれの項目の詳細な定義内容を次に示します。 

"L"L"L"LogSiogSiogSiogSizzzzeeee"="="="=dworddworddworddword::::ログログログログののののサイサイサイサイズズズズ  

ログファイル一つのサイズをバイト単位の16進数で指定します。20000（128キロバイト）～40000000

（1ギガバイト）の間で指定します。  

ここで指定した値は，イベントジョブのマネージャープロセスまたはエージェントプロセスのすべて

に影響します。  

"L"L"L"LogNogNogNogNuuuummmmFFFFiiiilllleseseses"="="="=dworddworddworddword::::ログログログログのののの面数面数面数面数  

幾つのファイルによってログをラップさせるのか（ログの面数）を 16進数で指定します。2～10（10進

数で 2～16）の間で指定します。  

ここで指定した値は，イベントジョブのマネージャープロセスまたはエージェントプロセスのすべて

に影響します。  

"L"L"L"LogSiogSiogSiogSizzzze_e_e_e_プロセスプロセスプロセスプロセス名名名名"="="="=dworddworddworddword::::ログログログログののののサイサイサイサイズズズズ  

イベントジョブのマネージャーまたはエージェントの各プロセス単位にログのサイズを変更したい場

合に，ログファイル一つのサイズをバイト単位の 16進数で指定します。20000（128キロバイト）～

40000000（1ギガバイト）の間で指定します。  

プロセスごとに設定するログのサイズ（概算値）については，「(2) プロセスごとのログのサ

イズを算出する」を参照してください。  

"L"L"L"LogNogNogNogNuuuummmmFFFFiiiilllles_es_es_es_プロセスプロセスプロセスプロセス名名名名"="="="=dworddworddworddword::::ログログログログのののの面数面数面数面数  

イベントジョブのマネージャーまたはエージェントの各プロセス単位にログの面数を変更したい場

合に，ログの面数を 16進数で指定します。2～10（10進数で 2～16）の間で指定します。  
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イベントジョブの各プロセスが起動するときに，ログのサイズおよび面数を次に示す優先順位に従って決

定します。 

1. 各プロセス単位の指定 

「LogSize_プロセスプロセスプロセスプロセス名名名名」，または「LogNumFiles_プロセスプロセスプロセスプロセス名名名名」に指定されている値 

2. イベントジョブ共通の指定 

LogSize，または LogNumFiles に指定されている値 

3. 各プロセスが持つデフォルト値 

次の表に示すような各プロセスが固有に持っているデフォルト値 

  

表表表表 4444----15151515    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブのののの各各各各プロセスプロセスプロセスプロセスととととログログログログののののデフデフデフデフォォォォルトルトルトルト値値値値 

ププププララララットフットフットフットフォォォォーーーームムムム    ログログログログののののデフデフデフデフォォォォルトルトルトルト値値値値    

（（（（括弧括弧括弧括弧内内内内はははは JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののインストールインストールインストールインストール，，，，セットセットセットセットアアアアップップップップ

時時時時にににに設定設定設定設定するするするする値値値値））））    

種別種別種別種別    プロセスプロセスプロセスプロセス名名名名    

WindowsWindowsWindowsWindows    UNIXUNIXUNIXUNIX    ログサイログサイログサイログサイズズズズ    ログログログログのののの面数面数面数面数    

jpomanager ○ ○ 640 キロバイト 

（2,048キロバイト） 

8面 

（6面） 

マネージ

ャー 

jpomgrsub ○ ○ 640 キロバイト（1,024キロバイト） 6面 

（8面） 

jpoagent ○ ○ 

jpoagtsub ○ ○ 

384キロバイト 

（1,024キロバイト） 

8面 

（8面） 

jpocwtflMain ○ ○ 1,280 キロバイト 

（2,048キロバイト） 

6面 

（6面） 

jpoeventwatch ○ ○ 640 キロバイト 

（1,024キロバイト） 

4面 

（8面） 

jpocwttmMain ○ ○ 128キロバイト 

（256キロバイト） 

2面 

（6面） 

jpocwtmlmain ○ ○ 

jpoevsearch ○ ○ 

jpocwtmqmain ○ ○ 

jpocwtmsmain ○ － 

jpomldsk ○ － 

jpomlsrv ○ － 

jpomlapisend ○ － 

jpomlapisend2 ○ － 

jpomlapirec ○ － 

jpomlapirec2 ○ － 

jpomailrecv － ○ 

jposupwth ○ － 

jpomqsup ○ － 

jpomqsgacs ○ － 

jp1mqsup － ○ 

jpocwtmqmaii － ○ 

エージェ

ント 

jpomsgacs ○ － 

128キロバイト 

（128キロバイト） 

2面 

（2面） 
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（凡例）  

○：プロセスがある。  

－：プロセスがない。  

イベントジョブのログのファイル名は，次のように決定されます。 

  

  プロセスプロセスプロセスプロセス名名名名[1|2|3|...].log 

  

（例）プロセス「jpoagent」のログファイル名  

  

 jpoagent1.log 

 jpoagent2.log 

  ： 

 jpoagent8.log 

  

イベントジョブのログの出力先は，Windows の場合は「JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\log」，UNIX

の場合は「/var/opt/jp1ajs2/log」です。ログの種類の詳細については，「17.2.4 ログファイルおよびディ

レクトリ一覧」を参照してください。 

(2)(2)(2)(2)    プロセスプロセスプロセスプロセスごごごごとのとのとのとのログログログログののののサイサイサイサイズズズズをををを算出算出算出算出するするするする 

プロセスごとに設定するログのサイズ（概算値）を求める算出式を次の表に示します。なお，これらの算出

式で求めた値は目安です。運用環境などによって変わるおそれもあります。 
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表表表表 4444----16161616    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブのののの各各各各プロセスプロセスプロセスプロセスののののログサイログサイログサイログサイズズズズ（（（（概算概算概算概算値値値値）））） 

プロセスプロセスプロセスプロセス名名名名    算算算算出出出出式式式式（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    

jpomanager 表 4-17 を参照してください。 

jpomgrsub 表 4-17 を参照してください。 

jpoagent 表 4-18 を参照してください。 

jpoagtsub 表 4-18 を参照してください。 

jpocwtflMain 表 4-19 を参照してください。 

jpoeventwatch  

JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの実行数実行数実行数実行数＊4,000  

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを起動起動起動起動したしたしたした論論論論理理理理ホストホストホストホスト上上上上でででで発生発生発生発生するするするする JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント数数数数＊1,200  

JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊3,800  

JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊(ママママクロクロクロクロ変数数変数数変数数変数数＊(ママママクロクロクロクロ変数変数変数変数

サイサイサイサイズズズズ + ママママクロクロクロクロ変数変数変数変数データサイデータサイデータサイデータサイズズズズ（（（（上限上限上限上限はははは，，，，1111,,,,024024024024））））))  

jpoevsearch 実行実行実行実行前前前前ののののイベントイベントイベントイベント検検検検索索索索機能機能機能機能をををを使用使用使用使用しているしているしているしている JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行

数数数数    ＊ 700 

jpocwttmMain 表 4-20を参照してください。 

jpocwtmlmain 

（Windows の場合） 

Windows版メールシステム連携使用時にだけ作成されます。 

メールメールメールメール受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊2,800 

jpocwtmlmain 

（UNIXの場合） 

UNIX版メールシステム連携使用時にだけ作成されます。 

メールメールメールメール受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊7,400 

jpocwtmqmain 

（Windows の場合） 

Windows版メッセージキュー連携使用時にだけ作成されます。 

メッセージメッセージメッセージメッセージキキキキューューューュー受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊2,800 

jpocwtmqmain 

（UNIXの場合） 

UNIX版メッセージキュー連携使用時にだけ作成されます。 

(メッセージメッセージメッセージメッセージキキキキューューューュー監視間隔監視間隔監視間隔監視間隔ごとごとごとごと＊400) + (受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数

＊2,900) 

jpocwtmsmain MSMQ連携使用時にだけ作成されます。 

MSMQMSMQMSMQMSMQ受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊2,800 

jpomldsk Windows版メールシステム連携（デスクトップ上）使用時にだけ作成されます。 

(メールメールメールメール送信送信送信送信ジョブジョブジョブジョブのののの実行数実行数実行数実行数＊200) + (メールメールメールメール監視間隔監視間隔監視間隔監視間隔ごとごとごとごと＊400) 

jpomlsrv Windows版メールシステム連携（サービス上）使用時にだけ作成されます。 

(メールメールメールメール受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊400) + (メールメールメールメール送信送信送信送信ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行

数数数数＊200) 

jpomlapisend

※1
 Windows版メールシステム連携使用時にだけ作成されます。 

メールメールメールメール送信送信送信送信ジョブジョブジョブジョブのののの実行数実行数実行数実行数＊2,800 

jpomlapisend2

※2
 Windows版メールシステム連携使用時にだけ作成されます。 

メールメールメールメール送信送信送信送信ジョブジョブジョブジョブのののの実行数実行数実行数実行数＊2,800 

jpomlapirec

※1
 Windows版メールシステム連携使用時にだけ作成されます。 

2,800（メール受信監視ジョブを実行している場合，1回の監視間隔ごと） 

jpomlapirec2

※2
 Windows版メールシステム連携使用時にだけ作成されます。 

2,800（メール受信監視ジョブを実行している場合，1回の監視間隔ごと） 

jpomailrecv UNIX版メールシステム連携使用時にだけ作成されます。 

メールサーメールサーメールサーメールサーババババへへへへののののメールメールメールメール到着到着到着到着数数数数＊1,200 

jposupwth Windows版 TP1/Message Queue連携使用時にだけ作成されます。 

SUP 開始時：1,200 + SUP停止時：200 

jpomqsup Windows版 TP1/Message Queue連携使用時にだけ作成されます。 

(メッセージメッセージメッセージメッセージ送信送信送信送信ジョブジョブジョブジョブのののの実行数実行数実行数実行数＊1,600) + (受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立

数数数数＊800) + (メッセージメッセージメッセージメッセージキキキキューューューュー起動条件起動条件起動条件起動条件成立成立成立成立数数数数＊1,200) 

jpomqsgacs Windows版 MQSeries連携使用時にだけ作成されます。 

メッセージメッセージメッセージメッセージキキキキューューューュー受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊1,200 

jp1mqsup UNIX版 MQSeries連携使用時にだけ作成されます。 
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(メッセーメッセーメッセーメッセージジジジキキキキューューューュー監視間隔監視間隔監視間隔監視間隔ごとごとごとごと＊(監視監視監視監視するするするするメッセージメッセージメッセージメッセージキキキキューューューュー数数数数＊200 + 400)) 

+ (メッセージメッセージメッセージメッセージキキキキューューューュー受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊2,000) 

jpocwtmqmaii UNIX版 TP1/Message Queue連携使用時にだけ作成されます。 

算出式は jp1mqsup と同じです。 

jpomsgacs MSMQ連携使用時にだけ作成されます。 

(メッセージメッセージメッセージメッセージキキキキューューューュー監視間隔監視間隔監視間隔監視間隔ごとごとごとごと＊(監視監視監視監視するするするするメッセージメッセージメッセージメッセージキキキキューューューュー数数数数＊400 + 800)) 

+ (メッセージメッセージメッセージメッセージキキキキューューューュー受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの監視条件監視条件監視条件監視条件成立成立成立成立数数数数＊400) 

注※1  

メールシステム連携の設定の［メール連携機能］で［サービス上で使用する］を指定した場合，また

は［メール連携機能］で［デスクトップ上で使用する］を指定，かつ［メールクライアントソフト］で

「Outlook2000以前」を指定した場合。  

注※2  

メールシステム連携の設定の［メール連携機能］で［デスクトップ上で使用する］を指定，かつ［メー

ルクライアントソフト］で［Outlook2002 以降］を指定した場合。  

  

表表表表 4444----17171717    ママママネージネージネージネージャャャャーログーログーログーログ出力出力出力出力サイサイサイサイズズズズ 

算算算算出出出出式式式式（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    事象事象事象事象    

jjjjpomanagerpomanagerpomanagerpomanager    jjjjpopopopomgrsmgrsmgrsmgrsubububub    

登録 3,350 2,300 イベントジ

ョブ 
発生 1,900 1,550 

登録 1,150 + (2,600＊起動条件内起動条件内起動条件内起動条件内イベイベイベイベ

ントントントント数数数数

※
) 

750 + (750＊起動条件内起動条件内起動条件内起動条件内イベイベイベイベ

ントントントント数数数数

※
) 

起動条件未

成立 

3,400 2,250 

起動条件 

発

生 

起動条件成

立 

3,850 2,250 

注※  

「起動条件内イベント数」は，起動条件内に定義されたイベントジョブの数です。最大で 32 個で

す。  

  

表表表表 4444----18181818    エエエエージージージージェェェェントログントログントログントログ出力出力出力出力サイサイサイサイズズズズ（（（（1111 ジョブジョブジョブジョブ当当当当たりたりたりたり）））） 

算算算算出出出出式式式式（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    事象事象事象事象    

jjjjpoagentpoagentpoagentpoagent    jjjjpoagtspoagtspoagtspoagtsubububub    

登録 2,104 1,285 イベントジョブ 

発生 735 1,356 

登録 2,104 1,285 起動条件 

起動条件成立 735 1,356 

表表表表 4444----19191919    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ログログログログ出力出力出力出力サイサイサイサイズズズズ（（（（1111 ジョブジョブジョブジョブ当当当当たりたりたりたり）））） 

算算算算出出出出式式式式（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    事象事象事象事象    

監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名をををを    監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名をををを    
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完完完完全名全名全名全名指指指指定定定定    ワワワワイルドカードイルドカードイルドカードイルドカード（（（（****））））指指指指定定定定    

登録 3,300 5,000 イベン

トジョ

ブ 

イベン

ト発生 

4,500 + (ママママクロクロクロクロ変数変数変数変数サイサイサイサイズズズズ + ママママクククク

ロロロロ変数変数変数変数データサイデータサイデータサイデータサイズズズズ（（（（上限上限上限上限はははは，，，，

1111,,,,024024024024））））) 

4,500 + (ママママクロクロクロクロ変数変数変数変数サイサイサイサイズズズズ + ママママクロクロクロクロ変数変数変数変数デデデデ

ータサイータサイータサイータサイズズズズ（（（（上限上限上限上限はははは，，，，1111,,,,024024024024））））) 

登録 3,300 5,000 

イベン

ト発生 

2,800 + (ママママクロクロクロクロ変数変数変数変数サイサイサイサイズズズズ+ママママクロクロクロクロ

変数変数変数変数データサイデータサイデータサイデータサイズズズズ（（（（上限上限上限上限はははは，，，，

1111,,,,024024024024））））) 

(2,800 + (ママママクロクロクロクロ変数変数変数変数サイサイサイサイズズズズ + ママママクロクロクロクロ変数変数変数変数

データサイデータサイデータサイデータサイズズズズ（（（（上限上限上限上限はははは，，，，1111,,,,024024024024））））))＊イベントイベントイベントイベント

発生数発生数発生数発生数 

起動

条件 

終了 1,000 1,000 

表表表表 4444----20202020    実行間隔実行間隔実行間隔実行間隔制御制御制御制御ログログログログ出力出力出力出力サイサイサイサイズズズズ（（（（1111 ジョブジョブジョブジョブ当当当当たりたりたりたり）））） 

事象事象事象事象    算算算算出出出出式式式式（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    

登録 2,600 イベントジョブ 

イベント発生 2,300 

登録 2,600 

イベント発生 2,300＊イベントイベントイベントイベント発生数発生数発生数発生数 

起動条件 

終了 1,000 

登録 1,200 イベントジョブに打ち切り時間が指定された場合

※
 

イベント発生 2,300 

注※  

実行間隔制御ジョブを含む各イベントジョブに打ち切り時間が指定された場合，実行間隔制御ロ

グに上記の値のログが出力されます。  

(3)(3)(3)(3)    イベントイベントイベントイベント・・・・アクションアクションアクションアクション共共共共通通通通ログログログログののののサイサイサイサイズズズズ変更変更変更変更 

イベント・アクション共通ログのサイズを変更する手順を次に示します。 

1. イベントイベントイベントイベント・・・・アアアアククククシシシションョンョンョン共通共通共通共通ログサログサログサログサイイイイズズズズ指指指指定定定定ファイルファイルファイルファイル（（（（jjjjpopopopoccccommonerrommonerrommonerrommonerr....datdatdatdat））））をををを作作作作成成成成するするするする。。。。 

保存場所を次に示します。 

Windows の場合  

JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\log\jpocommonerr.dat  

UNIXの場合  

/var/opt/jp1base/log/jpocommonerr.dat  

2. イベントイベントイベントイベント・・・・アアアアククククシシシションョンョンョン共通共通共通共通ログサイログサイログサイログサイズズズズ指指指指定定定定ファイルファイルファイルファイル（（（（jjjjpopopopoccccommonerrommonerrommonerrommonerr....datdatdatdat））））ににににログサイログサイログサイログサイズズズズをををを定義定義定義定義

するするするする。。。。 

イベント・アクション共通ログサイズ指定ファイル（jpocommonerr.dat）に，次に示す書式に

従ってログサイズを指定します。指定したログサイズは即時に反映されます。 

LogSize:ログサイログサイログサイログサイズズズズ  
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ログサイログサイログサイログサイズズズズはバイト単位の 10進数で指定します。指定できる値は，1,048,576～

1,073,741,824（1ギガバイト）です。誤った値を指定した場合は，デフォルト値（1,048,576

バイト）が仮定されます。  

イベント・アクション共通ログファイルの作成例を次に示します。ログサイズを 2,048キロバイトにする

ときの指定例です。 

  

LogSize:2097152 

なお，クラスタ構成の場合にも，イベント・アクション共通ログは物理ホスト上のログファイルに出力される

ため，両方の物理ホスト上でサイズを設定してください。また，サイズ設定をデフォルト（1,024キロバイト）

に戻す場合は，イベント・アクション共通ログサイズ指定ファイル（jpocommonerr.dat）を削除してください。

変更は即時に反映されます。 

イベント・アクション共通ログ出力サイズ（概算値）を求める算出式を，次の表に示します。 

表表表表 4444----21212121    イベントイベントイベントイベント・・・・アアアアククククシシシションョンョンョン共通共通共通共通ログログログログ出力出力出力出力サイサイサイサイズズズズ（（（（1111 処理処理処理処理当当当当たりたりたりたり）））） 

事象事象事象事象    算算算算出出出出式式式式（（（（単単単単位位位位：：：：ババババイトイトイトイト））））    

登録 1,024 

発生 512 

イベントジョブ 

強制終了 1,024 

登録 ( 3 + 起動条件内起動条件内起動条件内起動条件内にににに定義定義定義定義しているしているしているしているイベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ数数数数 ＊ 2) ＊ 

512 

起動条件成

立時 

ANDの場合  

( 4 + 起動条件内起動条件内起動条件内起動条件内にににに定義定義定義定義しているしているしているしているイベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ数数数数 ＊ 2) ＊ 

512  

ORの場合  

4,096  

起動条件 

強制終了 2,048 

JP1/AJS2 の起

動停止 

マネージャー

ホスト再起動 

( スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス数数数数 + 登録中登録中登録中登録中のののの全起動条件付全起動条件付全起動条件付全起動条件付ききききジョジョジョジョ

ブネットブネットブネットブネット数数数数 ＊ 6 + 登録中登録中登録中登録中のののの全全全全イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ数数数数 ＊ 2) ＊ 512 

アクションジョブ 登録 1,024 

注  

クラスタ運用時にもデフォルトのフォルダに出力されます。そのため，イベント・アクション共通ログ

出力サイズは，上記の値を論理ホストと物理ホストそれぞれで計算し，結果を合計してください。  
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4.4.54.4.54.4.54.4.5    キューレスログファイルキューレスログファイルキューレスログファイルキューレスログファイルののののサイズサイズサイズサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

キューレスログファイルのサイズの見積もりについて説明します。キューレスログには，エージェントでの

キューレスジョブの実行ログが出力され，主に業務の実行状況を監視するために使用します。キューレス

ログファイルが必要とするサイズは，エージェントで実行するキューレスジョブの数によって異なります。 

そのため，必要に応じて，キューレスログファイルの適切なサイズを見積もり，デフォルトのディスク容量を

変更してください。キューレスログファイルのデフォルトのディスク容量と最大ディスク占有量については，

「17.2.4 ログファイルおよびディレクトリ一覧」を参照してください。 

キューレスログファイルの見積もり式を次に示します。 

  

キキキキューレスログファイルューレスログファイルューレスログファイルューレスログファイル容容容容量量量量（単位：バイト）= 

(60 + ママママネージネージネージネージャャャャーホストーホストーホストーホスト名名名名長長長長 + スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス名名名名長長長長 + ジョブジョブジョブジョブ完完完完全名全名全名全名長長長長 + エエエエージージージージェェェェントホストントホストントホストントホスト

名名名名長長長長) ＊ 2 ＊ 保存保存保存保存してしてしてしておおおおきたいきたいきたいきたいジョブジョブジョブジョブ数数数数 

  

キューレスログファイルの拡張手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

セットアップガイド 14.4 キューレスジョブ実行環境の設定」を参照してください。  
4.4.64.4.64.4.64.4.6    キューキューキューキューレストレースログファイルレストレースログファイルレストレースログファイルレストレースログファイルののののサイズサイズサイズサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

キューレストレースログファイルのサイズの見積もりについて説明します。キューレストレースログファイル

は，初期状態では次のように設定されています。 

• 格納先 

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合 

 JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\log\tracelog.ql 

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合 

 /var/opt/jp1ajs2/log/tracelog.ql 

• サイズ 

約 10,000個のジョブを実行したときのトレースログを保存できるサイズ（具体的には，15 メ

ガバイト（15,360 キロバイト）） 

必要となるキューレストレースログファイルの容量は，ジョブのファイル転送有無やエラー出力結果の有

無によって大きく異なります。必要に応じてトレースログファイルの適切な容量を見積もり，拡張してくださ

い。 

キューレストレースログファイルの見積もり式を次に示します。 
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適適適適切切切切ななななキキキキューレストレースログファイルューレストレースログファイルューレストレースログファイルューレストレースログファイル容容容容量量量量（単位：キロバイト）= 

3,072 ＊ (問題問題問題問題がががが発生発生発生発生したしたしたした時時時時かかかからららら資料採取資料採取資料採取資料採取できるできるできるできるままままでにでにでにでに実行実行実行実行さささされるれるれるれるジョブジョブジョブジョブ数数数数 / 2,000） 

（例）1日分のキューレストレースログを保存する場合  

• 1日に 12,000個のジョブが実行される。 

適適適適切切切切ななななキキキキューレストレースログファイルューレストレースログファイルューレストレースログファイルューレストレースログファイル容容容容量量量量 = 3,072 ＊ ( 12,000 / 2,000 ) = 

18,432キロバイト 

キューレストレースログファイルの拡張手順については，次の記述個所を参照してください。 

Windows の場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 3.5.1 トレースログファ

イルの拡張」  

UNIXの場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 13.4.4 トレースログファ

イルの拡張」  

4.4.74.4.74.4.74.4.7    JP1/AJS2 ConsoleJP1/AJS2 ConsoleJP1/AJS2 ConsoleJP1/AJS2 Console ののののトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルののののサイズサイズサイズサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

JP1/AJS2 Console で使用するトレースログファイルのサイズの見積もりについて説明します。 

    

(1)(1)(1)(1)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 CCCConsoonsoonsoonsolllle Managere Managere Managere Manager ののののトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルをををを見積見積見積見積ももももるるるる 

JP1/AJS2 Console Managerのトレースログファイルは，初期状態では次のように設定されています。 

• 格納先 

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合  

JP1/AJS2 ConJP1/AJS2 ConJP1/AJS2 ConJP1/AJS2 Consosososolllleeee ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ

※
\log\tracelog.cm  

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合  

/var/opt/jp1ajs2cm/log/tracelog.cm  

注※  

デフォルトでは次の場所にインストールされます。  

シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\Program Files\HITACHI\JP1AJS2CM  

• サイズ 

約 3 メガバイト（3,072キロバイト） 

必要となるトレースログファイルの容量は，定義内容，操作内容およびエラーの有無によって異なります。

必要に応じてトレースログファイルの適切な容量を見積もり，拡張してください。 
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トレースログファイルの見積もり式を次に示します。 

  

適適適適切切切切ななななトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイル容容容容量量量量（単位：キロバイト）= 

(5.0 + ルートルートルートルート業務業務業務業務スコープスコープスコープスコープ当当当当たりたりたりたり（（（（JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザーごとごとごとごと））））のののの監視先監視先監視先監視先ホストホストホストホスト数数数数＊0.5) ＊エラエラエラエラーーーーがががが発生発生発生発生してかしてかしてかしてからららら

資料採取資料採取資料採取資料採取できるできるできるできるままままでにでにでにでにログインログインログインログインするするするする回数回数回数回数 

（例）30 日分のトレースログを保存する場合（物理ホストだけ対象）  

• 一人の JP1 ユーザーが 30か所の監視先ホストの業務を監視する。  

• 一日当たり 10 回ログインする。 

適適適適切切切切ななななトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイル容容容容量量量量    = (5.0 + 30＊0.5)＊(10＊30) = 6,000 キロバイト 

(2)(2)(2)(2)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 CCCConsoonsoonsoonsolllle Agente Agente Agente Agent ののののトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルをををを見積見積見積見積ももももるるるる 

JP1/AJS2 Console Agent のトレースログファイルは，初期状態では次のように設定されています。 

• 格納先 

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\log\tracelog.ca 

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合 

/var/opt/jp1ajs2/log/tracelog.ca 

• サイズ 

約 3 メガバイト（3,072キロバイト） 

必要となるトレースログファイルの容量は，定義内容，操作内容およびエラーの有無によって異なります。

必要に応じてトレースログファイルの適切な容量を見積もり，拡張してください。 

トレースログファイルの見積もり式を次に示します。 

  

適適適適切切切切ななななトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイル容容容容量量量量（単位：キロバイト）= 

(2.0 + (0.1 + (0.04 ＊ 監視先監視先監視先監視先スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス数数数数) ) 

＊(エラエラエラエラーーーーがががが発生発生発生発生してかしてかしてかしてからららら資料採取資料採取資料採取資料採取できるできるできるできるままままでのでのでのでの時間時間時間時間（秒） / 監視間隔監視間隔監視間隔監視間隔（秒）) ) 

＊ 監視監視監視監視しているしているしているしている JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle e e e VVVViewiewiewiew のののの数数数数 

  

（例）10 日分のトレースログを保存する場合（物理ホストだけ対象） 

• 五つの JP1/AJS2 Console Viewを使用してホスト上の業務を監視する。  

• 20のスケジューラーサービスを監視する。  

• 300 秒間隔で監視する。 

適適適適切切切切ななななトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイルトレースログファイル容容容容量量量量 = ( 2.0 + ( 0.1 + ( 0.04 ＊ 20 ) ) ＊ 

( 864,000 / 300 ) ) ＊5 = 12,970 キロバイト 
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トレースログファイルの拡張手順については，次の記述個所を参照してください。 

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 3.5.1 トレースログファ

イルの拡張」  

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 13.4.4 トレースログファ

イルの拡張」  

4.4.84.4.84.4.84.4.8    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- View View View View ののののログファイルログファイルログファイルログファイルののののサイズサイズサイズサイズをををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

JP1/AJS2 - View，JP1/AJS2 Console Viewで出力するログファイルサイズの見積もりについて説明しま

す。 

    

(1)(1)(1)(1)    JP1/JP1/JP1/JP1/AJS2 AJS2 AJS2 AJS2 ---- View View View View ののののログファイルサイログファイルサイログファイルサイログファイルサイズズズズをををを見積見積見積見積ももももるるるる 

ここで説明する JP1/AJS2 - Viewのログファイルは次のものを示します。 

• 格納先 

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003 の場合  

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\log\ajs2view#nnnnnnnnnnnnnnnn_{1|2}.log

※
  

「JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ」のデフォルトは「シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\Program 

Files\HITACHI\JP1AJS2V」です。  

Windows Vista の場合  

%ALLUSERSPROFILE%\Hitachi\JP1\JP1_DEFAULT\JP1AJS2V\log\ajs2view#nnnnnnnnnnnnnnnn_{1|2}

.log

※
  

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\ProgramData」です。  

注※  

複数起動時の場合は，「#nnnnnnnnnnnnnnnn_」の nnnnnnnnnnnnnnnn には 0001～9999 の任意の値が割り当てられま

す。複数起動しない場合は「#nnnnnnnnnnnnnnnn_」の部分が省略されます。  

• サイズ 

1～512 メガバイトまでメガバイト単位で指定できます（デフォルトは 1 メガバイトです）。 

ログファイルサイズは，JP1/AJS2 - Viewの［環境設定］ダイアログボックスの［その他］タブ

の，［ログファイルの上限値］で変更できます。 

必要となるログファイルサイズはトレースレベル，操作内容，エラーの有無によって異なります。ここでは，

トレースレベルが 3（デフォルト）の場合の見積もりの目安を次の表以降に示します。 
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なお，JP1/AJS2 - Manager との接続が切れて再接続する場合や，見積もり以上に操作に失敗する場合

も考えられますので，見積もりには 1 メガバイト程度の余裕を持たせてください。 

表表表表 4444----22222222    全体的全体的全体的全体的なななな JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew ののののログファイルサイログファイルサイログファイルサイログファイルサイズズズズ見積見積見積見積もりもりもりもり 

項目項目項目項目    ログサイログサイログサイログサイズズズズ（（（（単単単単位位位位：：：：キキキキロロロロババババイトイトイトイト））））    

JP1/AJS2 - Viewの起動 10 

JP1/AJS2 - Viewの終了 10 

表表表表 4444----23232323    各各各各ウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウ共通共通共通共通ののののログファイルサイログファイルサイログファイルサイログファイルサイズズズズ見積見積見積見積もりもりもりもり 

項目項目項目項目    ログサイログサイログサイログサイズズズズ（（（（単単単単位位位位：：：：キキキキロロロロババババイトイトイトイト））））    

操作

※
 3 ＊ n 

操作エラー 4 ＊ m 

（凡例）  

n：操作回数  

m：操作エラー回数  

注※  

メニュー操作やダイアログボックスの開閉操作を指します。また，［ジョブネットエディタ］ウィンドウで

のユニット新規作成やアイコン位置の変更時も該当します。なお，複数のユニットをまとめて操作す

る場合は，個々に操作する場合と同様に見積もってください。  

  

表表表表 4444----24242424    ウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウごとのごとのごとのごとのログファイルサイログファイルサイログファイルサイログファイルサイズズズズ見積見積見積見積もりもりもりもり 

1111 回回回回当当当当たりのたりのたりのたりのログサイログサイログサイログサイズズズズ（（（（単単単単位位位位：：：：キキキキロロロロババババイトイトイトイト））））    ウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウ    

表表表表示示示示    最最最最新情報新情報新情報新情報にににに更更更更新新新新    自動更自動更自動更自動更新新新新    ツツツツリーリーリーリーノノノノードードードード選択選択選択選択

※1※1※1※1
    

JP1/AJS2 - View 3＋2＊a 2 2 2 

ジョブネットエディタ 4+0.5＊(b-1)+5＊

a 

2 － 5 

ジョブネットモニタ 5+0.5＊(b-1)+4＊

a 

3+0.5＊c+0.5＊d 1+0.5＊c+0.5＊

d 

4 

マンスリースケジュー

ル 

5+0.5＊(b-1)+e 2 + e － 1 

デイリースケジュール※2
 

4+0.5＊(b-1)+e 2 + e 2 + e 1 

カレンダー

※3
 5 3 － － 

（凡例）  

a：  

表示するウィンドウのツリーエリアで初期選択するユニットの階層数  

ルート階層は 0 となります。  

b：  

ウィンドウを表示する対象ユニットのユニット階層数  

c：  

［モニタ詳細］ダイアログボックスの表示数  

d：  

［実行結果詳細］ダイアログボックスの表示数  

e：  
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対象となるルートジョブネット数  

ジョブグループに対して表示する場合は直下のルートジョブネット数  

ルートジョブネットに対して表示する場合は 1  

注※1  

ツリーエリアでのユニット選択およびツリーエリアでのユニットの展開を指します。  

注※2  

［デイリースケジュール（階層表示）］ウィンドウ，［デイリースケジュール（全ジョブ表示）］ウィンドウを指し

ます。  

注※3  

［月間カレンダー編集］ウィンドウ，［年間カレンダー編集］ウィンドウを指します。  

（例）  

次の条件で 1週間分のログを残すのに必要なログファイルサイズを見積もります。  

1週間 JP1/AJS2 - Viewを使用し業務監視を行う。  

［JP1/AJS2 - View］ウィンドウを 300 秒毎に自動更新する。  

ルートジョブグループ下にあるジョブグループ（下位に 10個のルートジョブネットを含む）に対して，［デイ

リースケジュール（階層表示）］ウィンドウを表示し，300 秒毎に自動更新する。  

操作回数は 1 時間当たり 1回行う。  

操作に失敗する確率を 0.1 とする。 

  

必要なログファイルサイズは次のとおりです。  

JP1/AJS2 - View 起動と終了 

20 キロバイト 

メニュー操作 

3＊24＊7 = 504キロバイト 

操作エラー 

4＊24＊7／10 =68キロバイト 

［JP1/AJS2 - View］ウィンドウの表示 

3キロバイト 

［JP1/AJS2 - View］ウィンドウでの自動更新 

2＊3600＊24＊7／300=4,032 

［デイリースケジュール（階層表示) ］ウィンドウの表示 

4 + 0.5(1-1) + 10 = 14 

［デイリースケジュール（階層表示) ］ウィンドウでの自動更新 

(2 + 10)* 3600*24*7/300=24,192 

合計 

20+504+68+3+4,032+14+24,192=28,833（キロバイト） = 28.1（メガバイト） 

切り上げて，1 メガバイトの余裕を持たせると 30 メガバイトになります。  
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(2)(2)(2)(2)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 CCCConsoonsoonsoonsolllle Viewe Viewe Viewe View ののののログファイルサイログファイルサイログファイルサイログファイルサイズズズズをををを見積見積見積見積ももももるるるる 

ここで説明する JP1/AJS2 Console Viewのログファイルは次のものを示します。 

• 格納先 

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003 の場合  

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\log\ajs2coview#nnnnnnnnnnnnnnnn_{1|2}.log

※
  

「JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ」のデフォルトは「シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\Program 

Files\HITACHI\JP1AJS2V」です。  

Windows Vista の場合  

%ALLUSERSPROFILE%\Hitachi\JP1\JP1_DEFAULT\JP1AJS2V\log\ajs2coview#nnnnnnnnnnnnnnnn_{1

|2}.log

※
  

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\ProgramData」です。  

注※  

複数起動時の場合は，「#nnnnnnnnnnnnnnnn_」の nnnnnnnnnnnnnnnn には 0001～9999 の任意の値が割り当てられま

す。複数起動しない場合は「#nnnnnnnnnnnnnnnn_」の部分が省略されます。  

• サイズ 

1～512 メガバイトまでメガバイト単位で指定できます（デフォルトは 1 メガバイトです）。 

ログファイルサイズは，JP1/AJS2 Console Viewの［環境設定］ダイアログボックスの［その

他］タブの，［ログファイルの上限値］で変更できます。 

必要となるログファイルサイズはトレースレベル，操作内容，エラーの有無によって異なります。ここではト

レースレベルが 3（デフォルト）の場合の見積もりの目安を次の表に示します。 

なお，見積もり以上に操作に失敗する場合も考えられますので，見積もりには 1 メガバイト程度の余裕を

持たせてください。 
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表表表表 4444----25252525    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle e e e VVVViewiewiewiew ののののログファイルサイログファイルサイログファイルサイログファイルサイズズズズ見積見積見積見積もりもりもりもり 

項目項目項目項目    ログサイログサイログサイログサイズズズズ（（（（単単単単位位位位：：：：キキキキロロロロババババイトイトイトイト））））    

JP1/AJS2 Console Viewの起動 10 

JP1/AJS2 Console Viewの終了 10 

操作

※1
 3＊n  

操作エラー 4＊m 

状態取得 0.5*Σa + (0.5＊b+4＊c)＊(1+d) 

監視オブジェクトに対する操作

※2
 5＊n  

接続確認

※3
 0.5＊l 

（凡例）  

Σ：  

ルート業務スコープ全体のオブジェクト数の和  

a：  

個々の監視対象となるルートジョブネットの状態更新回数

※4
  

b：  

ルート業務スコープ全体のオブジェクト数  

c：  

状態不明となる AJS2 ユニット監視オブジェクト数  

d：  

［定義モード］から［監視モード］に変更する回数，および再接続回数  

n：  

操作回数  

m：  

操作エラー回数  

l：  

接続確認回数=JP1/AJS2 Console Viewの起動時間／接続確認間隔（デフォルト 300 秒）  

注※1  

メニュー操作やダイアログボックスの開閉操作を指します。また，［メインスコープ］ウィンドウでオブジェク

トの新規作成やアイコン位置の変更時も該当します。なお，複数のオブジェクトをまとめて操作する場合

は，個々に操作する場合と同様に見積もってください。  

注※2  

［実行登録］や［再実行］などの AJS2 ユニット監視オブジェクトに対する操作を指します。  

注※3  

JP1/AJS2 Console View内で自動的に行う処理です。JP1/AJS2 Console Viewの通信オプション

KEEP_ALIVE値（デフォルトは 300 秒）に従い，定期的に JP1/AJS2 Console Manager と接続確認を行い

ます。  

通信オプションの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド 

12.2.4 通信オプションを設定する」を参照してください。  

注※4  

状態更新回数は次の小さい方の値を見積もってください。  

• ルートジョブネットの起動回数を 10 倍した値  

• JP1/AJS2 Console での監視期間から［監視間隔］を割った値 

ルートジョブネットの起動回数は，JP1/AJS2 Console での監視期間で監視対象のジョブネットが実

行される回数を見積もってください。なお，起動条件付きジョブネットを監視する場合には，起動回

数は起動条件の成立頻度を見積もってください。  

（例）  

次の条件で 1週間分のログを残すのに必要なログファイルサイズを見積もります。  
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• 1週間 JP1/AJS2 Console Viewを使用し業務監視を行う。  

• JP1/AJS2 Console の［監視間隔］は 300 秒とする。  

• ルート業務スコープ全体で 50個の AJS2 ユニット監視オブジェクトが存在する。  

• 監視対象となる全ルートジョブネットは 1日 2回実行される。  

• 操作は一時間当たり 1回行う。  

• 操作に失敗する確率を 0.1 とする。  

• 監視オブジェクトに対する操作を 6 時間当たり 1回行う。 

  

必要なログファイルサイズは次のとおりです。  

• JP1/AJS2 Console View 起動と終了 

20 キロバイト 

• メニュー操作 

3＊24＊7 =504キロバイト 

• 操作エラー 

4＊24＊7／10 =68キロバイト 

• 状態取得 

5＊0.5＊50＊2＊7＊10 + 0.5＊50 = 3,525キロバイト 

• 監視オブジェクトに対する操作 

5＊24＊7／6 = 140 キロバイト 

• 接続確認 

0.5＊3600＊24＊7／300 = 1,008キロバイト 

• 合計 

20+504+68+3,525+140+1,008 = 5,265キロバイト=5.1 メガバイト 

切り上げてさらに 1 メガバイトの余裕を持たせると 7 メガバイトになります。 
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5.5.5.5.    インストールインストールインストールインストールととととセットアップセットアップセットアップセットアップにににに関関関関するするするする検討検討検討検討    

この章では，JP1/AJS2 のインストールとセットアップ時の検討項目について説明します。 

自動化する業務の設計，システム構成の検討，および見積もりが終了したら，インストールとセットアップ

時の設定項目について検討する必要があります。 

5.15.15.15.1    インストールインストールインストールインストール時時時時のののの作業作業作業作業についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

この節では，JP1/AJS2 のインストール時の注意事項と，インストール前に決めておく項目について説明

します。 

5.1.15.1.15.1.15.1.1    インストールインストールインストールインストール時時時時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1/AJS2 のインストール時の注意事項について，Windows と UNIXに分けて説明します。インストールを

実施する場合には，次の注意事項を踏まえてインストール作業を実施してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    WWWWininininddddowsowsowsows版版版版 JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ををををインストールインストールインストールインストールするときのするときのするときのするときの注意事項注意事項注意事項注意事項 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ををををインストールインストールインストールインストールするするするするホストホストホストホストについてのについてのについてのについての注注注注意事項意事項意事項意事項  

JP1/AJS2 - Managerをインストールしたホストには，JP1/AJS2 - Agent はインストールできません。  

ババババージョンージョンージョンージョンアアアアップインストールップインストールップインストールップインストールについてのについてのについてのについての注注注注意事項意事項意事項意事項  

• JP1/JP1/JP1/JP1/AJS2 AJS2 AJS2 AJS2 ---- Manager Manager Manager Managerおおおおよよよよびびびび JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent ををををババババージョンージョンージョンージョンアアアアップインストールップインストールップインストールップインストールすすすす

るるるる場合場合場合場合 

JP1/AJS2 のすべてのサービスおよびプロセスを停止させてからインストールしてく

ださい。また，必要に応じて，定義ファイルをバックアップしてから製品をバージョ

ンアップすることをお勧めします。 

Version 6 または Version 7i の JP1/AJS2 - Light Edition をインストールしたホスト

に JP1/AJS2 - Manager をインストールできます。インストール後，Version 6 または

Version 7i の JP1/AJS2 - Light Edition は，JP1/AJS2 - Managerに置き換わります。 

Version 6 の JP1/AJS2 Console をインストールしたホストに JP1/AJS2 - Manager

をインストールすると，Version 6 の JP1/AJS2 Console は JP1/AJS2 - Managerに

置き換わります。 

• JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew ををををババババージョンージョンージョンージョンアアアアップインストールップインストールップインストールップインストールするするするする場合場合場合場合 

JP1/AJS2 - View 画面を閉じてからインストールしてください。 

また，インストール後，再起動が必要な場合があります。再起動が必要な場合は，
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インストール後に再起動を要求するメッセージが表示されますので，メッセージに

従ってホストを再起動してください。 

JP1/NEJP1/NEJP1/NEJP1/NETTTTM/M/M/M/DDDDMMMM をををを使使使使っっっったたたたリリリリモモモモートインストールートインストールートインストールートインストール（（（（ソソソソフトフトフトフトウェアウェアウェアウェアのののの配布配布配布配布））））  

JP1/AJS2 は，JP1/NETM/DM を使ったリモートインストールに対応しています。  

JP1/AJS2 の場合，次に示すインストールに対応しています。  

• 新規インストール 

インストール対象ホストに JP1/AJS2 を新規にインストールできます。 

• バージョンアップインストール 

リモートインストールすることで，JP1/AJS2 インストール済みホストの JP1/AJS2 をバ

ージョンアップできます。 

JP1/NETM/DM を使った実際のリモートインストール方法については，マニュアル

「JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用)」を参照してください。  

補足事項補足事項補足事項補足事項  

JP1/AJS2 をインストールすることで JP1/AJS2 Console Manager もインストールされます。

JP1/AJS2 - Console 06-71 または JP1/AJS2 07-00以降がインストールされていない場合

は，ユーザーが指定した JP1/AJS2 のインストール先フォルダと同じ階層に JP1/AJS2 

Console のインストール先フォルダ（\JP1AJS2CM）が作成され，このフォルダに JP1/AJS2 

Console Managerがインストールされます。その他の場合については，「9.6.2 Windows版

の JP1/AJS2 - Console 06-71 からバージョンアップする場合の注意事項」を参照してくだ

さい。  

複数複数複数複数ホストホストホストホストでのでのでのでのジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境のののの注注注注意事項意事項意事項意事項  

複数ホストでジョブを実行する場合は，マネージャー，エージェント，および他システムの各ホスト

上で，IP アドレスが解決できるように設定してください。DNS で運用している場合は，FQDN形式の

ホスト名の IP アドレスが解決できるように設定してください。  

(2)(2)(2)(2)    UUUUNINININIXXXX 版版版版 JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ををををインストールインストールインストールインストールするとするとするとするときのきのきのきの注意事項注意事項注意事項注意事項 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ををををインストールインストールインストールインストールするするするするホストホストホストホストについてのについてのについてのについての注注注注意事項意事項意事項意事項  

JP1/AJS2 - Managerをインストールしたホストには，JP1/AJS2 - Agent はインストールできません。  

ババババージョンージョンージョンージョンアアアアップインストールップインストールップインストールップインストールについてのについてのについてのについての注注注注意事項意事項意事項意事項  

Version 6 の JP1/AJS2 - Light Edition をインストールしたホストに JP1/AJS2 - Managerをインスト

ールできます。インストール後，Version 6 の JP1/AJS2 - Light Edition は，JP1/AJS2 - Managerに

置き換わります。  

また，Version 6 の JP1/AJS2 Console をインストールしたホストに JP1/AJS2 - Managerをインストー

ルすると，Version 6 の JP1/AJS2 Console は JP1/AJS2 - Managerに置き換わります。  

JP1/AJS2 で提供しているファイルには，ユーザーがカスタマイズできるファイルがあります。ユーザ

ーによるカスタマイズを考慮し，バージョンアップインストール後も，これらのファイルは置き換えら

れません。  
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また，カスタマイズ前のファイルは，モデルファイルとして同一ディレクトリに格納されています（ファ

イル名の末尾に，「.model」が付いています）。アップデートはこのモデルファイルに対して行われま

す。このため，バージョンアップ後は次に示すファイルのカスタマイズ状況を確認し，カスタマイズし

ている場合は，モデルファイルをコピーし，再度カスタマイズしてください。カスタマイズしていない

場合は，コピーだけしてください。  

• /etc/opt/jp1ajs2/jajs_killall.cluster  

• /etc/opt/jp1ajs2/jajs_start.cluster  

• /etc/opt/jp1ajs2/jajs_start  

• /etc/opt/jp1ajs2/jajs_stop.cluster  

• /etc/opt/jp1ajs2/jajs_stop  

• /etc/opt/jp1ajs2/jajsca_start  

• /etc/opt/jp1ajs2/jajsca_stop  

• /etc/opt/jp1ajs2cm/jajscm_start  

• /etc/opt/jp1ajs2cm/jajscm_stop 

JP1/AJS2 - Manager，JP1/AJS2 - Agent をバージョンアップインストールする場合  

JP1/AJS2 のすべてのサービスおよびプロセスを停止させてからインストールしてください。また，必

要に応じて，定義ファイルをバックアップしてから製品をバージョンアップすることをお勧めします。  

JP1/NEJP1/NEJP1/NEJP1/NETTTTM/M/M/M/DDDDMMMM をををを使使使使っっっったたたたリリリリモモモモートインストールートインストールートインストールートインストール（（（（ソソソソフトフトフトフトウェアウェアウェアウェアのののの配布配布配布配布））））  

JP1/AJS2 は，JP1/NETM/DM を使ったリモートインストールに対応しています。  

JP1/AJS2 の場合，次に示すインストールに対応しています。  

• 新規インストール 

インストール対象ホストに JP1/AJS2 を新規にインストールできます。 

• バージョンアップインストール 

リモートインストールすることで，JP1/AJS2 インストール済みホストの JP1/AJS2 をバ

ージョンアップできます。 

JP1/NETM/DM を使った実際のリモートインストール方法については，マニュアル

「JP1/NETM/DM Manager」「JP1/NETM/DM SubManager (UNIX(R)用)」「JP1/NETM/DM Client 

(UNIX(R)用)」を参照してください。  

複複複複数数数数ホストホストホストホストでのでのでのでのジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境のののの注注注注意事項意事項意事項意事項  

複数ホストでジョブを実行する場合は，マネージャー，エージェント，および他システムの各ホスト

上で，IP アドレスが解決できるように設定してください。DNS で運用している場合は，FQDN形式の

ホスト名の IP アドレスが解決できるように設定してください。   
5.1.25.1.25.1.25.1.2    インストールインストールインストールインストール前前前前にににに決決決決めておくめておくめておくめておく項目項目項目項目    
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Windows版 JP1/AJS2 をインストールするとき，次の表に示す項目について入力したり，選択したりする必

要があります。運用環境に応じて，事前に決定しておいてください。 

表表表表 5555----1111    インストールインストールインストールインストール前前前前にににに決定決定決定決定してしてしてしておくおくおくおく項目項目項目項目 

項目項目項目項目    内容内容内容内容    

ユーザー情報 ユーザー名および会社名を入力します。必ず入力します。 

インストール先 

フォルダ 

JP1/AJS2 シリーズプログラムをインストールするフォルダを指定します。 

必要に応じて変更してください。 

各製品のデフォルトのインストール先フォルダを次に示します。 

・JP1/AJS2 - Manager

※
：シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\Program Files\HITACHI\JP1AJS2 

・JP1/AJS2 - Agent：シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\Program Files\HITACHI\JP1AJS2 

・JP1/AJS2 - View：シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\Program Files\HITACHI\JP1AJS2V 

注※  

JP1/AJS2 Console は，別フォルダにインストールします。  

デフォルトのインストール先フォルダを次に示します。  

シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\Program Files\HITACHI\JP1AJS2CM  

プログラム 

フォルダ 

プログラムメニュー名を指定します。 

必要に応じて，任意のプログラムメニュー名に変更してください。 

各製品のデフォルトのメニュー名を次に示します。 

・JP1_Automatic Job Management System 2 - Manager 

・JP1_Automatic Job Management System 2 - Agent 

・JP1_Automatic Job Management System 2 - View  
5.25.25.25.2    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサービスサービスサービスサービスのののの設定設定設定設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

この節では，JP1/AJS2 のサービスの種類やデフォルト値について説明します。また，JP1/AJS2 のサービ

スの設定を変更する必要がある場合について説明します。 

5.2.15.2.15.2.15.2.1    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサービスサービスサービスサービスのののの種類種類種類種類    

JP1/AJS2 - Managerのサービス一覧を次の表に示します。 

表表表表 5555----2222    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ののののサーサーサーサービビビビスススス一一一一覧覧覧覧 

サーサーサーサービビビビスススス名名名名    サーサーサーサービビビビススススのののの内容内容内容内容    

JP1/AJS2 サービス 業務の定義と実行を管理します。JP1/AJS2 サービスの中には，スケジューラ

ーサービスが含まれています。 

JP1/AJS2 Monitorサ

ービス 

JP1/AJS2 - View と接続する場合と，コマンドをリモート実行する場合の通信処

理を管理します。 

JP1/AJS2 Mailサー

ビス 

メール連携をサービスで実行する場合，JP1/AJS2 からのメールの送受信を管

理します。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービス 

JP1/AJS2-Managerからのキューレスジョブの実行要求を受け付けます。キュ

ーレスジョブを実行します。 

JP1/AJS2 Queueless キューレスジョブ管理プロセスからのファイル転送要求を受け付けます。キュ
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File Transferサービ

ス 

ーレスジョブ管理プロセスに対して，転送ファイル，標準出力ファイル，および

標準エラー出力ファイルのデータ転送を実施します。 

JP1/AJS2 Console 

Managerサービス 

JP1/AJS2 Console Viewで定義した監視対象の情報を保存したり，JP1/AJS2 

Console Agent に指示して，監視対象の状態を取得したりします。 

JP1/AJS2 Console 

Agent サービス 

JP1/AJS2 Console Managerから指示を受け，自ホスト上の監視対象（ルートジ

ョブネット）の状態を定期的に監視します。監視対象の状態に変更があれば，

JP1/AJS2 Console Managerに通知します。 

JP1/AJS2 Check 

Managerサービス 

JP1/AJS2 で定義したジョブの実行前チェックを行うために，JP1/AJS2 Check 

Agent サービスに指示して，チェック状態を取得します。 

JP1/AJS2 Check 

Agent サービス 

JP1/AJS2 Check Managerから指示を受け，JP1/AJS2で定義したジョブの実行

前チェックを行います。 

JP1/AJS2 - Agent のサービス一覧を次の表に示します。 

表表表表 5555----3333    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent ののののサーサーサーサービビビビスススス一一一一覧覧覧覧 

サーサーサーサービビビビスススス名名名名    サーサーサーサービビビビススススのののの内容内容内容内容    

JP1/AJS2 サービス 業務を実行します。 

JP1/AJS2 Mailサービス メール連携をサービスで実行する場合，JP1/AJS2 からのメールの

送受信を管理します。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービス 

JP1/AJS2-Managerからのキューレスジョブの実行要求を受け付け

ます。キューレスジョブを実行します。 

JP1/AJS2 Check Agent

サービス 

JP1/AJS2 Check Managerから指示を受け，JP1/AJS2 で定義したジ

ョブの実行前チェックを行います。 

注意  

UNIXの場合はスーパーユーザーでサービスを起動してください。  

注意  

JP1/AJS2 で業務を定義・実行するときには，JP1/Base サービス，JP1/AJS2 サービス，および

JP1/AJS2 Monitorサービスを起動しておきます。JP1/AJS2 サービスを起動する前に，JP1/Base

サービスを起動しておいてください。業務の定義・実行を終了する場合は，JP1/Base サービスおよ

び JP1/AJS2 サービスを終了します。  

注意  

マネージャー・エージェント構成の場合は，JP1/AJS2 - Managerおよび JP1/AJS2 - Agent の両方

で，JP1/AJS2 サービスを起動・終了します。  

注意  

JP1/AJS2 サービスを起動したあとは，システム日時を変更しないでください。JP1/AJS2 サ

ービス起動後のシステム日時の変更は，ジョブネットの実行スケジュールに影響を与えま

す。詳細については，「15.13.3 システムの日時を変更する」を参照してください。  

注意  

ジョブネットやジョブの実行中に，システム障害などで JP1/AJS2 サービスの処理が中断し，キャッ

シュメモリーの内容がディスクに書き込まれなかった場合，JP1/AJS2 のデータベースファイルの内

容が不整合となります。不整合となった場合，JP1/AJS2 サービスを起動しても，処理が中断された

ジョブネットやジョブに対する操作は保証されません。この場合，JP1/AJS2 サービスを強制終了し，

スケジューラーサービスをコールドスタートしてください。スケジューラーサービスをコールドスタート

した場合，登録済みのジョブネットの結果情報は取り消されるため，実行結果はすべて無効になり
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ます。また，コールドスタートのあとには，ジョブネットの再登録が必要です。  

注意  

JP1/AJS2 - Viewから実行登録されたジョブネットを操作する場合，JP1/AJS2 - Viewの起

動時に，JP1/AJS2 - View側のタイムゾーンを，接続先の JP1/AJS2 Monitorサービスのタ

イムゾーンに合わせてください。JP1/AJS2 - Viewからジョブネットを操作するとき，

JP1/AJS2 Monitorサービスが起動しているタイムゾーンの時刻が JP1/AJS2 - Viewに反

映（表示）されます。そのため，タイムゾーンが異なると，実際に操作した時間と，

JP1/AJS2 - Viewに表示される時間は，タイムゾーンの時差の分だけずれることになります。

詳細については，「3.2.2(2) 複数の業務管理ホストを使用する場合」を参照してください。  

組み込みDBのサービス一覧を次の表に示します。 

表表表表 5555----4444    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBののののサーサーサーサービビビビスススス一一一一覧覧覧覧 

サーサーサーサービビビビスススス名名名名    サーサーサーサービビビビススススのののの内容内容内容内容    

HiRDB/EmbeddedEdition サービス データベースとして組み込みDBを使用する場合，データベ

ースの操作と運用コマンドを管理します。 

HiRDB/ClusterService サービス 組み込みDBのクラスタ環境での動作を管理します。 

注意  

組み込みDBのサービス名には，インストール時に設定するセットアップ識別子が追加されます。  

セットアップ識別子については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアッ

プガイド 2.3.2 組み込みDBをインストールする」を参照してください。  

なお，これ以降の説明では，JP1/AJS2 - Managerで起動する JP1/AJS2 サービスを JP1/AJS2 - Manager

サービス，JP1/AJS2 - Agent だけで起動する JP1/AJS2 サービスを JP1/AJS2 - Agent サービスと表記し

ます。 

5.2.25.2.25.2.25.2.2    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサービスサービスサービスサービスののののデフォルトデフォルトデフォルトデフォルト値値値値（（（（WindowsWindowsWindowsWindows 限定限定限定限定））））    

JP1/AJS2 のサービスのアカウントの設定について説明します。 

JP1/AJS2 - Manager または JP1/AJS2 - Agent の JP1/AJS2 のサービスで，デフォルトとして設定されて

いる内容を次の表に示します。 
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表表表表 5555----5555    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ままままたはたはたはたは JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent サーサーサーサービビビビススススののののデフデフデフデフォォォォルトルトルトルト値値値値 

サーサーサーサービビビビスススス名名名名    起動方法起動方法起動方法起動方法    アアアアカカカカウウウウントントントント    

JP1/AJS2 手動 システム 

JP1/AJS2 Monitor

※
 自動 システム 

JP1/AJS2 Mail 手動 システム 

JP1/AJS2 Queueless Agent 手動 システム 

JP1/AJS2 Queueless File Transfer

※
 手動 システム 

JP1/AJS2 Console Manager

※
 自動 システム 

JP1/AJS2 Console Agent

※
 自動 システム 

JP1/AJS2 Check Manager

※
 手動 システム 

JP1/AJS2 Check Agent 手動 システム 

注※  

JP1/AJS2 - Agent には存在しません。  

組み込みDBのサービスで，デフォルトとして設定されている内容を次の表に示します。 

表表表表 5555----6666    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBサーサーサーサービビビビススススののののデフデフデフデフォォォォルトルトルトルト値値値値 

サーサーサーサービビビビスススス名名名名    起動方法起動方法起動方法起動方法    アアアアカカカカウウウウントントントント    

HiRDB/EmbeddedEdition 自動 システム 

HiRDB/ClusterService 手動 システム  
5.2.35.2.35.2.35.2.3    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサービスサービスサービスサービスのののの設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合（（（（WinWinWinWindowsdowsdowsdows 限定限定限定限定））））    

ジョブを実行する環境によって，JP1/AJS2 のサービスのアカウントをユーザーアカウントに変更した方が

よい場合があります。運用に応じて JP1/AJS2 に設定するユーザーアカウントの設定について検討してく

ださい。 

ここでは，JP1/AJS2 のサービスの設定を，デフォルトから変更する必要がある場合について説明します。

また，他プログラムと連携するときの，JP1/AJS2 のサービスの設定について説明します。 

    

(1)(1)(1)(1)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサーサーサーサービビビビススススののののアカウントアカウントアカウントアカウントのののの変更変更変更変更ににににつつつついていていていて 

次に示すサービスのアカウントを変更する必要がある場合について，次に示します。 

• 「JP1/AJS2 サービス」  

• 「JP1/AJS2 Monitorサービス」  

• 「JP1/AJS2 Queueless Agent サービス」  

• 「JP1/AJS2 Queueless File Transferサービス」  
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• 「JP1/AJS2 Console Managerサービス」  

• 「JP1/AJS2 Console Agent サービス」  

(a)(a)(a)(a)    ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行多重度多重度多重度多重度をををを標標標標準準準準よりよりよりより上上上上げげげげるるるる場合場合場合場合，，，，またはまたはまたはまたはデスクトップヒープデスクトップヒープデスクトップヒープデスクトップヒープ領域不足領域不足領域不足領域不足をををを発生発生発生発生させさせさせさせ

たくないたくないたくないたくない場合場合場合場合 

JP1/AJS2 では，「JP1/AJS2 サービス」からジョブを起動するため，起動するジョブごとにWindows のデス

クトップヒープ領域（システムのリソース）を使用します。 

また，デフォルトでは JP1/AJS2 サービスをシステムアカウントで起動するため，システムアカウントで動作

するほかのサービスプログラムと同じデスクトップヒープ領域を共用します。そのため，同時に多くのジョ

ブを実行すると，デスクトップヒープ領域不足が発生することがあります。そこで，JP1/AJS2 サービスとほ

かのサービスプログラムのデスクトップヒープ領域を共用しないようにすることによって，同時に多くのジョ

ブを実行してもデスクトップヒープ領域不足が発生する頻度を低くできます。JP1AJS2 サービスとほかの

サービスプログラムのデスクトップヒープ領域を共用しないようにするためには，JP1/AJS2 サービスのア

カウントをシステムアカウントからユーザーアカウントに変更して運用してください。 

さらに，JP1/AJS2 では，任意のユーザーアカウントでジョブを実行できます。ただし，JP1/AJS2 サービス

のアカウントと異なるユーザーアカウントでジョブを実行すると，ユーザーアカウントごとに JP1/AJS2 サー

ビスと別のデスクトップヒープ領域を使用します。そのため，JP1/AJS2 サービスのアカウントと異なるユー

ザーアカウントで同時に多くのジョブを実行すると，デスクトップヒープ領域不足が発生することがありま

す。 

一方，ジョブを実行するユーザーのアカウントと JP1/AJS2 サービスのアカウントを同じにすることによって，

新たなデスクトップヒープ領域を使用しないで，JP1/AJS2 サービスが使用する領域と同じものを共用でき

ます。JP1/AJS2 サービスのアカウントと同じユーザーアカウントであれば，同時に多くのジョブを実行して

も，デスクトップヒープ領域不足が発生する頻度を低くできます。 

ただし，どの場合も，同時に多くのジョブを実行したときには，デスクトップヒープ領域不足が発生するこ

とがあります。 

また，「JP1/AJS2 Monitorサービス」「JP1/AJS2 Console Manager」「JP1/AJS2 Console Agent」について

も，システムアカウントのWindows のデスクトップヒープ領域不足を発生させたくない場合には，ユーザー

アカウントに変更することが可能です。 

(b)(b)(b)(b)    ネットワークネットワークネットワークネットワーク資源資源資源資源をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合 

実行するジョブを共有しているなど，ネットワーク資源を使用する場合は，「JP1/AJS2 サービス」をユーザ

ーアカウントに変更して運用してください。 

なお，［デスクトップとの対話をサービスに許可］オプションは指定できません。 
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また，ジョブのバッチファイルなどでネットワークドライブへの接続を行っている場合，JP1/AJS2 サービス

のアカウントとジョブを起動するユーザーを同じアカウントに合わせることによって，同じユーザーのアカ

ウントで起動した別のジョブからも，ネットワークドライブを切断することができます。 

(c)(c)(c)(c)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサーサーサーサービビビビススススををををユーザーアカウントユーザーアカウントユーザーアカウントユーザーアカウントでででで運用運用運用運用するするするする場合場合場合場合のののの権限権限権限権限 

次に示すサービスをユーザーアカウントで運用する場合に設定する権限について説明します。 

• 「JP1/AJS2 サービス」  

• 「JP1/AJS2 Monitorサービス」  

• 「JP1/AJS2 Queueless Agent サービス」  

• 「JP1/AJS2 Queueless File Transferサービス」  

• 「JP1/AJS2 Console Managerサービス」  

• 「JP1/AJS2 Console Agent サービス」  

上記のサービスをユーザーアカウントで運用する場合は，次の権限を持つユーザーを「JP1/AJS2 サービ

ス」「JP1/AJS2 Monitorサービス」「JP1/AJS2 Queueless Agent サービス」「JP1/AJS2 Queueless File 

Transferサービス」「JP1/AJS2 Console Managerサービス」「JP1/AJS2 Console Agent サービス」に設定し

ます。 

Windows Server 2003 の場合  

• Administrators 権限  

• ローカルログオンを許可する  

• サービスとしてログオン  

• プロセスレベルトークンの置き換え  

• プロセスのメモリークォータの増加 

Windows 2000の場合  

• Administrators 権限  

• ローカルログオン  

• オペレーティングシステムの一部として機能  

• サービスとしてログオン  

• プロセスレベルトークンの置き換え  

• クォータの増加 

これらの権限のないユーザーを設定した場合は，動作を保証できません。 

ローカルセキュリティポリシーに上記の権限を設定してください。 
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なお，JP1/AJS2 サービスの起動アカウントをシステムアカウントからユーザーアカウントに変更すると，使

用できるデスクトップヒープの領域サイズが異なりますので，同時に実行できるジョブ（バッチファイル，ス

クリプトファイル）数が変わることがあります。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• すべての論理ホストと物理ホストの JP1/AJS2 サービス，および JP1/AJS2 Monitorサービスは，同

一のユーザーアカウントにしてください。  

• Active Directory を使ったドメイン環境で運用している場合は，ドメインコントローラーのあるホスト

とドメイン内のホストで設定手順が異なります。詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイ

ド」の「ユーザーマッピングを設定する前に」の「Active Directory 環境でOS ユーザーにユーザー

権利を与える方法」を参照してください。 

(2)(2)(2)(2)    メメメメールシステムールシステムールシステムールシステムとととと連携連携連携連携するするするする場合場合場合場合のののの変更変更変更変更ににににつつつついていていていて 

特に「JP1/AJS2 サービス」のアカウントと合わせる必要はありません。 

メールのプロファイルを定義したユーザーのアカウントを JP1/AJS2 Mailサービスに設定します。また，そ

のほかに，次の権限も設定します。 

• ローカルログオン  

• サービスとしてログオン  

これらの権限のないユーザーを設定した場合は，動作を保証できません。 

ローカルセキュリティポリシーに上記の権限を設定してください。 

(3)(3)(3)(3)    JP1/Power MonitorJP1/Power MonitorJP1/Power MonitorJP1/Power Monitor とととと連携連携連携連携するするするする場合場合場合場合のののの変更変更変更変更ににににつつつついていていていて 

JP1/Power Monitorと連携して電源制御を実行する場合は，必ず JP1/Base の起動順序制御機能を使っ

て起動してください。その場合には，「JP1/AJS2 サービス」の起動方法を「手動」にしてください。 

(4)(4)(4)(4)    JP1/BaseJP1/BaseJP1/BaseJP1/Base のののの起動順起動順起動順起動順序序序序制御機能制御機能制御機能制御機能をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの変更変更変更変更ににににつつつついいいいてててて 

JP1/Base の起動順序制御機能では，標準で，「JP1/AJS2 サービス」「JP1/AJS2 Monitorサービス」が自

動起動するように設定されています。 

起動順序制御機能を使う場合  

「JP1/AJS2 サービス」の起動方法は「手動」にしてください。  

「JP1/AJS2 Monitorサービス」の起動方法は「手動」にするか，または JP1/Base の起動順序定義フ

ァイル Jp1svprm.dat に記述されている［Jp1AJS2MONITOR］の自動起動パラメーターをコメントアウ

トしてください。  

なお，JP1/AJS2 - Agent には「JP1/AJS2 Monitorサービス」はありません。  
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JP1/AJS2 - Agent を使用する場合のセットアップについては，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 3.2.1 JP1/Base のセットアップ」を参照してください。  

起動順序制御機能を使わない場合  

「JP1/AJS2 サービス」「JP1/AJS2 Monitorサービス」の起動方法は「自動」にしてもかまいません。  

なお，JP1/AJS2 - Agent には「JP1/AJS2 Monitorサービス」はありません。  

JP1/AJS2 - Agent を使用する場合のセットアップについては，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 3.2.1 JP1/Base のセットアップ」を参照してください。  

5.2.45.2.45.2.45.2.4    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサービスサービスサービスサービスのののの自動起動自動起動自動起動自動起動およびおよびおよびおよび自動終了自動終了自動終了自動終了のののの設定設定設定設定    

システムの起動・終了時に，JP1/AJS2 サービス（デーモン）を自動的に起動・終了できます。なお，OS の

起動を最優先したい場合や，オペレーターが直接 JP1/AJS2 を起動させたい場合には，自動起動の設

定をしないようにしてください。なお，Windows の場合，JP1/Base の起動管理機能が有効になっているた

め，JP1/AJS2 のサービスが自動的に起動します。起動管理機能の使用をやめる場合は，マニュアル

「JP1/Base 運用ガイド」のサービスの起動および終了順序の設定の説明を参照して，設定を無効にして

ください。また，［コントロールパネル］－［サービス］，または［コントロールパネル］－［管理ツール］－［サ

ービス］を選択して表示される［サービス］ウィンドウで，スタートアップの種類を必要に応じて変更してく

ださい。 

UNIX の場合の自動起動および自動終了の設定方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 14.7.2 JP1/AJS2 サービスの自動起動および自動終了の設

定」を参照してください。 

5.35.35.35.3    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ののののセットアップセットアップセットアップセットアップについてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

この節では，JP1/AJS2 - Manager ホストのセットアップ時の設定項目を紹介します。JP1/AJS2 - Manager

ホストのセットアップ作業を実施する前に，デフォルトで動作させるか，またはどのような値を設定または

選択して JP1/AJS2 - Managerを動作させるかを検討しておいてください。 

セットアップの手順の詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアッ

プガイド」を参照してください。 
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5.3.15.3.15.3.15.3.1    スケジューラーサービススケジューラーサービススケジューラーサービススケジューラーサービスにににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Manager ホストのスケジューラーサービスの環境設定項目について説明します。 

Windows の場合，［マネージャー環境設定］ダイアログボックスで値を設定します。UNIXの場合，

Schedule.conf（スケジューラーサービス環境設定ファイル）に値を設定してから，jbssetcnf コマンドで設定

を反映してください。 

なお，Windows の場合でダイアログボックスの表示項目にないパラメーターについては，任意のファイル

名の構成定義ファイルに環境設定情報を記述し，jbssetcnf コマンドを実行してシステムに反映します。

設定方法の手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

4.1.6 環境設定パラメーターで定義する」を参照してください。 

以降の表に示す，設定値を決定する理由や推奨値を参考にして，設定値を検討してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    論論論論理理理理ホストホストホストホスト共共共共通通通通のののの情報情報情報情報をををを定義定義定義定義するするするする 

表表表表 5555----7777    ［［［［論論論論理理理理ホストホストホストホスト共通共通共通共通］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（SSSSchchchchededededululululeeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

デフォルトスケジューラーサービ

ス名 

Windows  

［デフォルトスケジューラーサービ

ス名］  

UNIX  

DEFAULTSERVICENAME  

デフォルトとなるスケジューラー

サービス名を指定します。 

複数のスケジューラーサービス

がある環境で，ジョブネットワー

ク要素を操作するコマンドを使

用する場合，このパラメーター

に指定したスケジューラーサー

ビスに対しては，「-F スケジュスケジュスケジュスケジュ

ーーーーララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス名名名名」のオプショ

ンの指定を省略することができ

ます。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

プロセス起動時 

リモートジョブネットを実行するス

ケジューラーサービス名 

Windows  

［リモートジョブネットスケジューラ

ーサービス名］  

UNIX  

REMNETSERVICENAME  

リモートジョブネットを実行する

場合に指定します。 

リモートジョブ

ネットの運用

は推奨してい

ません。 

即時（リモートジョブ

ネット処理の動作

時） 

文字コード 

Windows  

［文字コード種別］  

UNIX  

AJSCHARCODE  

スケジューラーサービスのデー

タベースに記録されているジョ

ブ定義情報などの文字コード

を指定します。文字コードが実

際のデータの種別と合ってい

運用によって

決定してくだ

さい。 

スケジューラーサー

ビス起動または停止

時 
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ない場合，JP1/AJS2 - Viewで

正しく表示されません。 

スケジューラーサービスの再起動

回数 

Windows  

［スケジューラーサービスの再起

動回数］  

UNIX  

AUTORESTARTCOUNT  

スケジューラーサービスが異常

終了した場合に，JP1/AJS2 で

のジョブの実行を直ちに終了し

たいとき，0にします。 

また，スケジューラーサービス

の異常を，jajs_spmd_statusコマ

ンドやプロセスで監視する場合

に，MASTERDABENDパラメー

ターの指定と合わせて，0にし

ます。 

デフォルト（3

回）で使用し

てください。 

スケジューラーサー

ビス起動時 

再起動回数をクリアーするまでの

時間 

Windows  

［再起動回数をクリアするまでの

時間］  

UNIX  

RESTARTCLRTIME  

次の場合に値を増加させてく

ださい。 

スケジューラーサービスの起動

に 3 分以上掛かる場合で，スケ

ジューラーサービスの異常終

了時に再起動を繰り返したくな

いとき。 

デフォルト

（180 秒）で使

用してくださ

い。 

スケジューラーサー

ビス起動時 

スケジューラーサービス異常時の

処理 

Windows  

［スケジューラーサービス異常時

の処理］  

UNIX  

MASTERDABEND  

jajs_spmd_statusでJP1/AJS2の

動作を監視する場合に，yes を

指定します。 

デフォルト（ス

ケジューラー

サービスを終

了しない

（no））で使用

してください。 

JP1/AJS2 の再起動

後 

JP1/AJS2 Monitorサービスおよ

びモニターサーバの開始・終了メ

ッセージを，Windows イベントログ

または syslog ファイルへ出力 

Windows  

［JP1/AJS2 - Monitorサービスの

開始・終了ログ出力（イベントロ

グ）］  

UNIX  

MONSYSLOG  

JP1/AJS2 - Viewからの接続状

態を，Windows イベントログま

たは syslog ファイルで確認する

必要がない場合に変更しま

す。なお，この設定を変更する

と，問題発生時に JP1/AJS2 - 

Viewの接続状態が確認できな

くなります。 

「すべて（all）」 

JP1/AJS2 の

新規のインス

トール時およ

び新規のセッ

トアップ時に

「すべて（all）」

が設定されま

す。 

即時（次回の

JP1/AJS2 - View ロ

グイン時） 

JP1/AJS2 - Viewまたは JP1/AJS2 

- Scenario Operation からの接続

要求に対する，モニターサーバの

開始・終了メッセージのスケジュ

ーラーログへの出力 

Windows  

［JP1/AJS2 - Monitorサービスの

開始・終了ログ出力（スケジューラ

ーログ）］  

UNIX  

MONLOG  

JP1/AJS2 - View，JP1/AJS2 - 

Scenario Operation からの接続

状態をスケジューラーログに出

力する場合に変更します。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

スケジューラーサー

ビス起動または停止

時 

ユーザー認証に関するメッセージ

のイベントログまたは syslog，およ

び統合トレースログへの出力 

Windows  

［JP1/AJS2 - Monitorサービスの

認証ログ出力（イベントログ）］  

UNIX  

ユーザー認証に関するメッセ

ージを，イベントログまたは

syslog に出力する場合に変更

します。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

即時（次回の認証要

求受け付け時） 
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AUTHSYSLOG  

ユーザー認証に関するメッセージ

のスケジューラーログへの出力 

Windows  

［JP1/AJS2 - Monitorサービスの

認証ログ出力（スケジューラーロ

グ）］  

UNIX  

AUTHLOG  

ユーザー認証に関するメッセ

ージを，スケジューラーログに

出力する場合に変更します。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

即時（次回の認証要

求受け付け時） 

最大同時セション数 

Windows  

［最大同時セション数］  

UNIX  

MAXSESSION  

JP1/AJS2 - Viewの最大接続

数が 50を超える場合，その数

に応じた値を設定します。ま

た，リソース上の制約がある場

合，値を小さくして JP1/AJS2 - 

Viewの接続を制限したいとき

に値を変更します。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

スケジューラーサー

ビス起動または停止

時 

ログオンセションのプロセス起動

方法 

Windows  

［ログオンセションのプロセス起動

方法］  

同一のOS ユーザーへマッピン

グし実行されるセションが同時

に多数あり，デスクトップヒープ

領域が不足してプロセスが起

動できない場合に「ログオンの

再利用を行う」を指定します。 

次に示すプロセスの起動を対

象としてログオンの再利用を行

います。 

JP1/AJS2 - Viewの接続  

コマンドのリモート実行  

リモートジョブネットの実行  

JP1/AJS2 - Definition 

Assistant からの操作  

JP1/AJS2 - Scenario 

Operation からの操作  

デスクトップヒ

ープ領域が不

足する場合

「ログオンの再

利用を行う」 

JP1/AJS2 Monitor

サービス起動時 

ログオン共有セション数 

Windows  

［ログオン共有セション数］  

ログオンの再利用を行うとき，ロ

グオン情報を共有するセション

数を変更したい場合に指定し

ます。 

デスクトップヒープ領域が不足

する場合は，次に示す範囲で

調整してください。非対話型プ

ロセスに割り当てられるデスクト

ップヒープの大きさについて

は，OS のドキュメントを参照し

てください。 

ログログログログオオオオンンンン共共共共有有有有セセセセシシシションョンョンョン数数数数 <  

非非非非対対対対話型話型話型話型プロセスプロセスプロセスプロセスにににに割割割割りりりり当当当当ててててらららら

れるれるれるれるデスクトップデスクトップデスクトップデスクトップヒヒヒヒープープープープのののの大大大大ききききささささ

（キロバイト） ／ 10（キロバイ

ト） 

デフォルトで

使用してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Monitor

サービス起動時 
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(2)(2)(2)(2)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーサーーラーサーーラーサーーラーサービビビビススススのののの制御制御制御制御をををを定義定義定義定義するするするする 

表表表表 5555----8888    ［［［［スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビススススのののの制御制御制御制御］］］］タブタブタブタブのののの設設設設定項目定項目定項目定項目（（（（SSSSchchchchededededululululeeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

スケジューラーサービスの自動起動 

Windows  

［JP1/AJS2 - Manager 起動時の自動起動］ 

UNIX  

AUTOSTART  

テスト専用のスケジューラー

サービスがあるなど，通常運

用中に起動する必要がない

スケジューラーサービスにつ

いては，いいえ（no）を指定

します。 

運用によっ

て決定して

ください。 

JP1/AJS2 の再起

動後 

スケジューラーサービスの識別番号 

Windows  

［スケジューラーサービスの識別番号］  

UNIX  

AJSSERVICEID  

マシン内で重複しない数値

を指定してください。 

運用によっ

て決定して

ください。 

スケジューラーサ

ービス起動時 

ジョブ状態取得ポートのサービス名 

Windows  

［ジョブ状態通知ポートのサービス名］  

UNIX  

JOBSTATUSPORT  

一つの JP1/AJS2 サービス

（物理ホスト/論理ホスト）に

複数のスケジューラーサー

ビスを設定する場合に，必

ず指定します。 

運用によっ

て決定して

ください。 

スケジューラーサ

ービス起動時 

キューレスジョブリクエスト多重度 

Windows  

［キューレスジョブリクエスト多重度］  

UNIX  

QUEUELESSMULTIREQ  

キューレスジョブの配送が性

能ネックとなっているとき，こ

の性能ネックを解消するた

め，キューレスエージェントと

通信するプロセスを増やす

場合に指定します。ただし，

現状のキューレスジョブシス

テムでは，キューレスジョブ

の配送が，性能ネックとなる

ことはありませんので，デフ

ォルトのまま使用してくださ

い。 

デフォルト

で使用し

てくださ

い。 

スケジューラーサ

ービス起動時 

(3)(3)(3)(3)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーサーーラーサーーラーサーーラーサービビビビススススののののログログログログをををを定義定義定義定義するするするする 

表表表表 5555----9999    ［［［［スケジュースケジュースケジュースケジューララララーログーログーログーログのののの設定設定設定設定］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（SSSSchchchchededededululululeeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

スケジューラーログファイルのサイズ 

Windows  

［スケジューラーログファイルのサイズ］  

UNIX  

LOGSIZE  

ジョブやジョブネットの

実行状況を確認するた

めのログですので，最

低でも 1日分のログが

保存できるサイズを指

定します。 

運用によって決定し

てください。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 

スケジューラーログファイル 1 の名称 

Windows  

［スケジューラーログファイル 1 の名称］ 

運用によって決定してく

ださい。 

デフォルトで使用し

てください。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止
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UNIX  

AJSLOGFILE1  

時 

スケジューラーログファイル 2 の名称 

Windows  

［スケジューラーログファイル 2 の名称］ 

UNIX  

AJSLOGFILE2  

運用によって決定してく

ださい。 

デフォルトで使用し

てください。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 

スケジューラーログの年号出力 

Windows  

［スケジューラーログの年号出力］  

UNIX  

AJSLOGOUTPUTYEAR  

スケジューラーログを年

号を含めて管理したい

場合に変更します。 

運用によって決定し

てください。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 

スケジューラーログの拡張出力 

Windows  

［スケジューラーログの拡張出力］  

UNIX  

AJSLOGOUTPUTEXTEND  

スケジューラーログに，

操作ユーザー種別，要

求元情報，コマンド操

作の詳細オプションを

出力したい場合に変更

します。 

運用によって決定し

てください。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 

スケジューラーログ出力プロセスの開

始・終了メッセージのスケジューラーロ

グへの出力 

Windows  

［スケジューラーログ出力プロセスの開

始・終了ログ出力（スケジューラーログ］ 

UNIX  

LOGDLOG  

スケジューラーログに，

スケジューラーログ出力

プロセスの開始・終了ロ

グを出力したい場合に

変更します。 

運用によって決定し

てください。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 

スケジューラーログ出力プロセスの開

始・終了メッセージのイベントログまたは

syslog，および統合トレースログへの出

力 

Windows  

［スケジューラーログ出力プロセスの開

始・終了ログ出力（イベントログ］  

UNIX  

LOGDSYSLOG  

イベントログまたは

syslog に，スケジューラ

ーログ出力プロセスの

開始・終了ログを出力し

たい場合に変更しま

す。 

運用によって決定し

てください。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 

スケジューラーサービスの起動・終了メ

ッセージを，Windowsイベントログまたは

syslog ファイルへ出力 

Windows  

［スケジューラーサービスログのイベント

ログ出力］  

UNIX  

AJSSYSLOG  

スケジューラーサービス

の起動・終了状態を，

Windows イベントログま

たはsyslogファイルに出

力したい場合に指定し

ます。 

デフォルト（しない

（none））で使用してく

ださい。 

スケジューラ

ーサービス起

動時 

ログの出力形式 

Windows  

［スケジューラーログとイベントログの出

力情報］  

UNIX  

LOGINFOALL  

「実行 ID」や「ジョブ番

号」などの追加情報を

含めた形式で出力した

くない場合に変更しま

す。 

「完全（yes）」 

JP1/AJS2の新規のイ

ンストール時および

新規のセットアップ時

に「完全（yes）」が設

定されます。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 

スケジューラーログの情報用ログの出力 

Windows  

［スケジューラーログの情報用ログ出

力］  

UNIX  

コマンドの処理時間や

多重度などの性能評価

を行わない場合などに

変更します。 

「すべて（all）」 

JP1/AJS2の新規のイ

ンストール時および

新規のセットアップ時

に「すべて（all）」が設

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 
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INFOLOG  定されます。 

ユニットを参照するコマンドの実行ログ

出力 

Windows，UNIX  

REFLOG  

ajsprint コマンドなどの

参照系コマンドの履歴

を残したい場合に指定

します。 

デフォルト（all）で使

用してください。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 

ログの出力形式 

Windows  

［スケジューラーログのプロセス ID 出

力］  

UNIX  

LOGHEADER  

「プロセス ID」の追加情

報を含めた形式で出力

したくない場合に変更し

ます。 

「する（PID）」 

JP1/AJS2の新規のイ

ンストール時および

新規のセットアップ時

に「する（PID）」が設

定されます。 

スケジューラ

ーサービス起

動または停止

時 

ジョブネット起動・終了メッセージを，

Windows イベントログまたは syslog ファ

イルへ出力 

Windows  

［ジョブネットログのイベントログ出力］  

UNIX  

NETSYSLOG  

ジョブネットの起動・終

了状態を，Windows イ

ベントログまたは syslog

ファイルに出力したい場

合に指定します。 

デフォルト（しない

（none））で使用してく

ださい。 

スケジューラ

ーサービス起

動時 

ジョブネット中のジョブの開始・終了メッ

セージを，Windows イベントログまたは

syslog ファイルへ出力 

Windows  

［ジョブログのイベントログ出力］  

UNIX  

JOBSYSLOG  

ジョブネット中のジョブ

の起動・終了状態を，

Windows イベントログま

たはsyslogファイルに出

力したい場合に指定し

ます。 

デフォルト（しない

（none））で使用してく

ださい。 

スケジューラ

ーサービス起

動時 

(4)(4)(4)(4)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーサーーラーサーーラーサーーラーサービビビビススススののののオオオオプションプションプションプションをををを定義定義定義定義するするするする 

表表表表 5555----10101010    ［［［［スケジュースケジュースケジュースケジューララララーーーーオオオオププププシシシションョンョンョン］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（SSSSchchchchededededululululeeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理

由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

サービスの起動方法 

Windows  

［サービス起動モード］  

UNIX  

STARTMODE  

異常発生時のサービ

ス再起動時に，前回

サービスが異常終了

した時の状態を引き

継いで続行させたい

場合に，hot を指定し

ます。 

運用によって決

定してください。 

スケジューラーサー

ビス起動時 

ジョブネットのスキップ方法 

Windows  

［ジョブネットのスキップ］  

UNIX  

OVERSCHEDULE  

スケジューラーサービ

スを起動した日に実

行予定があるジョブネ

ットの，スケジューラー

サービス起動時に，

すでに実行開始予定

時刻を過ぎていた場

合の実行方法を変更

したい場合に指定し

ます。 

運用によって決

定してください。 

スケジューラーサー

ビス起動時 

抑止機能の設定 

Windows  

ジョブネットとジョブの

実行を抑止したい場

運用によって決

定してください。 

スケジューラーサー

ビス起動時 
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［抑止機能の設定］  

UNIX  

SUPPRESS  

合に変更してくださ

い。 

ジョブネットの繰り越し方法 

Windows  

［繰り越し方法］  

UNIX  

EXECDEFER  

実行登録したルート

ジョブネットが開始予

定日時を過ぎても実

行されなかった場合

の繰り越し方法を変

更したい場合に指定

します。 

運用によって決

定してください。 

スケジューラーサー

ビス起動時 

ルートジョブネットのスケジュールの有効

範囲 

Windows  

［ルートジョブネットのスケジュール］  

UNIX  

ROOTJOBNETSCHEDULERANGE  

ルートジョブネットのス

ケジュールの有効範

囲を 48 時間にしたい

場合に変更します。 

なお，一度指定した

内容を変更する場

合，変更前と変更後

ではルートジョブネッ

トの実行スケジュール

が異なるため，コール

ドスタートおよびジョ

ブネットのスケジュー

ルを見直す必要があ

ります。 

運用によって決

定してください。 

スケジューラーサー

ビス起動時 

JP1/AJS2 - Viewに状態を表示する場合

の，状態取得の基にする世代情報の範

囲 

Windows  

［Viewの状態取得範囲］  

UNIX  

VIEWSTATUSRANGE  

基準時刻の範囲で，

当日分の世代情報か

ら表示する状態を決

定したい場合に変更

してください。 

運用によって決

定してください。 

スケジューラーサー

ビス起動時 

ジョブネット定義変更の即時反映の有無 

Windows  

［ユニット定義情報の即時適用］  

UNIX  

UNITDEFINERELOAD  

定義してあるユニット

情報を変更した場合

に即時に反映させた

くない場合に変更しま

す。 

「する（yes）」 

JP1/AJS2 の新

規のインストー

ル時および新

規のセットアッ

プ時に「する

（yes）」が設定さ

れます。 

スケジューラーサー

ビス起動時 

起動条件付きジョブネット保留属性の実

行世代への引き継ぎ動作 

Windows  

［起動条件付きジョブネットの保留属性を

引き継がない］  

UNIX  

INHERITCONDHOLD  

通常は，保留動作を

制御するために「no」

を設定することを推奨

します。 

前バージョンで，監視

中状態となっているジ

ョブネットに対して保

留属性変更を行なっ

た場合に，起動条件

待ち状態のジョブネッ

トが，監視中状態ジョ

ブネットの保留属性を

引き継ぐ運用を行っ

ていたときは「V6」を

指定します。 

「引き継がない

（no）」 

JP1/AJS2 の新

規のインストー

ル時および新

規のセットアッ

プ時に「引き継

がない（no）」が

設定されます。 

スケジューラーサー

ビス起動時 
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JP1/AJS2 - Viewのスケジューラーサービ

ス表示 

Windows  

［Viewのスケジューラーサービス表示］  

UNIX  

HIDEOTHERLHOST  

JP1/AJS2 - Viewから

ログインした

JP1/AJS2 - Manager

上にある，すべての

論理ホストのスケジュ

ーラーサービスにアク

セスしたい場合に

「no」を指定します。 

「この論理ホスト

のスケジューラ

ーサービスのみ

（yes）」 

即時（次回の

JP1/AJS2 - View ロ

グイン時） 

(5)(5)(5)(5)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーサーーラーサーーラーサーーラーサービビビビススススののののファイルファイルファイルファイルのののの構成構成構成構成をををを定義定義定義定義するするするする 

(a)(a)(a)(a)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーファイルーラーファイルーラーファイルーラーファイルのののの構成構成構成構成 

表表表表 5555----11111111    ［［［［スケジュースケジュースケジュースケジューララララーファイルーファイルーファイルーファイルのののの構構構構成成成成］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（SSSSchchchchededededululululeeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

データベースディレクトリ名 

Windows  

［データベースディレクトリ名］  

UNIX  

AJSDBDIRECTORY  

デフォルトのディレクトリの

ディスク容量に空きがない

場合や，クラスタで共有デ

ィスク上のディレクトリに変

更する必要がある場合。 

複数のスケジューラーサ

ービスを使用する場合は，

ディレクトリが競合しないよ

うにしてください。 

デフォルト値または運用

によって決定してくださ

い。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時※
 

データベース種別 

Windows  

［データベース種別］  

UNIX  

AJSDBTYPE  

性能・信頼性・運用方法に

よって，適切なデータベー

スを選択してください。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時※
 

テーブル名プリフィックス 

Windows  

［テーブル名プリフィックス］  

UNIX  

TABLENAMEPREFIX  

ISAM の場合は，デフォル

トの「AJS」から変更する必

要はありません。 

組み込みDBを使用する

場合で，同一スキーマ内

に複数のスケジューラー

サービスを使用する場合

は，重複しないようにしてく

ださい。 

デフォルト値または運用

によって決定してくださ

い。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時※
 

ISAM ファイル更新時の書き込み

方法 

Windows  

［データファイル更新モード］  

UNIX  

ISAMWRITEMODE  

ISAM 使用時に，性能・信

頼性・運用方法によって，

適切な書き込み方法を選

択してください。 

物理ホストの場合「フラッ

シュ（flush）」 

クラスタの場合「同期

（sync）」 

スケジューラー

サービス起動

または停止時 

RDB認可識別子 

Windows  

［RDB認可識別子］  

UNIX  

RDBAUTHID  

組み込みDBのスキーマ

所有者（認可識別子）を変

更する場合。 

セットアップ後は変更しな

いことをおすすめします。 

連携プログラムの設定に

従ってください。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時 

RDBアクセスユーザー名 組み込みDBへのアクセス特に推奨値はありませ スケジューラー
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Windows  

［RDBアクセスユーザー］  

UNIX  

RDBUSER  

ユーザーを変更する場

合。 

セットアップ後は変更しな

いことをおすすめします。 

ん。連携プログラムで指

定できる文字列を指定し

ます。 

サービス起動

または停止時 

RDBユーザーパスワード 

Windows  

［パスワード］  

UNIX  

RDBPASSWORD  

組み込みDBのアクセスユ

ーザーのパスワードを変

更した場合および変更し

ようとする場合。 

デフォルト（指定なし）で

使用してください。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時 

RDBサーバ接続確認機能使用

有無 

Windows  

［切断検知する間隔］  

UNIX  

RDBCHECKINTERVAL  

組み込みDBのサーバ接

続確認間隔を設定する場

合。 

300 

JP1/AJS2 の新規のイン

ストール時および新規の

セットアップ時に 300が

設定されます。 

スケジューラー

サービス起動

時 

RDB 接続先ホスト名 

Windows  

［RDB 接続先ホスト］  

UNIX  

RDBHOST  

組み込みDB（ローカルホ

スト限定）の接続先ホストま

たはホスト名称を変更する

場合。 

セットアップ後は変更しな

いことをおすすめします。 

データベース接続環境

に従って設定してくださ

い。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時 

RDB 接続ポート番号 

Windows  

［接続ポート番号］  

UNIX  

RDBPORT  

組み込みDBの接続ポー

トを変更する場合。 

セットアップ後は変更しな

いことをおすすめします。 

データベース接続環境

に従って設定してくださ

い。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時 

RDBサーバとの通信方式 

Windows  

［ローカル RDBサーバとの通信

方式］  

UNIX  

RDBIPC  

組み込みDB との通信方

式を変更する場合。 

スケジューラーデータベ

ースのアクセス性能が改

善できるので，「プロセス

間メモリ通信

（MEMORY）」にすること

を強く推奨します。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時 

RDBプロセス間メモリー通信使用

時の，送信用メモリーサイズ 

Windows  

［送信用メモリサイズ］  

UNIX  

RDBSENDMEMSIZE  

組み込みDB とメモリー通

信する際の送信用メモリー

サイズを変更する場合。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時 

RDBプロセス間メモリー通信使用

時の，受信用メモリーサイズ 

Windows  

［受信用メモリサイズ］  

UNIX  

RDBRECVMEMSIZE  

組み込みDB とメモリー通

信する際の受信用メモリー

サイズを変更する場合。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジューラー

サービス起動

または停止時 

RDB 接続待ち合わせを打ち切る

時間 

Windows  

［最大待ち合わせ時間］  

UNIX  

RDBCONNECTWAITTIME  

スケジューラーサービスが

RDBに接続できなかった

際の，RDB との接続を待

ち合わせる最大時間を変

更する場合。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジューラー

サービス起動

時 

注※  

このパラメーターを変更した場合，スケジューラーデータベースの再作成が必要です。  
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(b)(b)(b)(b)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーファイルーラーファイルーラーファイルーラーファイルのののの構成構成構成構成 2222 

表表表表 5555----12121212    ［［［［スケジュースケジュースケジュースケジューララララーファイルーファイルーファイルーファイルのののの構構構構成成成成 2222］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（SSSSchchchchededededululululeeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメータメータメータメータ

ーーーー（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設設設設定定定定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

テンポラリーファイル用

ディレクトリ名 

Windows  

［一時ファイル用ディレ

クトリ名］  

UNIX  

AJSTMPDIR  

特に理由はありません。ディスク占有

量見積もりと合わせ，運用によって決

定してください。 

デフォルトで

使用してくださ

い。 

スケジューラーサービス

起動または停止時 

ジョブエラー情報ディレ

クトリ名 

Windows  

［ジョブエラー情報ディ

レクトリ名］  

UNIX  

JOBINFDIR  

特に理由はありません。ディスク占有

量見積もりと合わせ，運用によって決

定してください。 

デフォルトで

使用してくださ

い。 

スケジューラーサービス

起動または停止時 

退避情報ディレクトリ名 

Windows  

［退避情報ディレクトリ

名］  

UNIX  

AJSBKUROOT  

特に理由はありません。ディスク占有

量見積もりと合わせ，運用によって決

定してください。 

デフォルトで

使用してくださ

い。 

スケジューラーサービス

起動または停止時 

(6)(6)(6)(6)    そのそのそのその他他他他のののの設定設定設定設定をををを定義定義定義定義するするするする 

表表表表 5555----13131313    そそそそのののの他他他他のののの設定項目設定項目設定項目設定項目 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター（（（（表表表表示示示示

項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有

効効効効    

になるになるになるになる時時時時

期期期期    

スケジューラートレースログファ

イルの名称 

Windows，UNIX  

TRACELOGFILE  

運用によって決定してくださ

い。 

デフォルト（Windows：

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager のののの

インストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ

\log\tracelog，UNIX：

/var/opt/jp1ajs2/log/t

racelog）で使用してくだ

さい。 

プロセス

起動時 

リモート通信タイムアウト時間 

Windows，UNIX  

IPC_TIMEOUT  

OS のタイムアウト時間でな

く，明示的にタイムアウト時

間を決定したい場合に，0以

外の値を指定します。 

デフォルト（0）で使用し

てください。 

プロセス

起動時 

ローカル通信タイムアウト時間 

Windows，UNIX  

IPC_LOCALTIMEOUT  

OS のタイムアウト時間でな

く，明示的にタイムアウト時

間を決定したい場合に，0以

外の値を指定します。 

デフォルト（0）で使用し

てください。 

プロセス

起動時 

リトライ間隔 

Windows，UNIX  

IPCRETRYINTERVAL  

通信エラー発生状況に応じ

て，「リトライ回数」と組み合

わせて変更します。 

デフォルト（1）で使用し

てください。 

プロセス

起動時 

リトライ回数 通信エラー発生状況に応じ デフォルト（3），または プロセス



 222

Windows，UNIX  

IPCRETRYCOUNT  

て，「リトライ間隔」と組み合

わせて変更します。 

運用によってデフォルト

より大きい値を使用して

ください。 

起動時 

イベントサービス接続失敗時の

処理 

Windows，UNIX  

EVENTRETRY  

JP1 イベント出力の契機で毎

回接続させたい場合に変更

します。 

スケジューラーサービスの出

力する JP1 イベント(4100～

4142)を参照しない運用では

no でかまいません。 

yes 即時 

ジョブネットの中断・強制終了時

の即時停止の可否 

Windows，UNIX  

VRSHIFT_IMMINT  

スケジューラーサービスがジ

ョブの実行を抑止している間

に，ルートジョブネットを中

断，または強制終了したと

き，ジョブの実行抑止解除後

に，ジョブネットの状態を変

化させたい場合に変更しま

す。 

デフォルト（V5）で使用

してください。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

中断したジョブネットの，後続ユ

ニットの再実行の可否 

Windows，UNIX  

VRSHIFT_INTRERUN  

中断したジョブネットの，後

続ユニットを再実行させたく

ない場合に変更します。 

V5 

JP1/AJS2 の新規のイン

ストール時および新規

のセットアップ時に V5

が設定されます。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

接続打ち切り時間 

Windows，UNIX  

SESSIONTIMEOUT  

特に理由はありません。 デフォルト（120）で使用

してください。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動または

停止後，

JP1/AJS2 

- View 接

続時 

ログファイル出力時の文字コー

ド 

UNIX  

SYSLOGCODE  

OS が Solaris の場合で，スケ

ジューラーサービスが出力

する syslog メッセージを日本

語にしたい場合に指定しま

す。 

デフォルトで使用してく

ださい。 

JP1/AJS2

の再起動

後 

起動条件待ち世代の繰り越し未

実行への遷移の可否 

Windows，UNIX  

CONDEXECDEFER  

起動条件待ちの世代を繰り

越し未実行にしないで，実

行中の世代の終了を待つ動

作にしたい場合に変更しま

す。 

no 

JP1/AJS2 の新規のイン

ストール時および新規

のセットアップ時に no

が設定されます。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

スケジューラーサービスのジョブ

実行情報通信バッファーサイズ 

Windows，UNIX  

JOBEXECIPCBUFSIZE  

運用によって決定してくださ

い。 

デフォルト（0）で使用し

てください。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

登録解除や保存世代数管理に

よる世代削除の処理方式 

Windows，UNIX  

BACKGROUNDLEAVE  

ジョブネットの登録情報の削

除処理で，世代管理サブプ

ロセス（ajsschbd）を生成し，

バックグラウンドで削除処理

を実行したい場合に変更し

ます。 

yes スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

JP1/AJS2 Monitorサービスの内

部ログのサイズ 

Windows，UNIX  

AJSINETDLOGSIZE  

運用によって決定してくださ

い。 

デフォルトで使用してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Monitor

サービス

起動時 

テーブル ID 

Windows，UNIX  

TABLENAMEPOSTFIX  

スケジューラーサービスのス

キーマ内に保持されるテー

ブル名称の最後に文字列を

運用によって決定してく

ださい。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起
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付けたい場合に指定しま

す。 

組み込みDBを使用して複

数のスケジューラーサービス

を同一スキーマ内に作成す

る場合，文字列およびテー

ブル名が重複しないようにし

てください。 

動または

停止時

※
 

スケジューラーサービスの起動・

終了メッセージをスケジューラー

ログファイルへ出力 

Windows，UNIX  

AJSLOG  

スケジューラーサービスの起

動・終了メッセージをスケジ

ューラーログファイルへ出力

したくない場合に変更してく

ださい。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

ジョブネットの起動・終了メッセ

ージをスケジューラーログファイ

ルへ出力 

Windows，UNIX  

NETLOG  

ジョブネットの起動・終了メッ

セージをスケジューラーログ

ファイルに出力したくない場

合に変更してください。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

ジョブネット中のジョブの起動・

終了メッセージをスケジューラー

ログファイルへ出力 

Windows，UNIX  

JOBLOG  

ジョブネット中のジョブの起

動・終了メッセージをスケジ

ューラーログファイルに出力

したくない場合に変更してく

ださい。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

操作履歴をスケジューラーログ

ファイルへ出力 

Windows，UNIX  

OPELOG  

操作履歴をスケジューラーロ

グファイルへ出力したくない

場合に変更してください。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動または

停止時 

最大保存世代数 

Windows，UNIX  

MAXSAVEGEN  

保存世代数を 100以上に拡

張したい場合に変更してくだ

さい。 

ただし，保存世代数を増加

すると「保存世代数＊登録

ユニット数」で求まるレコード

数だけ増加し，登録解除な

どデータベースアクセスを行

うあらゆる操作に多大な影響

を及ぼすため，最大保存世

代数を拡張する場合は，シ

ステム性能への影響を十分

配慮した上で保存世代数を

設定してください。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

ネストジョブネットのスケジュール

ルールの扱い 

Windows，UNIX  

AJSPRINTNETSCHPRF  

スケジュールルールを持っ

たルートジョブネットをネスト

ジョブネットにコピーして作

成したジョブネットに対して，

ajsprint，ajsbackup，

ajsexport コマンド，および

JP1/AJS2 - Viewで「退避」

を行う場合に，スケジュール

ルールを有効にして上位ジ

ョブネットのスケジュールに

依存したくない場合に変更

してください。 

no 

JP1/AJS2 の新規のイン

ストール時および新規

のセットアップ時に no

が設定されます。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

サブミット処理でのリトライ処理

間隔 

Windows，UNIX  

SUBMITRETRYINTERVAL  

同時に多量のジョブが実行

されると，ジョブのサブミット

は行われるが，実際にはジョ

ブがキューイング状態になら

ないことがあります（滞留した

運用によって決定してく

ださい。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 
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サブミット）。この滞留したサ

ブミットのリトライ間隔を変更

したい場合に指定してくださ

い。リトライ間隔に小さな値を

指定すると，ジョブのサブミッ

トが滞留している状態では

何度もリトライされることにな

るため，システム負荷が増大

するので注意が必要です。 

スケジューラーサービスをウォー

ムスタートで起動させたときに，

実行中であったジョブまたはジョ

ブネットの終了メッセージ，およ

び終了イベントの出力有無 

Windows，UNIX  

WARMSTARTMSG  

スケジューラーサービスをウ

ォームスタートで起動させた

ときに，実行中であったジョ

ブまたはジョブネットの終了

メッセージ，および終了イベ

ントを出力したい場合に変

更してください。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

監視中状態の起動条件付きジョ

ブネットに対する保留属性の設

定時の動作 

Windows，UNIX  

MONITORINGINVALIDHOLD  

監視中状態の起動条件付き

ジョブネットに対して，保留

属性の設定または解除の操

作を行ったときにエラーとし

たくない場合に変更してくだ

さい。 

なお，起動条件成立後，起

動条件待ち世代のジョブネ

ットに対して保留属性の設

定をしたい場合は，本パラメ

ータを「yes」に設定し，

INHERITCONDHOLDパラ

メーターに「no」を設定した

上で，起動条件待ち世代に

対して保留属性の設定をし

てください。 

デフォルト（yes）で使用

してください。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

保留中状態のユニット定義再読

み込み動作設定 

Windows，UNIX  

NONRELOADHOLDING  

保留中状態のユニット定義

の保留を「する」から「しな

い」に変更することで，保留

を解除したくない場合に変

更してください。 

yes スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

統合トレースログに出力するメッ

セージレベル 

Windows，UNIX  

HNTRLOGLEVEL  

どのレベルのメッセージを出

力するかによって決定してく

ださい。 

運用によって決定してく

ださい。 

スケジュ

ーラーサ

ービス起

動時 

注※  

このパラメーターを変更した場合，スケジューラーデータベースの再作成が必要です。   
5.3.25.3.25.3.25.3.2    ジョブジョブジョブジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境にににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Manager ホストのジョブ実行環境の環境設定項目について説明します。 

Windows の場合，［マネージャー環境設定］ダイアログボックスで値を設定します。UNIXの場合，

Queue.conf（ジョブ実行環境設定ファイル）に値を設定してから，jbssetcnf コマンドで設定を反映してくだ

さい。 
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なお，Windows の場合でダイアログボックスの表示項目にないパラメーターについては，任意のファイル

名の構成定義ファイルに環境設定情報を記述し，jbssetcnf コマンドを実行してシステムに反映します。

設定方法の手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

14.1.1 スケジューラーサービス環境の設定手順」を参照してください。 

以降の表に示す，設定値を決定する理由や推奨値を参考にして，設定値を検討してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    ［［［［ジョブジョブジョブジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境］］］］タブタブタブタブのののの設定項設定項設定項設定項目目目目（（（（QuQuQuQueeeeuuuueeee....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----14141414    ［［［［ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（QQQQuuuueeeeuuuueeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

マネージャープロセス実行時

のワークディレクトリ名 

Windows  

［マネージャープロセス実行時

のワークディレクトリ名］  

UNIX  

WorkPath  

デフォルトで設定されているディレク

トリがあるディスク容量に，空きがな

い場合，ディスク容量に空きのあるデ

ィレクトリを指定してください。 

デフォルトで使

用してくださ

い。 

JP1/AJS2 の再起

動後 

エージェントプロセス実行時の

ワークディレクトリ名 

Windows  

［エージェントプロセス実行時

のワークディレクトリ名］  

UNIX  

WorkPath  

デフォルトで設定されているディレク

トリがあるディスク容量に，空きがな

い場合，ディスク容量に空きのあるデ

ィレクトリを指定してください。 

デフォルトで使

用してくださ

い。 

JP1/AJS2 の再起

動後 

データベース格納ディレクトリ

名 

Windows  

［データベース格納ディレクトリ

名］  

UNIX  

DatabasePath  

デフォルトで設定されているディレク

トリがあるディスク容量に，空きがな

い場合，ディスク容量に空きのあるデ

ィレクトリを指定してください。 

デフォルトで使

用してくださ

い。 

JP1/AJS2 の再起

動後 

データファイル更新モード 

Windows  

［データファイル更新モード］  

UNIX  

FlashOption  

ジョブ実行環境のデータベースアク

セスで OS のバッファーリングによる

ディスク書き込みを使用して信頼性

よりジョブ実行性能を優先したい場

合は，値を 0にしてください。ただし，

信頼性が低下するためクラスタ構成

には向きません。 

同期 JP1/AJS2 の再起

動後 

システム内の最大ジョブ数 

Windows  

［システム内の最大ジョブ数］  

UNIX  

MaximumContentJob  

大量のジョブを集中してジョブを登

録および実行する運用の場合，必要

に応じてこの値を変更してください。 

2,000 JP1/AJS2 の再起

動後 

システム内の警告ジョブ数 

Windows  

「システム内の最大ジョブ数」を変更

した場合は，必要に応じてこの値も

1,600 JP1/AJS2 の再起

動後 
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［システム内の警告ジョブ数］  

UNIX  

AlartContentJob  

変更してください。 

キューの最大定義数 

Windows  

［キューの最大定義数］  

UNIX  

MaximumQueue  

マネージャーで定義するキューが推

奨値で不足する場合，必要に応じて

この値を変更してください。 

UNIXホストでキューの最大定義数を

指定する場合，デフォルトキューの

数（エージェントの最大定義数）を含

めた値を指定してください。キューの

最大定義数の指定方法はWindows

ホストの場合と UNIX ホストの場合と

で異なるので，注意してください。 

100 

（Windows の場

合） 

150 

（UNIXの場

合） 

JP1/AJS2 の再起

動後 

エージェントの最大定義数 

Windows  

［エージェントの最大定義数］  

UNIX  

MaximumAgent  

マネージャーで定義するエージェン

トが推奨値で不足する場合，必要に

応じてこの値を変更してください。 

50 JP1/AJS2 の再起

動後 

エージェント監視インターバル 

Windows  

［エージェント監視インターバ

ル］  

UNIX  

ObserveInterval  

エージェントの障害を監視する時間

を調整した場合，必要に応じてこの

値を変更してください。 

300 JP1/AJS2 の再起

動後 

排他実行リソースの最大定義

数 

Windows  

［排他実行リソースの最大定義

数］  

UNIX  

MaximumResource  

jpqresadd コマンドで追加できる排他

実行リソースの最大定義数で不足す

る場合，必要に応じてこの値を変更

してください。 

50 JP1/AJS2 の再起

動後 

ジョブ情報の保存日数 

Windows  

［ジョブ情報保存日数］  

UNIX  

PreserveTerm  

推奨値の保存日数の間に，ジョブ実

行の件数が 20 万件を超える場合，

必要に応じてこの値を変更してくださ

い。 

1 JP1/AJS2 の再起

動後 

ジョブ情報削除の基準時刻 

Windows  

［ジョブ情報削除の基準時刻］ 

UNIX  

StandardTime  

ジョブ情報削除中にジョブが多量に

実行されてジョブの実行性能に影響

している場合，ジョブが多量に実行さ

れていない時刻に変更してくださ

い。 

0:00 JP1/AJS2 の再起

動後 

ジョブサブミット時のエージェ

ント自動定義の制御フラグ 

Windows  

［エージェントを自動定義す

る］  

UNIX  

AutoCreate  

ジョブをサブミットした時にエージェ

ントを自動定義する機能を使用する

場合，「する」に変更してください。 

なし JP1/AJS2 の再起

動後 

コールドスタート時のデータベ

ースの初期化 

Windows  

［コールドスタート時のデータ

ベースの初期化］  

UNIX  

コールドスタート時にジョブ実行環境

データベースのジョブ情報を初期化

しないで，継続して参照する必要が

ある場合，「なし」に変更してくださ

い。 

する JP1/AJS2 の再起

動後 
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ColdStartMode  

(2)(2)(2)(2)    ジョブジョブジョブジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境のそののそののそののその他他他他のののの設定設定設定設定をををを定義定義定義定義するするするする（（（（UUUUNINININIXXXX限定限定限定限定）））） 

表表表表 5555----15151515    そそそそのののの他他他他のののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（QQQQuuuueeeeuuuueeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

プロセスごとの最大コアファイ

ルサイズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitCoreSize  

ジョブ実行でプロセスごとの最大コアファイ

ルサイズの制限を変更し，使用量を調整す

る必要がある場合，1 に変更してください。 

0 JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大コアファイ

ルサイズ 

UNIX  

LimitCoreSize  

「プロセスごとの最大コアファイルサイズの

制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必要に

応じてこの値も変更してください。 

ユーザー

環境に依

存 

JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大データセ

グメントサイズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitDataSize  

ジョブ実行でプロセスごとの最大データセグ

メントサイズの制限を変更し，使用量を調整

する必要がある場合，1 に変更してくださ

い。 

0 JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大データセ

グメントサイズ 

UNIX  

LimitDataSize  

「プロセスごとの最大データセグメントサイズ

の制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必要

に応じてこの値も変更してください。 

ユーザー

環境に依

存 

JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大パーマネ

ントファイルサイズの制限フラ

グ 

UNIX  

IsLimitFileSize  

ジョブ実行でプロセスごとの最大パーマネン

トファイルサイズの制限を変更し，使用量を

調整する必要がある場合，1 に変更してくだ

さい。 

0 JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大パーマネ

ントファイルサイズ 

UNIX  

LimitFileSize  

「プロセスごとの最大パーマネントファイル

サイズの制限フラグ」を 1 に変更した場合

は，必要に応じてこの値も変更してくださ

い。 

ユーザー

環境に依

存 

JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大メモリーサ

イズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitMemorySize  

ジョブ実行でプロセスごとの最大メモリーサ

イズの制限を変更し，使用量を調整する必

要がある場合，1 に変更してください。 

0 JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大メモリーサ

イズ 

UNIX  

LimitMemorySize  

「プロセスごとの最大メモリーサイズの制限

フラグ」を 1 に変更した場合は，必要に応じ

てこの値も変更してください。 

ユーザー

環境に依

存 

JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大スタックセ

グメントサイズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitStackSize  

ジョブ実行でプロセスごとの最大スタックセ

グメントサイズの制限を変更し，使用量を調

整する必要がある場合，1 に変更してくださ

い。 

0 JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大スタックセ

グメントサイズ 

UNIX  

LimitStackSize  

「プロセスごとの最大スタックセグメントサイ

ズの制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必

要に応じてこの値も変更してください。 

ユーザー

環境に依

存 

JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大 CPU時間

の制限フラグ 

ジョブ実行でプロセス毎の最大CPU時間の

制限を変更し，使用量を調整する必要があ

0 JP1/AJS2 の再

起動後 
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UNIX  

IsLimitCpuTime  

る場合，1 に変更してください。 

プロセスごとの最大 CPU時間 

UNIX  

LimitCpuTime  

「プロセスごとの最大 CPU時間の制限フラ

グ」を 1 に変更した場合は，必要に応じてこ

の値も変更してください。 

ユーザー

環境に依

存 

JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大ワーキング

セットサイズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitWorkSize  

ジョブ実行でプロセス毎の最大ワーキング

セットサイズの制限を変更し，使用量を調整

する必要がある場合，1 に変更してくださ

い。 

0 JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大ワーキング

セットサイズ 

UNIX  

LimitWorkSize  

「プロセスごとの最大ワーキングセットサイズ

の制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必要

に応じてこの値も変更してください。 

ユーザー

環境に依

存 

JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大ファイルデ

ィスクリプタ数の制限フラグ 

UNIX  

IsLimitNoFile  

ジョブ実行でプロセス毎の最大ファイルディ

スクリプタ数の制限を変更し，使用量を調整

する必要がある場合，1 に変更してくださ

い。 

0 JP1/AJS2 の再

起動後 

プロセスごとの最大ファイルデ

ィスクリプタ数 

UNIX  

LimitNoFile  

「プロセスごとの最大ファイルディスクリプタ

数の制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必

要に応じてこの値も変更してください。 

ユーザー

環境に依

存 

JP1/AJS2 の再

起動後 

コマンドの検索パスを一時的

に保持する 

UNIX  

IsCacheCmdSearchPath  

ジョブ実行 OS ユーザーの環境変数 PATH

の値を頻繁に変更するような環境で，その

変更をジョブ実行時に直ちに有効にしたい

場合は 0に変更します。ただし，0にした場

合はジョブ実行性能が劣化します。 

1 JP1/AJS2 の再

起動後  
5.3.35.3.35.3.35.3.3    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ起動起動起動起動にににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Manager ホストのイベントジョブ起動に関する環境設定項目について説明します。 

Windows の場合，［マネージャー環境設定］ダイアログボックスで値を設定します。UNIXの場合，

EVAction.conf（イベント・アクション定義ファイル）に値を設定してから，jbssetcnf コマンドで設定を反映し

てください。 

なお，Windows の場合でダイアログボックスの表示項目にないパラメーターについては，任意のファイル

名の構成定義ファイルに環境設定情報を記述し，jbssetcnf コマンドを実行してシステムに反映します。 

設定方法の手順については，次に示す個所を必要に応じて参照してください。 

• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 14.3.1 イベン

トジョブ起動に関する環境の設定手順」  

• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 2.3.2 メール受信監

視ジョブのための環境設定をする」  

• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 3.3.1 TP1/Message 

Queue連携時のセットアップ」  
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• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 3.3.2 MQSeries連携

時のセットアップ」  

イベントジョブを使用する場合，以降の表に示す，設定値を決定する理由や推奨値を参考にして，設定

値を検討してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    ［［［［イベントイベントイベントイベント起動起動起動起動］］］］タブタブタブタブのののの設定項設定項設定項設定項目目目目（（（（EEEEVActionVActionVActionVAction....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----16161616    ［［［［イベントイベントイベントイベント起動起動起動起動］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（EEEEVVVVAAAAcccctiontiontiontion.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

マネージャープロセスの待機

情報ファイル出力ディレクトリ

名 

Windows  

［マネージャープロセスの設

定］の［待機情報ファイル出力

ディレクトリ名］  

UNIX  

WaitInfFileOutDir  

イベント監視の詳細情報や，起動条

件で監視しているイベントの受信状態

などの情報（待機情報）を，デフォルト

以外のフォルダに出力したい場合に

設定します。また，クラスタ対応する場

合に設定します。 

物理ホストの場

合，「空白」 

論理ホストの場

合は共有ディス

クのディレクトリ

名 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

マネージャープロセスのファイ

ル更新モード 

Windows  

［マネージャープロセスの設

定］の［ファイル更新モード］  

UNIX  

FileWriteMode  

待機情報ファイルの更新時に，常に

同期書き込みを実行したい場合は

「同期（sync）」を設定します。「同期」

を設定した場合，信頼性は向上しま

すが，性能は低下します。クラスタ対

応など信頼性を優先する場合は，「同

期」を選択してください。 

待機情報ファイルの更新時に，

JP1/AJS2 の処理とは同期を取らない

で，OS のバッファーリングによってデ

ィスクに書き込みたい場合は「非同期

（nosync）」を設定します。「非同期」を

設定した場合，「同期」に比べて性能

は向上しますが，システムダウンなど

が発生した場合，情報の不整合が発

生しイベントが消失するおそれがあり

ます。性能・信頼性・運用方法によっ

て，適切な書き込み方法を選択してく

ださい。 

物理ホストの場

合「非同期

（nosync）」 

クラスタの場合

「同期（sync）」 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

イベントジョブ情報引き継ぎデ

ィレクトリ名 

Windows  

［イベント・ジョブ情報引継ぎデ

ィレクトリ名］  

UNIX  

EvjobInfFile  

メール受信監視ジョブやメッセージキ

ュー受信監視ジョブで受信した情報

をファイルで引き継ぐ場合に，そのフ

ァイルをデフォルト以外のフォルダに

出力したい場合に設定します。また，

クラスタ対応する場合に設定します。 

物理ホストの場

合，「空白」 

論理ホストの場

合は共有ディス

クのディレクトリ

名 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

エージェントプロセスの待機情 イベント監視でのイベント発生状態 物理ホストの場 次回 JP1/AJS2
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報ファイル出力ディレクトリ名 

Windows  

［エージェントプロセスの設定］

の［待機情報ファイル出力ディ

レクトリ名］  

UNIX  

定義キー［JP1AOMAGENT］

のWaitInfFileOutDir  

や，起動条件で監視しているイベント

の発生状態などの情報（待機情報）

を，デフォルト以外のフォルダに出力

したい場合に設定します。また，クラス

タ対応する場合に設定します。 

合，「空白」 

論理ホストの場

合は共有ディス

クのディレクトリ

名 

サービス起動

時 

フェールオーバー時の情報引

き継ぎ 

Windows  

［系切り替え時の情報引き継

ぎ］  

UNIX  

HowUseInfWhenHA  

JP1/AJS2 - Manager へ通知できなか

ったイベントがある状態でシャットダウ

ンを伴わないフェールオーバーが発

生したとき，フェールオーバー前に発

生していたイベントを破棄したい場合

に変更します。 

Y（使用する） 次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

シャットダウン時の情報引き継

ぎ方法 

Windows  

［シャットダウン時の情報引継

ぎ方法］  

UNIX  

InformationWhenShutDown  

JP1/AJS2 - Manager へ通知できなか

ったイベントがある状態でシャットダウ

ン後に起動した場合，シャットダウン

前に発生していたイベントを破棄した

いときに変更します。 

K（保持する） 次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

ファイル監視ジョブの情報の

引き継ぎ 

Windows  

［ファイル監視ジョブの情報の

引き継ぎ］  

UNIX  

FilewatchinfContinue  

起動条件に定義されたファイル監視

ジョブが実行中にシャットダウンし，そ

の後起動した場合で，シャットダウン

前のファイル監視ジョブの監視状態を

引き継がないで監視したいときに変更

します。 

運用によって決

定してくださ

い。 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

エージェントプロセスのファイ

ル更新モード 

Windows  

［エージェントプロセスの設定］

の［ファイル更新モード］  

UNIX  

FileWriteMode  

イベントジョブ情報，待機情報ファイ

ルの更新時に，常に同期書き込みを

実行したい場合には「同期（sync）」を

設定します。「同期」を設定した場合，

信頼性は向上しますが，性能は低下

します。クラスタ対応など信頼性を優

先する場合は，「同期」を選択してくだ

さい。 

イベントジョブ情報，待機情報ファイ

ルの更新時に，JP1/AJS2 の処理とは

同期を取らないで，OS のバッファーリ

ングによってディスクに書き込みたい

場合は「非同期（nosync）」を設定しま

す。「非同期」を設定した場合，「同

期」に比べて性能は向上しますが，シ

ステムダウンなどが発生した場合，情

報の不整合が発生しイベントが消失

するおそれがあります。性能・信頼

性・運用方法によって，適切な書き込

み方法を選択してください。 

物理ホストの場

合「非同期

（nosync）」 

クラスタの場合

「同期（sync）」 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

詳細プロセス終了時の処理 

Windows  

［詳細プロセス終了時の処理］ 

UNIX  

EVProcessHA  

イベント・アクション機能の詳細プロセ

スがシグナル終了した場合，エージェ

ントプロセスを終了しないで縮退運転

させたいときに変更します。 

運用によって決

定してくださ

い。 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 
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(2)(2)(2)(2)    ［［［［メメメメールールールール連携連携連携連携］］］］タブタブタブタブのののの設定項設定項設定項設定項目目目目（（（（EEEEVActionVActionVActionVAction....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----17171717    ［［［［メールメールメールメール連連連連携携携携］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（EEEEVVVVAAAAcccctiontiontiontion.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

メール連携機能 

Windows  

［メール連携機能］  

メールシステム連携機能を使うかどうかを指

定します。［設定］ボタンをクリックすると，［メ

ール連携機能の選択］ダイアログボックスが

表示されるので，次の中から連携機能を選

択します。 

［使用しない］ 

メールシステム連携を使用しません。 

［デスクトップ上で使用する］ 

JP1/AJS2 メール監視プロセスが登録されま

す。 

［サービス上で使用する］ 

JP1/AJS2 Mailサービスが登録されます。デ

フォルトは［使用しない］です。 

ユーザー環

境に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

メールプロファイル名 

Windows  

［メールプロファイル名］  

メールサービスへのログインで使用するプロ

ファイルの名称を 256 バイト以内で指定しま

す。全角文字も使用できます。メールシステ

ム連携機能をサービス上で動作させる場

合，ローカルユーザーが作成したプロファイ

ルを指定してください。メールシステム連携

を複数のユーザーがデスクトップ上で使用

する場合は，同じ内容で同じ名称のプロファ

イルを，ユーザーごとに作成してください。

プロファイル名を入力し，［追加］ボタンをクリ

ックすると，一覧にプロファイル名が表示さ

れます。プロファイル名は 4件まで設定でき

ます。一覧からプロファイル名を選択し，［削

除］ボタンをクリックすると，プロファイル名が

削除されます。 

ユーザー環

境に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

メール連携時に使用する

メールソフトの選択 

Windows  

［メールクライアントソフ

ト］  

メールクライアントに使用する関連プログラム

を選択します。 

［Outlook 2000以前］ 

メールシステム連携時に使用する関連プロ

グラムが，次に示すプログラムの場合に選択

します。 

・Outlook 2000 

［Outlook 2002 以降］ 

メールシステム連携時に使用する関連プロ

グラムが，次に示すプログラムの場合に選択

します。 

・Outlook 2002 

・Outlook 2003 

使用する関

連プログラム

に応じて，選

択する値を

決定してくだ

さい。 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

メール受信後の処理 

Windows  

［メール受信後の処理］  

受信後のメールの扱いを次のどちらかから

選択します。デフォルトは［開封済］です。 

［開封済］ 

メール受信監視ジョブが終了したあと，受信

したメールを開封済にします。 

［削除］ 

メール受信監視ジョブが終了したあと，受信

したメールを削除します。 

「開封済」 次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

差出人アドレスの引き継

ぎ 

メール受信監視ジョブの引き継ぎ情報

「MLRCVADDRESS」に設定する情報の種

［メールアド

レス］ 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 
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Windows  

［差出人アドレスの引き

継ぎ］  

類を次のどちらかから選択します。デフォル

トは［メールアドレス］です。この設定は，設

定したホスト上で動作する，すべてのメール

受信監視ジョブに影響します。 

［メールアドレス］ 

メールアドレスが引き継ぎ情報として設定さ

れます。インターネットメールのメールプロフ

ァイルを使用している場合は，後続のメール

送信ジョブの宛先として利用できます。 

［表示名］ 

表示名（ニックネーム）が引き継ぎ情報として

設定されます。Exchange Server，Microsoft 

Mail，またはGroupmaxのメールプロファイル

を使用している場合に，後続のメール送信

ジョブの宛先として利用できます。 

監視間隔 

Windows  

［監視間隔］  

メールの受信監視間隔と，メール送信時間

の間隔を 1～1,440（単位：分）の間で指定し

ます。デフォルトは「10」です。 

10 次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

Windows 自動ログオン

の設定 

Windows  

［Windows 自動ログオン

の設定］  

Windowsへ自動的にログオンするかどうかを

次のどちらかから選択します。 

［設定］ 

ホストの起動と同時に，Windowsへ自動的に

ログオンします。合わせて［ユーザー名］，

［ドメイン名］および［パスワード］を指定する

必要があります。 

［解除］ 

Windowsへログオンする時に，ユーザー名，

ドメイン名（またはログオン先），およびパスワ

ードを入力するダイアログボックスが表示さ

れます。［解除］を選択した場合，このダイア

ログボックスの［ユーザー名］，［ドメイン名］

および［パスワード］に指定した内容は無視

されます。 

ユーザー環

境に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

ユーザー名 

Windows  

［ユーザー名］  

Windowsへログオンするユーザーの名称を

513 バイト以内で，かつWindows のログオン

画面で入力するユーザー名と同じ名称にな

るように指定します。「ユーザー名@ドメイン

名」の形式でも指定できます。この形式で指

定した場合，［ドメイン名］の指定を省略でき

ます。「ドメイン名\ユーザー名」の形式では

指定できません。この形式では，Windowsへ

のログオンに失敗してしまいます。なお，指

定したユーザー名が存在しない場合は，ロ

グオン時にユーザー名を入力するダイアロ

グボックスが表示されます。 

ユーザー環

境に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

ドメイン名 

Windows  

［ドメイン名］  

Windowsへログオンするユーザーが属する

ドメインの名称を 256 バイト以内で，かつ，ロ

グオン先と同じ名称になるように指定しま

す。［ユーザー名］を「ユーザー名＠ドメイン

名」の形式で指定した場合，［ドメイン名］の

指定は不要です（［ドメイン名］を指定して

も，無視されます。［ユーザー名］に指定した

「＠」より後ろの文字列がドメイン名として扱

われます）。なお，指定したドメイン名が存在

しない場合は，ログオン時にドメイン名，また

はログオン先を選択するダイアログボックス

が表示されます。 

ユーザー環

境に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

パスワード 

Windows  

Windowsへログオンするためのパスワードを

127 バイト以内で指定します。指定したパス

ユーザー環

境に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 
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［パスワード］  ワードが存在しない場合は，ログオン時にパ

スワードを入力するダイアログボックスが表

示されます。 

(3)(3)(3)(3)    メメメメールールールール連携連携連携連携のそののそののそののその他他他他のののの設定設定設定設定をををを定義定義定義定義するするするする（（（（UUUUNINININIXXXX限定限定限定限定）））） 

表表表表 5555----18181818    メールメールメールメール連連連連携携携携ののののそそそそのののの他他他他のののの設定設定設定設定をををを定義定義定義定義するするするする（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX 限定限定限定限定）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメメメメ

ーターーターーターーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

監視時間間隔 

UNIX  

ReceiveIntervalC  

メールの受信を監視する時間間隔を指定します。指定で

きる値は，1～1,440（単位：分）です。省略した場合，10

が仮定されます。 

10 次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

ユーザー名 

UNIX  

UserName  

ここで指定したユーザーのメールの受信を監視する場合

に，ユーザー名を指定します。指定できる文字数は，1～

256 （単位：バイト）です。 

ユーザ

ー環境

に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

メールファイルディ

レクトリ名 

UNIX  

MailFileDir  

UserName で指定したユーザーのメールが格納されてい

る，メールファイル用のディレクトリ名を指定します。指定

できる文字数は，1～180（単位：バイト）です。 

ただし，NotMatchMailDirで指定するディレクトリと同じデ

ィレクトリは指定できません。省略した場合，

「/var/opt/jp1ajs2/tmp/mailbox」が仮定されます。デフォ

ルトのディレクトリを使用する場合は，必ずメール配信機

能を設定してください。メール配信機能の設定について

は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 

2 セットアップガイド 20. セットアップ時に使用するコマ

ンド jpomailrecv（UNIX 限定）」を参照してください。 

ユーザ

ー環境

に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

監視条件一致メー

ルの保存先ファイ

ル名 

UNIX  

MailFileName  

監視条件に一致したメールを保存するメールファイル名

をフルパスで指定します。指定できる文字数は，1～255

（単位：バイト）です。このパラメーターには，MailFileDir

に指定したディレクトリ中の，UserName に指定したファイ

ルと同じファイルは指定できません。 

ユーザ

ー環境

に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

監視条件不一致メ

ールの保存先ディ

レクトリ名 

UNIX  

NotMatchMailDir  

監視条件に一致しなかったメールを保存する，監視条件

不一致メール退避先ファイルのディレクトリ名をフルパス

で指定します。指定できる文字数は，1～180（単位：バイ

ト）です。ただし，MailFileDirに指定するディレクトリと同じ

ディレクトリは指定できません。省略した場合，監視条件

に一致しないメールは破棄されます。 

ユーザ

ー環境

に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

{U|N} 

UNIX  

ExecMode  

メール連携機能を使用するかどうかを指定します。 

U 

メール連携機能を使用します。 

N 

メール連携機能を使用しません。 

ユーザ

ー環境

に依存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動

時 

(4)(4)(4)(4)    ［［［［MMMMQQQQ連携連携連携連携］］］］タブタブタブタブのののの設定項設定項設定項設定項目目目目（（（（EEEEVActionVActionVActionVAction....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----19191919    ［［［［MQMQMQMQ 連連連連携携携携］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（EEEEVVVVAAAAcccctiontiontiontion.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーメーメーメー

ターターターター（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    



 234

MQ連携機能 

Windows  

［MQ連携機能］  

メッセージキューシステム連携機能

を使うかどうかを指定します。デフォ

ルトは［使用しない］です。 

［使用する］ 

メッセージキューシステム連携機能

を使用します。 

［使用しない］ 

メッセージキューシステム連携機能

を使用しません。 

ユーザー環境に依存 次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

使用する MQシステ

ム 

Windows  

［使用する MQシス

テム］  

UNIX  

MQSystem  

メッセージの受信を監視したり，メッ

セージを送信したりするメッセージ

キューシステムを指定します。この

オプションは，ExecMode に「U」を

指定している場合にだけ指定でき

ます。 

I 

MQSeries を使用します。 

T 

TP1/Message Queue を使用しま

す。 

ユーザー環境に依存 次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

デッドレターキュー

（送達不能キュー）

名 

Windows  

［デッドレターキュ

ー］  

UNIX  

DeadLetterQueue  

受信に失敗したメッセージを格納

するデッドレターキュー名を MQ文

字列で指定します。指定できる文

字数は，1～48（単位：バイト）です。 

ユーザー環境に依存 次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

監視時間間隔

（TP1/Message 

Queue 使用時） 

Windows  

［監視間隔］  

UNIX  

ReceiveInterval  

メッセージの受信監視の実行間隔

を指定します。指定できる値は，1

～1,440（単位：分）です。省略した

場合，10が仮定されます。 

10 次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

監視時間間隔

（MQSeries 使用時） 

Windows  

［監視間隔］  

UNIX  

ReceiveIntervalSec  

メッセージの受信監視の実行間隔

を指定します。指定できる値は，1

～86,400（単位：秒）です。省略した

場合，Windows では 600が仮定さ

れます。なお，以前のバージョンで

分単位で監視時間を指定していた

場合は，その値が有効になります。

UNIXでは ReceiveIntervalの値が

仮定されます。 

Windows で MQSeries のクラスタ運

用を行う場合 

監視間隔は，フェールオーバー時

の MQSeries を停止するのに必要

な時間（フェールオーバー時のタイ

ムアウト時間）より短い間隔を指定し

てください。 

MQSeries の停止に必要な時間は，

マシンの性能に依存します。

MQSeries の停止時間はクラスタシ

ステムの動作検証作業で実機確認

することをお勧めします。 

Windows で MQSeries を「即時」停

止する場合 

即時停止する場合の待ち時間を指

 

WindowsでMQSeriesの

クラスタ運用を行なう場

合 

10 

Windows で MQSeries を

即時停止する場合 

60 

上記以外の場合 

60以上 

次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 
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定してください。 

上記以外の場合 

平均的なメッセージ到着間隔を指

定してください。 

監視時間間隔

（MQSeries 使用時） 

UNIX  

ReceiveInterval  

メッセージの受信監視の実行間隔

を指定します。指定できる値は，1

～1,440（単位：分）です。省略した

場合，10が仮定されます。 

1 以上（ただし，

ReceiveIntervalSec を指

定した場合は，

ReceiveIntervalSec の値

が優先される） 

次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

{U|N} 

UNIX  

ExecMode  

メッセージキューシステム連携機能

を使用するかどうかを指定します。 

U 

メッセージキューシステム連携機能

を使用します。 

N 

メッセージキューシステム連携機能

を使用しません。 

ユーザー環境に依存 次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

(5)(5)(5)(5)    ［［［［MMMMSMSMSMSMQQQQ連携連携連携連携］］］］タブタブタブタブのののの設定項設定項設定項設定項目目目目（（（（EEEEVActionVActionVActionVAction....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----20202020    ［［［［MSMQMSMQMSMQMSMQ 連連連連携携携携］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（EEEEVVVVAAAAcccctiontiontiontion.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーメーメーメー

ターターターター（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

MSMQ連携機能 

Windows  

［MSMQ連携機能］ 

メッセージキューシステム連携機能を使うか

どうかを指定します。デフォルトは［使用しな

い］です。 

［使用する］ 

メッセージキューシステム連携機能を使用

します。 

［使用しない］ 

メッセージキューシステム連携機能を使用

しません。 

ユーザー

環境に依

存 

次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

監視時間間隔 

Windows  

［監視間隔］  

メッセージキューを監視する間隔を 1～

1,440（単位：分）の間で指定します。デフォ

ルトは「10」です。 

10 次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時  
5.3.45.3.45.3.45.3.4    キューレスジョブキューレスジョブキューレスジョブキューレスジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境にににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Manager ホストのキューレスジョブ実行環境の環境設定項目について説明します。 

Windows の場合，［エージェント環境設定］ダイアログボックスで値を設定します。UNIXの場合，

Queueless.conf（キューレスジョブ実行環境設定ファイル）に値を設定します。 

次の表に示す，設定値を決定する理由や推奨値を参考にして，設定値を検討してください。 
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表表表表 5555----21212121    ［［［［キキキキューレスジョブューレスジョブューレスジョブューレスジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある

場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

キューレスジョブのログフォルダ 

Windows  

［ログフォルダ名］  

UNIX  

AJSQL_LOGFILE  

特に理由はありません。ディ

スク占有量見積もりと合わ

せ，運用によって決定してく

ださい。 

デフォルトで

使用してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービスの再

起動後 

ログファイルのサイズ 

Windows  

［ログファイルのサイズ］  

UNIX  

AJSQL_LOGSIZE  

ジョブの実行状況を確認する

ためのログです。最低でも 1

日分のログが保存できるサイ

ズを指定します。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービスの再

起動後 

ステータスファイル名 

Windows  

［ステータスファイル名］  

UNIX  

AJSQL_STATFILE  

特に理由はありません。ディ

スク占有量見積もりと合わ

せ，運用によって決定してく

ださい。 

デフォルトで

使用してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービスの再

起動後 

ステータスファイルサイズ 

Windows  

［ステータスファイルサイズ］  

UNIX  

AJSQL_STATSIZE  

キューレスジョブ実行中にキ

ューレスジョブ要求元スケジ

ューラーサービスに障害があ

った場合でも，ジョブ状態を

マネージャー側で管理できま

す。信頼性を向上させたい

場合に指定します。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービスの再

起動後 

キューレスエージェントサービス内

での最大同時ジョブ実行数 

Windows  

［キューレスサービス内での最大同

時ジョブ実行数］  

UNIX  

AJSQL_JOBMAX  

マシンリソースなどによって，

ジョブの同時ジョブ実行数を

制限する場合に指定します。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービスの再

起動後 

キューレスエージェントサービス内

での最大待ちジョブ数 

Windows  

［キューレスサービス内での最大待

ちジョブ数］  

UNIX  

AJSQL_JOBWAITMAX  

ジョブのピーク実行数が，同

時ジョブ実行数を超える場合

に指定します。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービスの再

起動後 

キューレスエージェントの言語コー

ド 

Windows，UNIX  

AJSQL_CHARCODE  

マネージャーホストとエージ

ェントホストの言語コードが異

なる場合に指定します。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービスの再

起動後 

ユーザープロファイル仕様有無 

Windows  

AJSQL_LOADUSERPROFILE  

PCジョブ実行時に，OS ユー

ザーのログオンセッションに

設定されているユーザー情

報を必要とする場合に指定し

ます。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービスの再

起動後 

キューレスエージェントのワークパ

ス，およびテンポラリファイル用ディ

レクトリ 

キューレスジョブで使用する

ワークパス，およびテンポラリ

ファイル用ディレクトリを変更

運用によって

決定してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

Agent サービスの再

起動後 
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Windows，UNIX  

AJSQL_AGTWORKPATH  

したい場合に指定します。 

UTF-8 環境のマネージャーからキ

ューレスジョブを正しく実行するた

めの設定 

UNIX  

QLMANCHARCODE  

UTF-8 環境のマネージャー

で，UTF-8非対応（Linux以

外のプラットフォームおよび

08-00 より前のバージョン）の

エージェントにキューレスジョ

ブを実行する場合に指定し

ます。 

運用によって

決定してくだ

さい。 

JP1/AJS2 Queueless 

File Transferサービ

スの再起動後および

スケジューラーサー

ビスの再起動後 
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キキキキューレスジョブューレスジョブューレスジョブューレスジョブのののの文字文字文字文字コードコードコードコード変変変変換換換換についてについてについてについて  

キューレスエージェントの言語コード（AJSQL_CHARCODE）は，次に示す文字コード変換に使用さ

れます。  

図図図図 5555----1111    キキキキューレスジョブューレスジョブューレスジョブューレスジョブのののの文字文字文字文字コードコードコードコード変変変変換換換換 

 

（1）スケジューラーサービスおよびキューレスエージェントサービス  

スケジューラーサービスの文字コードは，スケジューラーサービスの AJSCHARCODEの設定値で

す。  

マネージャーからエージェントへのデータは，マネージャーの文字コードのまま送信されます。スケ

ジューラーサービスでは文字コード変換しません

※
。  

   

（2）キューレスエージェントサービス  

次のデータを，要求元スケジューラーサービスの AJSCHARCODEの設定値から，要求先キューレ

スエージェントサービスの AJSQL_CHARCODEの設定値に文字コード変換します。  

• スケジューラーサービスから受け付けたデータ  

• 転送ファイルデータ 

また，次のデータを要求先キューレスエージェントサービスの AJSQL_CHARCODEの設定値から，

要求元スケジューラーサービスの AJSCHARCODEの設定値に文字コード変換します。  

• スケジューラーサービスへの返信データ  

• 結果ファイルデータ 

AJSQL_CHARCODEの設定値のデフォルトは「none」です。none が設定されている場合，文字コー

ド変換しません。  

マネージャーとエージェントで文字コードが混在している場合，要求先キューレスエージェントサー

ビスの AJSQL_CHARCODEの設定が必要です。  
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（3）キューレスエージェントサービスおよびキューレスファイル転送サービス  

転送ファイルはキューレスファイル転送サービスから無変換でキューレスエージェントサービスに送

信され，キューレスエージェントサービスで文字コード変換されます。結果ファイルは，キューレスエ

ージェントサービスで文字コード変換したあと，キューレスファイル転送サービスに送信されます。

キューレスファイル転送サービスでは文字コード変換しません

※
。  

注※  

Linuxの場合は，マネージャーの環境設定パラメーター「QLMANCHARCODE」の設定値によって

文字コード変換する場合があります。  

   

「「「「QQQQLLLLMANCMANCMANCMANCHHHHAAAARRRRCOCOCOCODDDDEEEE」」」」環境環境環境環境設定設定設定設定パパパパララララメーターメーターメーターメーター  

UTF-8 環境のマネージャーからキューレスジョブを使用する運用で，UTF-8 に対応していないエ

ージェント（Linux以外のプラットフォームおよび 08-00 より前のバージョン）で正しくジョブを実行さ

せるために設定します。この環境設定パラメーターは，UTF-8 をサポートしている Linux版の

JP1/AJS2 - Managerの場合だけ有効です。その他の環境で指定した場合は無視されます。  

QLMANCHARCODEを指定した場合の有効範囲を次に示します。  

図図図図 5555----2222    「「「「QQQQLLLLMANCMANCMANCMANCHHHHAAAARRRRCOCOCOCODDDDEEEE」」」」環境環境環境環境設定設定設定設定パパパパララララメーターメーターメーターメーターのののの有有有有効範囲効範囲効範囲効範囲 

 

（1）スケジューラーサービス  

AJSCHARCODE と QLMANCHARCODEが共に UTF-8 の場合，文字コード変換します。変換対

象はジョブの定義項目です。  

AJSCHARCODEはスケジューラーサービス単位なのに対し，QLMANCHARCODEはマシンに一

つの設定です。キューレスジョブを使用する場合は，すべてのスケジューラーサービスで

AJSCHARCODEを合わせてください。  

   

（2）キューレスファイル転送サービス  

QLMANCHARCODEが UTF-8 の場合に文字コード変換します。変換対象は転送ファイルおよび

結果ファイル（実行結果詳細）です。  
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5.3.55.3.55.3.55.3.5    JP1/AJS2 ConsoleJP1/AJS2 ConsoleJP1/AJS2 ConsoleJP1/AJS2 Console にににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 Console に関する環境設定の設定項目について説明します。 

次の表に示す設定値を決定する理由や推奨値を参考にして，設定値を検討してください。 

Windows，UNIX共に，環境定義ファイルに値を設定し jbssetcnf コマンドを実行してシステムに反映しま

す。 

設定方法の手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

14.5 JP1/AJS2 Console 環境の設定」を参照してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 CCCConsoonsoonsoonsolllle Managere Managere Managere Manager のののの環境設定環境設定環境設定環境設定 

環境定義ファイル ajs2cm.confに値を設定します。 

表表表表 5555----22222222    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Managere Managere Managere Manager のののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（aaaajjjjs2s2s2s2ccccmmmm.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要ががががあるあるあるある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

最大同時セション数  

MAXSESSION  

JP1/AJS2 Console Viewの最大接続数

が 16 を超える場合，その数に応じた値

を設定します。また，リソース上の制約

がある場合，値を小さくして JP1/AJS2 

Console Viewの接続を制限したいとき

に値を変更します。 

デフォルト

（16）で使用し

てください。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

リモート通信タイムアウト時間 

IPC_TIMEOUT  

OS のタイムアウト時間でなく，明示的

にタイムアウト時間を決定したい場合

に，0以外の値を指定します（単位は

秒）。 

デフォルト（0）

で使用してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

リトライ間隔  

IPCRETRYINTERVAL  

通信エラー発生状況に応じて，「リトラ

イ回数」と組み合わせて変更します（単

位は秒）。 

デフォルト（1）

で使用してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

リトライ回数  

IPCRETRYCOUNT  

通信エラー発生状況に応じて，「リトラ

イ間隔」と組み合わせて変更します。 

デフォルト（3）

で使用してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

接続打ち切り時間  

SESSIONTIMEOUT  

特になし（単位は分）。 デフォルト

（120）で使用

してください。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

文字コード  

CHARCODE  

特になし。 デフォルトで

使用してくださ

い。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起
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動後 

ログファイル出力時の文字コ

ード  

SYSLOGCODE  

（UNIXだけ）  

OSがSolarisの場合で，スケジューラー

サービスが出力する syslog メッセージ

を日本語にしたい場合に指定します。 

デフォルトで

使用してくださ

い。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

統合トレースログに出力する

メッセージレベル  

HNTRLOGLEVEL  

より詳細なログを統合トレースログに出

力したい時に指定します。 

デフォルトで

使用してくださ

い。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

データディレクトリ名  

DATADIRECTORY  

定義データの格納場所をデフォルト以

外の場所に変更したい時に指定しま

す。 

デフォルトで

使用してくださ

い。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

JP1/AJS2 Console Agentへ

の再接続間隔  

RECONNECTINTERVAL  

監視先の JP1/AJS2 Console Agent に

接続できなかった時に次回接続時ま

での間隔を変更したい時に指定します

（単位は秒）。 

デフォルト

（300）で使用

してください。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

トレースログファイル名  

TRACELOGFILE  

特になし。 デフォルトで

使用してくださ

い。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

リモート通信接続タイムアウト

値  

IPC_CONNECTTIMEOUT  

特になし（単位は秒）。 デフォルト

（20）で使用し

てください。 

JP1/AJS2 

Console Manager

サービスの再起

動後 

(2)(2)(2)(2)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 CCCConsoonsoonsoonsolllle Agente Agente Agente Agent のののの環境設環境設環境設環境設定定定定 

環境定義ファイル ajs2ca.confに値を設定します。 

表表表表 5555----23232323    JP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 ConsoJP1/AJS2 Consolllle Agente Agente Agente Agent のののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（aaaajjjjs2s2s2s2ccccaaaa.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

最大同時セション数  

MAXSESSION  

JP1/AJS2 Console Managerの最大接

続数が 16 を超える場合，その数に応

じた値を設定します。また，リソース上

の制約がある場合，値を小さくして

JP1/AJS2 Console Managerの接続を

制限したいときに値を変更します。 

デフォルト

（16）で使用

してくださ

い。 

JP1/AJS2 

Console Agent

サービスの再起

動後 

ログファイル出力時の文字コー

ド  

SYSLOGCODE  

（UNIXだけ）  

OS が Solaris の場合で，スケジューラ

ーサービスが出力する syslog メッセー

ジを日本語にしたい場合に指定しま

す。 

デフォルト

で使用して

ください。 

JP1/AJS2 

Console Agent

サービスの再起

動後 

統合トレースログに出力するメッ

セージレベル  

HNTRLOGLEVEL  

より詳細なログを統合トレースログに出

力したい時に指定します。 

デフォルト

で使用して

ください。 

JP1/AJS2 

Console Agent

サービスの再起

動後 

トレースログファイル名  

TRACELOGFILE  

特になし。 デフォルト

で使用して

ください。 

JP1/AJS2 

Console Agent

サービスの再起
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動後 

JP1/AJS2 Console Viewの操作

許可  

ENABLEOPERATION  

JP1/AJS2 Console Viewから対象ホスト

のジョブネットに対して操作を実行され

たくない場合には"no"を指定します。 

デフォルト 

（"yes"）で

使用してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Console Agent

サービスの再起

動後  
5.3.65.3.65.3.65.3.6    スケジューラーサービススケジューラーサービススケジューラーサービススケジューラーサービスのののの多重起動多重起動多重起動多重起動についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

スケジューラーサービスとは，ルートジョブグループを管理する制御単位です。最上位のジョブグループ

として，JP1/AJS2 に必ず定義されていて，ルートジョブグループ名を「/（スラント）」で表します。多重起動

させると，ルートジョブグループをスケジューラーサービスごとに管理できるようになります。1 個，または

数個のスケジューラーサービスで，数千以上の業務（ジョブネットやジョブ）を定義し，登録実行する運用

では，資源に限界があります。そこで，CPUを多数（数十個も）搭載するようなシステムの場合，スケジュ

ーラーサービスの多重起動を事前に検討してください。 

例えば，スケジューラーサービスを業務ごとに分割して，多重起動する運用にします。多重起動にするこ

とで，スケジューラーサービスごとに CPU資源を有効利用でき，それぞれのスケジューラーサービスがほ

かのスケジューラーサービスの影響を受けることなく，独立した業務（ジョブネットおよびジョブ）の並行実

行ができます。また，新たな運用テストなどができます。 

スケジューラーサービスは最大 20個まで多重起動にすることができます。しかし，システムの環境によっ

て，ある数以上のスケジューラーサービスの多重起動を設定すると，スケジューラーサービスが起動でき

なくなることがあります。次に示すスケジューラーサービス多重起動時の注意事項を参照して，該当する

場合は対処方法に従ってください。 

    

(1)(1)(1)(1)    WWWWininininddddowsowsowsows ホストホストホストホストでででで多多多多数数数数ののののスケジスケジスケジスケジュュュューラーサーーラーサーーラーサーーラーサービビビビススススをををを多重多重多重多重起動起動起動起動するするするする場合場合場合場合 

システムの環境によって，ある数以上のスケジューラーサービスを多重起動したときにエラーとなることが

あります。その際，「アプリケーションを正しく初期化できませんでした。」というエラーメッセージが出力さ

れます。 

これはシステムのリソース（デスクトップヒープ領域）が不足した場合に発生します。 

JP1/AJS2 ではスケジューラーサービスごとに多数の制御プロセスを起動するため，スケジューラーサー

ビスを多重起動にすると，起動したスケジューラーサービスの分デスクトップヒープ領域を使用します。こ

のため，デスクトップヒープ領域が不足する場合があります。このような場合，次に示す対処方法を実施

してください。 
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(a)(a)(a)(a)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2専専専専用用用用ののののデスクトップヒープデスクトップヒープデスクトップヒープデスクトップヒープ領域領域領域領域をををを使用使用使用使用するするするする 

JP1/AJS2専用のデスクトップヒープ領域を使用するために，JP1/AJS2 サービスのアカウントをユーザー

アカウントに変更します。JP1/AJS2 サービスのアカウントはシステムアカウントがデフォルトとなっていま

す。それをユーザーアカウントに変更する際の手順を次に示します。 

1. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする。。。。  

2. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススののののアアアアカカカカウウウウントントントントををををシシシシスススステムアテムアテムアテムアカカカカウウウウントントントントかかかかららららユーザーユーザーユーザーユーザーアアアアカカカカウウウウントントントントにににに変更変更変更変更するするするする。。。。  

3. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススにににに設定設定設定設定したしたしたした OSOSOSOS ののののユーザーユーザーユーザーユーザーアアアアカカカカウウウウントントントントにににに対対対対してしてしてして次次次次にににに示示示示すすすす権限権限権限権限をををを設定設定設定設定すすすす

るるるる。。。。 

o Administrators 権限  

o ローカルログオン  

o サービスとしてログオン  

o プロセスレベルトークンの置き換え  

これらの権限のないユーザーを設定した場合は，動作は保証されません。 

4. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススをををを起動起動起動起動するするするする。。。。  

(b)(b)(b)(b)    レジストリーレジストリーレジストリーレジストリーをををを編編編編集集集集してしてしてしてデスクトップヒープサイデスクトップヒープサイデスクトップヒープサイデスクトップヒープサイズズズズをををを調整調整調整調整するするするする 

デスクトップヒープサイズを定義するレジストリー変数である SharedSection の第 3 パラメーターの値を編

集してください。動作するサービスやアプリケーションに応じて，デスクトップヒープの設定を調整します。

レジストリー編集方法については，Microsoft のホームページのサポート技術情報にある記事を参照して

ください。 

(2)(2)(2)(2)    UUUUNINININIXXXXホストホストホストホストでででで多多多多数数数数ののののスケジスケジスケジスケジュュュューラーサーーラーサーーラーサーーラーサービビビビススススをををを多重多重多重多重起動起動起動起動するするするする場合場合場合場合 

多重起動するスケジューラーサービス数を増やすと，その増加数に従ってシステム資源を消費します。

多重起動するスケジューラーサービス数に見合ったシステム資源が確保できていない場合，スケジュー

ラーサービスを多重起動したときにエラーとなることがあります。「4. 見積もり」を参考に，メモリー所要量，

ディスク占有量，ISAM ロックテーブルエントリーサイズ，およびカーネルパラメーターなどのシステム資源

の値を十分見積もった上で，スケジューラーサービスの多重起動を設定してください。 
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5.3.75.3.75.3.75.3.7    ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行にににに関関関関するするするするオプションオプションオプションオプションについてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

ジョブを実行するときに，オプションとして設定できる項目の検討について説明します。運用する環境に

合わせて設定を検討してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    ジョブジョブジョブジョブ実行時実行時実行時実行時ののののワークパスワークパスワークパスワークパスをををを変数変数変数変数としてとしてとしてとして定義定義定義定義するするするする 

ジョブ実行先ホストのインストールパスが実行依頼元ホストと異なるような運用をする場合や，PATH変数

に定義されていない場合，ジョブ実行先ホストでインストールパスを変数として定義すると，インストール

先を意識しないでジョブを実行できるようになります。 

例えば，ジョブとして実行する実行ファイルの保存先が，ある実行先ホストでは C ドライブ，ある実行先ホ

ストでは D ドライブと，異なっている環境で JP1/AJS2 を運用する場合に，ジョブ実行時のワークパスを変

数として定義することをお勧めします。 

(2)(2)(2)(2)    ジョブジョブジョブジョブををををロングファイルロングファイルロングファイルロングファイル名名名名でででで実行実行実行実行させさせさせさせるるるる（（（（WWWWininininddddowsowsowsows 限定限定限定限定）））） 

ジョブ実行時，ジョブの実行ファイルの名称は，通常，NTFS（NT File System）および FAT（File 

Allocation Table）ボリューム上のファイル用に生成されたショートファイル名に変換されます。ジョブの実

行ファイルをショートファイル名に変換しないでロングファイル名で実行したい場合は，このオプションを

有効にすることをお勧めします。 

(3)(3)(3)(3)    転送元転送元転送元転送元ファイルファイルファイルファイルのののの検検検検索索索索パスパスパスパスをををを定義定義定義定義するするするする 

JP1/AJS2 では，ジョブを実行するために必要なテキストファイルをマネージャーホストからエージェントホ

ストに転送して，ジョブを実行できます。例えば，転送ファイルには，実行ファイルの環境（パスなど）を定

義した設定ファイル（.ini ファイル）などを転送できます。 

マネージャーホストからエージェントホストに転送するファイル名を指定する場合，あらかじめ検索するパ

スを定義しておけば，そのパスに転送するファイルがあるかを探し，あればそのファイルが転送ファイル

になります。 

転送するファイルのパスを省略して定義したい運用をする場合に，このオプションを有効にすることをお

勧めします。 

(4)(4)(4)(4)    一一一一つつつつのののの JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザーをををを不特不特不特不特定定定定のののの OSOSOSOS ユーザーユーザーユーザーユーザーにににに対応対応対応対応づづづづけるけるけるける 

JP1/AJS2では，JP1ユーザーというユーザー名を使って権限を管理しています。OSユーザー（実行ユー

ザー）を JP1 ユーザーにマッピングすれば，ユーザーマッピングに設定されているホスト以外からの要求

を受け付けないようにしています。 
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JP1/AJS2 のこのユーザー管理では，OS ユーザーごとに OS ユーザーを JP1 ユーザーにマッピングしな

ければならないため，不特定のOS ユーザーが JP1/AJS2 を使用することを目的とした場合，運用に負荷

が掛かる場合があります。 

このような運用負荷を軽減するために，一つの JP1 ユーザーを不特定の OS ユーザーで使用できるよう

に設定しておきます（JP1仮定ユーザーに設定しておきます）。こうしておくと，JP1 ユーザーにマッピング

されていない OS ユーザーでも，JP1仮定ユーザーの権限を使って JP1/AJS2 を操作できるようになりま

す。 

次に示す JP1 ユーザー仮定機能の注意事項を参考にして，このオプションを設定してください。 

• JP1仮定ユーザーに設定できる JP1 ユーザーの数は，1台の JP1/AJS2 - Manager ホスト

が管理する範囲につき，一つです。  

• JP1仮定ユーザーとして利用する JP1 ユーザーにも，通常の JP1 ユーザーと同様に，JP1

権限レベル，およびユーザーマッピングを設定してください。 

JP1 権限レベルを設定する際は，次の点を考慮してください。 

o 不特定のユーザーの実行要求を満たすことができること。  

o ユーザーの誤操作によって，運用環境が壊されるおそれがないこと。  

(5)(5)(5)(5)    エエエエージェントージェントージェントージェントののののパイプパイプパイプパイプ通信通信通信通信タイムアウトタイムアウトタイムアウトタイムアウト値値値値をををを設定設定設定設定するするするする（（（（UUUUNINININIXXXX限定限定限定限定）））） 

ジョブ実行制御のエージェントプロセス間通信でパイプ通信のタイムアウトエラーが発生することがありま

す。その原因として，次のことが考えられます。 

• 大量のジョブが一時期に集中して実行された。  

• CPUに高い負荷が掛かっている。  

• 実メモリーが不足することでジョブ実行制御のエージェントプロセスが 300秒以上の間スワ

ップアウトされ，実行されなかった。  

これらの発生条件が解消されずにパイプ通信のタイムアウトエラーが頻繁に発生するような状況が考え

られる場合は，エージェントプロセスが実行されるホスト上のパイプ通信タイムアウト時間を長めに変更し

て運用することをお勧めします。 

注意  

パイプ通信タイムアウト時間に長い時間を設定すると，ジョブの障害検知が遅くなることがあります

ので注意してください。  

設定については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.4 エー

ジェントのパイプ通信タイムアウト値の変更」を参照してください。  
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5.3.85.3.85.3.85.3.8    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合ののののオプションオプションオプションオプションについてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

イベントジョブを使用する場合に，オプションとして設定できる項目の検討について説明します。運用す

る環境に合わせて設定を検討してください。 

    

  

(1)(1)(1)(1)    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブののののログログログログ設定設定設定設定 

イベントジョブを使用する場合，イベントジョブの実行数や監視条件の成立数などの運用形態によって，

出力されるログのサイズが異なります。そのため，最低でも 24 時間分のログが保持できることを目安とし，

1～3日分のログを保持できるように設定する必要があります。ログのサイズは，「4.4.4 イベントジョブが

出力するログのサイズを見積もる」を参照して計算してください。 

(2)(2)(2)(2)    イベントイベントイベントイベントがががが発生発生発生発生したしたしたした順順順順にににに条件条件条件条件をををを成成成成立立立立させさせさせさせるるるる 

起動条件で監視している一つのイベントジョブのイベントが連続して発生する場合，通信の状態によって，

イベントの成立順序が実際に発生した順序とは異なってしまうことがあります。引き継ぎ情報を使用して

いるなどで，成立するイベントの順序をイベントが実際に発生した順にしたい場合は，イベント順序保証

オプションを使用してください。なお，イベント順序保証オプションは，イベントジョブを実行するすべての

エージェントホストで設定してください。設定については，Windowsホストの場合は，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.9 イベント順序保証オプションの設

定」を，UNIX ホストの場合は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

16.7 イベント順序保証オプションの設定」を参照してください。 

(3)(3)(3)(3)    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの状態状態状態状態をををを引引引引きききき継継継継ががががせせせせるるるる 

ファイル監視ジョブが監視対象ファイルを監視している間の情報を随時退避しておき，JP1/AJS2 サービ

スが一時的に停止した場合でもジョブの状態を引き継ぐことができます。例えば，クラスタシステムで，フ

ァイル監視ジョブの実行中に JP1/AJS2 サービスが停止した場合，JP1/AJS2 サービスの停止後，再度

JP1/AJS2 サービスが起動して，サービスが停止する前と同じファイル監視ジョブが実行されたときに，サ

ービスが停止する前のファイル監視ジョブの監視状態を引き継いでジョブが実行されます。JP1/AJS2 サ

ービスが停止する前後で，ファイル監視ジョブの状態の整合性を保ちたい場合にこの設定を使用するこ

とをお勧めします。 

なお，監視状態を引き継ぐには，ファイル監視ジョブが継続して動作している必要があります。ファイル

監視ジョブが継続して動作するか，終了するかによって監視状態が引き継がれるかどうかが異なります。 

監視状態が引き継がれる条件については，「8.3.2 ファイル監視ジョブの注意事項」のファイル監視ジョ

ブの状態引き継ぎオプションについて説明している事項を参照してください。 
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設定については，Windowsホストの場合は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セッ

トアップガイド 7.12 ファイル監視ジョブの状態引き継ぎオプションの設定」を，UNIX ホストの場合は，マ

ニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.8 ファイル監視ジョブの状態

引き継ぎオプションの設定」を参照してください。 

(4)(4)(4)(4)    「「「「""""（（（（ダブルクォーテーションマークダブルクォーテーションマークダブルクォーテーションマークダブルクォーテーションマーク））））」」」」をををを含含含含むむむむデータデータデータデータををををイベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブのののの引引引引きききき継継継継ぎぎぎぎ情報情報情報情報にににに使使使使

用用用用するするするする 

イベントジョブの受信情報を引き継ぎ情報として，標準ジョブやアクションジョブのパラメーターに引き継

ぐ場合で，引き継ぐデータに「"（ダブルクォーテーションマーク）」が含まれるとき，「\」を前に付けてイベ

ントを発行する必要があります。「\」を付けて発行しない場合，受信情報を引き継いでも「"（ダブルクォー

テーションマーク）」が無視されるなどの現象が発生します。 

これを防止するためには，「"（ダブルクォーテーションマーク）」を含むデータを発行されたイベントのとお

りに引き継ぎ情報として引き継がせるオプションを設定することをお勧めします。 

このオプションを設定すると，JP1/AJS2 内で「"（ダブルクォーテーションマーク）」の前に「\」が付け加え

られます。これによって，引き継ぎ情報中の「"（ダブルクォーテーションマーク）」の有無を意識しないで，

イベントジョブの受信情報を引き継ぎ情報として引き継ぐことができます。 

なお，引き継ぐ情報中に，すでに「"（ダブルクォーテーションマーク）」の前に「\」がある場合，「\」のあと

にも「\」を付け加えます。そのため，例えば「AB\"C」というデータを引き継いだ結果は「AB\"C」となり，

「AB"C」とはなりません。このオプションを指定する前に，意識して「\」を付けている場合は，このオプショ

ンを設定しないでください。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

イベントジョブの受信情報を，引き継ぎ情報として標準ジョブやアクションジョブのパラメーターに引

き継ぐ場合，標準ジョブやアクションジョブの各パラメーターの最大長までしか引き継げません。こ

のオプションを有効にした場合，「"（ダブルクォーテーションマーク）」の前に「\」を付け加えます。  

そのため，このオプションを有効にして，「"（ダブルクォーテーションマーク）」を引き継ぐ場合には，

次に示す例を参考にして，引き継ぐ情報を検討してください。  

例例例例：：：：  

UNIXジョブの［コマンド文］の最大長は 1,023 バイトですが，「"（ダブルクォーテーションマーク）」を

含むデータ 1,023 バイトを引き継ぎ情報として引き継ぐ場合，このオプションを指定すると 1,024 バ

イトを超えるため，エラーになります。  

設定については，Windowsホストの場合は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セッ

トアップガイド 7.13 「"（ダブルクォーテーションマーク）」を含むデータをイベントジョブの引き継ぎ情報

に使用するための設定」を，UNIX ホストの場合は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 

2 セットアップガイド 16.9 「"（ダブルクォーテーションマーク）」を含むデータをイベントジョブの引き継

ぎ情報に使用するための設定」を参照してください。 
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5.3.95.3.95.3.95.3.9    データベースデータベースデータベースデータベースにににに ISAMISAMISAMISAM をををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合ののののオプションオプションオプションオプションについてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 では，JP1/AJS2 のデータベースに ISAM を使用する場合，ISAM ファイルを自動的に再編成さ

せる機能を提供しています。JP1/AJS2 サービスの起動時に，該当する物理ホストおよび論理ホストで使

用する ISAM データファイルを自動的に再編成できます。有効にする方法については，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 4.7.2 ISAM ファイル自動再編成機能の

設定」，またはマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 14.7.3 ISAM フ

ァイル自動再編成機能の設定」を参照してください。 

ISAM ファイル自動再編成機能が有効になっている場合，JP1/AJS2 サービスの起動時に，次のフォルダ

およびディレクトリに格納されている，jpqautocondおよび ajsautocondが起動されます。 

Windows の場合  

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\bin  

UNIXの場合  

/opt/jp1ajs2/bin  

jpqautocondは，ジョブ実行環境のデータファイルを再編成します。ajsautocondは，ISAM で運用されて

いるすべてのスケジューラーサービスのデータベースを再編成します。 

ISAM データファイルを再編成する際，ファイルに対する占有排他が必要です。このため，JP1/AJS2 - 

Viewが JP1/AJS2 - Managerに接続している場合，および JP1/AJS2 のコマンドを実行している場合，

ISAM データファイルは再編成されません。 

注意  

再編成時には，対象の物理ホストまたは論理ホストの作業ディレクトリ（ジョブ実行環境のマネージ

ャープロセス実行時のワークディレクトリおよび各スケジューラーサービスの一時ファイル用ディレク

トリ）があるドライブに再編成対象のスケジューラーおよびジョブ実行環境の ISAM ファイルの中で

最もサイズが大きいファイルの 3倍以上の空き容量が必要です。  

    

(1)(1)(1)(1)    ISAMISAMISAMISAM ファイルファイルファイルファイルのののの自動再編成自動再編成自動再編成自動再編成をををを並列並列並列並列にににに実行実行実行実行させさせさせさせるるるる 

ISAM ファイルの自動再編成機能には，オプションとして，自動再編成を並列に実行する機能があります。

一つの ISAM ファイルは，一つのスケジューラーサービスに割り当てられています。JP1/AJS2 サービスの

起動時に ISAMファイルを自動的に再編成させる機能は，一つの ISAM ファイルの再編成が終わったら，

次のスケジューラーサービスの ISAM ファイルを再編成するようになっています。 
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スケジューラーサービス数が最大の 20個あるような場合，一つずつ再編成させていると時間が掛かる場

合があります。このような場合は，この並列実行オプション機能を有効にすることをお勧めします。このオ

プションを有効にすると，ISAM データベースが並列に再編成されるので，再編成に掛かる総所要時間

を短縮できます。 

有効にするには，次のファイルをエディターなど開き，ajsautocond スクリプトのパラメーターとして，並列

実行の多重度を指定する必要があります。 

Windows の場合  

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\conf\jp1ajs_spmd_pre.conf  

UNIXの場合  

/etc/opt/jp1ajs2/conf/jp1ajs_spmd_pre.conf  

  

クラスタで運用している場合は，共有ディスクの jp1ajs2 の下にある confディレクトリのファイルになり

ます。  

注意  

並列実行機能を有効にした場合，システム上に十分なディスク空き容量が必要です。自

動再編成を実施する場合，スケジューラーサービスの一時ファイル用ディレクトリを作業デ

ィレクトリとして使用します。このディレクトリには，最大で「すすすすべべべべてのてのてのてのスケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビ

ススススのののの中中中中でででで最最最最もももも大大大大きいきいきいきいテテテテーブルーブルーブルーブルのののの 3333倍倍倍倍ののののサイサイサイサイズズズズ＊再再再再編成編成編成編成実行実行実行実行多重度多重度多重度多重度」の空き容量が必要で

す。ディスク空き容量不足が発生すると再編成に失敗します（ただし，再編成しない状態

でサービスは起動します）。ディスクの空き容量および指定する多重度を十分注意して見

積もってください。  

並列実行オプション機能を有効にする手順を次に示します。 

1. エエエエデデデディィィィターターターターなどでなどでなどでなどで jjjjp1ap1ap1ap1ajjjjs_spmd_pres_spmd_pres_spmd_pres_spmd_pre.c.c.c.cononononffff ファイルファイルファイルファイルをををを開開開開くくくく。。。。 

新規インストール直後はファイルが存在しません。jp1ajs_spmd_pre.conf.modelファイルを

コピーして作成してください。 

2. jjjjp1ap1ap1ap1ajjjjs_spmd_pres_spmd_pres_spmd_pres_spmd_pre.c.c.c.cononononffff ファファファファイルイルイルイルのののの該当該当該当該当行行行行をををを次次次次にににに示示示示すよすよすよすよううううにににに変更変更変更変更するするするする。。。。 

Windows で多重度を 3 にする場合の例  

cmd.exe|/Q,/C,ajsautocond.bat,3|  

UNIXで多重度を 3 にする場合の例  

/opt/jp1ajs2/bin/ajsautocond|3|  

多重度には 1～20を指定できます。デフォルトは 1 です。 

なお，jpqautocond スクリプトには多重度を指定しないでください。多重度を指定しても，ジョブ実行

環境のデータベースは，物理ホストおよび論理ホスト内に一つしかないため，並列実行できないた

めです。  
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5.3.105.3.105.3.105.3.10    そのそのそのその他他他他ののののオプションオプションオプションオプションにににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Manager ホストの共通情報の環境設定項目について説明します。 

Windows の場合，［マネージャー環境設定］ダイアログボックスで値を設定します。UNIXの場合，

Common.conf（共通情報環境設定ファイル）に環境設定情報を記述し，jbssetcnf コマンドで設定を反映

してください。 

次の表に示す，設定値を決定する理由や推奨値を参考にし，設定値を検討してください。 

表表表表 5555----24242424    ［［［［そそそそのののの他他他他ののののオオオオププププシシシションョンョンョン］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーメーメーメー

ターターターター（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

ラージファイル対応

の動作 

Windows  

［ラージファイル対

応］  

UNIX  

LARGEFILEUSE  

2ギガバイト以上のファイルをファイル監視ジョブで

監視する，および判定ジョブで判定する場合に，

「する（yes）」を指定します。 

2ギガバイト以上のファイルをファイル監視ジョブで

監視しない，および判定ジョブで判定しない場合，

またはファイル監視ジョブで監視しているファイルが

2ギガバイトを超えた場合に，ジョブを異常終了させ

るような運用をしたいときは「しない（no）」を指定して

ください。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

JP1/AJS2 の再

起動後 

 
5.45.45.45.4    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent ののののセットアップセットアップセットアップセットアップについてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

この節では，JP1/AJS2 - Agentホストのセットアップ時の設定項目を紹介します。JP1/AJS2 - Agentホス

トのセットアップ作業を実施する前に，デフォルトで動作させるか，またはどのような値を設定または選択

して JP1/AJS2 - Agent を動作させるかを検討しておいてください。 

セットアップの手順の詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアッ

プガイド」を参照してください。  
5.4.15.4.15.4.15.4.1    ジョブジョブジョブジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境にににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Agentホストのジョブ実行環境の環境設定項目について説明します。 

Windows の場合，［エージェント環境設定］ダイアログボックスで値を設定します。UNIXの場合，

Queue.conf（ジョブ実行環境設定ファイル）に値を設定してから，jbssetcnf コマンドで設定を反映してくだ

さい。 
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なお，Windows の場合でダイアログボックスの表示項目にないパラメーターについては，任意のファイル

名の構成定義ファイルに環境設定情報を記述し，jbssetcnf コマンドを実行してシステムに反映します。

設定方法の手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

14.1.1 スケジューラーサービス環境の設定手順」を参照してください。 

以降の表に示す，設定値を決定する理由や推奨値を参考にして，設定値を検討してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    ［［［［ジョブジョブジョブジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境］］］］タブタブタブタブのののの設定項設定項設定項設定項目目目目（（（（QuQuQuQueeeeuuuueeee....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----25252525    ［［［［ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（QQQQuuuueeeeuuuueeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

エージェントプロセス実行時の

ワークディレクトリ名 

Windows  

［エージェントプロセス実行時

のワークディレクトリ名］  

UNIX  

WorkPath  

デフォルトで設定されているディレクトリがあ

るディスク容量に，空きがない場合，ディス

ク容量に空きのあるディレクトリを指定してく

ださい。 

デフォルト

で使用して

ください。 

JP1/AJS2 の

再起動後 

(2)(2)(2)(2)    ジョブジョブジョブジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境のそののそののそののその他他他他のののの設定設定設定設定をををを定義定義定義定義するするするする（（（（UUUUNINININIXXXX限定限定限定限定）））） 

表表表表 5555----26262626    そそそそのののの他他他他のののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（QQQQuuuueeeeuuuueeee.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

プロセスごとの最大コアファイ

ルサイズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitCoreSize  

ジョブ実行でプロセスごとの最大コアファイ

ルサイズの制限を変更し，使用量を調整す

る必要がある場合，1 に変更してください。 

0 JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大コアファイ

ルサイズ 

UNIX  

LimitCoreSize  

「プロセスごとの最大コアファイルサイズの

制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必要に

応じてこの値も変更してください。 

ユーザー環

境に依存 

JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大データセ

グメントサイズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitDataSize  

ジョブ実行でプロセスごとの最大データセグ

メントサイズの制限を変更し，使用量を調整

する必要がある場合，1 に変更してくださ

い。 

0 JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大データセ

グメントサイズ 

UNIX  

LimitDataSize  

「プロセスごとの最大データセグメントサイズ

の制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必要

に応じてこの値も変更してください。 

ユーザー環

境に依存 

JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大パーマネ

ントファイルサイズの制限フラ

グ 

ジョブ実行でプロセスごとの最大パーマネン

トファイルサイズの制限を変更し，使用量を

調整する必要がある場合，1 に変更してくだ

0 JP1/AJS2 の

再起動後 
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UNIX  

IsLimitFileSize  

さい。 

プロセスごとの最大パーマネ

ントファイルサイズ 

UNIX  

LimitFileSize  

「プロセスごとの最大パーマネントファイルサ

イズの制限フラグ」を 1 に変更した場合は，

必要に応じてこの値も変更してください。 

ユーザー環

境に依存 

JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大メモリーサ

イズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitMemorySize  

ジョブ実行でプロセスごとの最大メモリーサ

イズの制限を変更し，使用量を調整する必

要がある場合，1 に変更してください。 

0 JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大メモリーサ

イズ 

UNIX  

LimitMemorySize  

「プロセスごとの最大メモリーサイズの制限

フラグ」を 1 に変更した場合は，必要に応じ

てこの値も変更してください。 

ユーザー環

境に依存 

JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大スタックセ

グメントサイズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitStackSize  

ジョブ実行でプロセスごとの最大スタックセ

グメントサイズの制限を変更し，使用量を調

整する必要がある場合，1 に変更してくださ

い。 

0 JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大スタックセ

グメントサイズ 

UNIX  

LimitStackSize  

「プロセスごとの最大スタックセグメントサイ

ズの制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必

要に応じてこの値も変更してください。 

ユーザー環

境に依存 

JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大 CPU時間

の制限フラグ 

UNIX  

IsLimitCpuTime  

ジョブ実行でプロセス毎の最大CPU時間の

制限を変更し，使用量を調整する必要があ

る場合，1 に変更してください。 

0 JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大 CPU時間 

UNIX  

LimitCpuTime  

「プロセスごとの最大 CPU時間の制限フラ

グ」を 1 に変更した場合は，必要に応じてこ

の値も変更してください。 

ユーザー環

境に依存 

JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大ワーキング

セットサイズの制限フラグ 

UNIX  

IsLimitWorkSize  

ジョブ実行でプロセス毎の最大ワーキング

セットサイズの制限を変更し，使用量を調整

する必要がある場合，1 に変更してくださ

い。 

0 JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大ワーキング

セットサイズ 

UNIX  

LimitWorkSize  

「プロセスごとの最大ワーキングセットサイズ

の制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必要

に応じてこの値も変更してください。 

ユーザー環

境に依存 

JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大ファイルデ

ィスクリプタ数の制限フラグ 

UNIX  

IsLimitNoFile  

ジョブ実行でプロセス毎の最大ファイルディ

スクリプタ数の制限を変更し，使用量を調整

する必要がある場合，1 に変更してくださ

い。 

0 JP1/AJS2 の

再起動後 

プロセスごとの最大ファイルデ

ィスクリプタ数 

UNIX  

LimitNoFile  

「プロセスごとの最大ファイルディスクリプタ

数の制限フラグ」を 1 に変更した場合は，必

要に応じてこの値も変更してください。 

ユーザー環

境に依存 

JP1/AJS2 の

再起動後 

コマンドの検索パスを一時的

に保持する 

UNIX  

IsCacheCmdSearchPath  

ジョブ実行 OS ユーザーの環境変数 PATH

の値を頻繁に変更するような環境で，その

変更をジョブ実行時に直ちに有効にしたい

場合は 0に変更します。ただし，0にした場

合はジョブ実行性能が劣化します。 

1 JP1/AJS2 の

再起動後  
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5.4.25.4.25.4.25.4.2    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ起動起動起動起動にににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Agentホストのイベントジョブ起動に関する環境設定項目について説明します。 

Windows の場合，［エージェント環境設定］ダイアログボックスで値を設定します。UNIXの場合，

EVAction.conf（イベント・アクション定義ファイル）に値を設定してから，jbssetcnf コマンドで設定を反映し

てください。 

なお，Windows の場合でダイアログボックスの表示項目にないパラメーターについては，任意のファイル

名の構成定義ファイルに環境設定情報を記述し，jbssetcnf コマンドを実行してシステムに反映します。 

設定方法の手順については，次に示す個所を必要に応じて参照してください。 

• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 14.3.1 イベン

トジョブ起動に関する環境の設定手順」  

• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 2.3.2 メール受信監

視ジョブのための環境設定をする」  

• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 3.3.1 TP1/Message 

Queue連携時のセットアップ」  

• マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 3.3.2 MQSeries連携

時のセットアップ」  

イベントジョブを使用する場合，以降の表に示す，設定値を決定する理由や推奨値を参考にして，設定

値を検討してください。 
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(1)(1)(1)(1)    ［［［［イベントイベントイベントイベント起動起動起動起動］］］］タブタブタブタブのののの設定項設定項設定項設定項目目目目（（（（EEEEVActionVActionVActionVAction....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----27272727    ［［［［イベントイベントイベントイベント起動起動起動起動］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（EEEEVVVVAAAAcccctiontiontiontion.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

イベントジョブ情報引き継ぎ

ディレクトリ名 

Windows  

［イベント・ジョブ情報引継ぎ

ディレクトリ名］  

UNIX  

EvjobInfFile  

メール受信監視ジョブやメッセージキュ

ー受信監視ジョブで受信した情報をフ

ァイルで引き継ぐ場合に，そのファイル

をデフォルト以外のフォルダに出力し

たい場合に設定します。また，クラスタ

対応する場合に設定します。 

「空白」 次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

待機情報ファイル出力ディ

レクトリ名 

Windows  

［待機情報ファイル出力ディ

レクトリ名］  

UNIX  

WaitInfFileOutDir  

イベント監視でのイベント発生状態や，

起動条件で監視しているイベントの発

生状態などの情報（待機情報）を，デフ

ォルト以外のフォルダに出力したい場

合に設定します。また，クラスタ対応す

る場合に設定します。 

「空白」 次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

フェールオーバー時の情報

引き継ぎ 

Windows  

［系切り替え時の情報引き

継ぎ］  

UNIX  

HowUseInfWhenHA  

JP1/AJS2 - Managerへ通知できなかっ

たイベントがある状態でシャットダウン

を伴わないフェールオーバーが発生し

たとき，フェールオーバー前に発生し

ていたイベントを破棄したい場合に変

更します。 

Y（使用す

る） 

次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

シャットダウン時の情報引き

継ぎ方法 

Windows  

［シャットダウン時の情報引

継ぎ方法］  

UNIX  

InformationWhenShutDown  

JP1/AJS2 - Managerへ通知できなかっ

たイベントがある状態でシャットダウン

後に起動した場合，シャットダウン前に

発生していたイベントを破棄したいとき

に変更します。 

K（保持す

る） 

次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

ファイル監視ジョブの情報の

引き継ぎ 

Windows  

［ファイル監視ジョブの情報

の引き継ぎ］  

UNIX  

FilewatchinfContinue  

起動条件に定義されたファイル監視ジ

ョブが実行中にシャットダウンし，その

後起動した場合で，シャットダウン前の

ファイル監視ジョブの監視状態を引き

継がないで監視したいときに変更しま

す。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

ファイル更新モード 

Windows  

［ファイル更新モード］  

UNIX  

FileWriteMode  

イベントジョブ情報，待機情報ファイル

の更新時に，常に同期書き込みを実

行したい場合には「同期（sync）」を設

定します。「同期」を設定した場合，信

頼性は向上しますが，性能は低下しま

す。クラスタ対応など信頼性を優先す

る場合は，「同期」を選択してください。 

イベントジョブ情報，待機情報ファイル

の更新時に，JP1/AJS2 の処理とは同

物理ホストの

場合「非同

期

（nosync）」 

クラスタの場

合「同期

（sync）」 

次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 
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期を取らないで，OS のバッファーリング

によってディスクに書き込みたい場合

は「非同期（nosync）」を設定します。

「非同期」を設定した場合，「同期」に

比べて性能は向上しますが，システム

ダウンなどが発生した場合，情報の不

整合が発生しイベントが消失するおそ

れがあります。性能・信頼性・運用方法

によって，適切な書き込み方法を選択

してください。 

詳細プロセス終了時の処理 

Windows  

［詳細プロセス終了時の処

理］  

UNIX  

EVProcessHA  

イベント・アクション機能の詳細プロセ

スがシグナル終了した場合，エージェ

ントプロセスを終了しないで縮退運転さ

せたいときに変更します。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

(2)(2)(2)(2)    ［［［［メメメメールールールール連携連携連携連携］］］］タブタブタブタブのののの設定項設定項設定項設定項目目目目（（（（EEEEVActionVActionVActionVAction....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----28282828    ［［［［メールメールメールメール連連連連携携携携］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（EEEEVVVVAAAAcccctiontiontiontion.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

メール連携機能 

Windows  

［メール連携機能］  

メールシステム連携機能を使うかどうかを

指定します。［設定］ボタンをクリックする

と，［メール連携機能の選択］ダイアログ

ボックスが表示されるので，次の中から連

携機能を選択します。 

［使用しない］ 

メールシステム連携を使用しません。 

［デスクトップ上で使用する］ 

JP1/AJS2 メール監視プロセスが登録され

ます。 

［サービス上で使用する］ 

JP1/AJS2 Mailサービスが登録されます。

デフォルトは［使用しない］です。 

ユーザー環境

に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

メールプロファイル名 

Windows  

［メールプロファイル名］  

メールサービスへのログインで使用する

プロファイルの名称を 256 バイト以内で指

定します。全角文字も使用できます。メー

ルシステム連携機能をサービス上で動作

させる場合，ローカルユーザーが作成し

たプロファイルを指定してください。メー

ルシステム連携を複数のユーザーがデス

クトップ上で使用する場合は，同じ内容で

同じ名称のプロファイルを，ユーザーごと

に作成してください。プロファイル名を入

力し，［追加］ボタンをクリックすると，一覧

にプロファイル名が表示されます。プロフ

ァイル名は 4件まで設定できます。一覧

からプロファイル名を選択し，［削除］ボタ

ンをクリックすると，プロファイル名が削除

されます。 

ユーザー環境

に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 
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メール受信後の処理 

Windows  

［メール受信後の処理］  

受信後のメールの扱いを次のどちらかか

ら選択します。デフォルトは［開封済］で

す。 

［開封済］ 

メール受信監視ジョブが終了したあと，受

信したメールを開封済にします。 

［削除］ 

メール受信監視ジョブが終了したあと，受

信したメールを削除します。 

「開封済」 次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

差出人アドレスの引き継ぎ 

Windows  

［差出人アドレスの引き継ぎ］ 

メール受信監視ジョブの引き継ぎ情報

「MLRCVADDRESS」に設定する情報の

種類を次のどちらかから選択します。デフ

ォルトは［メールアドレス］です。この設定

は，設定したホスト上で動作する，すべて

のメール受信監視ジョブに影響します。 

［メールアドレス］ 

メールアドレスが引き継ぎ情報として設定

されます。インターネットメールのメールプ

ロファイルを使用している場合は，後続の

メール送信ジョブの宛先として利用できま

す。 

［表示名］ 

表示名（ニックネーム）が引き継ぎ情報と

して設定されます。Exchange Server，

Microsoft Mail，または Groupmaxのメー

ルプロファイルを使用している場合に，後

続のメール送信ジョブの宛先として利用

できます。 

［メールアドレ

ス］ 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

監視間隔 

Windows  

［監視間隔］  

メールの受信監視間隔と，メール送信時

間の間隔を 1～1,440（単位：分）の間で

指定します。デフォルトは「10」です。 

10 次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

Groupmax 自動ログインの

設定 

Windows  

［Groupmax 自動ログインの

設定］  

Groupmaxサーバへ自動的にログインす

るかどうかを次のどちらかから選択しま

す。 

［設定］ 

JP1/AJS2 のメールシステム連携機能の

起動と同時に，Groupmaxサーバへ自動

的にログインします。合わせて［ユーザー

ID］および［パスワード］を指定する必要

があります。 

［解除］ 

Groupmaxサーバへログインする時に，ユ

ーザーIDおよびパスワードを入力するダ

イアログボックスが表示されます。［解除］

を選択した場合，このダイアログボックス

の［ユーザーID］および［パスワード］に指

定した内容は無視されます。 

ユーザー環境

に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

Windows 自動ログオンの設

定 

Windows  

［Windows 自動ログオンの

設定］  

Windowsへ自動的にログオンするかどう

かを次のどちらかから選択します。 

［設定］ 

ホストの起動と同時に，Windowsへ自動

的にログオンします。合わせて［ユーザー

名］，［ドメイン名］および［パスワード］を

ユーザー環境

に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 
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指定する必要があります。 

［解除］ 

Windowsへログオンする時に，ユーザー

名，ドメイン名（またはログオン先），およ

びパスワードを入力するダイアログボック

スが表示されます。［解除］を選択した場

合，このダイアログボックスの［ユーザー

名］，［ドメイン名］および［パスワード］に

指定した内容は無視されます。 

ユーザーID 

Windows  

［ユーザーID］  

Groupmaxサーバへログインするユーザ

ーの IDを 256 バイト以内で指定します。

指定したユーザーIDが存在しない場合

は，メールシステム連携機能の起動時に

エラーとなり，メールシステム連携機能が

起動しなくなります。 

ユーザー環境

に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

パスワード 

Windows  

［パスワード］  

Groupmaxサーバへログインするための

パスワードを 256 バイト以内で指定しま

す。指定したパスワードが存在しない場

合は，メールシステム連携機能の起動時

にエラーとなり，メールシステム連携機能

が起動しなくなります。 

ユーザー環境

に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

ユーザー名 

Windows  

［ユーザー名］  

Windowsへログオンするユーザーの名称

を 513バイト以内で，かつWindows のログ

オン画面で入力するユーザー名と同じ名

称になるように指定します。「ユーザー名

@ドメイン名」の形式でも指定できます。こ

の形式で指定した場合，［ドメイン名］の

指定を省略できます。「ドメイン名\ユーザ

ー名」の形式では指定できません。この

形式では，Windowsへのログオンに失敗

してしまいます。なお，指定したユーザー

名が存在しない場合は，ログオン時にユ

ーザー名を入力するダイアログボックスが

表示されます。 

ユーザー環境

に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

ドメイン名 

Windows  

［ドメイン名］  

Windowsへログオンするユーザーが属す

るドメインの名称を 256 バイト以内で，か

つ，ログオン先と同じ名称になるように指

定します。［ユーザー名］を「ユーザー名

＠ドメイン名」の形式で指定した場合，［ド

メイン名］の指定は不要です（［ドメイン

名］を指定しても，無視されます。［ユーザ

ー名］に指定した「＠」より後ろの文字列

がドメイン名として扱われます）。なお，指

定したドメイン名が存在しない場合は，ロ

グオン時にドメイン名，またはログオン先

を選択するダイアログボックスが表示され

ます。 

ユーザー環境

に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

パスワード 

Windows  

［パスワード］  

Windowsへログオンするためのパスワー

ドを 127 バイト以内で指定します。指定し

たパスワードが存在しない場合は，ログオ

ン時にパスワードを入力するダイアログボ

ックスが表示されます。 

ユーザー環境

に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

(3)(3)(3)(3)    メメメメールールールール連携連携連携連携のそののそののそののその他他他他のののの設定設定設定設定をををを定義定義定義定義するするするする（（（（UUUUNINININIXXXX限定限定限定限定）））） 
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表表表表 5555----29292929    メールメールメールメール連連連連携携携携ののののそそそそのののの他他他他のののの設定設定設定設定をををを定義定義定義定義するするするする（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX 限定限定限定限定）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーメーメーメー

ターターターター（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

監視時間間隔 

UNIX  

ReceiveIntervalC  

メールの受信を監視する時間間隔を指定します。

指定できる値は，1～1,440（単位：分）です。省略し

た場合，10が仮定されます。 

10 次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

ユーザー名 

UNIX  

UserName  

ここで指定したユーザーのメールの受信を監視する

場合に，ユーザー名を指定します。指定できる文字

数は，1～256 （単位：バイト）です。 

ユーザー環

境に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

メールファイルディレ

クトリ名 

UNIX  

MailFileDir  

UserName で指定したユーザーのメールが格納され

ている，メールファイル用のディレクトリ名を指定しま

す。指定できる文字数は，1～180（単位：バイト）で

す。 

ただし，NotMatchMailDirで指定するディレクトリと

同じディレクトリは指定できません。省略した場合，

「/var/opt/jp1ajs2/tmp/mailbox」が仮定されます。

デフォルトのディレクトリを使用する場合は，必ずメ

ール配信機能を設定してください。メール配信機能

の設定については，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 20. セッ

トアップ時に使用するコマンド jpomailrecv（UNIX

限定）」を参照してください。 

ユーザー環

境に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

監視条件一致メール

の保存先ファイル名 

UNIX  

MailFileName  

監視条件に一致したメールを保存するメールファイ

ル名をフルパスで指定します。指定できる文字数

は，1～255（単位：バイト）です。このパラメーターに

は，MailFileDirに指定したディレクトリ中の，

UserName に指定したファイルと同じファイルは指定

できません。 

ユーザー環

境に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

監視条件不一致メー

ルの保存先ディレク

トリ名 

UNIX  

NotMatchMailDir  

監視条件に一致しなかったメールを保存する，監

視条件不一致メール退避先ファイルのディレクトリ

名をフルパスで指定します。指定できる文字数は，

1～180（単位：バイト）です。ただし，MailFileDirに

指定するディレクトリと同じディレクトリは指定できま

せん。省略した場合，監視条件に一致しないメール

は破棄されます。 

ユーザー環

境に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 

{U|N} 

UNIX  

ExecMode  

メール連携機能を使用するかどうかを指定します。 

U 

メール連携機能を使用します。 

N 

メール連携機能を使用しません。 

ユーザー環

境に依存 

次回

JP1/AJS2 サ

ービス起動

時 
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(4)(4)(4)(4)    ［［［［MMMMQQQQ連携連携連携連携］］］］タブタブタブタブのののの設定項設定項設定項設定項目目目目（（（（EEEEVActionVActionVActionVAction....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----30303030    ［［［［MQMQMQMQ 連連連連携携携携］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（EEEEVVVVAAAAcccctiontiontiontion.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

MQ連携機能 

Windows  

［MQ連携機能］  

メッセージキューシステム連携機能

を使うかどうかを指定します。デフォ

ルトは［使用しない］です。 

［使用する］ 

メッセージキューシステム連携機能

を使用します。 

［使用しない］ 

メッセージキューシステム連携機能

を使用しません。 

ユーザー環境に依

存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

使用する MQシステム 

Windows  

［使用する MQシステム］ 

UNIX  

MQSystem  

メッセージの受信を監視したり，メッ

セージを送信したりするメッセージキ

ューシステムを指定します。このオプ

ションは，ExecMode に「U」を指定し

ている場合にだけ指定できます。 

I 

MQSeries を使用します。 

T 

TP1/Message Queue を使用します。 

ユーザー環境に依

存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

デッドレターキュー（送達

不能キュー）名 

Windows  

［デッドレターキュー］  

UNIX  

DeadLetterQueue  

受信に失敗したメッセージを格納す

るデッドレターキュー名を MQ文字

列で指定します。指定できる文字数

は，1～48（単位：バイト）です。 

ユーザー環境に依

存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

監視時間間隔

（TP1/Message Queue 使

用時） 

Windows  

［監視間隔］  

UNIX  

ReceiveInterval  

メッセージの受信監視の実行間隔を

指定します。指定できる値は，1～

1,440（単位：分）です。省略した場

合，10が仮定されます。 

10 次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

監視時間間隔

（MQSeries 使用時） 

Windows  

［監視間隔］  

UNIX  

ReceiveIntervalSec  

メッセージの受信監視の実行間隔を

指定します。指定できる値は，1～

86,400（単位：秒）です。省略した場

合，Windows では 600が仮定されま

す。なお，以前のバージョンで分単

位で監視時間を指定していた場合

は，その値が有効になります。UNIX

では ReceiveIntervalの値が仮定さ

れます。 

Windows で MQSeries のクラスタ運用

を行う場合 

監視間隔は，フェールオーバー時の

MQSeries を停止するのに必要な時

間（フェールオーバー時のタイムアウ

ト時間）より短い間隔を指定してくだ

 

Windows で

MQSeries のクラス

タ運用を行なう場

合 

10 

Windows で

MQSeries を即時

停止する場合 

60 

上記以外の場合 

60以上 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 
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さい。 

MQSeries の停止に必要な時間は，

マシンの性能に依存します。

MQSeries の停止時間はクラスタシス

テムの動作検証作業で実機確認す

ることをお勧めします。 

Windows で MQSeries を「即時」停止

する場合 

即時停止する場合の待ち時間を指

定してください。 

上記以外の場合 

平均的なメッセージ到着間隔を指定

してください。 

監視時間間隔

（MQSeries 使用時） 

UNIX  

ReceiveInterval  

メッセージの受信監視の実行間隔を

指定します。指定できる値は，1～

1,440（単位：分）です。省略した場

合，10が仮定されます。 

1 以上（ただし，

ReceiveIntervalSec

を指定した場合

は，

ReceiveIntervalSec

の値が優先され

る） 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

{U|N} 

UNIX  

ExecMode  

メッセージキューシステム連携機能

を使用するかどうかを指定します。 

U 

メッセージキューシステム連携機能

を使用します。 

N 

メッセージキューシステム連携機能

を使用しません。 

ユーザー環境に依

存 

次回 JP1/AJS2

サービス起動時 

(5)(5)(5)(5)    ［［［［MSMMSMMSMMSMQQQQ連携連携連携連携］］］］タブタブタブタブのののの設定設定設定設定項項項項目目目目（（（（EEEEVActionVActionVActionVAction....conconconconffff）））） 

表表表表 5555----31313131    ［［［［MSMQMSMQMSMQMSMQ 連連連連携携携携］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目（（（（EEEEVVVVAAAAcccctiontiontiontion.c.c.c.cononononffff）））） 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

MSMQ連携機能 

Windows  

［MSMQ連携機能］  

メッセージキューシステム連携機能

を使うかどうかを指定します。デフォ

ルトは［使用しない］です。 

［使用する］ 

メッセージキューシステム連携機能

を使用します。 

［使用しない］ 

メッセージキューシステム連携機能

を使用しません。 

ユーザー環境に依

存 

次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時 

監視時間間隔 

Windows  

［監視間隔］  

メッセージキューを監視する間隔を

1～1,440（単位：分）の間で指定しま

す。デフォルトは「10」です。 

10 次回 JP1/AJS2 サ

ービス起動時  
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5.4.35.4.35.4.35.4.3    キューレスジョブキューレスジョブキューレスジョブキューレスジョブ実行環境実行環境実行環境実行環境にににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Agentホストのキューレスジョブ実行環境の環境設定項目について説明します。 

Windows の場合，［マネージャー環境設定］ダイアログボックスで値を設定します。UNIXの場合，

Queueless.conf（キューレスジョブ実行環境設定ファイル）に値を設定します。 

次の表に示す，設定値を決定する理由や推奨値を参考にして，設定値を検討してください。 

表表表表 5555----32323232    ［［［［キキキキューレスジョブューレスジョブューレスジョブューレスジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメーターメーターメーターメーター    

（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする    

必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

キューレスジョブのログフォルダ 

Windows  

［ログフォルダ名］  

UNIX  

AJSQL_LOGFILE  

特に理由はありません。ディス

ク占有量見積もりと合わせ，運

用によって決定してください。 

デフォルトで

使用してくだ

さい。 

JP1/AJS2 

Queueless Agent

サービスの再起動

後 

ログファイルのサイズ 

Windows  

［ログファイルのサイズ］  

UNIX  

AJSQL_LOGSIZE  

ジョブの実行状況を確認する

ためのログです。最低でも 1日

分のログが保存できるサイズを

指定します。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Queueless Agent

サービスの再起動

後 

ステータスファイル名 

Windows  

［ステータスファイル名］  

UNIX  

AJSQL_STATFILE  

特に理由はありません。ディス

ク占有量見積もりと合わせ，運

用によって決定してください。 

デフォルトで

使用してくだ

さい。 

JP1/AJS2 

Queueless Agent

サービスの再起動

後 

ステータスファイルサイズ 

Windows  

［ステータスファイルサイズ］  

UNIX  

AJSQL_STATSIZE  

キューレスジョブ実行中にキュ

ーレスジョブ要求元スケジュー

ラーサービスに障害があった

場合でも，ジョブ状態をマネー

ジャー側で管理できます。信頼

性を向上させたい場合に指定

します。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Queueless Agent

サービスの再起動

後 

キューレスエージェントサービス内で

の最大同時ジョブ実行数 

Windows  

［キューレスサービス内での最大同

時ジョブ実行数］  

UNIX  

AJSQL_JOBMAX  

マシンリソースなどによって，ジ

ョブの同時ジョブ実行数を制限

する場合に指定します。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Queueless Agent

サービスの再起動

後 

キューレスエージェントサービス内で

の最大待ちジョブ数 

Windows  

［キューレスサービス内での最大待

ちジョブ数］  

ジョブのピーク実行数が，同時

ジョブ実行数を超える場合に

指定します。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Queueless Agent

サービスの再起動

後 
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UNIX  

AJSQL_JOBWAITMAX  

キューレスエージェントの言語コード 

Windows，UNIX  

AJSQL_CHARCODE  

マネージャーホストとエージェ

ントホストの言語コードが異なる

場合に指定します。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Queueless Agent

サービスの再起動

後 

ユーザープロファイル仕様有無 

Windows  

AJSQL_LOADUSERPROFILE  

PCジョブ実行時に，OS ユーザ

ーのログオンセッションに設定

されているユーザー情報を必

要とする場合に指定します。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Queueless Agent

サービスの再起動

後 

キューレスエージェントのワークパ

ス，およびびテンポラリファイル用デ

ィレクトリ 

Windows，UNIX  

AJSQL_AGTWORKPATH  

キューレスジョブで使用するワ

ークパス，およびテンポラリファ

イル用ディレクトリを変更したい

場合に指定します。 

運用によっ

て決定してく

ださい。 

JP1/AJS2 

Queueless Agent

サービスの再起動

後 

キキキキューレスジョブューレスジョブューレスジョブューレスジョブのののの文字文字文字文字コードコードコードコード変変変変換換換換についてについてについてについて  

キューレスエージェントの言語コード（AJSQL_CHARCODE）は次に示す文字コード変換に使用さ

れます。  

図図図図 5555----3333    キキキキューレスジョブューレスジョブューレスジョブューレスジョブのののの文字文字文字文字コードコードコードコード変変変変換換換換 

 

（1）スケジューラーサービスおよびキューレスエージェントサービス  

スケジューラーサービスの文字コードはスケジューラーサービスの AJSCHARCODEの設定値で

す。  

マネージャーからエージェントへのデータは，マネージャーの文字コードのまま送信されます。スケ

ジューラーサービスでは文字コード変換しません

※
。  

   

（2）キューレスエージェントサービス  

次のデータを，要求元スケジューラーサービスの AJSCHARCODEの設定値から，要求先キューレ

スエージェントサービスの AJSQL_CHARCODEの設定値に文字コード変換します。  

• スケジューラーサービスから受け付けたデータ  
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• 転送ファイルデータ 

また，次のデータを要求先キューレスエージェントサービスの AJSQL_CHARCODEの設定値から，

要求元スケジューラーサービスの AJSCHARCODEの設定値に文字コード変換します。  

• スケジューラーサービスへの返信データ  

• 結果ファイルデータ 

AJSQL_CHARCODEの設定値のデフォルトは「none」です。none が設定されている場合，文字コー

ド変換しません。  

マネージャーとエージェントで文字コードが混在している場合，要求先キューレスエージェントサー

ビスの AJSQL_CHARCODEの設定が必要です。  

   

（3）キューレスエージェントサービスおよびキューレスファイル転送サービス  

転送ファイルは，キューレスファイル転送サービスから無変換でキューレスエージェントサービスに

送信され，キューレスエージェントサービスで文字コード変換します。結果ファイルは，キューレス

エージェントサービスで文字コード変換したあと，キューレスファイル転送サービスに送信されます。

キューレスファイル転送サービスでは文字コード変換しません

※
。  

注※  

Linuxの場合は，マネージャーの環境設定パラメーター「QLMANCHARCODE」の設定値によって

文字コード変換する場合があります。   
5.4.45.4.45.4.45.4.4    ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行にににに関関関関するするするするオプションオプションオプションオプションについてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

ジョブを実行するときに，オプションとして設定できる項目の検討について説明します。運用する環境に

合わせて設定を検討してください。 

(1)(1)(1)(1)    ジョブジョブジョブジョブ実行時実行時実行時実行時ののののワークパスワークパスワークパスワークパスをををを変数変数変数変数としてとしてとしてとして定義定義定義定義するするするする 

ジョブ実行先ホストのインストールパスが実行依頼元ホストと異なるような運用をする場合や，PATH変数

に定義されていない場合，ジョブ実行先ホストでインストールパスを変数として定義すると，インストール

先を意識しないでジョブを実行できるようになります。 

例えば，ジョブとして実行する実行ファイルの保存先が，ある実行先ホストでは C ドライブ，ある実行先ホ

ストでは D ドライブと，異なっている環境で JP1/AJS2 を運用する場合に，ジョブ実行時のワークパスを変

数として定義することをお勧めします。 

(2)(2)(2)(2)    ジョブジョブジョブジョブををををロングファイルロングファイルロングファイルロングファイル名名名名でででで実行実行実行実行させさせさせさせるるるる（（（（WWWWininininddddowsowsowsows 限定限定限定限定）））） 



 264

ジョブ実行時，ジョブの実行ファイルの名称は，通常，NTFS（NT File System）および FAT（File 

Allocation Table）ボリューム上のファイル用に生成されたショートファイル名に変換されます。ジョブの実

行ファイルをショートファイル名に変換しないでロングファイル名で実行したい場合は，このオプションを

有効にすることをお勧めします。 

(3)(3)(3)(3)    エエエエージェントージェントージェントージェントののののパイプパイプパイプパイプ通信通信通信通信タイムアウトタイムアウトタイムアウトタイムアウト値値値値をををを設定設定設定設定するするするする（（（（UUUUNINININIXXXX限定限定限定限定）））） 

ジョブ実行制御のエージェントプロセス間通信でパイプ通信のタイムアウトエラーが発生することがありま

す。その原因として，次のことが考えられます。 

• 大量のジョブが一時期に集中して実行された。  

• CPUに高い負荷が掛かっている。  

• 実メモリーが不足することでジョブ実行制御のエージェントプロセスが 300秒以上の間スワ

ップアウトされ，実行されなかった。  

これらの発生条件が解消されずにパイプ通信のタイムアウトエラーが頻繁に発生するような状況が考え

られる場合は，エージェントプロセスが実行されるホスト上のパイプ通信タイムアウト時間を長めに変更し

て運用することをお勧めします。 

注意  

パイプ通信タイムアウト時間に長い時間を設定すると，ジョブの障害検知が遅くなることがあります

ので注意してください。  

設定については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.4 エー

ジェントのパイプ通信タイムアウト値の変更」を参照してください。 

5.4.55.4.55.4.55.4.5    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブをををを使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合ののののオプションオプションオプションオプションについてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

イベントジョブを使用する場合に，オプションとして設定できる項目の検討について説明します。運用す

る環境に合わせて設定を検討してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブののののログログログログ設定設定設定設定 

イベントジョブを使用する場合，イベントジョブの実行数や監視条件の成立数などの運用形態によって，

出力されるログのサイズが異なります。そのため，最低でも 24 時間分のログが保持できることを目安とし，

1～3日分のログを保持できるように設定する必要があります。ログのサイズは，「4.4.4 イベントジョブが

出力するログのサイズを見積もる」を参照して計算してください。 

(2)(2)(2)(2)    イベントイベントイベントイベントがががが発生発生発生発生したしたしたした順順順順にににに条件条件条件条件をををを成成成成立立立立させさせさせさせるるるる 
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起動条件で監視している一つのイベントジョブのイベントが連続して発生する場合，通信の状態によって，

イベントの成立順序が実際に発生した順序とは異なってしまうことがあります。引き継ぎ情報を使用して

いるなどで，成立するイベントの順序をイベントが実際に発生した順にしたい場合は，イベント順序保証

オプションを使用してください。なお，イベント順序保証オプションは，イベントジョブを実行するすべての

エージェントホストで設定してください。設定については，Windowsホストの場合は，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.9 イベント順序保証オプションの設

定」を，UNIX ホストの場合は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

16.7 イベント順序保証オプションの設定」を参照してください。 

(3)(3)(3)(3)    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの状態状態状態状態をををを引引引引きききき継継継継ががががせせせせるるるる 

ファイル監視ジョブが監視対象ファイルを監視している間の情報を随時退避しておき，JP1/AJS2 サービ

スが一時的に停止した場合でもジョブの状態を引き継ぐことができます。例えば，クラスタシステムで，フ

ァイル監視ジョブの実行中に JP1/AJS2 サービスが停止した場合，JP1/AJS2 サービスの停止後，再度

JP1/AJS2 サービスが起動して，サービスが停止する前と同じファイル監視ジョブが実行されたときに，サ

ービスが停止する前のファイル監視ジョブの監視状態を引き継いでジョブが実行されます。JP1/AJS2 サ

ービスが停止する前後で，ファイル監視ジョブの状態の整合性を保ちたい場合にこの設定を使用するこ

とをお勧めします。 

なお，監視状態を引き継ぐには，ファイル監視ジョブが継続して動作している必要があります。ファイル

監視ジョブが継続して動作するか，終了するかによって監視状態が引き継がれるかどうかが異なります。 

監視状態が引き継がれる条件については，「8.3.2 ファイル監視ジョブの注意事項」のファイル監視ジョ

ブの状態引き継ぎオプションについて説明している事項を参照してください。 

設定については，Windowsホストの場合は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セッ

トアップガイド 7.12 ファイル監視ジョブの状態引き継ぎオプションの設定」を，UNIX ホストの場合は，マ

ニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.8 ファイル監視ジョブの状態

引き継ぎオプションの設定」を参照してください。 
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5.4.65.4.65.4.65.4.6    そのそのそのその他他他他ののののオプションオプションオプションオプションにににに関関関関するするするする環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Agentホストの共通情報の環境設定項目について説明します。 

Windows の場合，［エージェント環境設定］ダイアログボックスで値を設定します。UNIXの場合，

Common.conf（共通情報環境設定ファイル）に環境設定情報を記述し，jbssetcnf コマンドで設定を反映

してください。 

次の表に示す，設定値を決定する理由や推奨値を参考にして，設定値を検討してください。 

表表表表 5555----33333333    ［［［［そそそそのののの他他他他ののののオオオオププププシシシションョンョンョン］］］］タブタブタブタブのののの設定項目設定項目設定項目設定項目 

設定内容設定内容設定内容設定内容ととととパパパパララララメータメータメータメータ

ーーーー（（（（表表表表示示示示項目項目項目項目））））    

設定値設定値設定値設定値をををを決定決定決定決定するするするする理理理理由由由由    

（（（（設定設定設定設定をををを変更変更変更変更するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある場合場合場合場合））））    

推奨推奨推奨推奨値値値値    設定設定設定設定がががが有有有有効効効効    

になるになるになるになる時時時時期期期期    

ラージファイル対応の

動作 

Windows  

［ラージファイル対応］ 

UNIX  

LARGEFILEUSE  

2ギガバイト以上のファイルをファイル監視ジョ

ブで監視する場合に，「する（yes）」を指定しま

す。 

ファイル監視ジョブで監視しているファイルが

2ギガバイトを超えた場合に，ジョブを異常終

了させるような運用をしたいときは「しない

（no）」を指定してください。 

運用によっ

て決定して

ください。 

JP1/AJS2 の

再起動後 

 
5.55.55.55.5    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- View View View View のののの環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

この節では，JP1/AJS2 - Viewの環境設定で検討しておく項目について説明します。運用が始まったら

すぐに，運用形態に合わせて JP1/AJS2 - Viewを使用できるようにするために，次に示す内容について

検討しておいてください。 

• ［環境設定］ダイアログボックスの項目  

• 共通の設定情報（共通プロファイル）の利用  

• ウィンドウの表示状態や更新間隔  

• 表示するカラム  

• ラジオボタンやチェックボックスでのデフォルト値  

JP1/AJS2 - Viewの環境は，JP1/AJS2 - Viewを起動しているホストおよびログインする JP1 ユーザーごと

に，運用形態や目的に合わせて設定することができます。また，一方でユーザー共通プロファイル

※
を使

用すれば，すべての JP1 ユーザーの間で，同じ設定で JP1/AJS2 - Viewを使用することができます。ユ

ーザープロファイルの設定については，「5.5.2 共通の設定情報の利用について検討する」を参照してく

ださい。 

注※  
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JP1/AJS2 Console Viewでは，共通プロファイルは有効になりません。ただし，表示色の設定につ

いては，［JP1/AJS2 - Viewでの設定に従う］オプションを使用することで JP1/AJS2 - Viewで統一

した色を指定できます。  

なお，JP1/AJS2 - Viewの［環境設定］ダイアログボックス以外での設定方法については，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド 10. JP1/AJS2 - Viewで使用するウィンドウおよ

びダイアログボックスのカスタマイズ」を参照してください。 

5.5.15.5.15.5.15.5.1    ［［［［環境設定環境設定環境設定環境設定］］］］ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスのののの設定項目設定項目設定項目設定項目についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Viewの［環境設定］ダイアログボックスの設定項目について説明します。運用が始まったら

すぐに，運用形態に合わせて JP1/AJS2 - Viewを使用できるようにするために，次の表に示す内容につ

いて事前に検討しておきます。 

表表表表 5555----34343434    検討検討検討検討してしてしてしておくおくおくおく［［［［環境環境環境環境設定設定設定設定］］］］ダイダイダイダイアアアアログログログログボボボボックスックスックスックスのののの設定項目設定項目設定項目設定項目 

タブタブタブタブ名名名名    項目項目項目項目    

起動 自動ログイン 

アイコン表示色 

状態／結果のカラーイメージ 

ジョブグループの状態表示 

ジョブネットをダブルクリック 

ジョブネットモニタ起動時の監視モード 

メイン 

ジョブネットエディタ起動時の排他編集 

ユニット名の改行 エディタ・モ

ニタ 
コメントの表示 

初回実行時間 

［デイリースケジュール］ウィンドウのスケジュールエリアの表示時間 

［マンスリースケジュール］ウィンドウでのシミュレーションの有無 

［デイリースケジュール］ウィンドウおよび［マンスリースケジュール］ウィンドウのツリ

ーエリアでの，ユニットの表示順序 

表示するスケジュール情報がないルートジョブネットの表示 

スケジュー

ル 

プランニンググループの表示 

アイコン表示色の変更 全般 

遅延表示色の優先度 

トレースレベル その他 

ログファイルの上限値 
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(1)(1)(1)(1)    ［［［［起動起動起動起動］］］］タブタブタブタブ 

JP1/AJS2 - Viewの起動時に，自動的に JP1/AJS2 - Managerにログインするかどうかを検討します。［ロ

グイン］画面でログイン操作を省略したい場合に設定します。 

だたし，ログイン操作を省略すると，どんな人でも JP1/AJS2 - Managerにログインできてしまいます。セキ

ュリティ上に問題がある場合は使用しないでください。また，［起動］タブで指定した値は，JP1/AJS2 のロ

ーカルファイルに保存されます。このローカルファイルには，特別なセキュリティは掛かっていません。自

動ログイン機能を使用する場合は，OS のセキュリティを前提とした環境で使用してください。 

なお，JP1/IM - Viewから JP1/AJS2 - Viewにログインする場合は，自動ログインの設定は無効となりま

す。JP1/IM - View へログインした JP1 ユーザー名とパスワードで JP1/AJS2 - Viewにログインします。な

お，表示される［ログイン］画面には，JP1/IM - View へログインしたときの JP1 ユーザー名とパスワードが

設定されます。 

(2)(2)(2)(2)    ［［［［メメメメインインインイン］］］］タブタブタブタブ 

次に示す内容について検討します。 

• ［JP1/AJS2 - View］ウィンドウのリストエリアに，ユニットをどのように表示させるのか。  

• ［JP1/AJS2 - View］ウィンドウから，［ジョブネットエディタ］ウィンドウや［ジョブネットモニタ］

ウィンドウをどのような状態で表示させるのか。  

アアアアイコンイコンイコンイコン表表表表示色示色示色示色  

リストエリアの［名前］カラムに表示されるアイコンの色を，ユニットの状態に従って表示するのか，結

果に従って表示するのかを選択できます。  

実行中の世代の状態を知りたい場合には，［状態に従う］を選択します。  

例えば，異常終了したジョブネットで，次の実行予定がない（未計画状態）場合，ユニットの状態に

従って表示すると，ジョブネットアイコンは灰色で表示されます。ユニットの結果に従って表示する

と，ジョブネットアイコンは薄い赤色で表示されます。  

状状状状態態態態／／／／結果結果結果結果ののののカカカカララララーイメージーイメージーイメージーイメージ  

［状態］と［結果］カラムに，テキストで表示されている状態に対応する状態色を表示することができ

ます。［JP1/AJS2 - View］ウィンドウでも視覚的に状態や実行結果を確認したい場合に設定すると

便利です。  

ジョブグループジョブグループジョブグループジョブグループのののの状状状状態表態表態表態表示示示示  

リストエリアに表示されるジョブグループのアイコンの背景に，状態色を表示することができます。状

態色には，ジョブグループ内のジョブネットの状態を表す色が付けられます。また，［状態］と［結

果］カラムに，ジョブグループの状態や実行結果が表示されます。  

ジョブグループ内に複数のジョブネットがあり，その中に異常終了したジョブネットが一つでもあれ

ば，ジョブグループにも異常終了を表す色が付けられます。また，ネストジョブグループ内のジョブ
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ネットが異常終了している場合も，上位ジョブグループには異常終了を表す色が付けられます。ジ

ョブネットの状態色が最上位のジョブグループへ伝わります。そのため，［JP1/AJS2 - View］ウィン

ドウで，ジョブグループ内のジョブネットの状態がどのようになっているか視覚的に確認したい場合

に設定すると便利です。ジョブグループをクリックして開く操作をしなくても，ジョブグループ内の状

態をつかむことができます。ただし，ジョブグループの配下にジョブネットやジョブが大量にある場

合は，表示性能が低下しますので，大量のユニットがあるときは使用しないでください。  

下位のジョブネットの状態が上位のジョブグループに伝わるときのルール（ジョブグループの状態

表示）については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド 13.3.27 

［環境設定］ダイアログボックス」を参照してください。  

ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットををををダブルクリックダブルクリックダブルクリックダブルクリックしたときのしたときのしたときのしたときの動作動作動作動作  

リストエリアでジョブネットをダブルクリックしたときに表示されるウィンドウを次の中から選択できま

す。  

• 状態を［ジョブネットモニタ］ウィンドウで表示する  

• 結果を［ジョブネットモニタ］ウィンドウで表示する  

• ［ジョブネットエディタ］ウィンドウを表示する 

ジョブネットやジョブなどの業務フローを定義する端末として JP1/AJS2 - Viewを使用するホストで

は，ジョブネットの定義情報を編集する画面である，［ジョブネットエディタ］ウィンドウを表示するよう

な設定をお勧めします。  

業務の監視用端末として JP1/AJS2 - Viewを使用するホストでは，ジョブネットの編集が主目的で

はないので，ジョブネットの状態や結果を参照する画面である，［ジョブネットモニタ］ウィンドウを表

示するような設定をお勧めします。  

［［［［ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットエエエエデデデディィィィタタタタ］］］］ウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウ起動時起動時起動時起動時のののの排他編排他編排他編排他編集集集集  

［ジョブネットエディタ］ウィンドウでジョブネットを編集するには，情報が二重に更新されないように，

ジョブネットの定義情報を排他状態にする必要があります。そのため，ジョブネットの定義を編集す

ることを目的とする JP1 ユーザーには，［ジョブネットエディタ］ウィンドウの起動と同時に，排他編集

になるようにする設定をお勧めします。  

［［［［ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットモニモニモニモニタタタタ］］］］ウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウ起動時起動時起動時起動時のののの監視監視監視監視モモモモードードードード  

［JP1/AJS2 - View］ウィンドウから［ジョブネットモニタ］ウィンドウを呼び出したときに，どのような内

容を表示させるのかを次の中から選択できます。  

固固固固定監定監定監定監視視視視  

［ジョブネットモニタ］ウィンドウを起動したときに，［JP1/AJS2 - View］ウィンドウのリストエリアで表示

されていた世代だけを表示します。この場合，［ジョブネットモニタ］ウィンドウを表示したあとでジョ

ブネットの状態などが変化していても，［ジョブネットモニタ］ウィンドウに表示されている内容に変更

はありません。  

最最最最新新新新のののの状状状状態態態態・・・・結果結果結果結果をををを監視監視監視監視  

［JP1/AJS2 - View］ウィンドウでの表示内容に関係なく，最新の状態または結果が表示されます。

複数の世代が生成されるジョブネットを監視しても，現在日時にいちばん近い世代の状態または

結果が表示できます。  
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(3)(3)(3)(3)    ［［［［エエエエディタディタディタディタ・・・・モモモモニタニタニタニタ］］］］タブタブタブタブ 

［ジョブネットエディタ］ウィンドウおよび［ジョブネットモニタ］ウィンドウのマップエリアでの，ユニットの表示

方法について検討します。 

ユユユユニニニニットットットット名名名名のののの改改改改行行行行  

［ジョブネットエディタ］ウィンドウ，および［ジョブネットモニタ］ウィンドウのマップエリアに表示される

ユニット名は，半角文字で 10バイトの位置で改行されるようになっています。そのため，［ジョブネッ

トモニタ］ウィンドウでユニットの状態や結果を監視するとき見にくい場合があります。ユニット名を任

意の位置で改行するように設定すれば，マップエリアでユニット名を確認しやすくなります。入力す

るユニット名の命名規則などを考慮して，必要に応じて改行する位置を検討してください。  

コメントコメントコメントコメントのののの表表表表示示示示  

ユニット名の下にコメントを表示したい場合は，コメントの先頭からの文字数を指定します。指定し

た文字数分のコメントが表示されます。  

コメントを表示したくない場合は，コメントの先頭に識別用文字を指定します。先頭に識別用文字

が指定されたコメントは，マップエリアには表示されません。  

ジョブネットやジョブの処理サイクルなどのルールを，コメントとして表示するようにしておくと，ユニ

ットが管理しやすくなります。日本語処理名を全角（80バイト以内）で記入しておくと便利です。  

また，わざわざジョブネットやジョブを定義するダイアログボックスを表示しなくても，コメントの内容

を確認できます。  

なお，［エディタ・モニタ］タブで表示しないを選択しても，コメントはツールチップで表示させること

もできます。  

(4)(4)(4)(4)    ［［［［スケジスケジスケジスケジュュュュールールールール］］］］タブタブタブタブ 

実行予定算出のための設定や，［デイリースケジュール］ウィンドウの表示などの設定を検討します。検

討する内容を次に示します。 

初初初初回実行時間回実行時間回実行時間回実行時間  

初回実行時間とは，初めてジョブネットやジョブを実行するときに，終了予定時刻を計算するため

に使う時間です。2回目以降の終了予定時刻の算出では，前に実行されているジョブネットやジョ

ブの実行時間の平均値を使って計算されます。  

あらかじめ，予想される実行時間を入力しておくことで，テストの場合などでも，実運用に近い形の

実行時間でスケジュールの動きや結果が確認できます。なお，初回実行時間は 1～86,400（単位：

秒）の間で指定できます。デフォルトは「1,200」です。  

デデデデイリーイリーイリーイリー表表表表示示示示時間時間時間時間  

［デイリースケジュール］ウィンドウの日時エリアを，24 時間分（当日分）表示するのか，48 時間分

（当日と翌日分）で表示するのかを選択できます。巨大なデータを一括して実行するなどで，日ま

たがりの（日付の境を超えて実行される）スケジュールを設定している場合には，48 時間表示にし

ておくと実行予定や結果が見やすくなります。  

シミシミシミシミュレーュレーュレーュレーシシシションョンョンョンのののの有無有無有無有無  
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マンスリー実行シミュレーションとは，計画登録したジョブネットの実行予定を算出し，［マンスリース

ケジュール］ウィンドウに表示させる機能です。この機能を使うかどうかを選択できます。  

計画実行登録したジョブネットは，ジョブネット実行を開始した時点で，次回実行予定が算出されま

す。マンスリー実行シミュレーションを実行すると，ジョブネットの実行登録時に，ジョブネットの登録

情報と実行情報，およびその時点での定義情報を基に，すべてのスケジュール（実行予定）が算

出されます。実運用に近い形で実行開始日時などを確認したい場合に設定します。  

表表表表示示示示順順順順序序序序  

［デイリースケジュール］ウィンドウ，および［マンスリースケジュール］ウィンドウのツリーエリアに表示

されるユニット名の表示順序を選択します。ユニット名を名称順で表示するか，または実行時刻順

で表示するかを選択できます。  

名称順で表示する場合，ユニット名を基準にして，ツリーエリアのユニット名を昇順で表示します。

並び順は，JP1/AJS2 - Managerに設定されている文字コード種別に依存します。業務単位，部署

単位，または処理単位でユニット名を付けている場合，そのまとまりごとに実行予定や結果を確認

したい場合に名称順を選択します。  

実行時刻順で表示する場合，画面に表示されている最も古い実行開始日時を基準にして，ツリー

エリアのユニット名を昇順で表示します。時系列でユニットの実行予定や結果を確認したい場合に

実行時刻順を選択します。  

表表表表示示示示するするするするスケジュールスケジュールスケジュールスケジュール情報情報情報情報がないがないがないがないルートジョブネットルートジョブネットルートジョブネットルートジョブネット  

［デイリースケジュール（階層表示）］ウィンドウ，および［マンスリースケジュール］ウィンドウで，表示

するスケジュール情報がないルートジョブネット，およびプランニンググループをツリーエリアに表

示するかどうかを選択します。  

実行登録されていないルートジョブネットでも，ジョブグループの下にあるルートジョブネットなら表

示できます。  

また，プランニンググループの下にあるジョブネットで，スケジュール情報がない（実行する期間で

はない）ジョブネットも表示できます。そのため，プランニンググループの下にどのようなジョブネット

があるかを確認したい場合に設定します。  

ププププラララランンンンニニニニンググループンググループンググループンググループのののの表表表表示示示示  

プランニンググループのスケジュール情報を［マンスリースケジュール］ウィンドウで表示する場合，

プランニンググループの下にあるユニットのスケジュール情報がスケジュールエリアにマージされて

表示されるようにできます。プランニンググループの下にあるジョブネットを一つのジョブネットのよう

に見立てて表示したい場合に選択します。  

(5)(5)(5)(5)    ［［［［全般全般全般全般］］］］タブタブタブタブ 

各ウィンドウで表示されるユニットの，状態を表す色について検討します。デフォルトのまま使用する場合

は，検討する必要はありません。デフォルトで用意されている表示色を変更したい場合，またはユーザー

自身が新しい色を作成して，その色を状態表示色として表示したい場合に検討します。 

色の作成については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド 10.3.3 実行

状態，実行結果，遅延の表示色を作成する」を参照してください。 
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また，実行したユニットが，異常終了，警告終了，または終了遅延している場合で，かつ，複数の結果に

該当する場合に，どの終了状態で表示させるのかを次の中から選択できます。 

• 異異異異常常常常＞＞＞＞警告警告警告警告＞＞＞＞遅延遅延遅延遅延 

異常終了，警告終了，終了遅延の順で優先させて表示します。 

• 異異異異常常常常＞＞＞＞遅延遅延遅延遅延＞＞＞＞警告警告警告警告 

異常終了，終了遅延，警告終了の順で優先させて表示します。 

• 遅延遅延遅延遅延＞＞＞＞異異異異常常常常＞＞＞＞警告警告警告警告 

終了遅延，異常終了，警告終了の順で優先させて表示します。 

例えば，終了遅延し，かつ，異常終了したジョブネットの場合，「異常＞警告＞遅延」を選択していると，

ジョブネットの表示色は異常終了を表す薄い赤になります。また，「遅延＞異常＞警告」を選択している

と，ジョブネットの表示色は終了遅延を表す橙になります。 

終了遅延の状態をどのくらい優先して監視するか，という点から選択してください。業務全体の実行に影

響を与えるユニットの終了遅延を最優先で監視したい場合には，「遅延＞異常＞警告」を選択します。 

(6)(6)(6)(6)    ［［［［そのそのそのその他他他他］］］］タブタブタブタブ 

JP1/AJS2 - Viewのログファイルに関する設定を検討します。JP1/AJS2 - Viewでの操作履歴がログに出

力されます。トレースレベルとログファイルの上限値について設定します。 

トレースレベルトレースレベルトレースレベルトレースレベル  

ログファイルに出力する情報のレベルを選択します。指定できる値は，1，3，5 です。値が大きいほ

ど出力レベルが詳細になり，大量のログが出力されます。ログファイルの切り替えが頻繁に発生し，

JP1/AJS2 - View ホストの処理速度が遅くなるおそれがあります。処理速度を遅くしたくない場合は，

3 以下を選択してください。  

デフォルトは 3 です。  

各トレースレベルの内容については，次のとおりです。  

• トレースレベル［1］ 

エラー発生時の情報をログ出力する。 

• トレースレベル［3］ 

エラー発生時の情報と，ユーザーがどのような操作をしたかを識別できる情報をロ

グ出力する。 

• トレースレベル［5］ 

エラー発生時の情報，ユーザーがどのような操作をしたかを識別できる情報，送

受信データの内容についてログ出力する。 

ログファイルログファイルログファイルログファイルのののの上限値上限値上限値上限値  

ログファイルサイズを設定できます。1～512（単位：メガバイト）の間で設定できます。ここで設定し

た値を超えた場合，二つ目のログファイルが自動的に作成されます。二つ目のログファイルのサイ



 273

ズも，ここで設定した値になります。二つ目のログファイルも設定した値を超えた場合は，一つ目の

ログファイルに上書きされます。  

ログファイルサイズの見積もりについては，「4.4.8 JP1/AJS2 - Viewのログファイルのサイ

ズを見積もる」を参照してください。   
5.5.25.5.25.5.25.5.2    共通共通共通共通のののの設定情報設定情報設定情報設定情報のののの利用利用利用利用についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Viewの共通の設定情報（ユーザー共通プロファイル）の利用について説明します。 

JP1/AJS2 では，ある JP1/AJS2 - Viewで設定した JP1 ユーザーの設定情報をユーザー共通プロファイ

ルとして，ログイン先の JP1/AJS2 - Manager ごとに保存（アップロード）することができます。共通の設定

情報には，次に示す情報が保存されます。 

• ［環境設定］ダイアログボックスでの設定情報  

• ajs2view_opt.conf ファイルの設定情報  

• ダイアログボックスのデフォルト値の設定情報  

ユーザー共通プロファイルを保存した JP1/AJS2 - Managerにログインすれば，次に示すような場合でも，

保存したユーザー共通プロファイルをダウンロードして，その設定情報を利用することができます。 

• 新しく JP1 ユーザーを登録して初めてログインしたあと，ほかの JP1 ユーザーと同じ環境で

JP1/AJS2 - Viewを使用したい。  

• 登録済みの JP1 ユーザーで，初めてログイン操作を実施する JP1/AJS2 - Viewからでも，

いつも使っている環境を利用したい。  

このように，JP1 ユーザーごとに環境を設定する作業を省力化したいときに，共通プロファイルを利用した

JP1/AJS2 - Viewの環境設定をお勧めします。 

    

(1)(1)(1)(1)    共共共共通通通通のののの設定情報設定情報設定情報設定情報をををを利用利用利用利用するときのするときのするときのするときの流流流流れれれれ 

ユーザー共通プロファイルを利用した環境設定の流れを，次の図に示します。 

図図図図 5555----4444    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew ののののユーザーユーザーユーザーユーザー共通共通共通共通プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルのののの使用例使用例使用例使用例 
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(2)(2)(2)(2)    共共共共通通通通のののの設定情報設定情報設定情報設定情報をををを利用利用利用利用するときのするときのするときのするときの注意事項注意事項注意事項注意事項 

共通の設定情報を利用するときの注意事項を次に示します。 

• JP1 ユーザーの権限，およびマッピングされているOS ユーザーの権限に関係なく，アップ

ロードまたはダウンロードでき，JP1/AJS2 - Manager ホストに保存されている設定情報を

変更することができます。ある特定のユーザーだけが，アップロードまたはダウンロードで

きるようにするには，メニューコマンドを不活性にしてください。メニューコマンドを不活性

する方法は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド 10. 

JP1/AJS2 - Viewで使用するウィンドウおよびダイアログボックスのカスタマイズ」を参照し

てください。  

• ユーザー共通プロファイルをアップロードする JP1 ユーザーにマッピングされている OS ユ

ーザーの権限には，ファイルを書き込むことができる権限（write 権限）を与えておいてくだ

さい。書き込み権限を与えておく必要があるフォルダを，次に示します。 

物物物物理理理理ホストホストホストホスト（（（（WindowsWindowsWindowsWindows））））のののの場合場合場合場合 

o Mgr_Path\conf  

o Mgr_Path\conf\Profiles  

o Mgr_Path\conf\Profiles\(common) 

（凡例） 

Mgr_Path：JP1/AJS2 - Managerのインストール先フォルダ 

物物物物理理理理ホストホストホストホスト（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX））））のののの場合場合場合場合 

o /etc/opt/jp1ajs2/conf  

o /etc/opt/jp1ajs2/conf/Profiles  

o /etc/opt/jp1ajs2/conf/Profiles/(common)  

論論論論理理理理ホストホストホストホスト（（（（WindowsWindowsWindowsWindows））））のののの場合場合場合場合 
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o 共共共共有有有有フフフフォォォォルダルダルダルダ\jp1ajs2\conf  

o 共共共共有有有有フフフフォォォォルダルダルダルダ\jp1ajs2\conf\Profiles  

o 共共共共有有有有フフフフォォォォルダルダルダルダ\jp1ajs2\conf\Profiles\(common)  

論論論論理理理理ホストホストホストホスト（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX））））のののの場合場合場合場合 

o 共共共共有有有有デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ////jp1ajs2/conf  

o 共共共共有有有有デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ////jp1ajs2/conf/Profiles  

o 共共共共有有有有デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ////jp1ajs2/conf/Profiles/(common)  

• 複数の JP1 ユーザーによって，共通プロファイルが更新された場合，最後にアップロード

した JP1 ユーザーの設定情報が有効になります。  

• ユーザー共通プロファイルをダウンロードする（JP1/AJS2 - Viewを起動する）OS ユーザ

ーには，ファイルを書き込むことができる権限（write 権限）を与えておいてください。書き

込み権限を与えておく必要があるフォルダを，次に示します。 

Windows XP ProfessionalおよびWindows Server 2003 の場合  

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\conf\JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザー名名名名\ajs2view_opt.conf  

Windows Vista の場合  

%ALLUSERSPROFILE%\Hitachi\JP1\JP1_DEFAULT\JP1AJS2V\conf\JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザー名名名名

\ajs2view_opt.conf  

「%ALLUSERSPROFILE%」のデフォルトは「シシシシスススステムテムテムテムドドドドラララライブイブイブイブ\ProgramData」です。   
5.5.35.5.35.5.35.5.3    ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ表示表示表示表示のののの設定設定設定設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Viewの各ウィンドウの表示を何秒間隔で自動更新するのか，また，どの時点の情報を記憶さ

せておくのかについて検討します。 

    

(1)(1)(1)(1)    表示内容表示内容表示内容表示内容のののの更更更更新新新新間間間間隔隔隔隔をををを検討検討検討検討するするするする 

JP1/AJS2 - Viewの各ウィンドウに表示される情報（ユニットの状態）を自動的に更新するかどうかを設定

できます。 

［JP1/AJS2 - View］ウィンドウ，［デイリースケジュール］ウィンドウ，および［ジョブネットモニタ］ウィンドウで

は，自動更新を設定できます。更新間隔はウィンドウごとに設定できるので，例えば，［JP1/AJS2 - View］

ウィンドウは 300 秒ごとに，［ジョブネットモニタ］ウィンドウは 30 秒ごとに更新させるといった設定もできま

す。自動更新の間隔は，30～3,600（単位：秒）の値を設定できます。 
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ウィンドウの更新間隔の設定手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

操作ガイド 10.4.1 ウィンドウの更新間隔を設定する」を参照してください。 

ウィンドウの更新が発生した場合は，JP1/AJS2 - Managerでも負荷が発生します。発生する負荷によっ

て業務の実行に影響が出そうな場合は，更新間隔をデフォルト値のままとするか，自動更新をしない設

定にしてください。 

一方，手動で更新するように設定した場合は，［表示］－［最新情報に更新］を選択すると，最新の情報

がウィンドウに表示されます。 

(2)(2)(2)(2)    状態状態状態状態記憶記憶記憶記憶のののの設定設定設定設定ににににつつつついていていていて検討検討検討検討するするするする 

現在表示されているウィンドウや表示されているユニットを，次にJP1/AJS2 - Viewを起動した時にも表示

させるかどうか（状態記憶の設定）を検討します。 

状態記憶を設定した場合は，作業中のウィンドウやユニットが JP1/AJS2 - Viewの次回起動時に表示さ

れます。大規模な業務を作成している場合，作業したいユニットを検索する手間が少なくなります。 

例えば，業務監視用の端末では，監視したいユニットを［ジョブネットモニタ］ウィンドウや［デイリースケジ

ュール］ウィンドウなどで表示させた状態で，［オプション］‐［状態記憶］‐［記憶］を選択します。次回ログ

インするときでも，記憶した状態（［ジョブネットモニタ］ウィンドウや［デイリースケジュール］ウィンドウなど

が表示されている状態）が表示され，ログインの直後に監視用のウィンドウを使用して，監視したいユニッ

トの監視作業を実施できます。 

ただし，表示されるユニットの実行状態および実行結果については，起動時の状態および結果が表示さ

れます。 

一方，状態記憶を設定しなかった場合は，JP1/AJS2 - View 起動時に［JP1/AJS2 - View］ウィンドウだけ

が表示されます。また，［JP1/AJS2 - View］ウィンドウにはルートジョブグループ直下のジョブグループお

よびルートジョブネットだけが表示されます。 

状状状状態記態記態記態記憶憶憶憶時時時時のののの注注注注意事項意事項意事項意事項  

• ダイアログボックスの情報や，カレンダーの情報は記憶されません。  

• ［JP1/AJS2 - View］ウィンドウのリストエリアの項目表示幅は記憶されません。  

• ［マンスリースケジュール］ウィンドウのスケジュールエリアの1日を表す列幅は記憶

されません。  

• ［デイリースケジュール］ウィンドウのスケジュールエリアの 1 時間を表す列幅は記

憶されません。  

• ［JP1/AJS2 - View］ウィンドウ，［ジョブネットエディタ］ウィンドウ，および［ジョブネッ

トモニタ］ウィンドウでは，選択されていた階層が記憶されますが，その他のウィンド

ウでは記憶されません。  
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• マネージャージョブグループ，マネージャージョブネット，およびリモートジョブネッ

トを表示している［ジョブネットモニタ］ウィンドウの情報は記憶されません。  

• ウィンドウを最小化したり，最大化したりしていた場合，その状態は記憶されませ

ん。  

• ウィンドウの表示位置の前後は記憶されません。  

• JP1/AJS2 - Viewを複数起動した場合は，状態記憶を設定した JP1/AJS2 - View

だけが，記憶された状態で表示されます。  

• 削除済みのジョブネットワーク要素のウィンドウは，［JP1/AJS2 - View］ウィンドウを

次に起動した時にエラーになります。  

• ウィンドウ情報を記憶したときと異なるホストにログインした場合は，記憶された状

態でウィンドウが表示されません。 

5.5.45.5.45.5.45.5.4    ダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスダイアログボックスののののデフォルトデフォルトデフォルトデフォルト値値値値のののの変更変更変更変更をををを検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 - Viewでは，ダイアログボックスのラジオボタンやチェックボックスのデフォルト値を変更するこ

とができます（デフォルトが空白のテキストフィールドやジョブ種別などは除きます）。 

次の表に示す例のような状況が考えられる場合に，デフォルト値を変更することをお勧めします。 

表表表表 5555----35353535    デフデフデフデフォォォォルトルトルトルト値値値値のののの変更例変更例変更例変更例 

デフデフデフデフォォォォルトルトルトルトをををを変更変更変更変更したいしたいしたいしたい項目項目項目項目    デフデフデフデフォォォォルトルトルトルトをををを変更変更変更変更するするするする目的目的目的目的    

［実行登録］ダイアログボックスの［デーモン起動時に

予定時刻超過］と［実行登録時に予定時刻超過］の

デフォルトを，［すぐに実行する］から［次回から実行

する］に変更したい。 

計画実行登録するとき，誤って［OK］ボ

タンをクリックしてしまい，ジョブネットが

すぐに実行されてしまうのを回避するた

め。 

ジョブネットの実行優先度のデフォルトを，「なし」か

ら「nice値：-20」と同等の「5」に変更したい。 

JP1/AJS2 の処理を優先してできるだけ

早く終了させたいため。 

ダイアログボックスのデフォルト値を変更する手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 操作ガイド 10.3.6 ダイアログボックスのデフォルト値を設定する」を参照してくだ

さい。 

各ダイアログボックスの表示項目とデフォルト値については，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 操作ガイド 13. ウィンドウとダイアログボックス」を参照してください。  
5.5.55.5.55.5.55.5.5    ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウのののの表示項目表示項目表示項目表示項目のののの追加追加追加追加をををを検討検討検討検討するするするする    
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JP1/AJS2 - Viewの次に示す場所では，表示項目（カラム）を追加できます。 

• ［JP1/AJS2 - View］ウィンドウのリストエリア  

• ［デイリースケジュール］ウィンドウの実行結果リスト  

• ［マンスリースケジュール］ウィンドウの実行結果リスト  

ほかのウィンドウや［モニタ詳細］ダイアログボックスなどで確認しなければならない項目を，上記のウィン

ドウで確認することができ，監視作業の効率化が図れます。 

追加できる表示項目を次の表に示します。 

表表表表 5555----36363636    追加追加追加追加できるできるできるできる表表表表示示示示項目項目項目項目 

ウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウ種別種別種別種別    追加追加追加追加できるできるできるできる表表表表示示示示項目項目項目項目（（（（カカカカラムラムラムラム））））    

［JP1/AJS2 - View］ 開始日時（状態）  

開始日時（結果）  

再実行開始日時（状態）  

再実行開始日時（結果）  

終了日時（状態）  

終了日時（結果）  

登録種別（状態）  

登録種別（結果）  

起動条件（状態）  

起動条件（結果）  

処理時間（状態）  

処理時間（結果）  

開始遅延日時（状態）  

開始遅延日時（結果）  

終了遅延日時（状態）  

終了遅延日時（結果）  

実行 ID（状態）  

実行 ID（結果）  

計画一時変更（状態）  

計画一時変更（結果）  

［デイリースケジュール］ 

［マンスリースケジュール］ 

種別  

コメント  

再実行開始日時  

登録種別  

起動条件  

処理時間  

開始遅延日時  

終了遅延日時  

実行 ID  

計画一時変更  

リストや実行結果リストに表示項目を追加した例を次の図に示します。 

図図図図 5555----5555    表表表表示示示示項目項目項目項目をををを追加追加追加追加ししししたたたたウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウのののの表表表表示示示示イメージイメージイメージイメージ 
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表示項目を変更する手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイ

ド 10.4.4 リストエリアの表示項目を設定する」を参照してください。 

ダイアログボックスについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド 

13.3.30 ［表示項目設定］ダイアログボックス」を参照してください。  
5.5.65.5.65.5.65.5.6    JP1/AJS2 Console ViewJP1/AJS2 Console ViewJP1/AJS2 Console ViewJP1/AJS2 Console View のののの環境設定環境設定環境設定環境設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

JP1/AJS2 Console Viewの環境設定項目について説明します。運用が始まったらすぐに，運用形態に合

わせて JP1/AJS2 Console Viewを使用できるようにするために，次に示す内容について検討しておいて

ください。 

• ［環境設定］ダイアログボックスの項目  

• ［表示色の設定］ダイアログボックスの項目  

JP1/AJS2 Console Viewの環境設定も JP1/AJS2 - View と同様に，JP1/AJS2 Console Viewを起動して

いるホストごとや，ログインする JP1 ユーザーごとに，運用形態や目的に合わせて設定することができま

す。 

    

(1)(1)(1)(1)    ［［［［環境設定環境設定環境設定環境設定］］］］ダイアログダイアログダイアログダイアログボボボボックスックスックスックスのののの設定項設定項設定項設定項目目目目ににににつつつついていていていて検討検討検討検討するするするする 
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JP1/AJS2 Console Viewの［環境設定］ダイアログボックスの設定項目について説明します。運用が始ま

ったらすぐに，運用形態に合わせてJP1/AJS2 Console Viewを使用できるようにするために，次の表に示

す内容について事前に検討しておきます。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

JP1/AJS2 Console Viewの［環境設定］ダイアログボックスの項目は，JP1/AJS2 - Viewの［環境設

定］ダイアログボックスの項目とは異なります。  

表表表表 5555----37373737    検討検討検討検討してしてしてしておくおくおくおく［［［［環境環境環境環境設定設定設定設定］］］］ダイダイダイダイアアアアログログログログボボボボックスックスックスックスのののの設定項目設定項目設定項目設定項目 

タブタブタブタブ名名名名    項目項目項目項目    

起動 自動ログイン 

AJS2 ユニット監視オブジェクトをダブルクリック 

JP1/AJS2 - View 起動時 

操作 

業務スコープをダブルクリック（監視モード） 

名称の改行 

コメントの表示 

ウィンドウ 

ツールチップ表示（監視モード） 

トレースレベル その他 

ログファイルの上限値 

(a)(a)(a)(a)    ［［［［起動起動起動起動］］］］タブタブタブタブ 

JP1/AJS2 Console Viewの起動時に，自動的に JP1/AJS2 Console Managerにログインするかどうかを検

討します。［ログイン］画面でログイン操作を省略したい場合に設定します。 

だたし，ログイン操作をしなくても，どんな人でも JP1/AJS2 Console Managerにログインできてしまうので，

セキュリティ上に問題がある場合は使用しないでください。また，［起動］タブで指定された値は，

JP1/AJS2 - Viewマシンのローカルファイルに保存されます。このローカルファイルには，特別なセキュリ

ティは掛かっていません。自動ログイン機能を使用する場合は，OS のセキュリティを前提とした環境で使

用してください。 

なお，JP1/AJS2 Console Viewを JP1/IM - Viewから起動する場合，および JP1/AJS2 Console Viewの

起動コマンドでログイン情報を指定して起動した場合は，自動ログインの設定は無効となります。 

(b)(b)(b)(b)    ［［［［操作操作操作操作］］］］タブタブタブタブ 

マップエリア上のアイコンをダブルクリックしたときの動作および JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 - 

Viewを起動するときの動作について検討します。 

AJS2AJS2AJS2AJS2 ユユユユニニニニットットットット監視監視監視監視オオオオブジブジブジブジェェェェクトクトクトクトををををダブルクリックダブルクリックダブルクリックダブルクリック  

マップエリア上に表示されている AJS2 ユニット監視オブジェクトアイコンをダブルクリックしたときに，

［詳細定義］ダイアログボックス（定義モード），［詳細情報］ダイアログボックス（監視モード）を表示

するのか，監視対象となるジョブネットに対して JP1/AJS2 - Viewを起動して表示させるのかどうか
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を選択できます。  

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew 起動時起動時起動時起動時  

JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 - Viewを起動する際に，［JP1/AJS2 - View］ウィンドウを表

示するのか，［ジョブネットモニタ］ウィンドウを表示させるのかどうかを選択できます。  

業務業務業務業務スコープスコープスコープスコープををををダブルクリックダブルクリックダブルクリックダブルクリック（（（（監視監視監視監視モモモモードードードード））））  

マップエリア上の業務スコープアイコンをダブルクリックしたときに，ダブルクリックした現在のウィン

ドウで指定した業務スコープの内容を表示するのか，別のウィンドウで業務スコープの内容を表示

するのかどうかを選択できます。  

なお，この設定は監視モード時だけで有効です。定義モード時は常に現在のウィンドウで表示しま

す。  

(c)(c)(c)(c)    ［［［［ウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウ］］］］タブタブタブタブ 

マップエリア上のオブジェクトの名称，コメントの表示方法，およびアイコンにマウスカーソルを近づけたと

きに表示するツールチップの内容について検討します。 

名名名名称称称称のののの改改改改行行行行  

マップエリア上に表示されるオブジェクトの名称は，アイコン幅に収まる位置で改行されて表示され

るようになっています。そのため，アイコン幅に収まらない名称を指定した場合は，途中で改行され

て表示されるので名称が確認しにくいときがあります。そのようなときには，名称の命名規則などを

考慮して必要に応じて改行する位置（文字数）を検討してください。  

コメントコメントコメントコメントのののの表表表表示示示示  

マップエリア上の名称の下にコメントを表示したい場合は，コメントの先頭からの文字数を指定する

と，指定した文字数分のコメントが表示されます。  

特定のコメントだけ表示したい場合は，表示したくないコメントの先頭を非表示文字で指定するよう

にします。  

また，特定の文字でコメントを改行表示させることもできます。  

ツツツツールールールールチチチチップップップップ表表表表示示示示（（（（監視監視監視監視モモモモードードードード））））  

マップエリア上のアイコンにマウスカーソルを近づけたときに表示するツールチップの表示内容とし

て，オブジェクトのコメントを表示するか状態名を表示するかどうかを選択できます。  

ツールチップに状態名を表示させると，［詳細情報］ダイアログボックスを表示しなくてもオブジェク

トの状態が確認できるので，一時的にあるオブジェクトの状態を確認したいときなどには有効です。  

なお，この設定は監視モード時だけで有効です。定義モード時は常にコメントを表示します。  

((((dddd))))    ［［［［そのそのそのその他他他他］］］］タブタブタブタブ 

JP1/AJS2 Console Viewのログファイルに関する設定を検討します。 

トレースレベルトレースレベルトレースレベルトレースレベル  

ログファイルに出力する情報のレベルを選択します。指定できる値は，1，3，5 です。値が大きいほ

ど出力レベルが詳細になり，大量のログが出力されます。ログファイルの切り替えが頻繁に発生し，
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JP1/AJS2 Console Viewの処理速度が遅くなるおそれがあります。処理速度を遅くしたくない場合

は，3 以下を選択してください。  

デフォルトは 3 です。  

各トレースレベルの内容については，次のとおりです。  

• トレースレベル［1］ 

エラー発生時の情報をログ出力する。 

• トレースレベル［3］ 

エラー発生時の情報と，ユーザーがどのような操作をしたかを識別できる情報をロ

グ出力する。 

• トレースレベル［5］ 

エラー発生時の情報，ユーザーがどのような操作をしたかを識別できる情報，送

受信データの内容についてログ出力する。 

ログファイルログファイルログファイルログファイルのののの上限値上限値上限値上限値  

ログファイルサイズを設定できます。1～512（単位：メガバイト）の値を設定できます。ここで

設定した値を超えた場合，二つ目のログファイルが自動的に作成されます。二つ目のログ

ファイルのサイズも，ここで設定した値になります。二つ目のログファイルも設定した値を超

えた場合は，一つ目のログファイルに上書きされます。  

ログファイルサイズの見積もりについては，「4.4.8 JP1/AJS2 - Viewのログファイルのサイ

ズを見積もる」を参照してください。  

(2)(2)(2)(2)    ［［［［表示色表示色表示色表示色のののの設定設定設定設定］］］］ダイアログダイアログダイアログダイアログボボボボックスックスックスックスのののの設定項設定項設定項設定項目目目目ににににつつつついていていていて検討検討検討検討するするするする 

マップエリア上のアイコンの状態を表す色について検討します。設定する項目は次の二つです。 

• AJS2 ユニットの表示色（JP1/AJS2固有の状態に対応する表示色）  

• その他の表示色（JP1/AJS2 Console固有の状態に対応する表示色）  

デフォルトのまま使用する場合は，検討する必要はありません。ただし，JP1/AJS2 - Viewでデフォルト以

外の表示色を使用して，JP1/AJS2 - View と同じ表示色を JP1/AJS2 Console Viewでも使用したい場合

は，JP1/AJS2 - Viewでの設定に従うようにすることをお勧めします。  
5.65.65.65.6    システムシステムシステムシステムおよびおよびおよびおよびユーザーユーザーユーザーユーザー環境環境環境環境のののの設定設定設定設定についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

この節では，システム環境およびユーザー環境の設定で検討しておく内容について説明します。  



 283

5.6.15.6.15.6.15.6.1    システムシステムシステムシステムでででで使用使用使用使用するするするする言語種別言語種別言語種別言語種別をををを検討検討検討検討するするするする    

使用するシステムの言語種別の検討について説明します。JP1/AJS2 では，出力されるメッセージを日本

語または英語で表示できます。運用にあわせて，どちらの言語で表示するか検討してください。 

国内版／海外版の JP1/AJS2製品を混在環境で使用する場合，組み合わせによるサポート可否を次の

表に示します。 

表表表表 5555----38383838    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2製品製品製品製品をををを混在環境混在環境混在環境混在環境でででで使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの組組組組みみみみ合合合合わせわせわせわせによるによるによるによるサポートサポートサポートサポート可否可否可否可否 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent    

国国国国内内内内版版版版    海外版海外版海外版海外版    国国国国内内内内版版版版    海外版海外版海外版海外版    

        

日本語日本語日本語日本語    英語英語英語英語    英語英語英語英語    日本語日本語日本語日本語    英語英語英語英語    英語英語英語英語    

日本語日本語日本語日本語 ○ × × ○ △2

※
 ○

※
 国国国国内内内内版版版版 

英語英語英語英語 △1

※
 × △1 × △1，△2 △1 

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager 

海外版海外版海外版海外版 英語英語英語英語 ○

※
 × ○ × △2 ○ 

（凡例）  

○：サポートしている  

△1：JP1/AJS2 - Managerが UNIXの場合だけサポートしている  

△2：JP1/AJS2 - Agent が UNIXの場合だけサポートしている  

×：サポートしていない  

注※  

JP1/AJS2 サービス起動時の LANG環境変数に「Ｃ」（英語）を設定してください。また，

JP1/AJS2 のユニット名，ファイル名，ファイル内で使用する文字，実行するジョブ内のメッ

セージ，実行するイベントジョブの監視条件，イベントジョブの引き継ぎ情報など，すべて

の文字・情報を英数字（ASCII）で統一してください。  
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(1)(1)(1)(1)    使用使用使用使用できるできるできるできる LANLANLANLANGGGG環境変数環境変数環境変数環境変数 

UNIXの場合，システムの言語環境を設定するには，LANG環境変数に値を設定します。使用できる

LANG環境変数の値を，次の表に示します。この表の中から使用する値を検討してください。この表に示

した値を指定しなかった場合，「C」（英語）が仮定されます。また，Unicode（UTF-8）をサポートしていな

い製品で LANG環境変数に Unicode（UTF-8）が設定されている場合の動作は保証できません。なお，

Windows の場合，システムの言語環境は変更できません。 

表表表表 5555----39393939    使用使用使用使用できるできるできるできる LLLLANGANGANGANG環境環境環境環境変数変数変数変数 

OSOSOSOS    言語言語言語言語種別種別種別種別    LLLLANGANGANGANG環境環境環境環境変数変数変数変数のののの値値値値    

Shift-JIS コード  

ja_JP.SJIS  

japanese  

日本語 

EUC コード  

ja_JP.eucJP  

japanese.euc  

HP-UX 

英語  

C  

Shift-JIS コード  

ja_JP.PCK  

日本語 

EUC コード  

ja  

japanese  

Solaris 

英語  

C  

Shift-JIS コード  

Ja_JP  

Ja_JP.IBM-932  

日本語 

EUC コード  

ja_JP  

ja_JP.IBM-eucJP  

AIX 

英語  

C  

Shift-JIS コード 使用できません。 

EUC コード 使用できません。 

日本語 

UTF-8 コード  

ja_JP.UTF-8  

ja_JP.utf8  

Linux 

英語  

C  

(2)(2)(2)(2)    使用使用使用使用できるできるできるできる文字文字文字文字のののの範囲範囲範囲範囲 

JP1/AJS2 は，言語種別が日本語文字コードの場合，次の範囲の文字を使用できます。 

• ASCII/JIS ローマ字  

• 半角かたかな  
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• JIS X 0208-1990  

次に示す日本語文字コードでは，使用できない文字があります。 

• 文字コード種別が EUCの場合 

JP1/AJS2 - Managerの文字コード種別が EUCで運用されている場合，次に示す文字は

使用できません。 

 

• 文字コード種別が UTF-8 の場合 

JP1/AJS2 - Managerの文字コード種別が UTF-8 で運用されている場合，次に示す文字

は使用できません。 

 

サポート範囲外の文字をユニット名などの定義項目で使用した場合，次の現象が発生するおそれがあり

ます。サポート範囲外の文字はスタンドアロン構成の場合も使用できません。 

• 文字化け  

• 標準ジョブの異常検出終了，誤動作  

• イベントジョブの異常検出終了，検知不能，誤検知  

• JP1/AJS2 プロセスの異常終了  

また，次のデータやファイルにサポート範囲外の文字が入らないようにしてください。サポート範囲外の

文字列が含まれている場合，定義項目で使用した場合と同様の現象が発生するおそれがあります。 

• 引き継ぎ情報に格納したデータ

※1
  

• 標準エラー出力や標準出力に出力するデータ

※2
  

• 標準入力ファイル，環境変数ファイル，または転送ファイル

※3
  

• メール送信で指定する本文ファイルやリストファイル

※4
  

注※1  

イベントジョブ定義時に「引き継ぎ情報」を設定しておき，イベントジョブで受信したイベン

ト情報を後続ジョブまたは後続ジョブネットに引き継ぐ場合です。イベントジョブの受信情

報の引き継ぎについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 解説 

3.2.4(6) イベントジョブの受信情報の引き継ぎ」を参照してください。  

注※2  

PCジョブやUNIXジョブで指定したジョブの実行結果に含まれている場合です。標準エラ

ー出力や標準出力については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 
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操作ガイド 13.4.7 ［詳細定義－［UNIX Job］］ダイアログボックス」または「JP1/Automatic 

Job Management System 2 操作ガイド 13.4.8 ［詳細定義－［PC Job］］ダイアログボック

ス」を参照してください。  

注※3  

PCジョブや UNIXジョブで指定する場合です。標準入力ファイル，環境変数ファイル，ま

たは転送ファイルについては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 操

作ガイド 13.4.7 ［詳細定義－［UNIX Job］］ダイアログボックス」または「JP1/Automatic 

Job Management System 2 操作ガイド 13.4.8 ［詳細定義－［PC Job］］ダイアログボック

ス」を参照してください。  

注※4  

定義項目のプラットフォームが PCの場合です。メール連携については，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 2. メールシステムとの連携」を参

照してください。  

(3)(3)(3)(3)    文字文字文字文字コードコードコードコード種別種別種別種別のののの変更変更変更変更 

UNIXの場合で，使用する文字コード種別を標準と異なる文字コード種別に変更する場合，次の表に示

す定義ファイル，環境変数，および環境設定パラメーターに，同一の文字コード種別を設定する必要が

あります。 

表表表表 5555----40404040    文字文字文字文字コードコードコードコード種別種別種別種別をををを変更変更変更変更するするするする場合場合場合場合のののの設定個所設定個所設定個所設定個所 

設定個所設定個所設定個所設定個所    

（（（（定義定義定義定義ファイルファイルファイルファイル，，，，環境環境環境環境変数変数変数変数，，，，おおおおよよよよびびびび環境環境環境環境設定設定設定設定パパパパララララメーターメーターメーターメーター））））    

設定設定設定設定がががが影響影響影響影響するするするする範囲範囲範囲範囲    

物理ホストの場合  

/etc/opt/jp1ajs2/conf/jp1ajs_env.conf  

論理ホストの場合  

共共共共用用用用デデデディィィィレクトレクトレクトレクトリリリリ/jp1ajs2/conf/jp1ajs_env.confの環境変数

LANG  

 

サービス起動時の環境変数LANGの

値。  

イベント・アクション制御およびジョブ

実行環境が，HNTRLib2 と内部ログ

へ出力する情報の文字コード。  

ユーザープロファイルに環境変数

LANGの指定がない場合，ジョブ実

行時のデフォルトの環境変数 LANG

の値。  

物理ホストの場合  

/etc/opt/jp1base/conf/jp1bs_param.conf  

論理ホストの場合  

共共共共用用用用デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ/jp1base/conf/jp1bs_param.confの環境変数

LANG  

標準ジョブおよびイベントジョブの実

行時に，JP1/AJS2 - Managerのホス

ト間で送受信されるデータの文字コ

ード。 

スケジューラーサービス環境定義ファイル（Schedule.conf）の

AJSCHARCODEパラメーター 

スケジューラーデータベースに格納

される情報の文字コード。 

スケジューラーサービス環境定義ファイル（Schedule.conf）の

SYSLOGCODEパラメーター 

 

スケジューラーサービスが SYSLOG

に出力するメッセージの文字コード。 

「C」（英語）以外を指定した場合，サ

ービス起動時の環境変数 LANGの

値。  
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JP1/AJS2 Monitorサービス起動時の LANG環境変数 JP1/AJS2 Monitorサービスから出力

されるメッセージ。 

JP1/AJS2 Console Manager環境定義ファイル（ajs2cm.conf）

の CHARCODEパラメーター 

ユーザー定義データに格納される情

報の文字コード。 

JP1/AJS2 Console Manager環境定義ファイル（ajs2cm.conf）

の SYSLOGCODEパラメーター 

 

JP1/AJS2 Console Managerサービス

が SYSLOGに出力するメッセージの

文字コード。  

「C」（英語）以外を指定した場合，サ

ービス起動時の環境変数 LANGの

値。  

JP1/AJS2 Console Managerサービス起動時の LANG JP1/AJS2 Console Managerサービス

が出力するメッセージ。 

JP1/AJS2 Console Agent 環境定義ファイル（ajs2ca.conf）の

SYSLOGCODEパラメーター 

 

JP1/AJS2 Console Agent サービスが

SYSLOGに出力するメッセージの文

字コード。  

「C」（英語）以外を指定した場合，サ

ービス起動時の環境変数 LANGの

値。  

JP1/AJS2 Console Agent サービス起動時の LANG JP1/AJS2 Console Agent サービスが

出力するメッセージ。 

キューレスエージェントサービス起動時の LANG キューレスエージェントサービスが出

力するメッセージ。 

キューレスエージェントサービスが使用する環境設定パラメー

ターAJSQL_CHARCODE

※
 

 

スケジューラーサービスから受け付け

たデータ。  

転送ファイルデータ。  

結果ファイルデータ。  

スケジューラーサービスへの返信デ

ータ。  

注※  

マネージャーホストとエージェントホストで文字コードが混在している場合，文字コード変

換のため，環境設定パラメーターAJSQL_CHARCODEの設定が必要です。キューレスジ

ョブの文字コード変換の詳細については，「5.3.4 キューレスジョブ実行環境に関する環

境設定について検討する」を参照してください。  

標準と異なる文字コード種別に変更する場合，設定が影響する範囲を次の図に示します。 
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図図図図 5555----6666    文字文字文字文字コードコードコードコード種別種別種別種別のののの変更時変更時変更時変更時のののの影響範囲影響範囲影響範囲影響範囲 

 

システムの言語環境を設定する手順については，次の記述個所を参照してください。なお，すでに

JP1/AJS2 で運用しているユニット名にかな文字や 2 バイト文字を使用している場合は，ユニット名を再定

義する必要があります。 

WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合  

システムの言語環境は変更できません。  

UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 13.4.1 言語環

境の設定」  
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(4)(4)(4)(4)    文字文字文字文字コードコードコードコード混在混在混在混在時時時時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

ホスト間で連携して業務を運用する場合，日本語文字コードを含むテキストを英語環境で表示すること

はできません。言語種別を合わせて運用してください。各製品で組み合わせられる LANG環境変数に

ついては，表 5-38 を参照してください。 

また，日本語の文字コード種別が混在する場合，次の制限があります。 

• ココココママママンドンドンドンドののののリリリリモモモモートートートート実行実行実行実行 

コマンドをリモート実行する場合，コマンド投入元の文字コードと，コマンド実行先の文字

コードを合わせてください。 

また，コマンド実行先の文字コードがUTF-8 の場合，コマンド投入元の文字コードを EUC

に設定することで，コマンドをリモート実行できます。 

コマンドのリモート実行については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 

2 コマンドリファレンス 1. コマンド」を参照してください。 

コマンド投入元の文字コードとは，コマンド投入時の，LANG環境変数などの OS上で設

定した文字コードです。 

コマンド実行先の文字コードとは，次のことを示します。 

o ［マネージャー環境設定］ダイアログボックスの［論理ホスト共通］タブの［文字コー

ド種別］で指定した内容（Windows の場合）  

o スケジューラーサービス環境設定ファイル（Schedule.conf）の AJSCHARCODEパ

ラメーターに指定した文字コード種別（UNIXの場合）  

o JP1/AJS2 Monitorサービス起動時の OS上の設定  

• リリリリモモモモートジョブネットートジョブネットートジョブネットートジョブネット 

リモートジョブネットを実行する場合，リモートジョブネット定義元の文字コードと，リモート

ジョブネット実行先の文字コードを合わせてください。 

リモートジョブネット定義元の文字コード，およびリモートジョブネット定義先の文字コードと

は，次のことを示します。 

o それぞれのホストの［マネージャー環境設定］ダイアログボックスの［論理ホスト共

通］タブの［文字コード種別］で指定した内容（Windows の場合）  

o それぞれのホストでスケジューラーサービス環境設定ファイル（Schedule.conf）の

AJSCHARCODEパラメーターに指定した文字コード種別（UNIXの場合）  

o JP1/AJS2 Monitorサービス起動時の OS上の設定  

• UUUUNIXNIXNIXNIX ジョブジョブジョブジョブ・・・・アアアアククククシシシションジョブョンジョブョンジョブョンジョブ・・・・イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ 

JP1/AJS2 - Managerが日本語 Shift-JIS または日本語 EUC環境，JP1/AJS2 - Agent が

日本語 UTF-8 環境のシステム構成で，UNIXジョブ・アクションジョブ・イベントジョブを実

行する場合，ジョブの各項目に入力できるバイト数は，実行先エージェントの文字コード

へ変換したあとのバイト数で制限されます。 

その結果，ジョブの各項目に入力できるバイト数以内の定義をした場合でも，ジョブ実行

時にエラーが発生する場合があります。 



 290

そのため，日本語UTF-8 環境のエージェントでジョブを実行する際に，Viewやコマンドで

ジョブの定義に日本語を含む場合は，日本語 1文字当たり 4 バイトで見積もり，各項目の

制限値以内になるように定義してください。 

• イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ 

イベントジョブの引き継ぎ情報は，エージェント側で，マクロ変数名と引き継ぎ情報のサイ

ズの合計が 4,096 バイトを超えた部分の情報を切り捨てます。 

日本語 UTF-8 環境の JP1/AJS2 - Agent では，引き継ぎ情報のサイズを計算する際に

UTF-8 の文字コードでサイズを計算するため，日本語を含む情報を引き継ぐ場合は日本

語 1文字当たり 4 バイトで見積もってください。 

また，UTF-8 ロケール環境から発行された JP1 イベントを UTF-8未対応の JP1/AJS2 で

受信する場合は，JP1/Base を文字コード互換モードで動作するように設定してください。 

文字コード互換モードを使用しない場合，JP1 イベントを正しく検知できないなどの問題が

発生するおそれがあります。 

文字コード互換モードについては，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してくださ

い。 

• ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行にににに使用使用使用使用するするするするココココママママンドンドンドンド 

Shift-JIS または EUC環境のホストから UTF-8 環境のマネージャーに対してコマンドを実

行した場合，コマンド実行ホスト上ではオプション指定値が制限バイト数を超えていなくて

も，マネージャーでエラーが発生することがあります。これは，コマンド実行ホストからマネ

ージャーへデータ転送する際の文字コード変換で，日本語を含むオプション指定値のバ

イト数が大きくなるためです。 

そのため，UTF-8 環境のマネージャーに対してコマンドを実行する際にオプション指定値

に日本語を含める場合は，日本語 1文字を 4 バイトに換算して見積もり，各オプション指

定値の制限バイト数以内になるように指定してください。 

該当コマンド：  

jpqjobsub，jpqjobcan，jpqjobalt，jpqjobmove，jpqjobget，jpqjobshow，jpqendjobshow，

jpqjobdel，jpqqueopen，jpqqueclose，jpqqueshow，jpqqueadd，jpqquedel，jpqquealt，

jpqagtlink，jpqagtunlink，jpqagtshow，jpqagtadd，jpqagtdel，jpqagtalt，jpqresshow，

jpqresadd，jpqresdel  

(5)(5)(5)(5)    文字文字文字文字コードコードコードコード UUUUTTTTFFFF----8888使用時使用時使用時使用時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

• 文字コード UTF-8 を使用しているホストからコマンドをリモート実行する際，実行先ホスト

の DB 種別（AJSCHARCODE）も UTF-8 である場合は，環境変数 AJSCONVERTUTF8

に「no」を指定する必要があります。環境変数 AJSCONVERTUTF8 を指定しない，または

「yes」でコマンドをリモート実行した場合，表示結果に文字化けが発生したり，ユニットに

対する処理が正しく行われなかったりします。 

環境変数 AJSCONVERTUTF8 については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 コマンドリファレンス 1. コマンド 環境変数一覧」を参照してください。 

• UTF-8 環境で使用できる文字は，「(2) 使用できる文字の範囲」を参照してください。  
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• 文字コードUTF-8 を使用しているマネージャーホストから，UTF-8 に対応していないエー

ジェントホストにキューレスジョブを実行する場合は，マネージャーホストで環境設定パラメ

ーターQLMANCHARCODEの設定が必要です。QLMANCHARCODEの詳細について

は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 14.4.2 キ

ューレスジョブ実行環境設定ファイルの環境設定パラメーター一覧」を参照してください。   
5.6.25.6.25.6.25.6.2    ログインスクリプトログインスクリプトログインスクリプトログインスクリプトのののの記述変更記述変更記述変更記述変更をををを検討検討検討検討するするするする（（（（UUUUNINININIXXXX限定限定限定限定））））    

UNIX版 JP1/AJS2 では，ジョブの実行に先立って，次に示すシェルのログインスクリプトが実行されま

す。 

• shの場合 

•   

• /etc/profile 

• $HOME/.profile 

  

• cshの場合 

•   

• /etc/csh.login 

• $HOME/.cshrc 

• $HOME/.login 

  

そのため，ログインスクリプトの中に echo や cat コマンドなど，標準出力ファイルへ出力するコマンドがあ

ると，ジョブの実行結果以外のテキストが標準出力ファイルに出力されます。また，対話環境が前提であ

る stty，tty，tset，script コマンドなどをバッチ環境で実行すると，ジョブが異常終了してしまう場合があり

ます。このような場合は，これらのコマンドを実行しないようにログインスクリプトを変更してください。ログイ

ンスクリプトの変更例については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガ

イド 13.4.2 ログインスクリプトの変更」を参照してください。  
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5.75.75.75.7    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB のののの動作環境動作環境動作環境動作環境についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

この節では，次に示す組み込みDBの動作環境について説明します。 

• システム定義  

5.7.15.7.15.7.15.7.1    システムシステムシステムシステム定定定定義義義義    

次に示すシステム定義のオペランドについて説明します。 

なお，JP1/AJS2 で組み込みDBを使用している場合は，通常組み込みDBのシステム定義を変更する

必要がありません。問題が発生したときに，必要に応じて設定を変更してください。 

• シシシシスススステムテムテムテム共通共通共通共通定義定義定義定義  

• シシシシングルサーングルサーングルサーングルサーババババ定義定義定義定義 

注意  

組み込みDBファイルシステム領域のファイル名として指定できるパス名の最大長は 167

文字ですが，これは指定するファイル名を含んだ長さです。指定するファイルの長さに応

じてパス部分の最大長が異なりますので注意してください。パス部分の最大長が異なる場

合を次に示します。  

o JP1/AJS2 の RD エリア名は 8文字固定なので，パス部分の最大長は 167－（8＋

1）=158文字  

o システムログファイルなどの組み込みDBファイル名の最大長は 7文字なので，フ

ァイル名が 7文字の場合のパス部分の最大長は 167－（7＋1）=159文字  

o 任意の RD エリア名，組み込みDBファイル名の最大長は 30文字なので，ファイ

ル名が 30文字の場合のパス部分の最大長は 167－（30＋1）=136文字 

上記の＋1 は，パスの区切り文字（\または/）を示します。 

    

(1)(1)(1)(1)    システムシステムシステムシステム共共共共通定義通定義通定義通定義 

組み込みDBシステム管理者が設定値を変更できるシステム共通定義のオペランドについて説明します。

システム共通定義ファイルのパス名を次に示します。このファイル中に設定されているオペランドの値を

変更してください。 

• Windows の場合：組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB運用運用運用運用デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ\conf\pdsys  

• UNIXの場合：組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB運用運用運用運用デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ/conf/pdsys 
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注意  

ここで説明していないオペランドの値は変更しないでください。変更した場合，JP1/AJS2

が誤動作することがあります。  

  

番号番号番号番号    形形形形式式式式    

1 set pd_name_port = 組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBののののポートポートポートポート番号番号番号番号 

2 set pd_max_users = 最最最最大同大同大同大同時時時時接接接接続数続数続数続数 

3 set pd_max_file_no = RDRDRDRD エエエエリリリリアアアアをををを構構構構成成成成するするするする組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB ファイルファイルファイルファイルのののの最最最最大大大大数数数数 

4 [set pd_service_port = ククククラララライイイイアアアアントントントント接接接接続用続用続用続用ポートポートポートポート番号番号番号番号] 

5 putenv SHMMAX 共共共共用用用用メメメメモモモモリーセグメントサイリーセグメントサイリーセグメントサイリーセグメントサイズズズズのののの上限値上限値上限値上限値 

1111））））    pd_name_port pd_name_port pd_name_port pd_name_port ====    組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDBののののポートポートポートポート番号番号番号番号  

～〈～〈～〈～〈符号符号符号符号なしなしなしなし整整整整数数数数〉〉〉〉((((((((5001500150015001～～～～65535655356553565535))))))))  

組み込みDBのポート番号を変更する場合にこのオペランドの設定値を変更します。この

オペランドには，組み込みDBのアドレスとなるポート番号を指定します。なお，JP1/AJS2

では，デフォルトで 22200を使用します。  

指指指指定値定値定値定値のののの目目目目安安安安  

このポート番号は，ほかのプログラムが使うポート番号と重複しないようにしてください。こ

こで指定したポート番号は，ほかのプログラムで使えません。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• OS が自動的に割り当てるポート番号の範囲とは異なる番号を指定してください。

OS が自動的に割り当てるポート番号の範囲は OS によって異なります。  

• OS が自動的に割り当てるポート番号の範囲内の番号を指定すると，その番号は

ほかのプログラムに使われていることがあります。使われていると，組み込みDBを

開始できません。  

• ポート番号がほかのアプリケーションと重複すると，アプリケーションか組み込み

DBのどちらかにトラブルが起こります。その場合は，該当するアプリケーションの

ポート番号を変更するか，または組み込みDBのポート番号を変更する必要があり

ます。 

2222））））    pd_mapd_mapd_mapd_maxxxx____uuuusers sers sers sers ====    最最最最大同大同大同大同時時時時接接接接続数続数続数続数  

～～～～〈〈〈〈符号符号符号符号なしなしなしなし整整整整数数数数〉〉〉〉((((((((1111～～～～2000200020002000))))))))  

組み込みDBに対する最大同時接続数を変更する場合にこのオペランドの設定値を変更

します。このオペランドには，組み込みDBに対する最大同時接続数を指定します。組み

込みDBへの接続要求数がこのオペランドの値を超えると，組み込みDBはそれ以上の接

続要求を受け付けません（接続要求はエラーになります）。なお，JP1/AJS2 では 128 を設

定しています。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

組み込みDBを操作するコマンドを実行した場合,コマンドごとに組み込みDBに接続する

ので注意が必要です。  

3333））））    ppppd_mad_mad_mad_maxxxx____ffffiiiilllle_no e_no e_no e_no ====    RDRDRDRD エエエエリリリリアアアアをををを構構構構成成成成するするするする組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB ファイルファイルファイルファイルのののの最最最最大大大大数数数数  



 294

～〈～〈～〈～〈符号符号符号符号なしなしなしなし整整整整数数数数〉〉〉〉((((((((5555～～～～134217728134217728134217728134217728))))))))  

RD エリアを拡張するときに組み込みDBファイルを追加します。その結果，RD エリアを構

成する組み込みDBファイルの合計数がこのオペランドの値を超える場合に，このオペラ

ンドの設定値を大きくします。  

このオペランドには，RD エリアを構成する組み込みDBファイルの最大数を指定します。

組み込みDBファイルの合計数がこのオペランドの値を超えている場合，組み込みDBを

正常開始できません。なお，JP1/AJS2 では，15 を設定しています。  

4444））））    pd_serpd_serpd_serpd_servvvviiiicccce_port e_port e_port e_port ====    ククククラララライイイイアアアアントントントント接接接接続用続用続用続用ポートポートポートポート番号番号番号番号  

～〈～〈～〈～〈符号符号符号符号なしなしなしなし整整整整数数数数〉〉〉〉((((((((5001500150015001～～～～65535655356553565535))))))))  

組み込みDBサーバ側にファイアウォールが設置されている場合に，クライアント接続用

ポート番号を指定します。指定するポート番号の規則を次に示します。  

• ホスト内でユニークなポート番号を指定します。  

• pd_name_portオペランドに指定したポート番号とは別の値を指定します。 

運用方法運用方法運用方法運用方法  

• JP1/AJS2連携製品を使用する場合，必要に応じて設定してください。JP1/AJS2 - 

Managerではこのオペランドは使用しないので，設定する必要はありません。  

• 同一マシン上で複数のサーバ，または複数のユニットを開始する場合は，それぞ

れの組み込みDBで異なったポート番号を指定してください。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• pd_name_portオペランドに指定したポート番号と同じ値を指定した場合，このオペ

ランドの指定値が無効となり，クライアント接続用ポート番号は定義されません。  

• OS が自動的に割り当てるポート番号の範囲とは異なる番号を指定してください。

OS が自動的に割り当てるポート番号の範囲はOS によって異なります。OS が自動

的に割り当てるポート番号の範囲内の番号を指定した場合，その番号はほかのプ

ログラムに使用されているおそれがあります。使用されていた場合，組み込みDB

を開始できません。 

5555））））    SSSSHHHHMMAX MMAX MMAX MMAX 共共共共用用用用メメメメモモモモリーセグメントサイリーセグメントサイリーセグメントサイリーセグメントサイズズズズのののの上限値上限値上限値上限値  

～〈～〈～〈～〈符号符号符号符号なしなしなしなし整整整整数数数数〉〉〉〉（（（（単単単単位位位位：：：：メメメメガガガガババババイトイトイトイト））））((((((((6666～～～～2047204720472047))))))))  

性能向上を目的としてグローバルバッファ用の共用メモリーセグメントサイズの上限値を変

更する場合に，このオペランドの設定値を変更します。  

このオペランドには，グローバルバッファ用の共用メモリーセグメントサイズの上限値をメガ

バイト単位で指定します。なお，JP1/AJS2 では 100を設定しています。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  
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• Windows の場合の共用メモリーは，共用メモリーファイルとして組み込み DB運用

ディレクトリがあるディスクに確保されます。このため，ディスクの空き容量が十分で

ないと，ディスク容量不足になります。  

• UNIXの場合，次に示す条件を満たすときはその分の共用メモリーを確保できない

ため，組み込みDBを開始できません。 

    SSSSHHHHMMAXMMAXMMAXMMAX のののの値値値値＞＞＞＞sssshhhhmmammammammaxxxxのののの値値値値 

• UNIXの場合の共用メモリーセグメント数はOSのオペレーティングシステムパラメタ

shmmni および shmseg（Solaris の場合は shminfo_shmmin および shminfo_shmseg，

Linuxの場合はSHMMINおよびSHMSEG）の制限を受けます。このため，グローバ

ルバッファ用の共用メモリーセグメントを複数確保する場合，この制限を超えて共

用メモリを確保できないことがあります。この場合，次に示すどれかの処置をしてく

ださい。 

・グローバルバッファ面数を小さくする 

・shmmni および shmseg の値を大きくする 

・不要なグローバルバッファを削除する 

shmmax，shmmni，shmseg については，OS のマニュアルを参照してください。  

(2)(2)(2)(2)    シングルサーバシングルサーバシングルサーバシングルサーバ定義定義定義定義 

組み込みDBシステム管理者が設定値を変更できるシングルサーバ定義のオペランドについて説明しま

す。シングルサーバ定義ファイルのパス名を次に示します。このファイル中に設定されているオペランド

の値を変更してください。 

• Windows の場合：組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB運用運用運用運用デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ\conf\ajs2  

• UNIXの場合：組組組組みみみみ込込込込みみみみ DBDBDBDB運用運用運用運用デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ/conf/ajs2 

注意  

ここで説明していないオペランドの値は変更しないでください。変更した場合，JP1/AJS2

が誤動作することがあります。  

  

番号番号番号番号    形形形形式式式式    

1 set pd_work_buff_size = 作業表用バッファ長 

2 set pd_lck_pool_size = 排他制御用プールサイズ 

1111））））    pd_worpd_worpd_worpd_workkkk____buffbuffbuffbuff_si_si_si_sizzzze e e e ====    作業表用作業表用作業表用作業表用ババババッファッファッファッファ長長長長  

～〈～〈～〈～〈符号符号符号符号なしなしなしなし整整整整数数数数〉〉〉〉（（（（単単単単位位位位：：：：キキキキロロロロババババイトイトイトイト））））((((((((128128128128～～～～1000000100000010000001000000))))))))  

組み込みDBが作成する作業表のバッファの大きさをキロバイト単位で指定します。この

オペランドの値は JP1/AJS2 のリソース計算に使います。なお，JP1/AJS2 では 128 を設定

しています。  
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2222））））    pd_pd_pd_pd_lcklcklcklck_poo_poo_poo_poollll_si_si_si_sizzzze e e e ====    排他制御排他制御排他制御排他制御用用用用プールサイプールサイプールサイプールサイズズズズ  

～〈～〈～〈～〈符号符号符号符号なしなしなしなし整整整整数数数数〉〉〉〉（（（（単単単単位位位位：：：：キキキキロロロロババババイトイトイトイト））））((((((((1111～～～～2000000200000020000002000000))))))))  

排他制御で使う共用メモリー領域の大きさをキロバイト単位で指定します。なお，

JP1/AJS2 では 10000を設定しています。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

このオペランドの指定値が小さ過ぎると，JP1/AJS2 のアクセスがエラーリターンすることが

あります。   
6.6.6.6.    障害障害障害障害対対対対策策策策にににに関関関関するするするする検討検討検討検討    

この章では，JP1/AJS2 に必要な障害対策の検討について説明します。 

JP1/AJS2 の障害対策には，バックアップと冗長化が必要です。システムに万一の不測の事態が発生し

ても少ない影響でシステムを復旧させるために，事前に対策を検討しておくことが大切です。  
6.16.16.16.1    バックアップバックアップバックアップバックアップととととリカバリーリカバリーリカバリーリカバリーについてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

この節では，JP1/AJS2 のバックアップとリカバリーの検討について説明します。システムが壊れるなど不

測の事態に備えて，バックアップするのはシステム管理者の重要な責任の一つです。 

• ディスクが壊れて，JP1/AJS2 が動作しなくなった。  

• 誤ってジョブネットを削除してしまい，元の設定がわからなくなった。  

• 誤って JP1/AJS2 のファイルを OS の操作で消してしまった。  

このような状況は，どのシステムにも起こり得る問題です。これらの問題は，あらかじめ JP1/AJS2 の情報

をバックアップしておくことで影響を最小限に抑えることができます。バックアップの計画を立て，実行し

てください。また，バックアップと合わせて必ずリカバリーの方法を検討し，実際にシステムが復旧できる

ことを確認してください。 

ここでは，JP1/AJS2 を使用するシステムのバックアップおよびリカバリーについて説明します。ここでの説

明を基に，システム全体のバックアップ計画の一部として，JP1/AJS2 のバックアップ・リカバリーを検討し

てください。 
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6.1.16.1.16.1.16.1.1    バックアップバックアップバックアップバックアップととととリカバリーリカバリーリカバリーリカバリーのののの方法方法方法方法    

JP1/AJS2 のバックアップを実施する場合，バックアップの対象となるのは JP1/AJS2 の動作に必要な設

定情報です。設定情報が記述されたファイルや，JP1/AJS2 のコマンドを使用して設定情報を出力した結

果などをバックアップしておきます。 

リカバリー時は，システムの破壊状況に応じて，バックアップしておいた情報をシステムに反映します。バ

ックアップする情報は，JP1/AJS2 の動作に必要な設定情報だけのため，設定情報をリカバリーしたあと，

再度ジョブネットの実行登録などを行う必要があります。 

システム全体をバックアップ・リカバリーする場合，JP1/AJS2 以外のデータやアプリケーションとの整合性

を考慮する必要があります。例えば，JP1/AJS2 自体はバックアップしたある特定の時点の状態に戻すこ

とができたとしても，JP1/AJS2 から実行したユーザージョブの状態など，すべてを整合性のある状態にし

なければ何らかの問題が発生することが考えられます。この例のようにシステム全体のバックアップ・リカ

バリーをする場合は，どの状態（どの時刻）に戻すのか，整合性に問題はないか，を考慮する必要があり

ます。しかし，JP1/AJS2 のようにさまざまなプログラムと連携する製品では，全体の整合性を確保すること

は大変に困難です。仮に整合性を取るとすれば，実行するユーザージョブにさまざまな制約条件を課す

ことになり，JP1/AJS2 の本来の機能である「通常のプログラムをジョブネットに柔軟に取り込んで運用管

理する」ことができなくなります。このような背景から，JP1/AJS2 のバックアップ・リカバリーは，設定情報だ

けを対象にすることをお勧めしています。 

設定情報だけを対象としたバックアップとリカバリーの具体的な方法については，「11. バックアップとリカ

バリー」を参照してください。  
6666.1.2.1.2.1.2.1.2    バックアップバックアップバックアップバックアップ対象対象対象対象とととと時時時時期期期期    

バックアップは，JP1/AJS2 の動作に必要な設定情報を変更したときに行います。毎回すべての設定情

報をバックアップするのは負担が大きいため，変更した情報だけをバックアップすることもできます。また，

設定情報を変更したときのバックアップが漏れたときに備えて定期的に全情報をバックアップすることも

検討してください。 

JP1/AJS2 の動作に必要な設定情報を次の表に示します。 
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表表表表 6666----1111    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 のののの動作動作動作動作にににに必要必要必要必要なななな設定設定設定設定情報情報情報情報 

マニマニマニマニュュュュアアアアルルルルのののの記載個所記載個所記載個所記載個所    設定設定設定設定情報情報情報情報    設定設定設定設定情報詳細情報詳細情報詳細情報詳細    

ババババッッッッククククアアアアップップップップのののの

方法方法方法方法    

リカリカリカリカババババリーリーリーリーのののの

方法方法方法方法    

JP1/Base の設定情

報 

マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参

照してください。 

11.2.1 11.3.2 

JP1/AJS2 で使用するファイル 11.2.2(1) 11.3.3(2) 

ジョブ実行環境定義 11.2.2(2) 11.3.3(5) 

ルートジョブグループ以外のユニット定義 11.2.2(3)(a) 11.3.3(6)(a) 

ルートジョブグループの情報 11.2.2(3)(b) 11.3.3(6)(b) 

ルートジョブグループのカレンダー情報 11.2.2(3)(c) 11.3.3(6)(c) 

JP1/AJS2 - Manager

の設定情報 

JP1/AJS2 Console の設定情報 11.2.2(4) 11.3.3(8) 

JP1/AJS2 - Agent の

設定情報 

JP1/AJS2 で使用するファイル 11.2.3(1) 11.3.4(2) 

環境設定ファイル 11.2.4(1) 11.3.5(2) 

カスタムジョブアイコン 11.2.4(2) 11.3.5(3) 

アイコンイメージフォルダ 11.2.4(3) 11.3.5(4) 

JP1/AJS2 - Viewの

設定情報 

JP1/AJS2 Console View用アイコンイメー

ジファイル・背景イメージファイル 

11.2.4(4) 11.3.5(6) 

サービスのアカウント

※1
 11.2.5(1)(a) 11.3.6(1) 

ログインスクリプト

※2
 11.2.5(2)(a) 11.3.6(2) 

カーネルパラメーターの調整値

※2
 11.2.5(2)(b) 11.3.6(3) 

トラブルシュート資料採取用コマンド 11.2.5(1)(b) 

11.2.5(2)(c) 

11.3.6(4) 

クラスタ対応ツール 11.2.5(1)(c) 

11.2.5(2)(d) 

11.3.6(5) 

その他の設定情報 

メールシステムとの連携用のユーザー作

成ツール

※2
 

11.2.5(2)(e) 11.3.6(6) 

注※1  

Windows の場合だけです。  

注※2  

UNIXの場合だけです。  

 

JP1/AJS2 の動作に必要な設定情報には，動作環境情報などの固定的な情報と，システム構築時のジョ

ブネットの定義など頻繁に更新される情報があります。固定的な情報は変更のたびにバックアップできま

すが，1日に何度も変更される情報を変更のたびにバックアップするのは現実的ではありません。このよ

うな情報は，1日 1回バックアップするなどしてください。 

バックアップ計画の例を次に示します。 

開発時のバックアップ計画の例  

• ジョブネットの定義は毎日バックアップする。  

• ジョブネットの定義以外の情報は，設定変更時にバックアップする。  
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• 1 か月ごとにすべての設定情報をバックアップする。 

運用時のバックアップ計画の例  

• 設定変更時に，変更した情報をバックアップする。  

• 1週間ごとにジョブネットの定義をバックアップする。  

• 1 か月ごとにすべての設定情報をバックアップする。 

  

補足事項補足事項補足事項補足事項  

スケジューラーデータベースとして組み込みDBを使用する場合は，組み込みDBの機能

を使用してスケジューラーデータベースのバックアップおよびリカバリーを行うこともできま

す。「3.5.4 組み込みDBの信頼性向上」を参照し，バックアップとリカバリーの方法を検討

してください。   
6.26.26.26.2    冗長冗長冗長冗長化化化化についてについてについてについて検討検討検討検討するするするする    

この節では，JP1/AJS2 で対応している冗長化について説明します。万一の不測の事態に備えるには，

バックアップを実施するとともに，システムのある部分を二重化しておくことも有効です。障害が発生して

も少ない影響で正常な運用に戻すことができます。JP1/AJS2 では，ソフトウェアの冗長化（クラスタシステ

ム）とハードウェアの冗長化（データベース，ネットワーク）に対応しています。 

JP1/AJS2 でシステムのある部分を冗長化した場合の例を次の図に示します。必要に応じて導入を検討

してください。 
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図図図図 6666----1111    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ででででシシシシスススステムテムテムテムをををを冗冗冗冗長長長長化化化化したしたしたした場合場合場合場合のののの例例例例 

 

ソソソソフトフトフトフトウェアウェアウェアウェアのののの冗冗冗冗長長長長化化化化  

JP1/AJS2 では，クラスタシステムに対応しています。クラスタシステムとは，複数のサーバ

システムを連携して一つのシステムとして運用するシステムで，障害が発生しても業務を

継続できるようになります。  

クラスタシステムについては，OS やクラスタソフトなどのマニュアルを参照してください。ま

た，クラスタシステムで JP1/AJS2 を運用しているときの処理の流れについては，「16. クラ

スタシステムでの運用」を参照してください。  

データベースデータベースデータベースデータベースのののの冗冗冗冗長長長長化化化化  

JP1/AJS2 では，業務の定義情報や実行結果の管理にデータベースを使用しています。

JP1/AJS2 で使用できるデータベースは，ISAM と組み込みDBです。ISAM はハードディ

スクのミラーリング（RAID）に対応しています。また，組み込みDBでは，分散配置したデ
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ータベースの内容をほかのデータベースに反映する，レプリケーション機能があります。

そのため，障害からデータを保護でき，高信頼性を確保します。  

ネットネットネットネットワワワワークークークークのののの冗冗冗冗長長長長化化化化  

JP1/AJS2 では，複数の LAN ボードを持つサーバ（ホスト）に JP1/AJS2 - Manager，

JP1/AJS2 - Agent，または JP1/AJS2 - Viewをインストールし，そのサーバ（ホスト）から複

数の LANに接続して JP1/AJS2 を運用するシステム構成に対応しています。  

なお，JP1/AJS2 の通信設定は，JP1/Base の通信設定に従っています。JP1/Base の通信

設定については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」の JP1/Base の通信方式，およびネ

ットワーク構成に応じた JP1/Base の通信設定の記述を参照してください。   
7.7.7.7.    メンテメンテメンテメンテナナナナンスンスンスンスのののの検討検討検討検討    

この章では，JP1/AJS2 が用意するメンテナンスモードを使用した，JP1/AJS2 のメンテナンスについて説

明します。 

7.17.17.17.1    メンテメンテメンテメンテナナナナンスモードンスモードンスモードンスモード    

JP1/AJS2 が用意するメンテナンスモードは，メンテナンスをするために，システム構成中の一部の機能を

一時的に制限する機能です。 

一時的に機能が制限されるため，縮退運転となりますが，システムとしての運用が停止することはありま

せん。また，縮退運転中にメンテナンスモードによって制限された機能を使用しようとした場合，エラーに

はならないで，縮退解除後に実行されます。 

この節では，メンテナンスモードの目的と種類について説明します。 

7.1.17.1.17.1.17.1.1    メンテメンテメンテメンテナナナナンスモードンスモードンスモードンスモードのののの使用目的使用目的使用目的使用目的    

JP1/AJS2 のメンテナンスモードでできることは，ISAM データベースの再編成です。 

ISAM をデータベースに使用している場合，仮に 1日に 10,000ジョブを実行したときに，約 1年に 1回メ

ンテナンスを実施する必要があるとすると，ジョブの実行件数が倍（1日に 20,000ジョブ）になれば，再編

成の実施サイクルは半分（約半年に 1回）という計算になります。ジョブの実行件数が多くなればなるほど，

メンテナンスの頻度が高くなり，それだけ手間とコストが掛かります。 

JP1/AJS2 がメンテナンスモードを用意する前は，システムをいったん停止し，メンテナンス実施後に再起

動という形でしたが，JP1/AJS2 が用意するメンテナンスモードを使用すると，JP1/AJS2 を一時的に縮退

運転するだけでメンテナンスができます。また，メンテナンスを実施する jajs_maintain コマンドは，
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JP1/AJS2 からスケジュール実行できますので，メンテナンスを意識しないで長時間運用ができるようにな

ります。jajs_maintain コマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

コマンドリファレンス 1. コマンド jajs_maintain」を参照してください。  
7.1.27.1.27.1.27.1.2    メンテメンテメンテメンテナナナナンスモードンスモードンスモードンスモードのののの種類種類種類種類    

JP1/AJS2 が用意するメンテナンスモードは次の 2種類です。 

• マネージャー機能縮退モード  

• スケジューラー縮退モード  

次に，それぞれの縮退モードについて説明します 

    

(1)(1)(1)(1)    マネージマネージマネージマネージャャャャーーーー機能機能機能機能縮退縮退縮退縮退モモモモードードードード 

ジョブ実行が常時行われ，業務を完全停止するのが難しい場合は，「マネージャー機能縮退モード」を

使用します。この機能は，JP1/AJS2 - Managerのマネージャー機能だけを順次停止してメンテナンスを

実施できます。このモードでは，ほかのホストからのジョブ実行要求や jpqjobsub コマンドからの要求など，

ジョブ実行制御のマネージャーに対する要求を拒否します。ただし，ジョブ実行制御エージェントで変化

する状態を保持することには対応できるため，起動済みジョブの情報を消失することはありません。ただ

し，エージェントとマネージャー間で未通知のジョブ状態情報を蓄積するため，メモリーをジョブ数に比

例して消費しますので，ジョブ実行が少ない時間帯に使用してください。 

このモードでは，まずスケジューラーデータベースを順次停止し，次にジョブ実行制御のマネージャー機

能を閉塞させます。再編成に必要なメンテナンス時間は （（スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス数数数数 ＊ 4）+ 5）分程

度です。ただし，スケジューラーサービスが多数存在する場合は，再編成の並列実行機能を使用すると

総所要時間を短縮できます。並列実行機能とは，ISAM のスケジューラーデータベースを，複数個同時

に再編成する機能です。同時に再編成するスケジューラーデータベースの数は，ajsautocond スクリプト

のパラメーターとして，多重度（1～20）を指定します。指定方法については，「5.3.9(1) ISAM ファイルの

自動再編成を並列に実行させる」を参照してください。 

メンテナンス中は，すべてのデータベースアクセスプロセスの機能を停止しますが，ジョブ実行制御およ

びスケジューラーサービスは再編成が終わり次第，順次起動します。 

マネージャー機能縮退モードでメンテナンスする場合のメンテナンス範囲を次の図に示します。 
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図図図図 7777----1111    ママママネージネージネージネージャャャャーーーー機能機能機能機能縮退縮退縮退縮退モモモモードードードードででででメンメンメンメンテテテテナナナナンスンスンスンスするするするする場合場合場合場合ののののメンメンメンメンテテテテナナナナンスンスンスンス範囲範囲範囲範囲 

 

(2)(2)(2)(2)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーーラーーラーーラー縮退縮退縮退縮退モモモモードードードード 

スケジューラーデータベースとして ISAM を使用している場合で，日々の運用の中でジョブネットの定義

を定型業務などから頻繁に更新する場合は，可変長テーブル中のフラグメンテーションが発生しやすく

なります。JP1/AJS2 - Viewからの接続やジョブネットワーク要素を操作するコマンドのレスポンスが悪化

してきた場合，補助的に「スケジューラーサービスのメンテナンス機能」を使用して，メンテナンスしてくだ

さい。一つのスケジューラーサービス当たりの再編成に必要なメンテナンス所要時間は 3～4 分程度で

す。 

スケジューラー縮退モードでメンテナンスする場合のメンテナンス範囲を次の図に示します。なお，この

図では一つのスケジューラーサービスに絞ってメンテナンスをする例を示します。 
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図図図図 7777----2222    スケジュースケジュースケジュースケジューララララーーーー縮退縮退縮退縮退モモモモードードードードででででメンメンメンメンテテテテナナナナンスンスンスンスするするするする場合場合場合場合ののののメンメンメンメンテテテテナナナナンスンスンスンス範囲範囲範囲範囲 

 

7.27.27.27.2    メンテメンテメンテメンテナナナナンスンスンスンスをををを実実実実施施施施するするするする時時時時期期期期をををを見積見積見積見積もるもるもるもる    

ジョブ実行環境データベースをキュージョブ（例：非キューレス PCジョブ）として使用している場合，

JP1/AJS2 サービスを連続運用し，400 万ジョブを実行した段階で，性能劣化が 20%に達します

※
。 

スケジューラーデータベースに ISAM を使用する場合は，定型業務であれば，大きな性能低下はありま

せんが，ジョブの実行数に応じて ISAM ファイル内のレコード不連続性に伴い若干の性能低下がありま

す。 

注※  

一般的な運用の場合で，ISAMキー再利用機能を使用した場合です。業務の複雑さなど

によって，性能劣化傾向に違いがあります。また，性能劣化が業務の許容範囲内かどうか

も，運用にあわせて見積もる必要があります。ISAMキー再利用機能が有効になっていな

い場合は，数十万ジョブを実行しただけでも，性能劣化する場合があります。JP1/AJS2 

06-71 以前のバージョンからバージョンアップする場合は，キー再利用機能を有効にする

ことをお勧めします。  

仮に，1日に 10,000ジョブを実行した場合，約 1年に 1回再編成を実施する必要があります。ジョブの実

行件数が倍（1日に 20,000ジョブ）になれば，再編成の実施サイクルは半分（約半年に 1回）という計算
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になります。これを一つの目安として，ファイル中の無効領域を監視し，定期的メンテナンスを実施する

時期を見積もってください。 

なお，JP1/AJS2 サービス起動時に ISAM ファイルを自動的に再編成する「ISAM ファイル自動再編成機

能」を使用して，定期的に再編成を実施している環境では，メンテナンスモードによる再編成の必要はあ

りません。  
7.37.37.37.3    メンテメンテメンテメンテナナナナンスモードンスモードンスモードンスモードのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

メンテナンスモードを利用した縮退中は，JP1/AJS2 の機能に制限がある場合があります。運用環境およ

び実施時間帯を考慮して利用してください。 

JP1/AJS2 の機能と各メンテナンスモードとの関係を次の表に示します。 

表表表表 7777----1111    メンメンメンメンテテテテナナナナンスンスンスンスモモモモードードードードとととと縮退縮退縮退縮退時時時時のののの各各各各機能機能機能機能のののの動作動作動作動作 

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 のののの機能機能機能機能    ママママネージネージネージネージャャャャーーーー機機機機

能能能能    

縮退縮退縮退縮退モモモモードードードード    

スケジュースケジュースケジュースケジューララララ

ーーーー    

縮退縮退縮退縮退モモモモードードードード    

ジョブネットの定義 × × 

ジョブネットの実行 ○ ○ 

ジョブネットに対する操作 × × 

スケジューラー機能 

JP1/AJS2 - Viewの接続 × × 

自エージェントで実行中のジョブ終了

確認 

○ ◎ 

他エージェントで実行中のジョブ終了

確認 

○ ◎ 

サブミットジョブの登録 ×

※1
 ◎ 

ジョブの実行開始（自エージェント） ○ ◎ 

ジョブの実行開始（他エージェント） ○ ◎ 

他マネージャーからのジョブ実行 ◎ ◎ 

ジョブ実行制御機能 

JP1/OJEなどからの QUEUEジョブ実

行 

×

※1
 ◎ 

イベントの監視（自エージェント） ◎ ◎ 

イベントの監視（他エージェント） ◎ ◎ 

イベント・アクション機

能 

他マネージャーからのイベント監視 ◎ ◎ 

JP1/AJS2 Console 機

能 

JP1/AJS2 Console Agent ○

※2
 ○

※2
 

（凡例）  

◎：続行  

○：再開後に続行  

×：拒否する（操作や実行などを受け付けない）  

－：該当しない  
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注※1  

通常運用中のエラーと同様に，再実行などの対処をしてください。  

注※2  

メンテナンスモード中は，AJS2 ユニット監視オブジェクトの状態が状態不明になります。  

  

次に，縮退モードごとにメンテナンスモードの注意事項を説明します。なお，jajs_maintain コマンドの注意

事項については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス 1. コマン

ド jajs_maintain」を参照してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    マネージマネージマネージマネージャャャャーーーー機能機能機能機能縮退縮退縮退縮退モモモモードードードード使用上使用上使用上使用上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

この縮退モードになっている間は，ジョブの投入およびジョブの実行に使用するコマンドは実行できませ

ん。 

この縮退モードは，スケジューラーサービスを停止するため，スケジューラーサービス間の連携（リモート

ジョブネット・マネージャージョブネットやイベント連携・リモートコマンドによるジョブ・ジョブネット起動）を

している場合には，連携に関する機能を使用するとエラーになります。これらの機能を使用しない時間帯

にメンテナンスを実施してください。 

(2)(2)(2)(2)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーーラーーラーーラー縮退縮退縮退縮退モモモモードードードード使用上使用上使用上使用上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

この縮退モードは，スケジューラーサービスを停止するため，スケジューラーサービス間の連携（リモート

ジョブネット・マネージャージョブネットやイベント連携・リモートコマンドによるジョブ・ジョブネット起動）を

している場合には，連携に関する機能を使用するとエラーになります。これらの機能を使用しない時間帯

にメンテナンスを実施してください。  
8.8.8.8.    運用運用運用運用するするするする前前前前にににに知知知知っっっっておいたておいたておいたておいた方方方方がよいことがよいことがよいことがよいこと    

この章では，障害を事前に回避するための注意事項や運用時に留意する内容について説明します。  
8.18.18.18.1    運用時運用時運用時運用時ののののトラブルトラブルトラブルトラブルをををを未然未然未然未然にににに防防防防ぐぐぐぐためのためのためのための注意事項注意事項注意事項注意事項    

この節では，障害を事前に回避するための注意事項について説明します。 
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8.1.18.1.18.1.18.1.1    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 運用上運用上運用上運用上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項についてについてについてについて    

JP1/AJS2 運用上の注意事項を次に示します。 

    

(1)(1)(1)(1)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 がががが動作動作動作動作しているしているしているしているホストホストホストホストのののの設定設定設定設定にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 

• JP1/AJS2 サービスを起動したあとにテストなどでシステムの日時を大幅に変更した場合，

ジョブネットの実行スケジュールが影響を受けます。このため，JP1/AJS2 サービスを起動

したあとは，システムの日時を変更しないようにしてください。 

また，JP1/AJS2 の運用を開始したあとは，システムの日時を前に戻さないでください。前

に戻す必要がある場合は，スケジューラーサービスをコールドスタートしてください。詳細

は，「15.13.3 システムの日時を変更する」を参照してください。 

• JP1/AJS2 は自ホスト名から IP アドレスが解決できる環境で動作させてください。自ホスト

名から IP アドレスが解決できない環境では，JP1/AJS2 は起動できません。  

• システムで使用している文字コードが EUCの場合で，かつ，コマンド実行結果として表示

される文字列に日本語が含まれる場合，実行結果の表示がずれることがあります。  

• デーモンの文字コードと異なる文字コードでコマンドを実行すると，実行するコマンドによ

っては統合トレースログにはそれぞれの文字コードでメッセージが出力されます。  

• JP1/AJS2 がファイルを作成または参照するディレクトリおよびファイルについては，NFS マ

ウントされたディスク上のディレクトリおよびファイルを指定できません。指定した場合の動

作については保証できません。  

(2)(2)(2)(2)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーサーーラーサーーラーサーーラーサービビビビススススにににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 

• スケジューラーサービスをコールドスタートした場合，実行登録済みのジョブネットの結果

情報をすべて消去してからスケジューラーサービスを開始するので，実行結果はすべて

無効になります。したがって，コールドスタートのあとには，ジョブネットの再実行登録が必

要です。  

• JP1/AJS2 で退避したユニット定義情報を回復すると，退避元と回復先のネストジョブネット

のスケジュール定義が異なる場合があるので注意が必要です。 

この現象について，次に示します。 

（（（（原因原因原因原因）））） 

次の 1～3 の条件をすべて満たした場合に発生します。 

1. スケジュールルールを持つルートジョブネットをコピーし，ネストジョブネットとして

定義する。  
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2. 1.のネストジョブネットを含むジョブネットワーク要素を次に示す機能を使用して退

避する。 

・ajsbackup コマンド 

・ajsexport コマンド 

・ajsprint コマンド 

・JP1/AJS2 - Viewの退避機能 

3. 2.で退避したジョブネットワーク要素を次に示す機能を使用して回復する。 

・ajsrestore コマンド 

・ajsimport コマンド 

・ajsdefine コマンド 

・JP1/AJS2 - Viewの回復機能 

（（（（結果結果結果結果）））） 

（原因）の 1～3 の条件をすべて満たした場合，次の結果になります。 

o 退避元のネストジョブネットのスケジュール定義 

「上位のジョブネットに依存する」のスケジュール定義が有効となります。  

o 回復先のネストジョブネットのスケジュール定義 

設定されているスケジュールルールの定義が有効となります。  

（（（（対処対処対処対処）））） 

スケジューラーサービスの環境設定パラメーターAJSPRINTNETSCHPRFに「no」を設定後，

退避・回復を実行することで，退避元と回復先のユニット定義情報が一致するようになりま

す。この設定は JP1/AJS2 08-00以降を新規にインストールした場合，初期状態で設定さ

れています。08-00 より前のバージョンからバージョンアップインストールした場合で，この

設定をしていない場合は必要に応じて設定してください。 

スケジューラーサービスの環境設定パラメーターAJSPRINTNETSCHPRFの設定方法に

ついては，次に示す個所を参照してください。 

Windows の場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 4.7.4 ネストジ

ョブネット定義パラメーター出力時のスケジュールルールの出力方法の変更」  

UNIXの場合  

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 14.1 スケジュ

ーラーサービス環境の設定」  

(3)(3)(3)(3)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 でででで使用使用使用使用するするするするデータベースデータベースデータベースデータベースにににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 

• ジョブネットやジョブの実行中に，システム障害などで JP1/AJS2 のサービスの処理が中断

した場合，JP1/AJS2 のデータベースファイルの内容に不整合が発生することがあります。

これは，キャッシュメモリー上の内容がディスクに書き込まれない場合に発生します。不整
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合が発生した場合，JP1/AJS2 のサービスを起動しても，処理途中だったジョブネットに対

する操作は保証できません。システム障害などで JP1/AJS2 のサービスの処理が中断した

場合には，JP1/AJS2起動前にデータベースファイルを再編成してください。なお，データ

ベースの再編成に失敗した場合には，再編成できなかったデータベースファイルを再作

成または JP1/AJS2 をコールドスタートしてください。  

• データベースの種類に ISAM を設定しているスケジューラーサービスをコールドスタートす

る場合，データベースには何もアクセスしてない状態（JP1/AJS2 - View をログオフして，

JP1/AJS2 のコマンドが使用されていない状態）でコールドスタートしてください。アクセスし

ている状態でコールドスタートすると，登録済み情報のクリアー処理に失敗しサービスが

起動できません（Windows イベントログ，または syslog ファイルに KAVS0218-E メッセージ

を出力して異常終了します）。  

• JP1/AJS2 のスケジューラーデータベースに ISAM を使用する場合，ジョブネットワーク要

素を操作するコマンドを同時に複数実行したり，JP1/AJS2 - Viewから多数の接続を行う

場合，ISAM のロック資源確保の競合が発生します。このとき，各プロセスのプライオリティ

（OS のタスクスケジューリングの優先順位）が異なると，ロック資源確保のバランスに偏りが

発生します。この影響によって，プライオリティの低いプロセス（ジョブネットワーク要素を操

作するコマンドや，JP1/AJS2 - View と連携する ajsmonsvrプロセス）が滞留し，プライオリ

ティの高いプロセス（JP1/AJS2 スケジューラーサービス）がロック資源を確保するために

CPUを大量に使用する状況となり，JP1/AJS2 の処理性能が低下することがあります。逆

にサービスのプライオリティが低く，ジョブネットワーク要素を操作するコマンドや

ajsmonsvrプロセスのプライオリティが高い場合にも同様で，ジョブネットやジョブの起動が

滞留する状況となります。このため，ジョブネットワーク要素を操作するコマンドを実行する

場合は，サービスと同一のプライオリティで動作する環境で使用してください。 

UNIXの場合は，nice値の違いによって顕著に現象が発生することがあるため，プロセス

起動時の nice値に注意してください。 

o ジョブネットワーク要素を操作するコマンドを実行する場合 

JP1/AJS2 サービスと同一の nice値でコマンドを実行してください。 

o JP1/AJS2 Monitorサービスを起動する場合 

JP1/AJS2 サービスと同一の nice値で JP1/AJS2 Monitorサービスを起動してくだ

さい。 

o JP1/AJS2のジョブとしてジョブネットワーク要素を操作するコマンドを実行する場合

（ジョブにスクリプトを指定して，そのスクリプト内でジョブネットワーク要素を操作す

るコマンドを実行する場合も含みます） 

ジョブネットの「優先順位」のパラメーターを，標準の「なし」から「3」に変更してくだ

さい。この設定により，JP1/AJS2 サービスを nice値 20で起動した場合，「なし」は

+20で 39（nice値の上限は 39 のため 39 に丸められます）になりジョブの優先順位

が最も低くなりますが，「3」は+0で 20に設定されサービスと同一の nice値でジョブ

が起動されるため，偏りが発生しにくくなります。 

• JP1/AJS2 で使用するデータベースは，再編成運用が必要です。 

07-00の標準である，ISAM のキー再利用機能を使用している場合は，可変長データを保
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持するテーブルで，徐々に性能劣化が発生しますので，400 万ジョブ実行時点で，再編

成を行う運用を計画してください。 

また，次のファイルが 20 メガバイトを超えないように監視してください。 

o スケジューラーデータベースの AJSSTAT.K01（ただし，ISAM 使用時。テーブル名

プリフィックスをデフォルトの「AJS」と指定した場合のファイル名です）  

o ジョブ実行環境データベースの JPQJOBINFO.K02  

このポイントを超えても再編成をしないで運用を続けると，性能が急激に悪化する場合が

あります。特に，06-71 以前のデータベースをそのまま使用し，ISAM のキー再利用機能を

使用していない場合は必ず監視してください。キー再利用機能の設定については，

「9.2.1 ISAMキー再利用の設定」を，ISAM データベースの再編成については，「15.14.3 

ISAM データベースを再編成する」を参照してください。 

なお，スケジューラーデータベースに組み込みDBを使用している場合であっても，ジョブ

実行環境データベースには ISAM を使用していますので，ISAM データベースの再編成

運用は必要です。 

スケジューラーデータベースに組み込みDBを使用している場合，空き領域再利用の設

定を有効にした上で，ajsembdbreclaim コマンドを定期的に実行することで，長時間の運

用ができます。大きな運用変更（大規模ジョブネットの削除や登録解除操作など）があっ

た場合は，ajsembdbstatus コマンドで，未使用セグメント数を確認してください。運用を続

けていく上で，使用済みセグメント数が 80%を超える場合（JP1/AJS2 のセットアップスクリプ

トによる，組み込みDBの標準セットアップでは，80%，90%，100%使用したタイミングで，

syslog ファイルまたはWindows イベントログに，KFPH00211-I メッセージが出力されます），

再利用効率が悪くなっていることが考えられますので，再編成を実施してください。 

• JP1/AJS2 で使用する ISAM データベースは，テーブルを構成するファイルのサイズが 2

ギガバイトを超えられません。 

ISAM のデータファイルのサイズは，テーブル内に格納されるピーク時のレコード件数によ

って決まります。 

運用によってファイルが肥大化しやすいテーブルについては，次の目安によりファイルサ

イズを制御できます。 

なお，2ギガバイトに近くになると，ディスク I/Oの増加による性能低下や，再編成時の作

業ディスク容量を確保できないなどの問題が発生するおそれがありますので，レコード件

数を削減してできるだけファイルサイズが小さくなるような運用を検討してください。 

o スケジューラーデータベースの AJSSTATテーブル 

最大で約 139万件のレコードが格納できます。 

1 個の登録済みルートジョブネット当たりで必要なレコード件数は，「（ルートジョブルートジョブルートジョブルートジョブ

ネットネットネットネットおおおおよよよよびびびび下下下下層層層層ののののネストジョブネットネストジョブネットネストジョブネットネストジョブネット・・・・ジョブジョブジョブジョブのののの総総総総数数数数）*（保存保存保存保存世代世代世代世代数数数数 + 確確確確定実行定実行定実行定実行

登録登録登録登録したしたしたした予予予予定定定定世代世代世代世代数数数数 + 1）」（保存世代数には，起動条件成立により生成された枝

番実行世代数も含みます）です。登録済みルートジョブネットすべてで算出し，加

算した総和が総レコード件数となります。 



 311

したがって，このテーブルのファイルサイズは，ルートジョブネット内に存在するユ

ニット数，保存世代数，確定実行登録時に指定する登録期間や予定世代数に対

応して増加しますので，これらの数を必要最小限にとどめる構成で運用するように

してください。また，ジョブネットの実行結果を参照する必要がなくなった時点で，

こまめに登録解除するようにしてください。 

特に，次のような運用を行う場合は，ファイルサイズ（レコード件数）の見積もりを十

分に実施してください。 

配下配下配下配下ののののユユユユニニニニットットットット数数数数がががが多量多量多量多量ななななルートジョブネットルートジョブネットルートジョブネットルートジョブネットでででで運用運用運用運用するするするする場合場合場合場合 

 保存世代数を小さくしてください。 

 複数ユニットを一つに束ねるなどユニット数を減らしてください。 

起動条件起動条件起動条件起動条件をををを使用使用使用使用してしてしてして数数数数秒秒秒秒～～～～数分数分数分数分ののののオオオオーダーーダーーダーーダーでででで起動条件起動条件起動条件起動条件がががが頻繁頻繁頻繁頻繁にににに成立成立成立成立するするするする場合場合場合場合 

 起動条件成立間隔・回数，保存世代数をできるだけ削減してください。 

 起動条件使用時は，このテーブルに最大で次のレコード数が保持されます。 

 （保存保存保存保存世代世代世代世代数数数数 * 保存保存保存保存世代世代世代世代数数数数） 

長期長期長期長期間間間間ににににわわわわたりたりたりたり確確確確定実行登録定実行登録定実行登録定実行登録をするをするをするをする場合場合場合場合 

 ジョブネット内のユニット数を減らしてください。 

 短期間の確定実行登録を繰り返し行う運用にしてください。 

o ジョブ実行環境データベースの JPQJOBINFOテーブル 

最大で約 36万件のレコードが格納できます。ただし，ジョブ起動性能に最も影響

を及ぼすテーブルですので，性能低下を防ぐため，格納データ件数は 20 万件を

目安にしてください。 

ジョブ実行情報保存日数内で稼働したジョブの数が総レコード件数となりますので，

保存日数を小さくするとファイルサイズが肥大化しにくくなります。 

• UNIXで，スケジューラーデータベースとして，組み込みDBを使用する場合，サービス起

動時およびジョブネットワーク要素を操作するコマンドの LANG環境変数には，組み込み

DBサーバセットアップ時と同一の文字コードを指定してください。 

o ジョブネットワーク要素を操作するコマンドを実行する場合 

コマンドを実行するターミナルまたはコマンドを実行するスクリプトに，あらかじめ

LANG環境変数を設定し，export してください。 

o JP1/AJS2 Monitorサービスを起動する場合 

JP1/AJS2 Monitorサービス起動時には，あらかじめ LANG環境変数を設定し，

export してください。 

o JP1/AJS2 サービスを起動する場合 

次のファイルの LANG環境変数を正しく設定しておいてください。 

物理ホストの場合：「/etc/opt/jp1ajs2/conf/jp1ajs_env.conf」 

論理ホストの場合：「jp1ajs2_setup_cluster ココココママママンドンドンドンドでででで指指指指定定定定したしたしたした共共共共有有有有デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ

/jp1ajs2/conf/jp1ajs_env.conf」 

なお，このパラメーターは，JP1/AJS2 サービス全体の LANG環境変数による文字

コード環境を変更しますので注意してください（通常，JP1/AJS2稼働環境の文字
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コードは統一しますので，組み込みDB稼働環境に限らず設定が必要な項目で

す）。 

• スケジューラーデータベースに組み込みDBを使用する場合，JP1/AJS2 - Viewを接続し

たまま JP1/AJS2 サービスをコールドスタートすると，スケジューラーサービスのコールドス

タート処理は JP1/AJS2 - Viewの終了を待ちます。このため，スケジューラーサービスをコ

ールドスタートする場合には，必ず JP1/AJS2 - Viewを切断してください。  

(4)(4)(4)(4)    そのそのそのその他他他他のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

• 一つのジョブネットの中に，大量のジョブネットやジョブの定義をしたり，関連設定を多用し

たりすると，JP1/AJS2 - Viewの操作性や性能が低下します。操作性や性能を考慮する場

合，ジョブネットは 2～3 段の階層に分け，一つのジョブネットの中に定義するユニット数は

50～80 程度にすることをお勧めします。  

• ジョブネットワーク要素の定義内容に機種依存文字を使用しないでください。機種依存文

字を使用した場合，文字化けするおそれがあります。  

• Windows のシャットダウンは，JP1/AJS2 の停止完了を待ちません。JP1/AJS2 の稼働中に

シャットダウンを実行すると，JP1/AJS2 のデータファイルが壊れるなどの問題が発生する

おそれがあります。 

o PCジョブにOS のシャットダウンコマンドを登録して実行しないでください。ジョブの

自動運用で OS をシャットダウンしたい場合は，JP1/Power Monitorをインストール

し，アクションジョブの「ローカル電源制御ジョブ」を実行する運用を検討してくださ

い。  

o 手動でシステムを終了する場合，JP1/Power Monitorの電源制御コマンド

（aompwconコマンド）を実行してください。JP1/Power Monitorをインストールしない

で手動でシャットダウンを実行する場合は，JP1/AJS2 のサービスを手動で停止し

たあとにシャットダウンを実行してください。  

• JP1/AJS2 で使用できる文字については，「5.6.1 システムで使用する言語種別を検討す

る」を参照してください。  
8.1.28.1.28.1.28.1.2    保存世代保存世代保存世代保存世代数数数数にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項    

ルートジョブネットおよびルートリモートジョブネットの保存世代数の設定には，1～99（保存世代数の拡

張機能を使用した場合は 1～999）を指定できます。この保存世代数に関して，次に示す条件のジョブネ

ットに対して登録解除の操作をすると，登録が解除されるのに長い時間が掛かってしまいます。 

• 保存世代数に 30以上を指定しているジョブネット  

• 保存世代数が 10以上で，かつ起動条件を使用しているジョブネット  
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そのため，ほかのジョブネットの起動条件監視が，「監視打ち切り終了」状態になったり，ジョブネットが正

しく実行されなくなったりする場合があります。 

この現象は，スケジューラーサービスの登録解除処理の設定が，デフォルトで「同期型」に設定されてい

るのが原因です。登録解除処理の設定が「同期型」だと，登録解除対象の世代数が大量であればある

ほど登録解除に多大な時間を必要とします。その登録解除に掛かる巨大な時間が，ほかのジョブネット

の実行動作に影響を与えてしまいます。 

この現象を回避するには，登録解除処理の設定を「非同期型」にすることで対処してください。スケジュ

ーラーサービス（AJSROOT1）の登録解除処理を非同期型にする例を挙げて，設定方法を次に示します。

なお，この設定方法は，この設定をする前に実行していたジョブネットの登録情報を必要とする場合と必

要としない場合で，手順が異なります。必要に応じて，どちらかの手順を参照してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    実行実行実行実行していたしていたしていたしていたジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットのののの登録情報登録情報登録情報登録情報をををを必要必要必要必要としないとしないとしないとしない場合場合場合場合のののの手手手手順順順順 

実行していたジョブネットの登録情報を必要としない場合の手順を次に示します。 

1. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススおおおおよよよよびびびび JP1/AJS2 MonitorJP1/AJS2 MonitorJP1/AJS2 MonitorJP1/AJS2 Monitor サーサーサーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする。。。。  

2. エエエエデデデディィィィターターターターなどでなどでなどでなどで，，，，次次次次のののの内容内容内容内容をををを記記記記述述述述したしたしたしたテキテキテキテキストファイルストファイルストファイルストファイルをををを作作作作成成成成するするするする。。。。 

［{JP1_DEFAULT | 論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}\JP1AJSMANAGER\AJSROOT1］ 

"BACKGROUNDLEAVE"="yes" 

3. 「「「「jbjbjbjbssetssetssetssetccccnnnnffff    テキテキテキテキストファイルストファイルストファイルストファイル名名名名」」」」ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

スケジューラーサービスの環境設定をします。 

Windows の場合は Administrators 権限を持つユーザーで，UNIXの場合はスーパーユー

ザー権限を持つユーザーでコマンドを実行します。 

4. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススををををコールドスタートコールドスタートコールドスタートコールドスタートするするするする。。。。  

(2)(2)(2)(2)    実行実行実行実行していたしていたしていたしていたジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットのののの登録情報登録情報登録情報登録情報をををを必要必要必要必要とするとするとするとする場合場合場合場合のののの手手手手順順順順 

実行登録情報を必要とする場合は，次に示す手順に従い移行作業を実施してください。 

1. 上記上記上記上記のののの手手手手順順順順 1111～～～～3333 をををを実実実実施施施施するするするする。。。。  

2. JP1/AJS2 MonitorJP1/AJS2 MonitorJP1/AJS2 MonitorJP1/AJS2 Monitor サーサーサーサービビビビススススをををを起動起動起動起動するするするする。。。。 

Windows の場合  

［コントロールパネル］の［サービス］で JP1/AJS2 Monitorサービスを開始します。  

UNIXの場合  

スーパーユーザー権限を持つユーザーで次に示すコマンドを実行します。  

/etc/opt/jp1ajs2/ajsinetd_startstop start  
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3. 実行登録実行登録実行登録実行登録情報情報情報情報をををを非同期型非同期型非同期型非同期型にににに変変変変換換換換するするするする。。。。 

次に示すコマンドを実行します。 

Windows の場合  

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\tools\ajsregcnv -F スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス名名名名  

（例）スケジューラーサービス名が「AJSROOT1」の場合  

    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\tools\ajsregcnv -F AJSROOT1  

UNIXの場合  

/opt/jp1ajs2/tools/ajsregcnv -F スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス名名名名  

（例）スケジューラーサービス名が「AJSROOT1」の場合  

 /opt/jp1ajs2/tools/ajsregcnv -F AJSROOT1  

4. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススをををを起動起動起動起動するするするする 

Windows の場合  

［コントロールパネル］の［サービス］で JP1/AJS2 サービスを開始します。  

UNIXの場合  

スーパーユーザー権限を持つユーザーで次に示すコマンドを実行します。  

/opt/jp1ajs2/bin/jajs_spmd   
8.1.38.1.38.1.38.1.3    保存世代保存世代保存世代保存世代数数数数とととと性能性能性能性能とのとのとのとの関関関関係係係係    

保存世代数とは，ジョブネットの実行結果として保存される世代数のことです。保存世代数は，ルートジョ

ブネットに設定できます。保存世代数を設定すると，設定した世代分（回数分）の実行結果を［デイリース

ケジュール］ウィンドウおよび［マンスリースケジュール］ウィンドウ，または ajsshowコマンドで確認できます。

保存世代数は，1 から 99 まで設定できますが，JP1/AJS2 - Managerのスケジューラーサービスの環境設

定で，最大 999世代まで保存世代数を持つようにすることができます。 

しかし，保存世代数の増加は，そのジョブネットの規模と関連して「保存保存保存保存世代世代世代世代数数数数 ＊ 登録登録登録登録ユユユユニニニニットットットット数数数数」で

求まるレコード数の増加となります。そのため，データベースにアクセスする操作に多大な影響を及ぼし

ます。保存世代数に設定する値は，システム性能への影響を十分配慮した上で決定してください。影響

を受ける主な機能（処理）を次に示します。 

• 実行登録解除  

• JP1/AJS2 - Viewの［マンスリースケジュール］および［デイリースケジュール］ウィンドウの

表示  

• 起動条件成立時の世代作成処理  

• ajsshowなどのコマンド実行  

• ジョブ実行  
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これらの処理が実行される上で，レコード数の増加とその処理時間は比例傾向にあります。システム性

能によって異なりますが，何も負荷のない状態で，例えば 100 万レコードを実行登録解除する場合には，

その処理時間は 1～2 分程度，［マンスリースケジュール］ウィンドウを表示する場合には，8～10分程度

掛かってしまいます。対して，10万レコードを実行登録解除する場合，その処理時間は数秒程度，［マン

スリースケジュール］ウィンドウを表示する場合には，1～2 分程度になります。システム負荷が高い（CPU

使用率が高い，ディスクアクセス頻度が高いなど）場合には，さらに時間が掛かります。この場合，ジョブ

ネットの規模を 2～3 階層にし，50～80程度のユニット構成（推奨構成）にすると，最大保存世代数を 999

に設定したとしても運用に耐えられる計算になります。 

このことから，保存世代数を多く設定したい運用では，ジョブネットの規模が小さくなるように設計し，規模

の大きなジョブネットで運用したい場合には，その保存世代数は小さくするというように，保存世代数とユ

ニット数のバランスを考えて設定することを検討してください。 

さらに，登録解除処理中に別のジョブが実行されているのと同時に，［マンスリースケジュール］ウィンドウ

で状態監視している場合など，処理が並行して行われる運用を考慮し，保存世代数，ジョブネット規模

は少なめに見積もるように設計してください。 

なお，上記の実行登録解除の処理時間は「8.1.2 保存世代数に関する注意事項」で説明している，登

録解除処理の非同期型の設定をした場合の時間です。同期型の設定のままで登録解除した場合には，

何十分という処理時間が掛かってしまいますので，非同期型に設定することをお勧めします。 

また，起動条件を有効にしたジョブネットの場合，スケジュールごとに生成される世代と，起動条件の成

立によって生成される世代で，別々に保存世代が管理されます。そのため，保存世代数に大きい値を設

定した場合の影響が顕著に現れます。そのレコード数は，「登録登録登録登録ユユユユニニニニットットットット数数数数 ＊ 保存保存保存保存世世世世代代代代数数数数    ＊ 1111 スケスケスケスケ

ジュールジュールジュールジュール当当当当たりのたりのたりのたりの起動条件起動条件起動条件起動条件成立成立成立成立数数数数」となります。1 スケジュール当たりの起動条件成立数が多くなるような

運用では，保存されている世代で不要になった世代を定期的に削除（期間指定や日付指定による登録

解除）する運用を検討してください。起動条件が設定されているジョブネットの保存世代数を増やす場合

の注意事項の詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 解説 4.2.3(4) 

起動条件が設定されているジョブネットの保存世代数を増やす場合の注意事項」を参照してください。  
8.1.48.1.48.1.48.1.4    ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットのののの実行登録数実行登録数実行登録数実行登録数にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項    

ジョブネットの実行登録数の最大数は，2,147,483,647 個ですが，この値は，ディスクやメモリーなどの資

源や，実行性能に依存しない場合の論理値です。JP1/AJS2 で 4,000～5,000個のジョブネットを登録す

る場合，機能上の問題はありません。しかし，JP1/AJS2 でジョブネットおよびジョブを実行する場合，性

能面から次に示す点について考慮する必要があります。 
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(1)(1)(1)(1)    一一一一つつつつのののの階層階層階層階層にににに何千個何千個何千個何千個ののののジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットをををを定義定義定義定義するするするする場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

一つの階層に 5,000個のジョブネットを定義すると，性能面で問題が発生するおそれがあるので，必要

に応じて次の改善策を実施してください。この対応は，実行性能だけでなく，GUIでの監視やコマンドの

性能にも効果があります。 

• JP1/AJS2 のスケジューラーサービスを複数個起動する。  

• 配下にあるユニットの数が少ないジョブネットが多数ある場合は，できるだけ一つのジョブ

ネットにまとめるようにする。  

• ジョブグループを階層化する。 

一つのジョブグループの下にあるジョブネット数は，500個以下を目安にしてください。 

• 登録するジョブネットについて次のことに配慮する。 

o ルートジョブネットの下に 2～3 段の階層を設けてください。  

o 一つのジョブネットの中に定義するネストジョブネットおよびジョブの数は，最大で

50～80 程度にしてください。  

(2)(2)(2)(2)    業務設業務設業務設業務設計計計計時時時時のそののそののそののその他他他他のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

業務設計時のその他の注意事項に関して次に示します。 

• 保存世代数を使用した場合，「保存保存保存保存世代世代世代世代数数数数 ＊ 登録登録登録登録ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット数数数数」で求まる値が，ディス

ク容量およびリソース管理上で登録されれているジョブネット数として扱われます。そのた

め，ディスク容量などのリソース管理に留意する必要があります。  

• ジョブネットが多量に登録できることと，ジョブの同時実行数とは切り離して運用を設計す

る必要があります。システムリソースや処理性能に留意し，多量のジョブを同時に実行す

るなど，ジョブの実行量がある時期に集中する運用はしないように業務設計してください。  

• 業務の時間帯による分散，または複数 CPUでの処理分散などを考慮して運用設計してく

ださい。  

• ジョブネットを多数定義した場合，ジョブネットの登録方法（一括，分割）と登録時間，起動

開始に掛かる時間，コマンドによる一括定義・操作・表示についての性能を考慮して運用

設計してください。   
8.1.58.1.58.1.58.1.5     PC PC PC PC ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

PCジョブ使用時の注意事項を次に示します。 

• システムのリソース不足が発生した（Windows の場合） 

実行ホスト（エージェント）がWindows の場合，ある数以上のジョブを同時に実行すると，
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システムの環境によってはシステムのリソース（デスクトップヒープ領域）不足が発生し，エ

ラーになることがあります。この場合の対処方法を次に示します。 

o ほかのほかのほかのほかのアアアアプリケープリケープリケープリケーシシシションョンョンョンととととデスクトップデスクトップデスクトップデスクトップヒヒヒヒープープープープ領域領域領域領域をををを共共共共用用用用しないしないしないしない方法方法方法方法 

JP1/AJS2 サービスのアカウントをユーザーアカウントにしてください。JP1/AJS2 サ

ービスのアカウントを，ほかのサービスのアカウントやログオンユーザーと異なるユ

ーザーアカウントにすれば，デスクトップヒープ領域を共用しないで運用できます。 

o デスクトップデスクトップデスクトップデスクトップヒヒヒヒープープープープ領域領域領域領域のののの消費消費消費消費をををを少少少少ななななくくくくするするするする方法方法方法方法 

ジョブを実行するときによく使用する OS ユーザーを，JP1/AJS2 のサービスのアカ

ウントと同じにすることで，デスクトップヒープ領域の消費を少なくできます。 

• アプリケーションファイル名に空白文字が含まれている（Windows の場合） 

実行ホスト（エージェント）がWindows の場合，ファイルタイプ（拡張子）に関連づけられて

いるアプリケーションファイル名に空白文字が含まれる場合は，エクスプローラのファイル

タイプの編集で確認し，アプリケーションファイル名を「"」（ダブルクォーテーションマーク）

で囲んでください。 

• ジョブの状態が「起動失敗」になる（Windows の場合） 

Windows版の JP1/AJS2 を使用すると，ジョブの状態が「起動失敗」になることがあります。

この場合，次に示すファイルに JP1/AJS2 サービスのアカウントでアクセスできるかどうかを

確認してください。 

アクセスできない場合は，JP1/AJS2 サービスのアカウントでアクセスできるように，ファイル

のアクセス権を変更してください。 

o ジョブの実行ファイル名  

o ジョブの環境変数ファイル名  

o ジョブの標準入力ファイル名  

o ジョブの標準出力ファイル名  

o ジョブの標準エラー出力ファイル名  

o ジョブの転送元ファイル名  

• PCジョブにOS のシャットダウンコマンドを登録して実行しないでください。Windows のシャ

ットダウンはJP1/AJS2の停止完了を待ちません。JP1/AJS2が稼働中にシャットダウンを実

行すると，JP1/AJS2 のデータファイルが壊れるなど問題が発生するおそれがあります。こ

のため，PCジョブにOSのシャットダウンコマンドを登録しては実行できません。ジョブの自

動運用でシャットダウンを行いたい場合は，JP1/Power Monitorをインストールし，アクショ

ンジョブの「ローカル電源制御ジョブ」を実行する運用を検討してください。  

なお，PCジョブが起動失敗の状態になったり，異常終了したりする場合の要因や注意事項については，

「17.5.3 標準ジョブ，アクションジョブ，およびカスタムジョブの実行について」もあわせて参照してくださ

い。 
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8.1.68.1.68.1.68.1.6    UUUUNINININIXXXXジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

UNIXジョブ使用時の注意事項を次に示します。 

• UNIXで実行したジョブで設定できる終了コードの値は 0～255 です。ジョブの起動失敗や，

標準出力データまたは標準エラー出力データの取得に失敗した場合は，終了コードは-1

となります。  

• UNIX版 JP1/AJS2 を使用すると，ジョブの状態が「起動失敗」になることがあります。この

場合，次に示すファイルおよび格納先ディレクトリに JP1/AJS2 サービスのアカウントでアク

セスできるかどうかを確認してください。アクセスできない場合は，JP1/AJS2 サービスのア

カウントでアクセスできるように，ファイルおよび格納先ディレクトリのアクセス権を変更する

か，または格納先ディレクトリを変更してください。 

o ジョブの標準出力ファイル名  

o ジョブの標準エラー出力ファイル名  

o エージェントプロセス実行時のワークパス  

o ジョブ実行時のワークパス  

o ジョブ環境設定のワークディレクトリ  

o 実行 OS ユーザーのホームディレクトリ  

• UNIX版 JP1/AJS2 では，JP1/AJS2起動時のリソース制限値がジョブ実行時にも有効にな

ります。ただし，実行するジョブに制限値を指定した場合は，指定した値が有効になります。

詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイ

ド 14.2.2 マネージャー環境（JP1/AJS2 - Manager）で設定する内容」，またはマニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 14.2.3 エージェント環境

（JP1/AJS2 - Agent）で設定する内容」を参照してください。 

注意  

AIXおよび Linuxの場合，ジョブの実行ユーザーに対して，/etc/security/limits（Linuxの

場合は/etc/security/limits.conf）でリソースの制限値の定義をしても，ジョブ実行時に値

は有効になりません。JP1/AJS2起動時のユーザー（root）に対してリソース制限値を定義

してください。詳細については，「8.1.18 UNIXジョブ実行時のリソース制限値についての

注意事項」を参照してください。  

• JP1/AJS2 サービスから起動するジョブプロセスの umask値は，特に明示的な指定がなけ

れば，JP1/AJS2 サービスを起動するシェルの umask値になります。 

/etc/profile や$HOME/.profile など，ジョブ実行ユーザーのプロファイルで指定している

場合は，JP1/AJS2 サービス起動シェルの umask値にその値を上書きした値が設定されま

す。 

ジョブプロセスの umask値は，ジョブ実行ユーザーのプロファイルや，実行シェル内で明

示的に設定してください。 

また，ジョブの定義で指定する「標準出力ファイル」及び「標準エラー出力ファイル」の
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umask値を変更する場合は，「8.2.8 標準出力ファイル名・標準エラー出力ファイルの

umask値（UNIX 限定）」を参照してください。 

• JP1/AJS2 からジョブを起動した場合，JP1/AJS2 が明示的に PATH環境変数に「/bin：

/usr/bin」を設定しています。それ以外の値を設定したい場合はジョブ定義時に指定した

コマンドやスクリプトファイルでの定義，またはローカルログインスクリプトでの定義で設定

するようにしてください。  

• JP1/AJS2 サービスを自動で起動している場合，実行 OS ユーザーを root に設定してジョ

ブを実行すると，root ユーザーに設定したグループ ID と異なるグループ IDでジョブが実

行されることがあります。  

• UNIX版 JP1/AJS2で端末を必要とするユーザープログラムをジョブとして実行すると，正し

く動作しない（ジョブが異常終了する）場合があります。  

• キューレスジョブ使用時にログインシェルなどの OS ユーザー情報を変更した場合は，次

のどちらかの手順でキャッシングを消去してください。 

o ajsqlalter コマンドを，-r オプションを指定して実行する。  

o キューレスエージェントサービスを再起動する。  

なお，UNIXジョブが起動失敗の状態になったり，異常終了したりする場合の要因や注意事項について

は，「17.5.3 標準ジョブ，アクションジョブ，およびカスタムジョブの実行について」もあわせて参照してく

ださい。  
8.1.78.1.78.1.78.1.7    ジョブジョブジョブジョブ情報情報情報情報削除削除削除削除処理処理処理処理のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1/AJS2 では，ジョブ情報削除基準時刻，および JP1/AJS2起動時にジョブ実行環境で使用する ISAM

データベースからジョブ情報保存日数を経過したジョブを削除します。通常は，データファイルの更新モ

ードオプションで同期が設定されています。同期の場合，JP1/AJS2 が書き込み処理を終了するたびにメ

モリーにあるバッファーの内容をディスクに書き込むため信頼性は向上しますが，ディスク I/Oが頻繁に

行われるために処理に時間が掛かります。したがって，この処理と並行してジョブを実行すると，ジョブの

実行性能にも影響することがあります。ジョブ情報保存日数に 1日以上を指定した場合は，ジョブが多量

に実行されていない時刻を見積もってジョブ情報削除の基準時刻として設定してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    ジョブジョブジョブジョブ情報情報情報情報削除削除削除削除処理処理処理処理非非非非同期同期同期同期オオオオプションプションプションプション 

ジョブが多量に実行されていない時刻を見積もれない場合は，次のオプションを設定すると，ジョブ情報

の削除については非同期で行うことができ，ジョブ情報削除処理に掛かる時間を少なくすることができま

す。非同期にすると JP1/AJS2 での処理とは同期を取らないで OS のバッファーリングによってディスクに

書き込むため，ディスク I/O回数が減少します。そのため，削除処理と並行してジョブが実行された場合



 320

にジョブの実行性能に与える影響を抑えることができます。ただし，RAIDシステムの場合は，性能差があ

まり出ないおそれがあります。また，非同期はメモリー上で管理されている情報とディスクに書き込まれた

情報が不一致になるタイミングが発生しやすく，信頼性が低下するためクラスタ構成には向きません。運

用する環境を十分検討した上で使用してください。 

このオプションは，データファイルの更新モードオプションで同期が指定されている場合に限り有効です。

オプションを有効にする手順を次に示します。 

1. エエエエデデデディィィィターターターターなどでなどでなどでなどで，，，，次次次次にににに示示示示すすすす内容内容内容内容をををを記記記記述述述述したしたしたした設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイルをををを作作作作成成成成するするするする。。。。 

2.   

3. [{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}\JP1NBQMANAGER\Database] 

4. "DeleteFlashOption"=dword:設定値設定値設定値設定値 

  

{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}の部分は，「JP1_DEFAULT」または「論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名」のどちら

かを設定します。「設定値設定値設定値設定値」には，ジョブ情報の削除について非同期で実行する場合は

「0」を，同期で実行する場合は「1」を指定します。デフォルトは「1」です。このパラメーター

は，JP1/AJS2 の新規のインストール時，および新規のセットアップ時に「0」が設定されま

す。設定ファイルのファイル名は任意です。 

5. 「「「「jbjbjbjbssetssetssetssetccccnnnnffff    設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイル名名名名」」」」ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

設定ファイルの内容が構成定義に反映されます。 

6. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを再起動再起動再起動再起動するするするする。。。。 

変更した構成定義の内容が反映されます。 

(2)(2)(2)(2)    ジョブジョブジョブジョブ情報情報情報情報のののの保存保存保存保存日数日数日数日数をををを 0000日日日日にしたにしたにしたにした場合場合場合場合のののの効果効果効果効果およびおよびおよびおよびジョブジョブジョブジョブ情報情報情報情報のののの保存保存保存保存時間時間時間時間のののの設定設定設定設定 

ジョブ情報の保存日数を 0 日にすると，ジョブ情報はジョブが終了してから 10分後に削除されます。ジョ

ブ実行コマンドでジョブを実行している場合や，ジョブネットから実行するジョブでもジョブの終了後に実

行結果を確認しないような場合には，保存日数を 0 日にして運用すると，終了したジョブ情報は常に削

除され，ジョブ情報の増加が抑えられます。そのため，ジョブ情報削除基準時刻にまとめて大量のジョブ

を削除するということもなくなります。また，24 時間の間，常にジョブを実行するような運用や，不定期にジ

ョブを実行する運用など，ジョブ情報削除基準時刻の時間帯を見積もるのが困難な運用を行っているよ

うな場合にも有効です。 

ただし，ジョブネットからジョブを実行している場合は，ジョブの終了時に状態通知プロセスがジョブの状

態確認を行っています。その際に通信エラーなどで状態通知が失敗すると，状態通知プロセスがデフォ
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ルト 5 分のポーリング間隔でジョブの状態を監視します。その間にジョブ情報がすでに削除されていると，

ジョブ情報が参照できないためジョブは異常終了として扱われます。 

次に示すオプションを使用すると，このようなエラーが発生する場合にもジョブが終了してから削除する

までの保存時間を変更することで対処することができます。なお，この設定はジョブの保存日数を 0 日に

している場合にだけ有効です。オプションを有効にする手順を次に示します。 

1. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサーサーサーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする。。。。  

2. エエエエデデデディィィィターターターターなどでなどでなどでなどで，，，，次次次次にににに示示示示すすすす内容内容内容内容をををを記記記記述述述述したしたしたした設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイルをををを作作作作成成成成するするするする。。。。 

3.   

4. [{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}\JP1NBQMANAGER\Database] 

5. "PreserveMinute"=dword:設定値設定値設定値設定値 

  

{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}の部分は，「JP1_DEFAULT」または「論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名」のどちら

かを設定します。「設設設設定値定値定値定値」には，ジョブ情報の保存時間を 16進数で指定します。

0000000A～000005A0（10進数で 10～1,440）（単位：分）の間で指定します。デフォルトは

「dword:0000000A」（10進数で 10）です。設定ファイルのファイル名は任意です。 

6. 「「「「jbjbjbjbssetssetssetssetccccnnnnffff    設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイル名名名名」」」」ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

設定ファイルの内容が構成定義に反映されます。 

7. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを再起動再起動再起動再起動するするするする。。。。 

変更した構成定義の内容が反映されます。 

(3)(3)(3)(3)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 起動時起動時起動時起動時ににににジョブジョブジョブジョブ情報情報情報情報削除削除削除削除処理処理処理処理をををを抑止抑止抑止抑止するするするする設定設定設定設定 

ジョブ情報削除処理は，環境設定で指定したジョブ情報削除の基準時刻，および JP1/AJS2 サービス起

動時に実行されます。ジョブ情報削除の基準時刻に実行される場合は基準時刻を基点として保存日数

を超えたジョブ情報が削除の対象となります。また，JP1/AJS2 サービス起動時に実行される場合，

JP1/AJS2起動時刻を基点として保存日数を超えたジョブ情報すべてが削除の対象となります。ジョブを

大量に実行している状況でクラスタ構成によるフェールオーバーや，システム障害などによって

JP1/AJS2 サービスが再起動された場合，ジョブ情報の削除処理と競合してジョブの実行性能が低下す

ることがあります。 

次に示すどちらかのオプションを使用して JP1/AJS2 サービス起動時のジョブ情報の削除処理を抑止す

ることで，ジョブ情報の削除処理とジョブ実行の競合を回避できます。 

• JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビスススス起動時起動時起動時起動時ににににジョブジョブジョブジョブ情報削除情報削除情報削除情報削除のののの基基基基準準準準時時時時刻刻刻刻をををを基点基点基点基点としてとしてとしてとして保存保存保存保存日日日日数数数数をををを超超超超ええええてててて

いるいるいるいるジョブジョブジョブジョブ情報情報情報情報をををを削除削除削除削除するするするする。。。。 
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JP1/AJS2 サービス起動時，ジョブ情報削除の基準時刻から JP1/AJS2 サービス起動時刻

までの間に保存日数を超えたジョブ情報については削除しません。前回のジョブ情報削

除の基準時刻に JP1/AJS2 サービスが停止していてジョブ情報削除処理が実施されなか

った場合に，ジョブ情報削除の基準時刻を基点として保存日数を超えているジョブ情報

が残っていることがあります。その場合は，JP1/AJS2 サービス起動時に，これらのジョブ情

報だけを削除します。 

ジョブ情報削除の基準時刻に JP1/AJS2 サービスを停止しないでジョブ情報削除処理を

実施して，ジョブ情報削除の基準時刻を基点として保存日数を超えているジョブ情報を削

除する運用であれば，JP1/AJS2 サービス起動時のジョブ情報削除処理を抑止することが

できます。 

• JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビスススス起動時起動時起動時起動時ののののジョブジョブジョブジョブ情報情報情報情報のののの削除削除削除削除処理処理処理処理をををを抑抑抑抑止止止止するするするする。。。。 

JP1/AJS2 サービス起動時のジョブ情報削除処理を抑止します。 

JP1/AJS2 の運用を長期間停止した場合，JP1/AJS2 サービスを起動して運用を再開する

際，保存日数を経過して削除対象となるジョブ情報が大量に存在する場合があります。削

除対象となるジョブ情報が大量に存在すると，JP1/AJS2 サービス起動時のジョブ情報削

除処理によって ISAM ファイルに対する入出力が集中し，JP1/AJS2 サービス起動直後に

実行するジョブの実行性能に影響を与える恐れがあります。 

JP1/AJS2 サービス起動時のジョブ情報削除処理を抑止する設定にすると，JP1/AJS2 サ

ービス起動時にジョブ情報の削除を行わないで，基準時刻にだけジョブ情報を削除しま

す。それにより，JP1/AJS2 サービス起動直後に実行するジョブの実行性能に影響を与え

ないようにできます。 

ただし，ジョブ情報削除の基準時刻に JP1/AJS2 サービスを停止する運用の場合はこの

設定をしないでください。 

ジョブ情報削除の基準時刻に JP1/AJS2 サービスを停止する運用の場合，ジョブ情報削

除の基準時刻にジョブ情報が削除されないでに蓄積されていくため，ジョブ実行環境デ

ータベースのディスク占有量が増加しつづけます。ジョブ実行環境データベースのディス

ク占有量が増加すると，JP1/AJS2 サービスの起動に失敗したり，ジョブが実行できなくな

ったりするほか，JP1/AJS2 以外のプログラムにも影響を与えるおそれがあります。 

JP1/AJS2起動時にジョブ情報削除処理を抑止する設定と，削除処理を行うかどうかの関係について次

の表に示します。 

表表表表 8888----1111    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 起動時起動時起動時起動時ににににジョブジョブジョブジョブ情報削除情報削除情報削除情報削除処理処理処理処理をををを抑抑抑抑止止止止するするするする設定設定設定設定とととと削除削除削除削除処理処理処理処理をををを行行行行ううううかどかどかどかどううううかのかのかのかの関関関関係係係係 

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 起動時起動時起動時起動時ににににジョブジョブジョブジョブ情報削除情報削除情報削除情報削除

処理処理処理処理をををを抑抑抑抑止止止止するするするする設定設定設定設定    

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 起動時起動時起動時起動時ののののジョブジョブジョブジョブ

情報削除情報削除情報削除情報削除処理処理処理処理    

削除削除削除削除対象対象対象対象ののののジョブジョブジョブジョブ情報情報情報情報のののの基基基基

点点点点となるとなるとなるとなる時時時時刻刻刻刻    

0 ○

※
 基準時刻 

1 ○ JP1/AJS2 サービス起動時

刻 

2 × － 

（凡例）  
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○：削除処理を行う  

×：削除処理を行わない  

－：該当なし  

注※  

前回のジョブ情報削除の基準時刻にジョブ情報が削除されていれば，JP1/AJS2 サービス

起動時のジョブ情報削除処理ではジョブ情報を削除しません。  

 

この設定は，ジョブの保存日数を 1日以上に設定している場合にだけ有効です。オプションを有効にす

る手順を次に示します。 

1. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサーサーサーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする。。。。  

2. エエエエデデデディィィィターターターターなどでなどでなどでなどで，，，，次次次次にににに示示示示すすすす内容内容内容内容をををを記記記記述述述述したしたしたした設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイルをををを作作作作成成成成するするするする。。。。 

3.   

4. [{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}\JP1NBQMANAGER\Database] 

5. "StartUpDelete"=dword:設定値設定値設定値設定値 

  

{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}の部分は，「JP1_DEFAULT」または「論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名」のどちら

かを設定します。「設定値設定値設定値設定値」には，JP1/AJS2 サービス起動時にジョブ削除の基準時刻を基

点として保存日数を超えているジョブ情報を削除する場合は「0」を，JP1/AJS2 サービス起

動時刻を基点として保存日数を超えているジョブ情報を削除する場合は「1」を，JP1/AJS2

サービス起動時のジョブ情報の削除処理を抑止する場合は「2」を指定します。デフォルト

は「0」です。設定ファイルのファイル名は任意です。 

6. 「「「「jbjbjbjbssetssetssetssetccccnnnnffff    設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイル名名名名」」」」ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

設定ファイルの内容が構成定義に反映されます。 

7. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを再起動再起動再起動再起動するするするする。。。。 

変更した構成定義の内容が反映されます。  
8.1.88.1.88.1.88.1.8    リカバリージョブリカバリージョブリカバリージョブリカバリージョブおよびおよびおよびおよびリカバリージョブネットリカバリージョブネットリカバリージョブネットリカバリージョブネットのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

リカバリージョブまたはリカバリージョブネット定義時の注意事項を次に示します。なお，ここでリカバリー

ジョブと表記している場合，リカバリージョブネットのことも指しています。 
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• リカバリージョブが正常終了しても，そのリカバリージョブが定義されているジョブネットは

異常終了として扱われます。  

• リカバリージョブの後続ジョブには，リカバリージョブしか定義できません。リカバリージョブ

の後続に通常のジョブを定義した場合，そのジョブは実行されません。  

• リカバリージョブの後続ジョブとして定義したジョブは，ジョブネットが正常に実行されてい

るときには実行されません。異常終了によって先行のリカバリージョブが実行され，そのリ

カバリージョブが正常終了した場合だけ実行されます。  

• リカバリージョブおよびリカバリージョブネットの警告または異常状態は，上位ジョブネット

の状態に影響を与えません。ただし，リカバリージョブネットが開始遅延または終了遅延し

た場合は，上位ジョブネットも遅延状態となります。  

• リカバリージョブおよびリカバリージョブネットは，先行ジョブが次のどれかの異常状態にな

ったときに実行されます。 

o 異常検出終了  

o 順序不正  

o 中断  

o 強制終了  

o 起動失敗  

ただし，ウォームスタートで起動した場合やルートジョブネットを中断または強制終了した

場合には，上記の異常状態になってもリカバリージョブおよびリカバリージョブネットは実

行されません。  
8.1.98.1.98.1.98.1.9    リモートジョブネットリモートジョブネットリモートジョブネットリモートジョブネットのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

あるホストで定義したジョブネットを別のホストに転送してルートジョブネットとして実行登録できます。リモ

ートジョブネットを定義すると，リモートジョブネットの下にあるジョブネットおよびジョブの実行時の

JP1/AJS2 - Managerの負荷を分散できます。ただし，リモートジョブネットを運用する場合，次のデメリット

があります。これらの点を考慮して，リモートジョブネットを使用してください。 

• リモートジョブネットは実行先ホスト（サーバ）で即時実行登録されて動作するので，リモー

トジョブネットの下にあるジョブネットにスケジュール情報を定義しても有効になりません。  

• リモートジョブネットは，実行先ホスト（サーバ）で即時実行登録されて動作します。即時実

行登録処理が日をまたぐ場合，実行先ホストでジョブネットが繰り越し未実行になることが

あります。リモートジョブネットの運用が日をまたぐ恐れのある場合は，実行先ホストのリモ

ートジョブネットサービス名に指定したスケジューラーサービスの［繰り越し方法］の設定を

「2日」，または「無制限」に設定してください。  

• リモートジョブネットは，実行先ホスト（サーバ）上に，一意な名称のジョブグループを作成

し，その配下にリモートジョブネットと同一名称のジョブネットを作成して実行されます。し
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たがって，実行先ホストのジョブネットとマネージャーホスト側のリモートジョブネットの対応

付けを容易にするため，リモートジョブネットの名称はシステム内で一意な名称にすること

をお勧めします。  

• リモートジョブネットの実行先ホスト（サーバ）で，リモートジョブネットによって作成されたジ

ョブネットを登録解除すると，定義元ホスト（サーバ）のリモートジョブネットとの関連が失わ

れます。このため，リモートジョブネットによって作成されたジョブグループは，自動的に削

除されなくなります。また，実行先ホスト（サーバ）で，リモートジョブネットを実行するスケジ

ューラーサービスをコールドスタートした場合も同様に，リモートジョブネットによって作成

されたジョブグループは，自動的に削除されなくなります。ジョブグループが自動的に削

除されない場合は，リモートジョブネットによって作成されたジョブグループを手動で削除

してください。  

• リモートジョブネットは実行開始時にジョブネットの定義を転送するため，起動時のオーバ

ーヘッドが大きく，リモートジョブネットの下位にあるジョブの数が数個程度の場合は，ジョ

ブの定義で「実行ホスト」を指定した場合に比べると負荷が高くなります。  

• リモートジョブネットの下位にあるジョブに異常があっても，マネージャーホスト側に異常が

伝わるのは，リモートジョブネット全体が終了した時です。また，マネージャーホスト側では

リモートジョブネットの下位にある個々の状態は監視できません。  

• 異常終了したジョブから再実行しても，リモートジョブネットは一つのジョブと同じように扱

われるため，リモートジョブネットの途中からは再実行されません。  

• リモートジョブネットの実行先ホストをマネージャーホストと同じホストにすると，通常実行先

ホスト側で行う処理をマネージャーホストで行うため，ジョブネットの実行に比べて性能が

低下します。  

• リモートジョブネットの状態は，リモートジョブネットを起動してから終了するまでの間だけ

で管理されます。そのため，リモートジョブネットの終了後に，リモートジョブネットの実行先

マネージャー上で，実行されたリモートジョブネット内のユニットを再実行や状態変更して

も，マネージャー側には反映されません。 

リモートジョブネットの実行先マネージャー上で，再実行などによってジョブネットを正常終

了にしたあとに，後続を続行させる場合は，マネージャー上で，リモートジョブネットの後

続ユニットから再実行してください。 

リモートジョブネットを使用しないでジョブネットを構築する場合，ジョブネット内の各ジョブが，実行先エ

ージェントで実行されるようにジョブを作成します。この場合，ジョブネットの［詳細定義］ダイアログボック

スで「実行ホスト」に実行先エージェントのホスト名を追加します。「実行ホスト」の指定が省略されている

配下のジョブは，上位のジョブネットに指定された実行ホストで実行されます。 

なお，判定ジョブでファイルの有無を判断している場合は，ファイルの有無をリターンコードで判別できる

ようなスクリプトあるいはバッチファイルを先行ジョブとしてエージェントで実行し，判定ジョブは終了コード

で判断するように置き換えてください。 

リモートジョブネットの定義例を次に示します。 
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図図図図 8888----1111    リリリリモモモモートジョブネットートジョブネットートジョブネットートジョブネットのののの定義例定義例定義例定義例 

 

この例のジョブネットを実行した場合の流れを次に示します。 

1. 標準ジョブ A を実行する。  

2. 標準ジョブ A が正常終了したら，リモートジョブネット A を JP1/AJS2 - Manager（2）の

JP1/AJS2 - Managerサービスへ転送する。 

リモートジョブネット A は，転送先の JP1/AJS2 - Managerサービスでルートジョブネットとし

て即時実行登録されます。 

3. リモートジョブネットの標準ジョブ X，Y，および Zを順に実行する。  

4. 標準ジョブ Zが終了し，リモートジョブネット A が正常終了したら，標準ジョブ Bを実行す

る。 

注意  

転送されたリモートジョブネットは，転送先ホストで定義内容を変更したり，ジョブを追加し

たりできません。  

注意  
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転送されたリモートジョブネットは，ジョブネットの保存世代数を超えた場合，自動的に転

送先ホストから削除されます。  

注意  

リモートジョブネットの転送先ホストには，リモートジョブネット実行用のスケジューラーサー

ビスを設定しておいてください。スケジューラーサービスの追加については，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 4.7.1 スケジューラーサ

ービスの多重起動の設定」（Windowsホストの場合），またはマニュアル「JP1/Automatic 

Job Management System 2 セットアップガイド 14.7.1 スケジューラーサービスの多重起

動の設定」（UNIX ホストの場合）を参照してください。また，転送先ホストには，転送元ホス

トのホスト名と，ジョブネットを実行登録した JP1 ユーザーを，ユーザーマッピングに設定し

てください。同様に転送元ホストには，転送先ホストのホスト名と，ジョブネットを実行登録

した JP1 ユーザーを，ユーザーマッピングに設定してください。なお，リモートジョブネット

サービスはデフォルトサービス（AJSROOT1）でも運用できますが，リモートジョブネットサ

ービスと通常の業務で使用するサービスは別々のサービスにすることをお勧めします。  

注意  

リモートジョブネットを実行および登録解除すると，定義元ホストと転送先ホストに専用の

プロセスが起動されます。定義元ホストで同時に複数のリモートジョブネットを実行したり，

保存世代数の多いリモートジョブネットの登録解除をしたり，同一の転送先ホストに対して

複数のリモートジョブネットを実行したりすると，リソースを大量に消費し負荷が高くなり，処

理性能の低下やプロセス生成の失敗などの問題が発生しやすくなります。そのため，複

数のリモートジョブネットを同時に実行しないように運用することをお勧めします。  

注意  

リモートジョブネットを実行および登録解除すると，定義元ホストと転送先ホストでジョブネ

ットワーク要素を操作するコマンドが，内部的に実行されます。登録解除時は，保存世代

数分のジョブネットワーク要素を操作するコマンドが，転送先ホストで同時に実行されます。

JP1/AJS2 の見積もりを行う場合は，これらを考慮してください。   
8.1.108.1.108.1.108.1.10    標準標準標準標準出力出力出力出力ファイルファイルファイルファイル・・・・標準標準標準標準エラーエラーエラーエラー出力出力出力出力ファイルファイルファイルファイルのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

    

(1)(1)(1)(1)    標標標標準準準準出力出力出力出力ファイルファイルファイルファイル・・・・標標標標準準準準エエエエラーラーラーラー出力出力出力出力ファイルファイルファイルファイルをををを定義定義定義定義するするするする場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

ジョブの実行時に出力する標準出力ファイル・標準エラー出力ファイルを定義する場合，次の注意事項

があります。 

• ジョブネットから実行するジョブはデフォルトで標準エラー出力を取得します。標準エラー

出力の内容は，［ジョブネットモニタ］ウィンドウの［実行結果詳細］ダイアログボックスに表

示します（JP1/AJS2 が出力するエラーメッセージも含みます）。標準出力・標準エラー出
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力の内容を任意のファイルに出力したい場合は，ジョブを定義する際に標準出力ファイル

名・標準エラー出力ファイル名を指定してください。 

なお，［ジョブネットモニタ］ウィンドウの［実行結果詳細］ダイアログボックスには，JP1/AJS2

が出力するエラーメッセージも表示されます。 

• jpqjobsub コマンドから実行するサブミットジョブの場合はデフォルトでは標準出力・標準エ

ラー出力を取得しません。jpqjobsub コマンドのオプションに任意のファイル名を指定して

ください。  

• ［ジョブネットモニタ］ウィンドウの［実行結果詳細］ダイアログボックスに標準出力の内容も

表示する場合は，標準出力ファイル名と標準エラー出力ファイル名に同じファイル名を指

定してください。  

• 標準出力ファイル名と標準エラー出力ファイル名に同じファイル名を指定する場合は，追

加書きオプションの設定を一致させてください。一方に新規作成，もう一方に追加書きを

設定すると，パラメーターエラーでジョブの登録が失敗します。  

• ジョブの標準出力ファイル名または標準エラー出力ファイル名に，アクセスできないネット

ワークファイル名を指定した場合，ジョブが異常終了することがあります。正しいネットワー

クファイル名を指定してください。  

• ジョブの標準出力ファイル名または標準エラー出力ファイル名に，ネットワークファイル名

を指定している場合，指定したファイルには，次に示す権限が必要です。 

Windows の場合  

実行ホストの JP1/AJS2 サービスに設定されているアカウントで作成，参照および更新する

権限  

UNIXの場合  

ジョブの実行 OS ユーザーに指定されているアカウントで作成，参照および更新する権限  

• 環境変数ファイル名，標準入力ファイル名，標準出力ファイル名および標準エラー出力フ

ァイル名に，スクリプトファイル名や実行ファイル名と同じファイル名を指定している場合，

ジョブが異常終了することがあります。環境変数ファイル名，標準入力ファイル名，標準出

力ファイル名，標準エラー出力ファイル名には，スクリプトファイル名や実行ファイル名と

同じファイル名を指定しないでください。  

• 同時に実行する複数のジョブに，同一の標準出力ファイル名，標準エラー出力ファイル

名を指定してジョブを実行すると，標準出力や標準エラー出力の出力結果が上書きされ

ます。また，標準出力や標準エラー出力を指定したジョブを多重起動する場合も，標準出

力や標準エラー出力の出力結果が上書きされます。 

同時に実行するジョブの標準出力ファイル名，標準エラー出力ファイル名には，それぞれ

別のファイル名を指定してください。 
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(2)(2)(2)(2)    標標標標準準準準出力出力出力出力ファイルファイルファイルファイル・・・・標標標標準準準準エエエエラーラーラーラー出力出力出力出力ファイルファイルファイルファイルにににに大量大量大量大量データデータデータデータをををを出力出力出力出力するするするする場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

JP1/AJS2 では，ジョブの終了時にエージェントホストからマネージャーホストに対して標準出力ファイル

または標準エラー出力ファイルを転送しています。標準出力ファイルまたは標準エラー出力ファイルに

数メガバイトを超えるような大量データを出力するジョブを実行すると, ファイルのデータ解析処理，また

は，ファイルのデータ転送で負荷が掛かり，CPU使用率の増加や，メモリー使用量の増加など，ジョブの

実行が遅延するだけでなく，システム全体の処理に影響を与えるおそれがあります。 

また，追加書きオプションを設定すると，ジョブ実行のたびに出力データが蓄積され，転送するファイル

のサイズが増加します。この場合も，ファイルのデータ解析処理，または，ファイルのデータ転送で負荷

が掛かり，ジョブが異常終了したり，エージェントホストからマネージャーホストに対するデータ転送が遅

延したりすることがあります。 

ジョブが正常に動作しない場合は，次に示す点に注意して確認した上，それぞれの対処方法で対応し

てください。 

• 標準出力データが大量に出力される 

PCジョブやUNIXジョブの場合，ジョブの定義で「標準出力ファイル名」を明示的に指定し

ている場合にだけファイルの転送を行っており，標準出力データを大量に出力するとジョ

ブが異常終了することがあります。この場合，ジョブの定義の「標準出力ファイル名」には

何も指定しないでください。ジョブのバッチファイルやシェルスクリプト内で，標準出力をリ

ダイレクトしてください。 

ジョブの定義の「標準出力ファイル名」に何も指定しなければ，標準出力ファイルはマネ

ージャーホストに転送されません。なお，jpqjobgetコマンドまたはJpqGetJob関数でそれら

のファイルのデータの取得はできなくなります。 

• 標準エラー出力データが大量に出力される 

ジョブ定義の「標準エラー出力ファイル名」にNULLデバイスを指定してください。UNIX上

で実行するジョブの場合は"/dev/null"を記述し，Windows上で実行するジョブの場合は

"NUL"を記述してください。ジョブ定義の「標準エラー出力ファイル名」にファイル名を明

示的に指定している場合は，バッチファイルやシェルスクリプト内で，標準エラー出力をリ

ダイレクトしてください。 

この設定をすると，標準エラー出力ファイルはマネージャーホストに転送されません。なお，

jpqjobget コマンドまたは JpqGetJob 関数でそれらのファイルのデータを取得したり，

JP1/AJS2 - Viewの［実行結果詳細］ダイアログボックスで参照したりすることはできなくな

ります。 

• 標準出力ファイルや標準エラー出力ファイルの追加書きオプションを指定している 

ジョブの標準出力ファイルや標準エラー出力ファイルに追加書きオプションを指定する場

合には，ジョブの実行ごとに出力データが蓄積され，ファイルデータが増加します。このた

め，ジョブが異常終了したり，エージェントホストからマネージャーホストに対するデータ転

送が遅延したりすることがあります。この場合，追加書きオプションの設定を無効にするか，
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または標準出力データファイルや標準エラー出力データファイルを定期的に削除，退避

するようにしてください。 

なお，標準出力ファイルや標準エラー出力ファイルのファイルサイズなどに上限値を設定し，上限値を

超えたデータを破棄したり，上限値に達したことを示す警告メッセージを出力することができます。これに

よって，一部のジョブの処理でシステム全体に影響が出ないように運用することができます。設定方法の

詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.16 ファイ

ル受信制限をするための設定」(Windowsの場合），または，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 セットアップガイド 16.13 ファイル受信制限をするための設定」（UNIXの場合）を参照してくだ

さい。 

補足事項補足事項補足事項補足事項  

• この現象が発生すると，次のフォルダに「A_JPQ*_ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号」というファイルが残る

ことがあります。異常検出終了したジョブと同じジョブ番号のファイルは削除しても

問題ありません。 

 

Windows の場合：JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\tmp 

UNIXの場合：/var/opt/jp1ajs2/tmp 

 

これらのフォルダはデフォルト時です。クラスタ構成などでフォルダを変更したとき

は，変更後のフォルダにあるファイルを確認してください。 

• 標準出力データ，または標準エラー出力データを大量に出力するジョブがある場

合，マネージャーホストのジョブ実行環境のワークディレクトリに作成される一時フ

ァイル（M_JPQSTDE_ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号，または M_JPQSTDO_ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号）のデータも大量

になります。通常は，ジョブ情報削除処理実行時に保存日数を経過しているジョブ

の一時ファイルは，自動的に削除されます。しかし，一時ファイルによるディスク容

量不足などが発生した場合には，ジョブの終了後に手動で削除できます。また，

ディスク容量不足が慢性的に発生する場合には，ジョブ情報保存日数の縮小や，

ジョブのスクリプトファイル内で標準出力・標準エラー出力のリダイレクトを検討して

ください。 

なお，一時ファイルを削除した場合には，jpqjobget コマンドを使用して標準出力・

標準エラー出力ファイルを参照できなくなります。 

ジョブの詳細定義の「パラメーター」にリダイレクトを指定する例を，次に示します。 
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表表表表 8888----2222    ジョブジョブジョブジョブのののの詳細詳細詳細詳細定義定義定義定義のののの「「「「パパパパララララメーターメーターメーターメーター」」」」ににににリダイレクトリダイレクトリダイレクトリダイレクトをををを指指指指定定定定するするするする例例例例（（（（WindowsWindowsWindowsWindows のののの場合場合場合場合）））） 

定義内容定義内容定義内容定義内容    指指指指定例定例定例定例    指指指指定方法定方法定方法定方法    

標準出力ファイル，標準エラー出力ファ

イルが異なる場合（実行ファイルが exe

の場合） 

実行ファイル名：

test.exe 

パラメーター：なし 

標準出力ファイ

ル：out.txt 

標準エラー出力フ

ァイル：err.txt 

実行ファイル名：

cmd.exe 

パラメーター： 

/C test.exe 

>out.txt 2>err.txt 

標準出力ファイ

ル：なし 

標準エラー出力フ

ァイル：なし 

標準出力ファイル，標準エラー出力ファ

イルが異なる場合（実行ファイルが bat

の場合） 

実行ファイル名：

test.bat 

パラメーター：なし 

標準出力ファイ

ル：out.txt 

標準エラー出力フ

ァイル：err.txt 

実行ファイル名：

test.bat 

パラメーター：

>out.txt 2>err.txt 

標準出力ファイ

ル：なし 

標準エラー出力フ

ァイル：なし 

標準出力ファイル，標準エラー出力ファ

イルが同名の場合 

実行ファイル名：

test.bat 

パラメーター：なし 

標準出力ファイ

ル：out.txt 

標準エラー出力フ

ァイル：out.txt 

実行ファイル名：

test.bat 

パラメーター：

>out.txt 2>&1 

標準出力ファイ

ル：なし 

標準エラー出力フ

ァイル：なし 

表表表表 8888----3333    ジョブジョブジョブジョブのののの詳細詳細詳細詳細定義定義定義定義のののの「「「「パパパパララララメーターメーターメーターメーター」」」」ににににリダイレクトリダイレクトリダイレクトリダイレクトをををを指指指指定定定定するするするする例例例例（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX のののの場合場合場合場合）））） 

定義内容定義内容定義内容定義内容    指指指指定例定例定例定例    指指指指定方法定方法定方法定方法    

標準出力ファイル，標準エラー出

力ファイルが異なる場合 

スクリプトファイル名：

test.sh 

パラメーター：なし 

標準出力ファイル：

out.txt 

標準エラー出力ファ

イル：err.txt 

スクリプトファイル名：

test.sh 

パラメーター：out.txt 

2>err.txt 

標準出力ファイル：

なし 

標準エラー出力ファ

イル：なし 

標準出力ファイル，標準エラー出

力ファイルが同名の場合 

実行ファイル名：

test.sh 

パラメーター：なし 

標準出力ファイル：

out.txt 

標準エラー出力ファ

イル：out.txt 

実行ファイル名：

test.sh 

パラメーター：

>out.txt 2>&1 

標準出力ファイル：

なし 

標準エラー出力ファ

イル：なし 
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(3)(3)(3)(3)    そのそのそのその他他他他のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

• 標準出力データや標準エラー出力データの出力先に指定できるファイルは，テキスト形

式のファイルだけです。  

• 標準出力データや標準エラー出力データには，外字や機種依存文字を使用しないでく

ださい。これらの文字を使用した場合，JP1/AJS2 - Viewでは正しく表示できません。  

• 標準出力データ・標準エラー出力データは，エージェントホスト上に一時的にファイルとし

て作成され，ジョブ終了時にマネージャーホストに転送されます。これらの一時ファイルは

マネージャーホスト，エージェントホストのジョブ実行環境のワークディレクトリに，それぞれ

次に示す名前で作成されます。マネージャーホストではジョブ情報削除処理の実行時に，

エージェントホストではジョブ終了時に自動的に削除されます。 

ママママネージネージネージネージャャャャーホストーホストーホストーホスト  

M_JPQSTDE_ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号  

M_JPQSTDO_ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号  

エエエエージージージージェェェェントホストントホストントホストントホスト  

A_JPQSTDE_*_ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号  

A_JPQSTDO_*_ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号   
8.1.118.1.118.1.118.1.11    ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行制御制御制御制御ののののコマコマコマコマンドンドンドンドのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

• 列挙するジョブ数が多い 

jpqendjobshow コマンド（終了ジョブの列挙）や jpqjobshow コマンド（キューイング中のジョ

ブの列挙）の実行時に標準出力ファイルに列挙するジョブ数が多い場合，コマンドの実行

やその他の要求に時間が掛かったり失敗したりすることがあります。 

この場合の対処方法を次に示します。 

o jjjjppppqqqqendendendendjjjjoooobbbbsssshhhhowowowow ココココママママンドンドンドンドのののの対処方法対処方法対処方法対処方法 

-rnオプションで取得するジョブ情報の数を指定するか，または saオプション，-sp

オプションで取得するジョブ情報の時間範囲を指定して，一度に取得するデータ

の量を少なくしてください。 

o jjjjppppqjqjqjqjoooobbbbsssshhhhowowowow ココココママママンドンドンドンドのののの対処方法対処方法対処方法対処方法 

-uオプションで取得するジョブの所有ユーザー名を指定するか，または sオプショ

ンで取得するジョブの状態を指定して，一度に取得するデータの量を少なくしてく

ださい。この方法で回避できない場合は，通信タイムアウト時間を変更してください。

デフォルトは 10分間に設定されています。 

通信タイムアウト時間の変更手順については，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 7.32 ジョブ実行制御のマネージャープ

ロセスに対する通信タイムアウト時間の変更」（Windows の場合），またはマニュア

ル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.29 ジョブ実
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行制御のマネージャープロセスに対する通信タイムアウト時間の変更」（UNIXの場

合）を参照してください。 

また，ジョブ実行マネージャー（jpqman）では，ジョブ情報列挙時に，列挙数に応じてメモ

リーを消費しているため，列挙数が増加すると統合トレースログに KAVU4280-Eのメッセ

ージを出力して次の関数またはコマンドが失敗する場合があります。この場合，ジョブ情

報列挙時にジョブ実行制御マネージャーのメモリー消費量を少なくする設定を行うことで

回避できる場合があります。 

o jpqjobshow コマンド  

o jpqendjobshow コマンド  

o JpqOpenEnumJob 関数  

o JpqOpenEndEnumJob 関数  

設定方法の詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セッ

トアップガイド 7.31 ジョブ情報列挙時にジョブ実行制御マネージャー（jpqman）のメモリ

ー消費量を少なくする設定」（Windows の場合），またはマニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 16.28 ジョブ情報列挙時にジョブ実行制御マ

ネージャー（jpqman）のメモリー消費量を少なくする設定」（UNIXの場合）を参照してくださ

い。  
8.1.128.1.128.1.128.1.12    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- View View View View をををを長長長長時時時時間間間間使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1/AJS2 - Viewおよび JP1/AJS2 Console Viewを長時間使用すると，使用メモリー量が増加する場合

があります。このため，表示する業務の量や監視方法またはマシン環境によって異なりますが，およそ 2

日から 1週間を目安に JP1/AJS2 - Viewおよび JP1/AJS2 Console View を再起動してください。  
8.1.138.1.138.1.138.1.13    JP1/AJS2 ConsoleJP1/AJS2 ConsoleJP1/AJS2 ConsoleJP1/AJS2 Console 運用上運用上運用上運用上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1/AJS2 Consoleを運用する場合の，［詳細定義－［AJS2ユニット監視オブジェクト］］ダイアログボックス

で監視対象として指定するホスト名，システム日時の変更，および日英混在システムに関する注意事項

について説明します。 
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(1)(1)(1)(1)    ［［［［詳細詳細詳細詳細定義定義定義定義－［－［－［－［AJS2AJS2AJS2AJS2 ユニットユニットユニットユニット監視監視監視監視オオオオブジェクトブジェクトブジェクトブジェクト］］］］］］］］ダイアログダイアログダイアログダイアログボボボボックスックスックスックスでででで監視対監視対監視対監視対象象象象としてとしてとしてとして指指指指

定定定定するするするするホストホストホストホスト名名名名にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 

• 同一ホスト上の複数のルートジョブネットを監視する場合，［詳細定義－［AJS2 ユニット監

視オブジェクト］］ダイアログボックスで指定するホスト名には同じ名称を指定してください。

異なるホスト名を指定した場合は，別のホストとして認識され複数の接続が確立されます。  

• ［詳細定義－［AJS2 ユニット監視オブジェクト］］ダイアログボックスで指定するホスト名は，

JP1/AJS2 Console Viewのマシンと JP1/AJS2 Console Managerのマシンの両方で一致さ

せてください。  

• ［詳細定義－［AJS2 ユニット監視オブジェクト］］ダイアログボックスで指定するホスト名には，

「localhost」および「ループバックアドレス」を指定しないでください。  

(2)(2)(2)(2)    文字文字文字文字列列列列のののの定義定義定義定義にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 

定義する文字列には丸付き数字や絵文字などの機種依存文字を使用しないでください。 

(3)(3)(3)(3)    システムシステムシステムシステム日時日時日時日時のののの変更変更変更変更にににに関関関関するするするする注意事注意事注意事注意事項項項項 

JP1/AJS2 Console を使用している間はテストなどでシステム日時を大幅に変更しないでください。システ

ム日時を変更する場合には，変更するホスト上で動作するJP1/AJS2 Consoleを終了させておく必要があ

ります。システム日時を変更前には次の作業を実施してください。 

1. JP1/AJS2 Console Managerサービスを停止する。  

2. JP1/AJS2 Console Agent サービスを停止する。  

3. JP1/AJS2 Console View を終了させる。  

(4)(4)(4)(4)    日日日日英混在英混在英混在英混在システムシステムシステムシステムにににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 

JP1/AJS2 Console Managerのデータディレクトリの文字コードが英語の場合は，AJS2 ユニット名は英数

字（ASCII）でしか指定できません。そのため，日英混在環境の業務を監視する場合には，JP1/AJS2 

Console Managerのデータディレクトリの文字コードには日本語の文字コードを指定してください。 

また，JP1/AJS2 Console Managerの環境設定で文字コードがＣ（英語）で，監視対象とするユニット完全

名に日本語が含まれているユニットに対して監視オブジェクトの自動作成機能を使用すると，

「KAVC4635-E 自動作成する監視オブジェクト情報が記憶されていません。」のエラーメッセージが表

示されます。また，自動作成の対象となるユニットが複数ある場合には，ユニット完全名に日本語を含ま

ないユニットに対しても，自動作成されない場合があります。 

ユニット完全名に日本語を含まないユニットだけを選択して，操作してください。 

(5)(5)(5)(5)    更更更更新中新中新中新中のののの定義定義定義定義データデータデータデータのののの回回回回復復復復にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 



 335

定義データを更新中に JP1/AJS2 Console Managerを正常に終了させなかった場合，定義データが更

新中の状態のまま残ってしまうことがあります。その場合は次回ログイン時に定義データを更新前の状態

に回復する処理が実行されます。 

(6)(6)(6)(6)    関連関連関連関連プログラムプログラムプログラムプログラムのののの環境設定環境設定環境設定環境設定がががが有有有有効効効効になるになるになるになる契契契契機機機機ににににつつつついてのいてのいてのいての注意事項注意事項注意事項注意事項 

JP1/Base，JP1/AJS2 - Managerで変更した設定は，JP1/AJS2 Console Viewをログアウトするまで有効に

なりません。設定を有効にするには，一度 JP1/AJS2 Console Viewをログアウトし，再びログインしてくだ

さい。 

(7)(7)(7)(7)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 CCCConsoonsoonsoonsolllleeee View View View View かかかからららら JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- View View View View をををを起動起動起動起動するするするする時時時時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

JP1/AJS2 Console Viewから JP1/AJS2 - Viewを起動する場合で，監視対象のユニットが存在しないとき，

通常，KAVV257-Eのエラーメッセージが表示されます。 

ただし，AJS2 ユニット監視オブジェクトに指定された AJS2 ユニット名が，ユニット完全名の最大長を超え

る場合には，存在しないユニットであるにもかかわらず，JP1/AJS2 - View 起動時に，「KAVV296-E コマ

ンドラインパラメーターが長すぎます。」のエラーメッセージが表示されることがあります。 

((((8888))))    ［［［［詳細詳細詳細詳細定義定義定義定義］］］］ダイアログダイアログダイアログダイアログボボボボックスックスックスックスでででで指指指指定定定定するするするするアイコンファイルアイコンファイルアイコンファイルアイコンファイル名名名名にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 

• AJS2 ユニット監視オブジェクトと業務スコープに同一アイコンファイル名を指定すると，表

示上の区別が付かなくなりますので，同じアイコンイメージを指定しないようにしてくださ

い。  

• アイコンイメージファイルのイメージ変更は，JP1/AJS2 Console Viewを終了してから実施

してください。  

((((9999))))    ［［［［表示表示表示表示］－［］－［］－［］－［最新最新最新最新情報情報情報情報にににに更更更更新新新新］］］］をををを行行行行うううう場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

JP1/AJS2 Console では，JP1/AJS2 Console Viewから［表示］－［最新情報に更新］を行うと，監視状態が

「状態更新中」になり，処理が完了すると「監視中」になります。 

この状態更新に要する時間（「状態更新中」から「監視中」に戻るまでの時間）は長く掛かる場合がありま

すので注意してください。 

状態更新に要する時間に影響を与える主な要因としては次のものがあります。 

• JP1/AJS2 Console Managerから JP1/AJS2 Console Agentへの接続時間  

• JP1/AJS2 Console Agent から認証サーバへの接続時間  

• 一つの JP1/AJS2 Console Agentホストで監視するユニット数  

上記要因の詳細について説明します。 
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1. JP1/AJS2 Console Managerから JP1/AJS2 Console Agentへの接続時間 

［最新情報に更新］を行う際，JP1/AJS2 Console Managerは現状接続できていない

JP1/AJS2 Console Agent に対して接続処理を行います。ただし，JP1/AJS2 Console 

Agent のマシンが起動していない場合は，接続不可と判断するまでに時間が掛かるので

注意してください。 

マシンが起動していない JP1/AJS2 Console Agent に対して接続不可と判断するまでの所

要時間（単位秒）の目安を次に示しますので，必要に応じて JP1/AJS2 Console Manager

の環境設定を行ってください。なお，この時間は接続できない JP1/AJS2 Console Agent

の数には比例しません。 

T=an(1+b)+bc(1+b)/2 

     T1       T2 
2. 上記の記号の意味を次の表に示します。 

3. 表表表表 8888----4444    記記記記号号号号のののの説明説明説明説明 

記記記記号号号号    説明説明説明説明    環境環境環境環境設定設定設定設定パパパパララララメーターメーターメーターメーター    デフデフデフデフォォォォルトルトルトルト値値値値    

T 接続不可と判断するまでの所要時間 － － 

T1 接続タイムアウトの合計時間 － － 

T2 接続リトライ間隔の合計時間 － － 

a 接続タイムアウト値 IPC_CONNECTTIMEOUT 20(秒） 

b 接続リトライ回数 IPCRETRYCOUNT 3（回） 

c リトライ間隔 IPCRETRYINTERVAL 1（秒) 

n IP アドレス数

※
 － － 

4. （凡例）  

5. －：該当しません。  

6. 注※  

7. JP1/AJS2 Console Agentホストに対応する IP アドレスの数です。JP1/AJS2 Console Agent

ホストが複数ある場合は，最も IP アドレスが多い JP1/AJS2 Console Agentホストの IP アド

レス数で算出してください。  

8. （例）  

9. 接続できない JP1/AJS2 Console Agent ホストに対応する IP アドレスが一つで，JP1/AJS2 

Console Managerの環境設定がデフォルトの場合は約 90 秒掛かります。  

10.  

なお，JP1/AJS2 Console Managerの環境設定については，マニュアル「JP1/Automatic 

Job Management System 2 セットアップガイド」を参照してください。 

11. JP1/AJS2 Console Agent から認証サーバへの接続時間 

状態取得時に，対象ユニットに対して権限チェックが必要な場合，認証サーバに問い合

わせます。認証サーバとなるマシンが起動していない場合は，認証サーバへの接続不可

と判断するまでに時間が掛かるので注意してください。 

なお，この時間は JP1/AJS2 Console Agentホストで監視するユニットが属するスケジュー
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ラーサービス数に比例し，監視するユニット数には依存しません。 

次の条件が重なる場合，認証サーバに対してアクセス権限を問い合わせます。 

o JP1/AJS2 Console Agent で監視する JP1 ユーザーにマッピングされている OS ユ

ーザーが一般ユーザーである。  

o 監視するユニットを含む上位ユニットに資源グループが指定されている。  

12. 一つの JP1/AJS2 Console Agentホストで監視するユニット数 

状態更新処理は，すべての JP1/AJS2 Console Agent で監視しているユニットの状態が取

得できるまで完了しません。したがって，一つの JP1/AJS2 Console Agentホストで監視す

るユニット数に比例して状態更新に要する時間が長くなりますので注意してください。 

(1(1(1(10000))))    環境設定変更時環境設定変更時環境設定変更時環境設定変更時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

JP1/AJS2 Console Managerの環境設定で環境設定パラメーターCHARCODEを変更するとき，変更前

の値が「SJIS」および「EUC」の場合は，定義データに日本語（ASCII文字以外）が含まれていないことを

確認してください。 

定義データに日本語（ASCII文字以外）が含まれている場合は，環境設定パラメーターCHARCODEは

変更しないように注意してください。  
8.1.148.1.148.1.148.1.14    一部一部一部一部ののののジョブジョブジョブジョブのののの処理処理処理処理ででででシステムシステムシステムシステム全体全体全体全体にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼぼぼぼささささなななないためのいためのいためのいための運用方法運用方法運用方法運用方法    

JP1/AJS2は，外部から入力するデータのサイズ，件数などに制限を設け，制限を超えたデータを破棄す

ることができます。また，データ件数など徐々に増加する項目では，制限に近づいていることを示す警告

メッセージを出力できます。これによって，一部のジョブの処理でシステム全体に影響が出ないように運

用することができます。 

JP1/AJS2 がサポートしている，外部的要因によって増減する項目に対して制限できる項目を次の表に

示します。 

表表表表 8888----5555    外外外外部部部部的要的要的要的要因因因因によによによによっっっってててて増増増増減減減減するするするする項目項目項目項目にににに対対対対してしてしてして制制制制限限限限できるできるできるできる項目項目項目項目 

対象対象対象対象    項目項目項目項目    制制制制限限限限できるできるできるできる項目項目項目項目    制制制制限限限限到到到到達時達時達時達時のののの処理処理処理処理    

結果ファイル（標準

出力ファイル／エラ

ー出力ファイル）サイ

ズ 

（マネージャー側） 

結果ファイル（標準出力ファイル／エ

ラー出力ファイル）のサイズ 

警告メッセージの出力，受

信ファイルの破棄 

ジョ

ブ 

ジョブ数 システム内の最大ジョブ数，システム

内の警告ジョブ数 

警告値を超えた場合，警告

メッセージの出力，最大値

を超えた場合，起動失敗と

なる 
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キュー単位のジョブ

数 

キュー内のジョブ数の最大値 警告値を超えた場合，警告

メッセージの出力，最大値

を超えた場合，起動失敗と

なる 

キューの数 キューの最大定義数 定義エラーとなる 

エージェントの数 エージェントの最大定義数 定義エラーとなる 

排他実行リソースの

数 

排他実行リソースの最大定義数 定義エラーとなる 

転送ファイルサイズ 

（マネージャー側） 

転送ファイルのサイズ 警告メッセージの出力，受

信ファイルの破棄 

ジョブ実行時間 打ち切り時間 ジョブを打ち切り強制終了

状態となる 

ユーザージョブ プロセスごとの最大データセグメント

サイズなど 

（UNIXだけ） 

ユーザージョブの動作に従

う 

通信時間 通信タイムアウト時間 リトライ仕様に従ってリトライ

する 

起動条件成立数 監視条件（発行元ユーザー名やメッ

セージ等の条件を詳細に指定するこ

とで，想定外のイベントを制限する） 

想定外のイベントに対して

起動条件が成立しない 

起動条件イベント 起動条件の有効範囲 監視正常終了 

イベ

ントジ

ョブ 

監視時間 打ち切り時間 異常検出終了，起動条件は

監視未起動終了 

ファイ

ル 

各種ログファイルサ

イズ 

ログファイルのサイズ 次のログファイルにラップア

ラウンドする 

受信するファイルのファイルサイズなどに制限を掛けるための設定方法については，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.16 ファイル受信制限をするための設

定」（Windows の場合），またはマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

16.13 ファイル受信制限をするための設定」（UNIXの場合）を参照してください。  
8.1.158.1.158.1.158.1.15    スケジューラーサービススケジューラーサービススケジューラーサービススケジューラーサービスのののの自動起動自動起動自動起動自動起動をををを有有有有効効効効にしているにしているにしているにしている場合場合場合場合ののののデータベースデータベースデータベースデータベースのののの注注注注

意事項意事項意事項意事項    

スケジューラーデータベースとして，組み込みDBを使用する場合，JP1/AJS2 の起動時にスケジューラ

ーサービスを自動起動する設定にしていると，スケジューラーサービスが異常終了してしまう場合があり

ます。 

これは，組み込みDBの起動完了よりも，スケジューラーサービスの起動の方が早く処理されてしまうケ

ースがあるために発生します。 

スケジューラーサービスのデータベースに，組み込みDBを使用し，かつ JP1/AJS2 の起動時にスケジュ

ーラーサービスを自動起動する設定にする場合は，RDB 接続待ち合わせ機能を使用してください。 
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この機能は，指定された時間だけ RDBの接続を待ち合わせ，スケジューラーサービスがデータベースに

アクセスできるようにする機能です。 

RDB 接続待ち合わせ機能の設定方法については，Windowsホストの場合はマニュアル「JP1/Automatic 

Job Management System 2 セットアップガイド 4.1.3 スケジューラーファイルの構成を定義する」を，

UNIX ホストの場合はマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 14.7.2 

JP1/AJS2 サービスの自動起動および自動終了の設定」の「RDB接続待ち合わせ機能の設定を変更し，

JP1/AJS2 サービス（JP1/AJS2 - Manager）の自動起動を設定する」を参照してください。 

07-11 以降のバージョンで，スケジューラーサービスのデータベースに組み込みDBを使用している場合，

この機能はデフォルトで有効となります。 

スケジューラーサービスのデータベースに新規に組み込みDBを設定する場合は，ajsembdbsetupに-ct

オプションを指定することで，最大待ち合わせ時間を任意の値に設定することができます。 

（例）  

RDB 接続待ち合わせ機能の最大待ち合わせ時間を 5 分に設定する場合  

  

ajsembdbsetup -F AJSROOT1 -ct 5 

  

最大待ち合わせ時間に 0を指定すると，RDB 接続待ち合わせ機能を無効にすることができます。 

ajsembdbsetupのオプションの詳細についてはマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セ

ットアップガイド 20. セットアップ時に使用するコマンド ajsembdbsetup」を参照してください。 

最大待ち合わせ時間は，0から 60 までの値を指定してください。これ以外の値を指定した場合，

JP1/AJS2起動時に KAVS1003-E エラーが出力され，デフォルト値である 1 分で動作します。 

最大待ち合わせ時間の値を大きくし，JP1/AJS2 の起動やスケジューラーサービスの起動時間が長くなっ

てしまう場合，jajs_spmd_stopに-kill オプション，または ajsstopに-f オプションと-cオプションまたは-kオ

プションを指定して実行することで，RDB 接続待ち合わせ機能を中断し，処理を停止することができます。

オプションの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレン

ス 1. コマンド jajs_spmd_stop」，およびマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンド

リファレンス 1. コマンド ajsstop」を参照してください。 
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注意事項  

OS起動時に,スケジューラーサービスの起動失敗となったとき，KAVS0999-W（リトライ開

始メッセージ），KAVS0998-E（リトライ失敗メッセージ）が出力されている場合，次のことを

確認してください。  

• 組み込みDBはセットアップされているか。  

• 組み込みDBの定義を変更していないか。  

• 前回，組み込みDBが異常終了していないか。 

スケジューラーサービスに指定した組み込みDBが起動していない場合，接続を待ち合

わせてもデータベースに接続することができません。  

セットアップ時に，問題なくスケジューラーサービスが起動できていることを確認してくださ

い。  

また，組み込みDBをセットアップ後に起動方法を変更している場合，OS起動時に組み

込みDBが起動しなくなってしまう場合があります。このときは，セットアップ時の値に戻し

てください。  

ジョブ実行中などに組み込みDBが異常終了した場合，次回起動時に起動に時間が掛

かることがあります。  

この場合，デフォルトの最大待ち合わせ時間内に組み込みDBが起動しない場合があり

ますので，ジョブ実行中に組み込みDBを強制停止しないでください。  

組み込みDBの起動に時間が掛かる場合，事前にどの程度の時間が掛かるかわかってい

る場合は，最大待ち合わせ時間をあわせて変更してください。   
8.1.168.1.168.1.168.1.16    本本本本番運用前番運用前番運用前番運用前のののの JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 定定定定義内容義内容義内容義内容ののののチェチェチェチェックックックックとととと注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1/AJS2 では，本番運用時に障害の発生を抑えるため，ジョブの定義内容に不正がないかどうかを本

番運用の開始前にチェックできます。 

事前にチェックを行う場合の運用までの流れを次の図に示します。 
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図図図図 8888----2222    事事事事前前前前チェチェチェチェックックックックをををを行行行行うううう場合場合場合場合のののの運用運用運用運用ままままでのでのでのでの流流流流れれれれ 

 

定義内容の事前チェックは，ajschkdef コマンドで行います。ajschkdef コマンドを実行すると，事前チェッ

ク結果格納ファイルにチェック結果が出力されるので，このファイルを確認してください。事前チェック結

果格納ファイルは，デフォルトでは次に示す場所に出力されます。 

Windows の場合  

JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\log\ajscheckfile.txt  

UNIXの場合  

/var/opt/jp1ajs2/log/ajscheckfile.txt  

ajschkdef コマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリ

ファレンス 1. コマンド ajschkdef」を参照してください。 

なお，定義内容の事前チェックを行うには，事前チェック機能をセットアップしておく必要があります。セッ

トアップ方法，および環境の設定方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 

2 セットアップガイド 4.7.10 JP1/AJS2 定義内容の事前チェック機能の設定」（Windows の場合），または

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 14.7.8 JP1/AJS2 定義内容の

事前チェック機能の設定」（UNIXの場合）を参照してください。 

    

(1)(1)(1)(1)    チェックチェックチェックチェック項項項項目目目目 

事前チェックでチェックできる項目を次の表に示します。 

表表表表 8888----6666    事事事事前前前前チェチェチェチェックックックック機能機能機能機能でのでのでのでのチェチェチェチェックックックック項項項項目目目目 
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チェチェチェチェッッッッ

クククク項項項項

目目目目のののの

分類分類分類分類    

内容内容内容内容    

ジョブ

実行

順序 

 

実行順序関係がループしていないかどうかをチェックします。  

判定ジョブに従属ジョブが条件接続されているかどうかをチェックします。  

従属ジョブに条件接続以外の関連定義がされていないかどうかをチェックします。  

ジョブ

ネット

詳細

定義 

ジョブネットコネク

タ 

接続先のジョブ

ネット名 

次についてチェックします。 

未指定ではないか。  

指定しているユニットの種別がルートジョブネットま

たはプランニンググループであるか。  

指定したユニットが存在するか。  

指定したユニットに，実行順序制御をすると設定さ

れているか。  

指定したユニットがほかのジョブネットコネクタを指

定していないか。  

空ジョ

ブ定

義 

UNIXジョブで，「スクリプトファイル名」または「コマンド文」が指定されているかどうかを

チェックします。 

PCジョブで，「実行ファイル名」が指定されているかどうかをチェックします。 

JP1 イベント受信監視ジョブで，「イベント ID」が指定されているかどうかをチェックしま

す。 

実行

ホスト

名 

 

マネージャー側で，エージェントのホスト名が解決できるかどうかをチェックします。  

エージェント側で，マネージャーのホスト名が解決できるかどうかをチェックします。  

ユー

ザー

マッピ

ング 

エージェント側でユーザーマッピングが正しくできるかどうかについて，JP1 ユーザー，

実行元ホスト，OS ユーザーを通常のジョブ実行時と同一の方法でチェックします。ただ

し，JP1 ユーザーにマッピングされている OS ユーザーの存在確認は行いません。 

スクリプトファイ

ル名 

ファイルが Agent上に存在するかチェックします。※1※2
  

ファイルのアクセス権限をチェックします。  

環境変数ファイ

ル名 

ファイルが Agent上に存在するかチェックします。

※3
 

ファイルのアクセス権限をチェックします。  

ワークパス パスが Agent上に存在するかチェックします。

※1
  

パスのアクセス権限をチェックします。  

標準入力ファイ

ル名 

ファイルが Agent上に存在するかチェックします。

※3
 

ファイルのアクセス権限をチェックします。  

標準出力ファイ

ル名 

ファイル上位のディレクトリが Agent上に存在するか

チェックします。

※3
  

ファイルが存在する場合はアクセス権限をチェック

します。  

標準エラー出

力ファイル名 

ファイル上位のディレクトリが Agent上に存在するか

チェックします。

※3
  

ファイルが存在する場合はアクセス権限をチェック

します。  

実行時のユー

ザー 

ユーザーマッピングでチェックします。  

転送元ファイル ファイルが Manager 上に存在するかチェックしま

す。

※1
  

ファイルのアクセス権限をチェックします。  

ジョブ

詳細

定義 

UNIXジョブ 

転送先ファイル ファイルが Agent上に存在するかチェックします。

※1
 

ファイルのアクセス権限をチェックします。  
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実行ファイル名 ファイルが Agent上に存在するかチェックします。※1，※2
 

環境変数ファイ

ル名 

ファイルが Agent上に存在するかチェックします。

※3
 

ワークパス パスが Agent上に存在するかチェックします。

※1
 

標準入力ファイ

ル名 

ファイルが Agent上に存在するかチェックします。

※3
 

標準出力ファイ

ル名 

ファイル上位のディレクトリが Agent上に存在するか

チェックします。

※3
 

標準エラー出

力ファイル名 

ファイル上位のディレクトリが Agent上に存在するか

チェックします。

※3
 

実行時のユー

ザー 

ユーザーマッピングでチェックします。 

転送元ファイル ファイルが Manager 上に存在するかチェックしま

す。

※1
 

PCジョブ 

転送先ファイル ファイルが Agent上に存在するかチェックします。

※1
 

イベント ID イベント IDの形式に合致するかチェックします。 JP1 イベント受信

監視ジョブ 
実行前のイベ

ント検索 

検索前時間は範囲内かどうかチェックします。 

ファイル監視ジョ

ブ 

監視対象ファイ

ル名 

ファイル名の形式をチェックします。 

メール受信監視ジ

ョブ 

プラットフォーム PC/UNIXが実行先ホストと一致しているかチェック

します。 

アクションジョブ共

通 

プラットフォーム PC/UNIXが実行先ホストと一致しているかチェック

します。 

実行

ファイ

ル権

限

※4
 

ジョブ実行 OS ユーザーが該当する実行ファイルに対して実行権限を持つかどうかを，

通常のジョブ実行時と同一の方法でチェックします。ただし，UNIX 上で実行されるキュ

ーレスジョブについては，ジョブ実行OS ユーザーが root の場合は実行権限のチェック

はしません（この場合は実行権限がなくても実行できるため）。 

また，ジョブ実行 OS ユーザーのプライマリグループでだけ実行ファイル権限のチェック

を行います。 

注※1  

相対パス，および UNCパス指定がされた場合はチェックしません。  

注※2  

マクロ変数を使用できる項目の場合，実際に実行時に展開される内容が判断できないた

め，マクロ変数が展開された値としてのチェックはしません。  

注※3  

ワークパスのチェックで不正を検出した場合，相対パス指定はチェックしません。  

注※4  

PCジョブ（Windowsホストの場合）はチェックしません。  
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(2)(2)(2)(2)    チェックチェックチェックチェックのののの流流流流れれれれ 

定義内容の事前チェックの流れを次に示します。 

 

(3)(3)(3)(3)    注意事項注意事項注意事項注意事項 

• 定義内容の事前チェックは，本番業務が実行中でない（業務の空いている）時間帯に実

行してください。  

• 定義内容の事前チェックの多重実行はできません。  

• UNIXジョブで，スクリプトファイルにパラメーターも同時に指定した場合はエラーになりま

す。  

• イベント引き継ぎ情報はチェックの対象外です。  

• マクロ変数はチェックの対象外です。  

• 環境変数はチェックの対象外です。  

• ジョブ実行時変数はチェックの対象外です。  

• クラスタシステム環境で，論理ホスト上のユニットの事前チェックをする場合，論理ホストの

実行系でチェックする必要があります。待機系ではチェックできません。  

• クラスタシステム環境で，実行系の論理ホスト上のユニットをチェックしているときに系切り

替えが発生した場合は，チェックが中断されます。系切り替え後に実行系になった論理ホ

ストでチェックは再開されません。  

• クラスタシステム環境で，エージェントホストにチェックを要求後，エージェントホストで系切

り替えが発生した場合は，環境設定パラメーターの値に従ってリトライしますが，それでも

接続できない場合は，KAVS3410-I メッセージが出力され，ほかのエージェントホストに対

してチェックを行います。  

• UNIXの場合，JP1/AJS2 Check Managerサービスは，services ファイルに設定されている

「jp1ajs2chkman」サービスのポート番号を使用しません。  
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• スクリプトファイルのアクセス権限のチェックでは運用時とは異なる方法でチェックを行うた

め，実際には正常終了するジョブを不正と検出してしまう場合があります。  

• KAVS3400～KAVS3431 メッセージは「統合トレースログ」または「標準出力」だけに出力さ

れます。  

• Windows で環境変数ファイル，標準入力ファイル，標準出力ファイル，標準エラー出力フ

ァイルにディレクトリを指定して，キューレスエージェントサービスで実行した場合には正常

終了しますが，事前チェックではエラーとなります。  

• UNIXで環境変数ファイルにディレクトリを指定して，キューレスエージェントサービスで実

行した場合には異常終了しますが，事前チェックではエラーとなります。  

• ajschkdef コマンドで-Aオプションを指定した場合，実行ファイル権限チェックにジョブ実

行 OS ユーザーの情報が必要なため，「ユーザーマッピング」も前提としてチェックされま

す。ただし，Windows では［実行先ユーザー］に指定されたユーザーで，OS のログオン確

認は行いません。  

• 次に示す条件が重なる場合，一時ファイルを作成し，定義内容の事前チェックを行いま

す。 

o ［詳細定義－［UNIX Job］］ダイアログボックスの［標準出力ファイル］，［標準エラー

出力ファイル］または［転送先ファイル］に存在しないファイルを指定する  

o 上記ジョブを対象に，-D オプション指定で定義内容の事前チェックを実行する  

一時ファイルは，上記条件のジョブの［標準出力ファイル］，［標準エラー出力ファイル］，

または［転送先ファイル］で指定した場所に作成されます。 

そのため，［標準出力ファイル］，［標準エラー出力ファイル］，または［転送先ファイル］で

指定したファイルの上位ディレクトリは，更新日時が変わる場合があります。なお，一時フ

ァイルはチェック終了後に削除されます。 

• JP1/AJS2 Check Managerサービスの通信処理は，JP1/Base の物理ホストの通信設定に

従っています。このため，複数 LAN環境で定義内容の事前チェック機能を使用する場合

は，JP1/Base の物理ホストで通信設定（jp1hosts ファイルおよび confファイルの設定）が

必要です。JP1/Base の通信設定の方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」

を参照してください。   
8.1.178.1.178.1.178.1.17    ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行優先優先優先優先順順順順位位位位にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1/AJS2 では，ジョブ（キューレスジョブを含む PCジョブ，UNIXジョブ， JP1/AJS2上で実行する

QUEUEジョブ，アクションジョブ，およびカスタムジョブ）に対してジョブの実行優先順位を設定します。 

指定できる実行優先順位は［なし］，および［1］～［5］です。ジョブの実行優先順位の指定がない場合は

［なし］がデフォルトとなり，［なし］の場合は［1］を仮定します。ジョブの実行優先順位を指定しない場合，
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JP1/AJS2から実行するジョブのデフォルトの実行優先順位は低く設定しています。次に示す注意事項を

参照し，システム環境や運用に応じてジョブの実行優先順位を変更する必要がないかどうかを検討して

ください。 

Windows，UNIXそれぞれについて，JP1/AJS2 がジョブの実行優先順位に従ってジョブに設定する値の

詳細について次に説明します。 

    

(1)(1)(1)(1)    ジョブジョブジョブジョブのののの実行優先順位実行優先順位実行優先順位実行優先順位とととと JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ががががジョブジョブジョブジョブにににに設定設定設定設定するするするする値値値値（（（（UUUUNINININIXXXXのののの場合場合場合場合）））） 

UNIXの場合，ジョブの実行優先順位に従って nice値を設定します。 

JP1/AJS2 で指定するジョブの実行優先順位とジョブに設定する nice値の対応を次の表に示します。 

表表表表 8888----7777    ジョブジョブジョブジョブのののの実行優先順実行優先順実行優先順実行優先順位位位位ととととジョブジョブジョブジョブにににに設定設定設定設定するするするする ninininicccceeee 値値値値 

ジョブジョブジョブジョブのののの    

実行優先順位実行優先順位実行優先順位実行優先順位    

ジョブジョブジョブジョブにににに設定設定設定設定するするするする    

ninininicccceeee 値値値値    

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススのののの ninininicccceeee 値値値値をををを    

「「「「20202020」」」」としたとしたとしたとした場合場合場合場合    

1 nice値+20 39 

2 nice値+10 30 

3 nice値 20 

4 nice値-10 10 

5 nice値-20 0 

JP1/AJS2 から実行するジョブに設定する nice値は，JP1/AJS2 サービスを起動した（jajs_spmd コマンドを

実行した）ときの nice値（デフォルト「20」）が基準となります。ジョブに設定する nice値は，この基準となる

nice値と指定された実行優先順位の指定に従って増減して設定します。

※
 

実行優先順位の指定がない場合は，JP1/AJS2 サービスの nice値（デフォルト「20」）に増分値「20」を加

算して，「39」の nice値を設定します。これは，システムが制限する範囲（0～39）を超えてnice値を設定し

ようとした際に最大値で 39，最小値で 0に設定値が制限されるためです。 

注※  

ジョブの実行先サービスに［JP1/AJS2 Queueless Agent］を指定した場合，JP1/AJS2 サー

ビスの nice値は基準となりません。この場合，「39」がデフォルトとなります。nice値には実

行優先順位の低い順から 39，30，20，10，0のどれかを設定します。nice値を変更する場

合は，これらの nice値に対応したジョブの実行優先順位を指定してください。  
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(2)(2)(2)(2)    ジョブジョブジョブジョブのののの実行優先順位実行優先順位実行優先順位実行優先順位とととと JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ががががジョブジョブジョブジョブにににに設定設定設定設定するするするする値値値値（（（（WWWWininininddddowsowsowsows のののの場合場合場合場合）））） 

Windows の場合，ジョブの実行優先順位は 3 段階で設定します。ジョブの実行優先順位とWindows の

基本優先度の対応を次の表に示します。基本優先度はWindows タスクマネージャーで参照することが

できます。 

表表表表 8888----8888    ジョブジョブジョブジョブのののの実行優先順位実行優先順位実行優先順位実行優先順位とととと WindowsWindowsWindowsWindows のののの基基基基本本本本優先優先優先優先度度度度 

ジョブジョブジョブジョブのののの実行優先順位実行優先順位実行優先順位実行優先順位    ジョブジョブジョブジョブにににに設定設定設定設定するするするする基基基基本本本本優先優先優先優先度度度度    

1 

2 

低 

3 通常 

4 

5 

高 

JP1/AJS2 がジョブのプロセスを起動する際に，ジョブの実行優先順位から設定する優先順位クラスにつ

いて，次に説明します。  

• 実行優先順位が［1］または［2］の場合は，システムがアイドル状態のときに実行されます。

対話処理と比較して優先度が低くなります（Windows で規定される

IDLE_PRIORITY_CLASS を設定します）。  

• 実行優先順位が［3］の場合は，一般的なプロセスとして実行されます。対話処理と同等の

優先度になります（Windows で規定される NORMAL_PRIORITY_CLASS を設定します）。  

• 実行優先順位が［4］または［5］の場合は，上記の優先順位クラスを割り当てられたプロセ

スのスレッドより先に実行されます。対話処理と比較して優先度が高くなります（Windows

で規定される HIGH_PRIORITY_CLASS を設定します）。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

ジョブの実行先サービスに［JP1/AJS2 Queueless Agent］を指定した場合，ジョブの実行

優先順位は「3」がデフォルトとなります。  

(3)(3)(3)(3)    ジョブジョブジョブジョブのののの実行優先順位実行優先順位実行優先順位実行優先順位がががが低低低低いいいい場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

ジョブの実行優先順位を指定しない場合，JP1/AJS2 から実行するジョブの実行優先順位は低く設定し

ています。これは，JP1/AJS2 から実行したジョブがループするなど，一部のジョブの沈み込みによって，

JP1/AJS2全体の沈み込みを防止するためです。 

ただし，ジョブの実行優先順位が低いと CPU割り当ての優先順位が低くなります。このため，実行優先

順位の高いプロセスに処理が集中すると JP1/AJS2 から実行したジョブが，CPUの割り当てを長時間待

つことになり，ジョブ終了までに時間が掛かったり，ジョブプロセスが停止した状態が続いたりする事象が
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発生します。そのジョブプロセスが資源にロックを掛けた状態で CPUの割り当てを待つようなプロセスで

あった場合，同じ資源の解放待ちをしているほかのプロセスの実行にも影響を与えることになります。 

このような事象は，1 プロセッサのシステム構成や実行優先順位の高い複数のプロセスが集中的に処理

を行っている場合など，CPU使用率が比較的高くなりやすいシステム構成で顕著に発生しやすくなりま

す。システム環境や運用に応じてジョブの実行優先順位が高くなるように変更する必要がないかどうかを

検討してください。 

(4)(4)(4)(4)    ジョブジョブジョブジョブのののの実行優先順位実行優先順位実行優先順位実行優先順位のののの変更方法変更方法変更方法変更方法 

JP1/AJS2 を経由しないでサービスからプロセスを直接起動した場合，またはコンソールからプロセスを起

動した場合には，Windows のときには，基本優先度は「通常」で対話処理の優先順位になります。また，

UNIXのときには，nice値は「20」で実行されます。JP1/AJS2 から実行するジョブをこれらのプロセスと同

等の実行優先順位で実行するには，ジョブの実行優先順位に「3」を設定する必要があります。ジョブの

実行優先順位は次に示すどちらかの方法で変更できます。次に示す方法では，ジョブの実行優先順位

を「3」にする場合を例としています。 

1. 各ジョブの［詳細定義－［アアアアイコンイコンイコンイコン名名名名］］ダイアログボックスの［定義］タブの［実行優先順

位］に「3」を指定する。  

2. 各ジョブの［詳細定義－［アアアアイコンイコンイコンイコン名名名名］］ダイアログボックスの［定義］タブの［実行優先順

位］には「なし」を指定し，ルートジョブネットなどの上位ジョブネットの［詳細定義－［ジョブ

ネット］］ダイアログボックスの［定義］タブの［優先順位］に「3」を指定する。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

UNIXの場合，ジョブの実行ユーザーがスーパーユーザー権限を持たないとき，ジョブの

実行優先順位に「4」，「5」を指定すると，ジョブの実行時に権限エラーとなりますので注意

してください。   
8.1.188.1.188.1.188.1.18    UUUUNINININIXXXXジョブジョブジョブジョブ実行時実行時実行時実行時ののののリリリリソソソソースースースース制制制制限値限値限値限値についてのについてのについてのについての注意事項注意事項注意事項注意事項    

UNIXの実行ホストでジョブ（キューレスジョブを含む標準ジョブ，アクションジョブ，およびカスタムジョブ）

を実行するユーザーごとにリソースの制限値を変更したい場合，/etc/security/limits ファイル

※
の値を変

更してリソースの制限値を設定するときがあります。ただし，AIXおよび Linuxの場合，ジョブの実行ユー

ザーに対して/etc/security/limits ファイル

※
でリソースの制限値を変更しても，ジョブ実行時に変更した

値が有効になりません。JP1/AJS2起動時のユーザー（root）のリソース制限値のままでジョブが実行され

ます。 

AIXおよび Linuxの場合，/etc/security/limits ファイル

※
の設定が有効になるのは，telnet接続などで起

動される login コマンド経由のプロセスだけです。JP1/AJS2 から起動されるジョブはサービスから起動さ

れるプロセスであるため，/etc/security/limits ファイル

※
の設定が有効になりません。 
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注※  

Linuxの場合，/etc/security/limits.confファイルとなります。  

AIXおよび Linuxで実行するジョブに対して，リソースの制限値を設定したい場合は，JP1/AJS2 の起動

ユーザーである root ユーザーに対して設定してください。 

ファイルサイズの制限値を変更する例を次に示します。 

1. root ユーザーのログインプロファイル（通常は[/.profile]（$HOME/.profile））に次に示す

記述を設定する。 

fsize には必要なファイルサイズを設定します。無制限にする場合は，unlimitedを設定して

ください。 

2.   

3. ulimit -f fsize 

  

4. root ユーザーでログインする。  

5. JP1/AJS2 サービスを root ユーザーで起動する。 

fsize の値が有効になります。  
8.1.198.1.198.1.198.1.19    ジョブジョブジョブジョブ実行多重実行多重実行多重実行多重度度度度にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1/AJS2 では，エージェントホストで同時に実行できるジョブ数としてジョブ実行多重度を設定できます。

ジョブ実行多重度を設定することによって，時間帯を分けてジョブ数を制限して負荷を分散させたり，キ

ューに複数のエージェントホストを接続している場合に複数のエージェントに負荷を分散させたりして運

用することができます。 

    

(1)(1)(1)(1)    ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行多重度多重度多重度多重度設定時設定時設定時設定時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

ジョブ実行多重度は，ジョブ実行環境構成定義ファイル（jpqsetup.conf）のエージェントホストの定義を定

義して jpqimport コマンドで設定するか，または jpqagtadd コマンド，jpqagtalt コマンドで設定，または変

更できます。ジョブ実行環境構成定義ファイルのジョブ実行多重度には，あらかじめ，24 時間「5」がデフ

ォルトで定義されています。このジョブ実行環境構成定義ファイルに新たなエージェント定義を追加する

ときに，この属性をデフォルトのまま使用した場合は，追加したエージェントホストにもジョブ実行多重度

に 24 時間「5」が設定されます。 
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デフォルトの設定で運用する場合，実行時間の短いジョブや同時に実行登録するジョブ数が少ない場

合は影響はありませんが，実行時間の長いジョブや，同時に実行登録するジョブ数が多い場合に，実行

中のジョブ数がジョブ実行多重度に達しやすく，ジョブ実行多重度に達している時間が長いことによって，

後続のジョブの実行に影響を及ぼすおそれがあります。 

エージェントホストで実行中のジョブ数がジョブ実行多重度に達している間，後続のジョブはエージェント

で実行中のジョブが終了するまでキューイングの状態で待機します。このような場合，予想以上にジョブ

の実行時間が長く掛かることになりますので，ジョブの実行時間，単位時間当たりのジョブ実行数を考慮

したジョブ実行多重度を設定するようにしてください。 

(2(2(2(2))))    ジョブジョブジョブジョブののののキキキキュュュューイングーイングーイングーイング状態状態状態状態がががが続続続続くくくく場合場合場合場合ににににジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行多重度多重度多重度多重度にににに達達達達しているかをしているかをしているかをしているかを確認確認確認確認するするするする 

エージェントホストで実行中のジョブ数が，ジョブ実行多重度に達しているために後続のジョブの状態が

キューイングのままとなり，ジョブが実行されるまでに時間が掛かることがあります。現在実行中のジョブ

数がジョブ実行多重度に達しているかを確認するには，jpqagtshow コマンドを実行し，現在実行中のジョ

ブ数（EXECUTING）と，ジョブ実行多重度（CUREXECHGNUM）を確認してください。jpqagtshow コマン

ドの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス 1. コ

マンド jpqagtshow」を参照してください。 

また，ジョブ実行多重度に達しているためにジョブが登録できない場合，次に示すメッセージを統合トレ

ースログに出力するようにあらかじめ設定しておくことで，ジョブの実行に時間が掛かった要因がジョブ実

行多重度到達であるかどうかを確認できます。 

KAVU4310-I エージェント(エエエエージージージージェェェェントホストントホストントホストントホスト名名名名)で実行中のジョブ数がジョブ実行多重度（ジジジジ

ョブョブョブョブ実実実実行行行行多重度多重度多重度多重度）に達しています（ホスト名：ホストホストホストホスト名名名名，ジョブ番号：ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号） 

設定方法の詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

7.27 ジョブ実行多重度到達を確認するメッセージを出力する設定」（Windows の場合）またはマニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.25 ジョブ実行多重度到達を確認す

るメッセージを出力する設定」（UNIXの場合）を参照してください。 
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8.1.208.1.208.1.208.1.20    Windows SerWindows SerWindows SerWindows Servvvver 2003 er 2003 er 2003 er 2003 xxxx64 64 64 64 EEEEditionsditionsditionsditions のののの WWWWOOOOW64W64W64W64 環境環境環境環境でででで xxxx86868686 対応対応対応対応のののの JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを

使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

Windows Server 2003 x64 Editions のWindows on Windows64（以降，WOW64 と記載します）環境で x86

対応の JP1/AJS2 を使用する場合の注意事項について次に示します。 

WOW64 環境では，32ビットプログラムを実行する場合，ファイルシステムの呼び出し

を%systemroot%\system32

※
から%systemroot%\syswow64 にリダイレクトしたり，レジストリの

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software や HKEY_CLASS_ROOT へのアクセスを

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\SysWow64 などにリダイレクトしたりすることで，32ビットプログラムと

64ビットプログラムを区別し，ファイルやレジストリが衝突することをオペレーティングシステム側で防いで

います。 

x86 対応の JP1/AJS2 は 32ビットプログラムであり，WOW64 環境で動作するため，上記のようなリダイレ

クトが行われます。これにより，次の表に示す機能でそれぞれの現象が発生することがあります。これらの

現象を回避するために，JP1/AJS2 が参照・更新するファイルに%systemroot%\system32配下のファイル

を指定しないでください。 

注注注注※※※※  

%systemroot%は，Windows システムがインストールされているディレクトリを示す環境変数

です。Windows Server 2003 x64 Editions では，デフォルトの%systemroot%は

「C:\WINDOWS」です。  

表表表表 8888----9999    WOW64WOW64WOW64WOW64環境下環境下環境下環境下ににににおおおおいていていていて JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 でででで発生発生発生発生するするするする問題問題問題問題 

影響影響影響影響のあるのあるのあるのある機能機能機能機能    現象現象現象現象    

PCジョブ

※1
また

はWindows上で

実行する

QUEUEジョブ 

%systemroot%\system32配下のファイルを PCジョブまたはWindows上で実

行する QUEUEジョブの実行ファイルとして指定した場合，実際

は%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイレクトされるため，ジョブが起

動失敗または異常終了します。PCジョブを実行した際に発生する現象を次

に示します。 

現象 1  

統合トレースログに次のメッセージを出力して，ジョブが起動失敗する。  

「KAVU4550-W エージェント（エエエエージージージージェェェェントホストントホストントホストントホスト名名名名）に実行ファイル（ファイファイファイファイ

ルルルル名名名名）がありません」  

例えば，システムツールのバックアップユーティリティ（ntbackup）を実行した

場合に発生することがあります。  

現象 2  

Windows イベントログに次のようなメッセージを出力し，ジョブが終了コード

「128」で異常終了する。  

「netman.dllが見つからなかったため，このアプリケーションを開始できませ

んでした。」  



 352

例えば，システムツールの ipconfig コマンドを実行しようとした場合に発生す

ることがあります。  

jp1exec コマンド %systemroot%\system32配下の実行ファイルを指定した jp1exec コマンドが

起動に失敗し，jp1exec コマンドを実行したジョブが異常終了します。 

メール連携機能 メール連携機能を使用する設定をしている場合，JP1/AJS2 サービス起動時

にメール監視用通信プロセスが異常終了します。この場合，メール受信ジョ

ブを実行するとジョブが異常終了します。 

JP1/AJS2 - View

のツール実行 

%systemroot%\system32配下の実行ファイルを JP1/AJS2 - Viewのツールの

起動コマンドに登録して

※2
実行するとツールの起動に失敗します。 

ファイル監視ジョ

ブ 

%systemroot%\system32配下のファイルを監視対象ファイルとして指定した

場合

※2
，実際は%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイレクトされるた

め，%systemroot%\system32配下のファイルを更新してもイベントを検知しな

いで，ジョブは実行中のままとなります。 

ログファイル監視

ジョブ 

%systemroot%\system32配下のログファイルを監視対象ログファイルとして指

定した場合

※2
，実際は%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイレクトされ

るため，%systemroot%\system32配下のログファイルを更新してもイベントを

検知しないで，ジョブは実行中のままとなります。 

判定ジョブ 判定条件に「ファイル」を使用する場合，%systemroot%\system32配下のファ

イルを指定すると，実際は%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイレクト

されるため，%systemroot%\system32配下のファイルの存在は判定できませ

ん。そのため，従属ジョブは実行しません。 

PCジョブの標準

入力ファイル 

PCジョブの標準入力ファイルに%systemroot%\system32配下のファイルを指

定した場合，%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイレクトされるため，

標準入力ファイルが見つかりません。そのため，ジョブは起動失敗します。 

PCジョブの標準

出力ファイル 

PCジョブの標準出力ファイルに%systemroot%\system32配下のファイルを指

定した場合，%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイレクトされます。

JP1/AJS2 から起動したジョブが 32ビットプログラムであれば標準エラー出力

ファイルを参照および更新できますが，64ビットプログラムは標準エラー出力

ファイルを参照および更新できません。 

PCジョブの転送

ファイル 

PCジョブの転送元ファイルに%systemroot%\system32配下のファイルを指定

した場合，%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイレクトされるため，転

送元ファイルが見つかりません。そのため，ジョブは起動失敗します。 

また，PCジョブの転送先ファイルに%systemroot%\system32配下のファイル

を指定した場合，%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイレクトされま

す。JP1/AJS2 から起動したジョブが 32ビットプログラムであれば転送先ファ

イルを参照，更新できますが，64ビットプログラムは転送先ファイルを参照，

更新できません。 

コマンド コマンドの入力または出力に使用するファイルに%systemroot%\system32配

下のファイルを指定した場合，%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイ

レクトされるため，指定したファイルの参照や更新ができません。 

環境設定 環境設定で指定するファイルに%systemroot%\system32配下のファイルを指

定した場合，%systemroot%\syswow64配下のパスにリダイレクトされるため，

指定したファイルの参照や更新ができません。 

注※1  

ジョブの実行先サービスに［JP1/AJS2 Queueless Agent］を指定している場合も含みます。  

注※2  

ファイルダイアログボックスでは，%systemroot%\system32配下のファイルは指定できませ

ん。  

また，PCジョブ，Windows上で実行するQUEUEジョブ，または jp1execコマンドで発生す

る現象を回避する方法として，JP1/AJS2 がジョブを起動する際に，一時的にファイルシス
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テムリダイレクトを無効にすることで，%systemroot%\system32下の 64ビットアプリケーショ

ンを起動できるように設定できます。設定方法の詳細については，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.28 WOW64 環境でジョ

ブを実行する際にファイルシステムリダイレクトを無効にする設定」を参照してください。 

  
8.1.218.1.218.1.218.1.21    サブサブサブサブミミミミットジョブットジョブットジョブットジョブのののの実行順実行順実行順実行順序序序序にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項    

ジョブ実行制御の関数やコマンドを使用してサブミットジョブを登録した場合は，サブミットした順にジョブ

を実行開始します。ただし，ジョブを配信しようとした際に次の状態にある場合，ジョブの実行順序がサブ

ミットした順にならないことがあります。 

• 実行先エージェントホストのエージェント使用率が最大値に達している  

• 実行先エージェントホストが障害状態，または停止している  

• 配信しようとしたジョブと同じ排他実行リソースを指定したジョブが終了する  

ジョブまたはジョブネットに対して関連線を設定することで，ジョブの実行順序の入れ替わりを防止できる

ため，ジョブネットでの運用ができる場合は，関連線を設定することでの対応を検討してください。 

ジョブネットで運用できない場合，サブミットジョブの実行順序の入れ替わりを防止する設定を行うと，上

記の状態が回復するまで，常に最初に登録したジョブをキューから取り出して配信し，ジョブの実行順序

が入れ替わるのを防止できます。 

設定方法の詳細については，Windows の場合はマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

セットアップガイド 7.30 サブミットジョブの実行順序の入れ替わりを防止する設定」を，UNIXの場合は

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.27 サブミットジョブの実行

順序の入れ替わりを防止する設定」を参照してください。 

また，エージェント使用率とは，エージェントホストのジョブの実行多重度に対する実行中のジョブ数の割

合です。エージェント使用率の詳細については，「8.2.9 実行ホスト（エージェント）へのジョブ実行配信」

を参照してください。 

補足事項補足事項補足事項補足事項  

jpqjobsub コマンドの-stオプションで，実行開始日時を指定してサブミットしたジョブを配

信する際，エージェントホストが使用できないなど，状況によっては実行開始日時を過ぎ

てもジョブを実行開始できないことがあります。これらのジョブは，ほかの複数のジョブとと

もにエージェントホストが回復するまでキューイング状態のままになります。これらのジョブ

は，エージェントホストが使用できるようになった時点でキューから配信されます。このとき，

ジョブの配信される順番は，実行開始日時順ではなく，サブミットした順になります。  
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8.28.28.28.2    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 運用時運用時運用時運用時ののののジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行制御制御制御制御のののの環境環境環境環境およびおよびおよびおよび動作動作動作動作    

この節では，JP1/AJS2 のジョブ実行制御で実行される標準ジョブ，アクションジョブ，およびカスタムジョ

ブを実行したときに設定される環境変数，ならびにジョブ実行時の JP1/AJS2 の環境について説明しま

す。  
8.2.18.2.18.2.18.2.1    ジョブジョブジョブジョブのののの強制停止強制停止強制停止強制停止処理処理処理処理    

JP1/AJS2 は，ジョブの強制終了要求や，JP1/AJS2 のサービスの強制停止要求を受け付けた場合に，実

行中のジョブを強制停止します。 

    

(1)(1)(1)(1)    実行実行実行実行ホストホストホストホストががががWWWWininininddddowsowsowsows のののの場合場合場合場合 

強制停止対象となるプログラム（実行ホストがWindows の場合）を次に示します。 

• JP1/AJS2 から直接起動したプログラム（ジョブ）  

• jp1exec コマンドで起動したプログラム（コマンド）  

これらのプログラムの停止処理は，Win32APIのTerminateProcess 関数を実行します。TerminateProcess

関数の仕様については，Windows の資料を参照してください。ユーザープログラムから起動されたプログ

ラム（子プロセス）については停止処理を実行しません。 

(2)(2)(2)(2)    実行実行実行実行ホストホストホストホストがががが UUUUNINININIXXXXのののの場合場合場合場合 

強制停止対象となるプログラム（実行ホストが UNIXの場合）を次に示します。 

• JP1/AJS2 から直接起動したプログラム（ジョブ）  

• ユーザープログラムから起動されたプログラム（ただし，setpgrpシステムコールなどでプロ

セスグループを変更している場合は停止されません）  

これらのプログラムの停止処理は，そのプロセスグループに対して SIGKILLを送信することで実行されま

す。プロセスグループと SIGKILLの詳細については，UNIXのプロセス制御に関する資料を参照してくだ

さい。 

(3)(3)(3)(3)    JP1/ScriptJP1/ScriptJP1/ScriptJP1/Script でででで作成作成作成作成されされされされたたたたジョブジョブジョブジョブのののの強強強強制制制制停止停止停止停止 
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JP1/AJS2 から JP1/Script で作成されたジョブプロセス（拡張子が.spt）を強制終了する場合，JP1/Script

のスクリプト制御インタフェース（SPTHTerminate）が使用されます（スクリプト制御インタフェースについて

は，マニュアル「JP1/Script（Windows(R)用）」を参照してください）。このインタフェースによって，

JP1/Script のプロセス（.spt）から起動した子プロセスも終了されます。 

なお，起動した子プロセスが，JP1/Script のプロセス（.spt）なのか，または JP1/Script のプロセス（.spt）

以外なのかによって終了される範囲が変わってきます。具体的には次の表のようになります。 

表表表表 8888----10101010    プロセスプロセスプロセスプロセスがががが終了終了終了終了さささされるれるれるれる範囲範囲範囲範囲 

パターンパターンパターンパターン    呼呼呼呼びびびび出出出出しししし順順順順序序序序    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 プロセスプロセスプロセスプロセス    

（（（（呼呼呼呼びびびび出出出出しししし順順順順序序序序がががが 1111 ののののプロセスプロセスプロセスプロセス））））がががが強強強強制制制制終了終了終了終了したしたしたした

場合場合場合場合にににに終了終了終了終了さささされるれるれるれるプロセスプロセスプロセスプロセスのののの範囲範囲範囲範囲    

パターン 1 JP1/AJS2 プロセス  

JP1/Script プロセス  

JP1/Script プロセス以外のプロセス  

呼び出し順序が 3 のプロセスまで終了されます。 

パターン 2 JP1/AJS2 プロセス  

JP1/Script プロセス  

JP1/Script プロセス  

JP1/Script プロセス以外のプロセス  

呼び出し順序が 4 のプロセスまで終了されます。 

パターン 3 JP1/AJS2 プロセス  

JP1/Script プロセス  

JP1/Script プロセス以外のプロセス  

JP1/Script プロセス以外のプロセス  

呼び出し順序が 3 のプロセスまで終了されます

（呼び出し順序が 4 のプロセスは終了されませ

ん）。 

ただし，JP1/AJS2 からの強制終了要求から 30 秒経過しても JP1/Script プロセスが終了しない場合は，

Win32 APIの TerminateProcess 関数を使用して JP1/Script プロセスを強制終了します。

TerminateProcess関数を使用した場合，子プロセスは終了されませんので，上記の各パターンの呼び出

し順序 2 の JP1/Script プロセスだけが終了されることになります。  
8.2.28.2.28.2.28.2.2    実行登録実行登録実行登録実行登録ジョブジョブジョブジョブのののの状態状態状態状態監視処理監視処理監視処理監視処理    

マネージャーは，実行ホスト（エージェント）を監視したり，実行登録したジョブをポーリング監視したりしま

す。JP1/AJS2 では，通常，ジョブの状態は実行ホストからマネージャーに自動的に通知されますが，マ

ネージャーと実行ホスト間の通信障害や，マネージャーのシステムダウンなどが発生した場合，ジョブの

状態が正しく通知されないことがあります。このような障害時のリカバリー処理のために監視処理を実行

します。 

    

(1)(1)(1)(1)    実行実行実行実行中中中中ののののジョブジョブジョブジョブのののの監視監視監視監視 
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マネージャーは，実行中のジョブを 5 分間隔でポーリング監視します。ジョブが終了したとき，マネージャ

ーは実行ホストからの終了通知によって，ジョブの状態を終了状態にします。しかし，一時的な通信障害

などによって終了通知を受けられなかった場合，このポーリング監視によってジョブの終了を検知します。

また，マネージャーのポーリング監視が通信障害などによって失敗し，実行中のジョブの状態を確認でき

ない状態がおよそ 12～30分（実行ホストの監視間隔とジョブの実行開始時間のタイミングによって変わり

ます）続く場合，マネージャーはその実行中のジョブの状態を変更します。なお，複数の実行ホストに対

してジョブを実行している場合，実行ホストごとに実行中のジョブの状態を確認します。そのため，障害状

態として管理する実行ホスト数に比例して通信回数が増えます。 

ジョブネットに定義しているジョブの場合，ジョブの状態を「強制終了」に変更し終了コードに-1 を設定し

ます。jpqjobsub コマンドで実行するジョブの場合，-rsオプションで指定した状態に変更します。詳細に

ついては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス 1. コマンド 

jpqjobsub」を参照してください。 

このとき統合トレースログには次に示すメッセージが表示されます。 

KAVU4534-W エージェント（エエエエージージージージェェェェントホストントホストントホストントホスト名名名名）の応答がないためジョブ（ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号）を回復状態

（状状状状態名態名態名態名）にしました 

ここで監視対象となるジョブは，標準ジョブ（ただし，ほかのシステムで実行している QUEUEジョブは対

象外），アクションジョブ，およびカスタムジョブです。 

(2)(2)(2)(2)    実行実行実行実行ホストホストホストホスト（（（（エエエエージェントージェントージェントージェント））））のののの監視監視監視監視 

マネージャーは，実行ホストにジョブを実行登録するときの通信に失敗すると，実行ホストに障害が発生

している，または実行ホストが停止していると認識します。障害の状態，または停止の状態を検知すると，

その実行ホストを 5 分間隔でポーリング監視し，実行ホストの運用を確認します。実行ホストに障害が発

生している間，または実行ホストが停止している間は，ジョブはキューイング状態で実行ホストの回復を待

ちます。実行ホストの運用の回復（障害の状態，または停止の状態の回復）を検知すると，実行ホストに

ジョブの実行登録を再開します。しかし，実行ホストへのジョブの実行登録に失敗してから 10～15 分以

上（実行ホストの監視間隔とジョブの実行登録要求時間のタイミングによって変わります）経過しても実行

ホストが回復しない場合は，そのジョブの状態は「起動失敗」となります。なお，実行ホストごとに実行ホス

トへの状態を確認するため，障害状態として管理する実行ホスト数に比例して通信回数が増えます。 

このとき統合トレースログには次のメッセージが表示されます。 

KAVU4593-W 実行可能なエージェントがありません 

ここで監視対象となるジョブは，標準ジョブ（ただし，ほかのシステムで実行している QUEUEジョブは対

象外），アクションジョブ，およびカスタムジョブです。 

(3)(3)(3)(3)    他他他他システムジョブシステムジョブシステムジョブシステムジョブのののの監視監視監視監視 
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マネージャーは，他システム（JP1/NQSEXECや JP1/OJEなど）に実行登録したジョブを 5 分間隔でポー

リング監視し，ジョブの状態を確認します。およそ一時間以上通信状態が回復しない場合は，次に示す

エラーメッセージを統合トレースログに出力してジョブの状態を異常終了にします。 

KAVU6218-W 状態通知プロセスの TCP/IP通信でエラーが発生したためジョブ情報が取得

できませんでした。ジョブは正常終了している可能性があります（マネージャー名：ママママネージネージネージネージャャャャ

ーーーー名名名名，ジョブ番号：ジョブジョブジョブジョブ番号番号番号番号） 

他システムの中には，ジョブの状態が変化した時点でマネージャーに通知する機能をサポートしていな

いものもあります。その場合，5 分間のポーリング監視だけでジョブの状態を取得するためジョブの状態

が変わるのに最大で 5 分ほど掛かることがあります。ジョブの状態変化を通知する機能のサポートの有無

については，他システムのマニュアルを参照してください。 

なお，jpqjobsub コマンドを使用して他システムにサブミットジョブを登録した場合は，5 分間隔のポーリン

グ監視は行いません。jpqjobget コマンドを使用して，ジョブの状態を確認してください。 

JP1/NQSEXECJP1/NQSEXECJP1/NQSEXECJP1/NQSEXEC とととと連連連連携携携携するするするする場合場合場合場合のののの注注注注意事項意事項意事項意事項  

JP1/NQSEXEC 05-20以前を使用している場合は，JP1/AJS2 から JP1/NQSEXEC へジョ

ブを実行した際にジョブの終了通知が行われません。この場合，JP1/AJS2 は

JP1/NQSEXECへ実行要求を行ったジョブに対して 5 分間隔でポーリング監視を行い，ジ

ョブの状態を確認します。したがって，ジョブが終了してから状態が変わるまでに最大で 5

分ほど掛かることがあります。後続のジョブがある場合，ジョブの実行監視時間に影響が

出るおそれがありますので注意してください。  

なお，JP1/NQSEXEC 06-00以降を使用している場合は，JP1/AJS2へジョブの終了通知

を行う機能がサポートされているため，JP1/NQSEXECでジョブが終了すると直ちに

JP1/AJS2 に通知されます。  

JP1/NQSEXEC 05-20以前を使用している場合，ジョブの終了検知までに時間が掛かる

ことで運用に多大な影響が出るおそれがありますので，JP1/NQSEXEC 06-00以降への

バージョンアップまたは JP1/AJS2への移行をお勧めします。  
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(4)(4)(4)(4)    ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行ホストホストホストホストのののの障害障害障害障害検知検知検知検知およびおよびおよびおよび障害障害障害障害回回回回復待復待復待復待ちちちち時間時間時間時間 

JP1/AJS2 では，ジョブ（標準ジョブ，アクションジョブおよびカスタムジョブ）の実行ホスト（エージェントホ

スト）が障害状態になった場合や通信障害が発生した場合でも，即時に異常検知とはしません。ある程

度の待ち時間を設けて通信リトライすることで，エージェントホスト上のシステム障害や通信障害状態が

回復するのを待ちます。これによって，一時的な障害による，回復可能な業務停止を防止しています。 

また，運用によっては障害が発生した場合は回復を待つよりも，直ちに異常を検知して早急なリカバリー

を優先させる場合があります。その場合は，TCP/IP通信接続による通信時間または障害回復待ち時間

を短縮することにより，早急な障害検知ができます。障害検知までの時間を短縮する場合は，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.24 エージェントの障害回復待ち時間

を短縮する設定方法」またはマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 

16.22 エージェントの障害回復待ち時間を短縮する設定方法」を参照してください。 

ジョブの配信時とジョブの実行時では，エージェントホストの障害を検知するまでの時間がそれぞれ異な

ります。次に説明します。 

(a)(a)(a)(a)    ジョブジョブジョブジョブ配配配配信時信時信時信時のののの障害障害障害障害検知検知検知検知およびおよびおよびおよび障害障害障害障害回回回回復待復待復待復待ちちちち時間時間時間時間 

マネージャーホストからエージェントホストへジョブを配信する際は，TCP/IP通信を使用しています。そ

のため，エージェントホストが起動していない場合やネットワーク障害が発生している場合，TCP/IP通信

の接続エラーが発生します。ただし，通常はリトライしているため，エラーとするまでに最大でおよそ 5 分

掛かることがあります。通信接続エラーとなったエージェントホストは障害状態として管理します。それ以

降のジョブ配信時はエージェントホストの障害状態が回復していない場合，TCP/IP通信接続はしませ

ん。 

エージェントホストが障害状態の場合，どのジョブも障害回復待ち時間（デフォルト 10分）の間エージェ

ントホストの回復を待ちます。その間，ジョブはキューイング中（サブミットジョブの場合は実行待ち）となり

ますが，障害回復待ち時間を過ぎてもエージェントホストが回復しない場合は，その時点で起動失敗と

なります。したがって，ジョブが実行登録されてから起動失敗となるまでの時間は TCP/IP通信をする場

合としない場合とで次の 2通りがあります。 

• エージェントホストの障害を検知していない状態で配信されたジョブ（TCP/IP通信をする） 

TCP/IP通信接続による通信時間（最大でおよそ 5 分）

※1
 +  

エージェントホストの障害回復待ち時間（10分） = 最大 15 分 10 秒 

• エージェントホストの障害を検知した後で配信されたジョブ（TCP/IP通信をしない） 

エージェントホストの障害回復待ち時間（10分） 

(b)(b)(b)(b)    ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行中中中中のののの障害障害障害障害検知検知検知検知およびおよびおよびおよび障害障害障害障害回回回回復待復待復待復待ちちちち時間時間時間時間 
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マネージャーホストは，エージェントホストからジョブの実行開始通知を受けるとジョブの状態を実行中に

変更し，エージェント監視インターバルのデフォルト300秒（5分）間隔のポーリングで，エージェントホスト

ごとにジョブの状態確認をします。その際，プロセス間で情報を受け渡すために TCP/IP通信を使用して

います。エージェントホストが起動していない場合やネットワーク障害が発生している場合，TCP/IP通信

の接続エラーが発生します。ただし，通常はリトライしているため，エラーとするまでに最大で 310秒（5 分

10 秒）掛かることがあります。

※1
 

通信接続エラーが発生した際に，エージェントホストの障害回復待ち時間（デフォルト 10分）の範囲内で

あれば，さらにポーリングの状態確認を続行します。エージェントホストの障害回復待ち時間を超えてい

る場合は，その時点で異常検知となり，マネージャーホストはジョブを強制終了状態

※2
に変更します。そ

のため，実際にエージェントホストで障害が発生してからジョブが異常を検知するまでに合計時間として，

およそ 12 分から 30分ほど掛かることになります。

※3
 

注※1  

TCP/IP通信接続ではデフォルトでリトライしているため，通信接続エラーが起きてから接

続タイムアウトとなるまでの時間設定の内訳は次のようになります。  

• TCP/IP通信接続タイムアウト値 

デフォルト 90 秒 

• TCP/IP通信接続エラーのリトライ回数 

デフォルト 2回 

• TCP/IP通信接続エラーのリトライ間隔 

デフォルト 20 秒 

即時に通信接続エラーが発生した場合でも，デフォルト 20 秒間隔で 2回リトライします。

そのため，最小でおよそ 40 秒，最大でおよそ 310 秒（5 分 10 秒）の通信時間が掛かりま

す。なお，TCP/IP通信接続エラーのリトライ間隔，およびリトライ回数の設定の詳細につ

いては，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.19 

TCP/IP通信接続エラーのリトライ間隔・回数の変更」またはマニュアル「JP1/Automatic 

Job Management System 2 セットアップガイド 16.17 TCP/IP通信接続エラーのリトライ間

隔・回数の変更」を参照してください。  

注※2  

jpqjobsub コマンドで実行するジョブの場合は，-rsオプションで指定した状態に変更しま

す。詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリフ

ァレンス 1. コマンド jpqjobsub」を参照してください。  

注※3  

デフォルト設定の場合，障害検知までの合計時間の内訳は次のようになります。  

  

障害障害障害障害検検検検知知知知ままままでのでのでのでの合計時間合計時間合計時間合計時間 ≒ 

    ((((エエエエージージージージェェェェントントントント監視監視監視監視インターインターインターインターババババルルルル    ＊＊＊＊    2回)))) 

        ＋ ((((通信通信通信通信時間時間時間時間 ＊ 3回)))) 
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        ＋ 障害障害障害障害発生時間発生時間発生時間発生時間かかかからららら最最最最初初初初のののの状状状状態態態態確確確確認認認認ままままでのでのでのでの時間時間時間時間 

  

また，ポーリングで実行中のジョブの状態確認を行う際，1回のポーリングで一つのジョブ

の状態確認を行います。複数のジョブを実行しているエージェントホストで障害が発生し

た場合，一つめのジョブが異常検知で強制終了となった後，次のジョブの状態確認を開

始します。それぞれのジョブでポーリングの状態確認を開始してから異常検知するまで同

様の検知時間が掛かります。  

例えば，実行中のジョブが三つあって，一つのジョブが異常検知となるまでに20分掛かっ

ている場合，すべてのジョブが異常検知して強制終了となるまでに，最低でも60分掛かる

ことになります。   
8.2.38.2.38.2.38.2.3    ジョブジョブジョブジョブ実行時実行時実行時実行時ののののユーザーアカウントユーザーアカウントユーザーアカウントユーザーアカウント    

JP1/AJS2 では，ジョブを実行するとき，実行ホスト（エージェント）の OS ユーザーのアカウントを使用しま

す。OS ユーザーのアカウントを使用するには，実行ホスト（エージェント）にユーザーマッピング定義が必

要です。実行ホスト（エージェント）のユーザーマッピング定義に従って，ジョブを実行登録した JP1 ユー

ザーから，実際にジョブを実行するために OS ユーザーに変換しています。そのため，ジョブはその OS

ユーザーの権限で実行されます。また，ジョブプロセスから参照または更新するリソースについては，OS

のセキュリティに依存します。 

なお，ユーザーアカウントはジョブの実行ごとに参照します。そのため，定義を変更したあとに実行され

たジョブから有効になります。 

Windows版 JP1/AJS2 では，ジョブを実行するとき，JP1/AJS2 のサービスを起動したアカウントと異なるユ

ーザーアカウントでジョブを実行する場合，ジョブプロセスを起動するために必要なユーザーの情報を取

得しています。ユーザーの情報を取得するためには，ユーザーが所属するセキュリティグループや権限

に関する情報などを含んだユーザー情報（以降，アクセストークンと呼びます）が必要になります。 

JP1/AJS2 ではジョブを起動するたびにアクセストークンを取得し，ジョブの実行が終了すると解放してい

ます。アクセストークンの解放，および取得にはWin32API関数を使用しています。この関数は，一時的

にエラーとなることがあり，その場合ジョブが異常終了します。 

アクセストークンはドメイン名，ユーザー名，およびパスワードが同じであれば，一度取得した情報を保持

して再利用できます。 

アクセストークンを再利用することで，アクセストークンの取得および解放の回数を最小限に減らし，

Win32API関数の一時的エラーを回避し，ジョブが異常終了する要因の発生頻度を抑えることができま

す。詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 7.26 

ジョブ実行時にアクセストークンを再利用するための設定」を参照してください。 
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8.2.48.2.48.2.48.2.4    ジョブジョブジョブジョブ実行時実行時実行時実行時にににに有有有有効効効効ととととななななるるるる OOOOSSSS ユーザーユーザーユーザーユーザー環境環境環境環境    

ジョブを実行するときに有効となる OS ユーザー環境は，プラットフォームによって異なります。 

実行ホスト（エージェント）がWindows の場合，通常はシステム環境変数が有効となり，ユーザープロファ

イル情報は無効となります。しかし，ジョブ実行制御の環境設定によって，ユーザープロファイル情報を

有効にすることもできます。詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セ

ットアップガイド 7.6 ユーザープロファイルを必要とするジョブを実行するための設定」を参照してくださ

い。 

実行ホスト（エージェント）が UNIXの場合，ジョブを実行するとき，ユーザーマッピングで変換された実行

OS ユーザーのローカルログインスクリプトが読み込まれます。また，ジョブの実行シェルは，特にスクリプ

トファイルやコマンド文の先頭行で明記していないかぎり，その実行 OS ユーザーのログインシェルが設

定されます。 

なお，OS ユーザー環境については，ジョブの実行単位ごとに読み込まれます。すでに実行登録中のジ

ョブがあっても，定義を変更したあとに実行されたジョブから有効になります。  
8.2.58.2.58.2.58.2.5    HHHHPPPP----UXUXUXUXのののの OOOOSSSS ユーザーユーザーユーザーユーザーののののグループグループグループグループについてについてについてについて    

JP1/AJS2 では，通常セカンダリーグループは使用できないためジョブを実行するOS ユーザーが複数の

グループに属し，それらのグループすべてに対するアクセスを有効にする場合，「/etc/logingroup」の設

定が必要になります。「/etc/logingroup」の設定がないと，「/etc/passwd」で定義されているグループ ID

だけが有効となります。 

複数のグループに対するアクセスを有効にするには，「/etc/logingroup」に「/etc/group」のグループ定

義をコピーするか，「/etc/logingroup」と「/etc/group」をシンボリックリンクする必要があります。詳細は

OS のマニュアルを参照してください。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

「/etc/logingroup」を設定することでセカンダリーグループからのアクセスが有効になるの

は，ジョブプロセスだけです。JP1/AJS2 サービスのプロセスがジョブの結果ファイルや一

時ファイルにアクセスする際には有効になりません。JP1/AJS2 サービスのプロセスが結果

ファイルにアクセスできない場合は，結果ファイルがあるディレクトリの権限をセカンダリー

グループでもアクセスできる権限に変更するか，ディレクトリまたは指定した結果ファイル

の所有グループをジョブ実行ユーザーのセカンダリーグループからプライマリーグループ
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に変更してください。一時ファイルの場合は，ワークディレクトリの権限をセカンダリーグル

ープでもアクセスできる権限に変更してください。  

詳細については，「17.5.3(2) 標準ジョブ，アクションジョブ，およびカスタムジョブを実行

すると異常終了となる」を参照してください。   
8.2.68.2.68.2.68.2.6    ジョブジョブジョブジョブのののの実行実行実行実行ファイルファイルファイルファイルおよびおよびおよびおよびスクリプトファイルスクリプトファイルスクリプトファイルスクリプトファイルののののアクセスアクセスアクセスアクセス権権権権    

実行ホスト（エージェント）がWindows の場合，JP1/AJS2 のサービスのアカウントに，実行ファイルのアク

セス権を設定してください。ジョブを実行する OS ユーザーに対するアクセス権は不要です。 

実行ホスト（エージェント）がUNIXの場合，ジョブを実行するOS ユーザーに，実行するスクリプトファイル

のアクセス権を設定してください。  
8.2.78.2.78.2.78.2.7    ジョブジョブジョブジョブ起動時起動時起動時起動時ののののログインシログインシログインシログインシェェェェルルルル（（（（UUUUNINININIXXXXジョブジョブジョブジョブ，，，，アクションジョブアクションジョブアクションジョブアクションジョブ））））    

ジョブ起動時，ジョブ実行先エージェントホストの実行 OS ユーザーのログインシェル（/etc/passwdファイ

ルの内容）を実行します。ログインシェルが定義されていない場合は，/bin/shを実行します。JP1/AJS2

では，ログインシェルとして sh，csh，kshが使用できます。これら以外のシェルを使用した場合のログイン

シェルの注意事項を次に示します。 

    

(1)(1)(1)(1)    UUUUNINININIXXXXジョブジョブジョブジョブのののの場合場合場合場合のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

ログインシェルに sh，csh，ksh以外を使用すると，OS によってはログインスクリプトが実行されない場合が

あります。その場合，ジョブの実行ユーザーの環境変数の設定が反映されないために，ジョブが異常終

了したり，意図しない実行結果となったりすることがあります。 

この現象を回避するために，ジョブのスクリプトに必要な環境変数の設定を明記してください。なお，ジョ

ブ実行時に必要な環境変数が正しく設定されているかどうかを確認するには，env コマンドの実行結果

をファイルに書き出すようなシェルスクリプトを作成し，そのスクリプトをジョブとして実行したときに出力さ

れたファイルの内容を参照してください。 

(2)(2)(2)(2)    UUUUNINININIXXXXジョブジョブジョブジョブ，，，，アクションジョブアクションジョブアクションジョブアクションジョブ共共共共通通通通のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

bashのように，一部のシェルではシグナル処理をデフォルトの状態に初期化しないものがあります。その

ため，ジョブが異常終了したり，意図しない実行結果となったりすることがあります。その場合は，sh，csh，
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kshのどれかを使用する運用方法に変更してください。Linuxの場合は，cshを使用する運用方法に変更

してください。 

または，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.26 JP1/AJS2 から

起動される子プロセスを，SIGCHLDシグナルを受信する設定（SIG_DFL）に変更する方法」に従って設

定することで，シグナル処理をデフォルト状態に設定できます。なお，JP1/AJS2 08-00以降を新規インス

トールした場合は，SIGCHLDシグナルを受信するデフォルト（SIG_DFL）でジョブを実行する設定になっ

ていますので，運用方法を変更する必要はありません。  
8.2.88.2.88.2.88.2.8    標準標準標準標準出力出力出力出力ファイルファイルファイルファイル名名名名・・・・標準標準標準標準エラーエラーエラーエラー出力出力出力出力ファイルファイルファイルファイルのののの umumumumasasasaskkkk値値値値（（（（UUUUNINININIXXXX限定限定限定限定））））    

実行ホスト（エージェント）が UNIXの場合，標準出力ファイル・標準エラー出力ファイルは，デフォルトで

は JP1/AJS2 サービスを起動したユーザーの umask値を基に作成されます。登録ユーザーごとに標準出

力ファイル・標準エラー出力ファイルの umask値を変えたい場合は，ジョブ実行環境設定ファイルを使用

してください。 

ジョブ実行環境設定ファイルの使用方法とファイルの仕様を次に説明します。 

ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイルのののの使用方法使用方法使用方法使用方法  

エージェント上に，次に示すファイルを JP1 ユーザーごとに作成してください。  

• ファイル名 

/etc/opt/jp1ajs2/conf/profiles/JP1JP1JP1JP1 ユーザーユーザーユーザーユーザー名名名名/jajsJobProfile 

• ファイルの内容 

umask=3333 けたのけたのけたのけたの 8888進進進進数数数数 

ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行環境環境環境環境設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイルのののの仕様仕様仕様仕様  

ジョブ実行環境設定ファイルで指定した umask値は，標準出力ファイル・標準エラー出力

ファイルにだけ影響します。ジョブプロセスが生成したファイルは影響を受けません。また，

既存のファイルに対して標準出力や標準エラー出力を実行した場合は，上書き指定でも，

追加書き指定でも，ファイルの権限は既存ファイルのままとなります。   
8.2.98.2.98.2.98.2.9    実行実行実行実行ホストホストホストホスト（（（（エージエージエージエージェェェェントントントント））））へへへへののののジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行配配配配信信信信    
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(1)(1)(1)(1)    キキキキュュュューーーーにににに複数接続複数接続複数接続複数接続したしたしたした実行実行実行実行ホストホストホストホスト（（（（エエエエージェントホストージェントホストージェントホストージェントホスト））））へへへへののののジョブジョブジョブジョブのののの配配配配信方法信方法信方法信方法 

ジョブを実行登録すると，いったんジョブ実行制御の管理するキュー（デフォルトキューも含む）に登録さ

れます。キューには，優先順位を指定して複数のエージェントホストを接続することができ，指定された優

先順位に従ってエージェントホストへジョブを配信します。 

エージェントホストの優先順位は運用に合わせて指定します。エージェントホストの優先順位に差を付け

て接続している場合は，優先順位の高いエージェントホストを選択してジョブを配信し，そのエージェント

ホストのエージェント使用率が 100%になると，次に優先順位の高いエージェントホストへジョブを配信しま

す。例えば，優先的に使用するエージェントホストがあり，そのエージェントホストで実行しているジョブが

満杯になった場合や，障害状態または停止状態でジョブを実行できない場合に，次の優先順位のエー

ジェントホストを代替としてジョブを実行するような運用を行う場合にはこの方法で接続します。 

エージェントホストの優先順位を同一の優先順位で接続している場合は，エージェント使用率の一番低

いエージェントホストを選択してジョブを配信します。特に優先的に使用するエージェントホストがなく，そ

れぞれのエージェントホストに負荷を分散してジョブを実行する場合はこの方法で接続します。 

なお，エエエエージージージージェェェェントントントント使用使用使用使用率率率率とは，エージェントホストのジョブの実行多重度に対する実行中ジョブ数の割

合で，次に示す計算式を使用し，少数点以下 4位まで算出したものです。 

エエエエージージージージェェェェントントントント使用使用使用使用率率率率＝＝＝＝実行中実行中実行中実行中ジョブジョブジョブジョブ数数数数／／／／ジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行多重度多重度多重度多重度 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

ジョブを配信する際に，優先順位とエージェント使用率が同一のエージェントホストが複

数ある場合，デフォルトではエージェント ID

※
の大きいエージェントホストを選択してジョブ

を配信します。例えば，実行時間が非常に短いジョブを複数実行する場合，ジョブはすぐ

に終了するためエージェント使用率はあまり上昇しないので，ジョブが配信されていない

エージェントホストとエージェント使用率を比較した際に差異が出にくくなります。  

その結果，エージェント IDの大きい方に偏ってジョブを配信するため，エージェント IDの

大きいエージェントホストで実行するジョブ数が多くなり，システムの使用率に偏りが生じる

ことになります。このような場合に，エージェント IDの代わりに未使用時間が最も長いエー

ジェントホストを選択してジョブを配信する方式を設定することで，均等に負荷分散を行う

ことができます。  

優先順位の定義方法の詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 セットアップガイド 7.20 ジョブを配信するエージェントホストの決定方式の設

定」または「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.18 ジョブを

配信するエージェントホストの決定方式の設定」を参照してください。  

注※  

エージェント IDは jpqimport コマンドでジョブ実行環境構成定義ファイル（jpqsetup.conf）

に指定したものです。また，jpqagtadd コマンドでエージェントホストを追加した場合は，使

用していない番号から昇順に付加されます。  
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jpqagtshow コマンドでエージェントホストの一覧を表示するとエージェント IDの昇順で表

示されます。  

(2)(2)(2)(2)    実行実行実行実行ホストホストホストホスト（（（（エエエエージェントホストージェントホストージェントホストージェントホスト））））のののの障害障害障害障害検知検知検知検知ととととジョブジョブジョブジョブのののの配配配配信信信信ににににつつつついていていていて 

ジョブの実行ホスト（エージェントホスト）に対して，ジョブの実行を配信する場合で，次のどちらかの状態

のとき，正常に動作している実行ホストに対するジョブの配信が，最大 15 分実施されないことがあります。

配信されない間，ジョブはキューイング状態になります。 

• 同時に 3台以上の実行ホストに障害が発生している。  

• 同時に 3台以上の実行ホストが停止している。  

この現象が発生した場合，障害が発生している実行ホスト，または停止している実行ホストを起動してく

ださい。  
8.2.108.2.108.2.108.2.10    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののサービスサービスサービスサービス停止停止停止停止時時時時ののののジョブジョブジョブジョブ実行実行実行実行制御制御制御制御のののの動作動作動作動作    

JP1/AJS2 のサービスを停止する方法には，実行中のジョブを強制終了しサービスを停止する方法と，実

行中のジョブの終了を待ちサービスを停止する方法の 2 とおりがあります。デフォルトでは実行中のジョ

ブを強制終了しサービスを停止します。 

実行中実行中実行中実行中ののののジョブジョブジョブジョブをををを強強強強制制制制終了終了終了終了ししししサーサーサーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする場合場合場合場合  

自ホストで実行中のジョブだけを強制終了して，別のエージェントホストで実行中のジョブ

は強制終了しません。  

実行中実行中実行中実行中ののののジョブジョブジョブジョブのののの終了終了終了終了をををを待待待待っっっってかてかてかてかららららサーサーサーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする場合場合場合場合  

別のエージェントホストで実行中のジョブも含めてすべてのジョブが終了するのを待って

からサービスを停止します。  

JP1/AJS2 のサービスの停止方法については，「15.2.2 JP1/AJS2 のサービスを手動で終了する」を参照

してください。また，ジョブ実行制御が強制停止を行う際の詳細については，「8.2.1 ジョブの強制停止

処理」を参照してください。 

なお，終了時の動作は，jajs_spmd_stop コマンドのパラメーターにオプションを指定して実行することで一

時的に変更できます。詳細については，「15.4.2 JP1/AJS2 終了時の動作を一時的に変更する」を参照

してください。 
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8.38.38.38.3    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

イベントジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明します。イベントジョ

ブの説明については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 解説」を参照してくださ

い。 

注意  

JP1/AJS2 が発行した JP1 イベント，Windows イベントログ，syslog，HNTRLib2，およびスケ

ジューラーログなどのログファイルの内容については，事象を発生させた JP1/AJS2 自身

では正しく検知できません。イベントジョブの監視対象の詳細については，「8.5.2 

JP1/AJS2 が発行するイベントやメッセージを監視する」を参照してください。  

イベントジョブの種類を次の表に示します。 

表表表表 8888----11111111    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブのののの種類種類種類種類 

イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ名名名名    ジョブジョブジョブジョブのののの内容内容内容内容    

JP1 イベント受信監視ジョブ JP1/Base から特定のイベントを受け取ったときにイベントジョブが終了す

る。 

ファイル監視ジョブ 特定のファイルが作成，削除，または更新されたときにイベントジョブが

終了する。 

メール受信監視ジョブ 特定のメールを受信したときにイベントジョブが終了する。 

メッセージキュー受信監視ジ

ョブ

※1
 

TP1/Message Queue または MQSeries から特定のメッセージを受信した

ときにイベントジョブが終了する。 

MSMQ受信監視ジョブ

※2
 MSMQから特定のメッセージを受信したときにイベントジョブが終了す

る。 

ログファイル監視ジョブ JP1/Base のログファイルトラップ機能と連携し，指定したログファイルに，

特定の情報が書き込まれたときにイベントジョブが終了する。 

Windows イベントログ監視ジ

ョブ 

JP1/Baseのイベントログトラップ機能と連携し，Windowsイベントログに特

定の情報が書き込まれたときにイベントジョブが終了する。 

実行間隔制御ジョブ 指定した時間が経過したらイベントジョブが終了する。 

注※1  

Linuxは対象外です。  

注※2  

UNIXは対象外です。  

イベントジョブで受信した情報は，後続ジョブで参照できます。後続ジョブで参照できる情報を，引き継ぎ

情報と呼びます。 

後続ジョブでイベント情報を参照するには，イベントジョブに情報を引き継ぐためのマクロ変数名を定義

し，後続ジョブで，引き継ぐイベントのマクロ変数を指定します。マクロ変数は「?AJS2xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx?:引き継

ぎ情報名」の形式で指定します。マクロ変数の定義例については，マニュアル「JP1/Automatic Job 
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Management System 2 解説 3.2.4(6) イベントジョブの受信情報の引き継ぎ」を参照してください。また，

引き継ぎ情報の詳細については，「JP1/Automatic Job Management System 2 解説 付録 A イベントジ

ョブで引き継ぐ情報」を参照してください。 

補足事項補足事項補足事項補足事項  

• 起動条件中のイベントジョブについては，起動条件監視中に JP1/AJS2 - Manager

が停止した場合，再起動後に再びイベント監視を始められます。また，起動条件

で複数のイベントを監視していた場合，条件が成立していたイベントの受信情報を，

再起動後も保持しておけます。  

• 起動条件を定義してジョブネットを起動するのと同じように，イベントジョブをジョブ

ネットの先頭に定義すると，条件が成立するのを待ってジョブネットを実行できます。

起動条件を定義した場合，イベント受信の監視中は，ジョブネットが起動条件待ち

状態になります。イベントジョブを定義した場合，イベント受信の監視中は，ジョブ

ネットが実行中状態になります。イベントジョブを先頭に定義する場合は，計画的

に発生することがわかっている事象を待つ場合に使うことをお勧めします。  

• 複数のイベントを監視する場合，正規表現などで一つのイベントジョブとしてまとめ

て監視すると，性能が向上します。 

例えば，JP1 イベント受信監視ジョブで，イベント IDが 00004131 でメッセージが

KAVS0272-Eと KAVS00273-Eの JP1 イベントを監視する場合，イベント IDだけを

指定する，またはイベント IDに「00004131」を指定し，メッセージに「KAVS」を指定

するなどの方法で，イベントジョブを一つにまとめてください。なお，引き継ぎ情報

を利用すると，イベントの内容を識別できます。 

• イベントジョブに打ち切り時間を指定した場合，打ち切り時間は実行エージェント

でカウントします。このため，監視中に実行エージェントが電源ダウンなどで再起

動し，イベントの監視が継続された場合，打ち切り時間は実行エージェントが再起

動した時刻からカウントされます。これを「相対時刻による打ち切り時間の監視」と

呼びます。なお，打ち切り時間のカウントの再開始，および再開始された時刻は，

イベントジョブの実行結果詳細で確認できます。 

また，実行エージェントの状態にかかわらず，ジョブ登録からの絶対時刻で監視を

打ち切りたい場合は，実行エージェントで監視する監視イベントを，起動条件で監

視し，起動条件成立後，マネージャーに JP1 イベントを送信し，マネージャーの

JP1 イベント受信監視ジョブで打ち切り時間を指定して監視します。これを「絶対時

刻による打ち切り時間の監視」と呼びます。 

• Windows では，JP1/AJS2 のイベントジョブは，実行時の JP1 ユーザーには依存し

ません。JP1/AJS2 サービスのアカウント権限に依存します。 

JP1/AJS2 サービスのアカウントに与える必要のある権限を次に示します。 

・ファイル監視ジョブでの，監視対象ファイルおよびフォルダに対する書き込みの

権限。また，監視対象ファイルが読み取り専用になっていないこと。 

・MQSeries連携での，メッセージキューに対する書き込みの権限。 
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・TP1/Message Queue連携での，メッセージキューに対する書き込みの権限。 

権限が与えられていない場合，次に示す現象が起こります。 

・イベントジョブ（ファイル監視ジョブ，メッセージキュー受信監視ジョブ）が異常終

了する。 

・イベントが発生しないなど。 

• JP1/AJS2 のイベントジョブは，JP1/Base の環境設定に定義されている JP1 ユーザ

ー，およびおのおののジョブに定義されている JP1 ユーザーの権限には依存しま

せん。  

• イベントジョブを使用する場合，イベントジョブを実行した時間と実際に実行エージ

ェントでイベントの監視が実行中になるまでのタイムラグが発生することがあります。

この場合，実際にイベントの監視が実行中になってから発生したイベントが検知の

対象となります。このため，イベントジョブを実行する時間は監視対象とするイベン

トが発生する時間を考慮し，余裕を持った時間に実行する必要があります。  

• イベントジョブ（起動条件内のものを含む）を実行した場合，実行したイベントジョブ

の定義データや，監視条件が成立した際のイベントの情報などがイベント・アクショ

ン制御マネージャーやイベント・アクション制御エージェントなどのプロセス間で通

信されます。その際，一時的なネットワーク障害や通信相手のプロセスがビジー状

態などで通信できないと，いったん通信する情報をファイルに保存し，時間をおい

て再試行します。JP1/AJS2 ではこのファイルを「未通知情報」と表現しています。

再試行に成功すると，未通知情報を削除します。  
8.3.18.3.18.3.18.3.1    JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント受受受受信監視信監視信監視信監視ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1 イベント受信監視ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明しま

す。 

JP1 イベントは JP1/Base で管理されるイベントで，JP1 シリーズプログラムで発生した事象を契機として発

行されます。JP1 イベントは，エラー，警告，通知などの重大度やメッセージなどの情報を持っているので，

重大度ごとに異なる後続ジョブを実行したり，特定のメッセージを受け取ったときだけ後続ジョブを実行し

たりできます。JP1 イベント中のメッセージや詳細情報の一部分を正規表現で切り出して，後続ジョブに

引き継ぐこともできます。 

JP1 イベント受信監視ジョブを使った例を次に示します。 

• JP1 シリーズプログラムでエラーが発生するか，または警告が通知された場合に後続ジョ

ブを実行する。  

• 複数の JP1 シリーズプログラムで処理を実行している場合，すべての処理が終了してから

後続ジョブを実行する。  
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• 他ホストの JP1/AJS2 - Managerで実行されたジョブネットの終了時に JP1 イベント送信ジ

ョブを実行し，送信された JP1 イベントを別のジョブネットで受信し，後続ジョブを実行す

る。  

• JP1/Base のイベント変換機能を使って，JP1 シリーズ以外のアプリケーションの終了を契

機として後続ジョブを実行する。 

イベント変換機能についてはマニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

JP1 イベント受信監視ジョブで監視できる JP1 イベントは，JP1 イベント受信監視ジョブが実

行状態になったあとに発生した JP1 イベントが対象です。そのため，次のタイミングで発生

した JP1 イベントは，JP1/AJS2 では検知されません。  

• JP1/AJS2 が停止中に発行された JP1 イベント  

• JP1/AJS2が起動したあとにイベントジョブが実行状態になる間に発生したJP1イベ

ント 

JP1 イベント受信監視ジョブで監視する対象となる JP1 イベントは，JP1/AJS2 のイベントジ

ョブが監視状態になるまで発行されない JP1 イベントを監視対象にしてください。  

JP1 イベント受信監視ジョブが検知できないタイミングを図に示します。  

図図図図 8888----3333    JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント受信受信受信受信監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブがががが検検検検知知知知できないできないできないできないタイタイタイタイミミミミングングングング 

 

JP1 イベント受信監視ジョブのオプションおよび JP1 イベント受信監視ジョブ定義時の注意事項を次に説

明します。 

(1)(1)(1)(1)    JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント受受受受信監視信監視信監視信監視ジョブジョブジョブジョブののののオオオオプションプションプションプション 

JP1 イベント受信監視ジョブのオプションには，次のオプションを設定できます。 

• JP1 イベント受信監視実行前のイベント検索オプション  
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JP1 イベント受信監視ジョブが実行された直後（JP1 イベントの監視を開始する前）に発生した JP1 イベン

トを受信監視の対象とするかどうかをオプションで指定します。このオプションを「JP1 イベント受信監視実

行前のイベント検索オプション」と呼びます。 

このオプションは，イベント IDを指定し，かつ JP1 イベントの監視を開始した時刻を基準に何分前まで検

索するかを指定した場合に有効になります。指定できる値は 1～720（単位：分）の間です。なお，このオ

プションを指定した場合に基準となる時刻は，JP1 イベント受信監視ジョブが実行されるホストで設定され

ている時刻です。 

このオプションを指定しない場合は，通常の JP1 イベント受信監視だけになり，JP1 イベントの監視を開始

した時刻以前のイベントは検索しません。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• 「JP1 イベント受信監視実行前のイベント検索オプション」を指定する際に指定した

イベントの検索範囲（JP1 イベントの監視を開始した時刻を基準に何分前まで検索

するか）が大きくなればなるほど，JP1 イベント受信監視実行前のイベント検索に掛

かる時間が長くなります。また，イベントの検索対象範囲内に存在する JP1 イベント

の件数が多ければ多いほど，JP1 イベント受信監視実行前のイベント検索に掛か

る時間が長くなります。イベントの検索範囲は必要最小限の短い時間となるように

してください。長くても 10分程度とすることをお勧めします。  

• 実行前のイベント検索機能を使用した JP1 イベント受信監視ジョブでは，検索対象

となるおそれのあるイベントが大量にある場合，起動条件回数指定の有無などの

実行回数の制限にかかわらず，CPU使用率が高くなり，ほかのジョブの実行が遅

れることがあります。 

そこで，実行前のイベント検索機能では，数件程度の特定のイベントを条件とした

い場合に使用してください。イベントの成立が大量に発生したり，継続的に発生し

たりするようなイベントを条件としたい場合には，実行前のイベント検索機能を使用

しないようにしてください。検索対象となるおそれのあるイベントが大量にある場合

は，JP1 イベント受信監視ジョブの条件を細かく設定し，実行前のイベント検索で

対象となるおそれのあるイベントを絞り込んだり，実行前のイベント検索の検索範

囲を短くしたりしてください。 

• 「JP1 イベント受信監視実行前のイベント検索オプション」は起動条件ジョブの中で

の使用を推奨します。起動条件ではない一般ジョブでも使用することは可能です

が，一般ジョブで「実行前のイベント検索」を指定する場合には，同じイベントを何

度も受信監視の条件としてしまう場合があります。一般ジョブとして JP1 イベント受

信監視ジョブを使用する場合には，その使用方法に注意が必要です。 

同一の JP1 イベントを受信監視の条件にしてしまう例を次に示します。 

（（（（例例例例））））  
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ジョブネット「recv」に，一般ジョブとして次の条件で JP1 イベント受信監視ジョブが登録さ

れているとします。  

• 起動条件： 

ジョブネット「recv」は，実行間隔制御ジョブによって 9:00 と 9:10に起動するように

設定 

• JP1 イベント受信監視実行前のイベント検索オプションの指定： 

「30」（単位：分）を指定 

• イベント ID： 

「111」を指定 

• JP1 イベント（イベント ID：111）の発行状況： 

8:20 と 8:50 

  

    動作動作動作動作  

1. ジョブネット「recv」が，実行間隔制御ジョブによって 9:00に起動する。  

2. JP1 イベント受信監視実行前のイベント検索オプションで指定した条件に従って

8:30の以降の JP1 イベントを検索します。  

3. ジョブネット「recv」が，実行間隔制御ジョブによって 9:10に起動する。  

4. JP1 イベント受信監視実行前のイベント検索オプションで指定した条件に従って

8:40の以降の JP1 イベントを検索します。 

    結果結果結果結果  

このとき，8:30以降と 8:40以降に検索条件を満たす JP1 イベントはともに 8:50の 1回で

あったとすると，9:00に実行された JP1 イベント受信監視ジョブも 9:10に実行された JP1

イベント受信監視ジョブも，両方とも同じ 8:50の JP1 イベントを検知し，受信監視の条件と

してしまいます。  
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図図図図 8888----4444    同同同同一一一一のののの JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベントをををを受信受信受信受信監視監視監視監視のののの条件条件条件条件にしてしにしてしにしてしにしてしまうまうまうまう例例例例 

 

(2)(2)(2)(2)    JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント受受受受信監視信監視信監視信監視ジョブジョブジョブジョブ定義時定義時定義時定義時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

JP1 イベント受信監視ジョブを定義するときの注意事項を次に示します。 

• JP1 イベント受信監視ジョブを実行する前に，JP1/Base イベントサービスを起動しておい

てください。また，JP1/Base イベントサービスの API設定は「keep-alive」に設定しておいて

ください。JP1/Base イベントサービスが起動されていない場合，JP1 イベント受信監視ジョ

ブは，イベントサービスが起動されるまで実行待ちの状態になります。  

• JP1 イベント受信監視ジョブが実行中になる前に発生した JP1 イベントは，受信できません。

受信したい JP1 イベントは，JP1 イベント受信ジョブが実行中になってから発行するか，

「JP1 イベント受信監視実行前のイベント検索オプション」を使用するようにしてください。  

• JP1 イベントにはメッセージや詳細情報が含まれています。その中の文字列を監視したい

場合，正規表現を使って文字列を指定できます。Windows の正規表現は，JP1/Base 

07-00以降でサポートした，XPG4 の拡張正規表現の文法に従った正規表現にも対応し

ました。JP1 イベント受信監視ジョブ，Windows イベントログ監視ジョブ，およびログファイル

監視ジョブの動作は，JP1/Base の設定に合わせるため，JP1/Base の設定によって使用で

きる正規表現が異なります。 

使用できる正規表現の設定方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」の使用

する正規表現を拡張する，という説明を参照してください。UNIXの正規表現については，

UNIXのドキュメントを参照してください。なお，正規表現で，すべての文字に一致する

「.*」を多数使用すると，JP1 イベントと突き合わせるために時間が掛かることがあります。
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長いメッセージなどに対しては，必要な個所に対してだけ「.*」を使用するようにしてくださ

い。「.*」を使用した JP1 イベント受信監視ジョブを複数実行すると，JP1 イベントを各ジョブ

の監視条件と突き合わせる時間が指数関数的に増えるため，イベントの検知が極端に遅

延する場合があります。そのため，いったん別のホストで JP1/Base のイベント転送機能と

フィルター条件で，JP1 イベントの数を絞り込んでから監視したり，監視条件を追加して

「.*」部分の比較が行われる頻度を下げたりするなどをしてください。なお，UNIXでは，空

白以外の文字に一致させたい場合など，「.*」の代わりに「[^ ]*（空白以外の文字の繰り返

し）」を使用すると，JP1 イベントと突き合わせる時間を短縮できます。 

• JP1イベント受信監視ジョブを起動条件として定義する場合，必ず一つ以上の項目を定義

してください。一つも定義がない場合，イベント受信監視を行っているホスト上で JP1 イベ

ントが発生するたびに，JP1 イベント受信監視ジョブが終了します。JP1/AJS2 が発行する

JP1 イベントでも，監視条件が成立してしまうため，ジョブを実行するたびにジョブネットが

起動してしまうので注意してください。  

• Windows の JP1/Base イベントサービスで，JP1/SES Version 5 または JP1/AJS Version 5

以前のイベントサービス，JP1/SES のプロトコルを使用して発行された JP1 イベントを受信

した場合，JP1 イベントにはイベント発行元 IP アドレスが設定されていません。そのため，

Windows では JP1 イベント受信監視ジョブの監視条件にイベント発行元 IP アドレスを指定

しても，上記のイベントは監視条件に合致しません。  

• JP1 イベントのイベント詳細情報については，JP1 イベント中の詳細情報がテキストの場合

だけ監視対象になります。バイナリーデータが含まれている場合には，JP1 イベント中の詳

細情報が無視され，監視条件に合致しません。監視する JP1 イベントにバイナリーデータ

が含まれている場合は，監視条件にイベント詳細情報を指定しないでください。  

• JP1 イベント中のイベント発行元ユーザー名には，JP1 イベントを発行した OS ユーザー名

が設定されます。JP1 イベント受信監視ジョブの監視条件のうち，イベント発行元ユーザー

名に JP1 ユーザー名を指定しても，JP1 イベント受信監視ジョブは JP1 イベントの受信を正

しく監視できません。また，JP1 イベント受信監視ジョブの監視条件のうち，イベント発行元

ユーザー名はイベント受信監視時に大文字小文字が区別されます。JP1 イベント中の発

行元ユーザー名に合わせて指定してください。  

• JP1 イベント受信監視ジョブの監視条件のうち，イベント発行元ホスト名は JP1 イベント受

信監視時に大文字小文字が区別されます。JP1 イベント中のホスト名（発行元イベントサ

ーバ名）に合わせて指定してください。  

• 正規表現で指定する項目では，指定した文字列は部分一致で条件一致となります。完全

一致させたい場合は，完全名を明示的に指定した正規表現を使用してください。

Windows の正規表現は，JP1/Base 07-00以降でサポートした，XPG4 の拡張正規表現の

文法に従った正規表現にも対応しました。JP1 イベント受信監視ジョブ，Windows イベント

ログ監視ジョブ，およびログファイル監視ジョブの動作は，JP1/Base の設定に合わせるた

め，JP1/Base の設定によって使用できる正規表現が異なります。使用できる正規表現の

設定方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」の使用する正規表現を拡張す

る，という説明を参照してください。UNIXの正規表現については，UNIXのドキュメントを

参照してください。  
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• JP1 イベント受信監視ジョブで監視する JP1 イベント情報については，JP1/Base のイベント

サービスの仕様に従います。監視したい JP1 イベントの詳細については，マニュアル

「JP1/Base 運用ガイド」，および JP1 イベントを発行する製品のマニュアルを参照してくだ

さい。  

• Windows では，JP1/Base イベントサービスのイベントサーバ設定（conf）で JP1 イベントを

取得できるユーザー名（users パラメーター）に，JP1/AJS2 のサービスを起動するアカウン

トのユーザー名を設定してください。なお，デフォルトでは「users」はすべてのユーザーが

JP1 イベントを取得できるように設定されています。   
8.3.28.3.28.3.28.3.2    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

ファイルジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明します。 

ファイル監視ジョブを使った例を次に示します。 

• ファイルの書き込み時間を監視して，ファイルが変更されたときに後続ジョブを実行する。  

• アプリケーションが出力するファイル，またはほかのホストから転送されてくるファイルを監

視して，ファイルの作成が完了したあとに後続ジョブを実行する。  

ファイル監視ジョブで監視する事象，ファイル名の指定方法，およびファイル監視ジョブのオプションを

次に説明します。 

    

((((1)1)1)1)    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブでででで監視監視監視監視するするするする事事事事象象象象 

監視する事象を次に示します。 

表表表表 8888----12121212    監視監視監視監視するするするする事象事象事象事象 

監視監視監視監視するするするする事象事象事象事象    監視内容監視内容監視内容監視内容    

作成

※1
 指定した名称のファイルが作成されたかを監視します。 

削除

※2
 指定した名称のファイルが削除されたかを監視します。 

サイズ変更

※3
 指定した名称のファイルサイズが変更されたかを監視します。 

最終書き込み

時刻変更

※3
 

指定した名称のファイルが更新されたかを監視します。更新した時刻を監視

し，更新時刻が変わったら起動条件成立とします。 

注※1  

監視開始の時点で，指定した名称のファイルがすでにあった場合には，そのファイルが

削除され，再度作成されたときに条件が成立します。  
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なお，監視開始の時点で，指定した名称のファイルがすでにあった場合に条件を成立さ

せるかどうかを，監視開始オプションで指定することもできます。監視開始オプションの詳

細については，「(3) ファイル監視ジョブのオプション」を参照してください。  

注※2  

監視開始の時点で，指定した名称のファイルがなかった場合には，そのファイルが作成さ

れて，削除されたときに条件が成立します。  

注※3  

監視開始の時点で，指定した名称のファイルがなかった場合には，そのファイルが作成さ

れて，サイズ変更または最終書き込み時刻が変更されたときに条件が成立します。ファイ

ルが作成されただけでは条件は成立しません。  

これらの条件は，複数指定することもできます。例えば，ファイルが削除または更新されたら後続ジョブを

実行するように定義する場合は，「削除」と「最終書き込み時刻変更」を指定します。ただし，「サイズ変

更」と「最終書き込み時刻変更」は同時に指定できません。 

ファイル監視ジョブの基本動作を次の図に示します。 
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図図図図 8888----5555    監視条件監視条件監視条件監視条件でででで「「「「作作作作成成成成」」」」をををを指指指指定定定定してしてしてして監視監視監視監視しているしているしているしている場合場合場合場合（（（（ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット中中中中ののののファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ）））） 
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図図図図 8888----6666    監視条件監視条件監視条件監視条件でででで「「「「削除削除削除削除」「」「」「」「サイサイサイサイズズズズ変更変更変更変更」「」「」「」「最終最終最終最終書書書書きききき込込込込みみみみ時時時時刻刻刻刻変更変更変更変更」」」」のどれかをのどれかをのどれかをのどれかを指指指指定定定定してしてしてして監視監視監視監視しているしているしているしている場場場場

合合合合（（（（ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット中中中中ののののファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ）））） 
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図図図図 8888----7777    監視間隔内監視間隔内監視間隔内監視間隔内にににに複数回複数回複数回複数回ファイルファイルファイルファイルがががが更更更更新新新新さささされたれたれたれた場合場合場合場合（（（（監視条件監視条件監視条件監視条件：「：「：「：「作作作作成成成成」」」」だだだだけをけをけをけを指指指指定定定定しているしているしているしている場合場合場合場合）））） 
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(2)(2)(2)(2)    ファイルファイルファイルファイル名名名名のののの指指指指定方法定方法定方法定方法 

ファイル名の指定方法には，絶対パス名でファイル名を指定する方法のほかに，絶対パス名と「*（ワイル

ドカード）」を使用した総称名で指定する方法があります。ワイルドカードを使った監視ファイル名の指定

例を次に示します。 

表表表表 8888----13131313    ワワワワイルドカードイルドカードイルドカードイルドカードをををを使使使使っっっったたたた監視監視監視監視ファイルファイルファイルファイル名名名名のののの指指指指定例定例定例定例 

指指指指定例定例定例定例    指指指指定内容定内容定内容定内容    監視監視監視監視ファイルファイルファイルファイル名名名名のののの例例例例    

/jp1/**** /jp1 にあるファイルすべてを監視します。ただし，先頭が「.」

（ピリオド）で始まるファイルは監視しません。 

/jp1/aaa 

/jp1/aaa.sh 

/jp1/.**** /jp1 にあるファイルで，「.」（ピリオド）で始まるファイルすべて

を監視します。 

/jp1/.aaa 

/jp1/aaa**** /jp1 にあるファイルで，「aaa」という文字列で始まるファイルす

べてを監視します。 

/jp1/aaa 

/jp1/aaabbb 

/jp1/aaa.sh 

/jp1/****aaa /jp1 にあるファイルで，「aaa」という文字列が最後に付くファイ

ルすべてを監視します。 

/jp1/aaa 

/jp1/bbbaaa 

/jp1/bbb.aaa 

/jp1/aaa****bbb /jp1 にあるファイルで，「aaa」という文字列で始まり，「bbb」と

いう文字列が最後に付くファイルすべてを監視します。 

/jp1/aaabbb 

/jp1/aaacccbbb 

/jp1/aaa.bbb 

/jp1/****aaa**** /jp1にあるファイルで，「aaa」という文字列がファイル名に含ま

れているファイルすべてを監視します。 

/jp1/aaa 

/jp1/bbbaaa 

/jp1/bbbaaaccc 

/jp1/bbbaaa.sh 

注  

このファイル名の指定例は，すべて UNIXの場合の例です。Windows でファイル名を指定

する場合は，「c:\jp1\****」のようになります。なお，次の場合は，実行時にエラーとなりま

す。  

• ディレクトリ名にワイルドカードを指定した場合  

• 相対パスで指定した場合  

• 指定したファイル名が，ディレクトリとしてすでにある場合（例えば，「/jp1/aaa」とい

うファイル名を指定したときに，すでに「/jp1/aaa」というディレクトリがある場合） 

(3)(3)(3)(3)    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブののののオオオオプションプションプションプション 

ファイル監視ジョブには，次の二つのオプションを設定できます。 

• 監視開始オプション  

• ファイル監視ジョブの状態引き継ぎオプション  

上記のオプションについて，次に説明します。 
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(a)(a)(a)(a)    監視開始監視開始監視開始監視開始オオオオプションプションプションプション 

ファイル監視ジョブが実行中の状態になったときに，すでに監視対象ファイルが存在する場合，ファイル

監視ジョブの監視条件を成立させるかどうかをオプションで指定します。このオプションを，「監視開始オ

プション」と呼びます。 

なお，監視開始オプションは，ファイルの監視条件で「作成」を選択した場合に有効になります。また，オ

プションを指定しない場合は，ファイルが存在していても，監視条件を成立させません。 

監視開始オプションを設定した場合のオプションの基本動作例を紹介します。まず，監視開始オプショ

ンを設定していない場合の動作例を次の図に示します。 
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図図図図 8888----8888    監視開始監視開始監視開始監視開始オオオオププププシシシションョンョンョンをををを設定設定設定設定していないしていないしていないしていない場合場合場合場合のののの動作例動作例動作例動作例 

 

監視開始オプションを設定している場合の動作例を次の図に示します。 
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図図図図 8888----9999    監視開始監視開始監視開始監視開始オオオオププププシシシションョンョンョンをををを設定設定設定設定しているしているしているしている場合場合場合場合のののの動作例動作例動作例動作例 

 

監視開始オプションの指定内容によって，ファイル監視ジョブがどのように動作するかを，次に説明しま

す。 
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「「「「既既既既存存存存ファイルファイルファイルファイルもももも条件条件条件条件成立成立成立成立」」」」をををを指指指指定定定定したしたしたした場合場合場合場合  

ファイルの新規作成を監視しているファイル監視ジョブが実行中の状態になったときに，

監視対象ファイルがすでに存在していると，監視条件が成立し，ファイル監視ジョブが正

常終了します。  

ただし，監視対象ファイルのクローズチェックが実行されるため，監視対象ファイルが使用

中の場合，ファイル監視ジョブは監視中のままになります。  

なお，ジョブの種類によって，監視開始オプションで監視条件を成立させるファイル監視

ジョブが異なります。監視開始オプションの動作を，ファイル監視ジョブの種類ごとに示し

ます。  

• 監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名がががが指指指指定定定定さささされているれているれているれている，，，，ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット中中中中ののののファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ 

ファイル監視ジョブの実行時に，監視対象ファイルが存在している場合，監視開始

オプションによって監視条件が成立し，即時にイベントが発生してファイル監視ジ

ョブは正常終了します。 

図図図図 8888----10101010    監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名がががが指指指指定定定定さささされているれているれているれているジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット中中中中ののののファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョジョジョジョ

ブブブブ 

 

• 監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名がががが「「「「*（（（（ワワワワイルドカードイルドカードイルドカードイルドカード））））」」」」でででで指指指指定定定定さささされているれているれているれている，，，，ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット中中中中ののののフフフフ

ァイルァイルァイルァイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ 

ファイル監視ジョブの実行時に監視対象のディレクトリに一つでもファイルが存在

している場合は，監視開始オプションによって監視条件が成立し，即時にイベント

が発生してファイル監視ジョブは正常終了します。 



 384

図図図図 8888----11111111    監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名にににに「「「「****（（（（ワワワワイルドカードイルドカードイルドカードイルドカード））））」」」」がががが指指指指定定定定さささされているれているれているれているジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット

中中中中ののののファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ 

 

補足事項 

「*（ワイルドカード）」の使用については，「(2) ファイル名の指定方法」を参照して

ください。 

  

• 監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名がががが指指指指定定定定さささされているれているれているれている，，，，起動条件中起動条件中起動条件中起動条件中ののののファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ 

起動条件中のファイル監視ジョブの実行時に監視対象ファイルが存在している場

合は，監視開始オプションによって監視条件が成立し，即時にイベントが発生しま

す。 

監視開始オプションは，イベントが 1回成立した時点で満了します。イベント発生

後もファイル監視ジョブは「監視中」の状態となって監視を継続します。ただし，オ

プション満了後は，新規ファイルの作成時に条件が成立します。 
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図図図図 8888----12121212    監監監監視対象視対象視対象視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名がががが指指指指定定定定さささされているれているれているれている起動条件中起動条件中起動条件中起動条件中ののののファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ 

 

• 監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名がががが「「「「*（（（（ワワワワイルドカードイルドカードイルドカードイルドカード））））」」」」でででで指指指指定定定定さささされているれているれているれている，，，，起動条件中起動条件中起動条件中起動条件中ののののファファファファ

イルイルイルイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ 

起動条件中のファイル監視ジョブの実行時に，監視対象のディレクトリにあるすべ

てのファイルに対して，監視開始オプションによって監視条件が成立し，即時にイ

ベントが発生します。 

監視開始オプションは，各ファイルに対してイベントが 1回ずつ成立した時点で満

了します。イベント発生後もファイル監視ジョブは「監視中」の状態となって監視を

継続します。ただし，オプションが成立したファイルは，新規ファイルの作成時に条

件が成立します。 
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図図図図 8888----13131313    監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名にににに「「「「****（（（（ワワワワイルドカードイルドカードイルドカードイルドカード））））」」」」がががが指指指指定定定定さささされているれているれているれている起動条件起動条件起動条件起動条件

中中中中ののののファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ 

 

補足事項 

「*（ワイルドカード）」の使用については，「(2) ファイル名の指定方法」を参照して

ください。 

「「「「新新新新規規規規ファイルファイルファイルファイル作作作作成成成成時時時時にににに条件条件条件条件成立成立成立成立」」」」をををを指指指指定定定定したしたしたした場合場合場合場合（（（（デフデフデフデフォォォォルトルトルトルトのののの場合場合場合場合））））  

ファイルの「作成」を監視しているファイル監視ジョブが実行中の状態になったときに，す

でに監視対象ファイルが存在していても，監視条件成立にはなりません。ファイル監視ジ

ョブは監視を継続します。  

なお，クラスタシステムで JP1/AJS2 を運用している場合，JP1/AJS2 サービスがフェールオーバーしたあ

とに，監視開始オプションが設定されているファイル監視ジョブが再度実行されると，「ファイル監視ジョ
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ブの状態引き継ぎ」を有効にしている場合は，フェールオーバー前の状態で実行され，「ファイル監視ジ

ョブの状態引き継ぎ」を無効にしている場合は，監視開始オプションが再び有効になります。 

ファイル監視ジョブの監視開始オプションの指定方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 操作ガイド 13.4.18 ［詳細定義－［ファイル監視］］ダイアログボックス」またはマ

ニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス 2.2.10 ファイル監視ジョブ定

義情報の記述方法」を参照してください。 

(b)(b)(b)(b)    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの状状状状態態態態引引引引きききき継継継継ぎぎぎぎオオオオプションプションプションプション 

ファイル監視ジョブが監視対象ファイルを監視している間の情報を，随時退避しておき，ジョブの状態を

引き継ぐことができます。状態引き継ぎを行うように設定した場合，ファイル監視ジョブ一つにつき，一つ

の状態引き継ぎ情報格納ファイルが生成されます。 

例えば，クラスタシステムで，ファイル監視ジョブの実行中に JP1/AJS2 サービスが停止した場合，

JP1/AJS2サービスの停止後，再度 JP1/AJS2サービスが起動して，サービスが停止する前と同じファイル

監視ジョブが実行されたときに，サービスが停止する前のファイル監視ジョブの監視状態を引き継いでジ

ョブが実行されます。なお，クラスタシステムでなくても，ファイル監視ジョブの情報を引き継げます。 

監視状態を引き継ぐには，ファイル監視ジョブが継続して動作している必要があります。ファイル監視ジョ

ブが継続して動作するか，終了するかによって，監視状態が引き継がれるかどうかが異なります。 

監視状態が引き継がれる条件を，次の表に示します。 

表表表表 8888----14141414    監視監視監視監視状状状状態態態態のののの引引引引きききき継継継継ぎぎぎぎ条件条件条件条件 

        サーサーサーサービビビビススススのののの再起動再起動再起動再起動    停止停止停止停止をををを伴伴伴伴うううう    

フフフフェェェェールールールールオオオオーーーーババババーーーー    

シシシシスススステムテムテムテムダダダダウウウウンンンンによるによるによるによるフフフフ

ェェェェールールールールオオオオーーーーババババーーーー    

ジョブネット中の 

ファイル監視ジョブ 

ジョブが終了するため，

引き継がれない 

ジョブが終了するため，

引き継がれない 

引き継がれる 

起動条件中のファ

イル監視ジョブ 

引き継がれる 引き継がれる 引き継がれる 

なお，次のような場合には，状態引き継ぎ情報格納ファイルが削除されます。 

• 各ファイル監視ジョブに対して作成される状態引き継ぎ情報格納ファイルは，ファイル監

視ジョブの終了時に削除されます。  

• 状態引き継ぎを行ったあと，状態引き継ぎを行わない設定に変更した場合，状態引き継

ぎ情報格納ファイルはすべて削除されます。  

• コールドオプションを設定して JP1/AJS2 サービスを起動した場合，状態引き継ぎ情報格

納ファイルはすべて削除されます。  

ファイル監視ジョブの状態引き継ぎオプションを設定した場合の動作例を次の図に示します。 
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図図図図 8888----14141414    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの状状状状態態態態引引引引きききき継継継継ぎぎぎぎオオオオププププシシシションョンョンョンをををを設定設定設定設定したしたしたした場合場合場合場合のののの動作例動作例動作例動作例 

 

ファイル監視ジョブの状態を引き継ぐ機能は，デフォルトでは無効になっています。有効にするには，フ

ァイル監視ジョブを実行するすべてのホストおよびノードで設定を行ってください。クラスタシステムの場

合は，実行系・待機系ともに設定が必要になります。設定手順については，マニュアル「JP1/Automatic 

Job Management System 2 セットアップガイド 7.12 ファイル監視ジョブの状態引き継ぎオプションの設

定」（Windowsホストの場合），またはマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップ

ガイド 16.8 ファイル監視ジョブの状態引き継ぎオプションの設定」（UNIX ホストの場合）を参照してくだ

さい。 

なお，2ギガバイト以上のファイルを監視する設定（ラージファイル対応オプション）を「対応する」から「対

応しない」に変更し，2ギガバイト以上のファイルの情報を引き継いだ場合は，統合トレースログと実行結

果詳細に KAVT2038-E メッセージが出力され，ジョブは異常検出終了します。 

(4)(4)(4)(4)    ファイルファイルファイルファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブ定義時定義時定義時定義時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 

ファイル監視ジョブを定義するときの注意事項を次に示します。 

• 監視間隔を 1～9秒に設定したファイル監視ジョブを実行した場合，ファイルの更新発生

（イベント発生）に対して，即時（1～9秒）に後続ジョブが実行されるわけではありません。

特に，多数のファイル監視ジョブを実行する場合，後続ジョブの実行までに時間が掛かる

ことがあります。この場合，監視間隔には十分に余裕を持った値を設定してください。 

ファイル監視間隔の算出式を次に示します。これは，ファイル監視ジョブの監視対象ファ

イル名を完全名で指定した場合に，最低限必要となる時間を算出するための式です。運
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用時には，算出された値よりも十分に余裕を持った値を設定することをお勧めします。な

お，監視間隔の下限値は，使用しているハードウェアなどによって異なるので注意してく

ださい。 

ファイル監視ジョブの監視間隔（下限値）の算出式  

（監視間隔）＝0.9＊単単単単位時間位時間位時間位時間（（（（秒秒秒秒））））当当当当たりのたりのたりのたりのイベントイベントイベントイベント発生数発生数発生数発生数

※
 / 単単単単位時間位時間位時間位時間（秒） + 0.02＊

ファイル監視ジョブ数  

注※  

「単単単単位時間位時間位時間位時間（（（（秒秒秒秒））））当当当当たりのたりのたりのたりのイベントイベントイベントイベント発生数発生数発生数発生数」とは，ある時間（秒）内に，ファイル監視ジョブが，

監視対象ファイルの更新を検知する回数のことです。  

  

例えば，100個のファイル監視ジョブを実行し，60秒間に 50回のファイル更新が発生する

場合の監視間隔は，次のように算出します。 

監視間隔＝0.9＊50 / 60 + 0.02＊100＝2.75（約 3秒） 

この例の場合，監視間隔として 3秒以上の値を設定することをお勧めします。 

• ファイル監視ジョブに指定する監視対象ファイル名を，「****（ワイルドカード）」を使用した総

称名で指定した場合，UNIX環境でジョブを実行するとき，ファイル名取得のためのシェル

の実行が OS の負担となります。このため，ファイル監視ジョブを多数実行すると，ファイル

監視プロセスの CPU使用率が高くなってしまいます。 

多数のファイル監視ジョブを実行する場合は，監視対象ファイル名を完全名で指定する

か，または監視対象ファイル名を総称名で指定するときは，監視間隔には十分に余裕を

持った値を設定することをお勧めします。 

• ファイル監視ジョブが監視できるファイルは，デフォルトではファイルサイズが 2ギガバイト

（2,147,483,647 バイト）までのファイルです。これより大きいファイルを監視したい場合は，

環境設定が必要です。設定方法については，Windowsホストの場合「JP1/Automatic Job 

Management System 2 セットアップガイド 4.5 その他のオプションの設定」を，UNIX ホス

トの場合「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.21 ラージファ

イルを監視するための設定」を参照してください。 

なお，08-00 より前のバージョンから 08-00以降へバージョンアップして 2ギガバイト以上

のファイルを監視できる設定をした場合，次に示す注意事項があります。 

o ファイル監視ジョブの引き継ぎ情報FLSIZEをUNIXジョブなどのユーザープログラ

ムで参照・使用している場合，2ギガバイト以上の値が引き継がれれてしまうおそ

れがあります。この場合，ユーザープログラムのファイルサイズを扱う処理でけたあ

ふれが発生する恐れがあるため，ユーザープログラムの修正などの対処が必要で

す。  
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• ファイル監視ジョブの監視対象ファイル名は，JP1/AJS2 が動作している環境変数 LANG

に準じた名称にしてください。それ以外の文字コードを使用したファイルを監視する場合

の動作は保証できません。  

• ファイル監視ジョブで監視対象となっているファイルが，別のイベントジョブまたは

JP1/Base のイベントサービス機能を使用したログファイル監視の対象にもなっている場合，

監視対象ファイルはオープンされていると認識されるため，監視条件は成立しません。そ

のため，別のイベントジョブや JP1/Base のイベントサービス機能を使用したログファイル監

視の対象ファイルは，ファイル監視ジョブの監視対象としないでください。  

• syslog やデバイススペシャルファイルなどの OS のシステムファイルは，不特定多数のプロ

セスのアクセス，ファイルへの頻繁なアクセス，およびファイルを使用しているプロセスを

判断できないケースがありますので，監視対象としないでください。また，RAWファイルに

ついてもファイルの更新，およびファイルを使用しているプロセスを判断することができな

いため，監視対象としないでください。  

• ファイル監視ジョブに監視対象ファイル名を指定する場合，Windows ではネットワークドラ

イブおよびUNCで参照できるファイルを，UNIXでは NFS マウントで参照できるファイルを

指定しても，動作の保証はできません。これは，ネットワーク切断など不安定な状態になる

おそれがあること，また，監視対象ファイルがほかのシステムで使用中かどうかの判断が

できないためです。ほかのシステムのファイルを監視する場合には，JP1/AJS2 - Agent を

インストールして，ローカルのファイルとして監視してください。  

• 頻繁にファイルのオープン・クローズを行い，データを追加書きするようなファイルについ

ては，ファイル監視ジョブで正しく監視できません。ファイル監視ジョブの監視するタイミン

グと，ファイルのクローズが重なると，監視対象ファイルの更新処理が終了したとみなして

イベントが発生することがあります。このようなファイルを監視する場合には，直接ファイル

監視ジョブで監視するのではなく，ファイル更新が終わった時に処理の完了を示す別ファ

イルを作成し，そのファイルを監視するような運用をお勧めします。  

• 「*（ワイルドカード）」を含む監視対象ファイル名で監視している場合の注意事項を次に示

します。 

o 同一の監視間隔内で発生したファイル監視イベントについて，ファイルの作成順，

更新順，および削除順にファイル監視を行うことはできません。なお，イベント順序

保証オプションは，発生したファイル監視イベントの順序が通信の状態などによっ

て変更されないことを保証するものであり，ファイル監視ジョブの動作を変更するも

のではありません。  

• ファイル監視ジョブの監視条件成立に関する注意事項を次に示します。 

o 監視条件に「ファイルの削除」を指定し，監視開始時に監視対象ファイルが存在し

なかった場合，そのファイルが一度作成され，その後削除されてから監視条件成

立となります。  

o 監視条件に「ファイルのサイズ変更」または「ファイルの最終書き込み時刻変更」を

指定し，監視開始時に監視対象ファイルが存在しなかった場合，そのファイルが

一度作成され，その後サイズの変更，または最終書き込み時刻の変更が行われて

から監視条件成立となります。 
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なお，ファイルのサイズ変更，および最終書き込み時刻変更は，ディスクに実際に

書き込まれてから監視条件成立となります。エディターなどで編集しているだけで

は，監視条件成立にはなりません。 

• ファイル監視ジョブの状態引き継ぎオプションを「行わない」という設定にしていると，ファイ

ル監視ジョブがファイルを監視中に JP1/AJS2 サービスが停止したときに，ファイル監視ジ

ョブが監視中に持っていた情報が失われます。再度 JP1/AJS2 サービスを開始してファイ

ル監視を実行した場合，前回のファイル監視情報は引き継がれません。  

• ファイル監視ジョブは，監視間隔に指定した間隔でファイルをチェックします（「*」指定時

は監視しているそれぞれのファイルをチェックします）。そのため，ある監視時刻から次回

監視時刻までの間に，監視している一つのファイルに対して監視条件に合うファイル更新

が複数回行われた場合でも，最後に行われた更新だけを検知します。また，多数のジョブ

で一度にファイル更新を検知すると，それぞれのジョブでイベント発行のための処理を行

うため，次回監視時刻が遅れることがあります。次回監視時刻が遅延している間に，監視

条件に合うファイル更新が複数回行われた場合でも，最後に行われた更新だけを検知し

ます。 

短い監視間隔を指定した場合，多数のジョブを監視していると，監視に監視間隔以上の

時間が掛かることがあります。 

• ファイル監視ジョブは，監視対象ファイルの状態の変更を検知した場合，監視対象ファイ

ルをオープンしているプロセスがないかどうかをチェックしています。そのとき，ファイルが

オープンされていないと判断した場合に，イベントが発生します。監視対象ファイルがオ

ープンされている場合は，その時点でのイベントは発行しないで，再び監視中の状態に

なります。次回監視間隔の経過後に，再び監視対象ファイルをオープンしているプロセス

がないかどうかをチェックします。つまり，監視対象ファイルがオープンされている間は，監

視対象ファイルの状態の変更を検知していても，イベントは発行しません。  

• ファイル監視ジョブの状態引き継ぎオプションを「行う」という設定をしていて，退避した

JP1/AJS2 のジョブネットワーク要素を実行する場合や，バックアップした JP1/AJS2 のイン

ストール先ディレクトリ下の環境を使用するときは，JP1/AJS2 サービスをコールドスタートし

ておく必要があります。JP1/AJS2 サービスをコールドスタートしないで，バックアップした

JP1/AJS2 のファイル監視ジョブを実行した場合，退避前の監視状態から監視を始めま

す。  

• 情報格納ファイルや情報格納フォルダに何らかの異常が発生して，引き継ぎ状態を格納

するファイルの作成や書き込みができない場合，KAVT2034-W というメッセージを，統合

トレースログ出力してからジョブの実行を継続します。この場合，監視状態を引き継ぐため

のファイルは生成されません。  

• ファイル監視ジョブの状態引き継ぎを「行う」という設定をしていて，起動条件のファイル監

視ジョブを実行して，JP1/AJS2 サービスを強制終了させた場合は，ファイル監視ジョブの

状態を引き継ぎますが，JP1/AJS2 サービスを計画終了させた場合には，ファイル監視ジョ

ブの状態は引き継ぎません。  
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• 次に示すディレクトリには，ファイル監視プロセスの起動中，随時読み込み，書き込み処

理を行っているファイルがあります。そのため，次に示すディレクトリにあるファイルは監視

対象に指定しないでください。 

物物物物理理理理ホストホストホストホストでのでのでのでの運用時運用時運用時運用時  

Windows の場合  

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\jp1ajs2\sys  

UNIXの場合  

/var/opt/jp1ajs2/sys  

論論論論理理理理ホストホストホストホストでのでのでのでの運用時運用時運用時運用時  

Windows の場合  

共共共共有有有有フフフフォォォォルダルダルダルダ\jp1ajs2\sys  

UNIXの場合  

共共共共有有有有デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ/jp1ajs2/sys  

• Windows でファイル監視ジョブを使用する場合で，次の二つの条件を満たすとき，予期し

たファイルとは異なるファイルの変更を検知することがあります。 

1. ファイル監視ジョブの監視対象ファイル名を，拡張子は 3文字で固定して指定し，

その他の部分はワイルドカードで指定している場合。 

（例） 

「C:\Temp\****.txt」のように監視対象ファイルを指定している場合。 

2. ファイル監視ジョブの監視フォルダの下に，拡張子が4文字以上，かつ拡張子の3

文字目までが，1 で指定した監視対象ファイル名の拡張子と一致するファイルがあ

る場合。 

（例） 

「****.txt」という監視対象ファイル名を監視している場合（ワイルドカードを使用した

前方一致の監視条件）で，監視フォルダの下に，「aaa.txt」，「aaa.txta」，

「aaa.txtab」という三つのファイルがあり，どれかが更新されたとき，どのファイルが

更新されても，ファイル監視ジョブによって監視条件と一致したとみなされてしまい

ます。拡張子の指定のしかたで，どのようなファイルが監視対象となるかの例を次

の表に示します。 

  

表表表表 8888----15151515    拡張子拡張子拡張子拡張子によるによるによるによる監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイルのののの検検検検知知知知のののの有無有無有無有無 

更更更更新新新新さささされるれるれるれるファイルファイルファイルファイル名名名名    監視対象監視対象監視対象監視対象ファイルファイルファイルファイル名名名名    

aaaaaaaaaaaa....ttttxxxx    aaaaaaaaaaaa....ttttxxxxtttt    aaaaaaaaaaaa....ttttxxxxtatatata    aaaaaaaaaaaa....ttttxxxxtatatatabbbb    

C:\Temp\****.tx ○ × × × 

C:\Temp\****.txt × ○ ○ ○ 

C:\Temp\****.txta × × ○ × 

C:\Temp\****.txtab × × × ○ 
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（凡例）  

○：更新があった場合，イベントが発行される。  

×：更新があった場合，イベントが発行されない。  

• 転送ツールを使用して，監視対象ファイルの更新などをしている場合，ファイルを上書き

したときでも，「削除」，または「作成」という監視条件が成立したとみなしてしまうことがあり

ます。意図しない監視条件で成立してしまうのは，使用しているツールの内部処理にファ

イルを削除する処理が入っている場合で，削除する処理と監視間隔のタイミングが一致

すると，ユーザーの操作が実行されたとみなしてしまうことが原因です。この現象の発生を

回避するためには，監視対象ファイルが常に上書きされる運用であっても，「作成」と「最

終書き込み時刻変更」という監視条件を使用して監視することをお勧めします。  

• 起動条件に指定されたファイル監視ジョブが監視中のとき,ファイル監視ジョブの状態引き

継ぎオプションを「行わない」から「行う」に変更し，JP1/AJS2 を再起動すると

KAVT2031-E，および KAVT2034-Wのメッセージが統合トレースログに出力されます。こ

れは，JP1/AJS2 が再起動前にファイル監視ジョブの状態引き継ぎオプションが「行わな

い」であったため，再起動前のジョブの状態を引き継げなかったことを意味します。再起動

前の状態を引き継ぐことができないので，ファイル監視ジョブが監視中のときには，ファイ

ル監視ジョブの状態引き継ぎオプションを「行わない」から「行う」に変更しないでくださ

い。  

• Windows でファイル監視ジョブを使用する場合，監視対象ファイル名に「*.*」を指定する

と，拡張子のないファイル名のファイルも検知します。 

例えば，監視対象ファイル名に「C:\temp\*.*」を指定した場合，C:\temp 下の次に示す

ファイル名のファイルが更新されるとイベントが発行されます。 

o abc  

o abc.txt  

o abc.txt.txt  

• 監視対象ファイルがシンボリックリンクの場合は，監視できません。ただし，監視対象ファイ

ル名にシンボリックリンクしたディレクトリが含まれていても，ファイル自体がシンボリックリン

クでなければ監視できます。   
8.3.38.3.38.3.38.3.3    メールメールメールメール受受受受信監視信監視信監視信監視ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

メール受信監視ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明します。 

メール受信監視ジョブを使った例を次に示します。 

• システム管理者からのメールを受信したときだけ後続ジョブを実行する。  

• 「Error」というタイトルのメールを受信したときだけ後続ジョブを実行する。  
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メール受信監視では，メールを受信したときに条件が成立します。メール受信の詳細については，マニ

ュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 2.5 メール受信の定義」を参照してくださ

い。 

注注注注意事項意事項意事項意事項（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX 限定限定限定限定））））  

メールシステムと連携する環境から，メールシステムと連携しない環境に変更するには，

EVAction.conf（イベント・アクション定義ファイル）の

[JP1_DEFAULT

※
\JP1AOMAGENT\mail_link]キーの下にあるExecMode を「U」から「N」に

変更し，jbssetcnf コマンドを実行したあと，JP1/AJS2 を再起動してください。  

注※  

論理ホストの場合は，論理ホスト名になります。   
8.3.48.3.48.3.48.3.4    メッセージキューメッセージキューメッセージキューメッセージキュー受受受受信監視信監視信監視信監視ジョブジョブジョブジョブおよびおよびおよびおよび MSMQMSMQMSMQMSMQ受受受受信監視信監視信監視信監視ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

メッセージ受信監視ジョブおよび MSMQ受信監視ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよ

いこと）について説明します。 

メッセージキュー受信監視ジョブを使った例を次に示します。 

• 特定のメッセージキューシステムのメッセージを受信したら後続ジョブを実行する。  

• 転送キューにメッセージキューシステムのメッセージが届いたら後続ジョブを実行する。  

TP1/Message Queue または MQSeries を使ってメッセージキューを監視する場合は，メッセージキュー受

信監視ジョブを定義します。MSMQを使ってメッセージキューを監視する場合は，MSMQ受信監視ジョ

ブを定義します。 

メッセージキュー受信監視ジョブでは，メッセージをキューから取り出した時点でジョブが終了し，条件が

成立します。 

メッセージキューシステムのメッセージ受信の詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job 

Management System 2 連携ガイド 3. メッセージキューシステムとの連携（バージョン 7 互換機能）」を参

照してください。 

注注注注意事項意事項意事項意事項（（（（UNIXUNIXUNIXUNIX 限定限定限定限定））））  

メッセージキューシステムと連携する環境から，メッセージキューシステムと連携しない環

境に変更するには，EVAction.conf（イベント・アクション定義ファイル）の

[JP1_DEFAULT

※
\JP1AOMAGENT\mail_link]キーの下にあるExecMode を「U」から「N」に

変更し，jbssetcnf コマンドを実行したあと，JP1/AJS2 を再起動してください。  

注※  

論理ホストの場合は，論理ホスト名になります。  



 395

 
8.3.58.3.58.3.58.3.5    ログファイルログファイルログファイルログファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

ログファイル監視ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明します。 

注意  

ログファイル監視ジョブは，JP1/Base のログファイルトラップ機能を使って実行されます。

ログファイル監視ジョブを実行する前に，JP1/Base のログファイルトラップ管理サービスと

JP1/Base イベントサービスを起動しておいてください。JP1/Base のログファイルトラップ管

理サービスと JP1/Base イベントサービスが起動されていない場合，ログファイル監視ジョ

ブは，サービスが起動されるまで実行待ちの状態になります。また，ログファイル監視ジョ

ブの動作条件，および監視できるファイルとデータは，JP1/Base ログファイルトラップ機能

に依存します。ログファイルトラップ機能の詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用

ガイド」を参照してください。ログファイル監視ジョブの実行時には，ログファイル監視ジョ

ブ単位で JP1/Base のログファイルトラップ機能のメモリー，ディスク，およびシステム資源

が必要になります。これらについては，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照して，

JP1/Base の資源として見積もってください。  

注意  

ジョブ実行時にマウントされたり，アンマウントされたりする環境にあるログファイルは，監

視対象にはしないでください。このようなファイルを監視対象にした場合，監視処理が正

常に動作しなくなったり，ファイルが新規作成されたと誤認しログファイルを先頭から読み

込んでしまったりすることがあります。  

ログファイル監視ジョブの動作の概要を図に示します。 
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図図図図 8888----15151515    ログファイルログファイルログファイルログファイル監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの動作動作動作動作概概概概要要要要 

 

ログファイル監視ジョブを使った条件の例を次に示します。 

• 特定の文字列が含まれたログデータがログファイルに書き込まれたら，後続ジョブを実行

する。  

• 複数のログファイルを監視し，そのうちのどれか一つに特定の文字列が含まれたログデー

タが書き込まれたら後続ジョブを実行する。  

ログファイル監視ジョブの定義では，監視するログファイル名と監視する文字列を指定します。文字列の

指定には正規表現を使うこともできます。 

指定したログデータがログファイルに書き込まれ，ログファイルからログデータを取り出した時点でイベン

トジョブが終了し，条件が成立します。 
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注注注注意事項意事項意事項意事項  

• ログファイルの出力形式で「SEQ2」を選択した場合，ファイル検索間隔の間にファ

イル名の変更が 2回以上行われると取得メッセージが消失してしまうので，ファイ

ル検索間隔の指定には注意してください。 

SEQ2 で監視中に名称変更したファイルの編集を実施したい場合，新たなファイル

が作成されたあと，指定したファイル検索間隔の時間が経過してから行ってくださ

い。 

図図図図 8888----16161616    「「「「SEQ2SEQ2SEQ2SEQ2」」」」をををを選択選択選択選択したしたしたした場合場合場合場合にににに取得取得取得取得メッセージメッセージメッセージメッセージがががが消失消失消失消失するするするする例例例例としないとしないとしないとしない例例例例 

 

• ログファイルの出力形式で「SEQ2」を選択する場合，実行ホストに指定したホスト

の OS が UNIXのときは実行ホストで 07-00以降の JP1/Base と JP1/AJS2 を使用

してください。また，実行ホストに指定したホストのOS がWindows のときは，実行ホ

ストで 08-00以降の JP1/AJS2 と 08-10以降の JP1/Base を使用してください。そ

れ以外の環境でジョブを実行した場合，ジョブが異常検出終了になります。  

• ファイル出力形式を「SEQ2」と定義しているジョブを，JP1/AJS2 - View 06-00～

06-71 の詳細設定で参照した場合，ファイル出力形式には何も表示されません。

また，このときに詳細設定画面の［OK］ボタンを押すと，「SEQ2」と定義している内

容が「SEQ」に上書きされるため注意してください。  

• 同じログファイル（syslog ファイルを含みます）を参照するログファイル監視ジョブを

複数個定義すると，ログファイルアクセス回数が増えて負荷が大きくなります。この

場合，JP1/Base のログファイルトラップサービスを使用して一つのログファイルトラ

ップの動作定義をしておきます。そして，JP1/Base の JP1 イベント変換機能を使用



 398

して，ログファイルの更新内容を JP1 イベント化し，JP1 イベント化した JP1 イベント

を，JP1 イベント受信監視ジョブで監視することをお勧めします。  

• Windows のネットワークドライブで参照できるログファイルや，UNIXの NFS マウント

上のログファイルを監視対象にしないでください。これらのファイルを監視対象にし

た場合，ネットワークの切断によってログファイルを監視できなくなったり，ほかのシ

ステムで使用中かどうか判断できないためログファイルを監視できなくなったりしま

す。  

• 次に示すファイルを監視対象にしないでください。これらのファイルを監視対象に

した場合，監視処理が正常に動作しなくなることがあります。 

・スペシャルファイル，デバイスファイル 

・ログファイル中の 1 行の終了文字以外でバイナリーデータを含むレコードがある

ファイル 

・ファイル名が特定できないファイル 

• スケジューラーログを監視対象にした場合，監視中に「ajsalter -c COPY」を実行

すると監視処理が正常に動作しなくなります。  

• ログファイル監視ジョブを開始したときに，監視対象のログファイルが見つけられな

かった場合，監視対象のファイルが見つかるまで検索されます。そのため，監視開

始から，ログファイルを見つけるまでの間に書き込まれたログデータについては，

監視対象から外れている場合がありますので注意してください。  

• ログファイル監視ジョブ実行時に，オプション指定によって，ファイルがなかった場

合にログファイル監視ジョブを異常終了とすることもできます。この場合は，監視開

始時にファイルがないと，検索しないでログファイル監視ジョブを終了します。  

• 正規表現で指定する項目では，指定した文字列は部分一致で条件一致となりま

す。完全一致させたい場合は，完全名を明示的に指定した正規表現を使用してく

ださい。Windows の正規表現については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参

照してください。UNIXの正規表現については，UNIXのドキュメントを参照してくだ

さい。 

JP1/Base が前提としている Linuxでは，ログファイルトラップ機能で使用する正規

表現で日本語は処理できません。そのため，JP1/AJS2 のログファイル監視ジョブ

でも「.」（ピリオド）二つが日本語 1文字に一致するなどの動作になります。正規表

現については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。 

• トラップするデータに，OR条件で複数のデータを指定したログファイル監視ジョブ

を起動条件で実行した場合で，ログファイルに書き込まれたログデータに指定した

複数のデータが含まれているとき，一つのログデータに対して複数回，監視条件

が成立します。このような場合，一つ目のデータを指定したあとのデータでは，指

定したいデータを OR条件で指定し，前に指定したデータすべてを AND条件と

Not条件を組み合わせて指定するようにしてください。 

（例）  

「Error」「Warning」「Information」「Notice」を監視する場合，次に示すように指定します。  
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「lftpd="Error"; 

 lftpd="Warning":!"Error"; 

 lftpd="Information":!"Error":!"Warning"; 

 lftpd="Notice":!"Error":!"Warning":!"Information";」 

• ログファイル名を相対パスで指定した場合，次に示すディレクトリが通常，ログファ

イルのカレントディレクトリとなります。 

Windows の場合 

シシシシスススステムテムテムテムフフフフォォォォルダルダルダルダ\system32 

UNIXの場合 

jajs_spmd ココココママママンドンドンドンドのののの実行実行実行実行デデデディィィィレクトリレクトリレクトリレクトリ 

• Windows では，多数のログファイル監視ジョブを同時に実行すると，JP1/Base のエ

ラーメッセージを出力し，異常終了することがあります。このような場合，マニュアル

「JP1/Base 運用ガイド」を参照して，JP1/Base のエラーメッセージの対処方法に

従って対処してください。  
8.3.68.3.68.3.68.3.6    WindowsWindowsWindowsWindows イベントログイベントログイベントログイベントログ監視監視監視監視ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

Windows イベントログ監視ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明し

ます。 

注意  

Windows イベントログ監視ジョブは，JP1/Base のイベントログトラップ機能を使って実行さ

れます。Windowsイベントログ監視ジョブを実行する前に，JP1/Baseのイベントログトラップ

サービスと JP1/Base イベントサービスを起動しておいてください。JP1/Base のイベントログ

トラップサービスと JP1/Base イベントサービスが起動されていない場合，Windows イベント

ログ監視ジョブは，サービスが起動されるまで監視中または実行中のままで，Windows イ

ベントログのイベントが発生しても，ジョブは終了しません。また，監視できるWindows イベ

ントについては，JP1/Base のイベントログトラップ機能に依存します。イベントログトラップ

機能の詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。  

Windows イベントログ監視ジョブの動作の概要を図に示します。 
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図図図図 8888----17171717    WindWindWindWindowsowsowsows イベントログトイベントログトイベントログトイベントログトララララップップップップ 

 

Windows イベントログ監視ジョブを使った例を次に示します。 

• アプリケーションが起動したことを通知するWindows イベントがWindows イベントログに出

力されたら，ジョブネットを実行する。  

• セキュリティシステムでの認証が成功したことを通知するWindows イベントがWindows イベ

ントログに出力されたら，ジョブネットを実行する。  

Windows イベントログ監視ジョブには，監視するログ種別とイベントの種類を指定します。監視するログ種

別は，システム，セキュリティ，アプリケーション，DNS Server，Directory Service，またはファイル複製サ

ービスから選択します。Windows イベントの種類は，情報，警告，エラー，失敗の監査，成功の監査から

選択します。 

指定したWindows イベントが出力され，Windows イベントログのデータを取り出した時点でイベントジョブ

が終了します。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• Windows イベントが分類できなかった場合，Windows のイベントビューアには「な

し」と表示されますが，JP1/Base のイベントログトラップ機能を使って JP1 イベント化

すると「None」として扱われます。そのため，JP1/AJS2のWindowsイベントログ監視

ジョブの定義項目「分類」では，「なし」ではなく「None」と定義してください。「なし」

という文字列を指定しても条件は成立しませんので注意してください。  

• JP1/Base のイベントログトラップ機能は，定義内容を変えないままで運用すると，

「エラー」と「警告」だけが監視されるようになっています。「情報」，「失敗の監査」，

および「成功の監査」を監視したい場合は，JP1/Base のイベントログトラップ機能の

動作定義ファイルに，監視したいイベントについての定義を追加してください。  
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• Windows イベントログ監視ジョブの定義項目「分類」に指定した監視条件と

Windowsイベントの分類が完全に一致した場合に，監視条件が成立します。また，

指定できる監視条件は 255 バイトまでですが，Windows イベントログには 255 バイ

トよりも長い情報が登録される場合があります。この場合は，Windows イベントログ

監視ジョブの定義項目「分類」で指定した文字列と，255バイトまでのWindowsイベ

ントの分類の情報とを比較し，一致した場合に条件が成立します。  

• 正規表現で指定する項目では，指定した文字列は部分一致で条件一致となりま

す。完全一致させたい場合は，完全名を明示的に指定した正規表現を使用してく

ださい。Windows の正規表現については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参

照してください。  

• Windows イベントログ監視ジョブの定義項目「説明」に改行を含む文字列を指定し

た場合，改行前までの文字列が一致すれば，改行以降の文字列が一致しなくて

も監視条件が成立します。改行を含むWindows イベントの説明を正常に監視させ

たい場合は，改行コードが「\n」のものを「\n」，「\r\n」のものを「.*\n」というように，

正規表現を使用して指定するようにしてください。Windows の正規表現について

は，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。 

（例）次の文字列を監視する場合  

「TEST1 を開始します 

 TEST2 を開始します」 

• 「TEST1 を開始します」の後ろの改行が「\n」であれば，次のように指定します。 

 

「TEST1 を開始します\nTEST2 を開始します」 

• 「TEST1 を開始します」の後ろの改行が「\r\n」であれば，次のように指定します。 

 

「TEST1 を開始します.*\nTEST2 を開始します」  
8.3.78.3.78.3.78.3.7    実行実行実行実行間隔制御間隔制御間隔制御間隔制御ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

実行間隔制御ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明します。 

実行間隔制御ジョブを使った例を次に示します。 

• ジョブネットを実行登録して，その時刻から 30分後に後続ジョブを実行する。 

実行登録方法については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 解説 

4. 業務の実行」を参照してください。 
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実行間隔制御の定義では，待ち時間を 1～1,440（単位：分）で指定します。 

注注注注意事項意事項意事項意事項  

• 実行間隔制御ジョブで指定する待ち時間は，ジョブの実行から終了までの時間で

はなく，実行間隔制御プロセスでの待ち時間を意味します。通信の状態などによ

って，指定した待ち時間と誤差が生じる場合があります。  
8.3.88.3.88.3.88.3.8    引引引引きききき継継継継ぎぎぎぎ情報定情報定情報定情報定義義義義時時時時のののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

イベントジョブの引き継ぎ情報定義時の注意事項について説明します。イベントジョブの受信情報の引き

継ぎに関する説明については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 解説 3.2.4(6) 

イベントジョブの受信情報の引き継ぎ」を参照してください。 

• 引き継ぎ情報は，イベントジョブを実行したホストと後続のジョブを実行するホストが異なっ

ても引き継げます。このとき，ホスト間の文字コードが異なる場合は引き継ぎ情報を後続の

ホストの文字コードに変換します。ただし，引き継ぎ情報に含まれる文字がサポート範囲

外の場合，JP1/AJS2 が誤動作するおそれがあります。  

• JP1/AJS2 で使用できる文字の範囲については「5.6.1 システムで使用する言語種別を検

討する」を参照してください。なお，サポート範囲外の文字はスタンドアロン構成であって

も使用できません。引き継ぎ情報の中に含めないようにしてください。  

• 複数のイベントジョブを，一つの後続ジョブに関連づけた場合，すべてイベントジョブで受

信した情報を後続ジョブに引き継げます。ただし，複数のイベントジョブで，同じマクロ変

数を定義してある場合は，受信情報が上書きされます。  

• 一つのイベントジョブの引き継ぎ情報に，同じ名称のマクロ変数が複数定義された場合，

最初に定義された情報が引き継がれます。 

＜JP1 イベント受信監視イベントジョブでの例＞ 

引き継ぎ情報に次の二つを定義します。 

o ?AJS2111?:EVID（マクロ変数「?AJS2111?」にイベント IDを引き継ぐように指定）  

o ?AJS2111?:EVMSG（マクロ変数「?AJS2111?」にメッセージ情報を引き継ぐように指

定）  

この場合，「?AJS2111?」で引き継がれる情報はイベント IDになります。 

• コマンドラインには，エスケープシーケンスを含むデータを引き継がないでください。また，

空白を含んだデータを引き継いだ場合，意図しない動作をすることがあるため，マクロ変

数を「"（ダブルクォーテーションマーク）」で囲んで定義してください。  

• マクロ変数を後続ジョブのコマンドラインに指定する場合には，引き継ぐ情報に空白また

は「'（シングルクォーテーションマーク）」が含まれていると，情報を正しく引き継げません。
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また，マクロ変数はイベントジョブの後続ジョブを実行するエージェントホスト上で，コマン

ドラインに引き継いだ情報を展開した形で実行されます。引き継ぎ情報を定義する場合に

は，引き継ぐ情報の内容を意識して，実行時にコマンドの引数として扱える形の情報を引

き継ぐ場合だけ定義してください。  

• イベントジョブから引き継ぐ情報がない場合，またはイベントジョブが実行されなかった場

合は，後続ジョブで定義したマクロ変数には情報が引き継がれません。この場合，ジョブ

実行時にマクロ変数名を「?AJS2111?」と定義すると，文字列「?AJS2111?」が渡されます。  

• イベントジョブの受信情報を引き継ぎ情報として，標準ジョブやアクションジョブのパラメー

ターに引き継ぐ場合で，引き継ぐ情報に「"（ダブルクォーテーションマーク）」が含まれると

き，「\」を前に付けて指定する必要があります。「\」を付けない場合，受信情報を引き継い

でも「"（ダブルクォーテーションマーク）」が無視されるなどの現象が発生します。 

これを防止するためには，「"（ダブルクォーテーションマーク）」を含むデータを指定したと

おりに引き継ぎ情報として引き継がせるオプションを設定してください。 

設定については，Windowsホストの場合は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 セットアップガイド 7.13 「"（ダブルクォーテーションマーク）」を含むデータをイ

ベントジョブの引き継ぎ情報に使用するための設定」を，UNIX ホストの場合は，

「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 16.9 「"（ダブルクォーテ

ーションマーク）」を含むデータをイベントジョブの引き継ぎ情報に使用するための設定」

を参照してください。 

• 引き継ぎ情報をジョブのコマンドラインで使う場合は，引き継ぐ情報に「"（ダブルクォーテ

ーションマーク）」などの文字列が入っていても，変換などは実行されず，そのまま後続ジ

ョブに引き継がれます。そのため，各OSのコマンドラインの制約でジョブが正しく実行され

ないことがあります。特殊な文字が入っている引き継ぎ情報を使う場合には，コマンドライ

ンに直接展開しないで，環境変数に引き継ぐようにしてください。  

• 起動条件のイベントにマクロ変数を定義した場合は，起動条件の成立によって起動され

たジョブネット全体に情報が引き継がれます。  

• マクロ変数名と引き継ぎ情報のサイズの合計が 4,096 バイトを超えないようにしてください。

特に，起動条件を AND 条件で定義している場合は，起動条件内に定義したすべてのイ

ベントジョブのマクロ変数および引き継ぎ情報をマージします。このため，マクロ変数名と

引き継ぎ情報のサイズの合計が 4,096 バイトを超えないように注意する必要があります。   
8.48.48.48.4    アクションジョブアクションジョブアクションジョブアクションジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

アクションジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明します。アクション

ジョブの説明については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 解説」を参照してくだ

さい。 

アクションジョブの種類を，次の表に示します。 
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表表表表 8888----16161616    アアアアククククシシシションジョブョンジョブョンジョブョンジョブのののの種類種類種類種類 

アアアアククククシシシションジョブョンジョブョンジョブョンジョブのののの種類種類種類種類    ジョブジョブジョブジョブのののの内容内容内容内容    

JP1 イベント送信ジョブ JP1 イベントを JP1/Base のイベントサービスに登録する。 

メール送信ジョブ メールを送信する。 

メッセージキュー送信ジョブ※
 

TP1/Message Queue または MQSeries のメッセージを送信する。 

MSMQ送信ジョブ MSMQのメッセージを送信する。 

JP1/Cm2 状態通知ジョブ JP1/Cm2/NNM または hp OpenView NNM に状態を通知する。 

ローカル電源制御ジョブ

※
 JP1/Power Monitor と連携して，ローカル電源制御ジョブを実行したホ

ストをシャットダウンする。 

リモート電源制御ジョブ

※
 JP1/Power Monitor と連携して，ネットワーク上のホストの電源を投入し

たり，システムを終了したりする。 

注※  

Linuxは対象外です。  

  

注注注注意事項意事項意事項意事項  

アクションジョブには「実行時のユーザー」は指定できません。詳細については各アクショ

ンジョブの注意事項を参照してください。   
8.4.18.4.18.4.18.4.1    JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベント送送送送信信信信ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1 イベント送信ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明します。送

信する JP1 イベントには，重大度，イベント ID，および送信先ホスト名を指定します。JP1 イベントを送信し

たあと，送信した JP1 イベントが送信先ホストのイベントサーバに到達したかどうかを確認することもできま

す。送信先ホストには，JP1/Base が必要です。 

注意  

JP1 イベント送信ジョブを実行する前に，送信元と送信先で，JP1/Base イベントサービスを

起動しておいてください。  

JP1 イベント送信ジョブを使ったジョブネットの例を次に示します。 

• あるジョブが異常終了したときに JP1 イベントを送信する。別のジョブネットに，その JP1 イ

ベントを受信したらジョブネットを起動するように起動条件を定義しておき，ジョブが異常

終了したときだけジョブネットを起動する。  

• ジョブが終了したら JP1 イベントを JP1/IM - Managerがインストールされたサーバに送信

するように定義しておき，送信した JP1 イベントを JP1/IM - View 上で確認する。  

注注注注意事項意事項意事項意事項  
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• JP1 イベントの到達確認は，送信したイベントが送信先イベントサーバへ到達した

ことを確認できるまで待つ機能であり，送信失敗時にリトライを行う機能ではありま

せん。そのため，送信先のイベントサービスが停止している状態でイベント送信ジ

ョブを実行した場合，「確認間隔」，「確認回数」の指定有無にかかわらず，すぐに

終了します。  

• JP1 イベントの到達確認をしない場合は，次に示すイベントサーバをイベント送信

先ホスト名に指定してもエラーにはなりません。 

・JP1/Base のイベントサーバとして定義されていないイベントサーバ 

・起動していないイベントサーバ 

・ネットワーク障害などで，JP1 イベントが届かないイベントサーバ 

• イベント送信先ホスト名に自ホスト以外のホスト名を指定して送信した JP1 イベント

は，自ホストのイベントサーバからは取得できません。  

• イベント送信先ホスト名を指定して，JP1イベントを他ホストのイベントサーバに送信

する場合，JP1/Base のイベントサーバ設定ファイル（conf）で設定した

「forward-limit」によるリトライの対象にはなりません。  

• イベント送信先ホスト名，メッセージ，または拡張属性の値にマクロ変数を指定す

る場合に，引き継ぐ情報に「"（ダブルクォーテーションマーク）」が含まれていると，

情報を正しく引き継げなかったり，エラーが発生したりする原因となります。マクロ

変数は，引き継ぐ情報を意識して，正常に動作できる情報を引き継ぐ場合だけ，

指定するようにしてください。  

• イベント送信先ホスト名を指定しない場合，JP1 イベントは JP1 イベント送信ジョブ

実行ホストのイベントサーバに送信されます。  

• アクションジョブは「実行時のユーザー」は指定できません。JP1 イベント送信ジョブ

を実行する［登録ユーザー］または［所有ユーザー］にユーザーマッピングされて

いるプライマリーOS ユーザーが JP1 イベントの発行元ユーザーとなります。  

• JP1_HOSTNAME環境変数に自ホストに存在しない論理ホスト名が設定されている

場合は，JP1 イベント送信ジョブの実行ホストが論理ホストであっても，イベント送信

元ホスト名は物理ホスト名になります。  

• JP1イベント送信ジョブは，JP1/Base のイベントサーバの機能を利用しています。こ

のため，複数 LAN環境で JP1 イベントの送信経路などを設定したい場合は，

JP1/Base側で通信経路の設定（confファイルの設定）が必要です。JP1/Base側で

の通信経路の設定方法については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照し

てください。 
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8.4.28.4.28.4.28.4.2    メールメールメールメール送送送送信信信信ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

メール送信ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明します。メールシ

ステムと連携している場合，メール送信します。Windows，UNIXどちらのホストへもメールを送信できま

す。 

メール送信ジョブを定義したジョブネットの例を次に示します。 

• ジョブが警告終了したときにメールを送信する。  

• ジョブネット中のジョブがすべて終了したらメールを送信する。  

メール送信ジョブで実行できる機能の詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management 

System 2 連携ガイド 2.6 メール送信の定義」を参照してください。 

注意  

アクションジョブは「実行時のユーザー」は指定できません。メール送信ジョブをUNIXホス

トで実行する場合は，メール差出人とするユーザーをプライマリーOS ユーザーとしてユー

ザーマッピングした JP1 ユーザーでログインし，実行登録してください。   
8.4.38.4.38.4.38.4.3    メッセージキューメッセージキューメッセージキューメッセージキュー送送送送信信信信ジョブジョブジョブジョブおよびおよびおよびおよび MSMQMSMQMSMQMSMQ メッセージメッセージメッセージメッセージ送送送送信信信信ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

メッセージキュー送信ジョブおよび MSMQ メッセージ送信ジョブの注意事項（使用する前に知っておい

た方がよいこと）について説明します。メッセージキューシステムと連携している場合，指定したメッセージ

キューへメッセージを送信します。Windows，UNIXどちらのホストでもメッセージキューシステムのメッセ

ージを送信できます。ただし，MSMQを使用している場合は，UNIX ホストには送信できません。また，メ

ッセージキュー連携機能は Linuxをサポートしていないため，Linux ホストはメッセージキューシステムと

連携できません。 

メッセージキューシステムのメッセージ送信ジョブを定義したジョブネットの例を次に示します。 

• ジョブが警告終了したときにメッセージキューシステムにメッセージを送信する。  

• ジョブネット中のジョブがすべて終了したらメッセージキューシステムにメッセージを送信

する。  

TP1/Message Queue または MQSeriesへメッセージを送信する場合は，メッセージ送信ジョブを定義しま

す。MSMQへメッセージを送信する場合は，MSMQ メッセージ送信ジョブを定義します。 
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メッセージキュー送信ジョブまたは MSMQ送信ジョブで実行できる機能の詳細については，マニュアル

「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 3. メッセージキューシステムとの連携（バージョ

ン 7 互換機能）」を参照してください。 

注意  

アクションジョブは「実行時のユーザー」は指定できません。メッセージキュー送信ジョブ

および MSMQ メッセージ送信ジョブを実行する場合は，メッセージキューに対する書き込

み権限が設定されているユーザーをプライマリーOSユーザーとしてユーザーマッピングし

た JP1 ユーザーでログインし，実行登録してください。   
8.4.48.4.48.4.48.4.4    JP1/CJP1/CJP1/CJP1/Cmmmm2222状態状態状態状態通通通通知知知知ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

JP1/Cm2 状態通知ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよいこと）について説明します。

JP1/Cm2/NNM または hp OpenView NNM に任意の状態を通知します。JP1/Cm2 または hp OpenView

との連携については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド 14. JP1/Cm2

または hp OpenViewを使った監視」を参照してください。 

注意  

JP1/Cm2 状態通知ジョブを UNIX ホストで実行する場合は，root 権限が必要になります。

アクションジョブは「実行時のユーザー」は指定できないため，root ユーザーをプライマリ

ーOS ユーザーとしてユーザーマッピングした JP1 ユーザーでログインし，実行登録してく

ださい。   
8.4.58.4.58.4.58.4.5    ローカルローカルローカルローカル電源制御電源制御電源制御電源制御ジョブジョブジョブジョブおよびおよびおよびおよびリモートリモートリモートリモート電源制御電源制御電源制御電源制御ジョブジョブジョブジョブのののの注意事項注意事項注意事項注意事項    

ローカル電源制御ジョブおよびリモート電源制御ジョブの注意事項（使用する前に知っておいた方がよ

いこと）について説明します。ローカル電源制御ジョブおよびリモート電源制御ジョブは，JP1/Power 

Monitor と連携します。ローカル電源制御ジョブは，JP1/Power Monitor と連携して，マネージャーホスト

またはエージェントホストを終了します。 

リモート電源制御ジョブは，JP1/Power Monitor と連携して，ネットワーク上の JP1/Power Monitorのエー

ジェントホストを起動・終了します。制御できるホストは，JP1/Power Monitorのマネージャー・エージェント

構成を取っているホストです。JP1/AJS2 のマネージャー・エージェント構成には依存しません。 

ローカル電源制御ジョブおよびリモート電源制御ジョブは，スーパーユーザーまたは Administrators 権

限を持つユーザーで実行してください。 
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なお，JP1/Power Monitorは Linuxをサポートしていないため，Linux ホストは JP1/Power Monitor と連携

できません。 

また，リモート電源連携ジョブを実行すると，ジョブを実行するホスト（エージェント）上の JP1/Power 

Monitorに対して，リモート電源制御を要求します。その後，JP1/Power Monitorによってリモート電源制

御が行われます。なお，設定された次回電源投入時刻は，リモート電源制御ジョブが実行されるホストの

実行ユーザーのタイムゾーンで指定された時刻で動作します。 

リモート電源制御ジョブを実行するホストには，JP1/Power Monitorのリモート電源連携のマネージャーホ

ストの設定が必要です。 

    

(1)(1)(1)(1)    ローカルローカルローカルローカル電電電電源制御源制御源制御源制御ジョブジョブジョブジョブをををを定義定義定義定義したしたしたしたジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットのののの例例例例 

ローカル電源制御ジョブを定義したジョブネットの例を次に示します。 

• 先行するジョブが終了したら，実行ホストで指定されたマネージャーホストまたはエージェ

ントホストを終了させる。  

なお，JP1/AJS2 からローカル電源制御ジョブを実行するのと，JP1/Power Monitorのカレンダーで計画

的に停止するのは，同じ動作です。 

ローカル電源制御ジョブで実行できる機能の詳細については，マニュアル「JP1/Power Monitor」を参照

してください。 

注意  

ローカル電源制御ジョブを実行する場合，Windowsホストでは Administrators 権限，UNIX

ホストでは root 権限が必要になります。アクションジョブには「実行時のユーザー」は指定

できないため，ローカル電源制御ジョブを実行する場合は，Administrators 権限または

root 権限があるユーザーをプライマリーOS ユーザーとしてユーザーマッピングした JP1 ユ

ーザーでログインし，実行登録してください。  

(2)(2)(2)(2)    リリリリモモモモートートートート電電電電源制御源制御源制御源制御ジョブジョブジョブジョブをををを定義定義定義定義したしたしたしたジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットのののの例例例例 

リモート電源制御ジョブを定義したジョブネットの例を次に示します。 

• ジョブの実行前にエージェントホスト（JP1/Power Monitorのエージェントホスト）を起動して，

そのホストでジョブを実行する。ジョブが終了したら，ホストも終了する。  

• 先行ジョブが異常終了したら，そのジョブを実行していたホスト（JP1/Power Monitorのエ

ージェントホスト）を再起動して，ジョブを実行する。  
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リモート電源制御ジョブで実行できる機能の詳細については，マニュアル「JP1/Power Monitor」を参照し

てください。 

注意  

リモート電源制御ジョブを実行する場合，Windowsホストでは Administrators 権限，UNIX

ホストでは root 権限が必要になります。アクションジョブには「実行時のユーザー」は指定

できないため，リモート電源制御ジョブを実行する場合は，Administrators権限または root

権限があるユーザーをプライマリーOS ユーザーとしてユーザーマッピングした JP1 ユーザ

ーでログインし，実行登録してください。   
8.58.58.58.5    ここここんなんなんなんなこともでこともでこともでこともできまきまきまきますすすす    

この節では，起動条件監視中のジョブネットを停止させる方法，JP1/AJS2 - Manager ホストに接続してい

る JP1/AJS2 - Viewを確認する方法などについて説明します。  
8.5.18.5.18.5.18.5.1    起動条件起動条件起動条件起動条件をををを設定設定設定設定したしたしたしたジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットをををを運用運用運用運用するするするする    

ここでは，起動条件を設定したジョブネットの運用に関する FAQを記載します。 

    

(1)(1)(1)(1)    起動条件監視起動条件監視起動条件監視起動条件監視中中中中ののののジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットのののの停止停止停止停止ににににつつつついていていていて 

起動条件監視中のジョブネットを強制終了し，ジョブネットの実行登録を解除する手順について説明しま

す。 

手順の概要は次のとおりです。 

1. 起動条件が「監視中」の世代を強制終了して，起動条件の監視を打ち切る。  

2. 「実行中」か，または「起動条件待ち」の世代を強制終了する。  

3. ジョブネットの実行登録を解除する。  

ここでは，上記の手順について，コマンドを使う場合と，JP1/AJS2 - Viewを使う場合とに分けて説明しま

す。 
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(a)(a)(a)(a)    コマンドコマンドコマンドコマンドをををを使使使使うううう場合場合場合場合 

コマンドを使って，起動条件監視中のジョブネットを強制終了し，ジョブネットの実行登録を解除する手

順を次に示します。 

1. 「「「「aaaajjjjsssskkkkiiiillllllll    操作対象操作対象操作対象操作対象ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット名名名名」」」」ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

「監視中」の世代が自動判定され，強制終了されます。世代の状態は「監視中」から「監視

打ち切り終了」に変わります。 

同時に，「起動条件待ち」の世代（起動条件が成立していないか，または部分成立してい

る世代）が消滅します。 

2. 「「「「実行中実行中実行中実行中」」」」かかかか，，，，ままままたはたはたはたは「「「「起動条件起動条件起動条件起動条件待待待待ちちちち」」」」のののの世代世代世代世代がががが残残残残っっっっているているているている場合場合場合場合はははは，，，，手手手手順順順順 1111 をををを繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす。。。。 

「実行中」の世代が自動判定され，強制終了されます。世代の状態は「実行中」から「強制

終了」に変わります。同時に，次の「起動条件待ち」の世代が「実行中」になります。 

3. 「「「「実行中実行中実行中実行中」」」」のすのすのすのすべべべべてのてのてのての世代世代世代世代がががが「「「「強強強強制制制制終了終了終了終了」」」」にににに変変変変わわわわるるるるままままでででで，，，，手手手手順順順順 1111 をををを繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす。。。。  

4. 「「「「aaaajjjjsssslllleaeaeaeavvvve e e e 操作対象操作対象操作対象操作対象ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット名名名名」」」」ココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

ジョブネットの実行登録が解除されます。 

補足事項補足事項補足事項補足事項  

手順 2 で，「実行中」か，または「起動条件待ち」の世代が残っているかどうかを確認する

場合，ajsshow コマンドを使うと便利です。ajsshow コマンドは次の形式で実行してくださ

い。  

  

ajsshow -g a -f "%C %#" 操作対象操作対象操作対象操作対象ジョブネットジョブネットジョブネットジョブネット名名名名 

  

-gオプションには，引数として，「操作対象ジョブネット名」に指定したジョブネットの全世

代の実行結果情報を出力する「a」を指定します。  

-f オプションには，フォーマット識別子として，ジョブネットの状態を出力する「%C」と，ジョ

ブネットの実行 IDを出力する「%#」を指定します。  

ajsshow コマンドの詳細は，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマン

ドリファレンス 1. コマンド ajsshow」を参照してください。  

(b)(b)(b)(b)    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- View View View View をををを使使使使うううう場合場合場合場合 

JP1/AJS2 - Viewを使って，起動条件監視中のジョブネットを強制終了し，ジョブネットの実行登録を解

除する手順を次に示します。 

1. JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew のののの［［［［デイリースケジュールデイリースケジュールデイリースケジュールデイリースケジュール］］］］ウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウ，，，，ままままたはたはたはたは［［［［ママママンスリースケジュールンスリースケジュールンスリースケジュールンスリースケジュール］］］］ウウウウ

ィィィィンドンドンドンドウウウウをををを表表表表示示示示するするするする。。。。  

2. 実行実行実行実行結果結果結果結果リストリストリストリストにににに表表表表示示示示さささされているれているれているれている「「「「監視中監視中監視中監視中」」」」のののの世代世代世代世代をををを選択選択選択選択しししし，，，，［［［［操作操作操作操作］］］］－－－－［［［［強強強強制制制制終了終了終了終了］］］］をををを選択選択選択選択

するするするする。。。。 

「監視中」の世代が強制終了され，世代の状態は「監視中」から「監視打ち切り終了」に変
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わります。 

同時に，「起動条件待ち」の世代（起動条件が成立していないか，または部分成立してい

る世代）が消滅します。 

3. 「「「「実行中実行中実行中実行中」」」」かかかか，，，，ままままたはたはたはたは「「「「起動条件起動条件起動条件起動条件待待待待ちちちち」」」」のののの世代世代世代世代がががが残残残残っっっっているているているている場合場合場合場合はははは，，，，実行実行実行実行結果結果結果結果リストリストリストリストにににに表表表表示示示示

さささされているれているれているれている「「「「実行中実行中実行中実行中」」」」のののの世代世代世代世代をををを選択選択選択選択しししし，，，，［［［［操作操作操作操作］］］］－－－－［［［［強強強強制制制制終了終了終了終了］］］］をををを選択選択選択選択するするするする。。。。 

「実行中」の世代が強制終了され，世代の状態は「実行中」から「強制終了」に変わります。

同時に，次の「起動条件待ち」の世代が「実行中」になります。 

4. 「「「「実行中実行中実行中実行中」」」」のすのすのすのすべべべべてのてのてのての世代世代世代世代がががが「「「「強強強強制制制制終了終了終了終了」」」」にににに変変変変わわわわるるるるままままでででで，，，，手手手手順順順順 3333 をををを繰繰繰繰りりりり返返返返すすすす。。。。  

5. ［［［［JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ----    VVVViewiewiewiew］］］］ウィウィウィウィンドンドンドンドウウウウののののリストリストリストリストエエエエリリリリアアアアにににに表表表表示示示示さささされているれているれているれている，，，，実行登録実行登録実行登録実行登録をををを解解解解除除除除したいしたいしたいしたいジョジョジョジョ

ブネットブネットブネットブネットをををを選択選択選択選択しししし，，，，［［［［操作操作操作操作］］］］－－－－［［［［実行登録実行登録実行登録実行登録解解解解除除除除］］］］をををを選択選択選択選択するするするする。。。。 

ジョブネットの実行登録が解除されます。 

(2)(2)(2)(2)    起動条件起動条件起動条件起動条件がががが複数回成複数回成複数回成複数回成立立立立するするするするジョブネットジョブネットジョブネットジョブネットのののの運用運用運用運用ににににつつつついていていていて 

起動条件の有効範囲内に起動条件が複数回成立するジョブネットでは，繰り越し未実行となって実行さ

れないジョブネットが発生する場合があります。この現象は，次の条件が重なった場合に発生します。 

• 多重起動に「不可能」を設定した起動条件付きジョブネットを実行登録している。  

• 起動条件成立によって実行中の世代があるときに再び起動条件が成立し，実行を開始し

ようとした起動条件待ち世代が，実行中の世代の終了を待っている。  

• ルートジョブネットに設定された「打ち切り時間」を過ぎている。  

上記の三つの条件が重なった場合，メッセージ KAVS0277-Iが出力され，実行中の世代の終了を待っ

ていた世代は繰り越し未実行となり，実行されません。 

この現象を回避するために，次に示す方法のどれかで設定してください。 

• ジョブネットを多重起動できるようにする。 

GUIで設定する場合は，JP1/AJS2 - Viewの［詳細定義－［ジョブネット］］ダイアログボック

スの［定義］タブで，［多重起動］に［可能］を指定します。 

コマンドで設定する場合は，ユニット定義ファイルのジョブネット定義情報の mpパラメータ

ーに「y」を指定します。 

• ジョブネットの打ち切り時間を無制限にする。 

GUIで設定する場合は，JP1/AJS2 - Viewの［詳細定義－［ジョブネット］］ダイアログボック

スの［定義］タブで，［打ち切り時間］に［無制限］を指定します。 

コマンドで設定する場合は，ユニット定義ファイルのジョブネット定義情報の cdパラメータ

ーに「un」を指定します。 

• 環境設定パラメーターCONDEXECDEFERを設定する。 

環境設定パラメーターCONDEXECDEFERに「no」を設定します。 

「no」を指定した場合，繰り越し未実行になる条件を満たしても繰り越し未実行にしないで，

実行中の世代の終了を待ち続けます。 
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パラメーターの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 

セットアップガイド 14.1.2 スケジューラーサービス環境設定ファイルの環境設定パラメー

ター一覧」を参照してください。  
8.5.28.5.28.5.28.5.2    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 がががが発発発発行行行行するするするするイベントイベントイベントイベントややややメッセージメッセージメッセージメッセージをををを監視監視監視監視するするするする    

JP1/AJS2 のメッセージを監視する場合，メッセージの最後に付加情報が追加されるおそれがあるため，

メッセージ IDを監視するか，またはメッセージの前文を監視するようにしてください。メッセージの全文で

監視すると，メッセージが検出できない場合があります。 

JP1/AJS2 のイベントジョブに，JP1/AJS2 が発行する JP1 イベントやWindows イベント，ログファイルに出

力されるメッセージを監視するように指定しても，JP1/AJS2 の状態によってはイベントとして正しく受信で

きなかったり，監視条件の設定によってはイベントジョブとして無限に実行してしまったりする場合があり

ます。具体的には，次のような現象が発生する場合があります。 

• イベントジョブは通常のジョブと同様に，ジョブネット中のジョブとして実行されます。

JP1/AJS2 が起動され，ジョブネットが起動されて初めてイベントの監視が始まります。ジョ

ブネット開始イベントは，最初のジョブが起動したあとに発行されるため，イベントジョブを

実行している JP1/AJS2 のジョブネット開始イベントは監視できません。  

• JP1/AJS2 にトラブルが発生し，イベントジョブが定義されているジョブネットが異常終了し

た場合，イベントジョブ自体も異常終了するので，イベントは監視できなくなります。  

• イベントジョブも，ジョブの延長で JP1 イベントやWindows イベントを発行したり，ログファイ

ルにメッセージを出力したりします。イベントジョブが発行した JP1 イベント，Windows イベ

ント，およびログファイルに対するメッセージを，そのイベントジョブ自身が監視することに

なるため，監視が無限に続いてしまいます。  

上記の対処方法として，JP1/AJS2 が発行するイベントやログファイル中のメッセージを契機にアクション

を実行する場合は，JP1/IM の自動アクション機能か，またはイベントジョブを実行しているマネージャー

とは別の JP1/AJS2 のマネージャーを使用してください。JP1/AJS2 が発行するイベントやログファイル中

のメッセージを契機にコマンドなどを実行する場合については，JP1/AJS2 のマネージャーが複数ある場

合（論理ホストを幾つかに分けて JP1/AJS2 を多重起動している場合を含む）と，JP1/AJS2 のマネージャ

ーが一つだけの場合（JP1/AJS2 を多重起動していない場合）とに分けて次に説明します。また，イベント

やメッセージの監視に関する注意事項も説明します。 

なお，この節で説明する内容は，JP1/AJS2 自身が発行する JP1 イベント，Windows イベント，ログファイ

ル・syslog ファイルなどに出力するメッセージを監視する場合を対象としています。JP1 イベント送信ジョ

ブを使用する場合や，ユーザージョブとして JP1 イベントを送信する場合は，対象外です。 
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(1)(1)(1)(1)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののマネージマネージマネージマネージャャャャーーーーがががが複数複数複数複数ああああるるるる場合場合場合場合（（（（論論論論理理理理ホストホストホストホストをををを幾幾幾幾つつつつかにかにかにかに分分分分けてけてけてけて JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを多多多多

重重重重起動起動起動起動しているしているしているしている場合場合場合場合をををを含含含含むむむむ）））） 

JP1/AJS2 のマネージャーが複数ある場合，または論理ホストを幾つかに分けて JP1/AJS2 を多重起動し

ている場合に，ほかの論理ホスト上の JP1/AJS2 が発行するイベントやログファイル中のメッセージを監視

するときの対処方法を説明します。なお，このとき，JP1/IM は不要です。 

(a)(a)(a)(a)    ほかのほかのほかのほかの論論論論理理理理ホストホストホストホスト上上上上のののの JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 がががが発発発発行行行行するするするする JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベントをををを監視監視監視監視したいしたいしたいしたい場合場合場合場合，，，，またはまたはまたはまたは

JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののマネージマネージマネージマネージャャャャーーーーがががが複数複数複数複数ああああるるるる場合場合場合場合 

標準では，ほかのホスト（論理ホスト）上の JP1/AJS2 が発行する JP1 イベントは監視できません。 

ただし，監視対象の JP1/AJS2 が発行する JP1 イベントを，JP1/Base のイベントサービス機能を使って転

送すれば監視できます。このとき，JP1 イベントを，その JP1 イベントを発行した JP1/AJS2 が管理するホス

トとは別のホスト（論理ホスト）上のイベントサービスに転送してください。その JP1 イベントが登録された

JP1/AJS2 が管理するホスト上のイベントサービスに転送しても監視できません。 

JP1 イベントの流れの例を次の図に示します。 

図図図図 8888----18181818    JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベントのののの流流流流れれれれ 
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上記の図の場合，HOSTA の JP1/AJS2 が発行する JP1 イベントを監視したい場合は，JP1 イベントを

HOSTCまたはHOSTDのイベントサービスに転送してください。HOSTBのイベントサービスに転送しても

監視できません。 

(b)(b)(b)(b)    ほかのほかのほかのほかの論論論論理理理理ホストホストホストホスト上上上上のののの JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 がががが発発発発行行行行するするするするWWWWininininddddowsowsowsows イベントイベントイベントイベントをををを監視監視監視監視したいしたいしたいしたい場合場合場合場合 

Windows イベントは，JP1/Base のイベントログトラップ機能が動作する論理ホスト上だけで監視できます。 

JP1/AJS2 が発行するWindows イベントを監視する場合は，論理ホストを分け，監視したい JP1/AJS2 と

は別のマネージャーから監視してください。この場合，監視される JP1/AJS2 からはWindows イベントログ

監視ジョブは使用できません。 

(c)(c)(c)(c)    ほかのほかのほかのほかの論論論論理理理理ホストホストホストホスト上上上上のののの JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 がががが出力出力出力出力するするするするログファイルログファイルログファイルログファイル中中中中ののののメメメメッセージッセージッセージッセージをををを監視監視監視監視したいしたいしたいしたい場場場場

合合合合 

監視対象のログファイルを，ほかの論理ホストの JP1/AJS2 から参照してください。 

(2)(2)(2)(2)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 ののののマネージマネージマネージマネージャャャャーーーーがががが一一一一つだつだつだつだけのけのけのけの場合場合場合場合（（（（JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを多重多重多重多重起動起動起動起動していないしていないしていないしていない場合場合場合場合）））） 

JP1/AJS2 のマネージャーが一つだけの場合に，JP1/AJS2 が発行するイベントやログファイル中のメッセ

ージを監視するときの対処方法を説明します。なお，このとき，JP1/IM が必要です。 

(a)(a)(a)(a)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 がががが発発発発行行行行するするするする JP1JP1JP1JP1 イベントイベントイベントイベントをををを監視監視監視監視したいしたいしたいしたい場合場合場合場合 

JP1/IM の自動アクション機能を使用してください。 

(b)(b)(b)(b)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 がががが発発発発行行行行するするするするWWWWininininddddowsowsowsows イベントイベントイベントイベントをををを監視監視監視監視したいしたいしたいしたい場合場合場合場合 

JP1/Base のWindows イベントトラップ機能，および JP1/IM の自動アクション機能を使用してください。 

(c)(c)(c)(c)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 がががが出力出力出力出力するするするするログファイルログファイルログファイルログファイル中中中中ののののメメメメッセージッセージッセージッセージをををを監視監視監視監視したいしたいしたいしたい場合場合場合場合 

JP1/Base のログファイルトラップ機能，および JP1/IM の自動アクション機能を使用してください。 

(3)(3)(3)(3)    イベントイベントイベントイベントややややメメメメッセージッセージッセージッセージのののの監視監視監視監視にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 

イベントやメッセージの監視に関する注意事項を次に示します。 

(a)(a)(a)(a)    2222 台台台台のののの JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ホストホストホストホストででででイベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブをををを用用用用いていていていてホストホストホストホストをををを監視監視監視監視するするするする場合場合場合場合 

次に示す図のように，ある JP1/AJS2 - Managerホスト（HOSTA）をHOSTBのマネージャー（監視する側）

として，別の JP1/AJS2 - Manager ホスト（HOSTB）をHOSTA のエージェント（監視される側）として設定し，

イベントジョブを用いて HOSTA から HOSTBを監視する場合の制限事項を次に示します。 
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図図図図 8888----19191919    2222台台台台のののの JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ホストホストホストホストでのでのでのでのイベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブをををを用用用用いたいたいたいたホストホストホストホストのののの監視監視監視監視    ((((1111)))) 

 

制制制制限事項限事項限事項限事項  

• HOSTBの JP1/AJS2 が起動していない場合，HOSTBでは，イベントジョブを用い

た監視はできません。 

マネージャーにはエージェントの機能も含まれています。そのため，HOSTA が監

視しているHOSTBのエージェントは，HOSTBのマネージャーの起動・停止と連動

して起動・停止します。 

• HOSTBの JP1/AJS2 が異常終了した場合，HOSTA に情報を通知できません

（HOSTA から HOSTBの監視はできません）。 

マネージャーにはエージェントの機能も含まれています。そのため，HOSTA が監

視している HOSTBのエージェントは，HOSTBのマネージャーの異常終了と連動

して停止します。 

この構成でホストを監視したい場合は，次の図に示すように，イベントを，監視する側および監視される

側の JP1/AJS2 - Manager ホストとは別の JP1/AJS2 - Manager ホストに転送してください。 
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図図図図 8888----20202020    2222台台台台のののの JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ホストホストホストホストでのでのでのでのイベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブをををを用用用用いたいたいたいたホストホストホストホストのののの監視監視監視監視    ((((2222)))) 

 

(b)(b)(b)(b)    複数台複数台複数台複数台のののの JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ホストホストホストホストがががが 1111 台台台台のののの JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent ホストホストホストホストををををエエエエージェントージェントージェントージェント

としてとしてとしてとして設定設定設定設定しているしているしているしている場合場合場合場合 

複数台の JP1/AJS2 - Manager ホストが 1台の JP1/AJS2 - Agentホストをエージェントとして設定してい

る場合，エージェントの JP1/AJS2 - Agent は同一のログファイル（エージェントが出力している，

JP1/AJS2 のログファイル）の情報を監視します。そのため，マネージャーが異なっていても，該当するエ

ージェントを管理するマネージャーからは正しく監視できません。 

この構成でイベントやメッセージを監視したい場合は，次の図に示すように，イベントやメッセージを，

JP1/AJS2 - Agentホストを管理する JP1/AJS2 - Manager ホストとは別の JP1/AJS2 - Manager ホストに転

送してください。 
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図図図図 8888----21212121    複数複数複数複数台台台台のののの JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ホストホストホストホストがががが 1111台台台台のののの JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Agent Agent Agent Agent ホストホストホストホストををををエエエエージージージージェェェェントントントントとしてとしてとしてとして設設設設

定定定定しているしているしているしている場合場合場合場合ののののイベントイベントイベントイベントややややメッセージメッセージメッセージメッセージのののの監視監視監視監視 

  
8.5.38.5.38.5.38.5.3    SNMPSNMPSNMPSNMP トラップトラップトラップトラップ送送送送信信信信をををを抑止抑止抑止抑止するするするする    

JP1/AJS2側で JP1/Cm2 または hp OpenView との連携のためのセットアップを実施していないにもかか

わらず，NNM のアラームブラウザーに JP1/AJS2 の SNMP トラップが送信されてしまう場合があります。 

トラップの送信を抑止したい場合，トラップの送信元となるホストで，JP1 の共通定義情報に，SNMP トラッ

プの送信を抑止するオプションを指定しておく必要があります。 

JP1/AJS2 からの SNMP トラップ送信を抑止する場合，JP1/Base の共通定義情報に SNMP トラップの抑

止を設定してください。 

JP1/AJS2 からの SNMP トラップ送信の抑止手順を次に示します。 

1. エエエエデデデディィィィターターターターでででで，，，，次次次次にににに示示示示すすすす内容内容内容内容をををを記記記記述述述述したしたしたしたファイルファイルファイルファイルをををを作作作作成成成成するするするする。。。。 

ファイル名は任意です。なお，SNMP トラップ送信を抑止しない場合は，「Y」と記述されて

いる部分に「N」を指定してください。「Y」および「N」ではない値が指定されていると，トラッ

プ送信時にエラーが発生します。 

2.   

3. [JP1_DEFAULT\JP1AOMAGENT\ov_link] 
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4. "TRAPRESTRAIN"="Y" 

  

5. 次次次次にににに示示示示すすすすココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

6.   

7. JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\bin\jbssetcnf ファイルファイルファイルファイル名名名名 

  

手順 1 で作成したファイルが登録されます。  
8.5.48.5.48.5.48.5.4    複数複数複数複数ののののサービスサービスサービスサービスをををを同同同同時時時時にににに起動起動起動起動するするするする    

JP1/AJS2 - Managerおよび JP1/AJS2 - Agent の JP1/AJS2 サービスの複数起動と，JP1/AJS2 サービス

に含まれるスケジューラーサービスの複数起動について説明します。 

    

(1)(1)(1)(1)    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススをををを複数起動複数起動複数起動複数起動するするするする 

JP1/AJS2 サービスは，クラスタ運用のために，1台のホストで複数起動できます。複数起動する場合，1

台のホストを仮想的に複数台使うために論理ホストを定義して，論理ホスト単位に起動するように環境設

定します。 

複数の JP1/AJS2 サービスを論理ホスト単位に起動する場合は，論理ホストごとに JP1/AJS2 の環境設定

をします。また，サービス多重起動時には，システム資源（セマフォ，仮想メモリー，共有メモリー，ディス

ク容量など）を，JP1/AJS2 サービスの同時起動数に合わせて準備します。 

複数の JP1/AJS2 サービスが起動している場合の動作イメージを次の図に示します。 
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図図図図 8888----22222222    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススのののの複数起動複数起動複数起動複数起動 

 

(2)(2)(2)(2)    スケジスケジスケジスケジュュュューラーサーーラーサーーラーサーーラーサービビビビススススをををを複数起動複数起動複数起動複数起動するするするする 

マネージャー中の JP1/AJS2 サービスに含まれるサービスのうち，スケジューラーサービスについては，

ルートジョブグループを複数定義して，それぞれにスケジューラーサービスを起動させて運用できます。 

複数のスケジューラーサービスが起動している場合の動作イメージを次の図に示します。 

図図図図 8888----23232323    スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビススススのののの複数起動複数起動複数起動複数起動 

 

スケジューラーサービスを複数起動する場合は，一つの論理ホストの環境設定中に，複数のスケジュー

ラーサービスの環境設定をします。 

スケジューラーサービスの多重起動の検討に際しては，「5.3.6 スケジューラーサービスの多重起動につ

いて検討する」を参照してください。また，スケジューラーサービスの多重起動の設定方法については，

マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 セットアップガイド 4.7.1 スケジューラーサービ

スの多重起動の設定」（Windows の場合），またはマニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 
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セットアップガイド 14.7.1 スケジューラーサービスの多重起動の設定」（UNIXの場合）を参照してくださ

い。 

スケジューラーサービスを一つずつ起動したい場合は，JP1/AJS2 を起動した状態で ajsstart コマンドを

実行します。また，一つずつ終了したい場合は，JP1/AJS2 を起動した状態で ajsstop コマンドを実行しま

す。 

スケジュースケジュースケジュースケジューララララーサーーサーーサーーサービビビビスススス多重多重多重多重起動時起動時起動時起動時のののの注注注注意事項意事項意事項意事項  

多重起動時に，「-F サーサーサーサービビビビスススス名名名名」オプションを指定しないでコマンドを実行すると，「デフ

ォルトスケジューラーサービス」に対する操作となるので，必ず-F オプションを指定してく

ださい。  

なお，環境変数 AJSCONFにサービス名を指定すると，-F オプションを省略できます。  

スケジューラーサービスは，1台のマシンにつき 20個まで定義できます。   
8.5.58.5.58.5.58.5.5    JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- Manager Manager Manager Manager ホストホストホストホストにににに接続接続接続接続しているしているしているしている JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 JP1/AJS2 ---- View View View View をををを確認確認確認確認するするするする    

JP1/AJS2 - Manager ホストに接続している JP1/AJS2 - Viewの数や接続元ホストの IP アドレス，ホスト名

などを確認するには，ajsstatus コマンドを使用します。ajsstatusコマンドに-v オプションを指定すると，次

に示す JP1/AJS2 - Viewの接続情報が表示できます。 

• 接続先スケジューラーサービス名  

• 接続元の JP1/AJS2 - Viewにログインしている JP1 ユーザー名  

• JP1/AJS2 - Viewの接続を管理している ajsmonsvrのプロセス ID  

• 接続開始時間  

• 接続元の JP1/AJS2 - View ホストの IP アドレス  

• 接続元の JP1/AJS2 - View ホストのホスト名  

ajsstatus コマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリ

ファレンス 1. コマンド ajsstatus」を参照してください。 

注意  

JP1/AJS2 Monitorサービス（Windows）または ajsinetd（UNIX）が起動されていない場合は，

ajsstatus コマンドを実行しても JP1/AJS2 - Viewの接続情報は出力されません。  
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8.5.68.5.68.5.68.5.6    ジョブジョブジョブジョブのののの終了終了終了終了ココココードードードードをををを確認確認確認確認するするするする    

ジョブの終了コードは，JP1/AJS2 - Viewの［モニタ詳細‐［アアアアイコンイコンイコンイコン名名名名］］ダイアログボックス，または

jpqjobget コマンドの EXITCODEなどで確認できます。ジョブの終了コードには，通常，正常終了では

「0」，異常終了では起動したジョブプロセスの終了コードが設定されます。 

しかし，次の表に示す場合では，JP1/AJS2 によって終了コードが設定されます。 

表表表表 8888----17171717    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 によによによによっっっってててて終了終了終了終了コードコードコードコードがががが設定設定設定設定さささされるれるれるれる条件条件条件条件ととととそそそそのののの終了終了終了終了コードコードコードコード 

条件条件条件条件    JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 によによによによっっっってててて設定設定設定設定

さささされるれるれるれる終了終了終了終了コードコードコードコード    

PCジョブ，UNIXジョブ，アクションジョブ，カスタムジョブ，または

JP1/AJS2 をホストに指定した QUEUEジョブで，次の状態になる場

合。 

起動失敗  

強制終了（打ち切り時間指定による打ち切り終了も含みます）  

異常検出終了

※
  

「-1」を設定します。 

UNIXジョブで，JP1/AJS2 で予期しないエラーが発生した場合。 「255」を設定します。 

注※  

ジョブプロセスが終了したあとの JP1/AJS2側の後処理で何か問題が発生した場合（例え

ば，マネージャーホストへの結果ファイルの転送失敗など）は，ジョブプロセスのリターンコ

ードが，JP1/AJS2 によって「-1」で上書きされて異常検出終了になります。  

注意  

PCジョブの場合は，起動したジョブプロセス自身がリターンコードとして「-1」を返すことも

できます。また，UNIXジョブでは負の値で終了すると，終了コードは，256 + 負の値と扱

われます。例えば，ジョブプロセスが「-1」で終了した場合，終了コードは，256 - 1 = 255 と

なります。したがって，ジョブプロセスによって設定された終了コードなのか，JP1/AJS2 に

よって設定された終了コードなのかを判別する必要がある場合は，ユーザーアプリケーシ

ョンなどで設定する終了コードには，「-1」および「255」を使用しないようにしてください。  

また，イベントジョブおよびアクションジョブが，実行しているとき（ジョブプロセスが起動されてから終了す

るまで）に設定される終了コードについては，「付録 G イベントジョブおよびアクションジョブ実行時の戻

り値一覧」を参照してください。 

ジョブの終了コードには，ユーザーアプリケーションや JP1/AJS2 以外に OS が設定するものがあります。

代表的な終了コードを次の表に示します。これらの終了コードは OS のアップグレードなどによって変更

になる場合もありますので，使用している OS の技術情報を確認してください。 
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表表表表 8888----18181818    OSOSOSOS がががが設定設定設定設定するするするするジョブジョブジョブジョブのののの終了終了終了終了コードコードコードコードのののの例例例例 

OSOSOSOS    終了終了終了終了

コードコードコードコード    

原因原因原因原因    対処方法対処方法対処方法対処方法    

259 ま

たは

-1 

結果ファイルのオープンに失

敗していることが考えられま

す。この場合は，同時に次に

示すどちらかのメッセージが

出力されます。 

「KAVU3284-W 内部処理

（論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名）でシステムコ

ールエラーが発生しました

（要因個所：要要要要因因因因個所個所個所個所，要因

番号：0x2013000a）」  

標準エラー出力に「プロセス

はファイルにアクセスできま

せん。別のプロセスが使用中

です。」  

ジョブとして実行するプログラム内でオープンす

るファイル，またはバッチファイル内のリダイレク

ションでオープンするファイルを，ジョブを登録

するときの標準出力ファイル，または標準エラ

ー出力ファイルとして指定しないでください。た

だし，プログラム内で関数を使用してオープン

する場合に限って，共有の読み取りまたは共有

の書き込みを許可する設定でオープンすること

によって回避することもできます。 

Windows 

128 デスクトップヒープの領域不

足が考えられます。この場合

は，同時に次に示すどちらか

のメッセージが出力されま

す。 

「XXXX.XXX - アプリケーシ

ョンエラー：アプリケーション

を正しく初期化できませんで

した。」  

「XXXX.XXXの初期化に失

敗しました。」  

デスクトップヒープ領域の消費を少なくしたい場

合は，ジョブを実行するユーザーのアカウント

を，「JP1/AJS2 サービス」のアカウントと同じにし

て運用してください。 

UNIX シグ

ナル

番号

+128 

ジョブとして実行したプログラ

ムがシグナルを受信したこと

が考えられます。 

次に示すどちらかの方法で対処してください。 

ジョブとして実行するプログラムがシグナルを受

信しないようする。  

ジョブとして実行するプログラムにシグナルハン

ドラーなどを設定して，シグナルの種類によって

終了コードを切り分けるなどの処理を追加す

る。   
8.5.78.5.78.5.78.5.7    イベントジョブイベントジョブイベントジョブイベントジョブ実行時実行時実行時実行時にににに使用使用使用使用するするするする通信通信通信通信のののの送送送送信信信信バインドバインドバインドバインド方式方式方式方式をををを設定設定設定設定するするするする    

イベントジョブ実行時に使用する通信のバインド方式は，JP1/Base の通信設定に従い，デフォルトでは

ANYバインド方式が設定されます。クラスタ運用する場合はクラスタシステムのセットアップをしたときに，

物理ホストと論理ホストの両方で自動的に IP バインド方式が設定されます。このとき，送信のバインド方

式と受信のバインド方式は同じ IP バインド方式となります。なお，複数 LAN接続機能により JP1/Base の

通信設定で送信と受信のバインド方式は個々に設定できます。 

ただし，イベントジョブ実行時に使用する通信の送信バインド方式の設定については，JP1/Base の通信

設定の送信のバインド方式にかかわらず，次に示す手順で送信のバインド方式を受信のバインド方式に

従うように設定できます。 
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06-71 以降のバージョンを新規インストールで使用する場合は，この設定は使用しないで JP1/Base の通

信設定でバインド方式を設定してくだい。なお，06-51 以前のバージョンからのバージョンアップで，すで

にイベントジョブ実行時に使用する通信の送信バインド方式の設定を行っている場合，設定内容は引き

継がれますが，再インストールをしたときには，再度イベントジョブ実行時に使用する通信の送信バインド

方式の設定することで，06-51 以前のバージョンと同じ設定にすることができます。 

設定手順を次に示します。なお，この設定は，マネージャーホストおよびイベントジョブを実行するすべ

てのエージェントホストで行ってください。 

    

(1)(1)(1)(1)    WWWWininininddddowsowsowsows のののの場合場合場合場合 

1. ［［［［コントロールパネルコントロールパネルコントロールパネルコントロールパネル］］］］のののの［［［［サーサーサーサービビビビスススス］］］］でででで，，，，次次次次にににに示示示示すすすすサーサーサーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする。。。。 

o JP1/AJS2 サービス  

2. メメメメモモモモ帳帳帳帳などのなどのなどのなどのテキテキテキテキストストストストエエエエデデデディィィィターターターターでででで，，，，次次次次にににに示示示示すすすす内容内容内容内容をををを記記記記述述述述したしたしたした設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイルをををを作作作作成成成成するするするする。。。。 

3.   

4. ［{JP1_DEFAULT | 論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}\JP1AOMMANAGER］ 

5.  "ClientBindFlag"=dword:1 

6. ［{JP1_DEFAULT | 論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}\JP1AOMAGENT］ 

7.  "ClientBindFlag"=dword:1 

  

{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}の部分は，物理ホストの場合は「JP1_DEFAULT」を，論理ホ

ストの場合は「論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名」を指定します。 

イベントジョブ実行時に使用する通信の送信バインド方式の設定を解除する場合は，「1」

と記述されている部分に「0」を入力してください。 

設定ファイルのファイル名は任意です。 

8. ファイルファイルファイルファイルをををを保存保存保存保存しししし，，，，次次次次ののののココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

9.   

10. jbssetcnf 設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイル名名名名 

     

jbssetcnf コマンドのパスは，JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\bin\jbssetcnfです。 

jbssetcnf コマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してくださ

い。 
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11. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを再起動再起動再起動再起動するするするする。。。。 

設定ファイルに記述した内容が反映されます。 

(2)(2)(2)(2)    UUUUNINININIXXXXのののの場合場合場合場合 

1. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 サーサーサーサービビビビススススをををを停止停止停止停止するするするする。。。。 

次のコマンドを実行して，プロセスがすべて停止していることを確認します。 

2.   

3. # /etc/opt/jp1ajs2/jajs_stop 

4. # /opt/jp1ajs2/bin/jajs_spmd_status 

  

5. vvvviiii などのなどのなどのなどのエエエエデデデディィィィターターターターでででで，，，，次次次次にににに示示示示すすすす内容内容内容内容をををを記記記記述述述述したしたしたした設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイルをををを作作作作成成成成するするするする。。。。 

6.   

7. ［{JP1_DEFAULT | 論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}\JP1AOMMANAGER］ 

8.  "ClientBindFlag"=dword:1 

9. ［{JP1_DEFAULT | 論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}\JP1AOMAGENT］ 

10.  "ClientBindFlag"=dword:1 

  

{JP1_DEFAULT|論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名}の部分は，物理ホストの場合は「JP1_DEFAULT」を，論理ホ

ストの場合は「論論論論理理理理ホストホストホストホスト名名名名」を指定します。 

イベントジョブ実行時に使用する通信の送信バインド方式の設定を解除する場合は，「1」

と記述されている部分に「0」を入力してください。 

設定ファイルのファイル名は任意です。 

11. ファイルファイルファイルファイルをををを保存保存保存保存しししし，，，，次次次次ののののココココママママンドンドンドンドをををを実行実行実行実行するするするする。。。。 

12.   

13. jbssetcnf 設定設定設定設定ファイルファイルファイルファイル名名名名 

     

jbssetcnf コマンドのパスは，JP1/JP1/JP1/JP1/BBBBaseaseasease ののののインストールインストールインストールインストール先先先先フフフフォォォォルダルダルダルダ\bin\jbssetcnfです。 

jbssetcnf コマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してくださ

い。 

14. JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2JP1/AJS2 をををを再起動再起動再起動再起動するするするする。。。。 

設定ファイルに記述した内容が反映されます。 

なお，この設定を使用すると，JP1/Base の通信設定にかかわらず，この設定が有効になります。この設

定を指定しない，またはこの設定で「0」を指定している場合は，JP1/Base の通信設定の送信のバインド

方式に準じます。 
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